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ドイツ語テキストはインターネットからダウンロードした。 

   https://www.odaha.com/antoine-de-saint-exupery/maly-princ/der-kleine-prinz 

 

フランス語原書 Le Petit Prince 1969 年 8 月 25 日 ガリマール社 出版番号：14453  

対訳 フランス語で読もう「星の王子様」 

2007 年 6 月 12 日 2 版発行著者 サンテグジュペリ、小島 俊明、㈲第三書房 

 

翻訳期間 2017/01/17〜2019/03/22 

 

注意：この文書は構文解析を用いて、外国語の文章を日本語に翻訳する方法を示して、外国

語学習者の文法理解を多少なりとも支援するために作成した参考資料です。 

翻訳は辞書に載っている単語や熟語などの意味と構文解析に基づいて、文章の意味を日本

語に訳したものであり、文学作品の文章として翻訳している訳ではありません。 
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文の構成要素と構文解析の書式 

 

文法書によると、日・伊・西・仏・独・英などの言語では異なる文法用語が使用されている

が、この文書では英語の文法用語を基本として、独自解釈も交えて構文解析を行う。 

 

「文」は「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副詞」及び「形容詞」で構成される。 

また「接続詞」や「関係代名詞」などは「文」と「文」を接続してより複雑な文を構成する

ために使用される。 

 

文の構成要素と単語の品詞についておおまかに説明する。 

「名詞」は事物の名称・状態・性質・存在などの概念を表す単語である。 

「形容詞」は事物の性質・状態、人間の感覚・感情などを表す語で「名詞」を修飾する。 

「副詞」は事物の状態・性質・程度や時刻・場所などを表し、「動詞」を修飾したり、 

他の「副詞」や「形容詞」を修飾する。 

「句」は 2 つ以上の単語が集まって「名詞」、「形容詞」、「副詞」あるいは「動詞」 

の役目をするもの。それぞれ「名詞句」、「形容詞句」．．．などと表す。例えば、 

「名詞句」は「形容詞+名詞」、「名詞+名詞」などによって作られ、 

「形容詞句」は「副詞+形容詞」、「前置詞+名詞」などによって作られ、 

「副詞句」は「副詞+副詞」、「前置詞+名詞」などによって作られ、 

「動詞句」は「動詞+前置詞」、「動詞+副詞」、「助動詞+動詞」によって作られる。 

「節」は 2 つ以上の単語が集まって「主語」と「動詞」を含む文を構成して、 

全体の中で「名詞」、「形容詞」または「副詞」の役割をする。従属節と呼ばれる。 

それぞれ「名詞節」、「形容詞節」および「副詞節」と表す。 

2 つの節が対等に結合される場合は等位節と呼ぶ。（英語で and や but で結合） 

「主語」は「動詞」の動作・作用の主体を表す「名詞・句・節」または「代名詞・句」。 

「動詞」は事物の動作・作用・状態・存在などを表す。 

「直接目的語」は動詞の表す動作の対象となる人・物を表す「名詞・句・節」。 

「間接目的語」は動詞の表す動作によって動作主または「直接目的語」が移動または状態変

化する場所または動作の目的・結果を表す「名詞・句・節」または「副詞・句・節」。 

注意：英語の文法書では、「間接目的語」は「直接目的語」と共に用いられることにな

っているが、この文書では「間接目的語」が単独で用いられる場合がある。すなわち、

「主語」「動詞」「直接目的語」と「主語」「動詞」「間接目的語」の構文がある。 

「補語」は「主語」または「目的語」の性質・状態を表す「名詞」・「形容詞」・「副詞」。 

  



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

文の構成要素と構文解析の書式 

名詞・性と数  4 / 483 

名詞・性と数 

「名詞」は人または事物の名称を表す語であり、文中で「主語」、「直接目的語」、「間接目

的語」または「補語」として用いられる。時には、他の「名詞」を修飾する「形容詞」とし

て利用されたり、「時」や「場所」に関する「副詞」として利用されることがある。 

「名詞」が「動詞」のように利用されて「前進！」のような命令文が作られることもある。 

さらに、「名詞」として辞書に載っている単語だけでなく、「動詞」や「形容詞」または「副

詞」が「名詞」的に利用されることもあるので、「名詞」の出現頻度は高い。 

 

「代名詞」は「名詞」の代わりをする語である。代名詞を利用することで、文中に同じ単

語が何度も現れるのを防いで、文を明確化することができる。 

 「名詞句」や「名詞節」も文中で「名詞」と同様の機能として使われる。 

 

 「名詞」は数えられる名詞「可算名詞」と数えられない名詞「不加算名詞」に分けられ、

可算名詞は「普通名詞」と「集合名詞」に、不加算名詞は「固有名詞」、「物質名詞」と「抽

象名詞」に分けられる。 

 

 「普通名詞」は「本」、「猫」、「机」など同じ種類の個体を多数持っているものに与えられ

る名称で、単数か複数かという区別を必要とする。単数の場合は「不定冠詞」か「定冠詞」

を付けるのが原則である。 

 「集合名詞」は「委員会」、「家族」、「警察」のように人・動物・物などの集合体を指す名

詞である。 

 

 「固有名詞」は「富士山」、「パリ」、「ニュートン」などのように、人・場所・事物などに

固有の名称である。本来一つしかないものなので不定冠詞をつけたり、複数形にすることは

原則としてない。定冠詞を付ける場合と付けない場合がある。 

 「物質名詞」は「空気」、「水」、「ワイン」のように物質を表す名称で、一定の形を持たず、

また特別な容器を用いない限り、個々には独立して存在しない。不加算名詞なので、不定冠

詞は付かないし、複数形にもならない。 

 「抽象名詞」は「親切」、「愛」、「悲しみ」、「真理」のように、具体的な形を持たない抽象

的な概念を示す名称である。抽象名詞も数えられないから、不定冠詞は付かないし、複数形

にもならない。 

 

 イタリア語・スペイン語・フランス語・ドイツ語などでは、「名詞」に付属する冠詞・形

容詞は名詞と性・数の一致が必要となり、「名詞」に関係する「動詞」は名詞と数の一致が

必要になる。  
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「直接目的語」と「間接目的語」 

「僕は君にこの本をあげる」という文は、「主語：僕（は）」、「間接目的語：君に」、「直接目

的語：この本（を）」、「動詞：あげる」という構成要素から作られている。そして、「動詞：

あげる」の動作において動作の主体が操作・加工する対象となるものが「直接目的語：この

本（を）」である。「間接目的語：君に」は「直接目的語」（または「主語」）の移動先（抽象

的な概念の場所も含む）を表しており、動作の主体が操作・加工する対象ではない。 

「直接目的語」は動作の主体が操作・加工する対象を示すと考えると、「人」や「物」を表

す「名詞」類が使用されることが分かる。 

「間接目的語」は「直接目的語」または「話者自身」の移動先を示す場所であると考えると、

場所を表す「人」や「物」または「場所を表す空間」を表す「名詞」類または「副詞」類が

使用されることが分かる。参考：「私は両親に従う。」の「両親」は「両親の希望・意見など

の抽象的な概念の場所」を表す「間接目的語」である。「間接目的語」が名詞・代名詞なら

これを「主語」として受動文を作れるが、副詞類なら受動文を作れない。 

注意：一般の文法書では、「自動詞+前置詞+名詞」の「名詞」を前置詞の「目的語」と説明

しているが、この文書では「前置詞+名詞」または「前置詞+副詞」を「間接目的語」と解釈

して構文解析を進める。この方が文章を理解しやすいと判断したからである。 

この方法によると、「私は学校へ行く」は自動詞の「行く」と前置詞が付いた「学校へ」が

使われており、「学校へ」が「間接目的語」と構文解析されることになる。 

しかし、一般の文法書の解説とは異なるので、学校の試験などでは間違いとされる恐れがあ

ることを注意する必要がある。しかし、フランス語の文法はこの解釈に近い。 

 

まとめ：「直接目的語」は「名詞」類が使われる。「〜を」 

「間接目的語」は「名詞･副詞」類が使われる。「〜の所へ、〜のために、〜にとって」 

 

形容詞 

「名詞」、「代名詞」を修飾・限定するものを「形容詞」という。「形容詞」は事物の性質・

状態、人間の感覚・感情などを表す語で「名詞」を修飾する。 

「形容詞」類の例示： 

  代名詞：「私の本」、「この本」、「数冊の本」、「どんな本」の下線を付けた語句。 

  冠詞 ：「一冊の本」、「その本」の下線を付けた語句。 

  分詞 ：「眠っている赤ん坊」、「失われた時間」の下線を付けた語句。 

  名詞 ：「空軍」、「石橋」のように「名詞」+「名詞」の語句。 

 形容詞句：「籠の中の鳥」の下線を付けた語句（前置詞で導かれる）。 

 形容詞節：「これはパリで買った指輪です」の下線を付けた語句（関係代名詞で導かれる）。 

 

まとめ：「形容詞節」を含む「形容詞」類は「名詞」類の前後に使用される。  
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不定冠詞 

「形容詞」類の一つである。様々な意味に使われる。 

１．どれでもよい、不定の人や物の一つを指す。 

２．ある具体的な一つの物（人）を指す。 

３．一つの〜という意味をはっきり示す。 

４．〜につきの意味を示す。 

５．或る〜の意味で用いる。 

話の中で初めて述べる「名詞」には不定冠詞を付けて内容を説明して、二度目以降では定冠

詞を付けて使う。 

 

定冠詞 

「形容詞」類の一つである。加算名詞・不加算名詞を問わず、全ての名詞の前に付けること

ができ、その名詞が何らかの意味で特定されたものであることを示す。 

１．先に出た「不定冠詞+名詞」を指す場合。 

２．すでに述べられた事柄に関連して特定される場合。 

３．周囲の状況からそれと分かる場合。 

４．ただ一つしかないものを指す場合。 

５．最上級や唯一的な意味で限定された名詞に付ける。 

６．修飾語句によって限定される場合。 

７．楽器を代表的に指す場合 

 

副詞 

「副詞」は事物の状態・性質・程度や時刻・場所などを表し、「動詞」を修飾したり、他の

「副詞」や「形容詞」を修飾する。しかし、名詞・代名詞、句や節または文全体を修飾・限

定することもある。 

 

まとめ：「副詞」類は修飾する語句の近くに置かれるので、「文頭」、「主語」の前後、「動詞」

の前後、「補語」の前後、「文末」のように、文中いたる所に使われる。 

 

比較 

「形容詞」や「副詞」は性質・様態・数量などの程度を表すが、他の物との間の程度の違い

を比較・表現する場合は語形を変えてそれを示す。この語形変化を比較といい、原級、比較

級、最上級の語形と慣用句がある。 
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補語 

「補語」は文中で「主語」や「目的語」の性質・状態・動作を補足説明する語句である。 

「彼は親切だ」、「私は学生だ」など「主語+動詞+補語」の形式で表される文では、下線部分

の事を「補語」といって、「補語」は「主語」の性質・状態を補足説明している。 

また、「私は彼が親切だと分かった」のように「主語+動詞+目的語+補語」の形式で表され

る文では、下線部分の事を「補語」というが、こちらは「主語」ではなく「目的語」（二重

下線部分）を補足説明している。「補語」は主に「名詞」類または「形容詞」類が使われる。 

 

しかし「彼はパリ出身だ」、「この本はカルロスのものだ」、「このテーブルは木製だ」などの

文を「〜である」を表す「動詞」を使って表現すると、下線部分は「副詞句」となる。この

「副詞句」も「主語」の性質・状態を補足説明しているので「補語」である。 

参考：「私は彼が全力を尽くすことを期待している。」は「主語」「不完全他動詞」「目的語」

「補語」の構文によって「補語」が「目的語」の動作を補足説明している。 

「補語」が必要な「動詞」は「〜である」、「〜になる」、「〜と感じる」、「〜と思われる」な

どの意味の「動詞」である。 

 

まとめ：「補語」は「動詞・名詞・形容詞・副詞」が使用され性質・状態・動作を補足する。 

 

動詞 

「動詞」は人や様々な事物の動きや状態を述べる語である。 

「主語」は「動詞」の動きを実行する主体である。 

「動詞」の種類について： 

完全自動詞 ：「主語」が「動詞」の動作を実行する。 

不完全自動詞：「動詞」と「補語」によって「主語」の性質・状態を補足説明する。 

完全他動詞 ：「主語」が「直接目的語」に対して「動詞」の動作を実行する。 

間接他動詞 ：「動詞」と「間接目的語」で「主語」の移動先を示す。（フランス語文法） 

授与動詞  ：「主語」が「間接目的語」に対して「直接目的語」を与える。 

不完全他動詞：「目的語」の性質・状態を「補語」によって「動詞」で表現したり、 

「補語」で示される動作を「目的語」に対して「動詞」で表現する。 

 

助動詞 

「助動詞」は「動詞」と結びついて可能「〜する事が出来る」、推量「〜するかもしれない」、

義務「〜しなければならない」など、話し手の判断や心理を表す表現を追加する「法助動詞」

とそれ自身は特に意味を持たず現在分詞・過去分詞と結びついて進行形・受動態・完了形な

どの時制・態を形成する助動詞がある。 
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疑問詞 

「誰」、「何」、「どこ（場所）」、「いつ（時）」、「どっち（選択）」など文を形成する要素の一

部分を話し相手に質問する時に、質問の種類を知らせるための語を「疑問詞」という。 

「疑問詞」は文の中で、「主語」、「目的語」、「補語」または「副詞」類として機能するが、

どの場合でも文頭におかれて、最初に質問の種類を明らかにする役目を果たす。 

「疑問代名詞」、「疑問形容詞」および「疑問副詞」の 3 種類がある。 

 

接続詞 

「接続詞」は文中の語・句・節を接続する。 

「等位接続詞」は文法上の働きが対等の関係にある語・句・節を結び付ける。 

 

「従属接続詞」主節の一部として、全体で一つの名詞または副詞の働きをする節を導く接続

詞を従属接続詞と呼ぶ。 

「従属接続詞」+「節」→「従属節」となり、「従属節」が「名詞節」または「副詞節」とし

て働くことになる。 

まとめ：「語・句・節」+「等位接続詞」+「語・句・節」の形式で使用される。 

「主語」+「動詞」+「従属接続詞」+「節」の形式で使用される。 

 

関係詞 

文中の「主語」、「目的語」または「補語」に対して説明を加える場合に、それを「先行詞」

として、説明に適当な「関係詞」に続いて説明の「節」を置くことで、説明の行き届いた文

を作ることができる。「先行詞」は「節」の中で「主語」、「目的語」または「補語」として

機能する。 

まとめ：「関係代名詞」は「名詞」類を修飾する「形容詞節」を導く。 

「関係副詞」は「時」や「場所」を修飾する「副詞節」を導く。 

 

前置詞 

「名詞」・「代名詞」の前に置いて、それらと共に全体として一つの品詞の働きをする語。 

前置詞と結びついた語句の品詞によって、「形容詞句」または「副詞句」として機能する。 

「形容詞句」は「名詞」と結びついて「名詞句」を構成して、文中で「主語」、「目的語」ま

たは「補語」として機能する。 

「副詞句」は文全体や「動詞」・「形容詞」を修飾したり、「間接目的語」として機能する。 
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構文解析の書式 

構文解析は文を構成要素ごとに区切りを付けて、「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副

詞」および「形容詞節」に分類して、文がどのように構成されているかを分かり易く示すこ

とが目的である。 

しかし「形容詞節」は「主語」、「目的語」などと一体化されて、「主語」または「目的語」

として分類することが多い。（「形容詞節」は名詞句の一部になる） 

「目的語」は必要に応じて「間接目的語」と「直接目的語」を明示する。 

 

本文書では、日本語の文を最初に示してから、次の行に外国語の文を示す。そして、外国語

の文の後ろまたは次の行に文全体の構成要素を示す。さらに、その次の行からは、各構成要

素の語句ごとにその読み、語句の品詞（「動詞」の場合はその活用も表記）、日本語の意味、

構成要素名を 1 行から 3 行程度のスペースを使用して表示する。 

複数の語が集まって「主語」、「動詞」、「目的語」または「補語」が作られる場合には、それ

ぞれの単語の読み、品詞、意味を表示する場合がある。この場合には、次の書式に従って表

示する。 

「語句」「読み」「品詞の記号」「意味」（「構成要素名」） 

「品詞の記号」 

  名詞 ：男性名詞 n.m、女性名詞 n.f 

  代名詞：pron、pron.f.のように性別を追加することがある。 

  形容詞：男性形容詞 adj.m 女性形容詞 adj.f 

  複数 ：pl. （名詞、代名詞と形容詞の品詞記号の前または後ろに置く） 

  副詞 ：adv.、「構成要素名：修飾する語句」の形式で説明を加える。 

  動詞 ：接続法・1 人称単数現在なら接・1 単現のように表記、自動詞 v.i、他動詞 v.t 

  動詞句：否定詞+動詞、助動詞+動詞、助動詞+過去分詞、動詞+不定詞など複数の動詞関

連語句は、動詞としての機能と自動詞／他動詞の区別などを示す 

注意：動詞の未来、過去または完了形の場合、< 「原形」の形式で示すときは原形の意味を

表示するが、「原形」を示さない場合は未来、過去または完了形の意味を表示する。 

  接続詞：conj. 接続詞は単語そのものを表示する 

  前置詞：prep 

複数の単語によって名詞句などが作られる場合には、複数の単語の品詞を表示してから、→ 

「複数単語の語句」、品詞記号、意味、構成要素名の形式で表示する。 

数字は読みのスペルをカッコ内に表記した。 

構成要素には「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副詞」、「形容詞」のように下線を追加

した。「補語」、「副詞」および「形容詞」は同じ下線である。また、「間接目的語」と「直接

目的語」も同じ下線である。「動詞句」は「動詞」と同じ下線である。 
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構文解析の例 

2 週間の間、風邪のために喉が痛い。 

Ich habe an den Schnupfen über zwei Wochen Halsschmerzen. 

「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現 < haben v.t （痛みなどが）ある                          「動詞」 

an den Schnupfen ｱﾝ･ﾃﾞﾝ･ｼｭﾇｯﾌﾟﾌｪﾝ adv. 風邪によって 

über zwei Wochen ﾕｰﾊﾞｰ･ﾂｳﾞｧｲ･ｳﾞｫｯﾍﾝ adv. 2 週間 

→ an den Schnupfen über zwei Wochen 風のため 2 週間            「副詞句：habe」 

Halsschmerzen ﾊﾙｽｼｭﾒﾙﾂｪﾝ n.m pl. 4 格 喉の痛み                         「目的語」 

 

今日はイタリア語とスペイン語で日記を書くために参考書を 2 冊買った。 

Heute habe ich 2 (zwei) Nachschlagebücher gekauft, damit ich in Italienische und in 

Spanische ein Tagebuch führe.     「副詞」「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」 

, damit「主語」「副詞句」「目的語」「動詞」 

Heute ﾎｲﾃ adv. 今日、現代では                                           「副詞」 

habe ... gekauft ﾊｰﾍﾞ ... ｹﾞｶｳﾌﾄ 1 単現・完了形 買った                    「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

2 Nachschlagebücher ﾂｳﾞｧｲ･ﾅｰﾊｼｭﾗｰｹﾞﾋﾞｭｰﾋｬｰ n.n pl. 4 格 2 冊の参考書    「目的語」 

damit ﾀﾞﾐｯﾄ conj. （定動詞は後置）〜するために 

in Italienische und in Spanische ｲﾝ･ｲﾀﾘｴｰﾆｯｼｪ･ｳﾝﾄ･ｲﾝ･ｼｭﾊﾟｰﾆｯｼｪ 

            adv. イタリア語とスペイン語で                      「副詞句：führe」 

ein Tagebuch ｱｲﾝ･ﾀｰｹﾞﾌﾞｰﾌ n.n 4 格 日記を                              「目的語」 

führe ﾌｭｰﾚ 1 単現 < führen ﾌｭｰﾚﾝ v.t （日記に）記録する                  「動詞」 

 

山栗が 430g とナスが 2 本採れた。 

Ich sammelte 430 (vierhundert dreissig) Gramm der wilden Kastanien und erntete 2 

(zwei) Eierpflanzen.                 「主語」「動詞」「目的語」und「動詞」「目的語」 

sammelte ｻﾞﾒﾙﾃ 1 単過 < sammeln v.t 収集する                            「動詞」 

430 g der wilden Kastanien ﾌｨｰｱﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾄﾞﾗｲｽｨﾋ･ｸﾞﾗﾑ･ﾃﾞｱ･ｳﾞｨﾙﾃﾞﾝ･ｶｽﾀﾆｴﾝ 

   n.f 山栗を 200g                                                     「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. それから 

erntete ｴﾙﾝﾃﾃ 1 単過 < ernten v.t 収穫する                                「動詞」 

2 Eierpflanzen ﾂｳﾞｧｲ･ｱｲｱｰﾌﾟﾌﾗﾝﾂｪﾝ n.f pl. 4 格 茄子を 2 個                「目的語」 

 

文の構成要素と構文解析の書式－終わり 

  



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

目次 

  11 / 483 

 目次 

 

 

 ................................................................................................................................................ 0 

参考文献等 .............................................................................................................................. 2 

文の構成要素と構文解析の書式 ............................................................................................. 3 

名詞・性と数 ...................................................................................................................... 4 

「直接目的語」と「間接目的語」 ...................................................................................... 5 

形容詞 ................................................................................................................................. 5 

不定冠詞 .......................................................................................................................... 6 

定冠詞 .............................................................................................................................. 6 

副詞 ..................................................................................................................................... 6 

比較 ..................................................................................................................................... 6 

補語 ..................................................................................................................................... 7 

動詞 ..................................................................................................................................... 7 

助動詞 ................................................................................................................................. 7 

疑問詞 ................................................................................................................................. 8 

接続詞 ................................................................................................................................. 8 

関係詞 ................................................................................................................................. 8 

前置詞 ................................................................................................................................. 8 

構文解析の書式 ................................................................................................................... 9 

文の構成要素と構文解析の書式－終わり ..................................................................... 10 

目次 ........................................................................................................................................ 11 

FÜR LÉON WERTH ........................................................................................................... 14 

フランス語原文では ......................................................................................................... 15 

3 格の語尾に-e が付くことがある .................................................................................... 17 

I ............................................................................................................................................ 19 

男性・中性名詞の単数 3 格の語尾に-e が付くことがある ............................................... 21 

男性弱変化名詞： 2，3，4 格で -n か -en が付く ....................................................... 23 

zu 不定句 ： ..................................................................................................................... 28 

II ........................................................................................................................................... 32 

III.......................................................................................................................................... 53 

高笑い ： .......................................................................................................................... 57 

フランス語の原文では、 .................................................................................................. 57 

IV .......................................................................................................................................... 67 

wieviel ： ......................................................................................................................... 75 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

目次 

  12 / 483 

V ........................................................................................................................................... 90 

副詞的 2 格 2 格の名詞を副詞として使用する .............................................................. 105 

VI ......................................................................................................................................... 113 

名詞 4 格  「直接目的語」や「副詞」として ............................................................... 114 

VII ...................................................................................................................................... 120 

たたみ掛ける ： ............................................................................................................. 130 

sollen+不定詞 ：抗議的反問 .......................................................................................... 135 

VIII ..................................................................................................................................... 143 

フランス語の原文では  おしゃれだった ....................................................................... 148 

生まれた ：gebären の使い方 ...................................................................................... 150 

命令法 ： 目の前の二人称に対する命令形 ................................................................... 154 

再帰代名詞の配置 ： ...................................................................................................... 159 

IX ........................................................................................................................................ 163 

フランス語の原文では 掃除でなく、煤払い ................................................................. 164 

X ......................................................................................................................................... 177 

知覚動詞の完了時制 ： .................................................................................................. 184 

問いただす： .................................................................................................................. 199 

接続法 ： ........................................................................................................................ 209 

XI ......................................................................................................................................... 211 

eitel の名詞化 ：格変化の例 ......................................................................................... 212 

XII ...................................................................................................................................... 219 

XIII ..................................................................................................................................... 224 

XIV ..................................................................................................................................... 248 

または ： A または B .................................................................................................. 251 

惜別 せきべつ ：別れを惜しむこと .............................................................................. 266 

XV ....................................................................................................................................... 268 

XVI ..................................................................................................................................... 290 

zu 不定詞 まとめ ： ...................................................................................................... 292 

führen ﾌｭｰﾚﾝ  ： v.t（+動作名詞で機能動詞として） ................................................. 297 

XVII .................................................................................................................................... 297 

一人当たりの面積は ： .................................................................................................. 300 

フランス語の原文では ：次の文が続いていた .............................................................. 301 

XVIII .................................................................................................................................. 314 

XIX ..................................................................................................................................... 317 

XX ....................................................................................................................................... 323 

通じる ：（道が） ........................................................................................................... 324 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

目次 

  13 / 483 

XXI ..................................................................................................................................... 330 

フランス語の原文では ： .............................................................................................. 362 

XXII .................................................................................................................................... 369 

転轍手（てんてつしゅ）、転轍機： ................................................................................ 369 

XXIII .................................................................................................................................. 376 

XXIV ................................................................................................................................... 379 

注意： ............................................................................................................................. 391 

XXV .................................................................................................................................... 399 

骨折り甲斐がない ： ...................................................................................................... 400 

フランス語の原文では ： .............................................................................................. 410 

フランス語の原文では ： .............................................................................................. 414 

XXVI ................................................................................................................................... 421 

フランス語の原文では ： .............................................................................................. 442 

フランス語の原文では木の葉ではなく一本の樹 ............................................................ 466 

XXVII ................................................................................................................................. 467 

Nacht の副詞的用法 → 男性名詞 2 格として扱う ....................................................... 470 

終わり ................................................................................................................................. 482 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

FÜR LÉON WERTH 

  14 / 483 

FÜR LÉON WERTH 

 

Ich bitte die Kinder um Verzeihung, dass ich dieses Buch einem Erwachsenen widme. 

Ich habe eine ernstliche Entschuldigung dafür: Dieser Erwachsene ist der beste Freund, 

den ich in der Welt habe. Ich habe noch eine Entschuldigung: Dieser Erwachsene kann 

alles verstehen, sogar die Bücher für Kinder. Ich habe eine dritte Entschuldigung: Dieser 

Erwachsene wohnt in Frankreich, wo er hungert und friert. Er braucht sehr notwendig 

einen Trost. Wenn alle diese Entschuldigungen nicht ausreichen, so will ich dieses Buch 

dem Kinde widmen, das dieser Erwachsene einst war. Alle großen Leute sind einmal 

Kinder gewesen (aber wenige erinnern sich daran). Ich verbessere also meine Widmung: 

 

FÜR LÉON WERTH 

als er noch ein Junge war 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レオン・ヴェルトに 

私がこの本をある大人の人に献呈することについて、子供たちに赦してもらいたい。それに

関して、私には真面目な言い訳がある：この大人の人は私がこの世で持っている最良の友で

ある。私にはさらにもう一つの言い訳がある：この大人の人はすべてを理解する事ができる、

子供向けの本でさえも。私には 3 番目の言い訳がある：この大人の人はフランスに住んで

いて、飢えと寒さに苦しんでいる。その人はどうしても慰めを必要としている。もしこれら

すべての言い訳でも充分でなければ、この大人の人がかつて子供だった頃のその子供に、私

はこの本を献呈することにしよう。すべての大人はかつては子供だった（しかしそれを覚え

ている人はほとんどいない）だから私の献辞を次のように訂正する。 

まだ少年だった時の 

レオン・ヴェルトに 
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レオン・ヴェルトに 

FÜR LÉON WERTH                                                   「副詞句」 

FÜR ﾌｭｰｱ prep 〜に                                                   「副詞句」 

LÉON WERTH ﾚｵﾝ･ｳﾞｪﾙﾄ n.m レオン・ヴェルト                  「目的語」 

 

私がこの本をある大人の人に献呈することについて、子供たちに赦してもらいたい。 

Ich bitte die Kinder um Verzeihung, dass ich dieses Buch einem Erwachsenen widme.  

「主語」「動詞」「直接目的語」「間接目的語」「副詞節」 

Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

bitte ﾋﾞｯﾃ 1 単現(bitten)v.t(j-4 um et-4 人-4 に何-4 を) 求める                「動詞」 

die Kinder ﾃﾞｨｰ･ｷﾝﾀﾞｰ pl.n.n 子供たちに                            「直接目的語」 

um Verzeihung, ｳﾑ･ﾌｪｱﾂｧｲｳﾝｸﾞ adv. 赦しを                          「間接目的語」 

dass ﾀﾞｽ conj.（原因）〜なので                                         「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 私は                                                「主語」 

dieses Buch ﾃﾞｨｰｾﾞｽ･ﾌﾞｰﾌ n.n4 格 この本を                   「直接目的語」 

einem Erwachsenen ｱｲﾈﾑ･ｴｱｳﾞｧｸｾﾈﾝ n.m3 格 ある大人の人に   「間接目的語」 

widme. ｳﾞｨﾄﾒ 1 単現(widmen)v.t 献呈している                      「動詞」 

フランス語原文では 

この本をある大人の人に捧げたことで、私は子供たちに許してもらいたい。 

Je demande pardon aux enfants d’avoir dédié ce livre à une grande personne. 

と「完了形」で書かれていますが、ドイツ語では「現在形」でも完了の意味が表せます。 

ドイツ語の現在形は、近接過去、現在、現在進行形、近接未来なども表せます。 

 

それに関して、私には真面目な言い訳がある：この大人の人は私がこの世で持っている最良

の友である。 

Ich habe eine ernstliche Entschuldigung dafür: Dieser Erwachsene ist der beste Freund, 

den ich in der Welt habe.    「主語」「動詞」「目的語」「副詞」：「主語」「動詞」「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t ある                                          「動詞」 

eine ernstliche Entschuldigung ｱｲﾈ･ｴｱﾝｽﾄﾘﾋｪ･ｴﾝﾄｼｭﾙﾃﾞｨｸﾞﾝｸﾞ 

   n.f 真面目な言い訳                                                  「目的語」 

  ernstlich ｴｱﾝｽﾄﾘﾋ adj. 真面目な Entschuldigung ｴﾝﾄｼｭﾙﾃﾞｨｸﾞﾝｸﾞ n.f 言い訳 

dafür: ﾀﾞﾌｭｰｱ adv. それに関して                                          「副詞」 

Dieser Erwachsene ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ｴｱｳﾞｧｸｾﾈ n.m この大人の人は                  「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

der beste Freund, ﾃﾞｱ･ﾍﾞｽﾃ･ﾌﾛｲﾝﾄ n.m 最良の友                            「補語」 
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den ﾃﾞﾝ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 私が                                         「主語」 

in der Welt ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｳﾞｪﾙﾄ adv. この世で                   「副詞句」 

habe. ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 持っている                     「動詞」 

 

私にはさらにもう一つの言い訳がある：この大人の人はすべてを理解する事ができる、子供

向けの本でさえも。 

Ich habe noch eine Entschuldigung: Dieser Erwachsene kann alles verstehen, sogar die 

Bücher für Kinder.  

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」：「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(heben)v.t ある                                          「動詞」 

noch ﾉｯﾎ adv. さらに                                                    「副詞」 

eine Entschuldigung: ｱｲﾈ･ｴﾝﾄｼｭﾙﾃﾞｨｸﾞﾝｸﾞ n.f 言い訳                     「目的語」 

Dieser Erwachsene ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ｴｱｳﾞｧｸｾﾈ n.m この大人の人は                  「主語」 

kann ...verstehen, ｶﾝ...ﾌｪｱｼｭﾃｰｴﾝ 3 単現･可能(können+不定詞) 

   v.t 理解できる                                                      「動詞句」 

alles ｱﾚｽ pron すべてを                                                「目的語」 

sogar ｿﾞｶﾞｰﾙ adv. 〜でさえも                                           「副詞句」 

die Bücher ﾃﾞｨｰ･ﾋﾞｭｰﾋｬｰ pl.n.n 本                               「目的語」 

für Kinder. ﾌｭｰｱ･ｷﾝﾀﾞｰ adj. 子供たちのための                   「形容詞句」 

 

私には 3 番目の言い訳がある：この大人の人はフランスに住んでいて、飢えと寒さに苦し

んでいる。 

Ich habe eine dritte Entschuldigung: Dieser Erwachsene wohnt in Frankreich, wo er 

hungert und friert.    「主語」「動詞」「目的語」：「主語」「動詞」「副詞句」,「副詞節」 

Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(heben)v.t ある                                          「動詞」 

eine dritte Entschuldigung: ｱｲﾈ･ﾄﾞﾘｯﾃ･ｴﾝﾄｼｭﾙﾃﾞｨｸﾞﾝｸﾞ n.f 3 番目の言い訳  「目的語」 

Dieser Erwachsene ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ｴｱｳﾞｧｸｾﾈ n.m この大人の人は                  「主語」 

wohnt ｳﾞｫｰﾝﾄ 3 単現(wohnen)v.i 住んでいる                               「動詞」 

in Frankreich, ｲﾝ･ﾌﾗﾝｸﾗｲﾋ adv. フランスに                              「副詞句」 

wo ｳﾞｫｰ adv. そこで〜する                                             「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

hungert ﾌﾝｶﾞｰﾄ 3 単現(hungern)v.i 飢えている                      「動詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 
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friert. ﾌﾘｰｴﾄ 3 単現(frieren)v.i 寒さに凍えている                    「動詞」 

 

その人はどうしても慰めを必要としている。 

Er braucht sehr notwendig einen Trost.           「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

braucht ﾌﾞﾗｳﾋﾄ 3 単現(brauchen)v.t 必要としている                        「動詞」 

sehr notwendig ｾﾞｰｱ･ﾉｰﾄｳﾞｪﾝﾃﾞｨﾋ adv. どうしても                       「副詞句」 

einen Trost. ｱｲﾈﾝ･ﾄﾛｰｽﾄ n.m 慰めを                                     「目的語」 

 

もしこれらすべての言い訳でも充分でなければ、この大人の人がかつて子供だった頃のそ

の子供に、私はこの本を献呈することにしよう。 

Wenn alle diese Entschuldigungen nicht ausreichen, so will ich dieses Buch dem Kinde 

widmen, das dieser Erwachsene einst war.  

「副詞節」,「副詞」「動詞句」「主語」「直接目的語」「間接目的語」「動詞句」「形容詞節」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. もし〜ならば                                          「副詞節」 

alle diese Entschuldigungen ｱﾚ･ﾃﾞｨｰｾﾞ･ｴﾝﾄｼｭﾙﾃﾞｨｸﾞﾝｹﾞﾝ 

 pl.n.f これらすべての言い訳が                                  「主語」 

nicht ausreichen, ﾆﾋﾄ･ｱｳｽ･ﾗｲﾋｪﾝ 3 複現･否定 v.i 十分ではない      「動詞句」 

so ｿﾞｰ adv. それならば                                                   「副詞」 

will ...widmen, ｳﾞｨﾙ...ｳﾞｨﾄﾒﾝ 1 単未･意志(wollen+不定詞) 

   v.t 献呈することにしよう                                            「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

dieses Buch ﾃﾞｨｰｾﾞｽ･ﾌﾞｰﾌ n.n この本を                             「直接目的語」 

dem Kinde ﾃﾞｰﾑ･ｷﾝﾃﾞ n.n3 格 子供に                               「間接目的語」 

  通常は、dem Kind が使われる。 

das ﾀﾞｽ pron（補語）〜する                               「形容詞節」 

dieser Erwachsene ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ｴｱｳﾞｧｸｾﾈ 

 n.m この大人の人が                               「主語」 

einst ｱｲﾝｽﾄ adv. かつて                               「副詞」 

war. ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜だった                     「動詞」 

3 格の語尾に-e が付くことがある 

  一部の男性名詞と中性名詞の 3 格には語尾に-e がつくことがあります（古風な言い方）。 
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すべての大人はかつては子供だった（しかしそれを覚えている人はほとんどいない） 

Alle großen Leute sind einmal Kinder gewesen (aber wenige erinnern sich daran).  

「主語」「動詞句」「副詞」「補語」「動詞句」(aber「主語」「動詞句」「間接目的語」) 

Alle großen Leute ｱﾚ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ pl.n. すべての大人は                      「主語」 

sind ...gewesen ｼﾞﾝﾄ...ｹﾞｳﾞｪｰｾﾞﾝ 3 複現･状態完了(sein)v.i 〜だった         「動詞句」 

einmal ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. かつては                                             「副詞」 

Kinder ｷﾝﾀﾞｰ pl.n.n 子供                                                「補語」 

 (aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

wenige ｳﾞｪｰﾆｹﾞ adj., pl.n.n1 格 ほとんどの人は〜ない                       「主語」 

erinnern sich ｴｱｲﾅｰﾝ･ｽﾞｨｯﾋ 3 複現(sich erinnern)v.pr 覚えている           「動詞句」 

daran). ﾀﾞﾗﾝ adv. それについて                                     「間接目的語」 

 

だから私の献辞を次のように訂正する。 

Ich verbessere also meine Widmung:                「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

verbessere ﾌｪｱﾍﾞｯｾﾚ 1 単現(verbessern)v.t 訂正する                        「動詞」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. 次のように                                               「副詞」 

meine Widmung: ﾏｲﾈ･ｳﾞｨﾄﾞﾑﾝｸﾞ n.f4 格 私の献辞を                       「目的語」 

 

まだ少年だった時のレオン・ヴェルトに 

FÜR LÉON WERTH als er noch ein Junge war                           「副詞句」 

FÜR LÉON WERTH ﾌｰｱ･ﾚｵﾝ･ｳﾞｪﾙﾄ adv. レオン・ヴェルトに             「副詞句」 

als ｱﾙｽ conj. 〜した時の                                      「形容詞節」 

er ｴｱ pron 彼が                                         「主語」 

noch ﾉｯﾎ adv. まだ                                      「副詞」 

ein Junge ｱｲﾝ･ﾕﾝｹﾞ n.m 少年                            「補語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜だった                       「動詞」 
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僕が 6 歳だった時、「体験された話」という原始林についての本の中で、素晴らしい挿絵を

1 度見たことがある。それは 1 匹の野獣を飲み込んでいる大蛇を表していた。 

Als ich sechs Jahre alt war, sah ich einmal in einem Buch über den Urwald, das »Erlebte 

Geschichten« hieß, ein prächtiges Bild. Es stellte eine Riesenschlange dar, wie sie ein 

Wildtier verschlang. 

「副詞節」,「動詞」「主語」「副詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

Als ｱﾙｽ conj. 〜する時                                                 「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                「主語」 

sechs Jahre alt ｾﾞｯｸｽ･ﾔｰﾚ･ｱﾙﾄ pl.n.n 6 歳                           「補語」 

war, ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜だった                                 「動詞」 

sah ｻﾞｰ 1 単過(sehen)v.t 見た                                             「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

einmal ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. 1 度（経験を表す）                                    「副詞」 

in einem Buch ｲﾝ･ｱｲﾈﾑ･ﾌﾞｰﾌ adv. ある本の中で                          「副詞句」 

über den Urwald, ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞﾝ･ｳﾙｳﾞｧﾙﾄ adj. 原始林についての     「形容詞句」 

das ﾀﾞｽ pron（主語）〜する                                  「形容詞節」 

»Erlebte ｴｱﾚｰﾌﾟﾃ 過去分詞･受動(erleben) 

adj.pl.f1 格 体験された                      「形容詞」 

Geschichten« ｹﾞｼﾋﾃﾝ pl.n.f1 格 話                       「補語」 

hieß, ﾋｰｽ 3 単過(heißen)v.i 〜という名前であった        「動詞」 

ein prächtiges Bild. ｱｲﾝ･ﾌﾟﾚﾋﾁｹﾞｽ･ﾋﾞﾙﾄ n.n4 格 すばらしい挿絵を          「目的語」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

stellte ...dar, ｼｭﾃﾙﾃ...ﾀﾞｰﾙ 3 単過(dar|stellen)v.t 表していた                「動詞句」 

eine Riesenschlange ｱｲﾈ･ﾘｰｾﾞﾝｼｭﾗﾝｹﾞ n.f 大蛇を                         「目的語」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のようでな                                  「形容詞節」 

sie ｼﾞｰ pron その蛇が                                  「主語」 

ein Wildtier ｱｲﾝ･ｳﾞｨﾙﾄ･ﾃｨｰｱ n.n 野獣を                「目的語」 

verschlang. ﾌｪｱｼｭﾗﾝｸﾞ 3 単過(verschlingen)v.t 飲み込んだ 「動詞」 
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その本には、このように書かれていた：「ボア大蛇は獲物をかみ砕かずに、丸ごと飲み込む。

それで、彼らはもう身動きできなくなり、消化するために 6 か月間眠り続ける」 

In dem Buche hieß es: »Die Boas verschlingen ihre Beute als Ganzes, ohne sie zu 

zerbeißen. Daraufhin können sie sich nicht mehr rühren und schlafen sechs Monate, um 

zu verdauen.«             「副詞句」「動詞句」：《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」und「動詞」「副詞句」》 

In dem Buche ｲﾝ･ﾃﾞｰﾑ･ﾌﾞｰﾍ adv. その本の中では                         「副詞句」 

hieß ﾋｰｽ 3 単過･非人称(heißen)v.i(es heißt) 〜と書かれていた              「動詞句」 

es: ｴｽ pron 非人称 

»Die Boas ﾃﾞｨｰ･ﾎﾞｱｽ pl.n.f ボア大蛇は                                     「主語」 

verschlingen ﾌｪｱｼｭﾘﾝｹﾞﾝ 3 複現 v.t 飲み込む                               「動詞」 

ihre Beute ｲｰﾚ･ﾎﾞｲﾃ n.f 獲物を                                         「目的語」 

als Ganzes, ｱﾙｽ･ｶﾞﾝﾂｪｽ adv. 丸ごと                                     「副詞句」 

ohne ｵｰﾈ conj. 〜しないで                                              「副詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 獲物を                                            「目的語」 

zu zerbeißen. ﾂｰ･ﾂｪｱﾊﾞｲｾﾝ 不定詞 v.t 細かくかみ砕く              「動詞句」 

Daraufhin ﾀﾞﾗｳﾌﾋﾝ adv. そのようなわけで、それで                         「副詞」 

können ...sich nicht mehr rühren ｹﾈﾝ...ｽﾞｨｯﾋ･ﾆﾋﾄ･ﾒｰｱ･ﾘｭｰﾚﾝ 

   3 複現･可能･否定(sich rühren+ nicht mehr)v.pr もう身動き出来なくなる「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.pl（Die Boas の代用）彼らは                                 「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

schlafen ｼｭﾗｰﾌｪﾝ 3 複現 v.i 眠り続ける                                    「動詞」 

sechs Monate, ｾﾞｸｽ･ﾓｰﾅﾃ pl.n.m 6 か月間                                「副詞句」 

um +zu 不定詞 ｳﾑ adv.（目的･原因）〜するために                        「副詞句」 

zu verdauen.« ﾂｰ･ﾌｪｱﾀﾞｳｴﾝ 不定詞 v.t 消化する                   「動詞句」 
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男性・中性名詞の単数 3 格の語尾に-e が付くことがある 

男性･中性単数名詞など 2 格に-es が付く名詞では、3 格の語尾に-e が付くことがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

それで僕は、ジャングルの冒険について色々とじっくり考えて、色鉛筆を使って、僕の初め

てのデッサンを完成した。僕のデッサン第 1 号、それはこのようなもの： 

Ich habe damals viel über die Abenteuer des Dschungels nachgedacht, und ich vollendete 

mit einem Farbstift meine erste Zeichnung. Meine Zeichnung Nr. 1. So sah sie aus: 

「主語」「動詞句」「副詞」「間接目的語」und「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

「主語」,「副詞」「動詞句」「主語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...nachgedacht, ﾊｰﾍﾞ...ﾅｰﾊ･ｹﾞ･ﾀﾞﾊﾄ 1 単現･完了形(nach|denken) 

   v.i(über et-4 何-4 について) じっくり考えた                           「動詞句」 

damals ﾀﾞｰﾏﾙｽ adv. その時、それで                                       「副詞」 

viel über die Abenteuer ﾌｨｰﾙ･ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｰ･ｱｰﾍﾞﾝﾄｲﾔｰ 

 adv. 冒険について色々と                                         「間接目的語」 

des Dschungels ﾃﾞｽ･ｼﾞｭﾝｹﾞﾙｽ adj. ジャングルの            「形容詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

vollendete ﾌｫﾙ･ｴﾝﾃﾞﾃ 1 単過(vollenden)v.t 完成した、仕上げた               「動詞」 

mit einem Farbstift ﾐｯﾄ･ｱｲﾈﾑ･ﾌｧｰﾌﾟ･ｼｭﾃｨﾌﾄ adv.（道具）色鉛筆で          「副詞句」 

meine erste Zeichnung. ﾏｲﾈ･ｴｱｽﾃ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｸﾞ n.f 僕の初めてのデッサンを    「目的語」 

Meine Zeichnung Nr. 1. ﾏｲﾈ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｸﾞ･ﾇｰﾒ･ｱｲﾝｽ n.f 僕のデッサン第 1 号      「主語」 

So ｿﾞｰ adv. そのように、このように                                      「副詞」 

sah ...aus: ｻﾞｰ...ｱｳｽ 3 単過(aus|sehen)v.i 見えた                         「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron それは                                                     「主語」 

 

 

 

 

1格 2格 3格 4格

das Buch
本

des Buches
本の

dem Buch(e )

本に

das Buch
本を

der Mann
男

des Mannes
男の

dem Mann(e )

男に

den Mann
男を

das Haus
家

des Hauses
家の

dem Haus(e )

家に

das Haus
家を

der Tag
日

des Tages
日の

dem Tag(e )

日に

den Tag
日を
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僕は自分の傑作を大人に見せて、僕のデッサンが彼らを怖がらせないかどうかを尋ねた。 

Ich habe den großen Leuten mein Meisterwerk gezeigt und sie gefragt, ob ihnen meine 

Zeichnung nicht Angst mache.         「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」 

und「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...gezeigt ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞﾂｧｲｸﾄ 1 単現･完了形(zeigen)v.t 見せた             「動詞句」 

den großen Leuten ﾃﾞﾝ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃﾝ pl.n3 格 大人の人たちに          「間接目的語」 

mein Meisterwerk ﾏｲﾝ･ﾏｲｽﾀｰｳﾞｪｱｸ n.n 僕の傑作を                   「直接目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

sie ｼﾞｰ pron 彼らに                                                「間接目的語」 

gefragt, ｹﾞﾌﾗｰｸﾄ 1 単現･完了形(fragen)v.t 尋ねた                         「動詞句」 

ob ｵｯﾌﾟ conj. 〜かどうかということを                               「直接目的語」 

ihnen ｲｰﾈﾝ pron 彼らに                                「間接目的語」 

meine Zeichnung ﾏｲﾈ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｸﾞ n.f 僕のデッサンが             「主語」 

nicht Angst ﾆﾋﾄ･ｱﾝｸﾞｽﾄ n.f 何も恐れを〜ない                「目的語」 

mache. ﾏﾍ 接・3 単現(machen)v.t 与えるだろう                「動詞」 

 

彼らは答えた：「どうして、帽子を怖がるんだ？」 

Sie haben geantwortet: »Warum sollen wir vor einem Hute Angst haben?« 

「主語」「動詞句」：《「副詞」「動詞句」「主語」「副詞句」「目的語」「動詞句」》 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

haben geantwortet: ﾊｰﾍﾞﾝ･ｹﾞｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃｯﾄ 3 複現･完了形(antworten)v.i 答えた「動詞句」 

 »Warum ｳﾞｧﾙﾑ adv. どうして                                            「副詞」 

sollen ...haben?« ｿﾞﾚﾝ...ﾊｰﾍﾞﾝ 1 複現･義務(sollen+不定詞) 

   v.t 持たなければならない                                            「動詞句」 

wir ｳﾞｨｰｱ pron 我々が                                                   「主語」 

vor einem Hute ﾌｫｰｱ･ｱｲﾈﾑ･ﾌｰﾃ adv. 帽子に対して                        「副詞句」 

Angst ｱﾝｸﾞｽﾄ n.f 恐れを                                               「目的語」 

 

しかし僕のデッサンは、帽子を表していたのではない。 

Meine Zeichnung stellte aber keinen Hut dar. 「主語」「動詞句」aber「目的語」「動詞句」 

Meine Zeichnung ﾒｲﾈ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｸﾞ n.f 僕のデッサンは                         「主語」 

stellte ...dar. ｼｭﾃﾙﾃ...ﾀﾞｰﾙ 3 単過(dar|stellen)v.t 表していた                「動詞句」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

keinen Hut ｹｲﾈﾝ･ﾌｰﾄ n.m 帽子〜ではない                               「目的語」 
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それは、1 頭の象を消化している大蛇を表していたのだ。 

Sie stellte eine Riesenschlange dar, die einen Elefanten verdaut.  

「主語」「動詞句」「目的語」 

Sie ｼﾞｰ pron.f（そのデッサン）それは                                     「主語」 

stellte ...dar, ｼｭﾃﾙﾃ...ﾀﾞｰﾙ 3 単過(dar|stellen)v.t 表していた                「動詞句」 

eine Riesenschlange ｱｲﾈ･ﾘｰｾﾞﾝｼｭﾗﾝｹﾞ n.f4 格 大蛇を                      「目的語」 

die ﾃﾞｨｰ pron（その大蛇が）それが〜する                      「形容詞節」 

einen Elefanten ｱｲﾈﾝ･ｴﾚﾌｧﾝﾃﾝ n.m 1 頭の象を           「目的語」 

verdaut. ﾌｪｱﾀﾞｳﾄ 3 単現(verdauen)v.t 消化している        「動詞」 

男性弱変化名詞： 2，3，4 格で -n か -en が付く 

2，3，4 格で語尾に -n か -en が付く男性単数名詞。 

e で終わる男性名詞や、-ist, -ent などで終わる語末にアクセントのある男性名詞。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：Name と Herz は格変化が不規則な名詞の例 

 

それで僕は、大人の人たちに分かりやすくするために、ボア大蛇の内側を描いた。 

Ich habe dann das Innere der Boa gezeichnet, um es den großen Leuten deutlich zu 

machen.                    「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」「動詞句」,「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

habe ...gezeichnet, ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞﾂｧｲﾋﾈｯﾄ 1 単現･完了形(zeichnen)v.t デッサンした「動詞句」 

dann ﾀﾞﾝ adv. それで                                                    「副詞」 

das Innere der Boa ﾀﾞｽ･ｲﾈﾚ･ﾃﾞｱ･ﾎﾞｱ n.n4 格 ボア大蛇の内部を            「目的語」 

um ...zu machen. ｳﾑ...ﾂｰ･ﾏﾍﾝ conj. 〜するために                         「副詞句」 

es ｴｽ pron それを                                        「直接目的語」 

1格 2格 3格 4格

der Elefant
象は

des Elefanten
象の

dem Elefanten
象に

den Elefanten
象を

der Mensch
人間は

des Menschen
人間の

dem Menschen
人間に

den Menschen
人間を

der Junge
少年は

des Jungen
少年の

dem Jungen
少年に

den Jungen
少年を

der Herr
紳士は；〜氏は

des Herrn
紳士の

dem Herrn
紳士に

den Herrn
紳士を

der Name
名前は

des Namens
名前の

dem Namen
名前に

den Namen
名前を

das Herz
心は

des Herzens
心の

dem Herzen
心に

das Herz
心を
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den großen Leuten ﾃﾞﾝ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃﾝ pl.n3 格 大人の人たちに 「間接目的語」 

deutlich ﾄﾞｲﾄﾘｯﾋ adj. 分かりやすい                              「補語」 

 

彼らはいつも説明を必要とする。ここに僕のデッサン第 2 号がある。 

Sie brauchen ja immer Erklärungen. Hier meine Zeichnung Nr. 2: 

「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」┃「副詞」「主語」 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

brauchen ﾌﾞﾗｳﾍﾝ 3 複現 v.t 必要とする                                     「動詞」 

ja immer ﾔｰ･ｲﾏｰ adv. いつも                                           「副詞句」 

Erklärungen. ｴｱｸﾚｰﾙﾝｹﾞﾝ pl.n.f 説明を                                  「目的語」 

Hier ﾋｰｱ adv. ここに〜ある                                               「副詞」 

meine Zeichnung Nr. 2: ﾏｲﾈ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｸﾞ･ﾇﾒ･ﾂｳﾞｧｲ n.f 僕のデッサン第 2 号      「主語」 

 

 

 

 

 

 

大人の人たちは、僕に、中の見える大蛇でも見えないものでもそれらのデッサンをやめて、

地理学と歴史と算数そして文法にもっと興味をもつようにと助言した。 

Die großen Leute haben mir geraten, mit den Zeichnungen von offenen oder 

geschlossenen Riesenschlangen aufzuhören und mich mehr für Geographie, Geschichte, 

Rechnen und Grammatik zu interessieren.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」 

Die großen Leute ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ pl.n 大人の人たちは                     「主語」 

haben ...geraten, ﾊｰﾍﾞﾝ...ｹﾞﾗｰﾃﾝ 3 複現･完了形(raten)v.t 忠告した、助言した「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

n. 〜ということを                                                  「直接目的語」 

mit den Zeichnungen ﾐｯﾄ･ﾃﾞﾝ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｹﾞﾝ 

 adv. それらのデッサンを                              「間接目的語」 

von offenen ﾌｫﾝ･ｵﾌｪﾈﾝ adj. 中が開いている      「形容詞句」 

oder ｵｰﾀﾞｰ conj. または 

geschlossenen ｹﾞｼｭﾛｯｾﾈﾝ adj. 閉じた             「形容詞」 

Riesenschlangen ﾘｰｾﾞﾝ･ｼｭﾗﾝｹﾞﾝ n.f 大蛇  「目的語」 

aufzuhören ｱｳﾌ･ﾂｰ･ﾍｰﾚﾝ zu 不定詞 v.i やめる                    「動詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 
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mich ...zu interessieren. ﾐｯﾋ...ﾂｰ･ｲﾝﾃﾚｼｰﾚﾝ 不定詞(sich-4 interessieren) 

   v.pr(für et-4 〜に) 興味を持つ                             「動詞句」 

mehr ﾒｰｱ adv. もっと                                         「副詞」 

für Geographie, Geschichte, Rechnen und Grammatik  

  ﾌｭｰｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗﾌｨｰ･ｹﾞｼﾋﾃ･ﾚﾋﾈﾝ･ｳﾝﾄ･ｸﾞﾗﾏﾃｲｸ 

  adv. 地理学、歴史、算数そして文法に                   「間接目的語」 

 

それで、僕は絵描きという素晴らしい職業を、6 歳の時にもう諦めることになった。 

So kam es, dass ich eine großartige Laufbahn, die eines Malers nämlich, bereits im Alter 

von sechs Jahren aufgab.                                        So「動詞」「主語」 

So ｿﾞｰ conj. それで 

kam ｶｰﾑ 3 単過(kommen)v.h 〜という結果になった                         「動詞」 

es, ｴｽ pron 非人称主語 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜であること、〜すること                                  「主語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                  「主語」 

eine großartige Laufbahn, ｱｲﾈ･ｸﾞﾛｰｽｱｰﾃｨｹﾞ･ﾗｳﾌﾊﾞｰﾝ 

 n.f4 格 素晴らしい職業を                                       「目的語」 

die eines Malers nämlich, ﾃﾞｨｰ･ｱｲﾈｽ･ﾏｰﾗｰｽ･ﾈｰﾑﾘｯﾋ 

 n.f（同格）絵描きの職業を                                     「目的語」 

bereits ﾍﾞﾗｲﾂ adv. すでに、もう                                     「副詞」 

im Alter von sechs Jahren ｲﾑ･ｱﾙﾀｰ･ﾌｫﾝ･ｾﾞｯｸｽ･ﾔｰﾚﾝ adv. 6 歳の時に   「副詞句」 

aufgab. ｱｳﾌ･ｶﾞｰﾌﾟ 1 単過(auf|geben)v.t あきらめた                 「動詞句」 

 

僕のデッサン第 1 号と第 2 号の失敗によって、僕は絵を描く気力を失ってしまった。 

Der Misserfolg meiner Zeichnungen Nr. 1 und Nr. 2 hatte mir den Mut genommen.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」 

Der Misserfolg ﾃﾞｱ･ﾐｽｴｱﾌｫﾙｸ n.m 失敗が                                「主語」 

meiner Zeichnungen Nr. 1 und Nr. 2 ﾏｲﾅｰ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｹﾞﾝ･ﾇﾒ･ｱｲﾝｽ･ｳﾝﾄ･ﾇﾒ･ﾂｳﾞｧｲ 

   pl.n.f2 格 僕のデッサン第 1 号と第 2 号の                    「形容詞句」 

hatte ...genommen. ﾊｯﾃ...ｹﾞﾉﾒﾝ 3 単過･完了形(nehmen)v.t 奪った        「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron 僕の                                               「間接目的語」 

den Mut ﾃﾞﾝ･ﾑｰﾄ n.m4 格 気力を                                  「直接目的語」 

  この「主語」を原因として翻訳する 
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大人の人たちは自分だけでは何も分からないから、いつもいつも、彼らに説明しなければな

らないのは、子供たちにとってはくたびれてしまう。 

Die großen Leute verstehen nie etwas von selbst, und für die Kinder ist es zu 

anstrengend, ihnen immer und immer wieder erklären zu müssen. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」und「副詞句」「動詞」「補語」「主語」 

Die großen Leute ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ pl.n 大人の人は                         「主語」 

verstehen ﾌｪｱｼｭﾃｰｴﾝ 3 複現 v.t 分かる                                     「動詞」 

nie etwas ﾆｰ･ｴﾄｳﾞｧｽ pron 何も〜ない                                   「目的語」 

von selbst, ﾌｫﾝ･ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ adv. 自分自身では、一人では                     「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

für die Kinder ﾌｭｰｱ･ﾃﾞｨｰ･ｷﾝﾀﾞｰ adv. 子供たちにとって                    「副詞句」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は ihnen 以降） 

zu anstrengend, ﾂｰ･ｱﾝｼｭﾄﾚﾝｹﾞﾝﾄ adj. あまりに骨の折れる、くたびれる       「補語」 

  zu+形容詞・副詞 「あまりに〜すぎる」強調 

ihnen ｲｰﾈﾝ pron（zu 不定句）彼らに〜することは                          「主語」 

immer und immer ｲﾏｰ･ｳﾝﾄ･ｲﾏｰ adv. いつもいつも                  「副詞句」 

wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. 再び、またもや                                 「副詞」 

erklären zu müssen. ｴｱｸﾚｰﾚﾝ･ﾂｰ･ﾐｭｯｾﾝ 不定詞(müssen+不定詞) 

   v.t 説明しなければならない                                     「動詞句」 

 

それで僕は別の仕事を探さなくてはならなかったので、飛行機の操縦方法を覚えた。 

Ich war also gezwungen, einen anderen Beruf zu wählen, und lernte fliegen.  

「主語」「動詞」「副詞」「補語」und「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜だった                                        「動詞」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. それで、だから                                           「副詞」 

gezwungen, ｹﾞﾂｳﾞﾝｹﾞﾝ adj.(zu et-3 何-3 をするように) 強いられた           「補語」 

n.（zu 不定句）〜することを                                      「目的語」 

einen anderen Beruf ｱｲﾈﾝ･ｱﾝﾃﾞﾚﾝ･ﾍﾞﾙｰﾌ n.m4 格 別の仕事を 「目的語」 

zu wählen, ﾂｰ･ｳﾞｪｰﾚﾝ 不定詞 v.t 探す                      「動詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

lernte fliegen. ﾚﾙﾝﾃ･ﾌﾘｰｹﾞﾝ 1 単過･学習(lernen+不定詞) 

   v.t 飛行機の操縦方法を覚えた                                        「動詞句」 
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僕は世界中を飛び回った。その時、地理学は僕にとって本当に良い仕事をしてくれた。 

Ich bin überall in der Welt herumgeflogen, und die Geographie hat mir dabei wirklich 

gute Dienste geleistet. 「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

und「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞」「直接目的語」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

bin ...herumgeflogen, ﾋﾞﾝ...ﾍﾙﾑ･ｹﾞ･ﾌﾛｰｹﾞﾝ 1 単現･完了形(herum|fliegen) 

   v.i 飛び回った                                                      「動詞句」 

überall ﾕｰﾊﾞｰ･ｱﾙ adv. 至る所を                                         「副詞句」 

in der Welt ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｳﾞｪﾙﾄ adv. 世界の                                   「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

die Geographie ﾃﾞｨｰ･ｹﾞｵｸﾞﾗﾌｨｰ n.f 地理学は                               「主語」 

hat ...geleistet. ﾊｯﾄ...ｹﾞﾗｲｽﾃｯﾄ 3 単現･完了形(leisten)v.t 成し遂げた         「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron 私にとって                                           「間接目的語」 

dabei ﾀﾞﾊﾞｲ adv. その時に                                                「副詞」 

wirklich ｳﾞｨﾙｸﾘｯﾋ adj. 本当の                               「形容詞」 

gute Dienste ｸﾞｰﾃ･ﾃﾞｨｰﾝｽﾃ pl.n.m4 格 良い仕事を                    「直接目的語」 

 

僕は一目でアリゾナと中国を見分けることができた。 

Ich konnte auf den ersten Blick China von Arizona unterscheiden.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「副詞句」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

konnte ...unterscheiden. ｺﾝﾃ...ｳﾝﾀｰｼｬｲﾃﾞﾝ 1 単過･可能(können+不定詞) 

   v.t 識別できた、見分けられた                                        「動詞句」 

auf den ersten Blick ｱｳﾌ･ﾃﾞﾝ･ｴｱｽﾃﾝ･ﾌﾞﾘｯｸ adv. 一目で                    「副詞句」 

China ｼｰﾅ n.n4 格 中国を                                              「目的語」 

von Arizona ﾌｫﾝ･ｱﾘﾂｫﾅ adv. アリゾナから、アリゾナと                    「副詞句」 

 

地理学は、僕が夜間に操縦していて方角が分からなくなった時などは、とても役に立つ。 

Das ist sehr praktisch, wenn man sich in der Nacht verirrt hat. 

「主語」「動詞」「補語」「副詞節」 

Das ﾀﾞｽ pron これは（地理学は）                                         「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sehr praktisch, ｾﾞｰｱ･ﾌﾟﾗｸﾃｨｯｼｭ adj. とても便利な                          「補語」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜する時には                                          「副詞節」 

man ﾏﾝ pron 人が、僕が                                         「主語」 

sich ...verirrt hat. ｽﾞｨｯﾋ...ﾌｪｱｲﾙﾄ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形(sich verirren) 
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   v.pr 道に迷った                                             「動詞句」 

in der Nacht ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ﾅﾊﾄ adv. 夜に                              「副詞句」 

 

このようにして僕は人生の流れの中で、沢山の真面目な人たちとお付き合いをした。 

So habe ich im Laufe meines Lebens mit einer Menge ernsthafter Leute zu tun gehabt. 

「副詞」「動詞句」「主語」「副詞句」「目的語」「動詞句」 

So ｿﾞｰ adv. このようにして                                               「副詞」 

habe ... gehabt. ﾊｰﾍﾞ...ﾂｰ･ﾄｩﾝ･ｹﾞﾊｰﾌﾟﾄ 1 単現･完了形(haben)v.t 持った      「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

im Laufe ｲﾑ･ﾗｳﾌｪ adv. 流れの中で                                       「副詞句」 

meines Lebens ﾏｲﾈｽ･ﾚｰﾍﾞﾝｽ n.n2 格 僕の人生の                 「形容詞句」 

mit ﾐｯﾄ prep 〜と（一緒に）                                           「副詞句」 

einer Menge ｱｲﾅｰ･ﾒﾝｹﾞ adj.pl 多数の                          「形容詞句」 

ernsthafter ｴｱﾝｽﾄﾊﾌﾀｰ adj.pl 真面目な                           「形容詞」 

Leute ﾛｲﾃ pl.n 人々                                    「目的語」 

zu tun ﾂｰﾄｩﾝ 不定詞 n. するべきこと、お付き合い                        「目的語」 

 

僕は沢山の大人の人と交際して、ごく近いところから彼らを見つめる機会を得た。 

Ich bin viel mit Erwachsenen umgegangen und habe Gelegenheit gehabt, sie ganz aus 

der Nähe zu betrachten.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」und「動詞句」「目的語」「動詞句」「形容詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

bin ...umgegangen ﾋﾞﾝ...ｳﾑ･ｹﾞ･ｶﾞﾝｹﾞﾝ 1 単現･完了形(um|gehen) 

   v.i(mit と) 交際した、付き合った                                     「動詞句」 

viel mit Erwachsenen ﾌｨｰﾙ･ﾐｯﾄ･ｴｱｳﾞｧｸｾﾈﾝ adv. たくさんの大人たちと  「間接目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

habe ...gehabt, ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞﾊｰﾌﾟﾄ 1 単現･完了形(haben)v.t 持った              「動詞句」 

Gelegenheit ｹﾞﾚｰｹﾞﾝﾊｲﾄ n.f 機会、チャンス                              「目的語」 

sie ｼﾞｰ pron（zu 不定句）彼らを〜するという                   「形容詞句」 

ganz aus der Nähe ｶﾞﾝﾂ･ｱｳｽ･ﾃﾞｱ･ﾈｰｴ 

 adv. ごく近いところから                            「副詞句」 

zu betrachten. ﾂｰ･ﾍﾞﾄﾗﾊﾃﾝ 不定詞 v.t 眺める             「動詞句」 

zu 不定句 ： 

zu+不定詞の前に目的語や副詞をそなえたもので、「不定詞で最後を締めくくられた一種の

長い名詞」のようなもので、「主語」や「目的語」として用いられます。 

Deutsch zu lernen [,] ist nicht schwer. ドイツ語を学ぶことは、難しく無い。 
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Er sagt mir zu, am nächsten Tag zu kommen. 彼は次の日に来ると僕に約束した。 

また、上の文のように「形容詞句」として名詞を修飾する場合や、前置詞+zu 不定句によっ

て「副詞句」が作られることもあります。 

Er hatte keinen Mut, ihr die Wahrheit zu sagen. 

彼は彼女に本当のことを言う勇気がなかった。 

Sie kauft eine Kassette, um Deutsch zu lernen. 

彼女はドイツ語を学ぶために、カセットを買う。 

Er kam herein, ohne anzuklopfen.    彼はノックしないで、入ってきた。 

Die Sache wurde, anstatt besser zu werden, immer schlimmer. 

事態は良くなるどころか、ますます悪くなった。 

 

そのことが、僕の大人に対する意見を良く変えることはあまりなかった。 

Das hat meiner Meinung über sie nicht besonders gut getan. 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「補語」 

Das ﾀﾞｽ pron そのことが                                                 「主語」 

hat ...getan. ﾊｯﾄ...ｹﾞﾀﾝ 3 単現･完了形(tun)v.t した                        「動詞句」 

meiner Meinung ﾏｲﾅｰ･ﾏｲﾇﾝｸﾞ n.f3 格 僕の意見について               「間接目的語」 

über sie ﾕｰﾊﾞｰ･ｼﾞｰ adj. 彼らに関する                      「形容詞句」 

nicht besonders gut ﾆﾋﾄ･ﾍﾞｿﾞﾝﾀﾞｰｽ･ｸﾞｰﾄ adj.（否定で）あまり良く〜ない     「補語」 

 

少しは聡明そうだと思われる人に出会うと、僕はいつも持ち歩いていたデッサン第 1 号を

使ってその人を試した。 

Wenn ich jemanden traf, der mir ein bisschen heller vorkam, versuchte ich es mit meiner 

Zeichnung Nr. 1, die ich gut aufbewahrt habe.   「副詞節」,「動詞」「主語」「目的語」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜する時                                              「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

jemanden ｲｪｰﾏﾝﾃﾞﾝ pron4 格 誰かと                             「目的語」 

traf, ﾄﾗｰﾌ 1 単過(treffen)v.t 出会う                                 「動詞」 

der ﾃﾞｱ pron その人は〜する                             「形容詞節」 

mir ﾐｰｱ pron 僕にとって                     「間接目的語」 

ein bisschen heller ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ･ﾍﾗｰ 

 n.m1 格 少しは聡明そうな人                     「補語」 

vorkam, ﾌｫｰｱｶｰﾑ 3 単過(vor|kommen) 

v.i 〜のように思われる                          「動詞」 

versuchte ﾌｪｱｽﾞﾌﾃ 1 単過(versuchen)v.t 試した                             「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 
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es ｴｽ pron その人を                                                   「目的語」 

mit meiner Zeichnung Nr. 1, ﾐｯﾄ･ﾏｲﾅｰ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｸﾞ･ﾇﾒ･ｱｲﾝｽ 

   adv. 僕のデッサン第 1 号を使って                                     「副詞句」 

die ﾃﾞｨｰ pron（目的語）〜する                                「形容詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                      「主語」 

gut ｸﾞｰﾄ adv. しっかり、きちんと                       「副詞」 

aufbewahrt habe. ｱｳﾌﾍﾞｳﾞｧｰﾄ･ﾊｰﾍﾞ 1 単現･完了形(aufbewahren) 

   v.t 保存していた                                   「動詞句」 

 

僕は、その人が本当に理解力があるかどうかを知りたいと思ったのだ。 

Ich wollte sehen, ob er wirklich etwas los hatte.          「主語」「動詞句」「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

wollte sehen, ｳﾞｫﾙﾃ･ｾﾞｰｴﾝ 1 単過･願望(wollen+不定詞)v.t 知りたいと思った「動詞句」 

ob ｵｯﾌﾟ conj. 〜かどうかということを                                   「目的語」 

er ｴｱ pron その人が                                              「主語」 

wirklich ｳﾞｨﾙｸﾘｯﾋ adv. 本当に                                     「副詞」 

etwas ｴﾄｳﾞｧｽ pron 何かしらのことを                             「目的語」 

los hatte. ﾛｰｽ･ﾊｯﾃ 3 単過･時制の一致(los|haben) 

v.t 心得がある、理解する                                     「動詞句」 

 

しかし僕はいつも次のような答えをもらった：「それは帽子だよ」 

Aber jedesmal bekam ich zur Antwort: »Das ist ein Hut.«  

Aber「副詞」「動詞」「主語」「目的語」：《「主語」「動詞」「補語」》 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

jedesmal ｲｪｰﾃﾞｽ･ﾏｰﾙ adv. いつも、毎回                                    「副詞」 

bekam ﾍﾞｶｰﾑ 1 単過(bekommen)v.t もらった                               「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

zur Antwort: ﾂｰｱ･ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾄ n.f 答えを                                   「目的語」 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ein Hut.« ｱｲﾝ･ﾌｰﾄ n.m 帽子                                              「補語」 
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それで僕は、そのような人には、ボア大蛇についても、原始林についても、星についても話

をしなかった。 

Dann redete ich mit ihm weder über Boas, noch über Urwälder, noch über die Sterne.  

「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」「間接目的語」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それで                                                    「副詞」 

redete ﾚﾃﾞｰﾃ 1 単過(reden)v.i 話した                                      「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

mit ihm ﾐｯﾄ･ｲｰﾑ adv. 彼と、彼に                                       「副詞句」 

weder ｳﾞｪｰﾀﾞｰ conj.(weder A noch B) A でも B でもないこと           「間接目的語」 

über Boas, ﾕｰﾊﾞｰ･ﾎﾞｱｽﾞ adv. ボア大蛇について               「副詞句」 

noch über Urwälder, ﾉｯﾎ･ﾕｰﾊﾞｰ･ｳｱｳﾞｪﾙﾀﾞｰ 

 adv. 原始林についてでもない                             「副詞句」 

noch über die Sterne. ﾉｯﾎ･ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ 

 adv. 星についてでもない                                 「副詞句」 

 

僕はその人の考え方に合わせた。 

Ich stellte mich auf seinen Standpunkt.                  「主語」「動詞句」「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

stellte mich ｼｭﾃﾙﾃ･ﾐｯﾋ 1 単過(sich stellen)v.pr（場所に）立った、身を置いた「動詞句」 

auf seinen Standpunkt. ｱｳﾌ･ｻﾞｲﾈﾝ･ｼｭﾀﾝﾄﾌﾟﾝｸﾄ adv. 彼の見解に            「副詞句」 

 

僕はその人には、ブリッジやゴルフや政治やネクタイなどについて話をした。 

Ich sprach mit ihm über Bridge, Golf, Politik und Krawatten.  

「主語」「動詞」「副詞句」「間接目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

sprach ｼｭﾌﾟﾗｰﾊ 1 単過(sprechen)v.i 話した                                 「動詞」 

mit ihm ﾐｯﾄ･ｲｰﾑ adv. 彼と一緒に                                       「副詞句」 

über ﾕｰﾊﾞｰ prep 〜について                                        「間接目的語」 

Bridge, ﾌﾞﾘｯﾁｭ n.n（トランプ）ブリッジ                      「目的語」 

Golf, ｺﾞﾙﾌ n.n（スポーツ）ゴルフ                            「目的語」 

Politik ﾎﾟﾘﾁｰｸ n.f 政治                                      「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

Krawatten. ｸﾗｳﾞｧｯﾃﾝ pl.n.f ネクタイ                          「目的語」 
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するとその大人の人は、かくも分別のある男に出会ったと思って非常に満足するのだった。 

Und der große Mensch war äußerst befriedigt, einen so vernünftigen Mann getroffen zu 

haben.                                       Und「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そうすると 

der große Mensch ﾃﾞｱ･ｸﾞﾛｰｾ･ﾒﾝｼｭ n.m1 格 その大人の人は                  「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜だった                                        「動詞」 

äußerst befriedigt, ｵｲｻｰｽﾄ･ﾍﾞﾌﾘｰﾃﾞｨｸﾄ adj. 非常に満足した                  「補語」 

  äußerst ｵｲｻｰｽﾄ adv. 非常に、極度に befriedigt ﾍﾞﾌﾘｰﾃﾞｨｸﾄ 過去分詞 adj. 満足した 

adv.（zu 不定詞句･完了形：理由）〜したと                               「副詞句」 

einen so vernünftigen Mann ｱｲﾈﾝ･ｿﾞｰ･ﾌｪｱﾆｭﾝﾌﾁｹﾞﾝ･ﾏﾝ 

 n.m4 格 それほど分別のある男に                              「目的語」 

getroffen zu haben. ｹﾞﾄﾛｯﾌｪﾝ･ﾂｰ･ﾊﾍﾞﾝ 不定詞･完了形(treffen) 

v.t 出会った                                                 「動詞句」 

 

II 

 

だから僕は、6 年前にサハラ砂漠で故障にあうまでは、本心で話せる相手がいないまま孤独

に過ごしていた。 

Ich blieb also allein, ohne jemanden, mit dem ich wirklich hätte sprechen können, bis 

ich vor sechs Jahren einmal eine Panne in der Wüste Sahara hatte.  

「主語」「動詞」「副詞」「補語」「副詞句」,「副詞節」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

blieb ﾌﾞﾘｰﾌﾟ 1 単過(bleiben)v.i 〜のままだった                             「動詞」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. だから、したがって                                       「副詞」 

allein, ｱﾗｲﾝ adj. 一人の、孤独な                                          「補語」 

ohne jemanden, ｵｰﾈ･ｲｪｰﾏﾝﾃﾞﾝ adv. 誰もおらずに                         「副詞句」 

mit dem ﾐｯﾄ･ﾃﾞｰﾑ adv. その人と                            「間接目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                               「主語」 

wirklich ｳﾞｨﾙｸﾘｯﾋ adv. 本当に                                   「副詞」 

hätte sprechen können, ﾍｯﾃ･ｼｭﾌﾟﾚｯﾋｪﾝ･ｹﾈﾝ 接 II･1 単現･完了形･可能 

   (können+不定詞)v.i 話せたかもしれない                      「動詞句」 

bis ﾋﾞｽ conj. 〜するまで                                                「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                 「主語」 

vor sechs Jahren ﾌｫｰｱ･ｾﾞｯｸｽ･ﾔｰﾚﾝ adv. 6 年前に                    「副詞句」 

einmal ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. 1 度                                            「副詞」 

eine Panne ｱｲﾈ･ﾊﾟﾈ n.f4 格 故障を                                「目的語」 
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in der Wüste Sahara ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｳﾞｭｰｽﾃ･ｻﾞﾊｰﾗ adv. サハラ砂漠で        「副詞句」 

hatte. ﾊｯﾃ 1 単過(haben)v.t あった                                   「動詞」 

 

僕のエンジンの中で何かが壊れたのだった。 

Etwas an meinem Motor war kaputtgegangen.                    「主語」「動詞句」 

Etwas ｴﾄｳﾞｧｽ pron 何かが                                               「主語」 

an meinem Motor ｱﾝ･ﾒｲﾈﾑ･ﾓﾄｰﾙ adj. 僕のエンジンの              「形容詞句」 

  an ｱﾝ prep（行為の対象）〜において 

war kaputtgegangen. ｳﾞｧｰﾙ･ｶﾌﾟｯﾄ･ｹﾞ･ｶﾞﾝｹﾞﾝ 3 単過･完了形(kaputt|gehen) 

   v.i 壊れた                                                          「動詞句」 

 

そして自分のそばには整備士も乗客たちもいなかったので、僕はたった一人で難しい修理

に取り掛かった。それは僕にとっては生死に関わる問題だった。 

Und da ich weder einen Mechaniker noch Passagiere bei mir hatte, machte ich mich ganz 

allein an die schwierige Reparatur. Es war für mich eine Frage auf Leben und Tod.  

Und「副詞」「主語」「目的語」「副詞句」「動詞」, 

「動詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」「間接目的語」┃「主語」「動詞」「副詞句」「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

da ﾀﾞｰ adv. そこには                                                     「副詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

weder einen Mechaniker noch Passagiere ｳﾞｪｰﾀﾞｰ･ｱｲﾈﾝ･ﾒﾋｬﾆｶｰ･ﾉｯﾎ･ﾊﾟｻｼﾞｰﾚ 

  weder A noch B  A でもなく B でもない Mechaniker ﾒﾋｬﾆｶｰ n.m –s/- 機械工 

  Passagier ﾊﾟｻｼﾞｰｱ n.m –s/-e （飛行機などの）乗客、旅客 

  pl.n 一人の整備士も乗客たちも〜ない                                  「目的語」 

bei mir ﾊﾞｲ･ﾐｰｱ adv. 自分のそばに                                      「副詞句」 

hatte, ﾊｯﾃ 1 単過(haben)v.t（否定文で）いなかった                         「動詞」 

machte ...mich ﾏﾊﾃ...ﾐｯﾋ 1 単過(sich machen)v.pr(an 〜に) 取りかかった    「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

ganz allein ｶﾞﾝﾂ･ｱﾗｲﾝ adv. たった一人で                                 「副詞句」 

an die schwierige Reparatur. ｱﾝ･ﾃﾞｨｰ･ｼｭｳﾞｨｰﾘｹﾞ･ﾚﾊﾟﾗﾄｩｰｱ 

   adv.(an+4 格：仕事への着手) 難しい修理に                        「間接目的語」 

  schwierig ｼｭｳﾞｨｰﾘﾋ adj. むずかしい Reparatur ﾚﾊﾟﾗﾄｩｰｱ n.f 修理 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜だった                                        「動詞」 

für mich ﾌｭｰｱ･ﾐｯﾋ adv. 僕にとって                                      「副詞句」 

eine Frage ｱｲﾈ･ﾌﾗｰｹﾞ n.f1 格 問題                                         「補語」 
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auf Leben und Tod. ｱｳﾌ･ﾚｰﾍﾞﾝ･ｳﾝﾄ･ﾄｰﾄ adj. 生死に関わる、生死の  「形容詞句」 

 

僕は辛うじて 8 日分の飲み水を携帯していた。 

Ich hatte für kaum acht Tage Trinkwasser mit.  「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                        「主語」 

hatte ...mit. ﾊｯﾃ...ﾐｯﾄ 1 単過(mit|haben)v.t 携帯していた、手元にあった    「動詞句」 

für kaum acht Tage ﾌｭｰｱ･ｶｳﾑ･ｱﾊﾄ･ﾀｰｹﾞ adj. 辛うじて 8 日分の   「形容詞句」 

Trinkwasser ﾄﾘﾝｸｳﾞｧｯｻｰ n.n 飲み水を                                   「目的語」 

 

だから、1 日目の晩には、人が住むあらゆる地域から 1000 マイル離れた砂の上で寝た。 

Am ersten Abend bin ich also im Sande eingeschlafen, tausend Meilen von jeder 

bewohnten Gegend entfernt.  

「副詞句」,「動詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」,「形容詞句」 

Am ersten Abend ｱﾑ･ｴｱｽﾃﾝ･ｱｰﾍﾞﾝﾄ adv.(an dem+3 格) 1 日目の晩には       「副詞句」 

bin ...eingeschlafen, ﾋﾞﾝ...ｱｲﾝ･ｹﾞ･ｼｭﾗｰﾌｪﾝ 1 単現･完了形(ein|schlafen) 

   v.i 寝ついた、寝た                                                  「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. だから                                                   「副詞」 

im Sande ｲﾑ･ｻﾝﾃﾞ adv. 砂の上で                                        「副詞句」 

tausend Meilen ﾀｳｾﾞﾝﾄ･ﾏｲﾚﾝ adv. 1000 マイル             「副詞句」 

von ﾌｫﾝ prep 〜から                             「副詞句」 

jeder bewohnten Gegend ｲｪｰﾀﾞｰ･ﾍﾞｳﾞｫｰﾝﾃﾝ･ｹﾞｰｹﾞﾝﾄ 

 n.f 人が住むあらゆる地域               「目的語」 

  bewohnt ﾍﾞｳﾞｫｰﾝﾄ 過去分詞(bewohnen)adj. 住んだ 

entfernt. ｴﾝﾄﾌｪｱﾝﾄ adj. 離れた（Sande を修飾）                 「形容詞句」 

 

僕は、海洋の真ん中でいかだに乗って難破している人よりもっと孤立していた。 

Ich war viel verlassener als ein Schiffbrüchiger auf einem Floß mitten im Ozean.  

「主語」「動詞」「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜だった                                        「動詞」 

viel verlassener ﾌｨｰﾙ･ﾌｪｱﾗｾﾅｰ adj.（比較級）もっと孤独な                  「補語」 

als ｱﾙｽ conj.（比較級+als）〜よりも                               「副詞句」 

ein Schiffbrüchiger ｱｲﾝ･ｼﾌﾌﾞﾘﾋｶﾞｰ 

 n.m1 格(schiffbrüchig adj.) 難破者                       「目的語」 

auf einem Floß ｱｳﾌ･ｱｲﾈﾑ･ﾌﾛｰｽ adj. いかだに乗った「形容詞句」 
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mitten im Ozean. ﾐｯﾃﾝ･ｲﾑ･ｵｰﾂｪｱﾝ 

 adv. 海洋の真ん中で                  「副詞句」 

 

だから君たちは、夜明けに奇妙な小さな声が僕を目覚めさせた時の僕の驚きを、想像できる

だろう。 

Ihr könnt euch daher meine Überraschung vorstellen, als bei Tagesanbruch eine 

seltsame kleine Stimme mich weckte:   「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」「副詞節」 

Ihr ｲｰｱ pron 君たちは                                                   「主語」 

könnt euch ...vorstellen, ｹﾝﾄ･ｵｲﾋ...ﾌｫｰｱｼｭﾃﾚﾝ 2 複現･可能･推測(sich vor|stellen) 

   v.pr 想像できるだろう                                              「動詞句」 

daher ﾀﾞｰﾍｰｱ adv. だから                                                「副詞」 

meine Überraschung ﾏｲﾈ･ﾕｰﾊﾞｰﾗｯｼｭﾝｸﾞ n.f（予期せぬことによる）驚きを  「目的語」 

als ｱﾙｽ conj. 〜した時                                                 「副詞節」 

bei Tagesanbruch ﾊﾞｲ･ﾀｰｹﾞｽｱﾝﾌﾞﾙｰﾌ adv.（同時）夜明けに        「副詞句」 

eine seltsame kleine Stimme ｱｲﾈ･ｾﾞﾙﾄｻﾞｰﾒ･ｸﾗｲﾈ･ｼｭﾃｨﾒ 

 n.f1 格 奇妙な小さな声が                                      「主語」 

  seltsam ｾﾞﾙﾄｻﾞｰﾑ adj. 奇妙な klein ｸﾗｲﾝ adj. 小さい Stimme ｼｭﾃｨﾒ n.f 声 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                           「目的語」 

weckte: ｳﾞｪｸﾃ 3 単過(wecken)v.t 目覚めさせた                     「動詞」 

 

「どうか．．．僕に羊を描いて！」 

»Bitte... zeichne mir ein Schaf!«      《「嘆願」...「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

»Bitte... ﾋﾞｯﾃ adv. どうか                                                 「嘆願」 

zeichne ﾂｧｲﾋﾈ 命・2 単現(zeichnen)v.t 描いて                              「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

ein Schaf!« ｱｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n 羊を                                      「直接目的語」 

 

「なんだって？」 

»Wie bitte?«                                                         「問いかけ」 

»Wie ｳﾞｨｰ adv. 何？                                                 「問いかけ」 

bitte?« ﾋﾞｯﾃ adv. どうかって                                          「問いかけ」 

 

「僕に羊を描いて．．．」 

»Zeichne mir ein Schaf...«                    《「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

»Zeichne ﾂｧｲﾋﾈ 命・2 単現(zeichnen)v.t 描いて                             「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 
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ein Schaf...« ｱｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n 羊を                                     「直接目的語」 

 

僕は、まるで稲妻が体を突き抜けたみたいに立ち上がった。 

Ich bin auf die Füße gesprungen, als wäre der Blitz in mich gefahren.  

「主語」「動詞句」「副詞句」,「副詞節」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

bin ...gesprungen,  ﾋﾞﾝ...ｹﾞｼｭﾌﾟﾙﾝｹﾞﾝ 1 単現･完了形(springen) 

   v.i 飛び上がった                                                    「動詞句」 

auf die Füße ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰ･ﾌｭｰｾ adv. 両足の上に                             「副詞句」 

  → 立ち上がった 

als ｱﾙｽ conj. あたかも〜であるかのように                                「副詞節」 

wäre ...gefahren. ｳﾞｪｰﾚ...ｹﾞﾌｧｰﾚﾝ 接 II･3 単現･完了形･推測(fahren) 

   v.i さっと通り抜けた                                         「動詞句」 

der Blitz ﾃﾞｱ･ﾌﾞﾘｯﾂ n.m 稲妻が                                    「主語」 

in mich ｲﾝ･ﾐｯﾋ adv. 僕の体の中を                                「副詞句」 

 

僕は自分の目をこすって、周りをしっかりと確認した。 

Ich habe mir die Augen gerieben und genau hingeschaut.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」「動詞句」und「副詞」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...gerieben ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞﾘｰﾍﾞﾝ 1 単現･完了形(reiben)v.t こすった          「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron 自分の                                               「間接目的語」 

die Augen ﾃﾞｨｰ･ｱｳｹﾞﾝ  pl.n.n 目を                                  「直接目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

genau ｹﾞﾅｳ adv. くわしく                                                「副詞」 

hingeschaut. ﾋﾝ･ｹﾞｼｬｳﾄ 1 単現･完了形(hin|schauen)v.i まわりを見た       「動詞句」 

 

そこに非常に変わった 1 人の少年が、真剣に僕を見つめているのが見えた。 

Da sah ich ein kleines, höchst ungewöhnliches Männchen, das mich ernsthaft 

betrachtete.                           「副詞」「動詞」「主語」「目的語」「形容詞節」 

Da ﾀﾞｰ adv. そこに                                                      「副詞」 

sah ｻﾞｰ 1 単過(sehen)v.t 見えた                                           「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

ein kleines, ｱｲﾝ･ｸﾗｲﾈｽ n.n4 格(klein) 1 人の少年が                        「目的語」 

höchst ungewöhnliches Männchen, ﾍｰﾋｽﾄ･ｳﾝｹﾞｳﾞｪｰﾝﾘｯﾋｪｽ･ﾒﾝﾋｪﾝ 

  n.n4 格（同格）非常に変わった少年が                                  「目的語」 
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  höchst ﾍｰﾋｽﾄ adv. 非常に ungewöhnlich ｳﾝｹﾞｳﾞｪｰﾝﾘｯﾋ adj. 普通でない 

 Männchen ﾒﾝﾋｪﾝ n.n 少年 

das ﾀﾞｽ pron（主語）その少年が〜する                         「形容詞節」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                   「目的語」 

ernsthaft ｴｱﾝｽﾄﾊﾌﾄ adv. 真剣に                          「副詞」 

betrachtete. ﾍﾞﾄﾗﾊﾃﾃ 3 単過(betrachten)v.t じっと見ていた 「動詞」 

 

これが後になって僕が描いた、一番うまくできた彼の肖像画だ。 

Hier das beste Porträt, das ich später von ihm zuwege brachte.  

「副詞」「主語」, 「形容詞節」 

Hier ﾋｰｱ adv., v.i ここにあるのが〜である                                 「副詞」 

das beste Porträt, ﾀﾞｽ･ﾍﾞｽﾃ･ﾎﾟﾙﾄﾚｰ n.n1 格 最上の肖像画                   「主語」 

das ﾀﾞｽ pron（目的語）〜をする                                「形容詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                        「主語」 

später ｼｭﾍﾟｰﾀｰ adv. 後になって                            「副詞」 

von ihm ﾌｫﾝ･ｲｰﾑ adj. 彼の                    「形容詞句：Porträt」 

zuwege brachte. ﾂｰｳﾞｪｰｹﾞ･ﾌﾞﾗﾊﾃ 1 単過(et-4 zuwege bringen) 

v.t 成し遂げた                                      「動詞句」 

 

しかし確かに、この絵は本人ほど魅力的ではない。 

Aber das Bild ist bestimmt nicht so bezaubernd wie das Modell.  

Aber「主語」「動詞」「副詞」「補語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

das Bild ﾀﾞｽ･ﾋﾞﾙﾄ n.n その絵は                                           「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

bestimmt ﾍﾞｽﾁﾑﾄ adv. 確かに                                             「副詞」 

nicht so bezaubernd ﾆﾋﾄ･ｿﾞｰ･ﾍﾞﾂｧｳﾊﾞｰﾝﾄ adj. あまり魅力的ではない          「補語」 

  bezaubernd ﾍﾞﾂｧｳﾊﾞｰﾝﾄ 現在分詞(bezaubern)adj. 魅力的な、魅了する 

wie das Modell. ｳﾞｨｰ･ﾀﾞｽ･ﾓﾃﾞﾙ adv. モデルほど、本人ほど            「副詞句」 

 

それに関しては、僕は何も出来ない。 

Ich kann nichts dafür.                            「主語」「動詞」「目的語」「副詞」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

kann ｶﾝ 1 単現･本動詞(können)v.t 出来る                                 「動詞」 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                            「目的語」 

dafür. ﾀﾞﾌｭｰｱ adv. それに関して                                          「副詞」 
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僕は 6 歳の時に大人の人から絵かきというキャリアの外に投げ出されてしまったので、中

の見えない大蛇と中の見える大蛇以外は、絵の描き方を何も学んでいなかった。 

Ich war im Alter von sechs Jahren von den großen Leuten aus meiner Malerlaufbahn 

geworfen worden und hatte nichts zu zeichnen gelernt als geschlossene und offene 

Riesenschlangen. 

「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」und「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ...geworfen worden ｳﾞｧｰﾙ...ｹﾞｳﾞｫﾙﾌｪﾝ･ｳﾞｫｱﾃﾞﾝ 1 単過･完了形･受動(werfen) 

   v.t(aus 〜の外に) 投げ出された                                       「動詞句」 

im Alter von sechs Jahren ｲﾑ･ｱﾙﾀｰ･ﾌｫﾝ･ｾﾞｯｸｽ･ﾔｰﾚﾝ adv. 6 歳の時に         「副詞句」 

von den großen Leuten ﾌｫﾝ･ﾃﾞﾝ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃﾝ adv. 大人の人から            「副詞句」 

aus meiner Malerlaufbahn ｱｳｽ･ﾏｲﾅｰ･ﾏｰﾗｰ･ﾗｳﾌﾊﾞｰﾝ 

   adv. 絵かきというキャリアの外に                                     「副詞句」 

  Maler ﾏｰﾗｰ n.m 絵かき Laufbahn ﾗｳﾌﾊﾞｰﾝ n.f キャリア、（仕事の）経歴 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

hatte ...zu zeichnen gelernt ﾊｯﾃ...ﾂｰ･ﾂｧｲﾋﾈﾝ･ｹﾞﾚｱﾝﾄ 1 単過･完了形 (lernen) 

v.t(zu 不定詞：方法) 絵の描き方を学んだ                              「動詞句」 

nichts ﾆﾋﾂ pron. 何も〜ない                                            「目的語」 

als geschlossene und offene Riesenschlangen. ｱﾙｽ･ｹﾞｼｭﾛｯｾﾈ･ｳﾝﾄ･ｵｯﾌｪﾈ･ﾘｰｾﾞﾝｼｭﾗﾝｹﾞﾝ 

   adv. 中の見えない大蛇と中の見える大蛇以外は                         「副詞句」 

 

そこで僕は、驚きで見開いた目で、その出現者を見つめた。 

Ich schaute mir die Erscheinung also mit großen, staunenden Augen an.  

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

schaute mir ...an. ｼｬｳﾃ･ﾐｰｱ...ｱﾝ 1 単過(sich-3 an|schauen) 

v.pr 見つめた                                                       「動詞句」 

die Erscheinung ﾃﾞｨｰ･ｴｱｼｬｲﾇﾝｸﾞ n.f その出現者を                        「目的語」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. そこで                                                   「副詞」 

mit großen, staunenden Augen ﾐｯﾄ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ｼｭﾀｳﾈﾝﾃﾞﾝ･ｱｳｹﾞﾝ 

   adv. 驚きで見開いた目で                                             「副詞句」 

  staunend ｼｭﾀｳﾈﾝﾄﾞ 現在分詞(staunen)adj. 驚いた 
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人が住む地域から 1000 マイルも離れたところ、僕がいたことを忘れないで欲しい。 

Vergesst nicht, dass ich mich tausend Meilen abseits jeder bewohnten Gegend befand.  

「動詞句」「目的語」 

Vergesst nicht, ﾌｪｱｹﾞｽﾄ･ﾆﾋﾄ 命・2 複現･否定(vergessen)v.t 忘れないで下さい「動詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

mich ...befand. ﾐｯﾋ...ﾍﾞﾌｧﾝﾄ 1 単過(sich-4 befinden)v.pr 〜にいた   「動詞句」 

tausend Meilen ﾀｳｾﾞﾝﾄ･ﾏｲﾚﾝ adv. 1000 マイルのところに          「副詞句」 

abseits ｱｯﾌﾟｻﾞｲﾂ prep 〜から離れた                     「副詞句」 

jeder bewohnten Gegend ｲｪｰﾀﾞｰ･ﾍﾞｳﾞｫｰﾝﾃﾝ･ｹﾞｰｹﾞﾝﾄ 

  n.f 人が住むあらゆる地域                      「目的語」 

 

僕にはその男の子は、道に迷っているようには見えなかったし、疲れ切っているようにも、

死ぬほど空腹な様子にも、死ぬほど喉が渇いているようにも、死ぬほど恐れているようにも

見えなかった。 

Auch schien mir mein kleines Männchen nicht verirrt, auch nicht halbtot vor Müdigkeit, 

Hunger, Durst oder Angst.     「副詞」「動詞」「間接目的語」「主語」「補語」,「補語」 

Auch ｱｳﾌ adv. 〜もまた                                                  「副詞」 

schien ｼｰﾝ 3 単過(scheinen)v.i 〜であるように見えた                        「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 僕には                                               「間接目的語」 

mein kleines Männchen ﾏｲﾝ･ｸﾗｲﾈｽ･ﾒﾝﾋｪﾝ n.n1 格 その男の子は              「主語」 

nicht verirrt, ﾆﾋﾄ･ﾌｪｱｲﾙﾄ 過去分詞･否定(verirren)adj. 道に迷った〜ない      「補語」 

auch nicht ｱｳﾌ･ﾆﾋﾄ adv. 〜でもない                               「副詞句」 

halbtot ﾊﾙﾌﾟ･ﾄｰﾄ adj. 今にも死にそうな                                   「補語」 

  halb ﾊﾙﾌﾟ adj. 半分の tot ﾄｰﾄ adj. 死んだ 

vor ﾌｫｰｱ prep（原因）〜のあまり                                  「副詞句」 

Müdigkeit, ﾐｭｰﾃﾞｨﾋｶｲﾄ n.f 疲労                            「目的語」 

Hunger, ﾌﾝｶﾞｰ n.m 空腹                                   「目的語」 

Durst ﾄﾞｩﾙｽﾄ n.m 喉の渇き                                「目的語」 

oder ｵｰﾀﾞｰ conj. あるいは 

Angst. ｱﾝｸﾞｽﾄ n.f 恐れ                                    「目的語」 
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その少年は、人の住むあらゆる地域から 1000 マイル離れた砂漠の真ん中で途方に暮れてい

る少年という印象を全く与えなかった。 

Es machte durchaus nicht den Eindruck eines mitten in der Wüste verlorenen Kindes, 

tausend Meilen von jeder bewohnten Gegend.     「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Es ｴｽ pron その少年は                                                   「主語」 

machte ﾏﾊﾃ 3 単過(machen)v.t（否定文で）与えなかった                    「動詞」 

durchaus nicht ﾂﾞﾙﾋｱｳｽ･ﾆﾋﾄ adv. まったく〜ない                         「副詞句」 

den Eindruck ﾃﾞﾝ･ｱｲﾝﾄﾞﾙｯｸ n.m4 格 印象を                              「目的語」 

eines ｱｲﾈｽ pron2 格 それの                                   「形容詞句」 

mitten in der Wüste ﾐｯﾃﾝ･ｲﾝﾃﾞｱ･ﾋﾞｭｽﾃ 

 adv. 砂漠の真ん中で                               「副詞句」 

verlorenen Kindes, ﾌｪｱﾛｰﾚﾈﾝ･ｷﾝﾃﾞｽ 

 n.n2 格 途方に暮れた子供の                      「形容詞句」 

tausend Meilen ﾀｳｾﾞﾝﾄ･ﾏｲﾚﾝ adv. 1000 マイルの        「副詞句」 

von jeder bewohnten Gegend. ﾌｫﾝ･ｲｪｰﾀﾞｰ･ﾍﾞｳﾞｫｰﾝﾃﾝ･ｹﾞｰｹﾞﾝﾄ 

   adv. 人の住むあらゆる地域から              「副詞句」 

 

やっと話せるようになり、僕は彼に言った： 

Als ich endlich sprechen konnte, sagte ich zu ihm: 

「副詞節」,「動詞」「主語」「間接目的語」 

Als ｱﾙｽ conj. 〜した時                                                 「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                「主語」 

endlich ｴﾝﾄﾘｯﾋ adv. ようやく、やっと                              「副詞」 

sprechen konnte, ｼｭﾌﾟﾚｯﾋｪﾝ･ｺﾝﾃ 1 単過･可能(können+不定詞) 

   v.i 話せた、話せるようになった                               「動詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 1 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

zu ihm: ﾂｰ･ｲｰﾑ adv. 彼に                                          「間接目的語」 

 

「だけど．．．こんなところでいったい君は何をしているの？」 

»Aber... was machst denn du da?«       Aber「目的語」「動詞」「副詞」「主語」「副詞」 

»Aber... ｱｰﾊﾞｰ conj. だけど 

was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                    「目的語」 

machst ﾏﾊｽﾄ 2 単現(machen)v.t している                                  「動詞」 

denn ﾃﾞﾝ adv. いったい                                                  「副詞」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 
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da?« ﾀﾞｰ adv. そこで、ここで                                             「副詞」 

 

すると少年はとても重大なことのように、全く物静かに繰り返した。 

Da wiederholte es ganz sanft, wie eine sehr ernsthafte Sache: 

「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」 

Da ﾀﾞｰ adv. そこで、すると                                              「副詞」 

wiederholte ｳﾞｨｰﾀﾞｰﾎﾙﾃ 3 単過(wiederholen)v.t 繰り返した                  「動詞」 

es ｴｽ pron 少年は                                                       「主語」 

ganz sanft, ｶﾞﾝﾂ･ｻﾞﾝﾌﾄ adv. 全く物静かに                               「副詞句」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                             「副詞句」 

eine sehr ernsthafte Sache: ｱｲﾈ･ｾﾞｰｱ･ｴｱﾝｼｭﾄﾊﾌﾃ･ｻﾞｯﾍ 

 n.f1 格 とても重大なこと                                    「目的語」 

 

「どうか．．．僕に羊を描いて！」 

»Bitte... zeichne mir ein Schaf...«     《「依頼」...「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

»Bitte... ﾋﾞｯﾃ adv. どうか                                                 「依頼」 

zeichne ﾂｧｲﾋﾈ 命・2 単現(zeichnen)v.t 描いてちょうだい                    「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

ein Schaf...« ｱｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n 羊を                                     「直接目的語」 

 

神秘があまりにも印象深い時には、人はあえて抵抗しないものだ。 

Wenn das Geheimnis zu eindrucksvoll ist, wagt man nicht zu widerstehen.  

「副詞節」,「動詞句」「主語」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜すると、〜する時には                                「副詞節」 

das Geheimnis ﾀﾞｽ･ｹﾞﾊｲﾑﾆｽ n.n 神秘、謎                          「主語」 

zu eindrucksvoll ﾂｰ･ｱｲﾝﾄﾞｩﾙｯｸｽﾌｫﾙ adj. あまりにも印象深い         「補語」 

ist, ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                   「動詞」 

wagt ...nicht zu widerstehen. ｳﾞｧｰｸﾄ...ﾆﾋﾄ･ﾂｰ･ｳﾞｨﾀﾞｰｼｭﾃｰｴﾝ 3 単現･意図･否定 

  (wagen zu+不定詞)v.i あえて抵抗はしない                              「動詞句」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 
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僕には本当に馬鹿らしく見えたのだが、あらゆる人の住居から 1000 マイル離れ、しかも死

の危機に瀕しながら、僕はポケットから紙を 1 枚と万年筆を取り出した。 

So absurd es mir erschien - tausend Meilen von jeder menschlichen Behausung und in 

Todesgefahr -, ich zog aus meiner Tasche ein Blatt Papier und eine Füllfeder.  

「補語」「主語」「間接目的語」「動詞」,「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

So absurd ｿﾞｰ･ｱﾌﾟｼｭﾙﾄ adj. それほど馬鹿らしい                            「補語」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

mir ﾐｰｱ pron 僕にとっては                                         「間接目的語」 

erschien ｴｱｼｰﾝ 3 単過(erscheinen)v.i 見えた                                「動詞」 

- tausend Meilen ﾀｳｾﾞﾝﾄ･ﾏｲﾚﾝ pl.n.f 1000 マイルのところで                「副詞句」  

von jeder menschlichen Behausung ﾌｫﾝ･ｲｪｰﾀﾞｰ･ﾒﾝｼｭﾘｯﾋｪﾝ･ﾍﾞﾊｳｽﾞﾝｸﾞ 

   adv. あらゆる人の住居から                                    「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

in Todesgefahr -, ｲﾝ･ﾄｰﾃﾞｽｹﾞﾌｧｰﾙ adv. 死の危機に瀕して                  「副詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

zog ﾂｫｰｸ 1 単過(ziehen)v.t 取り出した                                     「動詞」 

aus meiner Tasche ｱｳｽ･ﾏｲﾅｰ･ﾀｯｼｪ adv. ぼくのポケットから                「副詞句」 

ein Blatt Papier ｱｲﾝ･ﾌﾞﾗｯﾄ･ﾊﾟﾋﾟｰｱ n.n 紙を 1 枚                         「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

eine Füllfeder. ｱｲﾈ･ﾌｭﾙﾌｪｰﾀﾞｰ n.m 万年筆を                             「目的語」 

 

しかしそれから、僕は地理と歴史と算数と文法を特に勉強したことを思い出したので、不機

嫌そうにその坊やに絵は描けないと言った。その坊やは答えた： 

Dann aber erinnerte ich mich, dass ich vor allem Geographie, Geschichte, Rechnen und 

Grammatik studiert hatte, und missmutig sagte ich zu dem Männchen, dass ich nicht 

zeichnen könne. Es antwortete:   「副詞句」「動詞句」「主語」「目的語」und 

「副詞」「動詞」「主語」「間接目的語」「直接目的語」 

Dann aber ﾀﾞﾝ･ｱｰﾊﾞｰ adv. しかしそれから                               「副詞句」 

erinnerte ...mich, ｴｱｲﾈｱﾃ...ﾐｯﾋ 1 単過(sich-4 erinnern)v.pr 思い出した      「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

vor allem ﾌｫｰｱ･ｱﾚﾑ adv. 何よりもまず、特に                      「副詞句」 

Geographie, ｹﾞｵｸﾞﾗﾌｨｰ n.f 地理学を                              「目的語」 

Geschichte, ｹﾞｼﾋﾃ n.f 歴史学を                                   「目的語」 

Rechnen ﾚﾋﾈﾝ n.n（学校での）算数を                             「目的語」 
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und ｳﾝﾄ conj. そして 

Grammatik ｸﾞﾗﾏﾃｨｸ n.f 文法を                                  「目的語」 

studiert hatte, ｽﾂﾃﾞｨｱﾄ･ﾊｯﾃ 1 単過･完了形(studieren)v.t 勉強した   「動詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

missmutig ﾐｽﾑｰﾃｨﾋ adv. 不機嫌そうに                                     「副詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 1 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

zu dem Männchen, ﾂｰ･ﾃﾞｰﾑ･ﾒﾝﾋｪﾝ adv. その坊やに                   「間接目的語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                      「直接目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                            「主語」 

nicht zeichnen könne. ﾆﾋﾄ･ﾂｧｲﾋﾈﾝ･ｹﾝﾈ 接・1 単現･可能･否定(können+不定詞) 

   v.t 描くことはできない（話者の考え）                     「動詞句」 

Es ｴｽ pron 坊やは                                                       「主語」 

antwortete: ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                         「動詞」 

 

「なんでもないよ。僕に羊を描いて」 

»Das macht nichts. Zeichne mir ein Schaf.« 

《「主語」「動詞」「目的語」┃「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

macht ﾏﾊﾄ 3 単現(machen)v.t する                                        「動詞」 

nichts. ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                            「目的語」 

Zeichne ﾂｧｲﾋﾈ 命・2 単現(zeichnen)v.t 描いて！                            「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

ein Schaf.« ｱｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n 羊を                                       「直接目的語」 

 

僕は羊を描いたことが一度もなかったので、描くことが出来るたった 2 つの絵のうちの 1

つを彼に描いてあげた。 

Da ich nie ein Schaf gezeichnet hatte, machte ich ihm eine von den einzigen zwei 

Zeichnungen, die ich zuwege brachte. 

「副詞節」,「動詞」「主語」「間接目的語」「直接目的語」「副詞句」 

Da ﾀﾞｰ conj. 〜なので                                                  「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                 「主語」 

nie ﾆｰ adv. 一度も〜ない                                          「副詞」 

ein Schaf ｱｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n 羊を                                      「目的語」 

gezeichnet hatte, ｹﾞ･ﾂｧｲﾋﾈｯﾄ･ﾊｯﾃ 1 単過･完了形(zeichnen)v.t 描いた 「動詞句」 

machte ﾏﾊﾃ 1 単過(machen)v.t（絵を）描いた                              「動詞」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

II 

  44 / 483 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

ihm ｲｰﾑ pron 彼に                                                「間接目的語」 

eine ｱｲﾈ pron 1 つを                                               「直接目的語」 

von ﾌｫﾝ adv. 〜から                                                   「副詞句」 

den einzigen zwei Zeichnungen, ﾃﾞﾝ･ｱｲﾝﾂｨｹﾞﾝ･ﾂｳﾞｧｲ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｹﾞﾝ 

 pl.n.f3 格 2 つだけの絵                                      「目的語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（目的語）〜する                     「形容詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                              「主語」 

zuwege brachte. ﾂｳﾞｪｰｹﾞ･ﾌﾞﾗﾊﾃ 1 単過(zuwege bringen) 

v.t 成し遂げた                             「動詞句」 

  描くことができた 

 

中の見えない大蛇の絵を。そしてその坊やが言ったことを聞いて、僕は唖然とした。 

Die von der geschlossenen Riesenschlange. Und ich war höchst verblüfft, als ich das 

Männchen sagen hörte:            「目的語」┃Und「主語」「動詞」「補語」「副詞節」 

Die ﾃﾞｨｰ pron.f4 格 それを（Zeichnung の代用）                         「目的語」 

von ﾌｫﾝ prep 〜の、〜から                                     「副詞句」 

der geschlossenen Riesenschlange. ﾃﾞｱ･ｹﾞｼｭﾛｯｾﾈﾝ･ﾘｰｾﾞﾝｼｭﾗﾝｹﾞﾝ 

 n.f3 格 中の見えない大蛇                             「目的語」 

  geschlossenen ｹﾞｼｭﾛｯｾﾈﾝ adj.3 格 非公開の Riesenschlange ﾘｰｾﾞﾝｼｭﾗﾝｹﾞﾝ pl.3 格 大蛇 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ (sein)v.i 〜だった                                             「動詞」 

höchst verblüfft, ﾍｰﾋｽﾄ･ﾌｪｱﾌﾞﾘｭﾌﾄ adj. まったく唖然とした                 「補語」 

  höchst ﾍｰﾋｽﾄ adv. 非常に verblüfft ﾌｪｱﾌﾞﾘｭﾌﾄ 過去分詞(verblüffen)adj. 唖然とした 

als ｱﾙｽ conj. 〜した時、〜して                                         「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                               「主語」 

das Männchen ﾀﾞｽ･ﾒﾝﾋｪﾝ n.n その坊やが                        「目的語」 

sagen ｻﾞｰｹﾞﾝ 不定詞･Männchen の動作 v.i 言う                    「補語」 

hörte: ﾍｱﾃ 1 単過･知覚動詞(hören) 

v.t(j-4+不定詞 人-4 が〜するのを) 聞いた                      「動詞」 
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「違う、違う！大蛇に飲み込まれた象なんて欲しくないよ」 

»Nein, nein! Ich will keinen Elefanten in einer Riesenschlange.  

《「応答」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

»Nein, nein! ﾅｲﾝ･ﾅｲﾝ adv. 違う、違う！                                    「応答」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

will ｳﾞｨﾙ 1 単現(wollen)v.t 望む                                           「動詞」 

keinen Elefanten ｶｲﾈﾝ･ｴﾚﾌｧﾝﾃﾝ n.m4 格 象を〜ない                      「目的語」 

  Elefant は男性弱変化名詞で 2,3,4 格の語尾に-en が付く 
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in einer Riesenschlange. ｲﾝ･ｱｲﾅｰ･ﾘｰｾﾞﾝｼｭﾗﾝｹﾞ 

 adj. 大蛇に飲み込まれた、大蛇の中にいる                   「形容詞句」 

 

「大蛇はとても危険だし、象は広い場所が必要だよ」 

Eine Riesenschlange ist sehr gefährlich und ein Elefant braucht viel Platz.  

《「主語」「動詞」「補語」und「主語」「動詞」「目的語」》 

Eine Riesenschlange ｱｲﾈ･ﾘｰｾﾞﾝｼｭﾗﾝｹﾞ n.f 大蛇は                           「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sehr gefährlich ｾﾞｰｱ･ｹﾞﾌｪｰｱﾘｯﾋ adj. とても危険な                          「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ein Elefant ｱｲﾝ･ｴﾚﾌｧﾝﾄ n.m 象は                                          「主語」 

braucht ﾌﾞﾗｳﾌﾄ 3 単現(brauchen)v.t 必要とする、使う                      「動詞」 

viel Platz. ﾌｨｰﾙ･ﾌﾟﾗｯﾂ n.m 沢山の場所を                                 「目的語」 

 

「僕のところは、とても狭いんだ。僕は羊が必要なんだよ。僕に羊を描いて」 

Bei mir zu Hause ist wenig Platz. Ich brauche ein Schaf. Zeichne mir ein Schaf.« 

《「副詞句」「動詞」「主語」┃「主語」「動詞」「目的語」 

「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

Bei mir zu Hause ﾊﾞｲ･ﾐｰｱ･ﾂｰ･ﾊｳｾﾞ adv. 僕のところは                     「副詞句」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i（存在）〜がある                                    「動詞」 

wenig Platz. ｳﾞｪｰﾆｯﾋ･ﾌﾟﾗｯﾂ n.m ほんのわずかの場所が                      「主語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

brauche ﾌﾞﾗｳﾍ 1 単現(brauchen)v.t 必要である                             「動詞」 

ein Schaf. ｱｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n 羊が                                           「目的語」 

Zeichne ﾂｧｲﾋﾈ 命・2 単現(zeichnen)v.t 描いてちょうだい                    「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

ein Schaf.« ｱｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n 羊を                                       「直接目的語」 

 

そこで僕は描いた。 

Also habe ich gezeichnet.                        「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」 

Also ｱﾙｿﾞ adv. そこで                                                    「副詞」 

habe ...gezeichnet. ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞ･ﾂｧｲﾋﾈｯﾄ 1 単現･完了形(zeichnen)v.i 描いた     「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 
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その坊やは注意深く眺めてから、こう言った： 

Das Männchen schaute aufmerksam zu, dann sagte es: 

「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」,「副詞」「動詞」「主語」 

Das Männchen ﾀﾞｽ･ﾒﾝﾋｪﾝ n.n その坊やは                                  「主語」 

schaute ...zu, ｼｬｳﾃ...ﾂｰ 3 単過(zu|schauen)v.i じっと眺めた                「動詞句」 

aufmerksam ｱｳﾌﾒｱｸ･ｻﾞｰﾑ adv. 注意深く                                   「副詞」 

dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

es: ｴｽ pron 彼は                                                         「主語」 

 

「違う！これはすでにひどい病気にかかっている。別のを描いて」 

»Nein! Das ist schon sehr krank. Mach ein anderes.« 

《「応答」┃「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

»Nein! ﾅｲﾝ adv. 違う！                                                   「応答」 

Das ﾀﾞｽ pron これは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

schon sehr krank. ｼｮｰﾝ･ｾﾞｰｱ･ｸﾗﾝｸ adj. すでにひどい病気の                  「補語」 

Mach ﾏﾊ 命・2 単現(machen)v.t 描いて                                    「動詞」 

ein anderes.« ｱｲﾝ･ｱﾝﾃﾞﾚｽ n.n(ein anderes Schaf の略)4 格 別のを          「目的語」 

 

僕は描いた。 

Ich zeichnete.                                                    「主語」「動詞」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

zeichnete. ﾂｧｲﾋﾈﾃ 1 単過(zeichnen)v.i 描いた                               「動詞」 
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僕の友達は親しそうにまた思いやり深そうに微笑んだ。 

Mein Freund lächelte artig und mit Nachsicht:             「主語」「動詞」「副詞句」 

Mein Freund ﾏｲﾝ･ﾌﾛｲﾝﾄ n.m 僕の友達は                                   「主語」 

lächelte ﾚﾋｪﾙﾃ 3 単過(lächeln)v.i 微笑んだ                                  「動詞」 

artig ｱｰﾙﾃｨﾋ adv. 礼儀正しく、親しそうに                                 「副詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

mit Nachsicht: ﾐｯﾄ･ﾅｰﾊｽﾞｨﾋﾄ adv. 思いやり深く                          「副詞句」 

 

「よく見て．．．これは羊じゃなくて、雄羊だよ。角があるじゃないか．．．」 

»Du siehst wohl... das ist kein Schaf, das ist ein Widder. Es hat Hörner...« 

《「主語」「動詞」「副詞」...「主語」「動詞」「補語」,「主語」「動詞」「補語」 

「主語」「動詞」「目的語」》 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

siehst ｼﾞｰｽﾄ 2 単現･依頼(sehen)v.t 見てちょうだい                          「動詞」 

wohl... ｳﾞｫｰﾙ adv. しっかり、よく                                         「副詞」 

das ﾀﾞｽ pron これは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

kein Schaf, ｶｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n 羊〜ない                                        「補語」 

das ﾀﾞｽ pron これは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ein Widder. ｱｲﾝ･ｳﾞｨﾀﾞｰ n.m 雄羊                                         「補語」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

hat ﾊｯﾄ 3 単現(haben)v.t ある                                             「動詞」 

Hörner...« ﾍｱﾅｰ pl.n.n 角                                               「目的語」 

 

そこで僕はもう一度スケッチを描いた。だがそれは前作と同様に拒絶された。 

Ich machte also meine Zeichnung noch einmal. Aber sie wurde ebenso abgelehnt wie die 

vorigen:                               「主語」「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

Aber「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

machte ﾏﾊﾃ 1 単過(machen)v.t（絵を）描いた                              「動詞」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. そこで                                                   「副詞」 

meine Zeichnung ﾂｧｲﾋﾇﾝｸﾞ n.f スケッチを                               「目的語」 

noch einmal. ﾉｯﾎ･ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. もう一度                                  「副詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

sie ｼﾞｰ pron.f その絵は                                                  「主語」 
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wurde ...abgelehnt ｳﾞﾙﾃﾞ...ｱｯﾌﾟ･ｹﾞ･ﾚｰﾝﾄ  3 単過･受動(ab|lehnen) 

   v.t 拒絶された                                                      「動詞句」 

ebenso ｴｰﾍﾞﾝｿﾞｰ adv. 同じように                                          「副詞」 

wie die vorigen: ｳﾞｨｰ･ﾃﾞｨｰ･ﾌｫｰﾘｹﾞﾝ adv.（比較）前作と                   「副詞句」 

  die vorigen ﾃﾞｨｰ･ﾌｫｰﾘｹﾞﾝ pl.n1 格 前の絵（形容詞の名詞化） 

 

 

 

 

 

 

「それはもう年寄りだよ。僕は長生きする羊が欲しいんだ」 

»Das ist schon zu alt. Ich will ein Schaf, das lange lebt.« 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron これは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

schon zu alt. ｼｮｰﾝ･ﾂｰ･ｱﾙﾄ adj. もう年を取りすぎている                     「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

will ｳﾞｨﾙ 1 単現(wollen)v.t 欲しい、望む                                  「動詞」 

ein Schaf, ｱｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n 羊を                                           「目的語」 

das ﾀﾞｽ pron（主語）〜する                                   「形容詞節」 

lange ﾗﾝｹﾞ adv. 長く                                    「副詞」 

lebt.« ﾚｰﾌﾟﾄ 3 単現(leben)v.i 生きる                       「動詞」 

 

僕は、エンジンを整備するために急いでいたので、我慢ができなくなって、こんなスケッチ

をいいかげんに描きなぐって、それを渡しながら唸るように言った。 

Mir ging die Geduld aus, es war höchste Zeit, meinen Motor auszubauen, so kritzelte ich 

diese Zeichnung da zusammen und knurrte dazu: 

「間接目的語」「動詞句」「主語」,「動詞」「補語」「副詞句」, 

「副詞」「動詞句」「主語」「目的語」「副詞」「動詞句」und「動詞」「副詞」 

Mir ﾐｰｱ pron 僕にとって                                           「間接目的語」 

ging ...aus, ｷﾞﾝｸﾞ...ｱｳｽ 3 単過(aus|gehen)v.i 尽きた                       「動詞句」 

die Geduld ﾃﾞｨｰ･ｹﾞﾄﾞｩﾙﾄ n.f 忍耐が                                       「主語」 

es ｴｽ pron（時間） 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜だった                                        「動詞」 

höchste Zeit, ﾍﾋｽﾃ･ﾂｧｲﾄ n.f1 格 1 刻を争う時間                             「補語」 
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meinen Motor ﾏｲﾈﾝ･ﾓﾄｰﾙ n.m4 格 僕のエンジンを                「目的語」 

auszubauen, ｱｳｽ･ﾂｰ･ﾊﾞｳｴﾝ zu 不定詞･目的 v.t 整備するのに               「副詞句」 

so ｿﾞｰ adv. それで                                                       「副詞」 

kritzelte ...zusammen ｸﾘﾂｪﾙﾃ...ﾂｻﾞﾒﾝ 1 単過(zusammen|kritzeln) 

v.t いいかげんに描きなぐった                                        「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

diese Zeichnung ﾃﾞｨｰｾﾞ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｸﾞ n.f このスケッチを                     「目的語」 

da ﾀﾞｰ adv. そこに                                                      「副詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

knurrte ｸﾇﾙﾃ 1 単過(knurren)v.i うなるように言った                       「動詞」 

dazu: ﾀﾞﾂｰ adv. その絵に加えて                                           「副詞」 

 

 

 

 

 

「これは箱だよ。君が欲しがっているヒツジは、その中にいるよ」 

»Das ist die Kiste. Das Schaf, das du willst, steckt da drin.« 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞句」》 

»Das ﾀﾞｽ pron これは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

die Kiste. ﾃﾞｨｰ･ｷｽﾃ n.f 箱                                                「補語」 

Das Schaf, ﾀﾞｽ･ｼｬｰﾌ pron ヒツジは                                       「主語」 

das ﾀﾞｽ pron（目的語）〜する                                  「形容詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                        「主語」 

willst, ｳﾞｨﾙｽﾄ 2 単現(wollen)v.t 欲しい                     「動詞」 

steckt ｼｭﾃｯｸﾄ 3 単現(stecken)v.i いる                                      「動詞」 

da drin.« ﾀﾞｰ･ﾄﾞﾘﾝ adv. その中に                                        「副詞句」 

 

それから僕は、僕の幼い批評家の顔がぱっと輝くのを見てとても驚いた。 

Und ich war höchst überrascht, als ich das Gesicht meines jungen Kritikers aufleuchten 

sah:                                             「主語」「動詞」「補語」「副詞節」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜だった                                        「動詞」 

höchst überrascht, ﾍｰﾋｽﾄ･ﾕｰﾊﾞｰﾗｼｭﾄ adj. とても驚いた                      「補語」 
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als ｱﾙｽ conj. 〜するとき、〜して                                        「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                 「主語」 

das Gesicht ﾀﾞｽ･ｹﾞｽﾞｨﾋﾄ n.n その顔を                            「目的語」 

meines jungen Kritikers ﾒｲﾈｽ･ﾕﾝｹﾞﾝ･ｸﾘﾁｶｰｽ 

 n.m2 格 僕の幼い批評家の                           「形容詞句」 

aufleuchten ｱｳﾌ･ﾛｲﾋﾃﾝ 不定詞 v.i ぱっと輝く                        「補語」 

sah: ｻﾞｰ 1 単過･知覚(sehen)v.t（人+不定詞）（人が〜するのを）見た   「動詞」 

 

「僕が欲しいと思っていたのは、まったくこんなのだよ。このヒツジはたくさん草を食べる

と思うかい？」 

»Das ist ganz so, wie ich es mir gewünscht habe. Meinst du, dass dieses Schaf viel Gras 

braucht?«                     《「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「主語」「目的語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ganz so, ｶﾞﾝﾂ･ｿﾞｰ adj. まったくその様な                                  「補語」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                        「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                          「主語」 

es ｴｽ pron それを                                        「目的語」 

mir ﾐｰｱ pron 自分のために                            「間接目的語」 

gewünscht habe. ｹﾞｳﾞﾝｼｭﾄ･ﾊｰﾍﾞ 1 単現･完了形(wünschen) 

   v.t 欲しいと思っていた                                 「動詞句」 

Meinst ﾏｲﾝｽﾄ 2 単現･疑問文(meinen)v.t 思うかい？                         「動詞」 

du, ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

dieses Schaf ﾃﾞｨｰｾﾞｽ･ｼｬｰﾌ n.n1 格 このヒツジは                    「主語」 

viel Gras ﾌｨｰﾙ･ｸﾞﾗｽ n.n たくさんの草を                          「目的語」 

braucht?« ﾌﾞﾗｳﾌﾄ 3 単現(brauchen)v.t 食べる                       「動詞」 

 

「どうして？」 

»Warum?«                                                               「応答」 

»Warum?« ｳﾞｧﾙﾑ adv. どうして？                                         「応答」 
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「だって僕のところは全く狭いから．．．」 

»Weil bei mir zu Hause alles ganz klein ist...« 《Weil「副詞句」「主語」「補語」「動詞」》 

»Weil ｳﾞｧｲﾙ conj. 〜なので、だって〜 

bei mir zu Hause ﾍﾞｲ･ﾐｰｱ･ﾂｰ･ﾊｳｾﾞ adv. 僕のところは                     「副詞句」 

alles ｱﾚｽ pron すべてが                                                  「主語」 

ganz klein ｶﾞﾝﾂ･ｸﾗｲﾝ adj. まったく小さい                                 「補語」 

ist...« ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

 

「それはきっと大丈夫だよ。僕は君にまったく小さいヒツジをあげたのだから」 

»Es wird bestimmt ausreichen. Ich habe dir ein ganz kleines Schaf geschenkt.« 

《「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」「動詞句」》 

»Es ｴｽ pron それは                                                      「主語」 

wird ...ausreichen. ｳﾞｨﾙﾄ...ｱｳｽﾗｲﾋｪﾝ 3 単現･推量(werden+不定詞) 

   v.i 十分だと思う                                                    「動詞句」 

bestimmt ﾍﾞｼｭﾃｨﾑﾄ adv. きっと                                           「副詞」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...geschenkt.« ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞｼｪﾝｸﾄ 1 単現･完了形(schenken)v.t あげた       「動詞句」 

dir ﾃﾞｨｰｱ pron 君に                                                 「間接目的語」 

ein ganz kleines Schaf ｱｲﾝ･ｶﾞﾝﾂ･ｸﾗｲﾈｽ･ｼｬｰﾌ n.n まったく小さいヒツジを「直接目的語」 

 

彼はスケッチの上に頭を傾けた。 

Er neigte den Kopf über die Zeichnung:           「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

neigte ﾅｲｸﾃ 3 単過(neigen)v.t 傾けた                                       「動詞」 

den Kopf ﾃﾞﾝ･ｺｯﾌﾟﾌ n.m 頭を                                           「目的語」 

über die Zeichnung: ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｰ･ﾂｧｲﾇﾝｸﾞ adv. スケッチの上に             「副詞句」 

 

 

「それほど小さくはないな．．．だけど、ちょっと見て！寝てしまったよ．．．」 

»Nicht so klein wie... Aber sieh nur! Es ist eingeschlafen...« 

《「補語」┃Aber「動詞句」┃「主語」「動詞句」》 

»Nicht so klein ﾆﾋﾄ･ｿﾞｰ･ｸﾗｲﾝ adj. そんなに小さくない                      「補語」 

wie... ｳﾞｨｰ adv.（君が言う）それほど                                 「副詞」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

sieh nur! ｽﾞｨｰ･ﾇｰｱ 命・2 単現(sehen+nur)v.t ちょっと見て！              「動詞句」 
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Es ｴｽ pron それは（羊が）                                               「主語」 

ist eingeschlafen...« ｲｽﾄ･ｱｲﾝ･ｹﾞｼｭﾗｰﾌｪﾝ 3 単現･完了形(ein|schlafen) 

   v.i 眠り込んだ                                                      「動詞句」 

 

このようにして、僕はその王子様と知り合いになった。 

So machte ich die Bekanntschaft des kleinen Prinzen.「副詞」「動詞」「主語」「目的語」 

So ｿﾞｰ adv. そんな風にして                                               「副詞」 

machte ﾏﾊﾃ 1 単過(machen)v.t 作った                                     「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

die Bekanntschaft ﾃﾞｨｰ･ﾍﾞｶﾝﾄｼｬﾌﾄ n.f 面識、交友                        「目的語」 

des kleinen Prinzen. ﾃﾞｽ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m2 格 その王子様との 「形容詞句」 

  j-2 Bekanntschaft machen 「人-2 と知り合いになる」 

  Prinz は男性弱変化名詞なので、2，3，4 格で -n か -en が付く 

 

III 

 

王子様がどこから来たのかを理解するためには、長い時間が必要だった。 

Ich brauchte lange Zeit, um zu verstehen, woher er kam.  

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

brauchte ﾌﾞﾗｳﾋﾃ 1 単過(brauchen)v.t 〜を必要とした                       「動詞」 

lange Zeit, ﾗﾝｹﾞ･ﾂｧｲﾄ n.f4 格 長い時間                                  「目的語」 

um zu verstehen, ｳﾑ･ﾂｰ･ﾌｪｱｼｭﾃｰｴﾝ adv. 〜について理解するために        「副詞句」 

woher ｳﾞｫﾌｪｰｱ adv. どこから〜するかということ                 「目的語」 

er ｴｱ pron 彼が                                          「主語」 

kam. ｶｰﾑ 3 単過(kommen)v.i 来た                          「動詞」 

 

僕にはたくさんの質問をする王子様は、僕の質問は決して聞こうとしないように見えた。 

Der kleine Prinz, der viele Fragen am mich richtete, schien die meinen nie zu hören.  

「主語」「動詞」「補語」 

Der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m1 格 王子様は                         「主語」 

der ﾃﾞｱ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

viele Fragen ﾌｨｰﾚ･ﾌﾗｰｹﾞﾝ pl.n.f4 格 沢山の質問を      「直接目的語」 

am mich ｱﾑ･ﾐｯﾋ adv. 僕に                           「間接目的語」 

richtete, ﾘﾋﾃﾃ 3 単過(richten)v.t（質問）した                「動詞」 

  eine Frage an j-4 richten 「人-4 に質問する」 
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schien ｼｰﾝ 3 単過(scheinen)v.i(+zu 不定詞)（〜である）ように見えた         「動詞」 

die meinen+zu 不定詞 ﾃﾞｨｰ･ﾏｲﾈﾝ  

pron.pl4 格（Fragen が省略されている）僕の質問を〜する                「補語」 

nie zu hören. ﾆｰ･ﾂｰ･ﾍｰﾚﾝ 不定詞･否定 v.t 決して聞こうとしない      「動詞句」 

 

たまたま小耳にはさんだ彼の言葉が、彼の秘密を少しずつ僕に明らかにしてくれた。 

Zufällig aufgefangene Worte haben mir nach und nach sein Geheimnis enthüllt.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞句」「直接目的語」 

Zufällig ﾂｰﾌｪｰﾘｯﾋ adv. 偶然、たまたま                         「副詞」 

aufgefangene ｱｳﾌｹﾞﾌｧﾝｹﾞﾈ adj. 小耳にはさんだ                      「形容詞」 

Worte ｳﾞｫｱﾃ pl.n.n(Wort) 言葉は                                          「主語」 

haben ...enthüllt. ﾊｰﾍﾞﾝ...ｴﾝﾄﾋｭﾙﾄ 3 複現･完了形(enthüll) 

v.t(j-3 et-4 人-3 に何-4 を) 表した                                     「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

nach und nach ﾅｰﾊ･ｳﾝﾄ･ﾅｰﾊ adv. 次第に、ゆっくり                       「副詞句」 

sein Geheimnis ｻﾞｲﾝ･ｹﾞﾊｲﾑﾆｽ n.n 彼の秘密を                        「直接目的語」 

 

それから、彼が初めて僕の飛行機を見て、尋ねた（僕は決して飛行機は描かない、僕には

複雑すぎるものだから）： 

So fragte er, als er zum erstenmal mein Flugzeug sah (ich werde mein Flugzeug nicht 

zeichnen, das ist eine viel zu komplizierte Sache für mich): 

「副詞」「動詞」「主語」,「副詞節」 

（「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」,「主語」「動詞」「補語」） 

So ｿﾞｰ adv. そうして、それから                                           「副詞」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                      「動詞」 

er, ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

als ｱﾙｽ conj. 〜するとき                                                「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼が                                                  「主語」 

zum erstenmal ﾂｰﾑ･ｴｱｽﾃﾝﾏｰﾙ adv. 初めて                         「副詞句」 

  zum ersten Mal の短縮形 

mein Flugzeug ﾏｲﾝ･ﾌﾙｰｸﾂｫｲｸ n.n 僕の飛行機を                   「目的語」 

sah ｻﾞｰ 3 単過(sehen)v.t 見た                                     「動詞」 

(ich ｲｯﾋ pron 僕は                                       「主語」 

werde ...nicht zeichnen, ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾆﾋﾄ･ﾂｧｲﾋﾈﾝ 1 単現･意志･否定(werden+不定詞) 

   v.t 決して描かない                                  「動詞句」 

mein Flugzeug ﾏｲﾝ･ﾌﾙｰｸﾂｫｲｸ n.n 僕の飛行機を          「目的語」 
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das ﾀﾞｽ pron それは                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                          「動詞」 

eine viel zu komplizierte Sache ｱｲﾈ･ﾌｨｰﾙ･ﾂｰ･ｺﾝﾌﾟﾘﾂｨｰｱﾃ･ｻﾞｯﾍ 

 n.f 複雑すぎる物                                     「補語」 

für mich): ﾌｭｰｱ･ﾐｯﾋ adv. 僕にとって              「副詞句」 

 

「その物は、いったい何なの？」 

»Was ist das für ein Ding da?«               《「補語」「動詞」「主語」「補語」「主語」》 

»Was ...für ein Ding ｳﾞｧｽ...ﾌｭｰｱ･ｱｲﾝ･ﾃﾞｨﾝｸﾞ pron 何のための物              「補語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

da?« ﾀﾞｰ adv. そこにある                                           「副詞」 

 

「これは物じゃないよ。これは飛ぶんだよ。これは飛行機だよ」 

»Das ist kein Ding. Das fliegt. Das ist ein Flugzeug.« 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」┃「主語」「動詞」「補語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

kein Ding. ｶｲﾝ･ﾃﾞｨﾝｸﾞ n.n 物で〜ない                                     「補語」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

fliegt. ﾌﾘｰｸﾄ 3 単現(fliegen)v.i 飛ぶ                                        「動詞」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ein Flugzeug.« ｱｲﾝ･ﾌﾙｰｸﾂｫｲｸ n.n 飛行機                                   「補語」 

 

そして僕は空を飛ぶんだと、彼に伝える事が出来て誇らしかった。すると、彼は叫んだ。 

Und ich war stolz, ihm sagen zu können, dass ich fliege. Da rief er: 

Und「主語」「動詞」「補語」「副詞句」┃「副詞」「動詞」「主語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜だった                                        「動詞」 

stolz, ｼｭﾄﾙﾂ adj. 誇らしげな                                              「補語」 

ihm ｲｰﾑ pron（理由）彼に〜して                                        「副詞句」 

sagen zu können, ｻﾞｰｹﾞﾝ･ﾂｰ･ｹﾈﾝ 不定詞･可能 v.t 言うことが出来る  「動詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                   「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                         「主語」 
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fliege. ﾌﾘｰｹﾞ 1 単現(fliegen)v.i 飛ぶ                         「動詞」 

Da ﾀﾞｰ adv. すると                                                      「副詞」 

rief ﾘｰﾌ 3 単過(rufen)v.i 叫んだ                                           「動詞」 

er: ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「なんだって？君は空から落ちてきたの？」 

»Wie! Du bist vom Himmel gefallen?« 

《「感嘆」┃「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」》 

»Wie! ｳﾞｨｰ adv. なんだって！                                             「感嘆」 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

bist ...gefallen?« ﾋﾞｽﾄ...ｹﾞﾌｧﾚﾝ 2 単現･完了形(fallen)v.i 落ちてきた         「動詞句」 

vom Himmel ﾌｫﾑ･ﾋﾒﾙ adv. 空から                                       「副詞句」 

 

「そうだよ」と、僕は謙虚に言った。 

»Ja«, sagte ich bescheiden.                       《「応答」》,「動詞」「主語」「副詞」 

»Ja«, ﾔｰ adv. はい、そうです                                             「応答」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 1 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 
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ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

bescheiden. ﾍﾞｼｬｲﾃﾞﾝ adv. 控えめに、謙虚に                               「副詞」 

 

「ああ、それは本当におかしいな」 

»Ah! Das ist ja lustig...«                         《「感嘆」┃「主語」「動詞」「補語」》 

»Ah! ｱｰ int. ああ                                                        「感嘆」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ja ﾔｰ adv. まさか、本当に                                          「副詞」 

lustig...« ﾙｽﾃｨﾋ adj. おかしな                                             「補語」 

 

それから王子様はどこか勝ち誇ったように高笑いしたので、僕はひどくイライラした。 

Und der kleine Prinz bekam einen ganz tollen Lachanfall, der mich ordentlich ärgerte.  

Und「主語」「動詞」「目的語」,「主語」「目的語」「副詞」「動詞」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様は                             「主語」 

bekam ﾍﾞｶｰﾑ 3 単過(bekommen)v.t（感情を）持つに至った                  「動詞」 

einen ganz tollen Lachanfall, ｱｲﾈﾝ･ｶﾞﾝﾂ･ﾄﾚﾝ･ﾗﾌ･ｱﾝﾌｧﾙ n.m4 格 高笑いを   「目的語」 

  toll ﾄﾙ adj. 羽目を外した Lache ﾗﾍ n.f 笑い声 Anfall ｱﾝﾌｧﾙ n.m 激発 

der ﾃﾞｱ pron.m それが                                                   「主語」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                                    「目的語」 

ordentlich ｵｱﾃﾞﾝﾄﾘﾋ adv. 十分に、ひどく                                  「副詞」 

ärgerte. ｴｱｹﾞﾙﾃ 3 単過(ärgern)v.t 怒らせた、苛立たせた                     「動詞」 

高笑い ： 

高笑いとは、大声で笑うことである。しかしながら純粋に「楽しい・面白い」といった感

情を表すものと言うよりは、嘲笑ったり、勝ち誇ったり、少し歪んだ感情を含んだ笑いで

あることが多い。 

フランス語の原文では、 

Et le petit prince eut un très joli éclat de rire qui m’irrita beaucoup.のように、「可愛ら

しくけらけら笑った」と単純な印象を述べているが、このドイツ語版では王子様の心の中

を探って「勝ち誇ったように高笑いをした」と表現しているのが、国民性の相違なのか？ 
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僕の事故が真剣に受け止められるように、僕はそれについては大事にしたかった。けれど

も、彼は話し続けた。 

Ich lege Wert darauf, dass meine Unfälle ernst genommen werden. Er aber fuhr fort: 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞」「副詞節」┃「主語」aber「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

lege ﾚｰｹﾞ 1 単現(legen)v.t 横たえる、置く                                 「動詞」 

Wert ｳﾞｪｰｱﾄ n.m 重要性を、意味を                                     「目的語」 

darauf, ﾀﾞﾗｳﾌ adv. それについての                                        「副詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜するために                                            「副詞節」 

meine Unfälle ﾏｲﾈ･ｳﾝﾌｪﾚ pl.n.m 僕の事故が                        「主語」 

ernst ｴｱﾝｽﾄ adv. 真面目に、真剣に                                「副詞」 

genommen werden. ｹﾞﾉﾒﾝ･ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ 3 複現･受動(nehmen) 

v.t 受け取られる                                            「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

fuhr fort: ﾌｭｰｱ･ﾌｫｱﾄ 3 単過(fort|fahren)v.i 続行した                      「動詞句」 

 

「つまり君も空から来たんだ！いったいどの惑星から来たの？」 

»Also auch du kommst vom Himmel! Von welchem Planeten bist du denn?« 

《「副詞」「主語」「動詞」「副詞句」┃「副詞句」「動詞」「主語」「副詞」》 

»Also ｱﾙｿﾞｰ adv. つまり                                                  「副詞」 

auch du ｱｳﾌ･ﾄﾞｩｰ pron 君も                                              「主語」 

kommst ｺﾑｽﾄ 2 単現(kommen)v.i 来た                                     「動詞」 

vom Himmel! ﾌｫﾑ･ﾋﾒﾙ adv. 空から                                      「副詞句」 

Von welchem Planeten ﾌｫﾝ･ｳﾞｪﾙﾋｪﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. どの惑星から            「副詞句」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 来た                                             「動詞」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

denn?« ﾃﾞﾝ adv. いったい                                                「副詞」 

 

すると王子様がここにいる謎を解く光が僕に差し込んできたので、僕はあわてて尋ねた： 

Da ging mir ein Licht auf über das Geheimnis seiner Anwesenheit und ich fragte 

hastig:             「副詞」「動詞」「間接目的語」「主語」und「主語」「動詞」「副詞」 

Da ﾀﾞｰ adv. そこで、そこに                                              「副詞」 

ging ｷﾞﾝｸﾞ 3 単過(gehen)v.i 達した                                        「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

ein Licht ｱｲﾝ･ﾘﾋﾄ n.n 光が                                               「主語」 
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auf über das Geheimnis ｱｳﾌ･ﾕｰﾊﾞｰ･ﾀﾞｽ･ｹﾞﾊｲﾑﾆｽ adj. 謎についての 「形容詞句」 

seiner Anwesenheit ｻﾞｲﾅｰ･ｱﾝｳﾞｪｰｾﾞﾝﾊｲﾄ 

 n.f2 格 彼がその場にいることの                     「形容詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 1 単過(fragen)v.t 尋ねた                                     「動詞」 

hastig: ﾊｽﾃｨﾋ adv. 急いで、あわてて                                      「副詞」 

 

「それじゃあ、君は他の惑星から来たの？」 

»Du kommst also von einem anderen Planeten?«          《「主語」「動詞」「副詞句」》 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

kommst ｺﾑｽﾄ 2 単現(kommen)v.i 来た                                     「動詞」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. じゃあ                                                   「副詞」 

von einem anderen Planeten?« ﾌｫﾝ･ｴｲﾈﾑ･ｱﾝﾃﾞﾚﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ 

   adv. 他の惑星から                                                   「副詞句」 

 

しかし彼は答えなかった。彼は僕の飛行機を見ながら、ただ静かに首を振った。 

Aber er antwortete nicht. Er schüttelte nur sanft den Kopf, indem er mein Flugzeug 

musterte:    Aber「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「副詞節」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

antwortete nicht. ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ･ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(antworten)v.i 答えなかった   「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

schüttelte ｼｭｯﾃﾙﾃ 3 単過(schütteln)v.t（激しく）振った                     「動詞」 

nur sanft ﾇｰｱ･ｻﾞﾝﾌﾄ adv. ただ静かに                                    「副詞句」 

den Kopf, ﾃﾞﾝ･ｺﾌﾟﾌ n.m4 格 頭を、首を                                 「目的語」 

indem ｲﾝﾃﾞｰﾑ conj. 〜しながら                                         「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

mein Flugzeug ﾏｲﾝ･ﾌﾙｰｸﾂｫｲｸ n.n4 格 僕の飛行機を                「目的語」 

musterte: ﾑｽﾃﾙﾃ 3 単過(mustern)v.t じろじろ見た                   「動詞」 

 

「だがしかし、これを使っても、それ程遠くからここに来ることは出来ないな．．．」 

»Freilich, auf dem Ding da kannst nicht allzu weit herkommen...« 

《「副詞句」「動詞句」「副詞句」「動詞句」》 

»Freilich, ﾌﾗｲﾘﾋ adv. ただしかし、もちろん                                「副詞」 

auf dem Ding ｱｳﾌ･ﾃﾞｰﾑ･ﾃﾞｨﾝｸﾞ adv.（手段）この物によって               「副詞句」 
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da ﾀﾞｰ adv. それでは                                                    「副詞」 

kannst nicht ...herkommen...« ｶﾝｽﾄ･ﾆﾋﾄ...ﾍｱｺﾒﾝ 2 単現･可能･否定(herkommen) 

   v.i こちらへ来ることは出来ない                                      「動詞句」 

allzu weit ｱﾙﾂｰ･ｳﾞｧｲﾄ adv.（否定文で）それ程遠くから                    「副詞句」 

 

そう言って、彼は夢想に耽り、それは長く続いた。 

Und er versank in eine Träumerei, die lange dauerte.  

Und「主語」「動詞」「間接目的語」,「主語」「副詞」「動詞」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

versank ﾌｪｱｻﾞﾝｸ 3 単過(versinken)v.i(in に) 耽った                         「動詞」 

in eine Träumerei, ｲﾝ･ｱｲﾈﾑ･ﾄﾛｲﾒﾗｲ adv. 夢想に                       「間接目的語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.f（主語）それは                                            「主語」 

lange ﾗﾝｹﾞ adv. 長く                                                     「副詞」 

dauerte. ﾀﾞｳｴｱﾃ 3 単過(dauern)v.i 続いた                                  「動詞」 

 

それから彼は僕の描いた羊をポケットから取り出し、彼の宝物の鑑賞に浸った。 

Dann nahm er mein Schaf aus der Tasche und vertiefte sich in den Anblick seines 

Schatzes.     「副詞」「動詞」「主語」「目的語」「副詞句」und「動詞句」「間接目的語」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

nahm ﾅｰﾑ 3 単過(nehmen)v.t 取り出した                                   「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

mein Schaf ﾏｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n 僕の羊を                                      「目的語」 

aus der Tasche ｱｳｽ･ﾃﾞｱ･ﾀｯｼｪ adv. ポケットから                          「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

vertiefte sich ﾌｪｱﾁｰﾌﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich vertiefen)v.pr(in et-4 に) 没頭した 「動詞句」 

in den Anblick ｲﾝ･ﾃﾞﾝ･ｱﾝﾌﾞﾘｯｸ adv. 眺めることに、鑑賞に            「間接目的語」 

seines Schatzes. ｻﾞｲﾈｽ･ｼｬｯﾂｪｽ adj. 彼の宝物の             「形容詞句」 

 

「他の惑星」という彼の発言が、どれほど僕の好奇心を駆り立てたか、君たちは想像でき

るだろう。だから僕はもっとよく知ろうと思った。 

Ihr könnt euch vorstellen, wie stark diese Andeutung über die »anderen Planeten« 

mich beunruhigen musste. Ich bemühte mich also, mehr zu erfahren: 

「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

Ihr ｲｰｱ pron.pl. 君たちは                                                「主語」 

könnt euch vorstellen, ｹﾝﾄ･ｵｲﾋ･ﾌｫｰｱｼｭﾃﾚﾝ 2 複現･可能(sich-3 vor|stellen) 
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   v.pr 想像できる                                                     「動詞句」 

wie stark ｳﾞｨｰ･ｼｭﾀｰｸ adv. どれほど強く〜するかということを             「目的語」 

diese Andeutung ﾃﾞｨｰｾﾞ･ｱﾝﾄﾞｲﾄｩﾝｸﾞ n.f この発言が                 「主語」 

über die »anderen Planeten« ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｰ･ｱﾝﾃﾞﾚﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ 

   adj. 「他の惑星」についての                          「形容詞句」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                       「目的語」 

beunruhigen musste. ﾍﾞｳﾝﾙｰｲｹﾞﾝ･ﾑｽﾃ 3 単過･必然(müssen+不定詞) 

   v.t 悩ませたに違いない                                 「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

bemühte mich ﾍﾞﾐｭｰﾃ･ﾐｯﾋ 1 単過(sich-4 bemühen)v.pr 努力した           「動詞句」 

also, ｱﾙｿﾞｰ adv. それで                                                  「副詞」 

mehr zu erfahren: ﾒｰｱ･ﾂｰ･ｴｱﾌｧｰﾚﾝ 不定詞 v.i もっと良く知ることを        「目的語」 

  mehr ﾒｰｱ adv. もっと erfahren ｴｱﾌｧｰﾚﾝ v.t（聞いて）知る 

 

「坊や、どこから来たの？君のところって、どこなの？僕の羊をどこに連れていくつもり

なの？」 

»Woher kommst du, mein kleines Kerlchen? Wo bist du denn zu Hause? Wohin willst 

du mein Schaf mitnehmen?« 

《「副詞」「動詞」「主語」「呼びかけ」┃「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」 

「副詞」「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」》 

»Woher ｳﾞｫｰﾍｰｱ adv. どこから                                            「副詞」 

kommst ｺﾑｽﾄ 2 単現(kommen)v.i 来た                                     「動詞」 

du, ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

mein kleines Kerlchen? ﾏｲﾝ･ｸﾗｲﾈｽ･ｹｱﾙﾋｪﾝ n.m 坊や                    「呼びかけ」 

Wo ｳﾞｫｰ adv. どこ                                                       「副詞」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i（存在）〜にある                                  「動詞」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

denn ﾃﾞﾝ adv. それでは                                                  「副詞」 

zu Hause? ﾂｰ･ﾊｳｾﾞ adv. 君のところは                                   「副詞句」 

Wohin ｳﾞｫｰﾋﾝ adv. どこに                                                「副詞」 

willst ...mitnehmen?« ｳﾞｨﾙｽﾄ...ﾐｯﾄﾈｰﾒﾝ 2 単現･意志(wollen+不定詞) 

   v.t 連れていくつもりである                                          「動詞句」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

mein Schaf ﾏｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n 僕の羊を                                      「目的語」 
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彼は黙って考え込んでから、答えた： 

Er antwortete nach einem nachdenklichen Schweigen:      「主語」「動詞」「副詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

nach ﾅｰﾊ adv. 〜の後で                                                「副詞句」 

einem nachdenklichen Schweigen: ｱｲﾈﾑ･ﾅｰﾊﾃﾞﾝｸﾘｯﾋｪﾝ･ｼｭｳﾞｧｲｹﾞﾝ 

   n.n 考え込んだ沈黙                                          「目的語」 

   nachdenklichen ﾅｰﾊﾃﾞﾝｸﾘｯﾋ adj. 考え込んでいる Schweigen ｼｭｳﾞｧｲｹﾞﾝ n.n 沈黙 

 

「君が僕にくれたその箱は、夜の間、羊の家として使えるのがいいんだよ」 

»Die Kiste, die du mir da geschenkt hast, hat das Gute, dass sie ihm nachts als Haus 

dienen kann.«                                 「主語」「動詞」「目的語」「形容詞節」 

»Die Kiste, ﾃﾞｨｰ･ｷｽﾃ n.f この箱は                                         「主語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.f（目的語）〜する                                 「形容詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                         「主語」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                  「間接目的語」 

da ﾀﾞｰ adv. そこに                                       「副詞」 

geschenkt hast, ｹﾞｼｪﾝｸﾄ･ﾊｽﾄ 2 単現･完了形(schenken) 

v.t くれた                                           「動詞句」 

hat ﾊｯﾄ 3 単現(haben)v.t を持つ、（状況）〜である                          「動詞」 

das Gute, ﾀﾞｽ･ｸﾞｰﾃ n.n 長所、利点                                      「目的語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜という                                       「形容詞節」 

sie ｼﾞｰ pron.f それは                                    「主語」 

ihm ｲｰﾑ pron.m 羊にとって                        「間接目的語」 

nachts ﾅﾊﾂ adv. 夜に                                    「副詞」 

als Haus ｱﾙｽ･ﾊｳｽ adv. 家として                          「副詞」 

dienen kann.« ﾃﾞｨｰﾈﾝ･ｶﾝ 3 単現･可能(können+不定詞) 

v.i 利用できる                                      「動詞句」 

 

「その通りだよ。それにもし君がいい子なら、昼の間中ずっと羊をつないでおくためにロ

ープもあげるよ。それに杭もね。」 

»Gewiß. Und wenn du brav bist, gebe ich dir auch einen Strick, um es tagsüber 

anzubinden. Und einen Pflock dazu.« 

《「応答」┃Und「副詞節」,「動詞」「主語」「間接目的語」「直接目的語」「副詞句」 

Und「目的語」「副詞」》 

»Gewiß. ｹﾞｳﾞｨｽ adj. 確かな、その通り                                     「応答」 
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Und ｳﾝﾄ conj. そして 

wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）もしも〜ならば                                 「副詞節」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君が                                               「主語」 

brav ﾌﾞﾗｰﾌ adj. 行儀がいい、いい子                               「補語」 

bist, ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                                 「動詞」 

gebe ｹﾞｰﾍﾞ 1 単現(geben)v.t あげる                                        「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

dir ﾃﾞｨｱ pron 君に                                                「間接目的語」 

auch einen Strick, ｱｳﾌ･ｱｲﾈﾝ･ｼｭﾄﾘｯｸ n.m ロープも                    「直接目的語」 

um +zu 不定詞 ｳﾑ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

es ｴｽ pron 羊を                                                「目的語」 

tagsüber ﾀｰｸｽﾕｰﾊﾞｰ adv. 昼の間中ずっと                           「副詞」 

anzubinden. ｱﾝ･ﾂｰ･ﾋﾞﾝﾃﾞﾝ zu 不定詞(an|binden) 

v.t（ひもなどで）くくりつける                               「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

einen Pflock ｱｲﾈﾝ･ﾌﾟﾌﾛｯｸ n.m4 格 杭を                                  「目的語」 

dazu.« ﾀﾞﾂｰ adv. それに加えて                                            「副詞」 

 

この提案が、王子様の気持ちを傷つけたように見えた。 

Dieser Vorschlag schien den kleinen Prinzen zu kränken: 

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Dieser Vorschlag ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ﾌｫｰｱｼｭﾗｰｸ n.m この提案が                       「主語」 

schien ...zu kränken ｼｰﾝ...ﾂｰ･ｸﾚﾝｹﾝ 3 単過･様態(scheinen+zu 不定詞) 

   v.t 気持ちを傷つけたように見えた                                    「動詞句」 

den kleinen Prinzen: ﾃﾞﾝ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m 王子様を                    「目的語」 

 

「羊をつないでおくだって？おかしな考えだね！」 

»Anbinden? Was für eine komische Idee!«                      《「感嘆」┃「補語」》 

»Anbinden? ｱﾝ･ﾋﾞﾝﾃﾞﾝ 不定詞･疑問文 v.t つないでおくだって？              「感嘆」 

Was für eine komische ｳﾞｧｽ･ﾌｭｰｱ･ｱｲﾝ･ｺｰﾐｯｼｪ 

 adj.f1 格 なんておかしな                                      「形容詞句」 

Idee!« ｲﾃﾞｰ n.f 考え                                                      「補語」 
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「だけど、君が羊をつないでおかなければ、羊はどこかに逃げて行ってしまうよ．．．」 

»Aber wenn du es nicht anbindest, wird es doch weglaufen...« 

《Aber「副詞節」,「動詞句」「主語」「副詞」「動詞

句」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜すると                                              「副詞節」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君が                                               「主語」 

es ｴｽ pron 羊を                                                「目的語」 

nicht anbindest, ﾆﾋﾄ･ｱﾝ･ﾋﾞﾝﾃﾞｽﾄ 2 単現･否定(an|binden) 

v.t つながない                                              「動詞句」 

wird ...weglaufen...« ｳﾞｨﾙﾄ...ｳﾞｪｰｸﾗｳﾌｪﾝ 3 単未･推測(werden+不定詞) 

   v.i 逃げてしまうだろう                                              「動詞句」 

es ｴｽ pron 羊は                                                         「主語」 

doch ﾄﾞｯﾎ adv. その時は、そうしたら                                     「副詞」 

 

すると僕の友達は、また高らかに笑った。 

Da brach meine Freund in ein neuerliches Gelächter aus: 

「副詞」「動詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」 

Da ﾀﾞｰ adv. すると                                                      「副詞」 

brach ...aus: ﾌﾞﾗｰﾊ...ｱｳｽ 3 単過(aus|brechen)v.i(in) 感情を爆発させた       「動詞句」 

meine Freund ﾏｲﾈ･ﾌﾛｲﾝﾄ n.m 僕の友達は                                  「主語」 

in ein neuerliches Gelächter ｲﾝ･ｱｲﾅｰ･ﾉｲｱｰﾘｯﾋｪｽ･ｹﾞﾚﾋﾀｰ 

 adv. 再び大笑いを                                               「間接目的語」 

 

「しかしそれなら、羊はどこへ行けばいいというのだ？」 

»Aber wo soll es denn hinlaufen?«《Aber「副詞」「動詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

wo ｳﾞｫｰ adv. どこに                                                     「副詞」 

soll ...hinlaufen?« ｿﾞﾙ...ﾋﾝ･ﾗｳﾌｪﾝ 3 単現･話者の意志･疑問文(sollen+不定詞) 

   v.i 行けばよいのだろうか                                            「動詞句」 

es ｴｽ pron 羊は                                                         「主語」 

denn ﾃﾞﾝ adv. それなら                                                  「副詞」 
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「どこにでも、まっすぐに前に進めばいい．．．」 

»Irgendwohin. Geradeaus...«                                    「副詞」┃「副詞」 

»Irgendwohin. ｲﾙｹﾞﾝﾄｳﾞｫｰﾋﾝ adv. どこへでも                               「副詞」 

Geradeaus...« ｹﾞﾗｰﾃﾞｱｳｽ adv. まっすぐに                                  「副詞」 

 

すると王子さまはまじめな顔つきで答えた。 

Da versetzte der kleine Prinz ernsthaft:             「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」 

Da ﾀﾞｰ adv. すると                                                      「副詞」 

versetzte ﾌｪｱｾﾞｯﾂﾃ 3 単過(versetzen)v.t 答えた                             「動詞」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

ernsthaft: ｴｱﾝｽﾄ･ﾊﾌﾄ adv. まじめな顔つきで                              「副詞句」 

 

「なんでもないよ、僕のところはすごく狭いんだから！」 

»Das macht nichts aus, es ist so klein bei mir zu Hause!« 

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」,「主語」「動詞」「補語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

macht ...aus, ﾏﾊﾄ...ｱｳｽ 3 単現(aus|machen)v.t 構成する、作る             「動詞句」 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

so klein ｿﾞｰ･ｸﾗｲﾝ adj. とても小さい                                       「補語」 

bei mir zu Hause!« ﾊﾞｲ･ﾐｰｱ･ﾂｰ･ﾊｳｾﾞ adv. 僕のところは              「副詞句」 

 

そして、恐らく少し憂鬱そうに付け加えた。 

Und, vielleicht ein bisschen schwermütig, fügte er hinzu: 

Und「副詞句」,「動詞句」「主語」「動詞句」 

Und, ｳﾝﾄ conj. そして 

vielleicht ﾌｨﾗｲﾋﾄ adv. ひょっとしたら、もしかすると                       「副詞」 

ein bisschen schwermütig, ｱｲﾝ･ﾋﾞｽﾋｪﾝ･ｼｭｳﾞｪｰﾐｭｰﾃｨﾋ adv. 少し憂鬱そうに    「副詞」 

fügte ...hinzu: ﾌｭｰｸﾃ...ﾋﾝﾂｰ 3 単過(hinzu|fügen)v.t 付け加えた             「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

 

「真っすぐといったって、そんなに遠くへ行けるものではない．．．」 

»Geradeaus kann man nicht sehr weit gehn...« 

《「副詞」「動詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」》 

»Geradeaus ｹﾞﾗｰﾃﾞｱｳｽ adv.（譲歩）真っすぐといったって                   「副詞」 
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kann ...gehn...« ｶﾝ...ｹﾞｰﾝ 3 単現･可能(können+不定詞)v.i(gehen) 行ける     「動詞句」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

nicht sehr weit ﾆﾋﾄ･ｾﾞｰｱ･ｳﾞｧｲﾄ adv. そんなに遠くへ〜ない                「副詞句」 

 

IV 

 

僕は、2 番目のとても重要なことを知った：つまり、王子様の出身の惑星は１件の家よりも

かろうじて大きい程度だということだ！ 

Ich hatte eine zweite sehr wichtige Sache erfahren: der Planet seiner Herkunft war 

kaum größer als ein Haus! 

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」：「主語」「動詞」「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

hatte ...erfahren: ﾊｯﾃ...ｴｱﾌｧｰﾚﾝ 1 単過･完了形(erfahren)v.t（聞いて）知った「動詞句」 

eine zweite ｱｲﾝｴ･ﾂｳﾞｧｲﾃ adj.f4 格 2 番目の                      「形容詞句」 

sehr wichtige Sache ｾﾞｰｱ･ｳﾞｨﾋﾁｹﾞ･ｻﾞｯﾍ n.f4 格 とても重要なことを        「目的語」 

der Planet ﾃﾞｱ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m 惑星は                                        「主語」 

seiner Herkunft ｻﾞｲﾅｰ･ﾍｰｱｸﾝﾌﾄ n.f2 格 彼の出身の                「形容詞句」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過･時制の一致(sein)v.i 〜である                             「動詞」 

kaum größer ｶｳﾑ･ｸﾞﾛｰｻｰ adj.（比較級）かろうじて大きい                   「補語」 

als ein Haus! ｱﾙｽ･ｱｲﾝ･ﾊｳｽ adv.（比較）１件の家よりも              「副詞句」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このことは、僕をそれ程驚かせはしなかった。 

Das erschien mir gar nicht verwunderlich.       「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」 

Das ﾀﾞｽ pron このことは                                                  「主語」 

erschien ｴｱｼｰﾝ 3 単過(erscheinen)v.i 〜のように見えた                       「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 僕には                                                「間接目的語」 
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gar nicht verwunderlich. ｶﾞｰﾙ･ﾆﾋﾄ･ﾌｪｱｳﾞﾝﾀﾞｰﾘﾋ adv. それほど驚くべきな〜でない「補語」 

 

人が名前を付けた、地球や木星や火星や金星などの大きな惑星の他に、まだ何百もの星があ

って、時には小さすぎて望遠鏡で見るのも困難な星があるということを僕は知っていた。 

Ich wusste ja, dass es außer den großen Planeten wie der Erde, dem Jupiter, dem Mars, 

der Venus, denen man Namen gegeben hat, noch Hunderte von anderen gibt, die 

manchmal so klein sind, dass man Mühe hat, sie im Fernrohr zu sehen.  

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

wusste ｳﾞｽﾃ 1 単過(wissen)v.t 知っていた                                  「動詞」 

ja, ﾔｰ adv. そのうえ、それどころか                                        「副詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

es ｴｽ pron それは（非人称主語） 

außer ｱｳｻｰ prep 〜の他に                                       「副詞句」 

den großen Planeten ﾃﾞﾝ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ 

 pl.n.m4 格 大きな惑星                                 「目的語」 

wie ｳﾞｨｰ adj. 〜のような                        「形容詞句」 

der Erde, ﾃﾞｱ･ｴｰｱﾃﾞ n.f3 格 地球          「目的語」 

dem Jupiter, ﾃﾞｰﾑ･ｼﾞｭｰﾋﾟﾀｰ n.m3 格 木星  「目的語」 

dem Mars, ﾃﾞｰﾑ･ﾏﾙｽ n.m3 格 火星         「目的語」 

der Venus, ﾃﾞｱ･ｳﾞｪｰﾇｽ n.f3 格 金星        「目的語」 

denen ﾃﾞｰﾈﾝ pron3 格 それらに〜する   「形容詞節」 

man ﾏﾝ pron 人は                「主語」 

Namen ﾅｰﾒﾝ pl.n.m 名前を      「目的語」 

gegeben hat, ｹﾞｹﾞｰﾍﾞﾝ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形(geben) 

v.t 与えた、つけた           「動詞句」 

noch ﾉｯﾎ adv. まだ                                               「副詞」 

Hunderte ﾌﾝﾀﾞｰﾃ pron 何百の星が                                 「主語」 

von anderen ﾌｫﾝ･ｱﾝﾃﾞﾚﾝ adj.pl 他の                      「形容詞句」 

gibt, ｷﾞｰﾌﾟﾄ 3 単現(geben)v.t 存在する                             「動詞」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl それらは                                         「主語」 

manchmal ﾏﾝﾋﾏｰﾙ adv. 時には                                     「副詞」 

so klein ｿﾞｰ･ｸﾗｲﾝ adj. とても小さい                                「補語」 

sind, ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                 「動詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. それで〜である                                   「副詞節」 

   so 〜, dass ... 「あまり〜なので．．．する」 
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man ﾏﾝ pron 人は                                         「主語」 

Mühe ﾐｭｰｴ n.f 苦労を                                    「目的語」 

hat, ﾊｯﾄ 3 単現(haben)v.t ある                               「動詞」 

zu 不定句 adj.（同格）〜することの              「形容詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.pl（性別なしで）それらを    「目的語」 

im Fernrohr ｲﾑ･ﾌｪｱﾇﾛｰｱ 

 adv.（手段）望遠鏡で                 「副詞句」 

zu sehen. ﾂｰ･ｾﾞｰｴﾝ 不定詞 v.t 見る         「動詞」 

 

天文学者がそれらの中の 1 つを発見すると、彼はそれに名前の代わりに番号を付ける。彼

は、例えば、それを「小惑星 3251 番」と名付ける。 

Wenn ein Astronom einen von ihnen entdeckt, gibt er ihm statt des Namens eine 

Nummer. Er nennt ihn zum Beispiel: Asteroid Nr. 3251. 

「副詞節」,「動詞」「主語」「間接目的語」「副詞句」「直接目的語」 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」「補語」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

ein Astronom ｱｲﾝ･ｱｽﾄﾛﾉｰﾑ n.m 天文学者が                          「主語」 

einen von ihnen ｱｲﾈﾝ･ﾌｫﾝ･ｲｰﾈﾝ pron それらの中の 1 つを           「目的語」 

entdeckt, ｴﾝﾄﾃﾞｯｸﾄ 3 単現(entdecken)v.t 発見する                    「動詞」 

gibt ｷﾞｰﾌﾟﾄ 3 単現(geben)v.t 与える                                       「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

ihm ｲｰﾑ pron それに                                              「間接目的語」 

statt des Namens ｼｭﾀｯﾄ･ﾃﾞｰﾑ･ﾅｰﾒﾝｽ adv. 名前の代わりに                 「副詞句」 

eine Nummer. ｱｲﾈ･ﾇﾏｰ n.f4 格 番号を                               「直接目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

nennt ﾈﾝﾄ 3 単現(nennen)v.t 〜と呼ぶ、名づける                           「動詞」 

ihn ｲｰﾝ pron4 格 それを                                                「目的語」 

zum Beispiel: ﾂｰﾑ･ﾊﾞｲｼｭｯﾋﾟｰﾙ adv. 例えば                               「副詞句」 

Asteroid ｱｽﾃﾛｲｰﾄ n.m 小惑星                                             「補語」 

Nr. 3251. ﾇﾒ･ﾄﾞﾗｲﾀｳｾﾞﾝﾄ･ﾂｳﾞｧｲﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ｱｲﾝ･ｳﾝﾄ･ﾌｭﾝﾌﾂｨﾋ n.f 3251 番  「形容詞句」 
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僕には、王子様が住んでいた惑星は小惑星 B612 であると信ずるに足るまじめな理由があ

る。 

Ich habe ernsthafte Gründe zu glauben, dass der Planet, von dem der kleine Prinz kam, 

der Asteroid B 612 ist.                                   「主語」「動詞」「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 〜がある                                      「動詞」 

ernsthafte Gründe ｴｱﾝｼｭﾄﾊﾌﾃ･ｸﾞﾘｭﾝﾃﾞ pl.n.m4 格 まじめな理由が          「目的語」 

   ernsthafte ｴｱﾝｼｭﾄﾊﾌﾃ adj.pl.(ernsthaft) まじめな、真剣な、本気の 

zu glauben, ﾂｰ･ｸﾞﾗｳﾍﾞﾝ 不定詞 adj. 信じるべき                 「形容詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                         「目的語」 

der Planet, ﾃﾞｱ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m その惑星は           「主語」 

von dem ﾌｫﾝ･ﾃﾞｰﾑ adv. そこから〜する「形容詞節」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ 

 n.m 王子様が                「主語」 

kam, ｶｰﾑ 3 単過(kommen)v.i 来た「動詞」 

der Asteroid B 612 ﾃﾞｱ･ｱｽﾃﾛｲｰﾄ･ﾍﾞｰ･ｾﾞｸｽﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾂｳﾞｪﾙﾌ 

 n.m 小惑星 B612                             「補語」 

ist. ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                  「動詞」 

 

この惑星は、1909 年にトルコの天文学者により、1 度しか望遠鏡で観測されていない。 

Dieser Planet ist nur ein einziges Mal im Jahre 1909 von einem türkischen Astronomen 

im Fernrohr gesehen worden.                           「主語」「動詞句」「副詞句」 

Dieser Planet ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m この惑星は                             「主語」 

ist ...gesehen worden. ｲｽﾄ...ｹﾞｾﾞｰｴﾝ･ｳﾞｫｱﾃﾞﾝ 3 単現･完了形･受動(werden+過去分詞) 

   v.t 発見された                                                      「動詞句」 
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nur ein einziges Mal ﾇｰｱ･ｱｲﾝ･ｱｲﾝﾂｨｹﾞｽ･ﾏﾙ adv. たった 1 度だけしかない    「副詞句」 

im Jahre 1909 ｲﾑ･ﾔｰﾚ･ﾉｲﾝﾂｪｰﾝ･ﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾉｲﾝ adv. 1909 年に                 「副詞句」 

von einem türkischen Astronomen ﾌｫﾝ･ｱｲﾈﾑ･ﾁｭﾙｷｼｪﾝ･ｱｽﾄﾛﾉｰﾒﾝ 

   adv. トルコの天文学者によって                                       「副詞句」 

im Fernrohr ｲﾑ･ﾌｪｱﾇﾛｰｱ adv. 望遠鏡で                                  「副詞句」 

 

当時、彼は国際天文学会でその発見について素晴らしい講演を行った。 

Er hatte damals beim internationalen Astronomenkongress einen großen Vortrag über 

seine Entdeckung gehalten.          「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

hatte ...gehalten. ﾊｯﾃ...ｹﾞﾊﾙﾃﾝ 3 単過･完了形(halten)v.t（動作名詞と）行った「動詞句」 

damals ﾀﾞｰﾏﾙｽ adv. 当時                                                 「副詞」 

beim ﾊﾞｲﾑ prep(bei dem) 〜のところで                                  「副詞句」 

internationalen Astronomenkongress ｲﾝﾀｰﾅﾁｮﾅｰﾚﾝ･ｱｽﾄﾛﾉｰﾒﾝ･ｺﾝｸﾞﾚｽ 

   n.m 国際天文学会                                           「目的語」 

einen großen Vortrag ｱｲﾈﾝ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾌｫｰｱﾄﾗｰｸ n.m 素晴らしい講演を        「目的語」 

über seine Entdeckung ﾕｰﾊﾞｰ･ｻﾞｲﾈ･ｴﾝﾄﾃﾞｯｸﾝｸﾞ adv. 彼の発見について     「副詞句」 

 

しかし誰も彼のいうことを信用しなかった。もっと正確に言うと、それは彼のスーツがあま

りにも質素なものだったためである。大人というのはそのようなものだ。 

Aber niemand hatte ihm geglaubt, und zwar ganz einfach seines Anzuges wegen. Die 

großen Leute sind so. 

Aber「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

niemand ﾆｰﾏﾝﾄ pron 誰も〜ない                                          「主語」 

hatte ...geglaubt, ﾊｯﾃ...ｹﾞｸﾞﾗｳﾌﾟﾄ 3 単現･完了形(glauben) 

v.i（否定文で）信用しなかった                                       「動詞句」 

ihm ｲｰﾑ pron3 格 彼の言うことを                                   「間接目的語」 

und zwar ｳﾝﾄ･ﾂｳﾞｧｰﾙ adv. もっと正確に言うと                           「副詞句」 

ganz einfach ｶﾞﾝﾂ･ｱｲﾝﾌｧｯﾊ adj. まったく質素な                 「形容詞句」 

seines Anzuges ｻﾞｲﾈｽ･ｱﾝﾂｰｹﾞｽ n.m2 格 スーツの                「形容詞句」 

wegen. ｳﾞｪｰｹﾞﾝ prep（2 格）〜のために                                 「副詞句」 

Die großen Leute ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ pl.n. 大人というものは                  「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

so. ｿﾞｰ adv. そのような                                                  「補語」 
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小惑星 B612 の評判にとって幸運なことに、トルコの独裁者が、違反者は死刑という条件

で、国民に、今後はヨーロッパ風の衣服を着なければならないと命令した。 

Zum Glück für den Ruf des Planeten B 612 befahl ein türkischer Diktator seinem Volk 

bei Todesstrafe, nur noch europäische Kleider zu tragen.  

「副詞句」「動詞」「主語」「間接目的語」「副詞句」「直接目的語」 

Zum Glück ﾂｰﾑ･ｸﾞﾘｭｯｸ adv. 幸運なことに                                「副詞句」 

für den Ruf ﾌｭｰｱ･ﾃﾞﾝ･ﾙｰﾌ adv. 評判にとって                      「副詞句」 

des Planeten B 612 ﾃﾞｽ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ･ﾍﾞｰ･ｾﾞｸｽﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾂｳﾞｪﾙﾌ 

 n.m2 格 小惑星 B612 の                             「形容詞句」 

befahl ﾍﾞﾌｧｰﾙ 3 単過(befehlen)v.t 命令した                                 「動詞」 

ein türkischer Diktator ｱｲﾝ･ﾁｭﾙｷｼｬｰ･ﾃﾞｨｸﾀｰﾄｰｱ n.m トルコの独裁者が       「主語」 

seinem Volk ｻﾞｲﾈﾑ･ﾌｫﾙｸ n.n3 格 国民に                             「間接目的語」 

bei Todesstrafe, ﾊﾞｲ･ﾄｰﾃﾞｽｼｭﾄﾗｰﾌｪ adv. 違反者は死刑という条件で         「副詞句」 

zu 不定詞 n. する〜ということを                                    「直接目的語」 

nur noch ﾇｰｱ･ﾉｯﾎ adv. もはや〜しかない                     「副詞句」 

europäische Kleider ｵｲﾛﾍﾟｰｲｼｭ･ｸﾗｲﾀﾞｰ 

 pl.n.n ヨーロッパ風の衣服を                             「目的語」 

zu tragen. ﾂｰ･ﾄﾗｰｹﾞﾝ 不定詞 v.t 身に着ける、着る             「動詞句」 

 

その天文学者は、大変上品なスーツを着て 1920 年に、もう一度講演を行いました。すると

今回は、聴衆は彼の言うことが正しいと認めました。 

Der Astronom wiederholte seinen Vortrag im Jahre 1920 in einem sehr eleganten Anzug. 

Und diesmal gaben sie ihm alle recht. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃Und「副詞」「動詞」「主語」「間接目的語」「補語」 

Der Astronom ﾃﾞｱ･ｱｽﾄﾛﾉｰﾑ n.m その天文学者は                            「主語」 

wiederholte ｳﾞｨｰﾀﾞｰﾎﾙﾃ 3 単過(wiederholen)v.t もう一度行った              「動詞」 

seinen Vortrag ｻﾞｲﾈﾝ･ﾌｫﾙﾄﾗｰｸ n.m4 格 講演を                            「目的語」 

im Jahre 1920 ｲﾑ･ﾔｰﾚ･ﾉｲﾝﾂｪｰﾝ･ﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ adv. 1920 年に                   「副詞句」 

in einem sehr eleganten Anzug. ｲﾝ･ｱｲﾈﾑ･ｾﾞｰｱ･ｴﾚｶﾞﾝﾃﾝ･ｱﾝﾂｰｸ 

 adv. 大変上品なスーツを着て                                         「副詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. すると 

diesmal ﾃﾞｨｰｽ･ﾏｰﾙ adv. 今回は                                            「副詞」 

gaben ｶﾞｰﾍﾞﾝ 3 複過(geben)v.t（正しいと）認めた                          「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 人々は、聴衆は                                           「主語」 

ihm ｲｰﾑ pron 彼に、彼の言うことを                                 「間接目的語」 

alle recht. ｱﾚ･ﾚﾋﾄ adj. まったく正しい                                     「補語」 
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   j-3 recht geben 「人-3 の言い分を正しいと認める」 

 

僕は、君たちに小惑星 B612 に関するこのような些細なことを語り、それどころかその番号

まで打ち明けているけれど、それは大人の人たちの為なんだ。 

Wenn ich euch dieses nebensächliche Drum und Dran über den Planeten B 612 erzähle 

und euch sogar seine Nummer anvertraue, so geschieht das der großen Leute wegen.  

「副詞節」,「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜であるが                                            「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

euch ｵｲﾋ pron 君たちに                                    「間接目的語」 

dieses nebensächliche Drum und Dran ﾃﾞｨｰｾﾞｽ･ﾈｰﾍﾞﾝｾﾞﾋﾘｯｼｪ･ﾄﾞﾙﾑ･ｳﾝﾄ･ﾄﾞﾗﾝ 

   n.n4 格 このような些細なことを                         「直接目的語」 

über den Planeten B 612 ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ･ﾍﾞｰ･ｾﾞｸｽﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾂｳﾞｪﾙﾌ 

   adj. 小惑星 B612 に関する                     「形容詞句」 

erzähle ｴｱﾂｪｰﾚ 1 単現(erzählen)v.t 語っている                     「動詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

euch ｵｲﾋ pron 君たちに                                   「間接目的語」 

sogar ｿﾞｶﾞｰﾙ adv. それどころか                                  「副詞」 

seine Nummer ｻﾞｲﾈ･ﾇﾏｰ n.f4 格 その番号を                 「直接目的語」 

anvertraue, ｱﾝﾌｪｱﾄﾗｳｴ 1 単現(an|vertrauen)v.t 打ち明けている   「動詞句」 

so ｿﾞｰ adv. そんなふうに                                                 「副詞」 

geschieht ｹﾞｼｰﾄ 3 単現(geschehen)v.i 生ずる、なされる                     「動詞」 

das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

der großen Leute wegen. ﾃﾞｱ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ･ｳﾞｪｰｹﾞﾝ adv. 大人のために       「副詞句」 

 

大人の人は数字が大好きだ。 

Die großen Leute haben eine Vorliebe für Zahlen.           「主語」「動詞」「目的語」 

Die großen Leute ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ pl.n 大人の人は                         「主語」 

haben ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現 v.t ある                                               「動詞」 

eine Vorliebe ｱｲﾈ･ﾌｫｰｱﾘｰﾍﾞ n.f 特別な好みを                             「目的語」 

für Zahlen. ﾌｭｰｱ･ﾂｧｰﾚﾝ adv. 数字に対して                        「副詞句」 

 

君たちが彼らに新しい友達の話をすると、彼らは肝心なことを聞かない。 

Wenn ihr ihnen von einem neuen Freund erzählt, befragen sie euch nie über das 

Wesentliche.          「副詞節」,「動詞」「主語」「間接目的語」「副詞」「間接目的語」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜する時                                              「副詞節」 
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ihr ｲｰｱ pron1 格 君たちが                                         「主語」 

ihnen ｲｰﾈﾝ pron.pl3 格 彼らに                               「間接目的語」 

von einem neuen Freund ﾌｫﾝ･ｱｲﾈﾝ･ﾉｲｴﾝ･ﾌﾛｲﾝﾄ 

 adv. 新しい友達について                                      「副詞句」 

erzählt, ｴｱﾂｪｰﾙﾄ 2 複現(erzählen)v.t 物語る、語って聞かせる         「動詞」 

befragen ﾍﾞﾌﾗｰｹﾞﾝ 3 複現 v.t 聞く                                         「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

euch ｵｲﾋ pron 君たちに                                            「間接目的語」 

nie ﾆｰ adv. 決して〜ない                                                 「副詞」 

über das Wesentliche. ﾕｰﾊﾞｰ･ﾀﾞｽ･ｳﾞｪｰｾﾞﾝﾄﾘｯﾋｪ adv. 本質的なことについて「間接目的語」 

   das Wesentliche ﾀﾞｽ･ｳﾞｪｰｾﾞﾝﾄﾘｯﾋｪ n.n4 格（形容詞の名詞化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彼らはこんな風に君たちに尋ねることはない：「その人はどんな声をしているの？」 

Sie fragen euch nie: Wie ist der Klang seiner Stimme?  

「主語」「動詞」「間接目的語」「副詞」：《「副詞」「動詞」「主語」》 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

fragen ﾌﾗｰｹﾞﾝ 3 複現 v.t 尋ねる                                           「動詞」 

euch ｵｲﾋ pron 君たちに                                            「間接目的語」 

nie: ﾆｰ adv. 決して〜ない                                                「副詞」 

Wie ｳﾞｨｰ adv. どのような                                                「副詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

der Klang ﾃﾞｱ･ｸﾗﾝｸﾞ n.m 響きは                                         「主語」 

seiner Stimme? ｻﾞｲﾅｰ･ｼｭﾃｨﾒ n.f2 格 その人の声の                「形容詞句」 
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「その子は、どんな遊びが一番好きなの？蝶々を収集しているの？」 

Welche Spiele liebt er am meisten? Sammelt er Schmetterlinge?  

《「目的語」「動詞」「主語」「副詞句」┃「動詞」「主語」「目的語」》 

Welche Spiele ｳﾞｪﾙﾋｪ･ｼｭﾋﾟｰﾚ pl.n.n4 格 どんな遊びを                     「目的語」 

liebt ﾘｰﾌﾟﾄ 3 単現(lieben)v.t 好む、愛好する                                「動詞」 

er ｴｱ pron 友達は                                                       「主語」 

am meisten? ｱﾑ･ﾏｲｽﾃﾝ adv. 一番                                        「副詞句」 

Sammelt ｻﾞﾒﾙﾄ 3 単現(sammeln)v.t（疑問文で）集めているの？             「動詞」 

er ｴｱ pron 友達は                                                       「主語」 

Schmetterlinge? ｼｭﾒｯﾀｰﾘﾝｹﾞ pl.n.m 蝶を                                「目的語」 

 

大人たちは君たちにこんな風に言う：「その子は何歳なの？兄弟は何人？体重はどれ位？そ

の子のお父さんの収入はどれ位？」 

Sie fragen euch: Wie alt ist er? Wieviele Brüder hat er? Wieviel wiegt er? Wieviel verdient 

sein Vater?  

「主語」「動詞」「間接目的語」：《「補語」「動詞」「主語」┃ 

「目的語」「動詞」「主語」┃「副詞」「動詞」「主語」┃「副詞」「動詞」「主語」》 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

fragen ﾌﾗｰｹﾞﾝ 3 複現 v.t 訊く、尋ねる                                     「動詞」 

euch: ｵｲﾋ pron.pl 君たちに                                         「間接目的語」 

Wie alt ｳﾞｨｰ･ｱﾙﾄ adj. 何歳の                                             「補語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

er? ｴｱ pron その子は                                                    「主語」 

Wieviele Brüder ｳﾞｨｰﾌｨｰﾚ･ﾌﾞﾘｭｰﾀﾞｰ pl.n.m4 格 何人の兄弟を              「目的語」 

wieviel ： 

  wieviele は how many（何人、何個の）wieviel は how much（どれほどの量の） 

hat ﾊｯﾄ 3 単現(haben)v.t いる                                             「動詞」 

er? ｴｱ pron その子は                                                    「主語」 

Wieviel ｳﾞｨｰﾌｨｰﾙ adv. どれくらい                                         「副詞」 

wiegt ｳﾞｨｰｸﾄ 3 単現(wiegen)v.i（〜の）重さがある                          「動詞」 

er? ｴｱ pron その子は                                                    「主語」 

Wieviel ｳﾞｨｰﾌｨｰﾙ adv. どれくらい                                         「副詞」 

verdient ﾌｪｱﾃﾞｨｰﾝﾄ 3 単現(verdienen)v.t 稼いでいる、（収入を）得ている     「動詞」 

sein Vater? ｻﾞｲﾝ･ﾌｧｰﾀｰ n.m その子のお父さんは                            「主語」 
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その後でようやく、彼らはその子のことを知っていると思う。もし君たちが、彼らに次のよ

うに言うならば： 

Dann erst glauben sie, ihn zu kennen. Wenn ihr zu den großen Leute sagt: 

「副詞句」「動詞」「主語」「目的語」┃「副詞節」： 

Dann ﾀﾞﾝ adv. そうした後で                                              「副詞」 

erst ｴｱｽﾄ adv. ようやく、やっと、初めて                                  「副詞」 

glauben ｸﾞﾗﾝﾍﾞﾝ 3 複現 v.t（〜だと）思う                                  「動詞」 

sie, ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

zu 不定詞 n. 〜するということを                                        「目的語」 

ihn ｲｰﾝ pron その子のことを                                   「目的語」 

zu kennen. ﾂｰ･ｹﾈﾝ 不定詞 v.t 知っている                        「動詞句」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. もし〜するならば                                      「副詞節」 

ihr ｲｰｱ pron.pl 君たちが                                          「主語」 

zu den großen Leute ﾂｰ･ﾃﾞﾝ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ adv. 大人たちに       「間接目的語」 

sagt: ｻﾞｰｸﾄ 2 複現(sagen)v.t 言う                                   「動詞」 

 

「窓にジェラニウムがあって、屋根にはハトがいる、赤いレンガでできたとても美しい家を

見たよ」と言っても、大人たちはその家を想像することが出来ない。 

Ich habe ein sehr schönes Haus mit roten Ziegeln gesehen, mit Geranien vor den 

Fenstern und Tauben auf dem Dach... dann sind sie nicht imstande, sich dieses Haus 

vorzustellen.  《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》,「副詞」「動詞」「主語」「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...gesehen, ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞｾﾞｰｴﾝ 1 単現･完了形(sehen)v.t 見た               「動詞句」 

ein sehr schönes Haus ｱｲﾝ･ｾﾞｰｱ･ｼｪｰﾈｽ･ﾊｳｽ n.n4 格 とても美しい家を      「目的語」 

mit roten Ziegeln ﾐｯﾄ･ﾛｰﾃﾝ･ﾂｨｰｹﾞﾙﾝ 

 adj.（材料）赤色の煉瓦でできた                             「形容詞句」 

mit Geranien ﾐｯﾄ･ｹﾞﾗｰﾆｴﾝ 

 adv.（様態）ジェラニウムがある                               「副詞句」 

vor den Fenstern ﾌｫｱ･ﾃﾞﾝ･ﾌｪﾝｽﾀｰ adv. 窓に                「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

Tauben ﾀｳﾍﾞﾝ pl.n.f 鳩が                                          「主語」 

auf dem Dach... ｱｳﾌ･ﾃﾞｰﾑ･ﾀﾞｯﾊ adv. 屋根の上に              「副詞句」 

dann ﾀﾞﾝ adv. そのあと、そうすると                                      「副詞」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

nicht imstande, ﾆﾋﾄ･ｲﾑｼｭﾀﾝﾃﾞ adj.(zu 不定詞句) 〜する能力がない           「補語」 
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zu 不定詞 n. 〜するということ                                    「目的語」 

sich ...vorzustellen. ｽﾞｨｯﾋ...ﾌｫｱ･ﾂｰ･ｼｭﾃﾚﾝ 不定詞(sich vor|stellen) 

   v.pr 〜を想像する                                     「動詞句」 

dieses Haus ﾃﾞｨｰｾﾞｽ･ﾊｳｽ n.n4 格 この家を                 「目的語」 

 

彼らには、このように言わなければならない：「10 万フランの家を見たよ」すると彼らはす

ぐに大声をあげる：「ああ、なんて素晴らしいんだ」 

Man muß ihnen sagen: Ich habe ein Haus gesehen, das hunderttausend Franken wert 

ist. Dann schreien sie gleich: Ach wie schön! 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」：《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

「副詞」「動詞」「主語」「副詞」：《「感嘆」》 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

muß ...sagen: ﾑｽ...ｻﾞｰｹﾞﾝ 3 単現･必要(müssen+不定詞) 

v.t 言わなければならない                                             「動詞句」 

ihnen ｲｰﾈﾝ pron 彼らに                                            「間接目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...gesehen, ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞｾﾞｰｴﾝ 1 単現･完了形(sehen)v.t 見た               「動詞句」 

ein Haus ｱｲﾝ･ﾊｳｽ n.n4 格 家を                                          「目的語」 

das ﾀﾞｽ pron（主語）〜する                                   「形容詞節」 

hunderttausend Franken wert ﾌﾝﾀﾞｰﾄﾀｳｾﾞﾝﾄ･ﾌﾗﾝｹﾝ･ｳﾞｪｰｱﾄ 

 adj. 10 万フランの価値がある                          「補語」 

ist. ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                          「動詞」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. そうすると                                                「副詞」 

schreien ｼｭﾗｲｴﾝ 3 複現 v.i 大声を出す                                     「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron 彼らは                                                     「主語」 

gleich: ｸﾞﾗｲﾋ adv. すぐに                                                「副詞」 

Ach ｱｯﾊ int. ああ                                                       「感嘆」 

wie schön! ｳﾞｨｰ･ｼｪｰﾝ adv. なんて素晴らしんだ！                           「感嘆」 

 

それで、君たちが彼らに次のように言ったとしたら： 

So auch, wenn ihr ihnen sagt:                                           「副詞句」 

So ｿﾞｰ adv. それだから                                                  「副詞」 

auch, ｱｳﾌ adv. さらに                                                    「副詞」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. もしも〜ならば                                        「副詞節」 

ihr ｲｰｱ pron 君たちが                                            「主語」 

ihnen ｲｰﾈﾝ pron 彼らに                                     「間接目的語」 
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sagt: ｻﾞｰｸﾄ 2 複現(sagen)v.t 言う                                  「動詞」 

 

「王子様が本当にいたという証拠は、彼は素敵だったとか、彼が笑ったとか、彼は羊を欲し

がったというようなことだ」と、 

Der Beweis dafür, dass es den kleinen Prinzen wirklich gegeben hat, besteht darin, dass 

er entzückend war, dass er lachte und dass er ein Schaf haben wollte;  

《「主語」「動詞」「副詞句」》 

Der Beweis ﾃﾞｱ･ﾍﾞｳﾞｧｲｽ n.m 証拠は                                      「主語」 

dafür, ﾀﾞﾌｭｰｱ adj. 〜に関する                                   「形容詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということ                             「目的語」 

es ｴｽ pron 非人称 

den kleinen Prinzen ﾃﾞﾝ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ 

 n.m4 格 王子様が                              「主語」 

wirklich ｳﾞｨﾙｸﾘﾋ adv. 本当に                      「副詞」 

gegeben hat, ｹﾞｹﾞｰﾍﾞﾝ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形(geben) 

v.h いた                                    「動詞句」 

   es gibt j-4 「人-4 がいる」 

besteht ﾍﾞｼｭﾃｰﾄ 3 単現(bestehen)v.i 存在する                              「動詞」 

darin, ﾀﾞﾘﾝ adv. 〜の中に                                              「副詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということ                                    「目的語」 

er ｴｱ pron 彼は                                          「主語」 

entzückend ｴﾝﾄﾁｭｯｹﾝﾄ adj. すてきな                       「補語」 

war, ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜だった                        「動詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということ                                    「目的語」 

er ｴｱ pron 彼は                                          「主語」 

lachte ﾗﾊﾃ 3 単過(lachen)v.i 笑った                         「動詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということ                                    「目的語」 

er ｴｱ pron 彼は                                          「主語」 

ein Schaf ｱｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n4 格 羊を                         「目的語」 

haben wollte; ﾊｰﾍﾞﾝ･ｳﾞｫﾙﾃ 3 単過･願望(wollen+不定詞) 

v.t 欲しがった                                       「動詞句」 
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「だから、もし人が羊を欲しがったら、それでその人が生きている証拠になる」と言ったと

したら、彼らは肩をすくめて、君たちを子ども扱いするだろう。 

denn wenn man sich ein Schaf wünscht, ist es doch ein Beweis dafür, dass man lebt, - 

dann werden sie die Achseln zucken und euch als Kinder behandeln.  

《「副詞」「副詞節」,「動詞」「主語」「副詞」「補語」》,  

「副詞」「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」und「目的語」「補語」「動詞句」 

denn ﾃﾞﾝ adv. だから                                                    「副詞」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. もし〜すると                                          「副詞節」 

man ﾏﾝ pron 人が                                               「主語」 

sich ...wünscht, ｽﾞｨｯﾋ...ｳﾞﾝｼｭﾄ 3 単現(sich-3 wünschen) 

v.pr 〜が欲しいと願う                                       「動詞句」 

ein Schaf ｱｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n4 格 羊を                                「目的語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

doch ﾄﾞｯﾎ adv. それで                                                   「副詞」 

ein Beweis ｱｲﾝ･ﾍﾞｳﾞｧｲｽ n.m1 格 証拠                                     「補語」 

dafür, ﾀﾞﾌｰｱ adv. 〜に関する                                      「副詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということ                                「目的語」 

man ﾏﾝ pron その人が                                「主語」 

lebt, - ﾚｰﾌﾟﾄ 3 単現(leben)v.i 生きている                「動詞」 

dann ﾀﾞﾝ adv. そうすると                                                「副詞」 

werden ...zucken ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ...ﾂｯｹﾝ 3 複未･推測(werden+不定詞) 

   v.t ぴくりと動かすだろう、すくめるだろう                            「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 彼らは                                                     「主語」 

die Achseln ﾃﾞｨｰ･ｱｸｾﾙﾝ pln.f 肩を                                      「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

euch ｵｲﾋ pron 君たちを                                                「目的語」 

als Kinder ｱﾙｽ･ｷﾝﾀﾞｰ adv. 子供として                                     「補語」 

behandeln. ﾍﾞﾊﾝﾃﾞﾙﾝ 3 複未･推測(werden+不定詞)v.t 取り扱うだろう       「動詞句」 

 

しかしながら、君たちが次のように言うと：「彼の出身の惑星は、小惑星 B612 だよ」、そう

すると彼らは納得して、君たちを質問から解放してくれるだろう。 

Aber wenn ihr ihnen sagt: der Planet, von dem er kam, ist der Planet B 612, dann werden 

sie überzeugt sein und euch mit ihren Fragen in Ruhe lassen.  

Aber「副詞節」：《「主語」「動詞」「補語」》, 

「副詞」「動詞句」「主語」「補語」「動詞句」und「目的語」「補語」「動詞句」 
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Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかしながら 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. もし〜すると                                          「副詞節」 

ihr ｲｰｱ pron 君たちが                                           「主語」 

ihnen ｲｰﾈﾝ pron 彼らに                                   「間接目的語」 

sagt: ｻﾞｰｸﾄ 2 複現(sagen)v.t 言う                                「動詞」 

der Planet, ﾃﾞｱ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m その惑星は                                    「主語」 

von dem er kam, ﾌｫﾝ･ﾃﾞｰﾑ･ｴｱ･ｶｰﾑ 

 adj. 彼の出身の、そこから彼がやってきた                      「形容詞句」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

der Planet B 612, ﾃﾞｱ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ･ﾍﾞｰ･ｾｯｸｽ･ﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾂｳﾞｪﾙﾌ n.m 小惑星 B612     「補語」 

dann ﾀﾞﾝ adv. そうすると                                                「副詞」 

werden ...sein ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ...ｻﾞｲﾝ 3 複未･推測(werden+不定詞)v.i 〜になるだろう「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 彼らは                                                      「主語」 

überzeugt ﾕｰﾊﾞｰﾂｫｲｸﾄ adj. 確信した、納得した                             「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

euch ｵｲﾋ pron 君たちを                                                「目的語」 

mit ihren Fragen ﾐｯﾄ･ｲｰﾚﾝ･ﾌﾗｰｹﾞﾝ adv. 彼らの質問から             「副詞句」 

in Ruhe ｲﾝ･ﾙｰｴ adv. 静かに                                              「補語」 

lassen. ﾗｯｾﾝ 3 複未･推測(werden+不定詞)v.t 〜のままにさせておくだろう   「動詞句」 

 

大人というのは、そういうものだ。そのことで彼らに腹を立ててはいけない。子供たちは、

大人に対して寛容な気持ちを持たなけらばならない。 

So sind sie. Man darf ihnen das auch nicht übelnehmen. Kinder müssen mit großen 

Leuten viel Nachsicht haben. 

「補語」「動詞」「主語」┃「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」「動詞句」 

「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「動詞句」 

So ｿﾞｰ adv. そのような                                                   「補語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

sie. ｼﾞｰ pron.pl 大人というのは                                           「主語」 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

darf ...nicht übelnehmen. ﾀﾞﾙﾌ...ﾆﾋﾄ･ﾕｰﾍﾞﾙﾆｰﾒﾝ 3 単現･禁止(dürfen+nicht+不定詞) 

   v.t 腹を立ててはならない                                            「動詞句」 

ihnen ｲｰﾈﾝ pron 彼らに対して                                      「間接目的語」 

das auch ﾀﾞｽ･ｱｳﾌ pron そのことも                                  「直接目的語」 

Kinder ｷﾝﾀﾞｰ pl.n.n 子供たちは                                           「主語」 

müssen ...haben. ﾐｭｯｾﾝ...ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現･必要(müssen+不定詞) 
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   v.t 持たなければならない                                            「動詞句」 

mit großen Leuten ﾐｯﾄ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃﾝ adv. 大人に対して                   「副詞句」 

viel Nachsicht ﾌｨｰﾙ･ﾅｰﾊｼﾞﾋﾄ n.f 大いなる寛容を                          「目的語」 

 

もちろん、人生が何であるかを知っている僕らは、つまらない数字を馬鹿にしている。 

Wir freilich, die wir wissen, was das Leben eigentlich ist, wir machen uns nur lustig über 

die albernen Zahlen.           「主語」,「主語」「動詞句」「補語」「間接目的語」 

Wir ｳﾞｨｰｱ pron 僕らは                                                   「主語」 

freilich, ﾌﾗｲﾘﾋ adv. もちろん                                              「副詞」 

die wir ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｨｰｱ pron 私たちが〜する                          「形容詞節」 

wissen, ｳﾞｨｯｾﾝ 1 複現 v.t 知っている                         「動詞」 

was ｳﾞｧｽ pron 何                                          「補語」 

das Leben ﾀﾞｽ･ﾚｰﾍﾞﾝ n.n 人生は                       「主語」 

eigentlich ｱｲｹﾞﾝﾄﾘﾋ adv. 実際は                        「副詞」 

ist, ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                        「動詞」 

wir ｳﾞｨｰｱ pron 私たちは                                                 「主語」 

machen uns ﾏﾍﾝ･ｳﾝｽ 1 複現(sich-4 machen)v.pr 〜に向かっている         「動詞句」 

nur lustig ﾇｰｱ･ﾙｽﾃｨﾋ adj. ただ面白い                                     「補語」 

über die albernen Zahlen. ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｰ･ｱﾙﾊﾞｰﾈﾝ･ﾂｧｰﾚﾝ 

 adv. つまらない数字を                                          「間接目的語」 

albern ｱﾙﾊﾞｰﾝ adj. 愚かな、つまらない Zahl ﾂｧｰﾙ n.f –/-en 数字 

  sich-4 über j-4 lustig machen 「何-4 を笑いものにする」 

 

僕はこの話を童話のように始めたかったのだが。出来ることなら、僕はこんな風に始めたか

った。 

Viel lieber hätte ich diese Geschichte begonnen wie ein Märchen. Am liebsten hätte ich 

so angefangen:              「副詞句」「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

「副詞句」「動詞句」「主語」「副詞」「動詞句」 

Viel lieber ﾌｨｰﾙ･ﾘｰﾊﾞｰ adv. 〜のほうがずっとよい                        「副詞句」 

hätte ...begonnen ﾍｯﾃ...ﾍﾞｺﾞﾈﾝ 接 II･1 単現･完了形(beginnen) 

   v.t もし始めていたら                                                「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

diese Geschichte ﾃﾞｨｰｾﾞ･ｹﾞｼﾋﾃ n.f この話を                             「目的語」 

wie ein Märchen. ｳﾞｨｰ･ｱｲﾝ･ﾒｱﾋｪﾝ adv. 童話のように                      「副詞句」 

Am liebsten ｱﾑ･ﾘｰﾌﾟｽﾃﾝ adv. 出来ることなら、最も好ましいのは           「副詞句」 

hätte ...angefangen: ﾍｯﾃ...ｱﾝ･ｹﾞ･ﾌｧﾝｹﾞﾝ 接 II･1 単現･完了形(an|fangen) 
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   v.i 始めたかったのだが                                              「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

so ｿﾞｰ adv. こんなふうに                                                 「副詞」 

 

「昔々、王子様がいました。彼は、自分よりもわずかに大きい惑星に住んでいて、友達を欲

しがっていました．．．」 

Es war einmal ein kleiner Prinz, der wohnte auf einem Planeten, der kaum größer war 

als er selbst, und er brauchte einen Freund...  

《「動詞句」「主語」,「主語」「動詞」「副詞句」und「主語」「動詞」「目的語」》 

Es war einmal ｴｽ･ｳﾞｧｰﾙ･ｱｲﾝﾏｰﾙ 3 単過(es sein+ einmal)v.i 昔々〜がいた    「動詞句」 

ein kleiner Prinz, ｱｲﾝ･ｸﾗｲﾅｰ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                           「主語」 

der ﾃﾞｱ pron 彼は                                                       「主語」 

wohnte ｳﾞｫｰﾝﾃ 3 単過(wohnen)v.i 住んでいた                              「動詞」 

auf einem Planeten, ｱｳﾌ･ｱｲﾈﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. ある惑星に                   「副詞句」 

  einem Planeten ｱｲﾈﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ n.m3 格 ある惑星 

  Planet は 2, 3, 4 格に-n か -en が付く男性弱変化名詞である 

der ﾃﾞｱ pron その惑星は「形容詞節」                              「主語」 

kaum größer ｶｳﾑ･ｸﾞﾚｰｻｰ adj. かろうじて大きい                     「補語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜だった                                 「動詞」 

als er selbst, ｱﾙｽ･ｴｱ･ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ adv. 彼自身よりも                   「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

brauchte ﾌﾞﾗｳﾌﾃ 3 単過(brauchen)v.t 必要としていた                       「動詞」 

einen Freund... ｱｲﾈﾝ･ﾌﾛｲﾝﾄ n.m 友達を                                 「目的語」 

 

人生をよく知っている人たちにとっては、このほうがはるかに信頼性があるように思われ

たかもしれない。 

Für die, die das Leben richtig verstehen, würde das viel glaubwürdiger klingen. 

「副詞句」,「動詞句」「主語」「補語」 

Für ﾌｭｰｱ prep（4 格と）〜にとっては                                   「副詞句」 

die, ﾃﾞｨｰ pron.pl4 格 人たち                                    「目的語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl.1 格 その人たちは                     「形容詞節」 

das Leben ﾀﾞｽ･ﾚｰﾍﾞﾝ n.n4 格 人生を            「目的語」 

richtig ﾘﾋﾃｨﾋ adv. よく、非常に                  「副詞」 

verstehen, ﾌｪｱｼｭﾃｰｴﾝ 3 複現 v.t 分かっている      「動詞」 

würde ...klingen. ｳﾞｭﾙﾃﾞ...ｸﾘﾝｹﾞﾝ 接 II･3 単現･推測(werden+不定詞) 
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   v.i 〜のように思われるかもしれない                                  「動詞句」 

das ﾀﾞｽ pron それが                                                     「主語」 

viel glaubwürdiger ﾌｨｰﾙ･ｸﾞﾗｳﾌﾟｳﾞｭﾙﾃﾞｨﾋ adj. はるかに信頼性のある         「補語」 

 

なぜなら僕は、人にはこの本を軽々しく読んで欲しくなかったから。 

Denn ich möchte nicht, dass man mein Buch leicht nimmt.  

Denn「主語」「動詞句」「目的語」 

Denn ﾃﾞﾝ conj. なぜならば 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

möchte nicht, ﾒﾋﾃ･ﾆﾋﾄ 接 II･1 単現･否定(mögen) 

（本動詞省略）〜したくなかった、〜を望まなかった                    「動詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

man ﾏﾝ pron 人が                                                「主語」 

mein Buch ﾏｲﾝ･ﾌﾞｰﾌ n.n 僕の本を                                「目的語」 

leicht ﾗｲﾋﾄ adv. 軽々しく                                          「副詞」 

nimmt. ﾆﾑﾄ 3 単現(nehmen)v.t 読む、手に取る                       「動詞」 

 

僕はこのような思い出を語ると、とても悲しく感じる。 

Ich empfinde so viel Kummer beim Erzählen dieser Erinnerungen.  

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

empfinde ｴﾝﾌﾟﾌｨﾝﾃﾞ 1 単現(empfinden)v.t 感じる                           「動詞」 

so viel Kummer ｿﾞｰ･ﾌｨｰﾙ･ｸﾏｰ n.m とても心痛を                         「目的語」 

beim Erzählen ﾊﾞｲﾑ･ｴｱﾂｪｰﾚﾝ adv. 物語をする時に                        「副詞句」 

dieser Erinnerungen. ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ｴｱｲﾈﾙﾝｹﾞﾝ 

 pl.n.f2 格 これらの思い出の                                 「形容詞句」 

 

僕の友達が羊と一緒に立ち去ってから、もう 6 年になる。 

Es ist nun schon sechs Jahre her, dass mein Freund mit seinem Schaf davongegangen 

ist.                                                        「動詞」「補語」「主語」 

Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は dass 以降） 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

nun schon sechs Jahre her, ﾇｰﾝ･ｼｮｰﾝ･ｾﾞｸｽ･ﾔｰﾚ･ﾍｰｱ 

 pl.n.n 今ではあれからもう 6 年                                         「補語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということは                                            「主語」 

mein Freund ﾏｲﾝ･ﾌﾛｲﾝﾄ n.m 僕の友達が                              「主語」 
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mit seinem Schaf ﾐｯﾄ･ｻﾞｲﾈﾑ･ｼｬｰﾌ adv. 羊と一緒に                   「副詞句」 

davongegangen ist. ﾀﾞﾌｫﾝ･ｹﾞ･ｶﾞﾝｹﾞﾝ･ｲｽﾄ 3 単現･完了形(davon|gehen) 

   v.i 立ち去った                                                  「動詞句」 

 

僕はここに彼のことを書こうとしているが、それは彼を忘れないことに繋がるからだ。 

Wenn ich hier versuche, ihn zu beschreiben, so tue ich das, um ihn nicht zu vergessen.  

「副詞節」,「動詞」「主語」「目的語」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜であるが                                            「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

hier ﾋｰｱ adv. ここに                                              「副詞」 

versuche, ﾌｪｱｽﾞｰﾍ 1 単現(versuchen)v.t 試みている                  「動詞」 

ihn zu beschreiben, ｲｰﾝ･ﾂｰ･ﾍﾞｼｭﾗｲﾍﾞﾝ zu 不定句 

n. 彼のことを記述することを                                 「目的語」 

so ｿﾞｰ conj. それなら、そうすると、そうであるから 

tue ﾄｩｰｴ 1 単現(tun)v.t する                                              「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

das, ﾀﾞｽ pron それを                                                  「目的語」 

um ihn nicht zu vergessen. ｳﾑ･ｲｰﾝ･ﾆﾋﾄ･ﾂｰ･ﾌｪｱｹﾞｯｾﾝ zu 不定句 

n. 彼のことを忘れないこと                                          「目的語」 

 

誰もが友達を持ったことがある訳ではない。 

Nicht jeder hat einen Freund gehabt.           「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Nicht jeder ﾆﾋﾄ･ｲｪｰﾀﾞｰ pron 誰もが〜ない                                 「主語」 

hat ...gehabt. ﾊｯﾄ...ｹﾞﾊｰﾌﾟﾄ 3 単現･完了形･経験(haben) 

v.t（否定文で）持ったことがあるわけではない                         「動詞句」 

einen Freund ｱｲﾈﾝ･ﾌﾛｲﾝﾄ n.m4 格 友達を                                「目的語」 

 

それに僕自身も、数字にしか興味を持たない大人たちみたいになってしまうかもしれない。

だから結局、絵具箱と鉛筆も買ったんだ。 

Und ich könnte wie die großen Leute werden, die sich nur für Ziffern interessieren, 

deshalb habe ich mir schließlich auch einen Farbenkasten und Zeichenstifte gekauft. 

Und「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」「形容詞節」 

「副詞」「動詞句」「主語」「間接目的語」「副詞」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

könnte ...werden, ｹﾝﾃ...ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ 接 II･1 単現･推量(können+不定詞) 
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   v.i 〜になるかもしれない                                            「動詞句」 

wie die großen Leute ｳﾞｨｰ･ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ adv. 大人たちのように          「補語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl 〜する                                        「形容詞節」 

sich ...interessieren, ｽﾞｨｯﾋ...ｲﾝﾃﾚｼｰﾚﾝ 3 複現(sich-4 für et-4 interessieren) 

   v.pr 何-4 に興味を持つ                               「動詞句」 

nur für Ziffern ﾇｰｱ･ﾌｭｰｱ･ﾂｨｯﾌｧｰﾝ adv. 数字だけに     「間接目的語」 

deshalb ﾃﾞｽﾊﾙﾌﾟ adv. それだから                                          「副詞」 

habe ...gekauft. ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞｶｳﾌﾄ 1 単現･完了形(kaufen)v.t 買った             「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

mir ﾐｰｱ pron 自分のために                                         「間接目的語」 

schließlich ｼｭﾘｰｽﾘﾋ adv. 結局                                             「副詞」 

auch einen Farbenkasten und Zeichenstifte ｱｳﾌ･ｱｲﾈﾝ･ﾌｧﾙﾍﾞﾝ･ｶｽﾃﾝ･ｳﾝﾄ･ﾂｧｲﾋｪﾝ･ｼｭﾃｨﾌﾃ 

   pl.n.m 絵具箱と鉛筆も                                               「目的語」 

 Farbe ﾌｧﾙﾍﾞ n.f–/-n 絵具 Kasten ｶｽﾃﾝ n.m 箱 Zeichenstift ﾂｧｲﾋｪﾝ･ｼｭﾃｨﾌﾄ n.m–[e]s/-e 鉛筆 

 

僕は 6 歳の時に中の見えない大蛇と中が見える大蛇を描いて以来、他には何も描いたこと

が無いのだけれど、この年になってまたスケッチに手を出すのは大変なことなんだ。 

Es ist schwer, sich in meinem Alter noch einmal mit dem Zeichnen einzulassen, wenn 

man seit seinem sechsten Lebensjahre nie andere Versuche gemacht hat als die mit einer 

geschlossenenen und offenen Klapperschlange. 「動詞」「補語」「主語」「副詞節」 

Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は sich 以降） 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

schwer, ｼｭｳﾞｪｰｱ adj. 困難な、苦労の多い                                  「補語」 

sich ...einzulassen, ｽﾞｨｯﾋ...ｱｲﾝ･ﾂｰ･ﾗｯｾﾝ zu 不定句(sich einlassen) 

v.pr 〜とかかわりあう、に手を出すことは                               「主語」 

in meinem Alter ｲﾝ･ﾒｲﾈﾑ･ｱﾙﾀｰ adv. 僕の年齢で                     「副詞句」 

noch einmal ﾉｯﾎ･ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. もう一度、また                       「副詞句」 

mit dem Zeichnen ﾐｯﾄ･ﾃﾞｰﾑ･ﾂｧｲﾋﾈﾝ adv. スケッチに             「間接目的語」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj.（対比）〜であるが                                     「副詞節」 

man ﾏﾝ pron 僕は                                                「主語」 

seit ｻﾞｲﾄ prep 〜以来                                           「副詞句」 

seinem sechsten Lebensjahre ｻﾞｲﾈﾑ･ｾﾞｸｽﾃﾝ･ﾚｰﾍﾞﾝｽﾔｰﾚ 

 n.n 6 歳の時                                          「目的語」 

nie andere Versuche ﾆｰ･ｱﾝﾃﾞﾚ･ﾌｪｱｽﾞｰﾍ n.m 別のデッサン〜もない  「目的語」 

gemacht hat ｹﾞﾏﾊﾄ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形(machen)v.t（絵を）描いた   「動詞句」 

als die ｱﾙｽ adv. 〜するものよりも                                「副詞句」 
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mit einer geschlossenenen und offenen ﾐｯﾄ･ｱｲﾅｰ･ｹﾞｼｭﾛｯｾﾈﾈﾝ･ｳﾝﾄ･ｵｯﾌｪﾈﾝ 

   adj. 中の見えないのと中が見える               「形容詞句」 

Klapperschlange. ｸﾗﾊﾟｰｼｭﾗﾝｹﾞ n.f ガラガラヘビ、大蛇       「目的語」 

 

もちろん、僕は出来るだけ本物そっくりに肖像画を描こうと思う。 

Ich werde selbstverständlich versuchen, die Bilder so wirklichkeitsgetreu wie möglich 

zu machen.                          「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

werde ...versuchen, ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾌｪｱｽﾞｰﾍﾝ 1 単未･意志(werden+不定詞) 

   v.t 試みようと思う                                                  「動詞句」 

selbstverständlich ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄﾌｪｱｼｭﾃﾝﾄﾘﾋ adv. むろん、当然                    「副詞」 

zu 不定句 n. 〜ということを                                            「目的語」 

die Bilder ﾃﾞｨｰ･ﾋﾞﾙﾀﾞｰ pl.n.n 肖像画を                          「目的語」 

so wirklichkeitsgetreu wie möglich ｿﾞｰ･ｳﾞｨﾙｸﾘﾋｶｲﾂｹﾞﾄﾛｲ･ｳﾞｨｰ･ﾒｰｸﾘﾋ 

   adv. できる限りそっくりに                                   「副詞句」 

  so+形容詞･副詞+wie +（名詞・形容詞･副詞）「〜と同じくらい．．．」 

  wirklichkeitsgetreu ｳﾞｨﾙｸﾘﾋｶｲﾂｹﾞﾄﾛｲ adj. 現実に忠実な 

  möglich ﾒｰｸﾘﾋ adj. 可能な、現実の 

zu machen. ﾂｰ･ﾏﾍﾝ 不定詞 v.t 描く                              「動詞句」 

 

しかし、それがうまくいくかどうかについては、まったく自信がある訳ではない。 

Aber ich bin nicht ganz sicher, ob es mir gelingen wird.  

Aber「主語」「動詞」「補語」「副詞節」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                          「動詞」 

nicht ganz sicher, ﾆﾋﾄ･ｶﾞﾝﾂ･ｽﾞｨﾋｬｰ 

 adj.（部分否定）全く自信に満ちている訳ではない                       「補語」 

ob ｵｯﾌﾟ conj. 〜かどうか                                               「副詞節」 

es ｴｽ pron それが                                                「主語」 

mir ﾐｰｱ pron 僕にとって                                    「間接目的語」 

gelingen wird. ｹﾞﾘﾝｹﾞﾝ･ｳﾞｨﾙﾄ 3 単未･推量(werden+不定詞) 

   v.i うまくできるだろう                                       「動詞句」 
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ある絵はうまく描けていても、別の絵はもはや全く似ていない。 

Die eine Zeichnung geht, die andere ist schon nicht mehr ähnlich.  

「主語」「動詞」,「主語」「動詞」「補語」 

Die eine Zeichnung ﾃﾞｨｰ･ｱｲﾈ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｸﾞ n.f ある絵は                        「主語」 

geht, ｹﾞｰﾄ 3 単現(gehen)v.i うまくいっている                              「動詞」 

die andere ﾃﾞｨｰ･ｱﾝﾃﾞﾚ n.f 別の絵は                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

schon nicht mehr ähnlich. ｼｮｰﾝ･ﾆﾋﾄ･ﾒｰｱ･ｴｰﾝﾘﾋ adj. もはや全く似ていない    「補語」 

 

時には、大きさを間違えることがある。 

Ich irre mich auch mitunter in den Maßen.               「主語」「動詞句」「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

irre mich ｲｯﾚ･ﾐｯﾋ 1 単現(sich-4 irren)v.pr 間違える                       「動詞句」 

auch mitunter ｱｳﾌ･ﾐｯﾄｳﾝﾀｰ adv. 時々、時たま                            「副詞句」 

in ｲﾝ prep（分野：3 格と）〜に関して                                   「副詞句」 

den Maßen. ﾃﾞﾝ･ﾏｰｾﾝ pl.n.n3 格 寸法                             「目的語」 

 

王子さまは、こちらでは大きすぎるし、あちらでは小さすぎる。 

Da ist der kleine Prinz zu groß und da ist er zu klein.  

「副詞」「動詞」「主語」「補語」und「副詞」「動詞」「主語」「補語」 

Da ﾀﾞｰ adv. こちらでは                                                  「副詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

zu groß ﾂｰ･ｸﾞﾛｰｽ adj. 大きすぎる                                         「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

da ﾀﾞｰ adv. あちらでは                                                   「副詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

er ｴｱ pron 王子さまは                                                   「主語」 

zu klein. ﾂｰ･ｸﾗｲﾝ adj. 小さすぎる                                         「補語」 

 

彼の服の色もまた、僕にとっては、心配の種だ。 

Auch die Farbe seiner Kleider macht mir Kummer.  

「主語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」 

Auch ｱｳﾌ adv. 〜もまた                                            「副詞」 

die Farbe ﾃﾞｨｰ･ﾌｧｰﾍﾞ n.f 色は                                            「主語」 

seiner Kleider ｻﾞｲﾅｰ･ｸﾗｲﾀﾞｰ pl.n.n2 格 彼の衣服の                「形容詞句」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

IV 

  88 / 483 

macht ﾏﾊﾄ 3 単現(machen)v.t もたらす、つくる                            「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

Kummer. ｸﾏｰ n.m4 格 心配事を                                     「直接目的語」 

 

それで僕は、あれやこれやと試してみて、辛うじてこんな風に描いている。 

Dann probiere ich hin und her, so gut es eben geht.  

「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」,「補語」「主語」「副詞」「動詞」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それで                                                    「副詞」 

probiere ﾌﾟﾛﾋﾞｴﾚ 1 単現(probieren)v.t 試しにやっている                     「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

hin und her, ﾋﾝ･ｳﾝﾄ･ﾍｰｱ adv. あれやこれやと、ああだこうだと            「副詞句」 

so gut ｿﾞｰ･ｸﾞｰﾄ adj. そのような具合に                                    「補語」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

eben ｴｰﾍﾞﾝ adv. かろうじて、なんとか                                    「副詞」 

geht. ｹﾞｰﾄ 3 単現(gehen)（事柄が）進行している                           「動詞」 

 

僕はおそらくもっと大切な細部でも間違えるかもしれない。しかし、そのことは大目に見て

もらいたい。 

Ich werde mich vermutlich auch bei wichtigeren Einzelheiten irren. Aber das muss man 

doch schon nachsehen.               「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

Aber「目的語」「動詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

werde mich ...irren. ｳﾞｪｱﾃﾞ･ﾐｯﾋ...ｲﾚﾝ 1 単未･推量(sich-4 irren) 

v.pr 間違えるかもしれない                                           「動詞句」 

vermutlich ﾌｪｱﾑｰﾄﾘｯﾋ adv. おそらく、多分                                 「副詞」 

auch ｱｳﾌ adv. 〜でも                                                    「副詞」 

bei wichtigeren Einzelheiten ﾊﾞｲ･ｳﾞｨﾋﾁｹﾞﾚﾝ･ｱｲﾝﾂｪﾙﾊｲﾃﾝ 

   adv. もっと大切な細部で                                             「副詞句」 

   wichtigeren ｳﾞｨﾋﾁｹﾞﾚﾝ adj.pl.3 格(wichtig→wichtiger+en)（比較級）もっと大切な 

   Einzelheit ｱｲﾝﾂｪﾙﾊｲﾄ n.f –/-en 細部 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

das ﾀﾞｽ pron そのことを                                               「目的語」 

muss ...nachsehen. ﾑｽ...ﾅｰﾊ･ｾﾞｰｴﾝ 3 単現･必要(müssen+不定詞) 

   v.t 大目に見なければならない                                        「動詞句」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

doch schon ﾄﾞｯﾎ･ｼｮｰﾝ adv. それでもきっと                               「副詞句」 
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僕の友達は、1 度も説明してくれなかった。 

Mein Freund hat mir nie Erklärungen gegeben.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞」「直接目的語」 

Mein Freund ﾏｲﾝ･ﾌﾛｲﾝﾄ n.m 僕の友達は                                   「主語」 

hat ...gegeben. ﾊｯﾄ...ｹﾞｹﾞｰﾍﾞﾝ 3 単現･完了形(gehben) 

v.t（否定文で）言わなかった                                         「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

nie ﾆｰ adv. 一度も〜ない                                                 「副詞」 

Erklärungen ｴｱｸﾚｰﾙﾝｹﾞﾝ pl.n.f4 格 説明を                           「直接目的語」 

 

彼はおそらく、僕が彼と同じような人間だと思っていたのだろう。 

Er glaubte wahrscheinlich, ich sei wie er.           「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

glaubte ﾌﾞﾗｳﾌﾟﾃ 3 単過(glauben)v.t 思っていた                             「動詞」 

wahrscheinlich, ｳﾞｧｰﾙｼｬｲﾝﾘﾋ adv. おそらく、たぶん                        「副詞」 

n. 〜ということを                                                      「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                 「主語」 

sei ｻﾞｲ 接・1 単現･推測(sein)v.i 〜なのだろう                        「動詞」 

wie er. ｳﾞｨｰ･ｴｱ adv. 彼のような人間                                「補語」 

 

しかし僕は、残念ながら、木箱の中の羊を見透かすような能力はない。 

Aber ich bin leider nicht imstande, durch die Kistenbretter hindurch Schafe zu sehen.  

Aber「主語」「動詞」「副詞句」「補語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                          「動詞」 

leider ﾗｲﾀﾞｰ adv. 残念ながら                                           「副詞句」 

nicht imstande, ﾆﾋﾄ･ｲﾑｼｭﾀﾝﾃﾞ adj.(+zu 不定句) 〜する能力がない            「補語」 

   imstand(e) sein zu 不定句 「〜することができる、〜する能力がある」 

adv. 〜するような                                                 「副詞句」 

durch die Kistenbretter ﾄﾞｩﾙﾋ･ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾚﾀｰ adv. 木箱を通して  「副詞句」 

   Kiste ｷｽﾃ n.f –/-n 箱 Brett ﾌﾞﾚｯﾄ n.n –[e]s/-er 板 

hindurch ﾋﾝﾄﾞｩﾙﾋ adv. 〜を貫いて                            「副詞」 

Schafe ｼｬｰﾌｪ pl.n.n 羊を                                   「目的語」 

zu sehen. ﾂｰ･ｾﾞｰｴﾝ 不定詞 v.t 見る                          「動詞句」 
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しかしもしかすると、僕はもうすでに大人たちみたいになっているのかも知れない。 

Ich gleiche doch wohl schon eher den großen Leuten.  

「主語」「動詞」「副詞」「間接目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

gleiche ｸﾞﾗｲﾋｪ 1 単現(gleichen)v.i 似ている、同じである                    「動詞」 

doch ﾄﾞｯﾎ conj. しかし 

wohl ｳﾞｫｰﾙ adv. もしかすると                                            「副詞」 

schon ｼｮｰﾝ adv. もう、すでに                                            「副詞」 

eher ｴｰｱｰ adv. むしろ                                                   「副詞」 

den großen Leuten. ﾃﾞﾝ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃﾝ pl.n.3 格 大人たちに             「間接目的語」 

 

僕はきっと時間の流れの中で年を取ったに違いない。 

Ich musste ja im Laufe der Zeit älter werden.「主語」「動詞句」「副詞句」「補語」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

musste ...werden. ﾑｽﾃ...ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ 1 単過･確信(müssen+不定詞) 

   v.i 〜になったにちがいない                                          「動詞句」 

ja ﾔｰ adv. きっと〜だろう                                                「副詞」 

im Laufe der Zeit ｲﾑ･ﾗｳﾌｪ･ﾃﾞｱ･ﾂｯｧｲﾄ adv. 時間の流れの中で               「副詞句」 

  Lauf ﾗｳﾌ n.m 流れ der Zeit ﾃﾞｱ･ﾂｧｲﾄ n.f2 格 時間の 

älter ｴﾙﾀｰ adj. 年配の                                                    「補語」 

 

V 

 

日ごとに、僕は、王子様の惑星について、旅立ちについて、そして旅行についての何か新

しいことを知っていった。 

Jeden Tag erfuhr ich etwas Neues über den Planeten, über die Abreise und über die 

Fahrt.                                          「副詞句」「動詞」「主語」「目的語」 

Jeden Tag ｲｪｰﾃﾞﾝ･ﾀｰｸ n.m4 格 毎日、日ごとに                           「副詞句」 

erfuhr ｴｱﾌｰｱ 1 単過(erfahren)v.t（聞いて）知った                          「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

etwas Neues ｴﾄｳﾞｧｽ･ﾉｲｴｽ pron.n4 格 何か新しいことを                   「目的語」 

über den Planeten, ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adj. 王子様の惑星に関する「形容詞句」 

über die Abreise ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｰ･ｱｯﾌﾟﾗｲｾﾞ adj. 旅立ちに関する       「形容詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

über die Fahrt. ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｰ･ﾌｧｰﾄ 
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 adj.（乗り物による）旅行に関する                          「形容詞句」 

 

僕があれこれと考えを巡らせた結果、実にゆっくりと、それが姿を現してきた。 

Das ergab sich ganz sachte im Laufe meiner Überlegungen.  

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Das ﾀﾞｽ pron そのことが                                                 「主語」 

ergab sich ｴｱｶﾞｰﾌﾟ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 ergeben)v.pr もたらした、生まれた 「動詞句」 

ganz sachte ｶﾞﾝﾂ･ｻﾞﾊﾃ adv. じつにゆっくりと                            「副詞句」 

im Laufe ｲﾑ･ﾗｳﾌｪ adv. 流れの中で                                       「副詞句」 

meiner Überlegungen. ﾏｲﾅｰ･ﾕｰﾊﾞｰﾚｰｸﾞﾝｹﾞﾝ pl.n.f2 格 僕の考察の 「形容詞句」 

   Überlegung ﾕｰﾊﾞｰﾚｰｸﾞﾝｸﾞ n.f –/-en 熟慮、考察 

 

このようにして、3 日目に、僕はバオバブの悲劇を知った。 

So lernte ich am dritten Tage die Tragödie der Affenbrotbäume kennen.  

「副詞」「動詞句」「主語」「副詞句」「目的語」「動詞句」 

So ｿﾞｰ adv. そのように                                                   「副詞」 

lernte ...kennen. ﾚｱﾝﾃ...ｹﾈﾝ 1 単過(kennen|lernen)v.t 知るに至った         「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

am dritten Tage ｱﾑ･ﾄﾞﾘｯﾃﾝ･ﾀｰｹﾞ adv. 3 日目に                            「副詞句」 

die Tragödie ﾃﾞｨｰ･ﾄﾗｹﾞｰﾃﾞｨｴ n.f4 格 悲劇を                              「目的語」 

der Affenbrotbäume ﾃﾞｱ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ pl.n.m2 格 バオバブの  「形容詞句」 

 

これもまた結局は羊のおかげだった。というのは、王子さまは、何か深刻な疑念に悩んで

いるかのように、突然僕に尋ねたのだった。 

Auch dies verdanke ich schließlich dem Schaf, denn unvermittelt fragte mich der 

kleine Prinz, als wäre er von einem schweren Zweifel geplagt: 

「副詞句」「動詞」「主語」「副詞」「間接目的語」「副詞節」 

Auch dies ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰｽ adv. これもまた                                    「副詞句」 

verdanke ﾌｪｱﾀﾞﾝｹ 1 単現(verdanken)v.t（et-3）何-3 のおかげである          「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

schließlich ｼｭﾘｰｽﾘﾋ adv. 結局は                                           「副詞」 

dem Schaf, ﾃﾞｰﾑ･ｼｬｰﾌ n.n3 格 羊の                                  「間接目的語」 

denn ﾃﾞﾝ conj. というのは、なぜならば                                  「副詞節」 

unvermittelt ｳﾝﾌｪｱﾐｯﾃﾙﾄ adv. 突然                                 「副詞」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t(j-4) 尋ねた                           「動詞」 

mich ﾐｯﾋ pron4 格 僕に                                         「目的語」 
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der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                     「主語」 

als+接続法 ｱﾙｽ conj. あたかも〜するかのように                   「副詞節」 

wäre ...geplagt: ｳﾞｪｰﾚ...ｹﾞﾌﾟﾗｰｸﾄ 接 II･3 単現･状態受動･推量(plagen) 

   v.t 悩んでいるだろう、困っている                      「動詞句」 

er ｴｱ pron 王子さまは                                     「主語」 

von einem schweren Zweifel ﾌｫﾝ･ｱｲﾈﾑ･ｼｭｳﾞｪｰﾚﾝ･ﾂｳﾞｧｲﾌｪﾙ 

 adv. 深刻な疑念に                                 「間接目的語」 

 

「でも、羊が低木を食べるというのは、本当なんでしょう？」 

»Es stimmt doch, dass Schafe Stauden fressen?«            《「動詞」「副詞」「主語」》 

»Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は dass 以降） 

stimmt ｼｭﾃｨﾑﾄ 3 単現(stimmen)v.i 本当である                              「動詞」 

doch, ﾄﾞｯﾎ adv. それでも                                                 「副詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということは                                            「主語」 

Schafe ｼｬｰﾌｪ pl.n.n 羊が                                            「主語」 

Stauden ｼｭﾀｳﾃﾞﾝ pl.n.f 低木を                                     「目的語」 

fressen?« ﾌﾚｾﾝ 3 複現 v.t（動物が）食う                               「動詞」 

 

「ああ、本当だよ」 

»Ja, das stimmt.«                                        《「応答」「主語」「動詞」》 

»Ja, ﾔｰ adv. ああ                                                        「応答」 

das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

stimmt.« ｼｭﾃｨﾑﾄ 3 単現(stimmen)v.i 本当である                            「動詞」 

 

「ああ、それでほっとしたよ！」 

»Ach, da bin ich froh!«                      《「感嘆」「副詞」「動詞」「主語」「補語」》 

»Ach, ｱｯﾊ int. ああ                                                      「感嘆」 

da ﾀﾞｰ adv. それで、それなら                                            「副詞」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

froh!« ﾌﾛｰ adj. うれしい、ほっとした                                     「補語」 

 

  



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

V 

  93 / 483 

羊が低木を食べるということが、どうしてそれほど重要なのか、僕は分からなかった。 

Ich verstand nicht, warum es so wichtig war, dass Schafe Stauden fressen.  

「主語」「動詞句」「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

verstand nicht, ﾌｪｱｼｭﾀﾝﾄ･ﾆﾋﾄ 1 単過･否定(verstehen)v.t 分からなかった    「動詞句」 

warum ｳﾞｧﾙﾑ conj. どうして〜かということを                           「目的語」 

es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は dass Schafe 以降） 

so wichtig ｿﾞｰ･ｳﾞｨﾋﾁﾋ adj. それほど重要な                        「補語」 

war, ｳﾞｧｰﾙ 3 単過・時制の一致(sein)v.i 〜である                   「動詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということが                                   「主語」 

Schafe ｼｬｰﾌｪ pl.n.n 羊が                                  「主語」 

Stauden ｼｭﾀｳﾃﾞﾝ pl.n.f 低木を                           「目的語」 

fressen. ﾌﾚｾﾝ 3 複現 v.t 食べる                             「動詞」 

 

しかし王子さまは続けて言った。 

Aber der kleine Prinz fügte hinzu:                            Aber「主語」「動詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

fügte hinzu: ﾌｭｰｸﾃ･ﾋﾝﾂｰ 3 単過(hinzu|fügen)v.t 付け加えて言った         「動詞句」 

 

「しかし、そうすると羊はバオバブも食べるんだね？」 

»Dann fressen sie doch auch Affenbrotbäume?« 

《「副詞」「動詞」「主語」「副詞」「目的語」》 

»Dann ﾀﾞﾝ adv. そうすると                                               「副詞」 

fressen ﾌﾚｾﾝ 3 複現 v.t 食べる                                             「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

doch ﾄﾞｯﾎ adv. しかし                                                   「副詞」 

auch Affenbrotbäume?« ｱｳﾌ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ pl.n.m4 格 バオバブも        「目的語」 
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しかし僕は王子様に、バオバブは低木ではなくて教会ほどの高さの木であることを説明

し、さらに王子様が象の群れ全体を連れて行ったとしても、その群れはたった 1 本のバオ

バブさえも食べつくせないだろう、と詳しく説明してあげた。 

Ich erklärte dem kleinen Prinzen ausführlich, dass Affenbrotbäume doch keine 

Stauden sind, sondern kirchturmhohe Bäume, und selbst wenn er eine ganze Herde 

Elefanten mitnähme, würde diese Herde nicht mit einem einzigen Affenbrotbaum 

fertig werden.                   「主語」「動詞」「間接目的語」「副詞」「直接目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

erklärte ｴｱｸﾚｰﾙﾃ 1 単過(erklären)v.t 説明した                              「動詞」 

dem kleinen Prinzen ﾃﾞｰﾑ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m3 格 王子様に           「間接目的語」 

ausführlich, ｱｳｽﾌｭｰｱﾘﾋ adv. 詳しく                                        「副詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                      「直接目的語」 

Affenbrotbäume ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ pl.n.m1 格 バオバブは         「主語」 

doch ﾄﾞｯﾎ conj. しかし 

keine Stauden ｹｲﾈ･ｼｭﾀｳﾃﾞﾝ pl.n.f 低木〜でない                「補語」 

sind, ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                            「動詞」 

sondern ｿﾞﾝﾀﾞｰﾝ adv. 〜ではなくて                            「副詞」 

kirchturmhohe Bäume, ｷﾙﾋﾄｩﾙﾑ･ﾎｰｴ･ﾎﾞｲﾒ 

 pl.n.m 教会ほどの高さの木                                 「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

selbst wenn ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ･ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとしても               「副詞節」 

er ｴｱ pron 王子様が                                  「主語」 

eine ganze Herde Elefanten ｱｲﾈ･ｶﾞﾝﾂｪ･ﾍｰｱﾃﾞ･ｴﾚﾌｧﾝﾃﾝ 

 n.f 象の群れ全体を                               「目的語」 

mitnähme, ﾐｯﾄ･ﾈｰﾒ 接 II･3 単現･仮定(mit|nehmen) 

v.t 連れていくとする                             「動詞句」 

würde ...werden. ｳﾞｭﾙﾃﾞ...ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ 接 II･3 単現･推量(werden+不定詞) 

   v.i 〜にならないだろう                                      「動詞句」 

diese Herde ﾃﾞｨｰｾﾞ･ｴｱﾃﾞ n.f その群れは                           「主語」 

nicht mit einem einzigen Affenbrotbaum ﾆﾋﾄ･ﾐｯﾄ･ｱｲﾈﾑ･ｱｲﾝﾁｹﾞﾝ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾊﾞｳﾑ 

   adv. たった 1 本のバオバブに対しても                    「間接目的語」 

fertig ﾌｪｱﾃｨﾋ adj. 片づけた                                       「補語」 
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象の群れを使うという思い付きは、彼を笑わせた。 

Der Einfall mit den Elefanten brachte ihn zum Lachen. 

「主語」「動詞」「目的語」「補語」 

Der Einfall ﾃﾞｱ･ｱｲﾝﾌｧﾙ n.m（突然の）思い付きは                           「主語」 

mit ﾐｯﾄ prep（3 格と）（条件）〜を使うという                     「形容詞句」 

den Elefanten ﾃﾞﾝ･ｴﾚﾌｧﾝﾃﾝ pl.n.m3 格 象の群れを           「目的語」 

brachte ﾌﾞﾗﾊﾃ 3 単過(bringen)v.t 〜へと至らせた                           「動詞」 

ihn ｲｰﾝ pron.4 格 彼を                                                 「目的語」 

zum Lachen. ﾂｰﾑ･ﾗｯﾍﾝ adv. 笑うことに                                    「補語」 

 

「象の群れは、重ねないといけないだろうな．．．」 

»Man müsste sie übereinanderstellen...«      《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

»Man ﾏﾝ pron 人は                                                      「主語」 

müsste ...übereinanderstellen...« ﾐｭｽﾃ...ﾕｰﾊﾞｰ･ｱｲﾅﾝﾀﾞｰ･ｼｭﾃﾚﾝ 接 II･3 単現･推量 

   (müssen+不定詞)v.t 重ねて置かなければならないかもしれない          「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 象の群れを                                             「目的語」 

 

しかしその後、彼は賢明にも次のように言った： 

Aber dann bemerkte er klugerweise:                「副詞句」「動詞」「主語」「副詞」 

Aber dann ｱｰﾊﾞｰ･ﾀﾞﾝ adv. しかしその後で                               「副詞句」 

bemerkte ﾍﾞﾒｱｸﾃ 3 単過(bemerken)v.t 述べた、言った                      「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 
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klugerweise: ｸﾙｰｶﾞｰｳﾞｧｲｾﾞ adv. 賢明にも                                  「副詞」 

 

「バオバブが大きくなる前は、最初は小さいんでしょう？」 

»Bevor die Affenbrotbäume groß werden, fangen sie ja erst damit an, klein zu sein.« 

《「副詞節」,「動詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」》 

»Bevor ﾍﾞﾌｫｰ conj. 〜する前は                                          「副詞節」 

die Affenbrotbäume ﾃﾞｨｰ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ pl.n.m.1 格 バオバブが     「主語」 

groß ｸﾞﾛｰｽ adj. 大きい                                            「補語」 

werden, ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ 3 複現 v.i 〜になる                                「動詞」 

fangen ...an, ﾌｧﾝｹﾞﾝ...ｱﾝ 3 複現(an|fangen)v.i(mit et-3 によって) 始まる    「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

ja erst damit ﾔｰ･ｴｱｽﾄ･ﾀﾞﾐｯﾄ adv. やはり最初は〜から                     「副詞句」 

klein zu sein.« ｸﾗｲﾝ･ﾂｰ･ｻﾞｲﾝ n. 小さい状態である                 「目的語」 

 

「そのとおり。だけど、どうして君は羊が小さなバオバブを食べることを望むの？」 

»Das ist schon richtig. Aber warum willst du, dass deine Schafe die kleinen 

Affenbrotbäume fressen?« 

《「主語」「動詞」「補語」┃Aber「副詞」「動詞」「主語」「目的語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

schon richtig. ｼｮｰﾝ･ﾘﾋﾁﾋ adj. 確かにそのとおり                             「補語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

warum ｳﾞｧﾙﾑ adv. どうして                                              「副詞」 

willst ｳﾞｨﾙｽﾄ 2 単現(wollen)v.t 〜を望む                                   「動詞」 

du, ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

deine Schafe ﾀﾞｲﾈ･ｼｬｰﾌｪ pl.n.n.1 格 君の羊が                       「主語」 

die kleinen Affenbrotbäume ﾃﾞｨｰ･ｸﾗｲﾈﾝ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ 

 pl.n.m.4 格 小さなバオバブを                                 「目的語」 

fressen?« ﾌﾚｾﾝ 3 複現 v.t 食う、食べる                              「動詞」 

 

彼は答えた：「なんだって？僕らはもう分かっているはずだ。そこでは、あたかも全く明

白な事であるということを」 

Er antwortete: »Schon gut! Wir werden ja sehen!« als ob es sich da um das klarste Ding 

der Welt handelte.             「主語」「動詞」：《「感嘆」「主語」「動詞句」「目的語」》 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 
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antwortete: ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                         「動詞」 

»Schon gut! ｼｮｰﾝ･ｸﾞｰﾄ adj.（反語的に）なんだって？、分かってないなあ！   「感嘆」 

Wir ｳﾞｨｰｱ pron 僕たちは                                                 「主語」 

werden ja sehen! ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ･ﾔｰ･ｾﾞｰｴﾝ 1 複現･推量･確認(werden+不定詞+ja) 

   v.t もう分かっているはずだ                                          「動詞句」 

« als ob ｱﾙｽ･ｵｯﾌﾟ conj. あたかも〜ということ                            「目的語」 

es sich ...handelte. ｴｽ･ｼﾞｯﾋ...ﾊﾝﾃﾞﾙﾃ 3 単過(sich-4 handeln) 

   v.pr(um et-4) 〜が問題であった                               「動詞句」 

   es handelt sich-4 um et-4 「何-4 が問題である」 

da ﾀﾞｰ adv. そこでは                                             「副詞」 

um ｳﾑ prep（4 格と）〜に関して                            「間接目的語」 

das klarste Ding ﾀﾞｽ･ｸﾗｰﾙｽﾃ･ﾃﾞｨﾝｸﾞ 

 n.n4 格 最も明白なこと                           「目的語」 

der Welt ﾃﾞｱ･ｳﾞｪﾙﾄ n.f2 格 この世の        「形容詞句」 

 

それでその問題を解明するために、自分の理解力を総動員しなければなりませんでした。 

Und ich musste meinen ganzen Verstand aufbieten, um der Sache auf den Grund zu 

kommen.                                 Und「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. それで 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

musste ...aufbieten, ﾑｽﾃ...ｱｳﾌﾋﾞｰﾃﾝ 1 単過･必要(müssen+不定詞 auf|bieten) 

   v.t（知恵･力を）動員しなければならなかった                          「動詞句」 

meinen ganzen Verstand ﾒｲﾈﾝ･ｶﾞﾝﾂｪﾝ･ﾌｪｱｼｭﾀﾝﾄ n.m4 格 全理解力を       「目的語」 

um ...zu kommen. ｳﾑ...ﾂｰ･ｺﾒﾝ adv.（目的）〜に達するために              「副詞句」 

der Sache ﾃﾞｱ･ｻﾞｯﾍ n.f3 格 その問題の                      「間接目的語」 

auf den Grund ｱｳﾌ･ﾃﾞﾝ･ｸﾞﾙﾝﾄ adv. 底にまで                 「直接目的語」 

   et-3 auf den Grund kommen 「何-3 の原因を究める」 

 

実際、王子様の惑星には、あらゆる惑星と同じように、よい草を悪い草がありました。 

In der Tat gab es auf dem Planeten des kleinen Prinzen wie auf allen Planeten gute 

Gewächse und schlechte Gewächse.           「副詞句」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

In der Tat ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ﾀｰﾄ adv. 事実、本当に                                 「副詞句」 

gab es ｶﾞｰﾌﾟ･ｴｽ 3 単過･非人称(es geben et-4)v.h 〜が存在した             「動詞句」 

auf dem Planeten ｱｳﾌ･ﾃﾞｰﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. 惑星には                       「副詞句」 

des kleinen Prinzen ﾃﾞｽ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ adj. 王子様の           「形容詞句」 
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wie auf allen Planeten ｳﾞｨｰ･ｱｳﾌ･ｱﾚﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. あらゆる惑星と同じように「副詞

句」 

gute Gewächse ｸﾞｰﾃ･ｹﾞｳﾞｪｸｾ pl.n.n 良い草                              「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

schlechte Gewächse. ｼｭﾚﾋﾃ･ｹﾞｳﾞｪｸｾ pl.n.n 悪い草                        「目的語」 

 

従って、良い草の良い種と悪い草の悪い種とがあった。 

Infolgedessen auch gute Samenkörner von guten Gewächsen und schlechte 

Samenkörner von schlechten Gewächsen.                         「副詞句」「主語」 

Infolgedessen ｲﾝﾌｫﾙｹﾞﾃﾞｯｾﾝ adv. 従って                                   「副詞」 

auch ｱｳﾌ adv. 〜もまた                                                  「副詞」 

gute Samenkörner ｸﾞｰﾃ･ｻﾞｰﾒﾝｹﾙﾅｰ pl.n.n1 格 よい種が                     「主語」 

von guten Gewächsen ﾌｫﾝ･ｸﾞｰﾃﾝ･ｹﾞｳﾞｪｸｾﾝ adj. よい草からの      「形容詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

schlechte Samenkörner ｼｭﾒﾋﾃ･ｻﾞｰﾒﾝｹﾙﾅｰ pl.n.n1 格 悪い種が                「主語」 

von schlechten Gewächsen. ﾌｫﾝ･ｼｭﾚﾋﾃﾝ･ｹﾞｳﾞｪｸｾﾝ adj. 悪い草からの 「形容詞句」 

 

しかし種というものは目に見えない。 

Aber die Samen sind unsichtbar.                        Aber「主語」「動詞」「補語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

die Samen ﾃﾞｨｰ･ｻﾞｰﾒﾝ pl.n.m1 格 種というものは                          「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

unsichtbar. ｳﾝｼﾞﾋﾄﾊﾞｰﾙ adj. 目に見えない                                  「補語」 

 

種のうちの 1 つが、目覚めようと思いつくまで、種は地中で謎に包まれて眠っている。 

Sie schlafen geheimnisvoll in der Erde, bis es einem von ihnen einfällt, aufzuwachen.  

「主語」「動詞」「副詞句」 

Sie ｼﾞｰ pron.pl それらは                                                 「主語」 

schlafen ｼｭﾗｰﾌｪﾝ 3 複現 v.i 眠っている                                     「動詞」 

geheimnisvoll ｹﾞﾊｲﾑﾆｽﾌｫﾙ adv. 神秘的に、謎に包まれて                     「副詞」 

in der Erde, ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｴｱﾃﾞ adv. 地中で                                    「副詞句」 

bis ﾋﾞｽ conj. 〜するまで                                                「副詞節」 

es ｴｽ pron 非人称 

einem von ihnen ｱｲﾈﾑ･ﾌｫﾝ･ｲｰﾚﾝ pron 種のうちの 1 つが              「主語」 

einfällt, ｱｲﾝ･ﾌｪﾙﾄ 3 単現(ein|fallen) 

v.i（+zu 不定詞）〜しようと思いつく                           「動詞句」 
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aufzuwachen. ｱｳﾌ･ﾂｰ･ｳﾞｧﾍﾝ zu 不定詞 v.i 目覚める          「動詞句」 

 

それから伸びをする。そして最初はおずおずと魅力的な小さな枝を太陽に向かって伸ば

す、まったく無邪気な小枝を。 

Dann streckt er sich und treibt zuerst schüchtern einen entzückenden kleinen Sproß 

zur Sonne, einen ganz harmlosen.  

「副詞」「動詞句」「主語」und「動詞」「副詞句」「目的語」「副詞句」,「目的語」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

streckt ...sich ｼｭﾄﾚｸﾄ...ｽﾞｨｯﾋ 3 単現(sich-4 streken)v.pr 伸びをする         「動詞句」 

er ｴｱ pron それは                                                       「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

treibt ﾄﾗｲﾌﾟﾄ 3 単現(treiben)v.t（植物）芽を伸ばす、蕾をつける              「動詞」 

zuerst ﾂｴｱｰｽﾄ adv. まず第一に                                            「副詞」 

schüchtern ｼｭﾋﾀｰﾝ adv. おずおずと                                        「副詞」 

einen entzückenden ｱｲﾈﾝ･ｴﾝﾄﾁｭｯｹﾝﾃﾞﾝ adj. 魅力的な            「形容詞句」 

kleinen Sproß ｸﾗｲﾈﾝ･ｼｭﾌﾟﾛｰｽ n.m 小さな枝を                            「目的語」 

zur Sonne, ﾂｰｱ･ｿﾞﾈ adv, 太陽に向かって                                「副詞句」 

einen ganz harmlosen. ｱｲﾈﾝ･ｶﾞﾝﾂ･ﾊｰﾑﾛｰｾﾝ pron.m まったく無邪気な小枝を「目的語」 
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もしも赤カブやバラの新芽ならば、それが伸びるのを放っておいても構わない。 

Wenn es sich um einen Radieschen- oder Rosentrieb handelt, kann man ihn wachsen 

lassen, wie er will.         「副詞節」,「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」「副詞節」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. もしも〜ならば、〜の場合は                            「副詞節」 

es ｴｽ pron それが                                                「主語」 

sich ...handelt, ｽﾞｨｯﾋ...ﾊﾝﾃﾞﾙﾄ 3 単現(es handelt sich-4 um et-4) 

v.pr（何-4 の）ことである                                     「動詞句」 

um einen Radieschen- oder Rosentrieb ｳﾑ･ｱｲﾈﾝ･ﾗﾃﾞｨｰｼｪﾝ･ｵｰﾀﾞｰ･ﾛｰｾﾞﾝﾄﾘｰﾌﾟ 

   adv. 赤カブやバラの新芽のこと                            「間接目的語」 

   Radieschen ﾗﾃﾞｨｰｼｪﾝ n.n ハツカダイコン、赤カブ（形が蕪に似ているから） 

   Rosentrieb ﾛｰｾﾞﾝﾄﾘｰﾌﾟ → Rosen ﾛｰｾﾞﾝ n.f2 格 バラの trieb ﾄﾘｰﾌﾟ n.m 新芽、若枝 

kann ...wachsen lassen, ｶﾝ...ｳﾞｧｸｾﾝ･ﾗｯｾﾝ 3 単現･可能･放任(können+lassenn+不定詞) 

   v.t 伸びるままにさせて構わない                                      「動詞句」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

ihn ｲｰﾝ pron それを                                                   「目的語」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                              「副詞節」 

er ｴｱ pron それが                                                「主語」 

will. ｳﾞｨﾙ 3 単現(wollen)v.t 望む                                   「動詞」 

 

しかし有害な植物ならば、そのことに気付くやいなや即座に引き抜かなくてはならない。 

Aber wenn es sich um eine schädliche Pflanze handelt, muss man die Pflanze beizeiten 

herausreißen, sobald man erkannt hat, was für eine es ist.  

Aber「副詞節」,「動詞句」「主語」「目的語」「副詞」「動詞句」,「副詞節」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. もしも〜ならば、〜の場合は                            「副詞節」 

es ｴｽ pron それが                                                「主語」 

sich ...handelt, ｽﾞｨｯﾋ...ﾊﾝﾃﾞﾙﾄ 3 単現(es handelt sich-4 um et-4) 

v.pr（何-4 の）ことである                                     「動詞句」 

um eine schädliche Pflanze ｳﾑ･ｱｲﾈ･ｼｪｰﾄﾘｯﾋｪ･ﾌﾟﾌﾗﾝﾂｪ 

 adv. 有害な植物のこと                                    「間接目的語」 

muss ...herausreißen, ﾑｽ...ﾍﾗｳｽﾗｲｾﾝ 3 単現･必要(müssen+不定詞) 

   v.t 引き抜かなければならない                                        「動詞句」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

die Pflanze ﾃﾞｨｰ･ﾌﾟﾌﾗﾝﾂｪ n.f その植物を                                「目的語」 

beizeiten ﾊﾞｲﾂｧｲﾃﾝ adv. 時機を逃がさず、すぐに                           「副詞」 
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sobald ｿﾞﾊﾞﾙﾄ conj. 〜すると同時に                                     「副詞節」 

man ﾏﾝ pron 人が                                                「主語」 

erkannt hat, ｴｱｶﾝﾄ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形(erkennen)v.t 気付いた       「動詞句」 

was für eine ｳﾞｧｽ･ﾌｭｰｱ･ｱｲﾝ 

 pron（補語）どのようなもの〜ということを                    「目的語」 

es ｴｽ pron それが                                         「主語」 

ist. ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                             「動詞」 

 

王子様の惑星には恐ろしい種があった．．．それはバオバブの種だ。 

Auf dem Planeten des kleinen Prinzen gab es fürchterliche Samen... und das waren die 

Samen der Affenbrotbäume.   「副詞句」「動詞句」「主語」und「主語」「動詞」「補語」 

Auf dem Planeten des kleinen Prinzen ｱｳﾌ･ﾃﾞｰﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ･ﾃﾞｽ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ 

   adv. 王子様の惑星には                                               「副詞句」 

gab es ｶﾞｰﾌﾟ･ｴｽ 3 単過･非人称(es gehben)v.i(et-4 何-4 が) あった          「動詞句」 

fürchterliche Samen... ﾌｭﾙﾋﾀｰﾘｯﾋｪ･ｻﾞｰﾒﾝ pl.n.m1 格 恐ろしい種が           「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

das ﾀﾞｽ pron（性･数に関わらない、定動詞はその内容に従う）それは         「主語」 

waren ｳﾞｧﾚﾝ 3 複過(sein)v.i 〜だった                                      「動詞」 

die Samen der Affenbrotbäume. ﾃﾞｨｰ･ｻﾞｰﾒﾝ･ﾃﾞｱ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ 

 pl.n.m1 格 バオバブの種                                               「補語」 

 

その惑星の大地はその種でいっぱいになっていた。 

Der Boden des Planeten war voll davon.                      「主語」「動詞」「補語」 

Der Boden des Planeten ﾃﾞｱ･ﾎﾞｰﾃﾞﾝ･ﾃﾞｽ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ n.m その惑星の大地は      「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜である                                        「動詞」 

voll davon. ﾌｫﾙ･ﾀﾞﾌｫﾝ adj. その種でいっぱいの                             「補語」 

 

取り掛かるのが遅すぎると、1 本のバオバブを厄介払いすることも不可能になる。 

Aber einen Affenbrotbaum kann man, wenn man ihn zu spät angeht, nie mehr 

loswerden.                   Aber「目的語」「動詞句」「主語」,「副詞句」,「動詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

einen Affenbrotbaum ｱｲﾈﾝ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾊﾞｳﾑ n.m4 格 1 本のバオバブを      「目的語」 

kann ... nie mehr loswerden. ｶﾝ... ﾆｰ･ﾒｰｱ･ﾛｰｽ･ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ 3 単現･可能･否定 

(können+不定詞)v.t もう決して厄介払いできない                      「動詞句」 

man, ﾏﾝ pron 人は                                                      「主語」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜すると                                              「副詞節」 
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man ﾏﾝ pron 人が                                                「主語」 

ihn ｲｰﾝ pron.m4 格 それを                                      「目的語」 

zu spät ﾂｰ･ｼｭﾍﾟｰﾄ adv. あまり遅すぎて                           「副詞句」 

angeht, ｱﾝ･ｹﾞｰﾄ 3 単現(an|gehen)v.t 取り掛かる                  「動詞句」 

 

バオバブはその惑星全体にはびこってしまう。 

Er bemächtigt sich des ganzen Planeten.                 「主語」「動詞句」「目的語」 

Er ｴｱ pron バオバブは                                                   「主語」 

bemächtigt sich ﾍﾞﾒﾋﾁｸﾄ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単現(sich bemächtigen)v.pr(et-2 を) 占領する「動詞

句」 

des ganzen Planeten. ﾃﾞｽ･ｶﾞﾝﾂｪﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ n.m2 格 惑星全体を             「目的語」 

 

バオバブは、根で惑星を貫き通す。 

Er durchdringt ihn mit seinen Wurzeln.           「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Er ｴｱ pron バオバブは                                                   「主語」 

durchdringt ﾄﾞｩﾙﾋﾄﾞﾘﾝｸﾄ 3 単現(durchdringen)v.t(et-4 を) 突き抜ける        「動詞」 

  durch|dringen ﾄﾞﾙﾙﾋ･ﾄﾞﾘﾝｹﾞﾝ v.i 突き抜ける、(mit et-3 を) 通す 

ihn ｲｰﾝ pron.m4 格 惑星を                                             「目的語」 

mit seinen Wurzeln. ﾐｯﾄ･ｻﾞｲﾈﾝ･ｳﾞｱﾂｪﾙﾝ adv.（手段）（植物の）根によって  「副詞句」 

 

そしてその惑星が小さすぎて、バオバブが多すぎる時には、惑星を破裂させてしまう。 

Und wenn der Planet zu klein ist und die Affenbrotbäume zu zahlreich werden, 

sprengen sie ihn.                          Und「副詞節」,「動詞」「主語」「目的語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

der Planet ﾃﾞｱ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m その惑星が                            「主語」 

zu klein ﾂｰｸﾗｲﾝ adj. 小さすぎる                                   「補語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                    「動詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

die Affenbrotbäume ﾃﾞｨｰ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ pl.n.m バオバブが        「主語」 

zu zahlreich ﾂｰ･ﾂｧｰﾙﾗｲﾋ adj. 数が多すぎる                        「補語」 

werden, ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ 3 複過(sein)v.i 〜だった                          「動詞」 

sprengen ｼｭﾌﾟﾚﾝｹﾞﾝ 3 複現 v.t 破裂させる                                  「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl バオバブは                                               「主語」 

ihn. ｲｰﾝ pron.m 惑星を                                                「目的語」 
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「それは規律の問題なんだよ」と、僕に王子さまは後になってから言った。 

»Es ist eine Frage der Disziplin«, sagte mir später der kleine Prinz.  

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「間接目的語」「副詞」「主語」 

»Es ｴｽ pron それは                                                      「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

eine Frage ｱｲﾈ･ﾌﾗｰｹﾞ n.f1 格 問題                                         「補語」 

der Disziplin«, ﾃﾞｱ･ﾃﾞｨｽﾁﾌﾟﾘｰﾝ n.f2 格 規律の、戒律の             「形容詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

später ｼｭﾍﾟｰﾀｰ adv.（比較級）後になって                                  「副詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

 

「自分の朝の身支度を終えたら、同じくらい入念に惑星の身支度もしなければいけない」 

»Wenn man seine Morgentoilette beendet hat, muss man sich ebenso sorgfältig an die 

Toilette des Planeten machen.  

《「副詞節」,「動詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」「間接目的語」「動詞句」》 

»Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜したら                                            「副詞節」 

man ﾏﾝ pron 人は                                               「主語」 

seine Morgentoilette ｻﾞｲﾈ･ﾓｱｹﾞﾝﾄｱﾚｯﾃ n.f4 格 自分の朝の身支度を 「目的語」 

beendet hat, ﾍﾞｴﾝﾃﾞｯﾄ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形(beenden)v.t 終えた      「動詞句」 

muss ...sich...machen. ﾑｽ...ｽﾞｨｯﾋ...ﾏﾍﾝ 3 単現･必要(müssen+不定詞 sich machen) 

   v.pr 〜に取りかからなければならない                                 「動詞句」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

ebenso ｴｰﾍﾞﾝｿﾞｰ adv. 同じように                                          「副詞」 

sorgfältig ｿﾞｱｸﾌｪﾙﾃｨﾋ adv. 入念に                                         「副詞」 

an die Toilette ｱﾝ･ﾃﾞｨｰ･ﾄｱﾚｯﾃ adv. 身支度に                          「間接目的語」 

des Planeten ﾃﾞｽ･ﾌﾟﾗﾈｰｰﾃﾝ n.m2 格 惑星の                  「形容詞句」 

 

「小さい内はバラの若芽によく似ているバオバブの芽が、見分けられるようになったらす

ぐに引き抜くことをしっかりやり遂げなければならない。」 

Man muss sich regelmäßig dazu zwingen, die Sprößlinge der Affenbrotbäume 

auszureißen, sobald man sie von den Rosensträuchern unterscheiden kann, denen sie 

in der Jugend sehr ähnlich sehen.      《「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「副詞

節」》 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

muss sich ...zwingen, ﾑｽ･ｽﾞｯﾋ ...ﾂｳﾞｨﾝｹﾞﾝ 3 単現･必要(sich zwingen) 
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   v.t しっかりやり遂げなければならない                                「動詞句」 

regelmäßig ﾚｰｹﾞﾙﾒｰｽｨﾋ adv. いつも                                       「副詞」 

dazu ﾀﾞﾂｰ adv. そのために、それに関して                                 「副詞」 

zu 不定句 〜することを                                                 「目的語」 

die Sprößlinge ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾌﾟﾚｽﾘﾝｹﾞ pl.n.m4 格 子供を                 「目的語」 

der Affenbrotbäume ﾃﾞｱ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ 

 pl.n.m2 格 バオバブの                               「形容詞句」 

auszureißen, ｱｳｽ･ﾂｰ･ﾗｲｾﾞﾝ zu 不定詞(aus|reißen)v.t 引き抜く      「動詞句」 

sobald ｿﾞﾊﾞﾙﾄ conj. 〜するやいなや                                     「副詞節」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                「主語」 

sie ｼﾞｰ pron それらを                                           「目的語」 

von den Rosensträuchern ﾌｫﾝ･ﾃﾞﾝ･ﾛｰｾﾞﾝ･ｼｭﾄﾗｳﾋｪﾙﾝ 

 adv. バラの低木から                                          「副詞句」 

unterscheiden kann, ｳﾝﾀｰｼｬｲﾃﾞﾝ･ｶﾝ 3 単現･可能(können+不定詞) 

   v.t 見分けられる                                             「動詞句」 

denen ﾃﾞｰﾈﾝ pron（それらに）バラの若芽に                  「間接目的語」 

sie ｼﾞｰ pron.pl バオバブの子供が                                  「主語」 

in der Jugend ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ﾕｰｹﾞﾝﾄ adv. 小さいときは                   「副詞句」 

sehr ähnlich ｾﾞｰｱ･ｴｰﾝﾘｯﾋ adj. とてもよく似た                      「補語」 

sehen. ｾﾞｰｴﾝ 3 複現 v.i 〜に見える                                 「動詞」 

 

「それは実にうんざりするけれども簡単な仕事だよ。」 

Das ist eine zwar langweilige, aber leichte Arbeit.«          《「主語」「動詞」「補語」》 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                            「動

詞」 

eine zwar langweilige, ｱｲﾈ･ﾂｳﾞｧｰﾙ･ﾗﾝｸﾞｳﾞｧｲﾘｹﾞ 

 adj.f.1 格 実にうんざりする                                  「形容詞句」 

   zwar ﾂｳﾞｧｰﾙ adv. たしかに〜だが langweilig ﾗﾝｸﾞｳﾞｧｲﾘﾋ adj. うんざりさせる 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

leichte ﾗｲﾋﾃ adj.f.(leicht)1 格 簡単な                               「形容詞」 

Arbeit.« ｱｰﾙﾊﾞｲﾄ n.f.1 格 仕事                                             「補語」 

 

  



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

V 

副詞的 2 格 2 格の名詞を副詞として使用する

  105 / 483 

そしてある日のこと、王子さまは、僕のところの子供たちの頭に正しく入るように、美し

い絵を仕上げることに努力すべきだと僕に勧めた。 

Und eines Tages riet er mir, ich solle mich bemühen, eine schöne Zeichnung zustande 

zu bringen, damit es den Kindern bei mir daheim auch richtig in den Kopf gehe.  

Und「副詞句」,「動詞」「主語」「間接目的語」「直接目的語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

eines Tages ｱｲﾈｽ･ﾀｰｹﾞｽ n.m2 格 ある日のこと                            「副詞句」 

riet ﾘｰﾄ 3 単過(raten)v.i 助言した、勧めた                                 「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

mir, ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

n. 〜ということを                                                  「直接目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                             「主語」 

solle mich bemühen, ｿﾞﾚ･ﾐｯﾋ･ﾍﾞﾐｭｰｴﾝ 接・1 単現･推測･義務(sollen+sich bemühen) 

   v.pr 努力すべきだろう                                     「動詞句」 

zu 不定句 n. 〜することを                                    「目的語」 

eine schöne Zeichnung ｱｲﾈ･ｼｪｰﾈ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｸﾞ 

 n.f4 格 美しい絵を                                 「目的語」 

zustande zu bringen, ﾂ･ｼｭﾀﾝﾃﾞ･ﾂｰ･ﾌﾞﾘﾝｹﾞﾝ zu 不定詞 

v.t 実現する                                       「動詞句」 

  et-4 zustande bringen 「何-4 を実現させる」 

damit ﾀﾞﾐｯﾄ conj. 〜するために                               「副詞節」 

es ｴｽ pron それが                                       「主語」 

den Kindern ﾃﾞﾝ･ｷﾝﾀﾞｰﾝ pl.n.n3 格 子供たちに       「間接目的語」 

bei mir daheim ﾊﾞｲ･ﾐｰｱ･ﾀﾞﾊｲﾑ 

 adj. 僕のところの                      「形容詞句」 

auch richtig ｱｳﾌ･ﾘﾋﾁﾋ adv. 正しく                       「副詞句」 

in den Kopf ｲﾝ･ﾃﾞﾝ･ｺｯﾌﾟﾌ adv. 頭に                     「副詞句」 

gehe. ｹﾞｰｴ 接・3 単現･推測(gehen)v.i 入っていくだろう     「動詞」 

副詞的 2 格 2 格の名詞を副詞として使用する 

Eines Tages n.m2 格 ある日のこと、eines Morgens ｱｲﾈｽ･ﾓｱｹﾞﾝｽ n.m2 格 ある朝に 

eines Abends ｱｲﾈｽ･ｱｰﾍﾞﾝﾂ n.m2 格 ある晩に、eines Nachts ｱｲﾈｽ･ﾅﾊﾂ n.f2 格 ある夜に 

（Nacht は 2 格に s が付かないけれども Eines Tages などに合わせるために付けてい

る）、さらには meines Erachtens ﾏｲﾈｽ･ｴｱﾗﾋﾃﾝｽ n.n2 格 私の考えでは 
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「彼らがいつか旅行をする時に」と、彼は言った。「それが彼らの役に立つかもしれないよ」 

»Wenn sie eines Tages auf die Reise gehen«, sagte er, »kann es ihnen zugute kommen.  

《「副詞節」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」》 

»Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するときに                                         「副詞節」 

sie ｼﾞｰ pron 彼らが                                              「主語」 

eines Tages ｱｲﾈｽ･ﾀｰｹﾞｽ adv. いつの日か                         「副詞句」 

auf die Reise ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰ･ﾗｲｾﾞ adv. 旅行に                         「副詞句」 

gehen«, ｹﾞｰｴﾝ 3 複現 v.i 行く                                     「動詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er, » ｴｱ pron 彼は                                                       「主語」 

kann...zugute kommen. ｶﾝ...ﾂｰｸﾞｰﾃ･ｺﾒﾝ 3 単現･可能性(können+不定詞

zugute|kommen) 

   v.i 役に立つかもしれない                                            「動詞句」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

ihnen ｲｰﾈﾝ pron 彼らにとって                                      「間接目的語」 

 

「時として、仕事を後回しにすることが、差し障りがないことも確かにある。」 

Zuweilen macht es ja wohl nichts aus, wenn man seine Arbeit auf später verschiebt.  

《「副詞」「動詞句」「副詞」「目的語」「主語」》 

Zuweilen ﾂｳﾞｧｲﾚﾝ adv. 時として、時々                                    「副詞」 

macht ... aus, ﾏﾊﾄ...ｱｳｽ 3 単現(aus|machen) 

v.t（否定文で）（+nichts）差し障りがない                             「動詞句」 

es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は wenn 以降） 

ja ﾔｰ adv. たしかに                                                      「副詞」 

wohl nichts ｳﾞｫｰﾙ･ﾆﾋﾂ pron たぶん何も                                  「目的語」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜の場合は                                              「主語」 

man ﾏﾝ pron 人が                                                  「主語」 

seine Arbeit ｻﾞｲﾈ･ｱｰﾙﾊﾞｲﾄ n.f4 格 自分の仕事を                     「目的語」 

auf später ｱｳﾌ･ｼｭﾍﾟｰﾀｰ adv. 後に                                  「副詞句」 

verschiebt. ﾌｪｱｼｰﾌﾟﾄ 3 単現(verschieben)v.t 延期する                  「動詞」 
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「しかしバオバブの場合には、そんなことをすると大惨事に見舞われる。」 

Aber wenn es sich um Affenbrotbäume handelt, führt das stets zur Katastrophe.  

《Aber「副詞節」,「動詞」「主語」「副詞」「間接目的語」》 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 
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wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜の場合には                                          「副詞節」 

es ｴｽ pron それが                                                「主語」 

sich ...handelt, ｼﾞｯﾋ...ﾊﾝﾃﾞﾙﾄ 3 単現(es handelt sich-4 um et-4) 

   v.pr（何-4 の）ことである                                     「動詞句」 

um Affenbrotbäume ｳﾑ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ adv. バオバブの        「間接目的語」 

führt ﾌｭｰｱﾄ 3 単現(führen)v.t 導く                                        「動詞」 

das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

stets ｼｭﾃｰﾂ adv. 常に、いつも                                            「副詞」 

zur Katastrophe. ﾂｰｱ･ｶﾀｽﾄﾛｰﾌｪ adv. 大惨事に                        「間接目的語」 

 

「僕は、怠け者が住んでいた惑星を知っている。」 

Ich habe einen Planeten gekannt, den ein Faulpelz bewohnte.  

《「主語」「動詞句」「目的語」》 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...gekannt, ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞｶﾝﾄ 1 単現･完了形(kennen)v.t 知っている         「動詞句」 

einen Planeten ｱｲﾈﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ n.m4 格 ある惑星を                        「目的語」 

den ﾃﾞﾝ pron.4 格(Planeten の代用) そこに〜する               「形容詞節」 

ein Faulpelz ｱｲﾝ･ﾌｧｳﾙﾍﾟﾙﾂ n.m1 格 怠け者が              「主語」 

bewohnte. ﾍﾞｳﾞｫｰﾝﾃ 3 単過(bewohnen)v.t 住んでいた       「動詞」 

 

「彼は 3 本の低木を放っておいた．．．」 

Er hatte drei Sträucher übersehen...«        《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句》」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

hatte ...übersehen...« ﾊｯﾃ...ﾕｰﾊﾞｰｾﾞｰｴﾝ 3 単現･完了形(übersehen) 

   v.t 見落としていた、無視していた                                    「動詞句」 

drei Sträucher ﾄﾞﾗｲ･ｼｭﾄﾛｲﾋｬｰ pl.n.m 3 本の低木を                        「目的語」 

 

そこで僕は、王子様の指示に従って、その惑星の絵を描いた。 

Und so habe ich denn diesen Planeten nach den Angaben des kleinen Prinzen 

gezeichnet.         「副詞句」,「動詞句」「主語」「副詞」「目的語」「副詞句」「動詞句」 

Und so ｳﾝﾄ･ｿﾞｰ adv. それで                                            「副詞句」 

habe... gezeichnet. ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞﾂｧｲﾋﾈｯﾄ 1 単現･完了形(zeichnen)v.t 素描した   「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

denn ﾃﾞﾝ adv. そこで                                                    「副詞」 

diesen Planeten ﾃﾞｨｰｾﾞﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ n.m.4 格 その惑星を                    「目的語」 

nach den Angaben ﾅｰﾊ･ﾃﾞﾝ･ｱﾝｶﾞｰﾍﾞﾝ adv. 指示に従って                   「副詞句」 
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des kleinen Prinzen ﾃﾞｽ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m.2 格 王子様の        「形容詞句」 

 

僕は、道徳家の口調はあまり使いたくない。 

Ich nehme nicht gerne den Tonfall eines Moralisten an.  

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

nehme nicht gerne ...an. ﾈｰﾒ･ﾆﾋﾄ･ｹﾞｱﾈ...ｱﾝ 1 単現･否定(an|nehmen+ nicht gerne) 

   v.t 〜を使うのはあまり好きではない                                  「動詞句」 

   nicht gerne ﾆﾋﾄ･ｹﾞｱﾈ adv. あまり喜んで〜ない、あまり好きでない 

den Tonfall ﾃﾞﾝ･ﾄﾝﾌｧﾙ n.m4 格 口調を                                   「目的語」 

eines Moralisten ｱｲﾈｽ･ﾓﾗﾘｽﾃﾝ n.m2 格 道徳家の                 「形容詞句」 

 

しかしバオバブの危険性はほとんど知られていないし、小惑星で道に迷う人の危険はとて

も大きいので、今回 1 度だけ、僕の慎み深い態度を封印することにする。 

Aber die Gefährlichkeit der Affenbrotbäume ist so wenig bekannt, und die Gefahren, 

die jedem drohen, der sich auf einen Asteroiden verirrt, sind so beträchtlich, dass ich 

für dieses eine Mal aus meiner Zurückhaltung heraustrete.  

Aber「主語」「動詞」「補語」und「主語」「動詞」「補語」 

dass「主語」「副詞句」「動詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

die Gefährlichkeit ﾃﾞｨｰ･ｹﾞﾌｪｰｱﾘｯﾋｶｲﾄ n.f.1 格 危険性は                     「主語」 

der Affenbrotbäume ﾃﾞｱ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ adj.pl バオバブの        「形容詞句」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

so wenig bekannt, ｿﾞｰ･ｳﾞｪｰﾆｯﾋ･ﾍﾞｶﾝﾄ adj. ほとんど知られていない          「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

die Gefahren, ﾃﾞｨｰ･ｹﾞﾌｧｰﾚﾝ pl.n.f 危険は                                  「主語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（主語）〜する                                  「形容詞節」 

jedem ｲｪｰﾃﾞﾑ pron それぞれにとって                 「間接目的語」 

drohen, ﾄﾞﾛｰｴﾝ 3 複現 v.i 脅威である                        「動詞」 

der ﾃﾞｱ pron（主語）〜する                 「形容詞節」 

sich ...verirrt, ｽﾞｨｯﾋ...ﾌｪｱﾘﾙﾄ 3 単現(sich-4 verirren) 

v.pr 道に迷う                     「動詞句」 

auf einen Asteroiden ｱｳﾌ･ｱｲﾈﾝ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞﾝ 

 adv. 小惑星で                    「副詞句」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

so beträchtlich, ｿﾞｰ･ﾍﾞﾄﾚﾋﾄﾘﾋ adj. かなり激しい                            「補語」 
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dass ﾀﾞｽ conj. だから〜する 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

für dieses eine Mal ﾌｭｰｱ･ﾃﾞｨｰｾﾞｽ･ｱｲﾈ･ﾏﾙ adv. この 1 度に限り             「副詞句」 

aus meiner Zurückhaltung ｱｳｽ･ﾏｲﾅｰ･ﾂﾘｭｯｸﾊﾙﾄｩﾝｸﾞ 

   adv. 控えめな態度から外れて                                        「副詞句」 

heraustrete. ﾍﾗｳｽﾄﾚｰﾃ 1 単現(heraus|treten)v.i 出ていく                 「動詞句」 

 

僕はこう言いたい：「子供たちよ、バオバブに注意しなさい！」 

Ich sage: Kinder, Achtung! Die Affenbrotbäume!  

「主語」「動詞」：《「呼びかけ」「命令」「目的語」》 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

sage: ｻﾞｰｹﾞ 1 単現･意思(sagen)v.t 言いたい                                「動詞」 

Kinder, ｷﾝﾀﾞｰ pl.n.n 子供たちよ                                      「呼びかけ」 

Achtung! ｱﾊﾄｩﾝｸﾞ n.f（命令）注意しなさい！                              「命令」 

Die Affenbrotbäume! ﾃﾞｨｰ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ pl.n バオバブを               「目的語」 

 

僕の友人のために、ずっと前から、僕と同様に彼らも気が付いていない危険に晒されてい

ることを注意させるために、僕はこれほど熱心にこのスケッチを描いたのだ。 

Um meine Freunde auf eine Gefahr aufmerksam zu machen, die - unerkannt - ihnen 

wie mir seit langem droht, habe ich so viel an dieser Zeichnung gearbeitet.  

「副詞句」,「動詞句」「主語」「副詞句」「間接目的語」 

Um meine Freunde ｳﾑ･ﾏｲﾈ･ﾌﾛｲﾝﾃﾞ adv.（目的）僕の友人たちのために      「副詞句」 

auf eine Gefahr ｱｳﾌ･ｱｲﾈ･ｹﾞﾌｧｰﾙ adv. 危険について                「副詞句」 

aufmerksam ｱｳﾌﾒｱｸｻﾞｰﾑ adj. 注意深い                             「補語」 

zu machen, ﾂ･ﾏﾍﾝ zu 不定詞 v.t 〜させる                         「動詞句」 

die - unerkannt - ihnen ﾃﾞｨｰ･ｳﾝｴｱｶﾝﾄ･ｲｰﾈﾝ 

 pron.f（die は Gefahr の代用）彼らにまだ知られていない危険が「形容詞節：Gefahr」 

wie mir ｳﾞｨｰ･ﾐｰｱ adv. 僕と同様に                      「副詞句」 

seit langem ｻﾞｲﾄ･ﾗﾝｹﾞｰﾑ adv. ずっと前から             「副詞句」 

droht, ﾄﾞﾛｰﾄ 3 単現(drohen)v.i 脅す                      「動詞」 

habe ...gearbeitet. ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞｱｰﾙﾊﾞｲﾃｯﾄ 1 単現･完了形(arbeiten) 

   v.i 働いてきた                                                      「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

so viel ｿﾞｰ･ﾌｨｰﾙ adv. そんなにたくさん                                 「副詞句」 

an dieser Zeichnung ｱﾝ･ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｸﾞ adv.（対象）このスケッチに「間接目的語」 
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そのために僕が与える教訓は、その苦労に値するものだ。 

Die Lehre, die ich damit gebe, ist gewiss der Mühe wert.      「主語」「動詞」「補語」 

Die Lehre, ﾃﾞｨｰ･ﾚｰﾚ n.f 教訓は                                           「主語」 

die ﾃﾞｨｰ pron（目的語）〜する                                  「形容詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                         「主語」 

damit ﾀﾞﾐｯﾄ adv. そのために                               「副詞」 

gebe, ｹﾞｰﾍﾞ 1 単現(geben)v.t 与える                         「動詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

gewiss ｹﾞｳﾞｨｽ adv. 確かに                                         「副詞」 

der Mühe ﾃﾞｱ･ﾐｭｰｴ pron.3 格 苦労に                              「副詞句」 

wert. ｳﾞｪｰｱﾄ adj. 値する                                                 「補語」 

 

もしかすると、君たちは疑問に思うかもしれない：どうしてこの本には、バオバブの絵と

同じくらい見事なデッサンが他にはないのだろう？ 

Ihr werdet euch vielleicht fragen: Warum enthält dieses Buch nicht noch andere, 

ebenso großartige Zeichnungen wie die Zeichnung von den Affenbrotbäumen?  

「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」：「副詞」「動詞」「主語」「目的語」 

Ihr ｲｰｱ pron.pl.1 格 君たちは                                             「主語」 

werdet euch ...fragen: ｳﾞｪｱﾃﾞｯﾄ･ｵｲﾋ...ﾌﾗｰｹﾞﾝ 2 複現･推量(werden+不定詞 sich-4 fragen) 

   v.pr 疑問に思うかもしれない                                         「動詞句」 

vielleicht ﾌｨﾗｲﾋﾄ adv. もしかすると                                       「副詞」 

Warum ｳﾞｧﾙﾑ adv. どうして                                              「副詞」 

enthält ｴﾝﾄﾍﾙﾄ 3 単現(enthalten)v.t 含んでいる                             「動詞」 

dieses Buch ﾃﾞｨｰｾﾞｽ･ﾌﾞｰﾌ n.n.1 格 この本は                               「主語」 

nicht noch andere, ﾆﾋﾄ･ﾉｯﾎ･ｱﾝﾃﾞﾚ 

 pron.f.4 格（否定：Zeichnung の代用）他の絵が〜ない                 「目的語」 

ebenso großartige Zeichnungen ｴｰﾍﾞﾝｿﾞｰ･ｸﾞﾛｰｽｱｰﾙﾃｨｹﾞ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｹﾞﾝ 

   pl.n.f 同じくらい見事なデッサンが                                    「目的語」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                     「形容詞句」 

die Zeichnung ﾃﾞｨｰ･ﾂｧｲﾋﾇﾝｸﾞ n.f 絵                    「目的語」 

von den Affenbrotbäumen? ﾌｫﾝ･ﾃﾞﾝ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒﾝ 

 adj. バオバブの                           「形容詞句」 
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その答えはとても単純だよ。僕は確かに、思い切って試してみたけど失敗に終ったんだ。 

Die Antwort ist sehr einfach: Ich habe wohl den Versuch gewagt, aber es ist mir nicht 

gelungen.  

「主語」「動詞」「補語」： 

「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」aber「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」 

Die Antwort ﾃﾞｨｰ･ｱﾝﾄｳﾞゎﾄ n.f その答えは                                 「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sehr einfach: ｾﾞｰｱ･ｱｲﾝﾌｧｯﾊ adj. とても単純な                              「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...gewagt, ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞｳﾞｧｰｸﾄ 1 単現･完了形(wagen) 

v.t 思い切ってやってみた                                            「動詞句」 

wohl ｳﾞｫｰﾙ adv. 確かに                                                  「副詞」 

den Versuch ﾃﾞﾝ･ﾌｪｱｽﾞｰﾌ n.m 試みを                                   「目的語」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

es ｴｽ pron 試みは                                                       「主語」 

ist ...nicht gelungen. ｲｽﾄ...ﾆﾋﾄ･ｹﾞﾙﾝｹﾞﾝ 3 単現･完了形･否定(gelingen) 

   v.i(j-3 にとって) うまくいかなかった、失敗した                        「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron 僕にとって                                           「間接目的語」 

 

僕があのバオバブをデッサンしたときは、緊急性を要するという感情から、気が高ぶって

いたんだよ。 

Als ich die Affenbrotbäume zeichnete, war ich vom Gefühl der Dringlichkeit beseelt. 

「副詞節」,「動詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」 

Als ｱﾙｽ conj. 〜したとき                                               「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                「主語」 

die Affenbrotbäume ﾃﾞｨｰ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ pl.n.m.4 格 バオバブを   「目的語」 

zeichnete, ﾂｧｲﾋﾈﾃ 1 単過(zeichnen)v.t デッサンした                  「動詞」 

war ...beseelt. ｳﾞｧｰﾙ...ﾍﾞｾｴﾙﾄ 1 単過･状態受動(beseelen) 

   v.t 生気を吹き込まれていた                                          「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

vom Gefühl der Dringlichkeit ﾌｫﾑ･ｹﾞﾌｭｰﾙ･ﾃﾞｱ･ﾄﾞﾘﾝｸﾞﾘﾋｶｲﾄ 

 adv.（原因）緊急性を要するという感情によって                        「副詞句」 

  Gefühl ｹﾞﾌｭｰﾙ n.n 感覚、感情 der Dringlichkeit ﾃﾞｱ･ﾄﾞﾘﾝｸﾞﾘﾋｶｲﾄ n.f.2 格 緊急性の 
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VI 

 

 

ああ、王子様、このようにゆっくりと、僕は君の少し憂鬱な人生を理解するようになっ

た。 

Ach, kleiner Prinz, so nach und nach habe ich dein kleines schwermütiges Leben 

verstanden.      「間投」「呼びかけ」「副詞句」,「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」 

Ach, ｱｯﾊ int. ああ                                                       「間投」 

kleiner Prinz, ｸﾗｲﾅｰ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様                                「呼びかけ」 

so ｿﾞｰ adv. このように                                                   「副詞」 

nach und nach ﾅｰﾊ･ｳﾝﾄ･ﾅｰﾊ adv. 次第に、ゆっくりと                     「副詞句」 

habe ...verstanden. ﾊｰﾍﾞ...ﾌｪｱｼｭﾀﾝﾃﾞﾝ 1 単現･完了形(verstehen) 

v.t 理解するようになった                                            「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

dein kleines schwermütiges Leben ﾀﾞｲﾝ･ｸﾗｲﾈｽ･ｼｭｳﾞｪｰｱﾐｭｰﾃｨｹﾞｽ･ﾚｰﾍﾞﾝ 

   n.n.4 格 君の少し憂鬱な人生を                                       「目的語」 

 

長い間、心休まる日の入りの他には何も、君の気晴らしにはならなかったんだね。 

Lange Zeit hast du, um dich zu zerstreuen, nichts anderes gehabt als die Lieblichkeit 

der Sonnenuntergänge.  

「副詞句」,「動詞句」「主語」「副詞句」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Lange Zeit ﾗﾝｹﾞ･ﾂｧｲﾄ n.f.4 格 長い間                                   「副詞句」 
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hast ...gehabt ﾊｽﾄ...ｹﾞﾊｰﾌﾟﾄ 2 単現･完了形(haben)v.t 持っていた          「動詞句」 

du, ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

um dich zu zerstreuen, ｳﾑ･ﾃﾞｨｯﾋ･ﾂｰ･ﾂｪｱｼｭﾄﾛｲｴﾝ zu 不定句 

adv. 自分の気を紛らすために                                         「副詞句」 

nichts anderes ﾆﾋﾂ･ｱﾝﾃﾞﾚｽ pron 他に何も〜ない                          「目的語」 

als ｱﾙｽ conj. 〜よりも                                                  「副詞句」 

die Lieblichkeit ﾃﾞｨｰ･ﾘｰﾌﾟﾘﾋｶｲﾄ n.f 愛らしさ                      「目的語」 

  lieblich ﾘｰﾌﾟﾘﾋ adj.愛らしい -keit は女性名詞を作る接尾辞 

der Sonnenuntergänge. ﾃﾞｱ･ｿﾞﾈﾝｳﾝﾀｰｹﾞﾝｹﾞ 

 pl.n.m.2 格 日の入りの                              「形容詞句」 

名詞 4 格  「直接目的語」や「副詞」として 

4 格は他動詞の目的語になります。形容詞や前置詞の目的語にもなります。 

また 4 格には副詞としての用法もあります（副詞的 4 格）。 

Jeden Tag spiele ich eine Stunde Tennis. 毎日私は 1 時間テニスをします。 

 

4 日目の朝、君が僕に次のように言ったときに、僕はそのことを知った。 

Das erfuhr ich am Morgen des vierten Tages, als du mir sagtest: 

「目的語」「動詞」「主語」「副詞句」 

Das ﾀﾞｽ pron そのことを                                               「目的語」 

erfuhr ｴｱﾌｰｱ 1 単過(erfahren)v.t 知った                                   「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

am Morgen ｱﾑ･ﾓｱｹﾞﾝ adv. 朝に                                         「副詞句」 

des vierten Tages, ﾃﾞｽ･ﾌｨｰｱﾃﾝ･ﾀｰｹﾞｽ n.m.2 格 4 日目の          「形容詞句」 

als ｱﾙｽ conj. 〜するときに                                              「副詞節」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君が                                                「主語」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                          「間接目的語」 

sagtest: ｻﾞｰｸﾃｽﾄ 2 単過(sagen)v.t 言った                            「動詞」 

 

「僕は日の入りが大好きなんだ。日の入りを見に行こうよ．．．」 

»Ich liebe Sonnenuntergänge sehr. Komm, lass uns einen Sonnenuntergang 

anschauen...«    《「主語」「動詞」「目的語」「副詞」┃「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

liebe ﾘｰﾍﾞ 1 単現(lieben)v.t 好きである                                    「動詞」 

Sonnenuntergänge ｿﾞﾈﾝｳﾝﾀｰｹﾞﾝｹﾞ pl.n.m 日の入り                       「目的語」 

sehr. ｾﾞｰｱ adv. とても                                                   「副詞」 

Komm, ｺﾑ 命・2 単現(kommen)v.i 行こう                                 「動詞」 
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lass uns ...anschauen...« ﾗｽ･ｳﾝｽ...ｱﾝｼｬｳｴﾝ 命・2 単現･勧誘(lass uns+不定詞) 

   v.t 〜を見よう                                                      「動詞句」 

einen Sonnenuntergang ｱｲﾈﾝ･ｿﾞﾈﾝｳﾝﾀｰｶﾞﾝｸﾞ n.m.4 格 日の入りを         「目的語」 

 

「それなら、まだ待たなければ．．．」 

»Da muss man noch warten...«          《「副詞」「動詞句」「主語」「副詞」「動詞句」》 

»Da ﾀﾞｰ adv. それなら                                                   「副詞」 

muss ...warten...« ﾑｽ...ｳﾞｧﾙﾃﾝ 3 単現･必要(müssen+不定詞) 

  v.i 待たなくてはならない                                             「動詞句」 

man ﾏﾝ pron 僕たちは                                                   「主語」 

noch ﾉｯﾎ adv. まだ                                                      「副詞」 

 

「いったい何を待つの？」 

»Worauf denn warten?«                                        《「目的語」「動詞」》 

»Worauf denn ｳﾞｫﾗｳﾌ･ﾃﾞﾝ pron いったい何を                            「目的語」 

  denn ﾃﾞﾝ adv. いったい 

warten?« ｳﾞｧﾙﾃﾝ 1 複現 v.i 待つ                                           「動詞」 

 

「太陽が沈むまで待つのさ」 

»Warten, bis die Sonne untergeht.«                             《「動詞」「副詞節」》 

»Warten, ｳﾞｧﾙﾃﾝ 1 複現 v.i 待つ                                           「動詞」 

bis ﾋﾞｽ conj. 〜するまで                                                「副詞節」 

die Sonne ﾃﾞｨｰ･ｿﾞﾈ n.f 太陽が                                     「主語」 

untergeht.« ｳﾝﾀｰ･ｹﾞｰﾄ 3 単現(unter|gehen)v.i 沈む                 「動詞句」 

 

君は、最初はとても驚いた顔つきをしていたけど、それから自分自身のことを嘲笑った。 

Du hast zuerst ein sehr erstauntes Gesicht gemacht und dann über dich selber gelacht.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」und「副詞」「間接目的語」「動詞句」 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

hast ...gemacht ﾊｽﾄ...ｹﾞﾏﾊﾄ 2 単現･完了形(machen)v.t（動作名詞と）〜した 「動詞句」 

zuerst ﾂｴｰｱｽﾄ adv. 初めのうちは                                        「副詞句」 

ein sehr erstauntes Gesicht ｱｲﾝ･ｾﾞｰｱ･ｴｱｼｭﾀｳﾝﾃｽ･ｹﾞｼﾞﾋﾄ 

   n.n.4 格 とても驚いた顔つきを                                       「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

über dich selber ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｯﾋ･ｾﾞﾙﾊﾞｰ adv. 自分自身のことを           「間接目的語」 
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gelacht. ｹﾞﾗﾌﾄ 2 単現･完了形(lachen)v.i(hast は省略) 嘲笑った             「動詞句」 

 

それから君は、僕にこう言ったんだ： 

Und du hast zu mir gesagt:            Und「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

hast ...gesagt: ﾊｽﾄ...ｹﾞｻﾞｰｸﾄ 2 単現･完了形(sagen)v.t 言った                「動詞句」 

zu mir ﾂｰ･ﾐｰｱ adv. 僕に                                            「間接目的語」 

 

「僕は相変わらず自分の星にいると思い込んでいるんだ！」 

»Ich bilde mir immer ein, ich sei zu Hause!« 

《「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」「目的語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

bilde mir ...ein, ﾋﾞﾙﾃﾞ･ﾐｰｱ...ｱｲﾝ 1 単現(sich-3 ein|bilden)v.pr 思い込んでいる「動詞句」 

immer ｲﾏｰ adv. いまだに                                                 「副詞」 

ich ｲｯﾋ pron 自分が〜するということを                                 「目的語」 

sei ｻﾞｲ 接・1 単現･推測(sein)v.i 〜にいるのだろう                  「動詞」 

zu Hause!« ﾂｰ･ﾊｳｾﾞ adv. 自分の星に                            「副詞句」 

 

なるほど。アメリカ合衆国が正午の時、誰もが知っているように、フランスでは日が沈

む。 

In der Tat. Wenn es in den Vereinigten Staaten Mittag ist, geht die Sonne, wie 

jedermann weiß, in Frankreich unter.  

「副詞句」┃「副詞節」,「動詞句」「主語」「副詞節」「副詞句」「動詞句」 

In der Tat. ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ﾀｰﾄ adv. 確かに、実際、なるほど                      「副詞句」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜の時に                                              「副詞節」 

es ｴｽ pron 時間が                                                「主語」 

in den Vereinigten Staaten ｲﾝ･ﾃﾞﾝ･ﾌｪｱｱｲﾆﾋﾃﾝ･ｼｭﾀｰﾃﾝ 

 adv. アメリカ合衆国で                                        「副詞句」 

Mittag ﾐｯﾀｰｸ n.m 正午                                           「補語」 

ist, ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                   「動詞」 

geht ...unter. ｹﾞｰﾄ...ｳﾝﾀｰ 3 単現(unter|gehen)v.i（太陽が）沈む            「動詞句」 

die Sonne, ﾃﾞｨｰ･ｿﾞﾈ n.f 太陽が                                           「主語」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                              「副詞節」 

jedermann ｲｪｰﾀﾞｰﾏﾝ pron 誰でもが                                「主語」 

weiß, ｳﾞｧｲｽ 3 単現(wissen)v.t 知っている                           「動詞」 
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in Frankreich ｲﾝ･ﾌﾗﾝｸﾗｲﾋ adv. フランスでは                             「副詞句」 

 

そこで日の入りを見るためには、1 分以内にフランスに移動できなければならないだろ

う。 

Um dort einem Sonnenuntergang beizuwohnen, müsste man in einer Minute nach 

Frankreich fliegen können.  

「副詞句」,「動詞句」「主語」「副詞句」「間接目的語」「動詞句」 

Um +zu 不定句 ｳﾑ adv. 〜するためには                                  「副詞句」 

dort ﾄﾞｱﾄ adv. そこで                                             「副詞」 

einem Sonnenuntergang ｱｲﾈﾑ･ｿﾞﾈﾝｳﾝﾀｰｶﾞﾝｸﾞ n.m.3 格 日の入り「間接目的語」 

beizuwohnen, ﾊﾞｲ･ﾂｰ･ｳﾞｫｰﾈﾝ zu 不定詞(bei|wohnen) 

v.i 立ち会う、居合わせる                                       「動詞」 

müsste ...fliegen können. ﾑｽﾃ...ﾌﾘｰｹﾞﾝ･ｹﾈﾝ 接 II･3 単現･推量(können+不定詞) 

   v.i 高速に移動できなければならないだろう                            「動詞句」 

  fliegen ﾌﾘｰｹﾞﾝ v.i 飛ぶような速さで動く 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

in einer Minute ｲﾝ･ｱｲﾅｰ･ﾐﾇｰﾃ adv. 1 分以内に                            「副詞句」 

nach Frankreich ﾅｰﾊ･ﾌﾗﾝｸﾗｲﾋ adv. フランスに                       「間接目的語」 

 

不幸にも、フランスは遠すぎる。 

Unglücklicherweise ist Frankreich viel zu weit weg.「副詞句」「動詞」「主語」「副詞句」 

Unglücklicherweise ｳﾝｸﾞﾘｭｯｸﾘﾋｬｰｳﾞｧｲｾﾞ adv. 不幸にも                   「副詞句」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i（存在）〜にある                                    「動詞」 

Frankreich ﾌﾗﾝｸﾗｲﾋ n.n フランスは                                       「主語」 

viel zu weit weg. ﾌｨｰﾙ･ｽﾞｰ･ｳﾞｧｲﾄ･ｳﾞｪｰｸ adv. とても離れたところに        「副詞句」 

 

しかし、君の小さい星の上だったら、ほんの数歩だけ椅子を動かせば十分だったんだ。 

Aber auf deinem so kleinen Planeten genügte es, den Sessel um einige Schritte 

weiterzurücken.                                   Aber「副詞句」,「動詞」「主語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

auf ｱｳﾌ prep（3 格と）（場所）〜（の上）では                            「副詞句」 

deinem so kleinen Planeten ﾀﾞｲﾈﾑ･ｿﾞｰ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ 

 n.m.3 格 君のとても小さい星                                  「目的語」 

genügte ｹﾞﾆｭｰｸﾃ 3 単過(genügen)v.i 十分だった                            「動詞」 

es, ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は den Sessel 以降） 

n. 〜ということが                                                        「主語」 
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den Sessel ﾃﾞﾝ･ｾﾞｯｾﾙ n.m 椅子を                                  「目的語」 

um ｳﾑ prep（4 格と）（数量的な差異）〜だけ                        「副詞句」 

einige Schritte ｱｲﾆｹﾞ･ｼｭﾘｯﾃ pl.n.m.4 格(Schritt) 数歩         「目的語」 

   einige ｱｲﾆｹﾞ pron（格変化は dieser と同様）いくらかの、二･三の 

weiterzurücken. ｳﾞｧｲﾀｰ･ﾂｰ･ﾘｭｯｹﾝ zu 不定詞(weiter|rücken) 

v.t 前に動かす                                                 「動詞句」 

 

それで君は、見たいと思うたびに夕暮れを眺めたんだね。「ある日、僕は日が沈むのを 43

回も見たよ！」 

Und du erlebtest die Dämmerung, so oft du es wünschtest... »An einem Tag habe ich 

die Sonne dreiundvierzigmal untergehn sehn!« 

Und「主語」「動詞」「目的語」「副詞節」 

《「副詞句」「動詞句」「主語」「目的語」「補語」「動詞句」》 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

erlebtest ｴｱﾚｰﾌﾟﾃｽﾄ 2 単過(erleben)v.t 体験した、味わった                  「動詞」 

die Dämmerung, ﾃﾞｨｰ･ﾃﾞﾒﾙﾝｸﾞ n.f 夕暮れを                              「目的語」 

so oft ｿﾞｰ･ｵﾌﾄ conj.(sooft) 〜するたびに                                 「副詞節」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                「主語」 

es ｴｽ pron それを                                               「目的語」 

wünschtest... ﾌﾞﾝｼｭﾃｽﾄ 2 単過(wünschen)v.t 望んだ                   「動詞」 

»An einem Tag ｱﾝ･ｱｲﾈﾑ･ﾀｰｸ adv. ある日には                             「副詞句」 

habe ...sehn!« ﾊｰﾍﾞ...ｾﾞｰﾝ 1 単現･完了形･知覚(sehen)v.t(SVO+不定詞 untergehen) 

   v.t（O が〜するのを）見た                                           「動詞句」 

   habe...sehen がよくつかわれるが、habe...gesehen はあまり使われない。 

   Ich habe ihn laufen sehen. 私は彼が走っているのが見えた。 

   sehn は sehen の短縮形 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

die Sonne ﾃﾞｨｰ･ｿﾞﾈ n.f 太陽が                                          「目的語」 

指示代名詞
einige アイニゲ

いくらかの

男性名詞・単数
2格に[e]s

女性名詞・単数
名詞は無変化

中性名詞・単数
2格に[e]s

複数名詞・性別なし
3格にn

1 格
は（が）

einiger einige einiges einige

2 格
の

einiges einiger einiges einiger

3 格
に

einigem einiger einigem einigen

4 格
を

einigen einige einiges ein ige
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dreiundvierzigmal ﾄﾞﾗｲ･ｳﾝﾄ･ﾌｨｱﾂｨﾋ･ﾏﾙ adv. 43 回                     「副詞」 

untergehn ｳﾝﾀｰ･ｹﾞｰｴﾝ 不定詞 v.i（太陽が）沈む                            「補語」 

 

それから少しして、君は付け加えたね： 

Und ein wenig später fügtest du hinzu:     Und「副詞句」「動詞句」「主語」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ein wenig später ｱｲﾝ･ｳﾞｪｰﾆｯﾋ･ｼｭﾍﾟｰﾀｰ adv. 少し後で                      「副詞句」 

   wenig ｳﾞｪｰﾆｯﾋ adj. ほんの少し später ｼｭﾍﾟｰﾀｰ adv. 後で 

fügtest ...hinzu: ﾌｭｰｸﾃｽﾄ...ﾋﾝﾂｰ 2 単過(hinzu|fügen)v.t 付け加えた          「動詞句」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

 

「ねえ、分るでしょう？本当に悲しい時には、日の入りが好きになるって．．．」 

»Du weißt doch, wenn man recht traurig ist, liebt man die Sonnenuntergänge...« 

《「主語」「動詞」「副詞」,「副詞節」,「動詞」「主語」「目的語」》 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

weißt ｳﾞｧｲｽﾄ 2 単現(wissen)v.t 知っている                                 「動詞」 

doch, ﾄﾞｯﾎ adv.（肯定の返事を期待して）もちろん〜だろうね                「副詞」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するときは                                          「副詞節」 

man ﾏﾝ pron 人が                                                「主語」 

recht traurig ﾚﾋﾄ･ﾄﾗｳﾘﾋ adj. 本当に悲しい                          「補語」 

ist, ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                    「動詞」 

liebt ﾘｰﾌﾟﾄ 3 単現(lieben)v.t 好む                                          「動詞」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

die Sonnenuntergänge...« ﾃﾞｨｰ･ｿﾞﾈﾝｳﾝﾀｰｹﾞﾝｹﾞ pl.n.m 日の入りを          「目的語」 

 

「そうすると、43 回も日の入りを見た日は、よっぽど悲しかったんだね？」 

»Am Tage mit den dreiundvierzigmal warst du also besonders traurig?«  

《「副詞句」,「動詞」「主語」「副詞」「補語」》 

»Am Tage ｱﾑ･ﾀｰｹﾞ adv. その日は                                        「副詞句」 

mit den dreiundvierzigmal ﾐｯﾄ･ﾃﾞﾝ･ﾄﾞﾗｲ･ｳﾝﾄ･ﾌｨｱﾂｨﾋ･ﾏﾙ 

   adj. 43 回も日の入りを見た                                 「形容詞句」 

warst ｳﾞｧｰﾙｽﾄ 2 単過(sein)v.i 〜 だった                                   「動詞」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. そうすると、したがって                                   「副詞」 

besonders traurig?« ﾍﾞｿﾞﾝﾀﾞｰｽ･ﾄﾗｳﾘﾋ adj. とりわけ悲しい                   「補語」 

  besonders ﾍﾞｿﾞﾝﾀﾞｰｽ adv. 特に、とりわけ、はっきりと 
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しかし、王子さまは答えなかった。 

Aber der kleine Prinz antwortete nicht.                       Aber「主語」「動詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

antwortete nicht. ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ･ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(antworten)v.i 答えなかった   「動詞句」 

 

VII 

 

5 日目に、王子様の人生の秘密を打ち明ける手助けをしたのは、またあの羊だった。 

Am fünften Tag war es wieder das Schaf, das ein Lebensgeheimnis des kleinen Prinzen 

enthüllen half.                                  「副詞句」,「動詞」「補語」「主語」 

Am fünften Tag ｱﾑ･ﾌｭﾝﾌﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. 5 日目に                             「副詞句」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は das ein Lebensgeheimnis 以降） 

wieder das Schaf, ｳﾞｨｰﾀﾞｰ･ﾀﾞｽ･ｼｬｰﾌ n.n またあの羊                        「補語」 

das ﾀﾞｽ pron（主語）〜ということは                                      「主語」 

ein Lebensgeheimnis ｱｲﾝ･ﾚｰﾍﾞﾝｽ･ｹﾞﾊｲﾑﾆｽ n.n 人生の秘密を         「目的語」 

  Lebens ﾚｰﾍﾞﾝｽ n.n2 格 人生の Geheimnis ｹﾞﾊｲﾑﾆｽ n.n 秘密 

des kleinen Prinzen ﾃﾞｽ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ adj. 王子様の      「形容詞句」 

enthüllen half. ｴﾝﾄﾋｭﾚﾝ･ﾊﾙﾌ 3 単過･支援(helfen+不定詞) 

   v.t 打ち明ける手助けをした                                     「動詞句」 

 

彼は前触れもなく僕に尋ねた。まるで長い沈黙の末に答えが得られたかのようだった。 

Er fragte mich unvermittelt, ohne Umschweife, als pflückte er die Frucht eines in 

langem Schweigen gereiften Problems:            「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                      「動詞」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕に                                                    「目的語」 

unvermittelt, ｳﾝﾌｪｱﾐｯﾃﾙﾄ adv. 突然、前触れもなく                         「副詞」 

ohne Umschweife, ｵｰﾈ･ｳﾑｼｭｳﾞｧｲﾌｪ adv. 直接的に、あけすけに             「副詞句」 

als ｱﾙｽ conj. あたかも〜のように                                        「副詞節」 

pflückte ﾌﾟﾌﾘｭｸﾃ 3 単過(pflücken)v.t 摘み取った                     「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

die Frucht ﾃﾞｨｰ･ﾌﾙﾌﾄ n.f 果実を、成果を                         「目的語」 

eines in langem Schweigen gereiften Problems: 
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   ｱｲﾈｽ･ｲﾝ･ﾗﾝｹﾞﾑ･ｼｭｳﾞｧｲｹﾞﾝ･ｹﾞﾗｲﾌﾃﾝ･ﾌﾟﾛﾌﾞﾚﾑｽ 

   n.n.2 格 長い沈黙の結果として熟した問題の           「形容詞句」 

   in langem Schweigen ｲﾝ･ﾗﾝｹﾞﾑ･ｼｭｳﾞｧｲｹﾞﾝ adj.（経過）長い沈黙の 

   gereiften ｹﾞﾗｲﾌﾃﾝ過去分詞 adj. 熟した Problems ﾌﾟﾛﾌﾞﾚｰﾑｽ n.n.2 格 問題の 

 

「もしも羊が低木を食べるのなら、もちろん花も食べるんでしょう？」 

»Wenn ein Schaf Sträucher frisst, so frisst es doch auch die Blumen?« 

《「副詞節」,「副詞」「動詞」「主語」「副詞」「目的語」》 

»Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）もしも〜ならば                                「副詞節」 

ein Schaf ｱｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n.1 格 羊が                                  「主語」 

Sträucher ｼｭﾄﾛｲﾋｪ pl.n.m.4 格(Strauch) 低木を                   「目的語」 

frisst, ﾌﾘｽﾄ 3 単現(fressen)v.t（動物が）食べる                      「動詞」 

so ｿﾞｰ adv. そのように                                                   「副詞」 

frisst ﾌﾘｽﾄ 3 単現(fressen)v.t（動物が）食べる                              「動詞」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

doch ﾄﾞｯﾎ adv.（肯定の返事を期待して）もちろん〜だろうね                「副詞」 

auch die Blumen?« ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒﾝ pl.n.f(Blume) 花も                   「目的語」 

 

「口の前に来るもの何でも食べる」 

»Ein Schaf frisst alles, was ihm vors Maul kommt.«        《「主語」「動詞」「目的語」》 

»Ein Schaf ｱｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n 羊は                                             「主語」 

frisst ﾌﾘｽﾄ 3 単現(fressen)v.t（動物が）食べる                              「動詞」 

alles, ｱﾚｽ pron なんでも                                               「目的語」 

was ｳﾞｧｽ pron（主語）〜する                                 「形容詞節」 

ihm vors Maul ｲｰﾑ･ﾌｫｱｽ･ﾏｳﾙ adv. 彼の口の前に          「副詞句」 

  ihm ｲｰﾑ pron 彼の vors ﾌｫｰｱｽ adv.(vor das) 〜の前に  Maul ﾏｳﾙ n.n（動物の）口 

kommt.« ｺﾑﾄ 3 単現(kommen)v.i 来る                     「動詞」 

 

「とげのある花でも？」 

»Auch die Blumen, die Dornen haben?«                                《「目的語」》 

»Auch die Blumen, ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒﾝ pl.n.f.4 格 花も？                    「目的語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（主語）〜する                               「形容詞節」 

Dornen ﾄﾞｱﾈﾝ pl.n.m とげを                           「目的語」 

haben?« ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現 v.t 持っている                      「動詞」 
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「そうだよ。とげのある花でも」 

»Ja. Auch die Blumen, die Dornen haben.«                   《「応答」┃「目的語」》 

»Ja. ﾔｰ adv.（肯定の返事）そうだよ                                       「応答」 

Auch die Blumen, ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒﾝ pl.n.f.4 格 花も                       「目的語」 

die Dornen haben.« ﾃﾞｨｰ･ﾄﾞｱﾈﾝ･ﾊｰﾍﾞﾝ adj. とげのある           「形容詞節」 

 

「それじゃあ、何のためにとげはあるの？」 

»Wozu haben sie dann die Dornen?«       《「副詞」「動詞」「主語」「副詞」「目的語」》 

»Wozu ｳﾞｫｰﾂｰ adv. 何のために                                            「副詞」 

haben ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現 v.t 持っている、ある                                   「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

dann ﾀﾞﾝ adv. それならば                                                「副詞」 

die Dornen?« ﾃﾞｨｰ･ﾄﾞｱﾈﾝ pl.n.m.4 格 とげを                             「目的語」 

 

僕はそれを知らなかった。 

Ich wusste es nicht.                           「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

wusste ...nicht. ｳﾞｽﾃ...ﾆﾋﾄ 1 単過･否定(wissen)v.t 知らなかった            「動詞句」 

es ｴｽ pron それを                                                     「目的語」 

 

僕は、強く締まりすぎた、僕のエンジンのボルトを外す仕事で忙しかったのだ。 

Ich war gerade mit dem Versuch beschäftigt, einen zu streng angezogenen Bolzen meines 

Motors abzuschrauben.                            「主語」「動詞」「副詞句」「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

gerade ｹﾞﾗｰﾃﾞ adv. まさに                                                「副詞」 

mit dem Versuch ﾐｯﾄ･ﾃﾞｰﾑ･ﾌｪｱｽﾞｰﾌ adv. 試みで                          「副詞句」 

beschäftigt, ﾍﾞｼｪﾌﾃｨｸﾄ adj. 忙しい                                        「補語」 

n.（同格）〜するという                                       「形容詞句」 

einen ｱｲﾈﾝ art.4 格 〜を                              「目的語」 

zu streng angezogenen ﾂｰ･ｼｭﾄﾚﾝｸﾞ･ｱﾝｹﾞﾂｫｰｹﾞﾈﾝ 

 adj. 余りにも強く締まった                「形容詞句」 

  zu ﾂｰ adv. あまりに〜すぎる streng ｼｭﾄﾚﾝｸﾞ adj. きつい 

 angezogen ｱﾝｹﾞﾂｫｰｹﾞﾝ過去分詞･受動(an|ziehen)adj. 絞められた 

Bolzen ﾎﾞﾙﾂｪﾝ n.m ボルト           「目的語」 

meines Motors ﾏｲﾈｽ･ﾓｰﾄｱｽ 
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 adj. 僕のエンジンの     「形容詞句」 

abzuschrauben. ｱｯﾌﾟ･ﾂｰ･ｼｭﾗｳﾍﾞﾝ zu 不定詞(ab|schrauben) 

v.t ねじって外す                                   「動詞句」 

 

故障が深刻だと分かってきたので、僕はとても心配だった。そして飲み水が終わりに近づい

ていたので、僕は最悪の事態を覚悟した。 

Ich war in großer Sorge, da mir meine Panne sehr bedenklich zu erscheinen begann, und 

ich machte mich aufs Schlimmste gefasst, weil das Trinkwasser zur Neige ging. 

「主語」「動詞」「補語」「副詞節」und「主語」「動詞句」「補語」「副詞節」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

in großer Sorge, ｲﾝ･ｸﾞﾛｰｻｰ･ｿﾞｱｹﾞ adv.（状態）大変心配な                   「補語」 

da ﾀﾞｰ conj. 〜なので                                                  「副詞節」 

mir ﾐｰｱ pron 僕にとって                                    「間接目的語」 

meine Panne ﾏｲﾈ･ﾊﾟﾝﾈ n.f 故障が                                  「主語」 

sehr bedenklich ｾﾞｰｱ･ﾍﾞﾃﾞﾝｸﾘﾋ adj. 深刻な                          「補語」 

zu erscheinen begann, ﾂｰ･ｴｱｼｬｲﾈﾝ･ﾍﾞｶﾞﾝ 3 単過･開始(beginnen zu+不定詞) 

   v.i 〜のように思われてきた                                   「動詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

machte mich ﾏﾊﾃ･ﾐｯﾋ 1 単過(sich machen)v.pr 〜に向かった               「動詞句」 

aufs Schlimmste gefasst, ｱｳﾌｽ･ｼｭﾘﾑｽﾃ･ｹﾞﾌｧｽﾄ adv. 最悪の事態を覚悟した     「補語」 

  auf et-4 gefasst 〜を覚悟している schlimm 悪い → Schlimmste 最悪の事態 

weil ｳﾞｧｲﾙ conj. 〜なので                                              「副詞節」 

das Trinkwasser ﾀﾞｽ･ﾄﾘﾝｸｳﾞｧｯｻｰ n.n 飲み水が                     「主語」 

zur Neige ﾂｰｱ･ﾅｲｹﾞ adv. 終わりに                               「副詞句」 

ging. ｷﾞﾝｸﾞ 3 単過(gehen)v.i 進んでいた、近づいていた              「動詞」 

 

「とげは何のためにあるの？」 

»Was für einen Zweck haben die Dornen?«              《「目的語」「主語」「動詞句」》 

»Was für einen Zweck ｳﾞｧｽ･ﾌｭｰｱ･ｱｲﾈﾝ･ﾂｳﾞｪｯｸ n.m どのような目的を       「目的語」 

haben ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現 v.t 持っている、ある                                   「動詞」 

die Dornen?«ﾃﾞｨｰ･ﾄﾞｱﾈﾝ pl.n.m.1 格 とげは                                「主語」 
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王子さまは、一度質問をすると決してそれを諦めなかった。 

Der kleine Prinz verzichtete niemals auf eine Frage, wenn er sie einmal gestellt hatte.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞節」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

verzichtete niemals ﾌｪｱｽﾞｨﾋﾃﾃ･ﾆｰﾏﾙｽ 3 単過･否定(verzichten) 

v.i(auf et-4 を) 決して諦めなかった                                   「動詞句」 

  niemals ﾆｰﾏﾙｽ adv. 決して〜ない 

auf eine Frage, ｱｳﾌ･ｱｲﾈ･ﾌﾗｰｹﾞ adv. 質問を                           「間接目的語」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜すると                                              「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼が                                                  「主語」 

sie ｼﾞｰ pron.f(Frage の代用) 質問を                              「目的語」 

einmal ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. 一度                                          「副詞」 

gestellt hatte. ｹﾞｼｭﾃﾙﾄ･ﾊｯﾃ 3 単過･完了形(stellen)v.t（名詞を）した 「動詞句」 

  j-3 eine Frage stellen 「人-3 に質問する」 

 

僕はボルトのことで完全に手一杯だったので、思い付きで答えた。 

Ich war völlig mit meinem Bolzen beschäftigt und antwortete aufs Geratewohl: 

「主語」「動詞」「補語」und「動詞」「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

völlig ﾌｪﾘﾋ adv. 完全に                                     「副詞」 

mit meinem Bolzen ﾐｯﾄ･ﾏｲﾈﾝ･ﾎﾞﾙﾂｪﾝ adv. ボルトのことで           「副詞句」 

beschäftigt ﾍﾞｼｪｰﾌﾃｨｸﾄ adj. 忙しい、手一杯の                              「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして、それで 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞﾜﾃﾃ 1 単過(antworten)v.i 答えた                           「動詞」 

aufs Geratewohl: ｱｳﾌｽ･ｹﾞﾗｰﾃｳﾞｫｰﾙ adv. あてずっぽうに、思い付きで       「副詞句」 

 

「とげには、何の目的もないよ！花は自分たちの意地悪でとげを伸ばしているんだ」 

»Die Dornen, die haben gar keinen Zweck, die Blumen lassen sie aus seiner Bosheit 

wachsen!«     《「主語」「動詞」「目的語」,「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」「補語」》 

»Die Dornen, ﾃﾞｨｰ･ﾄﾞｱﾈﾝ pl.n.m(Dorn) とげは                              「主語」 

die ﾃﾞｨｰ pron それは                                                    「主語」 

haben ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現 v.t ある                                               「動詞」 

gar keinen Zweck, ｶﾞｰﾙ･ｶｲﾈﾝ･ﾂｳﾞｪｯｸ n.m 全く何の目的も〜ない           「目的語」 

die Blumen ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒﾝ pl.n.f 花は                                       「主語」 

lassen ﾗｯｾﾝ 3 複現･使役 v.t 〜させている                                  「動詞」 
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sie ｼﾞｰ pron.pl それらを                                               「目的語」 

aus seiner Bosheit ｱｳｽ･ｻﾞｲﾅｰ･ﾎﾞｰｽﾊｲﾄ adv. 彼らの意地悪から             「副詞句」 

wachsen!« ｳﾞｧｸｾﾝ 不定詞 v.i 伸びる                                       「補語」 

 

「えー！」 

»Oh!«                                                                 《「感嘆」》 

»Oh!« ｵｰ int. えー                                                       「感嘆」 

 

彼は沈黙したが、その後、少し怒った調子で僕に言葉を投げつけた。 

Er schwieg. Aber dann warf er mir in einer Art Verärgerung zu: 

「主語」「動詞」┃Aber「副詞」「動詞句」「主語」「間接目的語」「副詞句」「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

schwieg. ｼｭｳﾞｨｰｸ 3 単過(schweigen)v.i 沈黙した                            「動詞」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

dann ﾀﾞﾝ adv. それから、そのあと                                         「副詞」 

warf ...zu: ｳﾞｧﾙﾌ...ﾂｰ 3 単過(zu|werfen)v.t(j-3 et-4 人-3 に何-4 を) 投げつけた「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                          「主語」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                  「間接目的語」 

in einer Art Verärgerung ｲﾝ･ｱｲﾅｰ･ｱｰﾙﾄ･ﾌｪｱｴﾙｹﾞﾙﾝｸﾞ adv. 少し怒った調子で  「副詞句」 

 

「君の言うことは信用できないよ！花はか弱いんだ。花は無邪気なんだ」 

»Das glaube ich dir nicht! Die Blumen sind schwach. Sie sind arglos.  

《「副詞」「動詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron そんなこと                                                「副詞」 

glaube ...nicht! ｸﾞﾗｳﾍﾞ...ﾆﾋﾄ 1 単現･否定(glauben)v.i 信用できない          「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

dir ﾃﾞｨｱ pron 君を                                                 「間接目的語」 

Die Blumen ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒﾝ pl.n.f 花は                                       「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

schwach. ｱﾕｳﾞｧｯﾊ adj. か弱い                                             「補語」 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 花は                                                     「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

arglos. ｱｰﾙｸﾛｰｽ adj. 無邪気                                               「補語」 
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「花は、自分ができる限り、身を守っているんだ」 

Sie schützen sich, wie sie können.                     《「主語」「動詞句」「副詞節」》 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 花は                                                     「主語」 

schützen sich, ｼｭｯﾂｪﾝ･ｽﾞｨｯﾋ 3 複現(sich schützen)v.pr 身を守っている      「動詞句」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜するように                                            「副詞節」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 花が                                              「主語」 

können. ｹﾈﾝ 3 複現 v.t できる                                      「動詞」 

 

「花たちは、とげがあれば自分たちは恐ろしい存在なのだと思い込んでいるんだ．．．」 

Sie bilden sich ein, dass sie mit Hilfe der Dornen gefährlich wären...« 

《「主語」「動詞句」「目的語」》 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 花は                                                      「主語」 

bilden sich ein, ﾋﾞﾙﾃﾞﾝ･ｽﾞｨｯﾋ･ｱｲﾝ 3 複現(sich ein|bilden)v.pr 思い込んでいる「動詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                           「目的語」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 自分たちは                                         「主語」 

mit Hilfe der Dornen ﾐｯﾄ･ﾋﾙﾌｪ･ﾃﾞｱ･ﾄﾞｱﾈﾝ adv. とげの助けによって  「副詞句」 

gefährlich ｹﾞﾌｪｰｱﾘﾋ adj. 危険な、恐ろしい                          「補語」 

wären...« ｳﾞｪｰﾚﾝ 接 II･3 複現･推測(sein)v.i 〜であるだろう           「動詞」 

 

僕は何も答えず、その瞬間に心の中で思った：《このボルトがいつまでも言うことを聞かな

いのなら、ハンマーで叩いて外さなければならないだろうな。》 

Ich antwortete nichts und sagte mir im selben Augenblick: Wenn dieser Bolzen noch 

lange bockt, werde ich ihn mit einem Hammerschlag heraushauen müssen. 

「主語」「動詞」「目的語」und「動詞句」「副詞句」： 

「副詞節」,「動詞句」「主語」「目的語」「副詞句」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 1 単過(antworten)v.t(et-4 〜と) 答えた                「動詞」 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

sagte mir ｻﾞｰｸﾃ･ﾐｰｱ 1 単過(sich-3 sagen)v.pr 心に思い描いた              「動詞句」 

im selben Augenblick: ｲﾑ･ｾﾞﾙﾍﾞﾝ･ｱｳｹﾞﾝﾌﾞﾘｯｸ adv. その瞬間に              「副詞句」 

   selb ｾﾞﾙﾌﾟ pron 同じ Augenblick ｱｳｹﾞﾝﾌﾞﾘｯｸ n.m 瞬間 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. もしも〜ならば                                        「副詞節」 

dieser Bolzen ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ﾎﾞﾙﾂｪﾝ n.m このボルトが                    「主語」 

noch lange ﾉｯﾎ･ﾗﾝｹﾞ adv. まだ、いつまでも                      「副詞句」 

bockt, ﾎﾞｯｸﾄ 3 単現(bocken)v.i 言うことを聞かない                  「動詞」 
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werde ...heraushauen müssen. ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾍﾗｳｽ･ﾊｳｴﾝ･ﾑｯｾﾝ 1 単未･推量・必要 

(müssen+不定詞)v.t 叩いて外さなければならないだろう                 「動詞句」 

heraus- ﾍﾗｳｽ 分離前つづり「〜して外す」hauen ﾊｳｴﾝ v.t 打つ、たたく 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

ihn ｲｰﾝ pron.m（Bolzen の代用）それを                                 「目的語」 

mit einem Hammerschlag ﾐｯﾄ･ｱｲﾈﾑ･ﾊﾏｰｼｭﾗｰｸ adv.（手段）ハンマーの打撃で「副詞句」 

 

王子さまは、また僕の深い考えの邪魔をした。 

Der kleine Prinz störte meine Überlegungen von neuem: 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

störte ｼｭﾃｱﾃ 3 単過(stören)v.t 邪魔した                                    「動詞」 

meine Überlegungen ﾒｲﾈ･ﾕｰﾊﾞｰﾚｰｸﾞﾝｹﾞﾝ pl.n.f 僕の熟慮を                「目的語」 

von neuem: ﾌｫﾝ･ﾉｲｴﾑ adv.(von Neuem も可) また、改めて                 「副詞句」 

 

「それで君は思っているのか？花というものが．．．」 

»Und du glaubst, dass die Blumen...«                《Und「主語」「動詞」「目的語」》 

»Und ｳﾝﾄ conj. それで 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 

glaubst, ｸﾞﾗｳﾌﾟｽﾄ 2 単現(glauben)v.t 思っている                            「動詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

die Blumen...« ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒﾝ pl.n.f 花というものは．．．               「主語」 

 

「いや違う、違うよ！何も思っちゃいないよ。適当なことを言っただけだよ」 

»Aber nein! Aber nein! Ich glaube nichts! Ich habe irgend etwas dahergeredet.  

《「応答」┃「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」「目的語」》 

»Aber nein! Aber nein! ｱｰﾊﾞｰ･ﾅｲﾝ･ｱｰﾊﾞｰ･ﾅｲﾝ adv. いや違う、違う！          「応答」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

glaube ｸﾞﾗｳﾍﾞ 1 単現(glauben)v.t 思っている                               「動詞」 

nichts! ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                            「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...dahergeredet. ﾊｰﾍﾞ...ﾀﾞﾍｰｱｹﾞﾚｰﾃﾞｯﾄ 1 単現･完了形(daher|reden) 

   v.t（よく考えずに）べらべら喋った                                   「動詞句」 

irgend etwas ｲﾙｹﾞﾝﾄ･ｴﾄｳﾞｧｽ pron 何かそんなことを                      「目的語」 

  irgend ｲﾙｹﾞﾝﾄ adv.（etwas, jemand などの前に置かれ不定の意味を強める）何か 

  irgend so etwas 何かそんなこと 
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「見てわかるように、僕はもっと重要なことに取り掛かっているんだよ！」 

Wie du siehst, beschäftige ich mich mit wichtigeren Dingen!« 

《「副詞節」, 「動詞句」「主語」「動詞句」「間接目的語」》 

Wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                              「副詞節」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君が                                                「主語」 

siehst, ｼﾞｰｽﾄ 2 単現(sehen)v.t 見える                               「動詞」 

beschäftige ...mich ﾍﾞｼｪﾌﾁｹﾞ...ﾐｯﾋ 1 単現(sich-4 beschäftigen) 

v.pr(mit et-3 何-3 に) 取り掛かっている                                「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                        「主語」 

mit wichtigeren Dingen!« ﾐｯﾄ･ｳﾞｨﾋﾁｹﾞﾚﾝ･ﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ adv. もっと重要なことに「間接目的語」 

  wichtigeren ｳﾞｨﾋﾁｹﾞﾚﾝ adj.pl.n.比較級･3 格(wichtig) もっと重要な 

 

彼は呆然として僕をじっと見つめた。 

Er schaute mich verdutzt an.            「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

schaute ...an. ｼｬｳﾃ...ｱﾝ 3 単過(an|schauen)v.t じっと見つめた             「動詞句」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                                    「目的語」 

verdutzt ﾌｪｱﾄﾞｩﾂﾄ adv. 呆然として                                        「副詞」 

 

 

 

「もっと重要なことだって！」 

»Mit wichtigeren Dingen!«                                              《「応答」》 

»Mit wichtigeren Dingen!«ﾐｯﾄ･ｳﾞｨﾋﾁｹﾞﾚﾝ･ﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ  

adv. もっと重要なことだって！                                         「応答」 

 

王子さまは僕を見ていた。その時僕は、片手にハンマーを持ち機械油で汚れた手をして、王

子様には全く醜く見えたに違いない物体の上にかがみこんでいた。 

Er sah mich an, wie ich mich mit dem Hammer in der Hand und vom Schmieröl 

verschmutzten Händen über einen Gegenstand beugte, der ihm ausgesprochen hässlich 

erscheinen musste.                 「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」,「副詞節」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

sah ...an, ｻﾞｰ...ｱﾝ 3 単過(an|sehen)v.t 見つめた                          「動詞句」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕（飛行士）を                                          「目的語」 

wie ｳﾞｨｰ conj.（同時）その時〜する                                     「副詞節」 
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ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

mich ...beugte, ﾐｯﾋ･ﾎﾞｲｸﾃ 1 単過(sich-4 beugen) 

v.pr 身をかがめていた                                        「動詞句」 

mit dem Hammer in der Hand ﾐｯﾄ･ﾃﾞｰﾑ･ﾊﾏｰ･ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ﾊﾝﾄ 

 adv. 片手にハンマーをもって                                 「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

(mit) vom Schmieröl ﾌｫﾑ･ｼｭﾐｱﾚｰﾙ adv.（原因）機械油によって      「副詞句」 

verschmutzten ﾌｪｱｼｭﾑｯﾂｪﾝ 過去分詞(verschmutzen)adj. 汚れた「形容詞」 

Händen ﾍﾝﾃﾞﾝ pl.n.f.3 格 手をして                   「目的語」 

über einen Gegenstand ﾕｰﾊﾞｰ･ｱｲﾈﾝ･ｹﾞｰｹﾞﾝｼｭﾀﾝﾄ adv. 物体の上に   「副詞句」 

der ﾃﾞｱ pron（Gegenstand の代用）それは〜する        「形容詞節」 

ihm ｲｰﾑ pron.3 格 彼（王子様）にとって     「間接目的語」 

ausgesprochen hässlich ｱｳｽｹﾞｼｭﾌﾟﾛｯﾍﾝ･ﾍｽﾘﾋ 

 adj. まったく醜い                              「補語」 

   ausgesprochen ｱｳｽｹﾞｼｭﾌﾟﾛｯﾍﾝ adv. 非常に hässlich ﾍｽﾘﾋ adj. 醜い 

erscheinen musste. ｴｱｼｬｲﾈﾝ･ﾑｽﾃ 3 単過･推測(müssen+不定詞) 

   v.i 〜に見えたに違いない                     「動詞句」 

 

「君はまったく大人の人たちみたいなしゃべり方をするね！」 

»Du sprichst ja wie die großen Leute!«                   《「主語」「動詞」「副詞句」》 

»Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

sprichst ｼｭﾌﾟﾘﾋｽﾄ 2 単現(sprechen)v.i 話す                                 「動詞」 

ja ﾔｰ adv. 本当に                                                        「副詞」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                              「副詞句」 

die großen Leute!« ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ pl.n 大人の人たち             「目的語」 

 

その言葉を聞いて、僕は恥ずかしくなった。しかし彼は容赦なくたたみ掛けて言った。 

Das beschämte mich. Er aber fügte unbarmherzig hinzu: 

「主語」「動詞」「目的語」┃aber「主語」「動詞句」「副詞」 

Das ﾀﾞｽ pron その言葉は                                                 「主語」 

beschämte ﾍﾞｼｪﾑﾃ 3 単過(beschämen)v.t 恥じ入らせた、恐縮させた          「動詞」 

mich. ﾐｯﾋ pron 僕を                                                   「目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

fügte ...hinzu: ﾌｭｰｸﾃ...ﾋﾝﾂｰ 3 単過(hinzu|fügen)v.t 付け足した             「動詞句」 

unbarmherzig ｳﾝﾊﾞﾙﾑﾍｱﾂｨﾋ adv. 容赦なく、厳しく                          「副詞」 
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たたみ掛ける ： 

● 相手に余裕を与えないように、立て続けに行う。「たたみ掛けて質問する」 

● たたもうとする。たたみ始める。「洗濯物をたたみ掛けてやめる」 

 

「君はなにもかもごちゃ混ぜにしている、君はすべてを混乱させている」 

»Du verwechselst alles, du bringst alles durcheinander!« 

《「主語」「動詞」「目的語」,「主語」「動詞」「目的語」「補語」》 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

verwechselst ﾌｪｱｳﾞｪｸｾﾙｽﾄ 2 単現(verwechseln) 

v.t 混同している、思い違いしている                                    「動詞」 

alles, ｱﾚｽ pron すべてを、なにもかも                                   「目的語」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

bringst ﾌﾞﾘﾝｸｽﾄ 2 単現(bringen)v.t 〜へと至らしめている                    「動詞」 

alles ｱﾚｽ pron すべてを                                                「目的語」 

durcheinander!« ﾄﾞｩﾙﾋｱｲﾅﾝﾀﾞｰ adv. 混乱している状態に                     「補語」 

 

彼は本当にすごく怒っていた。彼は金色の髪を風になびかせていた。 

Er war wirklich sehr aufgebracht. Er schüttelte sein goldenes Haar im Wind. 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

wirklich ｳﾞｨﾙｸﾘﾋ adv. 本当に                                        「副詞」 

sehr aufgebracht. ｾﾞｰｱ･ｱｳﾌｹﾞﾌﾞﾗﾊﾄ adj. とてもいきり立った                 「補語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

schüttelte ｼｭｰﾃﾙﾃ 3 単過(schütteln)v.t 揺さぶっていた                      「動詞」 

sein goldenes Haar ｻﾞｲﾝ･ｺﾞﾙﾃﾞﾈｽ･ﾊｰﾙ n.n.4 格 金髪を                    「目的語」 

im Wind. ｲﾑ･ｳﾞｨﾝﾄ adv. 風で、風の中に                                 「副詞句」 

 

「僕は、深紅色さんが住んでいる惑星を知っているよ。その人は、花の香りをかいだことが

一度もないし、どんな星も眺めたことがないんだ」 

»Ich kenne einen Planeten, auf dem ein puterroter Herr haust. Er hat nie den Duft einer 

Blume geatmet. Er hat nie einen Stern angeschaut. 

《「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「目的語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

kenne ｹﾈ 1 単現(kennen)v.t 知っている                                   「動詞」 

einen Planeten, ｱｲﾈﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ n.m.4 格 惑星を                           「目的語」 
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auf dem ｱｳﾌ･ﾃﾞｰﾑ adv. その上に〜する                         「形容詞節」 

ein puterroter Herr ｱｲﾝ･ﾌﾟｰﾃﾛｰﾀｰ･ﾍｱ n.m.1 格 深紅色さんが「主語」 

  puterrot ﾌﾟｰﾃﾛｰﾄ adj. 真っ赤な → ein puterroter n.m.1 格 真っ赤な人 

 Herr ﾍｱ n.m（敬称）〜さん → 深紅色さん 

haust. ﾊｳｽﾄ 3 単現(hausen)v.i（劣悪な状態で）住んでいる  「動詞」 

Er ｴｱ pron その人は                                                     「主語」 

hat nie ...geatmet. ﾊｯﾄ･ﾆｰ...ｹﾞｱｰﾄﾒｯﾄ 3 単現･完了形･否定(atmen) 

   v.t（花の香りを）嗅いだことが一度もなかった、吸い込む、呼吸する     「動詞句」 

den Duft ﾃﾞﾝ･ﾄﾞｩﾌﾄ n.m.4 格 香りを                                     「目的語」 

einer Blume ｱｳﾅｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.2 格 花の                          「形容詞句」 

Er ｴｱ ｴｱ pron 彼は                                                      「主語」 

hat nie ...angeschaut. ﾊｯﾄ･ﾆｰ...ｱﾝｹﾞｼｬｳﾄ 3 単現･完了形･否定(an|schauen) 

   v.t 一度も眺めたことがない                                          「動詞句」 

einen Stern ｴｲﾈﾝ･ｼｭﾃｱﾝ n.m（否定文で）どんな星も〜ない                「目的語」 

 

彼は誰も愛したことがない。足し算以外は何もやったことがない。そして一日中、君のよう

に繰り返している：「俺はまじめな男だ！俺はまじめな男だ！」と。そしてあれは傲慢で膨

れ上がっている。だけどあれは人間じゃあないよ、キノコだよ！ 

Er hat nie jemanden geliebt. Er hat nie etwas anderes als Additionen gemacht. Und den 

ganzen Tag wiederholt er wie du: Ich bin ein ernsthafter Mann! Ich bin ein ernsthafter 

Mann! Und das macht ihn ganz geschwollen vor Hochmut. Aber das ist kein Mensch, das 

ist ein Schwamm.«         「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

Und「副詞句」「動詞」「主語」「副詞句」： 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

Und「主語」「動詞」「目的語」「補語」 

Aber「主語」「動詞」「補語」,「主語」「動詞」「補語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

hat nie ...geliebt. ﾊｯﾄ･ﾆｰ...ｹﾞﾘｰﾌﾟﾄ 3 単現･完了形･否定(lieben) 

   v.t 一度も愛したことがない                                          「動詞句」 

jemanden ｲｪｰﾏﾝﾃﾞﾝ pron.4 格（否定文で）誰も〜ない                     「目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

hat nie ...gemacht. ﾊｯﾄ･ﾆｰ...ｹﾞﾏﾊﾄ 3 単現･完了形･否定(machen) 

   v.t 〜したことが一度もない                                          「動詞句」 

etwas anderes als Additionen ｴﾄｳﾞｧｽ･ｱﾝﾃﾞﾚｽ･ｱﾙｽ･ｱﾃﾞｨﾂｲｵﾈﾝ 

 pron（否定文で）足し算以外は何も〜ない                             「目的語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 
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den ganzen Tag ﾃﾞﾝ･ｶﾞﾝﾂｪﾝ･ﾀｰｸ n.m.4 格 1 日中                          「副詞句」 

wiederholt ｳﾞｨｰﾀﾞｰﾎﾙﾄ 3 単現(wiederholen)v.t 繰り返している               「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

wie du: ｳﾞｨｰ･ﾄﾞｩｰ adv. 君のように                                      「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ein ernsthafter Mann! ｱｲﾝ･ｴｱﾝｼｭﾄﾊﾌﾀｰ･ﾏﾝ n.m.1 格 まじめな男              「補語」 

Ich bin ein ernsthafter Mann! ｲｯﾋ･ﾋﾞﾝ･ｱｲﾝ･ｴｱﾝｼｭﾄﾊﾌﾀｰ･ﾏﾝ 

   俺はまじめな男だ！ 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

das ﾀﾞｽ pron あれは                                                     「主語」 

macht ﾏﾊﾄ 3 単現(machen)v.t（様態を表す語句と）〜にしている             「動詞」 

ihn ｲｰﾝ pron.4 格 彼を、自分自身を                                     「目的語」 

ganz geschwollen ｶﾞﾝｽﾞ･ｹﾞｼｭｳﾞｫﾚﾝ adj. 膨らんだ                           「補語」 

vor Hochmut. ﾌｫｱ･ﾎﾌﾑｰﾄ adv. 傲慢で                               「副詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. だけど 

das ﾀﾞｽ pron あれは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

kein Mensch, ｹｲﾝ･ﾒﾝｼｭ n.m（否定文で）人間〜でない                      「補語」 

das ﾀﾞｽ pron あれは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ein Schwamm.« ｱｲﾝ･ｼｭｳﾞｧﾑ n.m.1 格 キノコ、スポンジ、海綿               「補語」 

 

「なに？」 

»Ein was?«                                                             《「確認」》 

»Ein was?« ｱｲﾝ･ｳﾞｧｽ pron 何？                                           「確認」 

 

「キノコだよ！」 

»Ein Schwamm!«                                                        《「応答」》 

»Ein Schwamm!«ｱｲﾝ･ｼｭｳﾞｧﾑ n.m.1 格 キノコだよ                           「応答」 
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王子さまは、今では怒りで真っ青になっていた。 

Der kleine Prinz war jetzt ganz blass vor Zorn.        「主語」「動詞」「副詞」「補語」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

jetzt ｲｪﾂﾄ adv. 今では                                                   「副詞」 

ganz blass ｶﾞﾝﾂ･ﾌﾞﾗｯｽ adj. 全部真っ青の                                  「補語」 

vor Zorn. ﾌｫｱ･ﾂｫｰﾝ adv.（原因）怒りで                             「副詞句」 

 

「今や何百万年も前から、花はとげを作っている」 

»Es sind nun Millionen Jahre, dass die Blumen Dornen hervorbringen.  

《「動詞」「補語」「副詞節」》 

»Es ｴｽ pron 時間 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

nun ﾇｰﾝ adv. 今では                                                「副詞」 

Millionen Jahre, ﾐﾘｵｰﾈﾝ･ﾔｰﾚ pl.n.n 何百万年                               「補語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜して以来                                              「副詞節」 

die Blumen ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒﾝ pl.n.f 花が                                「主語」 

Dornen ﾄﾞｱﾈﾝ pl.n.m とげを                                     「目的語」 

hervorbringen. 3 複現 v.t 産み出す、つける                          「動詞」 
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「羊はそれでも、何百万年も前から花を食べている」 

Es sind Millionen Jahre, dass die Schafe trotzdem die Blumen fressen.  

《「動詞」「補語」「副詞節」》 

Es ｴｽ pron 時間 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

Millionen Jahre, ﾐﾘｵｰﾈﾝ･ﾔｰﾚ pl.n.n 何百万年                               「補語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜して以来                                              「副詞節」 

die Schafe ﾃﾞｨｰ･ｼｬｰﾌｪ pl.n.n 羊が                                 「主語」 

trotzdem ﾄﾛｯﾂﾃﾞｰﾑ adv. それにもかかわらず                        「副詞」 

die Blumen ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒﾝ pl.n.f 花を                             「目的語」 

fressen. ﾌﾚｯｾﾝ 3 複現 v.t（動物が）食っている                      「動詞」 

 

それならば、花が何の役にも立たないとげを作るために、自らにあれほどの苦労を与えてい

ることを、どうしてだろうと人が知りたいと思うことを、君は重要でないと言うのか？ 

Und du findest es unwichtig, wenn man wissen möchte, warum sie sich so viel Mühe 

geben, Dornen hervorzubringen, die zu nichts Zweck haben?  

Und「主語」「動詞」「目的語」「補語」「副詞節」 

Und ｳﾝﾄ conj. それに対して、それなのに 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

findest ﾌｨﾝﾃﾞｽﾄ 2 単現(finden)v.t みなす                                   「動詞」 

es ｴｽ pron それを                                                     「目的語」 

unwichtig, ｳﾝｳﾞｨﾋﾃｨﾋ adj. 重要ではない、瑣末な                           「補語」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するときに、〜するならば                            「副詞節」 

man ﾏﾝ pron 人が                                                「主語」 

wissen möchte, ｳﾞｨｯｾﾝ･ﾒﾋﾃ 3 単現･願望(möchte+不定詞) 

  v.t 知りたいと思う                                            「動詞句」 

warum ｳﾞｧﾙﾑ adv. どうして〜だろうということを                 「目的語」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 花が                                       「主語」 

sich ｽﾞｨｯﾋ pron 自らに                              「間接目的語」 

so viel Mühe ｿﾞｰ･ﾌｨｰﾙ･ﾐｭｰｴ n.f あれほど多くの苦労を  「直接目的語」 

geben, ｹﾞｰﾍﾞﾝ 3 複現 v.t 与えている                         「動詞」 

zu 不定句 adv. 〜するために                              「副詞句」 

Dornen ﾄﾞｱﾈﾝ pl.n.m とげを                      「目的語」 

hervorzubringen, ﾍｱﾌｫｱ･ﾂｰ･ﾌﾞﾘﾝｹﾞﾝ zu 不定詞(hervor|bringen) 

v.t 作り出す                                   「動詞句」 
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die ﾃﾞｨｰ pron.pl（主語）〜する          「形容詞節」 

zu nichts ﾂｰ･ﾆﾋﾂ  

adv. 何に対しても〜ない       「副詞句」 

Zweck ﾂｳﾞｪｯｸ n.m 使い道       「目的語」 

haben? ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現 

v.t（否定文で）〜がない        「動詞」 

 

 

羊と花との戦争なんて重要ではないと言うの？ 

Dieser Kampf der Schafe mit den Blumen soll unwichtig sein?  

「主語」「動詞句」「補語」 

Dieser Kampf ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ｶﾝﾌﾟﾌ n.m この戦争は                              「主語」 

der Schafe ﾃﾞｱ･ｼｬｰﾌｪ pl.n.n.2 格 羊の                            「形容詞句」 

mit den Blumen ﾐｯﾄ･ﾃﾞﾝ･ﾌﾞﾙﾒﾝ adv. 花との               「副詞句」 

soll ...sein? ｿﾞﾙ 3 単現･抗議的反問(sollen+不定詞) 

   v.i 〜であると言うのか？                                            「動詞句」 

unwichtig ｳﾝｳﾞｨﾋﾁﾋ adj. 重要ではない、瑣末な                             「補語」 

sollen+不定詞 ：抗議的反問 

Was soll man denn da antworten? いったいなんと答えたらいいというのか？ 

Warum soll er es getan haben? なぜ彼がそれをしたと言うんだい？ 

Wie soll man da nicht lachen? これが笑わずにいられようか？ 

 

太った深紅色さんの足し算よりもまじめじゃあないと言うの？ 

Weniger ernsthaft als die Additionen eines dicken, roten Mannes?            「補語」 

Weniger ｳﾞｪｰﾆｶﾞｰ adv. より少なく                                  「副詞」 

ernsthaft ｴｱﾝｽﾄﾊﾌﾄ adj. まじめな                                         「補語」 

als ｱﾙｽ adv. 〜よりも                                            「副詞句」 

die Additionen ﾃﾞｨｰ･ｱﾃﾞｨﾂｨｵｰﾈﾝ pl.n.f 足し算               「目的語」 

eines dicken, roten ｱｲﾈｽ･ﾃﾞｨｯｹﾝ･ﾛｰﾃﾝ 

 n.m.2 格 太った赤い色の                      「形容詞句」 

Mannes? ﾏﾈｽ n.m.2 格 人の            「形容詞句」 
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そして僕の星以外にはどこにもない、この世にたった一つの花を僕が知っていて、小さな羊

が、自分が何をしているかわからないままに、ある朝このようにたった一噛みでこの花を消

滅させてしまうかもしれないときに、それが重要ではないと君は言うのか？ 

Und wenn ich eine Blume kenne, die es in der ganzen Welt nur ein einziges Mal gibt, 

nirgends anders als auf meinem kleinen Planeten, und wenn ein kleines Schaf, ohne zu 

wissen, was es tut, diese Blume eines Morgens so mit einem einzigen Biss auslöschen 

kann, - das soll nicht wichtig sein?!« 

Und「副詞節」,「副詞句」,「主語」「動詞句」「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                「主語」 

eine Blume ｱｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f ある花を                              「目的語」 

kenne, ｹﾝﾈ 1 単現(kennen)v.t 知っている                           「動詞」 

die ﾃﾞｨｰ pron（同格：Blume）〜である                 「形容詞節」 

es ｴｽ pron 非人称 

in der ganzen Welt ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｶﾞﾝﾂｪﾝ･ｳﾞｪﾙﾄ 

 adv. この世の中で                           「副詞句」 

nur ein einziges Mal ﾇｰｱ･ｱｲﾝ･ｱｲﾝﾂｨｹﾞｽ･ﾏﾙ 

 adv. たった一つしか〜ない                   「副詞句」 

gibt, ｷﾞｰﾌﾟﾄ 3 単現(geben)v.t（否定文で）存在しない「動詞」 

  es gibt et-4 〜がある 

nirgends ﾆﾙｹﾞﾝﾂ adv. どこにも〜ない                                      「副詞」 

anders als ｱﾝﾀﾞｰｽ･ｱﾙｽ adv. 〜とは異なる                                「副詞句」 

auf meinem kleinen Planeten, ｱｳﾌ･ﾏｲﾈﾑ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ 

 adv. 僕の星の上                                             「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

ein kleines Schaf, ｱｲﾝ･ｸﾗｲﾈｽ･ｼｬｰﾌ n.n.1 格 小さな羊が              「主語」 

ohne zu wissen, ｵｰﾈ･ﾂｰ･ｳﾞｨｯｾﾝ adv. 気づかずに                  「副詞句」 

was ｳﾞｧｽ conj. 〜をするかということを                  「目的語」 

es ｴｽ pron 羊が                                  「主語」 

tut, ﾄｩｰﾄ 3 単現(tun)v.t している                   「動詞」 

diese Blume ﾃﾞｨｰｾﾞ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.4 格 この花を                     「目的語」 

eines Morgens ｱｲﾈｽ･ﾓｱｹﾞﾝｽ adv. ある朝                         「副詞句」 

so ｿﾞｰ adv. このように                                          「副詞」 

mit einem einzigen Biss ﾐｯﾄ･ｱｲﾈﾑ･ｱｲﾝﾂｹﾞﾝ･ﾋﾞｽ adv. たった一噛みで「副詞句」 
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auslöschen kann, ｱｳｽﾚｯｼｪﾝ･ｶﾝ 3 単現･可能性(können+不定詞) 

   v.t 消してしまうかもしれない                                「動詞句」 

- das ﾀﾞｽ pron それが                                                    「主語」 

soll ...sein?!« ｿﾞﾙ...ｻﾞｲﾝ 3 単現･抗議的反問(sollen+不定詞) 

   v.i 〜であると言うのか？                                            「動詞句」 

nicht wichtig ﾆﾋﾄ･ｳﾞｨﾋﾃｨﾋ adj. 重要でない                                 「補語」 

 

彼は興奮のあまり顔を赤らめ、話を続けた。 

Er wurde rot vor Erregung und fuhr fort:       「主語」「動詞」「補語」und「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

wurde ｳﾞﾙﾃﾞ 3 単過(werden)v.i 〜になった                                 「動詞」 

rot ﾛｰﾄ adj. 赤い                                                        「補語」 

vor Erregung ﾌｫｰｱ･ｴｱﾚｰｸﾞﾝｸﾞ adv. 興奮のあまり                    「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

fuhr fort: ﾌｰｱ･ﾌｫﾙﾄ 3 単過(fort|fahren)v.i（話を）続けた                  「動詞句」 

  fort|fahren は「（乗り物で）立ち去る」という意味もある 

 

「誰かが、何百万、何千万の星の中でたった一つしかない花を愛しているとしたら、どこに

あるかわからない、その星たちを眺めるだけで充分幸福になれる」 

»Wenn einer eine Blume liebt, die es nur ein einziges Mal gibt auf allen Millionen und 

Millionen Sternen, dann genügt es ihm völlig, dass er zu ihnen hinaufschaut, um 

glücklich zu sein.            《「副詞節」,dann「動詞」「間接目的語」「補語」「主語」》 

»Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）〜する時                                      「副詞節」 

einer ｱｲﾅｰ pron 誰かが                                           「主語」 

eine Blume ｱｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f ある花を                              「目的語」 

liebt, ﾘｰﾌﾟﾄ 3 単現(lieben)v.t 愛する                                「動詞」 

die ﾃﾞｨｰ pron（同格：Blume）〜である                 「形容詞節」 

es ｴｽ pron 非人称 

nur ein einziges Mal ﾇｰｱ･ｱｲﾝ･ｱｲﾝﾂｨｹﾞｽ･ﾏﾙ 

 adv. たった一つしか〜ない                   「副詞句」 

gibt ｷﾞｰﾌﾟﾄ 3 単現(geben)v.t（否定文で）存在しない「動詞」 

auf allen Millionen und Millionen Sternen, ｱｳﾌ･ｱﾚﾝ･ﾐﾘｵｰﾈﾝ･ｳﾝﾄ･ﾐﾘｵｰﾈﾝ･ｼｭﾃｱﾈﾝ 

  adv. 何百万、何千万の星の中で                「副詞句」 

dann ﾀﾞﾝ conj. その時に、そうすれば 

genügt ｹﾞﾆｭｰｸﾄ 3 単現(genügen)v.i 十分である                             「動詞」 

es ｴｽ pron（主語）それは（dass 節） 
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ihm ｲｰﾑ pron 彼にとって                                           「間接目的語」 

völlig, ﾌｪﾘｯﾋ adj. 完全な                                                 「補語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということは                                            「主語」 

er ｴｱ pron 彼が                                                    「主語」 

zu ihnen ﾂｰ･ｲｰﾈﾝ adv.（Sternen の代用）その星たちを           「間接目的語」 

hinaufschaut, ﾋﾅｳﾌｼｬｳﾄ 3 単現(hinauf|schauen) 

v.i（方向を）眺める                                             「動詞句」 

um glücklich zu sein. ｳﾑ･ｸﾞﾘｭｯｸﾘﾋ･ﾂｰ･ｻﾞｲﾝ 

 adv.（目的：um+zu 不定詞）幸福になるために              「副詞句：völlig」 

 

彼は心に思い描いた：『あの空の上のどこかに僕の花があるんだ．．．』だけど、羊がその花を

食べてしまったら、彼にとっては、あらゆる星が突然消えてしまうようなものだ。 

Er sagt sich: Meine Blume ist da oben, irgendwo... Wenn aber das Schaf die Blume frißt, 

so ist es für ihn, als wären plötzlich alle Sterne ausgelöscht!  

「主語」「動詞句」：「主語」「動詞」「副詞句」 

「副詞節」,「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」「補語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

sagt sich: ｻﾞｰｸﾄ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単現(sich-4 sagen)v.pr 心に思い描く              「動詞句」 

Meine Blume ﾏｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.1 格 僕の花が                                  「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜にある                                           「動詞」 

da oben, irgendwo... ﾀﾞｰ･ｵｰﾍﾞﾝ･ｲﾙｹﾞﾝﾄｳﾞｫｰ adv. あの空の上のどこかに     「副詞句」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（仮定）〜すると                                       「副詞節」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

das Schaf ﾀﾞｽ･ｼｬｰﾌ n.n.1 格 羊が                                  「主語」 

die Blume ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.4 格 その花を                          「目的語」 

frißt, ﾌﾘｽﾄ 3 単現(fressen)v.t（動物が）食べる                      「動詞」 

so ｿﾞｰ conj., adv. そうすると                                              「副詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

für ihn, ﾌｭｰｱ･ｲｰﾝ adv. 彼にとって                                       「副詞句」 

als ｱﾙｽ conj. まるで〜のような                                            「補語」 

wären ...ausgelöscht! ｳﾞｪｰﾚﾝ...ｱｳｽｹﾞﾚｼﾄ 接 II･3 複過･状態受動(aus|löschen) 

   v.t 消された、消えた                                           「動詞句」 

plötzlich ﾌﾟﾚｯﾂﾘﾋ adv. 突然                                          「副詞」 

alle Sterne ｱﾚ･ｼｭﾃﾙﾈ pl.n.m あらゆる星が                             「主語」 
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「それでも、それが重要ではないと言うのか？」 

Und das soll nicht wichtig sein?«          《Und「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」》 

Und ｳﾝﾄ conj. そして、それでも 

das ﾀﾞｽ pron それが                                                     「主語」 

soll nicht ...sein?« ｿﾞﾙ･ﾆﾋﾄ...ｻﾞｲﾝ 3 単現･否定･抗議的反問(sollen+不定詞) 

   v.i 〜でないと言うのか？                                            「動詞句」 

wichtig ｳﾞｨﾋﾃｨﾋ adj. 重要な                                              「補語」 

 

彼はもう何も言えなくなって、突然すすり泣いた。 

Er konnte nichts mehr sagen. Er brach plötzlich in Schluchzen aus.  

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

konnte ...sagen. ｺﾝﾃ...ｻﾞｰｹﾞﾝ 3 単過･可能(können+不定詞) 

v.t（否定文で）言うことができなかった                               「動詞句」 

nichts mehr ﾆﾋﾂ･ﾒｰｱ pron もう何も〜ない                               「目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

brach ...aus. ﾌﾞﾗｰﾊ...ｱｳｽ 3 単過(aus|brechen) 

v.i（突然感情を爆発させる）（in）〜した                               「動詞句」 

plötzlich ﾌﾟﾚｯﾂﾘﾋ adv. 突然                                               「副詞」 

in Schluchzen ｲﾝ･ｼｭﾙﾌﾂｪﾝ adv.（状態に）すすり泣く                      「副詞句」 

 

気が付くと、日が暮れていた。僕は工具を脇に置いた。 

Die Nacht war hereingebrochen. Ich hatte mein Werkzeug weggelegt.  

「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Die Nacht ﾃﾞｨｰ･ﾅﾊﾄ n.f 夜が                                              「主語」 

war hereingebrochen. ｳﾞｧｰﾙ･ﾍﾗｲﾝ･ｹﾞ･ﾌﾞﾛﾋｪﾝ 3 単過･完了形(herein|brechen) 

  v.i 突然始まっていた                                                  「動詞句」 

  急に、夜になっていた → 気が付くと、夜になっていた 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                        「主語」 

hatte ...weggelegt. ﾊｯﾃ...ｳﾞｪｰｸ･ｹﾞ･ﾚｰｸﾄ 1 単過･完了形(weg|legen)v.t 脇へ置いた「動詞句」 

mein Werkzeug ﾏｲﾝ･ｳﾞｪｱｸﾂｫｲｸ n.n 工具を                                  「目的語」 

 

ハンマーも、ボルトも、のどの渇きや死も、すべてが僕にとってはどうでもよかった。 

Mein Hammer, mein Bolzen, der Durst und der Tod, alles war mir gleichgültig.  

「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」 

Mein Hammer, ﾏｲﾝ･ﾊﾏｰ n.m ハンマー、金づち                             「主語」 
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mein Bolzen, ﾏｲﾝ･ﾎﾞﾙﾂｪﾝ n.m ボルト                                      「主語」 

der Durst ﾃﾞｱ･ﾄﾞｩﾙｽﾄ n.m 喉の渇き                                       「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

der Tod, ﾃﾞｱ･ﾄｰﾄ n.m 死                                                 「主語」 

alles ｱﾚｽ pron すべてのことが                                            「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 僕にとっては                                         「間接目的語」 

gleichgültig. ｸﾞﾗｲﾋｷﾞｭﾙﾃｨﾋ adj. つまらない、どうでもよい                   「補語」 

 

一つの星の上で、惑星の上で、僕の星ここ地球の上で、一人の王子様を慰める必要があった。

僕は彼を両腕で抱いた。 

Es galt auf einem Stern, einem Planeten, auf dem meinigen, hier auf der Erde, einen 

kleinen Prinzen zu trösten! Ich nahm ihn in die Arme.  

「動詞句」「副詞句」「主語」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Es galt ｶﾞﾙﾄ 3 単過･非人称(es gelten et-4)v.h 〜が必要だった              「動詞句」 

auf einem Stern, ｱｳﾌ･ｱｲﾈﾑ･ｼｭﾃｱﾝ adv. 一つの星の上で                    「副詞句」 

einem Planeten, ｱｲﾈﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. 惑星の上で                           「副詞句」 

auf dem meinigen, ｱｳﾌ･ﾃﾞｰﾑ･ﾏｲﾆｹﾞﾝ adv. 僕の星の上で                    「副詞句」 

hier auf der Erde, ﾋｰｱ･ｱｳﾌ･ﾃﾞｱ･ｴｱﾃﾞ adv. ここ地球の上で                 「副詞句」 

einen kleinen Prinzen ｱｲﾈﾝ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 一人の王子様を〜することが    「主語」 

zu trösten! ﾂｰ･ﾄﾚｰｽﾃﾝ 不定詞.v.t 慰める                             「動詞句」 

  zu 不定詞句が「主語」である 

  Jetzt gilt es, die Wahrheit zu sagen. いま必要なのは真実を話すことだ。 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

nahm ﾅｰﾑ 1 単過(nehmen)v.t つかんだ                                     「動詞」 

ihn ｲｰﾝ pron 彼を                                                     「目的語」 

in die Arme. ｲﾝ･ﾃﾞｨｰ･ｱﾙﾒ adv. 両腕で                                    「副詞句」 

 

僕は彼を揺り動かして、ささやくように言った：「君が愛している花は、大丈夫だよ。僕が

君の羊に口輪を描いてあげるから」 

Ich wiegte ihn. Ich flüsterte ihm zu: »Die Blume, die du liebst, ist nicht in Gefahr... Ich 

werde ihm einen Maulkorb zeichnen, deinem Schaf...  

「主語」「動詞」「目的語」 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」：《「主語」「動詞」「補語」 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」「動詞句」,「間接目的語」》 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

VII 

  141 / 483 

wiegte ｳﾞｨｰｸﾃ 1 単過(wiegen)v.t 揺り動かした                              「動詞」 

ihn. ｲｰﾝ pron.4 格 彼を                                                「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

flüsterte ...zu: ﾌﾘｭｽﾃｱﾃ...ﾂｰ 1 単過(zu|flüstern)v.t ささやいた              「動詞句」 

ihm ｲｰﾑ pron.3 格 彼に                                            「間接目的語」 

»Die Blume, ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.1 格 花は                                      「主語」 

die du liebst, ﾃﾞｨｰ･ﾄﾞｩ･ﾘｰﾌﾟｽﾄ adj. 君が愛している                「形容詞節」 

ist nicht ｲｽﾄ･ﾆﾋﾄ 3 単現･否定(sein)v.i 〜でない                           「動詞句」 

in Gefahr... ｲﾝ･ｹﾞﾌｧｰﾙ adv. 危険な状態に                                  「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

werde ...zeichnen, ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾂｧｲﾋﾈﾝ 1 単未･意思(werden+不定詞) 

   v.t 描いてあげる                                                    「動詞句」 

ihm ｲｰﾑ pron.3 格 彼に                                            「間接目的語」 

einen Maulkorb ｱｲﾈﾝ･ﾏｳﾙｺｰﾌﾟ n.m 口輪を                           「直接目的語」 

deinem Schaf... ﾀﾞｲﾈﾑ･ｼｬｰﾌ pron.3 格 君の羊に                       「間接目的語」 

 

「君の花のためにフェンスを描いてあげるよ。僕は．．．」僕はもうそれ以上なんて言ったら

よいか分からなかった。 

Ich werde dir einen Zaun für deine Blume zeichnen... Ich...« Ich wusste nicht, was ich 

noch sagen sollte.  

《「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」「副詞句」┃「主語」》 

「主語」「動詞句」「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

werde ...zeichnen... ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾂｧｲﾋﾈﾝ 1 単未･意思(werden+不定詞) 

   v.t 描いてあげる                                                    「動詞句」 

dir ﾃﾞｨｱ pron.3 格 君に                                            「間接目的語」 

einen Zaun ｱｲﾈﾝ･ﾂｧｳﾝ n.m.4 格 フェンスを、柵を                    「直接目的語」 

für deine Blume ﾌｭｰｱ･ﾀﾞｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ adv. 君の花のために                   「副詞句」 

Ich...« ｲｯﾋ pron 僕は．．．                                                「主語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

wusste nicht, ｳﾞｽﾃ･ﾆﾋﾄ 1 単過･否定(wissen)v.t 分からなかった             「動詞句」 

was ｳﾞｧｽ conj. 〜をするかということが                                  「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                 「主語」 

noch ﾉｯﾎ adv. さらに                                              「副詞」 

sagen sollte. ｻﾞｰｹﾞﾝ･ｿﾞﾙﾃ 1 単過･義務(sollen+不定詞) 

   v.t 言うべきだった                                            「動詞句」 
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僕は自分がとても不器用に思われた。 

Ich kam mir sehr ungeschickt vor.   「主語」「動詞句」「間接目的語」「補語」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

kam ...vor. ｶｰﾑ...ﾌｫｱ 1 単過(vor|kommen) 

v.i(j-3+様態) 〜のように思われた                                      「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron.3 格 自分が                                           「間接目的語」 

sehr ungeschickt ｾﾞｰｱ･ｳﾝｹﾞｼｸﾄ adj. とても不器用な                        「補語」 

 

どうすれば僕の気持ちが彼に届くのか、そして、どこで彼と心を通じ合えるのかということ

が、僕は分からなかった。 

Ich wusste nicht, wie ich zu ihm gelangte, wo ich ihn erreichen konnte.  

「主語」「動詞句」「目的語」,「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

wusste nicht, ｳﾞｽﾃ･ﾆﾋﾄ 1 単過･否定(wissen)v.t 分からなかった             「動詞句」 

wie ｳﾞｨｰ adv. どうやって〜することが                                   「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

zu ihm ﾂｰ･ｲｰﾑ adv. 彼に                                        「副詞句」 

gelangte, ｹﾞﾗﾝｸﾃ 1 単過･仮定法過去(gelangen)v.i 届くだろう         「動詞」 

wo ｳﾞｫｰ adv. どこで〜することが                                       「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

ihn ｲｰﾝ pron.4 格 彼と                                         「目的語」 

erreichen konnte. ｴｱﾗｲﾋｪﾝ･ｺﾝﾃ 1 単過･仮定法過去(konnen+不定詞) 

   v.t(j-4 と) 連絡がとれるだろう                                「動詞句」 

 

それほど神秘的なのだ、涙の国というのは！ 

Es ist so geheimnisvoll, das Land der Tränen.                「動詞」「補語」「主語」 

Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は das Land 以降） 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

so geheimnisvoll, ｿﾞｰ･ｹﾞﾊｲﾑﾆｽﾌｫﾙ adj. それほど神秘的な                    「補語」 

das Land ﾀﾞｽ･ﾗﾝﾄ n.n.1 格 国は                                           「主語」 

der Tränen. ﾃﾞｱ･ﾄﾚｰﾈﾝ pl.n.f.2 格 涙の                            「形容詞句」 
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VIII 

 

やがて僕は、その花の事をもっとよく知るようになった。 

Bald sollte ich jene Blume besser kennenlernen.  

「副詞」「動詞句」「主語」「目的語」「副詞」「動詞句」 

Bald ﾊﾞﾙﾄ adv. やがて                                                   「副詞」 

sollte ...kennenlernen. ｿﾞﾙﾃ...ｹﾈﾝﾚｱﾈﾝ 1 単過･運命(sollen+不定詞) 

   v.t 〜のことを知るようになった                                      「動詞句」 

  kennen|lernen ｹﾈﾝﾚｱﾈﾝ v.t（et-4 の事を）知るに至る、（j-4 と）知り合いになる 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

jene Blume ｲｪｰﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.4 格 その花を                                「目的語」 

besser ﾍﾞｯｻｰ adj.（gut の比較級）より良く                                「副詞」 

 

王子様の惑星には、以前から、花びらが一重のとても美しい花があった；それはまるで重要

ではないし、誰の迷惑にもならなかった。 

Es hatte auf dem Planeten des kleinen Prinzen immer schön Blumen gegeben, sehr 

einfache, aus einem einzigen Kranz von Blütenblättern geformt; sie spielten keine große 

Rolle und störten niemanden.      「動詞句」「副詞句」「主語」「動詞句」「形容詞句」； 

「主語」「動詞」「目的語」und「動詞」「目的語」 

Es hatte ...gegeben, ｴｽ･ﾊｯﾃ...ｹﾞｹﾞｰﾍﾞﾝ 3 単過･完了形･非人称(es geben et-4 何-4 が) 

   v.h 存在した、あった                                                「動詞句」 

auf dem Planeten des kleinen Prinzen ｱｳﾌ･ﾃﾞｰﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ･ﾃﾞｽ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ 

   adv. 王子様の惑星には                                               「副詞句」 

immer schon ｲﾏｰ adv. 以前から、いつも                                   「副詞」 

  immer ｲﾏｰ adv. いつも schon ｼｮｰﾝ adv. もう、 

Blumen ﾌﾞﾙｰﾒﾝ pl.n.f.4 格 花が                                           「主語」 

sehr einfache, ｾﾞｰｱ･ｱｲﾝﾌｧﾍ adj.pl.4 格 とても美しい               「形容詞句」 

aus einem einzigen Kranz ｱｳｽ･ｱｲﾈﾑ･ｱｲﾝﾁｹﾞﾝ･ｸﾗﾝﾂ 

 adv. 1 連なりだけで                                   「副詞句」 

von Blütenblättern ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾙｰﾃﾝﾌﾞﾚﾀｰﾝ adv. 花びらについて  「副詞句」 

geformt; ｹﾞﾌｫｱﾑﾄ adj. 形作られた                  「形容詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl それらは                                                 「主語」 

spielten ｼｭﾋﾟｰﾙﾃﾝ 3 複過･時制の一致(spielen)v.t 役を演じる                 「動詞」 

keine große Rolle ｶｲﾈ･ｸﾞﾛｰｾ･ﾛﾚ n.f 重要な役を〜ない                     「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

störten ｼｭﾃｰｱﾃﾝ 3 複過･時制の一致(stören)v.t 邪魔をしない                  「動詞」 
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niemanden. ﾆｰﾏﾝﾃﾞﾝ pron.4 格 誰も〜ない                               「目的語」 

 

その花たちは、ある朝、草の間から急に現れて、夕方には消えてしまうのだ。 

Sie leuchteten eines Morgens im Grase auf und erloschen am Abend.  

「主語」「動詞句」「副詞句」und「動詞」「副詞句」 

Sie ｼﾞｰ pron.pl その花は                                                 「主語」 

leuchteten ...auf ﾛｲﾋﾃﾃﾝ...ｱｳﾌ 3 複過･時制の一致(auf|leuchten)v.i 急に現れる「動詞句」 

  auf|leuchten ｱｳﾌ･ﾛｲﾋﾃﾝ v.i ぱっと光る 

eines Morgens ｱｲﾈｽ･ﾓｱｹﾞﾝｽ n.m.3 格 ある朝に                           「副詞句」 

im Grase ｲﾑ･ｸﾞﾗｰｾ adv. 草の間から                                     「副詞句」 

  男性･中性単数名詞など 2 格に-es が付く名詞では、3 格の語尾に-e が付くことがある。 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

erloschen ｴｱﾛｯｼｪﾝ 3 複過･時制の一致(erlöschen)v.i 消える                   「動詞」 

am Abend. ｱﾑ･ｱｰﾍﾞﾝﾄ adv. 夕方には                                     「副詞句」 

 

しかしその花は、ある日どこから来たか分からない 1 つの種から根をはりました。それで

王子さまは、ほかの芽とはあまり似ていないこの新芽をとても詳しく見張っていました。 

Aber jene eine hatte eines Tages Wurzel geschlagen, aus einem Samen, weiß Gott woher, 

und der kleine Prinz hatte diesen Sproß, der den andern Sprößlingen nicht glich, sehr 

genau überwacht.       Aber「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

und「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

jene eine ｲｪｰﾈ pron その一つの花は                                        「主語」 

hatte ...geschlagen, ﾊｯﾃ...ｹﾞｼｭﾗｰｹﾞﾝ 3 単過･完了形(schlagen)v.t（根を）はった「動詞句」 

eines Tages ｱｲﾈｽ･ﾀｰｹﾞｽ adv. ある日                                      「副詞句」 

Wurzel ｳﾞﾙﾂｪﾙ n.f（植物の）根                                          「目的語」 

aus einem Samen, ｱｳｽ･ｱｲﾈﾑ･ｻﾞｰﾒﾝ adv. 1 つの種から                       「副詞句」 

weiß Gott woher, ｳﾞｧｲｽ･ｺﾞｯﾄ･ｳﾞｫﾍｰｱ adj. どこから来たか分からない「形容詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

hatte ...überwacht. ﾊｯﾃ...ﾕｰﾊﾞｰﾊﾞﾊﾄ 3 単過･完了形(überwachen) 

   v.t 見張っていた                                                    「動詞句」 

diesen Sproß, ﾃﾞｨｰｾﾞﾝ･ｼｭﾌﾟﾛｰｽ n.m この新芽を                          「目的語」 

der ﾃﾞｱ pron.m それは                                           「主語」 

den andern Sprößlingen ﾃﾞﾝ･ｱﾝﾀﾞｰﾝ･ｼｭﾌﾟﾛｽﾘﾝｹﾞﾝ 

 pl.n.m.3 格 他の芽に                                     「間接目的語」 
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nicht glich, ﾆﾋﾄ･ｸﾞﾘﾋ 3 単過･否定(gleichen)v.i あまり似ていない    「動詞句」 

sehr genau ｾﾞｰｱ･ｹﾞﾅｳ adv. とても詳しく                                 「副詞句」 

 

それはバオバブの新種なのかもしれなかった。 

Das konnte eine neue Art Affenbrotbaum sein.     「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

konnte ...sein. ｺﾝﾃ...ｻﾞｲﾝ 3 単過･可能性(können+不定詞) 

   v.i 〜であるかもしれなかった                                         「動詞句」 

eine neue Art Affenbrotbaum ｱｲﾈ･ﾉｲｴ･ｱｰﾙﾄ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾊﾞｳﾑ n.f バオバブの新種「補語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかしその低木は成長を中断して、つぼみを付け始めた。 

Aber der Strauch hörte bald auf zu wachsen und begann, eine Blüte anzusetzen.  

Aber「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」「目的語」und「動詞」「目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

der Strauch ﾃﾞｱ･ｼｭﾄﾗｳﾌ n.m その低木は                                   「主語」 

hörte ...auf ﾎｱﾃ...ｱｳﾌ 3 単過(auf|hören)v.t（zu 不定句を目的語にして）中止した「動詞句」 

bald ﾊﾞﾙﾄ adv. すぐに                                                    「副詞」 

zu wachsen ﾂｰ･ｳﾞｧｸｾﾝ zy 不定詞 n. 成長することを                       「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

begann, ﾍﾞｶﾞﾝ 3 単過(beginnen)v.t（zu 不定句と）〜し始めた                「動詞」 

zu 不定句 n. 〜することを                                               「目的語」 

eine Blüte ｱｲﾈ･ﾌﾞﾘｭｰﾃ n.f（特に樹木の）花を                      「目的語」 

anzusetzen. ｱﾝ･ﾂｰ･ｾﾞｯﾂｪﾝ zu 不定詞 v.t（木がつぼみを）つける      「動詞句」 
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巨大な蕾が成長するのを見ていた王子さまは、そこから奇跡が現れるに違いないと十分に

感じ取っていた。ところが、その花は緑の小部屋の中で美しくなる準備が終わらなかった。 

Der kleine Prinz, der der Entwicklung einer riesigen Knospe beiwohnte, fühlte wohl, es 

müsse eine wunderbare Erscheinung aus ihr hervorgehn, aber die Blume wurde nicht 

fertig damit, sich in ihrer grünen Kammer auf ihre Schönheit vorzubereiten.  

「主語」「動詞」「副詞」,「動詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」 

aber「主語」「動詞句」「補語」「副詞句」 

Der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

der ﾃﾞｱ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

der Entwicklung ﾃﾞｱ･ｴﾝﾄｳﾞｨｸﾙﾝｸﾞ n.m.3 格 成長に     「間接目的語」 

einer riesigen Knospe ｱｲﾅｰ･ﾘｰｼﾞｹﾞﾝ･ｸﾉｽﾍﾟ 

 n.f.2 格 巨大なつぼみの                  「形容詞句」 

beiwohnte, ﾊﾞｲ･ｳﾞｫｰﾝﾃ 3 単過(bei|wohnen) 

v.i 立ち会った、目撃した                               「動詞句」 

fühlte ﾌｭｰﾙﾃ 3 単過(fühlen)v.t 感じていた                                  「動詞」 

wohl, ｳﾞｫｰﾙ adv. しっかりと、十分に                                      「副詞」 

es ｴｽ pron 非人称 

müsse ...hervorgehn, ﾐｭｯｾ...ﾌｪｱﾌｫｱｹﾞｰｴﾝ 接・3 単現･推量(müssen+不定詞 hervorgehen) 

   v.i 現れるに違いない                                                「動詞句」 

eine wunderbare Erscheinung ｱｲﾈ･ｳﾞﾝﾀﾞｰﾊﾞｰﾚ･ｴｱｼｬｲﾇﾝｸﾞ 

 n.f.1 格 奇跡的な出来事が                                              「主語」 

aus ihr ｱｳｽ･ｲｰｱ adv. そこから                                          「副詞句」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

die Blume ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.1 格 その花は                                   「主語」 

wurde nicht ｳﾞﾙﾃﾞ･ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(werden)v.i 〜にならなかった          「動詞句」 

fertig ﾌｪｱﾃｨﾋ adj. 完成した                                               「補語」 

damit, ﾀﾞﾐｯﾄ conj. 〜するために                                        「副詞句」 

sich ...vorzubereiten. ｽﾞｨｯﾋ...ﾌｫｱ･ﾂｰ･ﾍﾞﾗｲﾃﾝ zu 不定句(sich vorbereiten) 

   v.pr(auf の) 準備をする                                      「動詞句」 

in ihrer grünen Kammer ｲﾝ･ｲｰﾗｰ･ｸﾞﾘｭｰﾈﾝ･ｶﾏｰ 

 adv. 緑の小部屋の中で                                       「副詞句」 

auf ihre Schönheit ｱｳﾌ･ｲｰﾚ･ｼｪｰﾝﾊｲﾄ adv. 自分の美しさを      「間接目的語」 

 

  



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

VIII 

  147 / 483 

花は念入りに色彩を選び、ゆっくりと服を着付けて、花びらを一枚一枚整えていた。 

Sie wählte ihre Farben mit Sorgfalt, sie zog sich langsam an, sie ordnete ihre 

Blütenblätter eins nach dem andern.  

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」, 

「主語」「動詞句」「副詞」,「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                     「主語」 

wählte ｳﾞｪｰﾙﾃ 3 単過(wählen)v.t 選んでいた                               「動詞」 

ihre Farben ｲｰﾚ･ﾌｧｰﾍﾞﾝ pl.n.f.4 格 色彩を                               「目的語」 

mit Sorgfalt, ﾐｯﾄ･ｿﾞｱｸﾌｧﾙﾄ adv. 念入りに                                「副詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                      「主語」 

zog sich ...an, ｿﾞｰｸ･ｽﾞｨｯﾋ...ｱﾝ 3 単過(sich-4 an|ziehen)v.pr 服を着た       「動詞句」 

langsam ﾗﾝｸﾞｻﾞｰﾑ adv. ゆっくりと                                        「副詞」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                      「主語」 

ordnete ｵﾙﾄﾞﾈﾃ 3 単過(ordnen)v.t 整えた、整理した                         「動詞」 

ihre Blütenblätter ｲｰﾚ･ﾌﾞﾘｭｰﾃﾝﾌﾞﾚﾀｰ pl.n.n.4 格 花びらを                 「目的語」 

eins nach dem andern. ｱｲﾝｽ･ﾅｰﾊ･ﾃﾞｰﾑ･ｱﾝﾃﾞﾙﾝ adv. 次々に、一枚一枚       「副詞句」 

 

その花は、ヒナゲシの花のようにしわくちゃの姿を現したくなかったのだ。 

Sie wollte nicht wie die Mohnblüten ganz zerknittert herauskommen.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

Sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                     「主語」 

wollte nicht ...herauskommen. ｳﾞｫﾙﾃ･ﾆﾋﾄ...ﾍﾗｳｽ･ｺﾒﾝ 3 単過･願望･否定 

   (wollen+不定詞)v.i 現れたくなかった                                  「動詞句」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                              「副詞句」 

die Mohnblüten ﾃﾞｨｰ･ﾓｰﾝ･ﾌﾞﾘｭｰﾃﾝ pl.n.f.1 格 ヒナゲシの花         「目的語」 

ganz zerknittert ｶﾞﾝﾂ･ﾂｪｱｸﾆｯﾀｰﾄ adj. まったくしわくちゃの「形容詞句」 

 

彼女は、美しさで一杯の礼服に包まれる前に姿を現したくなかった。 

Sie wollte nicht früher erscheinen als im vollen Ornat ihrer Schönheit.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」「副詞句」 

Sie ｼﾞｰ pron.f 彼女は                                                    「主語」 

wollte nicht ...erscheinen ｳﾞｫﾙﾃ･ﾆﾋﾄ...ｴｱｼｬｲﾈﾝ 3 単過･願望･否定(wollen+不定詞) 

   v.i 現れたくなかった                                                「動詞句」 

früher ﾌﾘｭｰｱｰ adv.（früh の比較級）（als よりも）前に                   「副詞句」 

als ｱﾙｽ conj.（比較級と）〜よりも                                      「副詞句」 

im vollen Ornat ｲﾑ･ﾌｫﾚﾝ･ｵﾙﾅｰﾄ adv. 〜が一杯の礼服に包まれて     「副詞句」 
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ihrer Schönheit. ｲｰﾗｰ･ｼｪｰﾝﾊｲﾄ n.f.2 格 彼女の美しさの    「形容詞句」 

 

そうなのだ！彼女は人にいいところを見せたかったのだ。 

Nun ja! sie wollte gefallen.                              「感嘆」,「主語」「動詞句」 

Nun ja! ﾇｰﾝ･ﾔｰ adv. そうなのだ                                           「感嘆」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                      「主語」 

wollte gefallen. ｳﾞｫﾛｳﾃ･ｹﾞﾌｧﾚﾝ 3 単過･願望(wollen+不定詞) 

   v.i（人に）良い感じを与えたかった                                   「動詞句」 

フランス語の原文では  おしゃれだった 

Eh! oui. Elle était très coquette!  

そうなのだ！彼女は非常におしゃれだったのだ。 

 

従って、彼女の神秘的なお化粧は何日も続いた。 

Ihre geheimnisvolle Toilette hatte also Tage und Tage gedauert.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

Ihre geheimnisvolle Toilette ｲｰﾚ･ｹﾞﾊｲﾑﾆｽﾌｫﾚ･ﾄｱﾚｯﾃ 

 n.f.1 格 彼女の神秘的なお化粧は                                        「主語」 

hatte ...gedauert. ﾊｯﾃ...ｹﾞﾀﾞｳｱｰﾄ 3 単過･完了形(dauern)v.i（時間が）続いた 「動詞句」 

also Tage und Tage ｱﾙｿﾞｰ･ﾀｰｹﾞ･ｳﾝﾄ･ﾀｰｹﾞ adv. 従って何日も               「副詞句」 

 

そしてある朝、ちょうど日の出の時間に、彼女は姿を現した。 

Und dann, eines Morgens, gerade zur Stunde des Sonnenaufganges, hatte sie sich 

enthüllt.                                    「副詞句」,「動詞句」「主語」「動詞句」 

Und dann, ｳﾝﾄ･ﾀﾞﾝ adv. そしてそれから                                 「副詞句」 

eines Morgens, ｱｲﾈｽ･ﾓｱｹﾞﾝｽ n.m.2 格 ある朝に                           「副詞句」 

gerade zur Stunde ｹﾞﾗｰﾃﾞ･ﾂｰｱ･ｼｭﾄｩﾝﾃﾞ adv. ちょうどの時間に             「副詞句」 

des Sonnenaufganges, ﾃﾞｽ･ｿﾞﾈﾝｱｳﾌｶﾞﾝｹﾞｽ adj. 日の出の         「形容詞句」 

hatte ...sich enthüllt. ﾊｯﾃ...ｽﾞｨｯﾋ･ｴﾝﾄﾋｭﾙﾄ 3 単過･完了形(sich-4 enthüllen) 

   v.pr 姿を現した                                                     「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.f 彼女は                                                    「主語」 

 

それほど綿密にお化粧を続けていた彼女は、あくびをしながら言った。 

Und die, die mit solcher Genauigkeit gearbeitet hatte, sagte gähnend: 

Und「主語」「動詞」「副詞」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

die, ﾃﾞｨｰ pron 彼女は                                                    「主語」 
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die ﾃﾞｨｰ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

mit solcher Genauigkeit ﾐｯﾄ･ｿﾞﾙﾋｬｰ･ｹﾞﾅｳｲﾋｶｲﾄ 

 adv. それほどの綿密さで                              「副詞句」 

gearbeitet hatte, ｹﾞｱｰﾙﾊﾞｲﾃｯﾄ･ﾊｯﾃ 3 単過･完了形(arbeiten) 

v.i お化粧していた                                   「動詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

gähnend: ｹﾞｰﾈﾝﾄ 現在分詞(gähnen)adv. あくびをしながら                   「副詞」 

 

「ああ！やっと目が開いたわ．．．ごめんなさいね．．．まだ髪がぐしゃぐしゃだわ．．．」 

»Ach! ich bin kaum aufgewacht... Ich bitte um Verzeihung... Ich bin noch ganz zerrauft...« 

《「感嘆」┃「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「間接目的語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

»Ach! ｱｯﾊ int. ああ                                                      「感嘆」 

ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

bin kaum aufgewacht... ﾋﾞﾝ･ｶｳﾑ･ｱｳﾌｹﾞﾏﾊﾄ 1 単現･状態受動(auf|machen+ kaum) 

   v.t やっと目が開いた                                                「動詞句」 

  kaum ｶｳﾑ adv. かろうじて〜する、やっと〜する 

Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

bitte ﾋﾞｯﾃ 1 単現(bitten)v.t(um et-4 何-4 を) 願う、求める                  「動詞」 

um Verzeihung... ｳﾑ･ﾌｪｱﾂｧｲｳﾝｸﾞ adv. 赦しを                         「間接目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

noch ﾉｯﾎ adv. まだ                                                「副詞」 

ganz zerrauft...« ｶﾞﾝﾂ･ﾂｪｱﾗｳﾌﾄ 過去分詞(zerraufen)adj. 髪がぐしゃぐしゃの  「補語」 

 

その時、王子さまは感嘆の念を抑えることができなかった。 

Da konnte der kleine Prinz seine Bewunderung nicht mehr verhalten: 

「副詞」「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」 

Da ﾀﾞｰ adv. その時                                                      「副詞」 

konnte ...nicht mehr verhalten: ｺﾝﾃ...ﾆﾋﾄ･ﾒｰｱ･ﾌｪｱﾊﾙﾃﾝ 3 単過･可能･否定 

   (können+不定詞+ nicht mehr)v.t もはや抑制できなかった               「動詞句」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

seine Bewunderung ｻﾞｲﾈ･ﾍﾞｳﾞﾝﾃﾞﾙﾝｸﾞ n.f 感嘆の念を                     「目的語」 

 

「あなたはなんと美しいのだろう！」 

»Wie schön Sie sind!«                                     《「補語」「主語」「動詞」》 

»Wie schön ｳﾞｨｰ･ｼｪｰﾝ adj.（感嘆）なんと美しい                            「補語」 
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Sie ｼﾞｰ pron あなたは                                                   「主語」 

sind!« ｼﾞﾝﾄ 3 複現･敬称(sein)v.i 〜である                                  「動詞」 

 

「ね、そうでしょう？」と、花は静かに答えた。「それに、あたくしは、太陽と同時に生ま

れましたの」 

»Nicht wahr?« antwortete sanft die Blume. »Und ich bin zugleich mit der Sonne 

geboren...« 

《「応答」》,「動詞」「副詞」「主語」,《Und「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」》 

»Nicht wahr?« ﾆﾋﾄ･ｳﾞｧｰﾙ adv.（念押し）そうでしょう？                     「応答」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

sanft ｻﾞﾝﾌﾄ adv. 物静かに、穏やかに                                      「副詞」 

die Blume. ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.1 格 花は                                       「主語」 

»Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

bin ...geboren...« ﾋﾞﾝ...ｹﾞﾎﾞｰﾚﾝ 1 単現･状態受動(gebären)v.t 生まれた       「動詞句」 

zugleich ﾂｸﾞﾗｲﾋ adv. 同時に                                              「副詞」 

mit der Sonne ﾐｯﾄ･ﾃﾞｱ･ｿﾞﾈ adv. 太陽と                                  「副詞句」 

生まれた ：gebären の使い方 

履歴書などでは、Ich wurde .... geboren. 私は生まれた。が用いられるが、日常会話などで

は、Ich bin ... geboren. の形が用いられる。 

 

王子さまは、彼女があまり慎み深くないことをしっかりと察知した。しかし感動するほど美

しかった。 

Der kleine Prinz erriet wohl, dass sie nicht allzu bescheiden war, aber sie war so rührend!                                         

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

erriet ｴｱﾘｰﾄ 3 単過(erraten)v.t 察知した                                   「動詞」 

wohl, ｳﾞｫｰﾙ adv. しっかりと、十分に                                      「副詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                              「主語」 

nicht allzu bescheiden ﾆﾋﾄ･ｱﾙﾂｰ･ﾍﾞｼｬｲﾃﾞﾝ 

 adj.（部分否定）あまり控え目でない                             「補語」 

war, ｳﾞｧｰﾙ 3 単過･時制の一致(sein)v.i 〜である                      「動詞」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                      「主語」 

war, ｳﾞｧｰﾙ 3 単過･時制の一致(sein)v.i 〜である                             「動詞」 
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so rührend! ｿﾞｰ･ﾘｭｰﾚﾝﾄ adj. 感動的な                                     「補語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「朝食の時間だと思いますけど」と、やがて彼女は付け加えた。「わたくしのことを考える

親切心がおありになって？」 

»Ich glaube, es ist Zeit zum Frühstücken«, hatte sie bald hinzugefügt, »hätten Sie die 

Güte, an mich zu denken?« 

《「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞句」「主語」「副詞」「動詞句」, 

《「動詞」「主語」「目的語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                      「主語」 

glaube, ｸﾞﾗｳﾍﾞ 1 単現(glauben)v.t 〜と思う                                「動詞」 

n. 〜ということを                                                      「目的語」 

es ｴｽ pron（非人称）時間は                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                    「動詞」 

Zeit ﾂｧｲﾄ n.f 時間                                                「補語」 

zum Frühstücken«, ﾂｰﾑ･ﾌﾘｭｰｼｭﾁｭｯｹﾝ adj. 朝食の           「形容詞句」 

hatte ...hinzugefügt, ﾊｯﾃ...ﾋﾝﾂｰ･ｹﾞ･ﾌｭｰｸﾄ 3 単過･完了形(hinzu|fügen) 

   v.t 付け加えた                                                      「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                      「主語」 

bald ﾊﾞﾙﾄ adv. やがて                                                    「副詞」 

»hätten ﾍｯﾃﾝ 接 II･3 複現･語調緩和･疑問文(haben)v.t ありませんか？         「動詞」 

Sie ｼﾞｰ pron あなたは                                                   「主語」 

die Güte, ﾃﾞｨｰ･ｷﾞｭｰﾃ n.f 親切心                                         「目的語」 

an mich zu denken?« ｱﾝ･ﾐｯﾋ･ﾂｰ･ﾃﾞﾝｹﾝ 

 adj.（同格）私のことを考えるという                         「形容詞句」 
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そしてすっかり動揺した王子さまは、新鮮な水の入った如雨露を取ってきて、花に水をかけ

たやった。 

Und völlig verwirrt hatte der kleine Prinz eine Gießkanne mit frischem Wasser geholt 

und die Blume begossen. 

Und「副詞句」「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」und「目的語」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

völlig verwirrt ﾌｪﾘﾋ･ﾌｪｱｳﾞｨｱﾄ adv. すっかり動揺して                      「副詞句」 

  völlig ﾌｪﾘﾋ adv. 完全に verwirrt ﾌｪｱｳﾞｨｱﾄ adj. 動揺した、混乱した 

hatte ...geholt ﾊｯﾃ...ｹﾞﾎﾙﾄ 3 単過･完了形(holen)v.t（物を）行って取ってきた 「動詞句」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

eine Gießkanne ｱｲﾈ･ｷﾞｰｽｶﾝﾈ n.f 如雨露を                                「目的語」 

mit frischem Wasser ﾐｯﾄ･ﾌﾘｼｪﾑ･ｳﾞｧｯｻｰ adj. 新鮮な水の入った    「形容詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

die Blume ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f 花に                                          「目的語」 

begossen. ﾍﾞｺﾞｾﾝ 3 単過･完了形(begießen)v.t（水を）かけた               「動詞句」 

 

そうして早くも、彼女はいくらか臆病な虚栄心によって彼を苦しめ始めた。 

So hatte sie ihn sehr bald schon mit ihrer etwas scheuen Eitelkeit gequält.  

「副詞」「動詞句」「主語」「目的語」「副詞句」「動詞句」 

So ｿﾞｰ adv. そうして                                                     「副詞」 

hatte ...gequält. ﾊｯﾃ...ｹﾞｸｳﾞｪﾙﾄ 3 単過･完了形(quälen) 

v.t（肉体的･精神的に）苦しめた                                      「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.f 彼女は                                                    「主語」 

ihn ｲｰﾝ pron.m.4 格 彼を                                               「目的語」 

sehr bald schon ｾﾞｰｱ･ﾊﾞﾙﾄ･ｼｮｰﾝ adv. 早くも                             「副詞句」 

mit ihrer etwas scheuen Eitelkeit ﾐｯﾄ･ｲｰﾗｰ･ｴﾄｳﾞｧｽ･ｼｬｳｴﾝ･ｱｲﾃﾙｶｲﾄ 

   adv. いくらか臆病な彼女の虚栄心によって                             「副詞句」 

   etwas ｴﾄｳﾞｧｽ pron いくらか scheuen ｼｬｳｴﾝ adj.f.3 格 臆病な、内気な 

Eitelkeit ｱｲﾃﾙｶｲﾄ n.f.3 格 虚栄心 

 

例えばある日、彼女が自分の 4 本の棘について話していた時に、王子様に言った： 

Eines Tages zum Beispiel, als sie von ihren vier Dornen sprach, hatte sie zum kleinen 

Prinzen gesagt:      「副詞句」,「副詞節」,「動詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」 

Eines Tages ｱｲﾈｽ･ﾀｰｹﾞｽ n.m.2 格（副詞的 2 格）ある日に                  「副詞句」 

zum Beispiel, ﾂｰﾑ･ﾊﾞｲｼｭﾋﾟｰﾙ adv. 例えば                         「副詞句」 
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als ｱﾙｽ conj.（過去のある時点で）〜したとき                             「副詞節」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                               「主語」 

von ihren vier Dornen ﾌｫﾝ･ｲｰﾚﾝ･ﾌｨｰｱ･ﾄﾞｱﾈﾝ 

 adv. 自分の 4 本の棘について                              「間接目的語」 

sprach, ｼｭﾌﾟﾗｰﾊ 3 単過(sprechen)v.i(von について) 話した            「動詞」 

hatte ...gesagt: ﾊｯﾃ...ｹﾞｻﾞｰｸﾄ 3 単過･完了形(sagen)v.t 言った               「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                      「主語」 

zum kleinen Prinzen ﾂｰﾑ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ adv. 王子様に                「間接目的語」 

 

「虎たちが、かぎ爪を持ってやって来たって構わないわ！」 

»Sie sollen nur kommen, die Tiger, mit ihren Krallen!« 

《「主語」「動詞句」,「主語」「副詞句」》 

»Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らが                                                  「主語」 

sollen nur kommen, ｿﾞﾚﾝ･ﾇｰｱ･ｺﾒﾝ 3 複現･挑発(sollen nur+不定詞) 

   v.i 来るならそうすれば良い                                          「動詞句」 

die Tiger, ﾃﾞｨｰ･ﾁｰｶﾞｰ pl.n.m 虎が                                         「主語」 

mit ihren Krallen!« ﾐｯﾄ･ｲｰﾚﾝ･ｸﾗﾚﾝ adv. 鈎爪を持って                     「副詞句」 

   Krallen ｸﾗﾚﾝ pl.n.f(Kralle) かぎ爪 

 

「僕の惑星には虎はいませんよ」と、王子さまは反論した。「それに、虎は草を食べません」 

»Es gibt keine Tiger auf meinem Planeten«, hatte der kleine Prinz eingewendet, »und die 

Tiger fressen auch kein Gras.« 

《「動詞句」「主語」「副詞句」》,「動詞句」「主語」「動詞句」, 

《und「主語」「動詞」「目的語」》 

»Es gibt ｴｽ･ｷﾞｰﾌﾟﾄ 3 単現･非人称(geben)v.i 〜はいる、ある                「動詞句」 

keine Tiger ｶｲﾈ･ﾁｰｶﾞｰ n.m 虎は〜ない                                    「主語」 

auf meinem Planeten«, ｱｳﾌ･ﾏｲﾈﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. 僕の惑星には               「副詞句」 

hatte ...eingewendet, ﾊｯﾃ...ｱｲﾝ･ｹﾞ･ｳﾞｪﾝﾃﾞｯﾄ 3 単過･完了形(ein|wenden) 

   v.t(et-4 何-4 に対して) 異論を唱えた                                  「動詞句」 

   ein|wenden ｱｲﾝ･ｳﾞｪﾝﾃﾞﾝ v.t 異論を唱える（過去分詞は eingewandt もある） 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

»und ｳﾝﾄ conj. そして 

die Tiger ﾃﾞｨｰ･ﾁｰｶﾞｰ pl.n.m 虎は                                         「主語」 

fressen ﾌﾚｯｾﾝ 3 複現 v.t（動物が）食う                                     「動詞」 

auch kein Gras.« ｱｳﾌ･ｶｲﾝ･ｸﾞﾗｰｽ n.n.4 格 草も〜ない                      「目的語」 
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「私は、草ではありませんよ」と、花は静かに答えた。 

»Ich bin kein Gras«, hatte die Blume sanft geantwortet. 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「主語」「動詞句」 

»Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                      「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                          「動詞」 

kein Gras«, ｶｲﾝ･ｸﾞﾗｰｽ n.n.1 格 草〜でない                                「補語」 

hatte ...geantwortet. ﾊｯﾃ...ｹﾞｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃｯﾄ 3 単過･完了形(antworten 

v.i 答えた                                                          「動詞句」 

die Blume ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.1 格 花は                                       「主語」 

sanft ｻﾞﾝﾌﾄ adv. 静かに                                                  「副詞」 

 

「ごめんなさい」 

»Verzeihen Sie mir...«                              《「動詞」「主語」「間接目的語」》 

»Verzeihen ﾌｪｱﾂｧｲｴﾝ 命・3 複現･二人称敬称 v.t 許してください              「動詞」 

Sie ｼﾞｰ pron あなたは                                                   「主語」 

mir...« ﾐｰｱ pron.3 格 私を                                          「間接目的語」 

命令法 ： 目の前の二人称に対する命令形 

du  : 語幹＋e （e は省略されることが多い） 

ihr  : 二人称複数現在形（君たち）が使用される 

Sie  : 三人称複数現在形（あなた、あなた方）が使用される、「主語」Sie を付ける 

 

「私は、虎は怖くないけれど、すきま風が怖いの。衝立はお持ちにならないのですか？」 

»Ich fürchte mich nicht vor den Tigern, aber mir graut vor der Zugluft. Hätten Sie keinen 

Wandschirm?« 

《「主語」「動詞句」「間接目的語」aber「間接目的語」「動詞」「間接目的語」 

「動詞」「主語」「目的語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                      「主語」 

fürchte mich nicht ﾌｭﾙﾋﾃ･ﾐｯﾋ･ﾆﾋﾄ 1 単現･否定(sich-4 fürchten) 

v.pr（vor et-3 何-3 を）恐れない                                      「動詞句」 

vor den Tigern, ﾌｫｰｱ･ﾃﾞﾝ･ﾁｹﾞﾙﾝ adv. 虎を                            「間接目的語」 

  den Tigern ﾃﾞﾝ･ﾁｹﾞﾙﾝ pl.n.m.3 格 虎を 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

mir ﾐｰｱ pron 私にとって                                           「間接目的語」 

graut ｸﾞﾗｳﾄ 3 単現･非人称(es grauen j-3 vor et-3)v.h がこわい               「動詞」 

vor der Zugluft. ﾌｫｰｱ･ﾃﾞｱ･ﾂｰｸﾙﾌﾄ adv. すきま風が                    「間接目的語」 

  der Zugluft ﾃﾞｱ･ﾂｰｸﾙﾌﾄ n.f.3 格 すきま風 
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Hätten ﾍｯﾃﾝ 接 II･3 複現･推測(haben)v.t 持っているだろうか？              「動詞」 

Sie ｼﾞｰ pron あなたは                                                   「主語」 

keinen Wandschirm?« ｹｲﾈﾝ･ｳﾞｧﾝﾄｼﾙﾑ n.m 衝立を〜なにもない             「目的語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風が怖いだって？植物にしては、運が悪いな。この花はかなり気難しいな。 

Grauen vor Zugluft?... Das sind schlechte Aussichten für eine Pflanze, hatte der kleine 

Prinz festgestellt. Diese Blume ist recht schwierig... 

「動詞」「間接目的語」┃「目的語」「動詞句」「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

Grauen ｸﾞﾗｳｴﾝ 3 複現･非人称 v.h（vor et-3 〜が）怖い                      「動詞」 

vor Zugluft?... ﾌｫｱ･ﾂｰｸﾙﾌﾄ adv. すきま風を                           「間接目的語」 

Das ﾀﾞｽ pron それは〜であるということを                               「目的語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                  「動詞」 

schlechte Aussichten ｼｭﾚﾋﾃ･ｱｳｽｼﾞﾋﾃﾝ pl.n.f.1 格 運が悪い            「補語」 

   schlecht ｼｭﾚﾋﾄ adj. 悪い Aussicht ｱｳｽｽﾞｨﾋﾄ n.f 見込み、チャンス 

für ﾌｭｰｱ prep（4 格と）（関連）〜にしては、〜にとっては    「副詞句」 

eine Pflanze, ｱｲﾈ･ﾌﾟﾌﾗﾝﾂｪ n.f.4 格 植物              「目的語」 

hatte ...festgestellt. ﾊｯﾃ...ﾌｪｽﾄ･ｹﾞ･ｼｭﾃﾙﾄ 3 単過･完了形(fest|stellen) 

   v.t 気づいた、認めた                                                「動詞句」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

Diese Blume ﾃﾞｨｰｾﾞ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f この花は                                   「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

recht schwierig... ﾚﾋﾄ･ｼｭｳﾞｨｰﾘﾋ adj. かなり気難しい                        「補語」 

   recht ﾚﾋﾄ adv. 相当に、かなり schwierig ｼｭｳﾞｨｰﾘﾋ adj. 難しい、気難しい 

王子さまが心の中で思ったこと 
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「夕方になったら、わたくしにガラスの覆いをかけてくださる？あなたのところはとても

寒いわ。居心地が悪いの。わたくしがやってきた、あちらは．．．」 

»Am Abend werden Sie mich unter einen Glassturz stellen. Es ist sehr kalt bei Ihnen. 

Das ist schlecht eingerichtet. Da, wo ich herkomme...« 

《「副詞句」,「動詞句」「主語」「目的語」「副詞句」「動詞句」》 

「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」┃「副詞句」 

»Am Abend ｱﾑ･ｱｰﾍﾞﾝﾄ adv. 夕方には                                    「副詞句」 

werden ...stellen. ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ...ｼｭﾃﾚﾝ 3 複現･敬称･丁寧な依頼(werden+不定詞) 

   v.t 入れてくださいますか                                            「動詞句」 

   stellen ｼｭﾃﾚﾝ v.t 入れる、置く 

Sie ｼﾞｰ pron あなたは                                                   「主語」 

mich ﾐｯﾋ pron 私を                                                    「目的語」 

unter einen Glassturz ｳﾝﾀｰ･ｱｲﾈﾝ･ｸﾞﾗｰｽ･ｼｭﾄﾙﾂ adv. ガラスの覆いの下に     「副詞句」 

Es ｴｽ pron 非人称主語・気候 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sehr kalt ｾﾞｰｱ･ｶﾙﾄ adj. とても寒い                                       「補語」 

bei Ihnen. ﾊﾞｲ･ｲｰﾈﾝ adv. あなたのところは                        「副詞句」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

schlecht eingerichtet. ｼｭﾚﾋﾄ･ｱｲﾝ･ｹﾞ･ﾘﾋﾃｯﾄ 過去分詞(ein|richten) 

   adj. 必要な設備が整っていない、居心地が悪い                           「補語」 

Da, ﾀﾞｰ adv. そこは                                                    「副詞句」 

wo ｳﾞｫｰ adv. そこから〜する                                  「形容詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 私が                                       「主語」 

herkomme...« ﾍｱ･ｺﾒ 1 単現(her|kommen)v.i こちらへ来た「動詞句」 

 

しかし彼女は話を中断した。彼女は、種子の形でこちらにやって来たのだった。 

Aber sie hatte sich unterbrochen. Sie war in Form eines Samenkorns gekommen.  

Aber「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                      「主語」 

hatte sich unterbrochen. ﾊｯﾃ･ｽﾞｨｯﾋ･ｳﾝﾀｰﾌﾞﾛﾍﾝ 3 単過･完了形(sich unterbrechen) 

   v.pr（話を）中断した                                                「動詞句」 

Sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                     「主語」 

war ...gekommen. ｳﾞｧｰﾙ...ｹﾞｺﾒﾝ 3 単過･完了形(kommen)v.i やって来た     「動詞句」 
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in Form ｲﾝ･ﾌｫﾙﾑ adv. 形で                                             「副詞句」 

eines Samenkorns ｱｲﾈｽ･ｻﾞｰﾒﾝｺﾙﾈｽ n.n.2 格 種子の              「形容詞句」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彼女はほかの世界については何も知ることができなかったはずだ。 

Sie hatte nichts von den anderen Welten wissen können.  「主語」「動詞句」「目的語」 

Sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                     「主語」 

hatte ...wissen können. ﾊｯﾃ...ｳﾞｨｯｾﾝ･ｹﾈﾝ 3 単過･完了形･可能 

   (können+不定詞)v.i(von et-3 何-3 について) 知ることができた           「動詞句」 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

von den anderen Welten ﾌｫﾝ･ﾃﾞﾝ･ｱﾝﾃﾞﾚﾝ･ｳﾞｪﾙﾃﾝ 

 adv. ほかの世界については                                    「副詞句」 

  den anderen Welten ﾃﾞﾝ･ｱﾝﾃﾞﾚﾝ･ｳﾞｪﾙﾃﾝ pl.n.m.3 格 ほかの世界に 

 

そんな単純な嘘を気づかれたことに恥じ入って、彼女は 2、3 回咳払いをして、王子様の方

が間違っていることにした。 

Beschämt, sich bei einer so einfältigen Lüge ertappen zu lassen, hatte sie zwei- oder 

dreimal gehustet, um den kleinen Prinzen ins Unrecht zu setzen: 

「副詞句」,「動詞句」「主語」「副詞句」 

Beschämt, ﾍﾞｼｪﾑﾄ 過去分詞･受動･原因 adv. 恥じ入ったので                「副詞句」 

sich ...ertappen zu lassen, ｽﾞｨｯﾋ...ｴｱﾀｯﾍﾟﾝ･ﾂｰ･ﾗｯｾﾝ zu 不定句･使役 

   v.t 気づかれたことを                                         「目的語」 

bei einer so einfältigen Lüge ﾍﾞｲ･ｱｲﾅｰ･ｿﾞｰ･ｱｲﾝﾌｪﾙﾁｹﾞﾝ･ﾘｭｰｹﾞ 

   adv. そんな単純な嘘を                            「間接目的語」 

hatte ...gehustet, ﾊｯﾃ...ｹﾞﾌｽﾃｯﾄ 3 単過･完了形(husten)v.i 咳払いをした      「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                      「主語」 

zwei- oder dreimal ﾂｳﾞｧｲ･ｵｰﾀﾞｰ･ﾄﾞﾗｲﾏﾙ adv. 2、3 回                      「副詞句」 
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um ｳﾑ prep(+zu 不定詞)（結果）そして〜した、（目的）〜するために       「副詞句」 

den kleinen Prinzen ﾃﾞﾝ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m.4 格 王子様を          「目的語」 

ins Unrecht ｲﾝｽ･ｳﾝﾚﾋﾄ adv. 間違った側に                         「副詞句」 

zu setzen: ﾂｰ･ｾﾞｯﾂｪﾝ zu 不定詞 v.t 座らせる                       「動詞句」 

 

「衝立は．．．？」 

»Der Wandschirm...?«                                                     「確認」 

»Der Wandschirm...?« ﾃﾞｱ･ｳﾞｧﾝﾄｼﾙﾑ n.m 衝立は？                          「確認」 

 

「僕はそれを取りに行こうとしていたのに、あなたが話しかけてきたでしょう！」 

»Ich wollte ihn gerade holen, aber Sie sprachen mit mir!« 

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」,aber「主語」「動詞」「間接目的語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

wollte ...holen, ｳﾞｫﾙﾃ...ﾎｰﾚﾝ 1 単過･意思(wollen+不定詞) 

   v.t 取ってこようとしていた                                          「動詞句」 

ihn ｲｰﾝ pron.m それを                                                 「目的語」 

gerade ｹﾞﾗｰﾃﾞ adv. まさに、ちょうど                                      「副詞」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

Sie ｼﾞｰ pron.敬称 あなたが                                               「主語」 

sprachen ｼｭﾌﾟﾗｰﾍﾝ 3 複過(sprechen)v.i(mit に) 話しかけてきた              「動詞」 

mit mir!« ﾐｯﾄ･ﾐｰｱ adv. 僕に                                        「間接目的語」 

 

するとふたたび彼女はわざと咳をして、王子様に良心の呵責を強いた。 

Dann hatte sie sich neuerlich zu ihrem Husten gezwungen, um ihm trotzdem 

Gewissensbisse aufzunötigen. 

「副詞」,「動詞句」「主語」「動詞句」「副詞」「間接目的語」「動詞句」,「副詞句」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. すると                                                    「副詞」 

hatte ... sich...gezwungen, ﾊｯﾃ...ｽﾞｨｯﾋ...ｹﾞﾂｳﾞﾝｹﾞﾝ 3 単過･完了形(sich zwingen) 

   v.pr(zu et-3 何-3 を) 自分で故意に〜をした                            「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                      「主語」 

neuerlich ﾉｲｱｰﾘｯﾋ adv. またしても、再び                                  「副詞」 

zu ihrem Husten ﾂｰ･ｲｰﾚﾑ･ﾌｽﾃﾝ adv. 咳を                            「間接目的語」 

um ｳﾑ prep(+zu 不定詞)（結果）そして〜した、（目的）〜するために       「副詞句」 

ihm ｲｰﾑ pron.3 格 彼に                                     「間接目的語」 

trotzdem ﾄﾛｯﾂﾃﾞｰﾑ adv. それでも                                  「副詞」 

Gewissensbisse ｹﾞｳﾞｨｯｾﾝｽﾋﾞｯｾ pl.n.m 良心の呵責を               「目的語」 
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aufzunötigen. ｱｳﾌ･ﾂｰ･ﾈｰﾁｹﾞﾝ zu 不定詞(auf|nötigen)v.t 〜を強いる 「動詞句」 

再帰代名詞の配置 ： 

定動詞正置の時は、定動詞のすぐ後ろに置く。定動詞倒置・後置の時は、「主語」が名詞な

らばそのすぐ前に、「主語」が代名詞ならばその直後に置く。完了の助動詞は haben。 

完了時制では、この文のように動詞句が 3 つの部分に分離する。 

 

それで王子さまは、淡い恋心による善意であったが、彼女を疑い始めた。彼女の重要ではな

い言葉をひどく真面目に受け止めたために、非常に不幸になってしまったのだ。 

So hatte der kleine Prinz trotz des guten Willens seiner Liebe rasch an ihr zu zweifeln 

begonnen, ihre belanglosen Worte bitter ernst genommen und war sehr unglücklich 

geworden. 

「副詞」「動詞句」「主語」「副詞句」「間接目的語」「動詞句」,「副詞句」,「動詞」「補語」 

So ｿﾞ- adv. それで                                                       「副詞」 

hatte ...zu zweifeln begonnen, ﾊｯﾃ...ﾂｰ･ﾂｳﾞｧｲﾌｪﾙﾝ･ﾍﾞｺﾞﾈﾝ 3 単過･完了形･開始 

   (beginnen zu+不定詞)v.i(an j-3 を) 疑い始めた                         「動詞句」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

trotz ﾄﾛｯﾂ prep（2 格と）〜にもかかわらず                              「副詞句」 

des guten Willens ﾃﾞｽ･ｸﾞｰﾃﾝ･ｳﾞｨﾚﾝｽ n.m.2 格 善意、良い意思      「目的語」 

seiner Liebe rasch ｻﾞｲﾅｰ･ﾘｰﾍﾞ･ﾗｯｼｭ 

 n.f.2 格 彼の素早い恋心の                           「形容詞句」 

an ihr ｱﾝ･ｲｰｱ adv. 彼女を                                          「間接目的語」 

ihre belanglosen Worte ｲｰﾚ･ﾍﾞﾗﾝｸﾞﾛｰｾﾞﾝ･ｳﾞｫｱﾃ 

 pl.n.n.4 格 彼女の重要ではない言葉を                        「目的語」 

   belanglos ﾍﾞﾗﾝｸﾞﾛｰｽ adj. 重要でない Worte ｳﾞｫｱﾃ pl.n.n(Wort) 言葉 

bitter ﾋﾞｯﾀｰ adv. ひどく、大変                                   「副詞」 

ernst ｴｱﾝｽﾄ adv. 真面目に                                        「副詞」 

genommen ｹﾞﾉﾒﾝ 過去分詞(nehmen)v.t 受け取ったために                 「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

war ...geworden. ﾜｰﾙ...ｹﾞｳﾞｫｱﾃﾞﾝ 3 単過･完了形(werden)v.i 〜になった      「動詞句」 

sehr unglücklich ｾﾞｰｱ･ｳﾝｸﾞﾘｭｯｸﾘﾋ adj. 非常に不幸に                        「補語」 
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「彼女の言うことを聞くべきではなかったんだ」と、ある日、王子様は僕に打ち明けた。 

»Ich hätte nicht auf die hören sollen«, gestand er mir eines Tages.  

《「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」》,「動詞」「主語」「間接目的語」「副詞句」 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

hätte nicht ...hören sollen«, ﾍｯﾃ･ﾆﾋﾄ...ﾍｰﾚﾝ･ｿﾞﾚﾝ 1 単過･義務･否定(sollen+不定詞 hören) 

   v.i(auf j-4)（人の言うことを）聞くべきではなかった                    「動詞句」 

auf die ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰ adv. 彼女の言うことを                             「間接目的語」 

gestand ｹﾞｼｭﾀﾝﾄ 3 単過(gestehen)v.t 告白した、打ち明けた                  「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

eines Tages. ｱｲﾈｽ･ﾀｰｹﾞｽ n.m.2 格 ある日                                 「副詞句」 

 

「人は花の言うことを聞いてはならない、人は花を見つめ、その香りをかいで欲しい」 

»Man darf den Blumen nicht zuhören, man muss sie anschauen und einatmen.  

《「主語」「動詞句」「間接目的語」,「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

»Man ﾏﾝ pron 人は                                                      「主語」 

darf ...nicht zuhören, ﾀﾞﾙﾌ...ﾆﾋﾄ･ﾂｰﾍｰﾚﾝ 3 単現･禁止(dürfen+不定詞) 

   v.i(et-3 何-3 を)（関心を持って）聞いてはならない                     「動詞句」 

den Blumen ﾃﾞﾝ･ﾌﾞﾙｰﾒﾝ pl.n.f.3 格 花の話を                         「間接目的語」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

muss ...anschauen und einatmen. ﾑｽ...ｱﾝ･ｼｬｳｴﾝ･ｳﾝﾄ･ｱｲﾝ･ｱｰﾄﾒﾝ 3 単現･要請 

   (müssen+不定詞)v.t 見つめて香り吸い込んでほしい                     「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女を                                                    「目的語」 
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「僕の花は、僕の惑星を良い香りで満たしてくれたけれど、僕はその香りを楽しむことがで

きなかったんだ」 

Die meine erfüllte den Planeten mit Duft, aber ich konnte seiner nicht froh werden.  

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」, aber「主語」「動詞句」「間接目的語」「補語」》 

Die meine ﾃﾞｨｰ･ﾏｲﾈ pron.f 僕の花は（Blume が省略されている）            「主語」 

erfüllte ｴｱﾌｭﾙﾃ 3 単過(erfüllen)v.t(et-4 mit et-3) 満たした                    「動詞」 

den Planeten ﾃﾞﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ pl.n.m.4 格 僕の惑星を                        「目的語」 

  Planet ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m –en/-en（弱変化名詞）惑星 

mit Duft, ﾐｯﾄ･ﾄﾞｩﾌﾄ adv. よい香りで                                    「副詞句」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

konnte ...werden. ｺﾝﾃ...ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ 1 単過･可能(können+不定詞) 

   v.i 〜になることができた                                            「動詞句」 

seiner ｻﾞｲﾅｰ pron 彼女の香りについて                              「間接目的語」 

nicht froh ﾆﾋﾄ･ﾌﾛｰ adj. 楽しくない                                        「補語」 

 

「僕をひどく苛つかせた鉤づめの話は、もしかしたら、僕の心を動かしたかもしれない。」 

Diese Geschichte mit den Krallen, die mich so gereizt hat, hätte mich rühren sollen.« 

《「主語」「動詞句」「目的語」》 

Diese Geschichte ﾃﾞｨｰｾﾞ･ｹﾞｼﾋﾃ n.f この話は                               「主語」 

mit ﾐｯﾄ prep（3 格と）（関連）〜に関しての                      「形容詞句」 

den Krallen, ﾃﾞﾝ･ｸﾗﾚﾝ pl.n.f.3 格 鉤づめの                「目的語」 

die ﾃﾞｨｰ pron(主語)〜する                                       「形容詞節」 

mich ﾐｯﾋ pron.4 格 僕を                                 「目的語」 

so ｿﾞｰ adv. とても                                        「副詞」 

gereizt hat, ｹﾞﾗｲﾂﾄ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形(reizen)v.t 苛立たせた「動詞句」 

hätte ...rühren sollen.« ﾍｯﾃ...ﾘｭｰﾚﾝ･ｿﾞﾚﾝ 接 II･3 単現･完了形･推量(sollen+不定詞) 

   v.t 〜の心を動かしたかもしれない                                    「動詞句」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                                   「目的語」 

 

彼はさらに僕に打ち明けた。 

Er vertraute mir noch an:           「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞」「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

vertraute ...an: ﾌｪｱﾄﾗｳﾃ...ｱﾝ 3 単過(an|vertrauen)v.t(j-3 et-4) 打ち明けた   「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

VIII 

  162 / 483 

noch ﾉｯﾎ adv. さらに                                                    「副詞」 

 

「僕はあの時はまだそのことを理解できなかったんだ！僕は、彼女の言葉によってではな

く彼女の行為によって彼女を判断するべきだったんだけど」 

»Ich habe das damals nicht verstehen können! Ich hätte sie nach ihrem Tun und nicht 

nach ihren Worten beurteilen sollen.  

《「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」┃「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

habe ...nicht verstehen können! ﾊｰﾍﾞ...ﾆﾋﾄ･ﾌｪｱｼｭﾃｰｴﾝ･ｹﾈﾝ 1 単現･完了形･可能･否定 

   (können＋不定詞)v.t 理解することが出来なかった                      「動詞句」 

das ﾀﾞｽ pron そのことを                                               「目的語」 

damals ﾀﾞｰﾏｰﾙｽ adv. あの時は                                            「副詞」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

hätte ...beurteilen sollen. ﾍｯﾃ...ﾍﾞ･ｳﾙﾀｲﾚﾝ･ｿﾞﾚﾝ 接 II･1 単現･完了形･推量 

   (sollen+不定詞)v.t 判断するべきだった（けれどもしなかった）          「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女を                                                    「目的語」 

nach ihrem Tun ﾅｰﾊ･ｲｰﾚﾑ･ﾄｩｰﾝ adv.（判断の基準）彼女の行為によって     「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

nicht nach ihren Worten ﾆﾋﾄ･ﾅｰﾊ･ｲｰﾚﾑ･ｳﾞｫｱﾃﾝ 

 adv.（判断の基準）彼女の言葉によってではなく                        「副詞句」 

 

「彼女は僕のために良い香りを放ち、そして輝いてくれた。僕は決して逃げ出すべきではな

かったのに！」 

Sie duftete und glühte für mich. Ich hätte niemals fliehen sollen!  

《「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞句」》 

Sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                     「主語」 

duftete ﾄﾞｩﾌﾃﾃ 3 単過(duften)v.i よい香りを出した                         「動詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

glühte ｸﾞﾘｭｰﾃ 3 単過(glühen)v.i 光を放った、灼熱した                      「動詞」 

für mich. ﾌｭｰｱ･ﾐｯﾋ adv. 僕のために                                     「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

hätte niemals fliehen sollen! ﾍｯﾃ･ﾆｰﾏﾙｽ･ﾌﾘｰｴﾝ･ｿﾞﾚﾝ 接 II･1 単現･完了形･推量･否定 

   (sollen+不定詞+ niemals)v.i 決して逃げ出すべきではなかったのに       「動詞句」 

 

  



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

IX 

  163 / 483 

「僕は、彼女の哀れな策略の裏にある彼女の愛を察知するべきだったのに。」 

Ich hätte hinter all den armseligen Schlichen Ihre Zärtlichkeit erraten sollen.  

《「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「動詞句」》 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

hätte ...erraten sollen. ﾍｯﾃ...ｴｱﾗｰﾃﾝ･ｿﾞﾚﾝ 接 II･1 単現･完了形･推量(sollen+不定詞) 

   v.t 察知するべきだった                                              「動詞句」 

hinter all den armseligen Schlichen ﾋﾝﾀｰ･ｱﾙ･ﾃﾞﾝ･ｱｰﾑﾂｪﾘﾋｪﾝ･ｼｭﾘﾋｪﾝ 

   adv. 彼女の哀れな策略の裏にある                                     「副詞句」 

Ihre Zärtlichkeit ｲｰﾚ･ﾂｪｰｱﾘﾋｶｲﾄ n.f 彼女の愛を                           「目的語」 

 

花というものはそれほど矛盾している。だけど僕は若すぎて、彼女を愛せななかった。 

Die Blumen sind so widerspruchsvoll! Aber ich war zu jung, um sie lieben zu können.« 

「主語」「動詞」「補語」┃Aber「主語」「動詞」「補語」 

Die Blumen ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒﾝ pl.n.f 花というものは                             「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

so widerspruchsvoll! ｿﾞｰ･ｳﾞｨｰﾀﾞｰｼｭﾌﾟﾙﾌｽﾌｫﾙ adj. それほど矛盾した          「補語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

zu jung, ﾂｰ･ﾕﾝｸﾞ adj. 若すぎた                                            「補語」 

um ｳﾑ prep 〜するために                                         「副詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女を                                       「目的語」 

lieben zu können.« ﾚｰﾍﾞﾝ･ﾂｰ･ｹﾈﾝ 不定詞(können+不定詞) 

   v.t 愛すことができる                                    「動詞句」 

 

IX 

 

僕は、王子さまは逃げ出すために野鳥の渡りを利用した、と思っている。 

Ich glaube, dass er zu seiner Flucht einen Zug wilder Vögel benutzt hat.  

「主語」「動詞」「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

glaube, ｸﾞﾗｳﾍﾞ 1 単現(glauben)v.t（〜と）思う                             「動詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

zu seiner Flucht ﾂｰ･ｻﾞｲﾅｰ･ﾌﾙﾌﾄ 

 adv.（目的）逃げ出すために、逃亡のために                     「副詞句」 
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einen Zug wilder Vögel ｱｲﾈﾝ･ﾂｰｸ･ｳﾞｨﾙﾀﾞｰ･ﾌｪｰｹﾞﾙ 

 n.m.4 格 野鳥の渡りを                                        「目的語」 

  einen Zug ｱｲﾈﾝ･ﾂｰｸ n.m.4 格（鳥の）渡りを wilder Vögel ｳﾞｨﾙﾀﾞｰ･ﾌｪｰｹﾞﾙ pl.2 格 野鳥の 

benutzt hat. ﾍﾞﾇｯﾂﾄ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形(benutzen)v.t 利用した       「動詞句」 

 

出発の朝、彼は自分の惑星をきちんと整えた。 

Am Morgen seiner Abreise brachte er seinen Planeten schön in Ordnung.  

「副詞句」,「動詞」「主語」「目的語」「補語」 

Am Morgen ｱﾑ･ﾓｱｹﾞﾝ adv. 朝に                                         「副詞句」 

seiner Abreise ｻﾞｲﾅｰ･ｱｯﾌﾟﾗｲｾﾞ n.f.2 格 出発の                  「形容詞句」 

brachte ﾌﾞﾗﾊﾃ 3 単過(bringen)v.t（et-4+副詞）〜へと至らしめた             「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

seinen Planeten ｻﾞｲﾈﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ n.m.4 格 自分の惑星を                    「目的語」 

schön ｼｪｰﾝ adv. きちんと                                            「副詞」 

in Ordnung. ｲﾝ･ｵﾙﾄﾞﾇﾝｸﾞ adv. 整頓されている                              「補語」 

  et-4 in Ordnung bringen 「何-4 を整理する、修理する」 

 

彼は入念に自分の活火山の煤払いをした。 

Sorgfältig fegte er seine tätigen Vulkane.            「副詞」「動詞」「主語」「目的語」 

Sorgfältig ｿﾞｱｸﾌｪﾙﾃｨﾋ adv. 入念に、注意深く                               「副詞」 

fegte ﾌｪｰｸﾃ 3 単過(fegen)v.t 掃除した                                      「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

seine tätigen Vulkane. ｻﾞｲﾈ･ﾃｰﾁｹﾞﾝ･ｳﾞﾙｶｰﾈ pl.n.m.4 格 彼の活火山を       「目的語」 

  tätigen ﾃｰﾁｹﾞﾝ adj.pl(tätig) 活動中の Vulkane ｳﾞﾙｶｰﾈ pl.n.m(Vulkan) 火山 

フランス語の原文では 掃除でなく、煤払い 

Il ramona soigneusement ses volcans en activité. 

念入りに活火山の煤払いをした。 

 

彼は活火山を 2 つ所有していた。それは朝食を作るのにとても便利だった。 

Er besaß zwei tätigen Vulkane, das war sehr praktisch zum Frühstückkochen.  

「主語」「動詞」「目的語」,「主語」「動詞」「補語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

besaß ﾍﾞｻﾞｰｽ 3 単過(besitzen)v.t 持っていた、所有していた                 「動詞」 

zwei tätigen Vulkane, ﾂｳﾞｧｲ･ﾃｰﾁｹﾞﾝ･ｳﾞﾙｶｰﾈ pl.n.m.4 格 活火山を 2 つ      「目的語」 

das ﾀﾞｽ pron（主語）（それは）〜する                          「形容詞節」 

  das は性･数にかかわりなく、人・物を紹介する。程度牛の数・人称は紹介される物に従
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う。ここでは、それぞれの活火山が〜であると紹介するので、単数扱いである。 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                       「動詞」 

sehr praktisch ｾﾞｰｱ･ﾌﾟﾗｸﾃｨｼｭ adj. とても便利な            「補語」 

zum Frühstückkochen. ﾂｰﾑ･ﾌﾘｭｰｼｭﾁｭｯｸ･ｺｯﾍﾝ 

 adv.（目的）朝食を料理するのに                 「副詞句」 

   Frühstück ﾌﾘｭｰｼｭﾁｭｯｸ n.n 朝食 kochen ｺｯﾍﾝ v.t 料理する → Frühstückkochen 

 

彼は休火山も 1 つ所有していた。 

Er besaß auch einen erloschenen Vulkan.                  「主語」「動詞」「目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

besaß ﾍﾞｻﾞｰｽ 3 単過(besitzen)v.t 持っていた、所有していた                 「動詞」 

auch ｱｳﾌ adv. 〜も                                              「副詞」 

einen erloschenen Vulkan. ｱｲﾈﾝ･ｴｱﾛｼｪﾈﾝ･ｳﾞﾙｶﾝ n.m.4 格 休火山を 1 つ     「目的語」 

 

しかし彼は自分に言い聞かせていた：「誰にも分ったものではない！」そして、彼は休火山

も煤払いをした。 

Da er sich aber sagte: Man kann nie wissen! fegte er auch den erloschenen Vulkan.  

「副詞」「主語」aber「動詞句」：《「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」「目的語」 

Da ﾀﾞｰ adv. そこで、そして                                              「副詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

sich ...sagte: ｽﾞｨｯﾋ...ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sich sagen)v.pr 自分に言い聞かせていた  「動詞句」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

kann nie wissen! ｶﾝ･ﾆｰ･ｳﾞｨｯｾﾝ 3 単現･可能･否定(können+不定詞 wissen+nie) 

   v.t 決して分からない                                                「動詞句」 

fegte ﾌｪｰｸﾃ 3 単過(fegen)v.t 掃除した                                      「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

auch ｱｳﾌ adv. 〜も                                              「副詞」 

den erloschenen Vulkan. ﾃﾞﾝ･ｴｱﾛｼｪﾈﾝ･ｳﾞﾙｶﾝ n.m.4 格 休火山を            「目的語」 

 

それらの火山が十分に煤払いされていれば、規則正しくゆっくり燃えて、爆発もしない。 

Wenn sie gut gefegt werden, brennen die Vulkane sanft und regelmäßig, ohne Ausbrüche.                                   

「副詞節」,「動詞」「主語」「副詞句」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき、もしも〜ならば                            「副詞節」 

sie ｼﾞｰ pron.pl それらの火山が                                    「主語」 

gut ｸﾞｰﾄ adv. 十分に、よく                                        「副詞」 
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gefegt werden, ｹﾞﾌｪｰｸﾄ･ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ 3 複現･受動(fegen) 

v.t 掃除されている                                           「動詞句」 

brennen ﾌﾞﾚﾈﾝ 3 複現 v.i 燃える                                           「動詞」 

die Vulkane ﾃﾞｨｰ･ｳﾞﾙｶｰﾈ pl.n.m(Vulkan) 火山は                            「主語」 

sanft ｻﾞﾝﾌﾄ adv. 穏やかに                                                「副詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

regelmäßig, ﾚｰｹﾞﾙﾒｰｽｨﾋ adv. 規則正しく                                   「副詞」 

ohne ｵｰﾈ prep 〜なしに                                                「副詞句」 

Ausbrüche. ｱｳｽﾌﾞﾘｭｯﾋｪ pl.n.m(Ausbruch) 爆発                     「目的語」 

 

火山の爆発は、煙突の火事みたいなものだ。 

Die Ausbrüche der Vulkane sind nichts weiter als Kaminbrände. 「主語」「動詞」「補語」 

Die Ausbrüche ﾃﾞｨｰ･ｱｳｽﾌﾞﾘｭｯﾋｪ pl.n.m 爆発は                             「主語」 

der Vulkane ﾃﾞｱ･ｳﾞﾙｶｰﾈ adj. 火山の                             「形容詞句」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

nichts weiter als ﾆﾋﾂ･ｳﾞｧｲﾀｰ･ｱﾙｽ pron 〜以外の何でもない                  「補語」 

Kaminbrände. ｶﾐﾝﾌﾞﾚﾝﾃﾞ pl.n.m 煙突の火事                        「目的語」 

  Kamin ｶﾐﾝ n.m 煙突 brände ﾌﾞﾚﾝﾃﾞ pl.n.m(Brand) 火事 → Kaminbrände 

 

それは明白である：つまり地球上では、私たちは小さすぎて火山の煤払いができない。 

Es ist klar: Wir auf unserer Erde sind viel zu klein, um unsere Vulkane zu kehren.  

「主語」「動詞」「補語」：「主語」「副詞句」「動詞」「補語」「副詞句」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

klar: ｸﾗｰﾙ adj. 明白な                                                    「補語」 

Wir ｳﾞｨｰｱ pron 私たちは                                                 「主語」 

auf unserer Erde ｱｳﾌ･ｳﾝｾﾞﾗｰ･ｴｱﾃﾞ adv. 地球上では                       「副詞句」 

sind ｼﾞﾝﾄ 1 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

viel zu klein, ﾌｨｰﾙ･ﾂｰ･ｸﾗｲﾝ adj. あまりに小さい、小さすぎる                「補語」 

um +zu 不定詞 ｳﾑ adv. 〜するためには                                  「副詞句」 

unsere Vulkane ｳﾝｾﾞﾚ･ｳﾞﾙｶｰﾈ pl.n.m 地球の火山を               「目的語」 

zu kehren. ﾂｰ･ｹｰﾚﾝ zu 不定詞 v.t 掃除する                       「動詞句」 

  viel+形容詞, um +zu 不定詞 「あまりに．．．なので、〜できない」 
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だから火山は僕たちにたくさんの嫌がらせをするんだ。 

Deshalb machen sie uns so viel Verdruss. 

「副詞」「動詞」「主語」「間接目的語」「直接目的語」 

Deshalb ﾃﾞｽﾊﾙﾌﾟ adv. それだから                                         「副詞」 

machen ﾏﾍﾝ 3 複現 v.t（j-3 et-4 人-3 に何-4 を）もたらす、与える            「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 火山たちは                                               「主語」 

uns ｳﾝｽ pron 僕たちに                                             「間接目的語」 

so viel Verdruss. ｿﾞｰ･ﾌｨｰﾙ･ﾌｪｱﾄﾞﾙｽ n.m たくさんの不愉快な気持ちを   「直接目的語」 

 

王子さまは少し憂鬱そうにバオバブの新芽を抜いたりもした。 

Der kleine Prinz riss auch ein bißchen schwermütig die letzten Triebe des 

Affenbrotbaumes aus.                「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「動詞句」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

riss ...aus. ﾘｽ...ｱｳｽ 3 単過(aus|reißen)v.t 引き抜いた                      「動詞句」 

auch ｱｳﾌ adv. 〜も                                                      「副詞」 

ein bißchen schwermütig ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ･ｼｭｳﾞｪｱﾐｭｰﾃｨﾋ adv. 少し憂鬱そうに    「副詞句」 

  ein bißchen ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ adj. 少しの schwermütig ｼｭｳﾞｪｱﾐｭｰﾃｨﾋ adv. 憂鬱で 

die letzten Triebe ﾃﾞｨｰ･ﾚﾂﾃﾝ･ﾄﾘｰﾍﾞ pl.n.m 新芽を                         「目的語」 

des Affenbrotbaumes ﾃﾞｽ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒｽ adj.pl バオバブの     「形容詞句」 

 

彼は、もう二度と戻ってくることはないと思っていた。 

Er glaubte nicht, dass er jemals zurückkehren müsse.     「主語」「動詞句」「目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

glaubte nicht, ｸﾞﾗｳﾌﾟﾃ･ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(gluaben)v.t 思わなかった          「動詞句」 

  主節を肯定文・従属節を否定文に変えて翻訳する 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

jemals ｲｪｰﾏｰﾙｽ adv. いつか                                        「副詞」 

zurückkehren müsse. ﾂﾘｭｯｸｹｰﾚﾝ･ﾐｭｯｾ 接・3 単過･推量(müssen+不定詞) 

   v.i 戻ってくるに違いない                                      「動詞句」 

 

しかしこれらの慣れ親しんだ仕事が、彼には、その朝はとても甘美なものに思われた。 

Aber alle diese vertrauten Arbeiten erschienen ihm an diesem Morgen ungemein süß.  

Aber「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

alle diese vertrauten Arbeiten ｱﾚ･ﾃﾞｨｰｾﾞ･ﾌｪｱﾄﾗｳﾃﾝ･ｱｰﾙﾊﾞｲﾃﾝ 
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 pl.n.f これらの慣れ親しんだ仕事が                                      「主語」 

erschienen ｴｱｼｰﾈﾝ 3 複過(erscheinen)v.i(j-3 人にとって) 〜のように思われた  「動詞」 

ihm ｲｰﾑ pron 彼にとって                                           「間接目的語」 

an diesem Morgen ｱﾝ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾑ･ﾓｱｹﾞﾝ adv. その朝は                  「副詞句」 

ungemein süß. ｳﾝｹﾞﾏｲﾝ･ｼﾞｭｰｽ adj. とても甘い                              「補語」 

   ungemein ｳﾝｹﾞﾏｲﾝ adv. きわめて süß ｼﾞｭｰｽ adj. 甘い、甘美な、心地よい 

 

そして彼が最後に花に水をかけてやり、ガラスの覆いを花にかぶせてやろうとしたとき、自

分の中に泣き出したい衝動が沸き上がるのを感じた。 

Und, als er die Blume zum letztenmal begoß und sich anschickte, sie unter den Schutz 

der Glasglocke zu stellen, entdeckte er in sich das Bedürfnis zu weinen. 

Und「副詞節」,「動詞」「副詞句」「目的語」 

Und, ｳﾝﾄ conj. そして 

als ｱﾙｽ conj. 〜したとき                                                「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼が                                                  「主語」 

die Blume ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.4 格 花に                              「目的語」 

zum letztenmal ﾂｰﾑ･ﾚｯﾂﾃﾝﾏﾙ adv. 最後に                         「副詞句」 

begoß ﾍﾞｺﾞｰｽ 3 単過(begießen)v.t(et-4 に)（水を）かけてやった       「動詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

sich anschickte ...zu stellen, ｽﾞｨｯﾋ･ｱﾝｼｯｸﾃ...ﾂｰｼｭﾃﾚﾝ 3 単過･試行 

   (sich an|schicken+zu 不定詞)v.t 入れようとした                「動詞句」 

, sie ｼﾞｰ pron 花を                                             「目的語」 

unter den Schutz ｳﾝﾀｰ･ﾃﾞﾝ･ｼｭｯﾂ adv. 防護装置の下に              「副詞句」 

der Glasglocke ﾃﾞｱ･ｸﾞﾗｰｽｸﾛｯｹ adj. 釣り鐘型ガラス器の   「形容詞句」 

entdeckte ｴﾝﾄﾃﾞｸﾃ 3 単過(entdecken)v.t 発見した                           「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は「主語」 

in sich ｲﾝ･ｽﾞｨｯﾋ adv. 自分自身の中に                                    「副詞句」 

das Bedürfnis ﾀﾞｽ･ﾍﾞﾃﾞｭﾙﾌﾆｽ n.n 欲求を                                 「目的語」 

zu weinen. ﾂｰ･ｳﾞｧｲﾈﾝ adj.（同格）泣きたいという               「形容詞句」 

 

「さようなら」と、王子様は花に言った。 

»Adieu«, sagte er zur Blume.                《「挨拶」》,「動詞」「主語」「間接目的語」 

»Adieu«, ｱｼﾞｭｰ int. さようなら                                            「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

zur Blume. ﾂｰｱ･ﾌﾞﾙｰﾒ adv. 花に                                     「間接目的語」 
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しかし彼女は彼に答えなかった。 

Aber sie antwortete ihm nicht.                  Aber「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                      「主語」 

antwortete ...nicht. ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ...ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(antworten) 

v.i(j-3 に) 答えなかった                                              「動詞句」 

ihm ｲｰﾑ pron.3 格 彼に                                            「間接目的語」 

 

「さようなら」と、王子様はもう一度言った。 

»Adieu«, wiederholte er.                                 《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

»Adieu«, ｱｼﾞﾕ int.（フランス語 adieu または à dieu：神に）さようなら       「挨拶」 

wiederholte ｳﾞｨｰｰﾀﾞｰﾎﾙﾃ 3 単過(wiederholen)v.t 繰り返した、もう一度言った 「動詞」 

er. ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

 

花は咳をしたが、風邪をひいたせいではなかった。 

Die Blume hustete. Aber das kam nicht von der Erkältung. 

「主語」「動詞」┃Aber「主語」「動詞」「副詞句」 

Die Blume ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f 花は                                           「主語」 

hustete. ﾌｽﾃﾃ 3 単過(husten)v.i 咳をした                                   「動詞」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

kam ｶｰﾑ 3 単過(kommen)v.i 来た                                         「動詞」 

nicht von der Erkältung. ﾆﾋﾄ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｱ･ｴｱｹﾙﾄｩﾝｸﾞ adv. 風邪のせいではなく  「副詞句」 

  von... は原因を表し、nicht は von 以降を否定している 

 

「わたしはバカだった」と、ついに彼女は彼に言った。「許してください。幸せになってね」 

»Ich bin dumm gewesen«, sagte sie endlich zu ihm. »Ich bitte dich um Verzeihung. 

Versuche, glücklich zu sein.« 

《「主語」「動詞句」「補語」》,「動詞」「主語」「副詞」「間接目的語」, 

《「主語」「動詞」「直接目的語」「間接目的語」┃「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                      「主語」 

bin ...gewesen«, ﾋﾞﾝ...ｹﾞｳﾞｪｰｾﾞﾝ 1 単現･完了形(sein)v.i 〜だった           「動詞句」 

dumm ﾄﾞｩﾑ adj. ばかな                                                  「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                      「主語」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

IX 

  171 / 483 

endlich ｴﾝﾄﾘﾋ adv. ついに                                                「副詞」 

zu ihm. ﾂｰ･ｲｰﾑ adv. 彼に                                           「間接目的語」 

»Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                      「主語」 

bitte ﾋﾞｯﾃ 1 単現(bitten)v.t(j-4 um et-4) 願う                               「動詞」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron あなたに                                          「直接目的語」 

um Verzeihung. ｳﾑ･ﾌｪｱﾂｧｲｳﾝｸﾞ adv. 赦しを                          「間接目的語」 

Versuche, ﾌｪｱｽﾞｰﾍ 命・2 単現(versuchen) 

v.t（+zu 不定句）〜しようとしてください                             「動詞句」 

glücklich zu sein.« ｸﾞﾘｭｯｸﾘﾋ･ﾂｰ･ｻﾞｲﾝ zu 不定句 v.i 幸せになる      「動詞句」 

 

非難する言葉が浴びせられなかったので、彼は驚いた。 

Es überraschte ihn, dass die Vorwürfe ausblieben.          「動詞」「目的語」「主語」 

Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は dass 以降） 

überraschte ﾕｰﾊﾞｰﾗｼｭﾃ 3 単過(überraschen)v.t 驚かした                     「動詞」 

ihn, ｲｰﾝ pron 彼を                                                     「目的語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということは                                            「主語」 

die Vorwürfe ﾃﾞｨｰ･ﾌｫｱｳﾞｭﾙﾌｪ pl.n.m 非難が、叱責                    「主語」 

ausblieben. ｱｳｽ･ﾌﾞﾘｰﾍﾞﾝ 3 複現(aus|bleiben)v.i 起こらなかった      「動詞句」 

 「非難が起こらなかった事は彼を驚かした」→ 主語を副詞句･原因として翻訳する 

 

彼は、手にガラスの覆いを持ち、すっかり取り乱してそこに立っていた。彼にはこの無言の

優しさが理解できなかった。 

Er stand ganz fassungslos da, mit der Glasglocke in der Hand. Er verstand diese stille 

Sanftmut nicht.              「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

stand ｼｭﾀﾝﾄ 3 単過(stehen)v.i 立っていた                                  「動詞」 

ganz fassungslos ｶﾞﾝｽﾞ･ﾌｧｽﾝｸﾞｽﾛｰｽ adv. まったく取り乱して              「副詞句」 

   fassungslos ﾌｧｽﾝｸﾞｽﾛｰｽ adv. 取り乱して 

da, ﾀﾞｰ adv. そこに                                                      「副詞」 

mit der Glasglocke ﾐｯﾄ･ﾃﾞｱ･ｸﾞﾗｰｽｸﾞﾛｯｹ adv.（様態）ガラスの覆いをもって 「副詞句」 

in der Hand. ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ﾊﾝﾄ adv. 手に                                      「副詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

verstand ...nicht. ﾌｪｱｼｭﾀﾝﾄ...ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(verstehen)v.t 理解しなかった  「動詞句」 

diese stille Sanftmut ﾃﾞｨｰｾﾞ･ｼｭﾃｨﾚ･ｻﾞﾝﾌﾄﾑｰﾄ n.f この静かなやさしさを     「目的語」 

   stille ｼｭﾃｨﾚ adj.f.4 格(still) 静かな Sanftmut ｻﾞﾝﾌﾄﾑｰﾄ n.f 優しさ 
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「だけど、そう、私はあなたが好きよ」と、花が言った。 

»Aber ja, ich liebe dich«, sagte die Blume. 

 《「感嘆」「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

»Aber ja, ｱﾍﾞｰﾙ･ﾔｰ adv. だけど、そう                                      「感嘆」 

ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

liebe ﾘｰﾍﾞ 1 単現(lieben)v.t 好きだ                                        「動詞」 

dich«, ﾃﾞｨｯﾋ pron あなたを                                             「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

die Blume. ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f 花が                                           「主語」 

 

「あなたはそのことを何も知らなかったでしょ。それは私のせいだけど、もうそんなことは

どうでもいいわ」 

»Du hast nichts davon gewußt. Das ist meine Schuld. Es ist ganz unwichtig.  

《「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

»Du ﾄﾞｩｰ pron あなたは                                                  「主語」 

hast ...gewußt. ﾊｽﾄ...ｹﾞｳﾞｽﾄ 2 単現･完了形(wissen)v.t 知らなかった         「動詞句」 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

davon ﾀﾞﾌｫﾝ adv. それについて                                    「副詞」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

meine Schuld. ﾒｲﾈ･ｼｭﾙﾄ n.f 私の責任                                      「補語」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ganz unwichtig. ｶﾞﾝﾂ･ｳﾝｳﾞｨﾋﾁﾋ adj. まったく重要ではない                  「補語」 

 

「だけどあなたも私と同じように馬鹿だったのよ。幸せになってね．．．このガラスの覆いを

片付けてちょうだい。もうそんなものはいらないわ」 

Aber du warst ebenso dumm wie ich. Versuche, glücklich zu sein... Laß diese Glasglocke 

liegen! Ich will sie nicht mehr...« 

《Aber「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」 

「動詞」「目的語」「補語」┃「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

du ﾄﾞｩｰ pron あなたは                                                   「主語」 

warst ｳﾞｧﾙｽﾄ 2 単過(sein)v.i 〜だった                                     「動詞」 

ebenso dumm ｴｰﾍﾞﾝｿﾞｰ･ﾄﾞｩﾑ adj. 同じように馬鹿な                        「補語」 

wie ich. ｳﾞｨｰ･ｲｯﾋ adv. 私を同じように                             「副詞句」 
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Versuche, ﾌｪｱｽﾞｰﾍ 命・2 単現(versuchen) 

v.t（+zu 不定句）〜しようとしてください                             「動詞句」 

glücklich zu sein... ｸﾞﾘｭｯｸﾘﾋ･ﾂｰ･ｻﾞｲﾝ zu 不定句 v.i 幸せになる      「動詞句」 

Laß ﾗｰｽ 命・2 単現･使役(lassen)v.t 〜させてちょうだい                     「動詞」 

diese Glasglocke ﾃﾞｨｰｾﾞ･ｸﾞﾗｰｽｸﾞﾛｯｹ n.f このガラスの覆いを               「目的語」 

liegen! ﾘｰｹﾞﾝ 不定詞･目的語の動作 v.i 横たわる、葬られている               「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

will ...nicht mehr...« ｳﾞｨﾙ...ﾆﾋﾄ･ﾒｰｱ 1 単現･否定(wollen+nicht mehr) 

   v.t もう必要ない、もういらない                                      「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron（Glasglocke の代用）それを                                「目的語」 

 

「でも風が．．．」 

»Aber der Wind...«                                                《Aber「主語」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. でも 

der Wind...« ﾃﾞｱ･ｳﾞｨﾝﾄ n.m 風が                                          「主語」 

 

「私はそれほどひどい風邪をひいているわけではないの、あの咳は．．． この涼しい夜のそ

よ風が私を元気にしてくれるでしょう。私は花だから」 

»Ich bin nicht so stark erkältet, dass... Die frische Nachtluft wird mir gut tun. Ich bin 

eine Blume.« 

《「主語」「動詞句」「補語」,「主語」┃「主語」「動詞句」「目的語」「補語」「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                      「主語」 

bin nicht  ﾋﾞﾝ･ﾆﾋﾄ 1 単現･否定(sein)v.i 〜でない                         「動詞句」 

so stark erkältet, ｿﾞｰ･ｼｭﾀﾙｸ･ｴｱｹﾙﾃｯﾄ adj. そんなにひどく風邪をひいた       「補語」 

dass... ﾀﾞｽ pron（この咳は）これは．．．                                   「主語」 

Die frische Nachtluft ﾃﾞｨｰ･ﾌﾘｯｼｪ･ﾅﾊﾄ･ﾙﾌﾄ n.f.1 格 この涼しい夜のそよ風が   「主語」 

  frische ﾌﾘｯｼｪ adj.f.1 格 涼しい、新鮮な Nacht ﾅﾊﾄ n.f 夜 Luft ﾙﾌﾄ n.f 空気、そよ風 

wird ...tun. ｳﾞｨﾙﾄ...ﾄｩﾝ 3 単未･推量(werden+不定詞 tun) 

   v.i（様態を示す語句と）作用をするだろう                             「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron 私にとって                                           「間接目的語」 

gut ｸﾞｰﾄ adj. 好ましい、元気な                                           「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

eine Blume.« ｱｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.1 格 花                                        「補語」 
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「だけど、獣が．．．」 

»Aber die Tiere...«                                                 《Aber「主語」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. だけど 

die Tiere...« ﾃﾞｨｰ･ﾁｴﾚ pl.n.n.1 格 獣が                                     「主語」 

 

「蝶と知り合いになりたいなら、2 匹や 3 匹の毛虫は我慢しなくちゃならないわ」 

»Ich muß wohl zwei oder drei Raupen aushalten, wenn ich die Schmetterlinge 

kennenlernen will.               《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」,「副詞節」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                      「主語」 

muß ...aushalten, ﾑｽ...ｱｳｽﾊﾙﾃﾝ 1 単現･必要(müssen+不定詞 aus|halten) 

   v.t 〜を我慢しなければならない                                      「動詞句」 

wohl zwei oder drei Raupen ｳﾞｫｰﾙ･ﾂｳﾞｧｲ･ｵｰﾀﾞｰ･ﾄﾞﾗｲ･ﾗｳﾍﾟﾝ 

 pl.n.f.4 格 2 匹や 3 匹の毛虫を                                        「目的語」 

   wohl ｳﾞｫｰﾙ adv.（数詞と）約 Raupe ﾗｳﾍﾟ n.f 毛虫、イモムシ 

wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）もしも〜ならば                                 「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 私が                                                「主語」 

die Schmetterlinge ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾒｯﾀｰﾘﾝｹﾞ pl.n.m(Schmetterling) 蝶を   「目的語」 

kennenlernen will. ｹﾈﾝﾚﾙﾈﾝ･ｳﾞｨﾙ 1 単現･願望(wollen+不定詞) 

   v.t 知り合いになりたい                                       「動詞句」 

 

その上、蝶ってとても美しいと思う。蝶のほかに誰が私を訪問してくれるというの？ 

Auch das scheint sehr schön zu sein. Wer wird mich sonst besuchen?  

《「副詞」「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」 

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」「動詞句」》 

Auch ｱｳﾌ adv. その上                                                    「副詞」 

das ﾀﾞｽ pron（Schmetterlinge 蝶 の代用）それは                          「主語」 

scheint ...zu sein. ｼｬｲﾝﾄ...ﾂｰ･ｻﾞｲﾝ 3 単現･見かけ(scheinen...zu+不定詞 sein) 

   v.i 〜であるように思える                                            「動詞句」 

sehr schön ｾﾞｰｱ･ｼｪｰﾝ adj. とても美しい                                   「補語」 

Wer ｳﾞｪｰｱ pron 誰が                                                    「主語」 

wird ...besuchen? ｳﾞｨﾙﾄ...ﾍﾞｽﾞｰﾍﾝ 3 単未･推量(werden+不定詞 besuchen) 

   v.t 訪問するだろうか？                                              「動詞句」 

mich ﾐｯﾋ pron 私を                                                    「目的語」 

sonst ｿﾞﾝｽﾄ adv. そうでないと、そのほかに                                「副詞」 
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「あなたは遠く離れて行ってしまうのでしょう？」 

Du wirst ja weit weg sein.                   《「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」》 

Du ﾄﾞｩ pron あなたは                                                   「主語」 

wirst ...sein. ｳﾞｨﾙｽﾄ...ｻﾞｲﾝ 2 単未･推量(werden+不定詞 sein) 

   v.i 行くのでしょう？                                                「動詞句」 

  sein ｻﾞｲﾝ v.i 〜にいる → 過去や未来時制では「行く」の意味になる 

ja weit weg ﾔｰ･ｳﾞｧｲﾄ･ｳﾞｪｯｸ adv. きっと遠く離れて                       「副詞句」 

  ja ﾔｰ adv.（確認）きっと、〜でしょう？ 

 

「大きな獣が襲ってきても、私はそれほど恐れないわ。自分の爪があるから」 

Was aber die großen Tiere angeht, so fürchte ich mich nicht. Ich habe meine Krallen.« 

《「目的語」「副詞」「動詞句」「主語」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

Was ｳﾞｧｽ conj.（先行詞なし）〜することを                               「目的語」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

die großen Tiere ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾁｴﾚ pl.n.n(Tier) 大きな獣が            「主語」 

angeht, ｱﾝｹﾞｰﾄ 3 単現(an|gehen)v.t 襲いかかる                    「動詞句」 

so ｿﾞｰ adv. そんなに                                                      「副詞」 

fürchte ...mich nicht. ﾌｭﾙﾋﾃ...ﾐｯﾋ･ﾆﾋﾄ 1 単現･否定(sich fürchten)v.pr 恐れない「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 私は                                                        「主語」 

Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                        「主語」 

habe ﾊｰｳﾞｪ 1 単現(haben)v.t ある                                          「動詞」 

meine Krallen.« ﾏｲﾈ･ｸﾗﾚﾝ pl.n.f 自分の爪が                              「目的語」 

 

そして彼女は無邪気に自分の 4 本のとげを見せた。それからさらに付け加えた。 

Und sie zeigt treuherzig ihre vier Dornen. Dann fügte sie noch hinzu: 

Und「主語」「動詞」「副詞」「目的語」┃「副詞」「動詞句」「主語」「副詞」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                      「主語」 

zeigt ﾂｧｲｸﾄ 3 単現(zeigen)v.t 見せる                                       「動詞」 

treuherzig ﾄﾛｲﾍｱﾂｨﾋ adv. 無邪気に                                        「副詞」 

ihre vier Dornen. ｲｰﾚ･ﾌｨｰｱ･ﾄﾞｱﾈﾝ pl.n.m(Dorn) 4 本のとげを               「目的語」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

fügte ...hinzu: ﾌｭｰｸﾃ...ﾋﾝﾂｰ 3 単過(hinzu|fügen)v.t 付け加えた             「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                      「主語」 

noch ﾉｯﾎ adv. さらに                                                    「副詞」 
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「そんなにぐずぐずしないで！いらいらするわ。あなたはもう旅立つことを決めたのでし

ょう？それなら、もう行ってしまいなさい！」 

»Zieh es nicht so in die Länge, das ist ärgerlich. Du hast dich entschlossen zu reisen. So 

geh!«               《「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」 

「主語」「動詞句」┃「副詞」「動詞」》 

»Zieh ...nicht ﾂｨｰ 命・2 単現･否定(ziehen)v.t 引っ張るな                  「動詞句」 

   （zeihen ﾂｧｲｴﾝ v.t 咎める）の三人称単数過去形も zieh なので注意 

es ｴｽ pron それを                                                     「目的語」 

so in die Länge, ｿﾞｰ･ｲﾝ･ﾃﾞｨｰ･ﾚﾝｹﾞ adv. そんなに長く                     「副詞句」 

  et-4 in die Länge ziehen 何-4 を長引かせる 

das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ärgerlich. ｴｱｶﾞｰﾘｯﾋ adj. いらいらする                                     「補語」 

Du ﾄﾞｩｰ pron あなたは                                                  「主語」 

hast dich entschlossen zu reisen. ﾊｽﾄ･ﾃﾞｨｯﾋ･ｴﾝﾄｼｭﾛｯｾﾝ･ﾂｰ･ﾗｲｾﾞﾝ 2 単現･完了形･決断 

   (sich-4 entschließen zu+不定詞)v.pr 旅立つことに決めた                「動詞句」 

So ｿﾞｰ adv. それなら                                                     「副詞」 

geh!« ｹﾞｰ 命・2 単現(gehen)v.i 行きなさい！                              「動詞」 

 

というのは、泣いているところを王子様に見られたくなかったから。それはかくも誇り高き

花だった。 

Denn sie wollte nicht, dass er sie weinen sähe. Es war eine so stolze Blume. 

Denn「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」 

Denn ﾃﾞﾝ conj. というのは〜だから 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                      「主語」 

wollte nicht, ｳﾞｫﾙﾃ･ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(wollen)v.t 望まなかった               「動詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 何ということを                                          「目的語」 

er ｴｱ pron 王子様が                                              「主語」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女が                                            「目的語」 

weinen ｳﾞｧｲﾈﾝ 不定詞･目的語の動作 v.i 泣く                        「補語」 

sähe. ｾﾞｰｴ 接 II･3 単現･知覚動詞(sehen)v.t 見る                     「動詞」 

  願望に導かれる節は接続法を用いる 

 「泣いているのを彼が見るのを望まなかった」→「泣いているのを見られたくなかった」 

Es ｴｽ pron 彼女は、それは                                               「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

eine so stolze Blume. ｱｲﾈ･ｿﾞｰ･ｼｭﾄﾙﾂｪ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.1 格 それほど誇らしげな花   「補語」 
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王子さまは、小惑星 325, 326, 327, 328, 329 及び 330 の圏内に来ていた。それで彼は、仕

事に就いて、教養を身に着けるためにそれらの小惑星を訪問し始めた。 

Er befand sich in der Region der Asteroiden 325, 326, 327, 328, 329 und 330. Er begann 

also, sie zu besuchen, um sich zu beschäftigen und um sich zu bilden. 

「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」「副詞句」 

Er ｴｱ pron 王子さまは                                                   「主語」 

befand sich ﾍﾞﾌｧﾝﾄ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 befinden)v.pr（〜の場所に）いた    「動詞句」 

in der Region ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ﾚｷﾞｵｰﾝ adv. 領域に                                「副詞句」 

der Asteroiden ﾃﾞｱ･ｱｽﾃﾛｲｰﾃﾞﾝ pl.n.m 小惑星の                  「形容詞句」 

325, 326, 327, 328, 329 und 330. ﾄﾞﾗｲﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾌｭﾝﾌｳﾝﾄﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ、ﾄﾞﾗｲﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ｾﾞｸｽｳﾝﾄﾂｳﾞｧ

ﾝﾂｨﾋ、ﾄﾞﾗｲﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ｽﾞｨｰﾍﾞﾝｳﾝﾄﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ、ﾄﾞﾗｲﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ｱﾊﾄｳﾝﾄﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ、ﾄﾞﾗｲﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾉｲﾝｳﾝﾄ

ﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ、ｳﾝﾄ･ﾄﾞﾗｲﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾄﾞﾗｲｽｨﾋ 

   adj. 325, 326, 327, 328, 329 そして 330 の           「形容詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

begann ...zu besuchen, ﾍﾞｶﾞﾝ...ﾂｰ･ﾍﾞｽﾞｰﾍﾝ 3 単過(beginnen+zu 不定詞) 

v.t 〜を訪問し始めた                                                「動詞句」 

also, ｱﾙｿﾞｰ adv. それで                                                   「副詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl（三人称複数、性の区別なし）それらの小惑星を            「目的語」 

um +zu 不定詞 ｳﾑ adv.（目的）〜するために                             「副詞句」 

sich zu beschäftigen ｽﾞｨｯﾋ･ﾂｰ･ﾍﾞｼｪﾌﾁｹﾞﾝ zu 不定詞(sich-4 beschäftigen) 

   v.pr 仕事に就く                                              「動詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

um sich zu bilden. ｳﾑ･ｽﾞｨｯﾋ･ﾂｰ･ﾋﾞﾙﾃﾞﾝ adv.( sich-4 bilden) 

   v.pr 教養を身に着けるために                                  「副詞句」 

 

最初の小惑星には、1 人の王様が住んでいた。 

Auf dem ersten wohnte ein König.                         「副詞句」「動詞」「主語」 

Auf dem ｱｳﾌ･ﾃﾞｰﾑ adv. 小惑星の上には                                  「副詞句」 

ersten ｴｱｽﾃﾝ adj.m(erst).3 格 最初の、1 番目の                    「形容詞」 

wohnte ｳﾞｫｰﾝﾃ 3 単過(wohnen)v.i 住んでいた                               「動詞」 

ein König. ｱｲﾝ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 1 人の王様が                                    「主語」 

 

  



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

X 

  178 / 483 

その王様は、深紅の服とシロテンの毛皮を身に着けて、非常に簡素だが、堂々とした玉座に

座っていた。 

Der König thronte in Purpur und Hermelin auf einem sehr einfachen und dabei sehr 

königlichen Thron.                                       「主語」「動詞」「副詞句」 

Der König ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m その王様は                                     「主語」 

thronte ｽﾛﾝﾃ 3 単過(thronen)v.i（玉座に）座っていた                       「動詞」 

in ｲﾝ prep（着用）〜を身に着けて                                      「副詞句」 

Purpur ﾌﾟﾙﾌﾟﾙ n.m 深紅の服                                    「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

Hermelin ﾍﾙﾒﾘﾝ n.m シロテンの毛皮                            「目的語」 

auf ｱｳﾌ prep 〜の上に                                                 「副詞句」 

einem sehr einfachen ｱｲﾈﾑ･ｾﾞｰｱ･ｱｲﾝﾌｧｯﾍﾝ 

 adj.m(einfach).3 格 非常に簡素な                           「形容詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

dabei sehr königlichen ﾀﾞﾊﾞｲ･ｾﾞｰｱ･ｹｰﾆｸﾘｯﾋｪﾝ 

 adj.m(königlich)3 格 それにもかかわらず堂々とした          「形容詞句」 

   dabei ﾀﾞﾊﾞｲ adv.（相反）それにもかかわらず 

Thron. ﾄﾛｰﾝ n.m.3 格 玉座に                          「目的語」 

 

「ああ！見ろ！家来がいる」と、王子様を見て、王様は叫んだ。 

»Ah! Sieh da, ein Untertan«, rief der König, als er den kleinen Prinzen sah. 

《「感嘆」「動詞句」「主語」》,「動詞」「主語」,「副詞節」 

»Ah! ｱｰ int. ああ                                                        「感嘆」 

Sieh da, ｼﾞｰ･ﾀﾞｰ 命・2 単現(sehen)v.t 見ろ！                             「動詞句」 

ein Untertan«, ｱｲﾝ･ｳﾝﾃﾙﾀｰﾝ n.m 家来だ                                   「主語」 

rief ﾘｰﾌ 3 単過(rufen)v.i 叫んだ                                           「動詞」 

der König, ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様が                                         「主語」 

als ｱﾙｽ conj. 〜したとき                                                「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼が                                                   「主語」 

den kleinen Prinzen ﾃﾞﾝ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m 王子様を              「目的語」 

sah. ｻﾞｰ 3 単過(sehen)v.t 見た                                      「動詞」 

 

それで王子さまは疑問に思った：彼はどうやって僕だと分かったのだろう、だって彼は僕に

一度も会ったことがないのだから。 

Und der kleine Prinz fragte sich: Wie kann er mich kennen, da er mich noch nie gesehen 

hat!              Und「主語」「動詞句」：「副詞」「動詞句」「主語」「目的語」「副詞節」 
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Und ｳﾝﾄ conj. そして 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

fragte sich: ﾌﾗｰｸﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 fragen)v.pr 自問した、疑問に思った  「動詞句」 

Wie ｳﾞｨｰ adv. どうやって                                                「副詞」 

kann ...kennen, ｶﾝ...ｹﾈﾝ 3 単現･可能(können+不定詞)v.t 〜だと分かる      「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                                    「目的語」 

da ﾀﾞｰ conj. 〜なので                                                  「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                            「目的語」 

noch nie gesehen hat! ﾉｯﾎ･ﾆｰ･ｹﾞｾﾞｰｴﾝ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形･否定(sehen) 

v.t 一度も会ったことがない                                   「動詞句」 
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王子さまは、王様たちにとって世界が極めて単純であるということを知らなかった：すなわ

ち、すべての人間が家来なのだ。 

Er wußte nicht, dass für die Könige die Welt etwas höchst Einfaches ist: Alle Menschen 

sind Untertanen.                 「主語」「動詞句」「目的語」：「主語」「動詞」「補語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

wußte nicht, ｳﾞｽﾃ･ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(wissen)v.t 知らなかった                「動詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

für die Könige ﾌｭｰｱ･ﾃﾞｨｰ･ｹｰﾆﾍ adv.（関連）王様たちにとって      「副詞句」 

   für ﾌｭｰｱ prep（4 格と）〜にとって die Könige ﾃﾞｨｰ･ｹｰﾆﾍ pl.n.m.4 格 王様たち 

die Welt ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｪﾙﾄ n.f.1 格 世界は                               「主語」 

etwas höchst Einfaches ｴﾄｳﾞｧｽ･ﾍｰﾋｽﾄ･ｱｲﾝﾌｧﾍｽ 

 n.n.1 格 きわめて単純なもの                                   「補語」 

  höchst ﾍｰﾋｽﾄ adj. きわめて Einfaches ｱｲﾝﾌｧﾍｽ n.n.1 格 単純なもの 

ist: ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                   「動詞」 

Alle Menschen ｱﾚ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m すべての人間は                            「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

Untertanen. ｳﾝﾃﾙﾀﾈﾝ pl.n.m 家来                                         「補語」 

 

「お前がもっとよく見えるように、近う寄れ！」と、王様は言った。そして誰かに対してつ

いに王様になれたので、大変誇らしげだった。 

»Komm näher, dass ich dich besser sehe«, sagte der König und war ganz stolz, dass er 

endlich für jemanden König war. 

《「動詞」「副詞」「副詞節」》,「動詞」「主語」und「動詞」「補語」「副詞節」 

»Komm ｺﾑ 命・2 単現(kommen)v.i 来なさい                                「動詞」 

näher, ﾈｰｱｰ adv.（比較級）もっと近くに                                   「副詞」 

dass ﾀﾞｽ conj.（目的）〜するために                                     「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 私が                                                「主語」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron お前を                                         「目的語」 

besser ﾍﾞｯｻｰ adv.（比較級）もっと良く                             「副詞」 

sehe«, ｾﾞｰｴ 1 単現(sehen)v.t 見える                                「動詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der König ﾃﾞｱ･ｹｰﾆﾋ n.m 王様は                                           「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

ganz stolz, ｶﾞﾝﾂ･ｼｭﾄﾙﾂ adj. 大変誇らしげな                                「補語」 

dass ﾀﾞｽ conj.（原因）〜するので                                       「副詞節」 
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er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

endlich ｴﾝﾄﾘｯﾋ adv. ついに                                        「副詞」 

für jemanden ﾌｭｰｱ･ｲｪｰﾏﾝﾃﾞﾝ adv.（目標）誰かに対する     「形容詞句」 

König ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様                                            「補語」 

war. ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i（状態に）〜 になった                    「動詞」 

 

王子さまは座る場所を探しましたが、その惑星全体が素晴らしいシロテンのコートで覆わ

れていました。 

Der kleine Prinz schaute sich nach einer Sitzgelegenheit um, aber der ganze Planet war 

bedeckt von dem herrlichen Hermelinmantel. 

「主語」「動詞句」「間接目的語」,aber「主語」「動詞句」「副詞句」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

schaute sich ...um, ｼｬｳﾃ･ｽﾞｨｯﾋ...ｳﾑ 3 単過(sich-4 um|schauen) 

  v.pr(nach et-3 を) 探した                                             「動詞句」 

nach einer Sitzgelegenheit ﾅｰﾊ･ｱｲﾅｰ･ｼﾞｯﾂ･ｹﾞﾚｰｹﾞﾝﾊｲﾄ adv. 座る場所を 「間接目的語」 

   Sitzgelegenheit ｼﾞｯﾂ･ｹﾞﾚｰｹﾞﾝﾊｲﾄ n.f 椅子、座る場所 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

der ganze Planet ﾃﾞｱ･ｶﾞﾝﾂｪ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m.1 格 その惑星全体は                「主語」 

war bedeckt ｳﾞｧｰﾙ･ﾍﾞﾃﾞｯｸﾄ 3 単過･状態受動(bedecken)v.t 覆われていた     「動詞句」 

von dem herrlichen Hermelinmantel. ﾌｫﾝ･ﾃﾞｰﾑ･ﾍｱﾘﾋｪﾝ･ﾍｱﾒﾘｰﾝ･ﾏﾝﾃﾙ 

   adv. 素晴らしいシロテンのコートによって                             「副詞句」 

   herrlich ﾍｱﾘﾋ adj. すばらしい Hermelinmantel ﾍｱﾒﾘｰﾝ･ﾏﾝﾃﾙ n.m シロテンのコート 

 

それで彼は立ったままでいました、そして疲れていたので、あくびをしました。 

Er blieb also stehen, und da er müde war, gähnte er. 

「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」,und「副詞節」,「動詞」「主語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                          「主語」 

blieb ...stehen, ﾌﾞﾘｰﾌﾟ...ｼｭﾃｰｴﾝ 3 単過･維持(bleiben+不定詞)v.i 立ったままでいた「動詞

句」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. それで                                                     「副詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

da ﾀﾞｰ conj. 〜なので                                                  「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

müde ﾐｭｰﾃﾞ adj. 疲れた                                           「補語」 

war, ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                「動詞」 

gähnte ｹﾞｰﾝﾃ 3 単過(gähnen)v.i あくびをした                              「動詞」 
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er. ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

 

「国王の面前であくびをすることは、エチケットに反する」と、君主が言った。「君にあく

びを禁じる」 

» Es verstößt gegen die Etikette, in Gegenwart eines Königs zu gähnen«, sagte der 

Monarch. » Ich verbiete es dir.«        《「動詞」「副詞句」「主語」》,「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞」「直接目的語」「間接目的語」》 

Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は in Gegenwart eines Königs zu gähnen） 

verstößt ﾌｪｱｼｭﾄｰｽﾄ 3 単現(verstoßen)v.i(gegen et-4 に) 違反している         「動詞」 

gegen die Etikette, ｹﾞｰｹﾞﾝ･ﾃﾞｨｰ･ｴﾁｹｯﾃ adv. エチケットに                 「副詞句」 

zu 不定句 n. 〜することは                                               「主語」 

in Gegenwart eines Königs ｲﾝ･ｹﾞｰｹﾞﾝｳﾞｧｰﾄ･ｱｲﾈｽ･ｹｰﾆｯﾋｽ 

 adv. 国王の面前で                                            「副詞句」 

zu gähnen«, ﾂｰ･ｹﾞｰﾈﾝ zu 不定詞 v.i あくびをする                  「動詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Monarch. ﾃﾞｱ･ﾓﾅｰｷ n.m 君主は                                       「主語」 

» Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                      「主語」 

verbiete ﾌｪｱﾋﾞｰﾃ 1 単現(verbieten)v.t 禁止する                             「動詞」 

es ｴｽ pron それを、あくびを                                       「直接目的語」 

dir.« ﾃﾞｨｱ pron 君に                                               「間接目的語」 

 

「私はあくびを我慢できなかったのです」と、王子様はすっかり動揺して答えた。「私は長

旅をして、眠っていないのです．．．」 

»Ich kann es nicht unterdrücken«, antwortete der kleine Prinz ganz verwirrt. » Ich habe 

eine weite Reise gemacht und habe nicht geschlafen...« 

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》,「動詞」「主語」「副詞句」, 

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」und「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                      「主語」 

kann ...nicht unterdrücken«, ｶﾝ...ﾆﾋﾄ･ｳﾝﾀｰﾄﾞﾙｯｹﾝ 1 単現･可能･否定(können+不定詞) 

  v.t 我慢できない                                                     「動詞句」 

es ｴｽ pron あくびを                                                   「目的語」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

ganz verwirrt. » ｶﾞﾝﾂ･ﾌｪｱｳﾞｨﾙﾄ adv. すっかり動揺して                    「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

habe ...gemacht ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞﾏﾊﾄ 1 単現･完了形(machen)v.t（行動を）した      「動詞句」 
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eine weite Reise ｱｲﾈ･ｳﾞｧｲﾃ･ﾗｲｾﾞ n.f 長旅を                              「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

habe nicht geschlafen...« ﾊｰﾍﾞ･ﾆﾋﾄ･ｹﾞｼｭﾗｰﾌｪﾝ 1 単現･完了形･否定(schlafen) 

   v.i 眠っていない                                                    「動詞句」 

 

「それならば」と、王様が言った。「君にあくびをするように命ずる。何年も前から、あく

びをする人間をだれも見たことがない。あくびは、わしにとっては珍事じゃよ。さあ！もう

一度あくびをしなさい。これは命令じゃ」 

»Dann«, sagte der König, »befehle ich dir zu gähnen. Ich habe seit Jahren niemanden 

gähnen sehen, das Gähnen ist für mich eine Seltenheit. Los! gähne noch einmal! Es ist 

ein Befehl.«            《「副詞」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「主語」「目的語」「補語」 

「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「補語」「動詞句」, 

「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」 

「催促」┃「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」》 

»Dann«, ﾀﾞﾝ adv. それならば                                             「副詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der König, ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様が                                         「主語」 

»befehle ﾍﾞﾌｪｰﾚ 1 単現(befehlen)v.t(j-3 et-4) 命ずる                         「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

dir ﾃﾞｨｱ pron 君に                                                    「目的語」 

zu gähnen. ﾂｰ･ｹﾞｰﾈﾝ zu 不定詞 v.i あくびをする                            「補語」 

  この zu 不定詞は「直接目的語」であるが、目的語の動作を表す「補語」と考える 

Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

habe ... sehen, ﾊｰﾍﾞ...ｾﾞｰｴﾝ 1 単現･完了形･知覚動詞(sehen)v.t(j-4+不定詞) 

   v.t（人-4 が〜するのを）見た                                         「動詞句」 

seit Jahren ｻﾞｲﾄ･ﾔｰﾚﾝ adv. 何年も前から                                「副詞句」 

   seit ｻﾞｲﾄ prep 〜以来、〜前から 

niemanden ﾆｰﾏﾝﾃﾞﾝ pron.4 格 誰も〜ない                                「目的語」 

gähnen ｹﾞｰﾈﾝ 不定詞･目的語の動作 v.i あくびをする                        「補語」 

das Gähnen ﾀﾞｽ･ｹﾞｰﾈﾝ n.n.1 格 あくびは、あくびをすることは              「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

für mich ﾌｭｰｱ･ﾐｯﾋ adv. 私にとって                                  「間接目的語」 

eine Seltenheit. ｱｲﾈ･ｾﾞﾙﾃﾝﾊｲﾄ n.f 珍事                                     「補語」 

Los! ﾛｰｽ adv.（促しを表して）始めろ、さあ                                「催促」 

gähne ｹﾞｰﾈ 命・2 単現(gähnen)v.i あくびをしなさい                        「動詞」 

noch einmal! ﾉｯﾎ･ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. もう一度                                  「副詞句」 
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Es ｴｽ pron これは                                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ein Befehl.« ｱｲﾝ･ﾍﾞﾌｪｰﾙ n.n.1 格 命令                                     「補語」 

知覚動詞の完了時制 ： 

完了時制の文で、不定詞の後に置かれた知覚動詞は原型不定詞のままで使用する。 

Ich habe ihn laufen sehen. 私は彼が走っているのが見えた。（laufen は「補語」） 

 

「その命令では、僕はおじけづいてしまって、もうあくびなんてできませんよ．．．」と、王

子さまは口ごもり、顔を赤らめた。 

»Das ängstigt mich, ich kann nicht mehr...«, stammelte der kleine Prinz und errötete. 

《「主語」「動詞」「目的語」,「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」und「動詞」 

»Das ﾀﾞｽ pron その命令は                                                「主語」 

ängstigt ｴﾝｸﾞｽﾃｨﾋﾄ 3 単現(ängstigen)v.t 怖がらせる                         「動詞」 

mich, ﾐｯﾋ pron 僕を                                                   「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

kann nicht mehr...«, ｶﾝ･ﾆﾋﾄ･ﾒｰﾔ 1 単現･否定(können)v.i もうできない      「動詞句」 

stammelte ｼｭﾀｰﾒﾙﾃ 3 単過(stammeln)v.i 口ごもった                         「動詞」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

errötete. ｴﾛｲﾃﾃ 3 単過(erröten)v.i 赤面した                                 「動詞」 

 

「えへん、えへん」と、王様が答えた。「それでは、わしがさらに命令する。ある時は、あ

くびをし、そしてある時は．．．」 

»Hm, hm!« antwortete der König. »Also dann... befehle ich dir, bald zu gähnen und 

bald...« 

《「感嘆」》,「動詞」「主語」,《「副詞句」,「動詞」「主語」「間接目的語」「直接目的語」》 

»Hm, hm!« ﾌﾑ･ﾌﾑ int. えへん、えへん                                     「感嘆」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                         「動詞」 

der König. ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様が                                        「主語」 

»Also ｱﾙｿﾞｰ adv. それでは                                               「副詞」 

dann... ﾀﾞﾝ adv. さらに                                                  「副詞」 

befehle ﾍﾞﾌｪｰﾚ 1 単現(befehlen)v.t 命令する                               「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron わしが                                                     「主語」 

dir, ﾃﾞｨｱ pron 君に                                                「間接目的語」 

zu 不定句 n. 〜することを                                          「直接目的語」 

bald ﾊﾞﾙﾄ adv.（bald..., bald...）ある時は                       「副詞」 
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zu gähnen ﾂｰ･ｹﾞｰﾈﾝ zu 不定詞 v.i あくびをする               「動詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

bald...« ﾊﾞﾙﾄ adv. ある時は．．．                               「副詞」 

 

彼はちょっとつぶやき、感情を害したように見えた。 

Er murmelte ein bißchen und schien verärgert. 

「主語」「動詞」「目的語」und「動詞」「補語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

murmelte ﾑﾙﾒﾙﾃ 3 単過(murmeln)v.t つぶやいた                            「動詞」 

ein bißchen ｱｲﾝ･ﾋﾞｼｪﾝ pron ちょっと                                    「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

schien ｼｰﾝ 3 単過(scheinen)v.i（〜であるように）見えた                     「動詞」 

verärgert. ﾌｪｱｴｰﾙｹﾞｰﾄ 過去分詞(verärgern)adj. 感情を害した、怒った        「補語」 

 

なぜなら王様は、人々が彼の威厳に敬意を払うことを最も大事にしていたから。彼はどんな

不服従も許さなかった。彼は絶対君主だった。しかしとても思いやりがあったので、分別の

ある命令を与えていた。 

Denn der König hielt in hohem Maße darauf, dass man seine Autorität respektiere. Er 

duldete keinen Ungehorsam. Er war ein absoluter Monarch. Aber da er sehr gütig war, 

gab er vernünftige Befehle.    「副詞節」┃「主語」「動詞」「目的語」 

「主語」「動詞」「補語」┃Aber「副詞節」,「動詞」「主語」「目的語」 

Denn ﾃﾞﾝ conj. なぜならば〜だから                                     「副詞節」 

der König ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様は                                  「主語」 

hielt ﾋｰﾙﾄ 3 単過(halten)v.i(auf et-4) 大事にしていた、尊重していた  「動詞」 

in hohem Maße ｲﾝ･ﾎｰﾍﾑ･ﾏｰｾ adv. 最も、最高に                   「副詞句」 

  hohem ﾎｰﾍﾑ adj.n.3 格(hoch) 高い Maße ﾏｰｾ pl.n.n.3 格 程度 

darauf, ﾀﾞｰﾗｳﾌ adv. そのことを                             「間接目的語」 

dass ﾀﾞｽ conj.（同格）〜ということを                       「間接目的語」 

man ﾏﾝ pron 人は                                   「主語」 

seine Autorität ｻﾞｲﾈ･ｱｳﾄﾘﾃｰﾄ n.f 彼の威厳を         「目的語」 

respektiere. ﾚｽﾍﾟｸﾁｴﾚ 接・3 単現(respektieren) 

v.t 敬意を払うべきである                          「動詞」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

duldete ﾄﾞｩﾙﾃﾞﾃ 3 単過(dulden)v.t 許した                                  「動詞」 

keinen Ungehorsam. ｶｲﾈﾝ･ｳﾝｹﾞﾎｰｻﾞｰﾑ n.m どんな不服従も〜ない          「目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 
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war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

ein absoluter Monarch. ｱｲﾝ･ｱﾌﾟｿﾞﾙﾃｱ･ﾓﾅｰﾋ n.m.1 格 絶対君主               「補語」 

   absoluter ｱﾌﾟｿﾞﾙﾃｱ adj.m.1 格(absolut) 絶対の Monarch ﾓﾅｰﾋ n.m 君主 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

da ﾀﾞｰ conj. 〜なので                                                  「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

sehr gütig ｾﾞｰｱ･ｷﾞｭｰﾃｨﾋ adj. とても思いやりがある                 「補語」 

war, ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                               「動詞」 

gab ｶﾞｰﾌﾟ 3 単過(geben)v.t（相手に）言っていた                            「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

vernünftige Befehle. ﾌｪｱﾆｭﾝﾌﾃｨｹﾞ･ﾍﾞﾌｪｰﾚ pl.n.m.4 格 分別のある命令を     「目的語」 

   vernünftige ﾌｪｱﾆｭﾝﾌﾃｨｹﾞ adj.pl.m(vernünftig) 分別のある 

 

「もしわしが命令するならば」と、王様はよく言っていた。「もしわしがある将軍に海鳥に

変身するように命じて、この将軍が従わなかったならば、それは将軍の罪ではないであろう。

それはわしの罪であろう」 

»Wenn ich geböte«, pflegte er zu sagen, »wenn ich einem General geböte, sich in einen 

Seevogel zu verwandeln, und wenn dieser General nicht gehorchte, es wäre nicht die 

Schuld des Generals. Es wäre meine Schuld.« 

《「副詞節」》,「動詞句」「主語」「動詞句」, 

《「副詞節」und「副詞節」,「主語」「動詞句」「補語」┃「主語」「補語」》 

»Wenn ｳﾞｪﾝ conj. もし〜ならば                                         「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron わしが                                              「主語」 

geböte«, ｹﾞﾍﾞｰﾃ 接 II･1 単現(gebieten)v.t 命ずる                    「動詞」 

pflegte ...zu sagen, ﾌﾟﾌﾚｰｸﾃ...ﾂｰ･ｻﾞｰｹﾞﾝ 3 単過･習慣(pflegen+zu 不定詞) 

   v.t よく言っていた                                                  「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

»wenn ｳﾞｪﾝ conj. もし〜ならば                                         「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron わしが                                              「主語」 

einem General ｱｲﾈﾑ･ｼﾞｪﾈﾗｰﾙ n.m.3 格 ある将軍に             「間接目的語」 

geböte, ｹﾞﾍﾞｰﾃ 接 II･1 単現(gebieten)v.t 命ずる                     「動詞」 

zu 不定句 n. 〜するようにと                                「直接目的語」 

sich ...zu verwandeln, ｽﾞｨｯﾋ...ﾂｰ･ﾌｪｱｳﾞｧﾝﾃﾞﾙﾝ zu 不定詞(sich-4 verwandeln) 

   v.pr(in 〜に) 変身する、姿を変える               「動詞句」 

in einen Seevogel ｲﾝ･ｱｲﾈﾝ･ｾﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ adv. 海鳥に 「間接目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 
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wenn ｳﾞｪﾝ conj. もし〜ならば                                          「副詞節」 

dieser General ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ｼﾞｪﾈﾗｰﾙ n.m.1 格 この将軍が                「主語」 

nicht gehorchte, ﾆﾋﾄ･ｹﾞﾎﾙﾋﾃ 3 単過･否定(gehorchen)v.i 従わなかった「動詞句」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

wäre nicht ｳﾞｪｰﾚ･ﾆﾋﾄ 接 II･3 単現･否定･推量(sein)v.i 〜ではないだろう     「動詞句」 

die Schuld ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾙﾄ n.f 責任、罪                                        「補語」 

des Generals. ﾃﾞｽ･ｹﾞﾈﾗｰﾙｽﾞ n.m.2 格 その将軍の                  「形容詞句」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

wäre ｳﾞｪｰﾚ 接 II･3 単現･推量(sein)v.i 〜だろう                             「動詞」 

meine Schuld.« ﾏｲﾈ･ｼｭﾙﾄ n.f.1 格 わしの責任、罪                           「補語」 

 

「座ってもいいでしょうか？」と、王子さまはおずおずと尋ねた。 

»Darf ich mich setzen?« fragte schüchtern der kleine Prinz. 

《「動詞句」「主語」「動詞句」》,「動詞」「副詞」「主語」 

»Darf ...mich setzen?« ﾀﾞﾙﾌ...ﾐｯﾋ･ｾﾞｯﾂｪﾝ 1 単現･許可･疑問文(dürfen+不定詞 sich setzen) 

   v.pr 座ってもいいでしょうか？                                       「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                      「動詞」 

schüchtern ｼｭﾋﾀｰﾝ adv. おずおずと、恐る恐る                              「副詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m お王子さまは                         「主語」 

 

「君に座るように命じる」と、王様は答えた。そしてシロテンのマントの片隅を厳かに自分

のほうへ引き寄せた。 

»Ich befehle dir, dich zu setzen«, antwortete der König und zog einen Zipfel seines 

Hermelinmantels majestätisch an sich heran. 

《「主語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》,「動詞」「主語」 

und「動詞句」「目的語」「副詞」「動詞句」 

»Ich ｲｯﾋ pron わしは                                                    「主語」 

befehle ﾍﾞﾌｪｰﾚ 1 単現(befehlen)v.t 命ずる                                 「動詞」 

dir, ﾃﾞｨｱ pron 君に                                               「間接目的語」 

dich zu setzen«, ﾃﾞｨｯﾋ･ﾂｰ･ｾﾞｯﾂｪﾝ zu 不定句 n. 座ることを            「直接目的語」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                         「動詞」 

der König ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様が                                         「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

zog ...heran. ﾂｫｰｸ...ﾍﾗﾝ 3 単過(ziehen)v.t 引き寄せた                      「動詞句」 

einen Zipfel ｱｲﾈﾝ･ﾂｲｯﾌﾟﾌｪﾙ n.m 片隅を                                  「目的語」 
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seines Hermelinmantels ｻﾞｲﾈｽ･ﾍｱﾒﾘｰﾝ･ﾏﾝﾃﾙｽ 

 n.n.2 格 シロテンのマントの                                「形容詞句」 

majestätisch ﾏｴｽﾃｰﾃｨﾋ adv. 威厳をもって、厳かに                          「副詞」 

an sich ｱﾝ･ｽﾞｨｯﾋ adv. 自分のほうへ                                     「副詞句」 

 

しかし王子さまは意外に思った。その惑星は非常に小さかったのだ。王様はいったい何を支

配できていたのだろう？ 

Aber der kleine Prinz staunte. Der Planet war winzig klein. Worüber konnte der König 

wohl herrschen?              Aber「主語」「動詞」┃「主語」「動詞」「補語」 

「間接目的語」「動詞句」「主語」「副詞」「動詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

staunte. ｼｭﾀｳﾝﾃ 3 単過(staunen)v.i 意外に思った、驚いた                   「動詞」 

Der Planet ﾃﾞｱ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m その惑星は                                    「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

winzig klein. ｳﾞｨﾝﾂｨﾋ･ｸﾗｲﾝ adj. 非常に小さい                              「補語」 

Worüber ｳﾞｫﾘｭｰﾊﾞｰ adv. 何について                                 「間接目的語」 

konnte ...herrschen? ｺﾝﾃ...ﾍｱｼｪﾝ 3 単過･可能(können+不定詞) 

   v.i 支配できていた                                                  「動詞句」 

der König ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様は                                          「主語」 

wohl ｳﾞｫｰﾙ adv. いったい                                                「副詞」 

 

「陛下」と、彼は王様に言った。「お願い致します。質問することをお許し願います．．．」 

»Herr«, sagte er zu ihm... »ich bitte, verzeiht mir, dass ich Euch frage...«  

《「呼びかけ」》,「動詞」「主語」「間接目的語」, 

《「主語」「動詞」,「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

»Herr«, ﾍｱ n.m 陛下                                                 「呼びかけ」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

zu ihm... ﾂｰ･ｲｰﾑ adv. 彼に                                          「間接目的語」 

»ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

bitte, ﾋﾞｯﾃ 1 単現(bitten)v.t 願う、頼む                                    「動詞」 

verzeiht ﾌｪｱﾂｧｲﾋﾄ 命・2 複現(verzeihen)v.t 許してください                  「動詞」 

mir, ﾐｰｱ pron 私を                                                 「間接目的語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                      「直接目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 私が                                            「主語」 
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Euch ｵｲﾋ pron.（2 人称敬称）3 格 あなたに               「間接目的語」 

frage...« ﾌﾗｰｹﾞ 1 単現(fragen)v.t 尋ねる                         「動詞」 

 

「君に質問するように命じる」と、王様は急いで言った。 

»Ich befehle dir, mich zu fragen«, beeilte sich der König zu sagen.  

《「主語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》,「動詞句」「主語」「動詞句」 

»Ich ｲｯﾋ pron わしは                                                    「主語」 

befehle ﾍﾞﾌｪｰﾚ 1 単現(befehlen)v.t 命ずる                                 「動詞」 

dir, ﾃﾞｨｱ pron 君に                                                「間接目的語」 

mich zu fragen«, ﾐｯﾋ･ﾂｰ･ﾌﾗｰｹﾞﾝ zu 不定句.n わしに質問することを     「直接目的語」 

beeilte sich ...zu sagen. ﾍﾞｱｲﾙﾃ･ｽﾞｨｯﾋ...ﾂｰ･ｻﾞｰｹﾞﾝ 3 単過･至急(sich-4 beeilen +zu 不定詞) 

   v.t 急いで言った                                                    「動詞句」 

der König ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様は                                          「主語」 

 

「陛下．．．あなたは何を支配しているのですか？」 

»Herr... worüber herrscht Ihr?«         《「呼びかけ」,「間接目的語」「動詞」「主語」》 

»Herr... ﾍｱ n.m 陛下                                                 「呼びかけ」 

worüber ｳﾞｫﾘｭｰﾊﾞｰ adv. 何について                                 「間接目的語」 

herrscht ﾍｱｼｭﾄ 3 単現(herrschen)v.i 支配している                          「動詞」 

Ihr?« ｲｰｱ pron（2 人称敬称）あなたは                                     「主語」 

 

「すべてじゃよ」と、王様はまったく明快に答えた。 

»Über alles«, antwortete der König mit großer Einfachheit. 

《「間接目的語」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

»Über ﾕｰﾊﾞｰ prep（関連）〜に関して                                「間接目的語」 

alles«, pron すべてのもの                                    「目的語」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

der König ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様は                                          「主語」 

mit ﾐｯﾄ prep（随伴状況を示して）〜を伴って                            「副詞句」 

großer Einfachheit. ｸﾞﾛｰｻｰ･ｱｲﾝﾌｧｯﾊﾊｲﾄ n.f 大変な明快さ           「目的語」 

 

「すべてを？」 

»Über alles?«                                                     《「間接目的語」》 

»Über alles?« ﾕｰﾊﾞｰ･ｱﾚｽ adv. すべてを？                             「間接目的語」 
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王様は、意味ありげな身ぶりで、自分の惑星やその他の惑星と星たちを指さした。 

Der König wies mit einer bedeutsamen Gebärde auf seinen Planeten, auf die anderen 

Planeten und auf die Sterne.                「主語」「動詞」「副詞句」「間接目的語」 

Der König ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様は                                         「主語」 

wies ｳﾞｨｰｽ 3 単過(weissen)v.i（方向を示す語句と）(auf を) 指し示した      「動詞」 

mit einer bedeutsamen Gebärde ﾐｯﾄ･ｱｲﾅｰ･ﾍﾞﾄﾞｲﾄｻﾞｰﾒﾝ･ｹﾞﾍﾞｱﾃﾞ 

   adv.（様態）意味ありげな身ぶりで                                    「副詞句」 

auf seinen Planeten, ｱｳﾌ･ｻﾞｲﾈﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. 自分の惑星を            「間接目的語」 

  seinen ｻﾞｲﾈﾝ adj.m.4 格 彼の Planeten ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ n.m.4 格 惑星 

auf die anderen Planeten ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰ･ｱﾝﾃﾞﾚﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv.その他の惑星を 「間接目的語」 

  die anderen ﾃﾞｨｰ･ｱﾝﾃﾞﾚﾝ adj.m.pl.4 格 その他の Planeten ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ pl.n.m.4 格 惑星達 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

auf die Sterne. ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃﾙﾈ adv. 星たちを                        「間接目的語」 

  die Sterne ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃﾙﾈ pl.n.m(Stern) 星たち 

 

「あれらをすべてを？」と、王子様が言った。 

»Über all das?« sagte der kleine Prinz.              《「間接目的語」》,「動詞」「主語」 

»Über all das?« ﾕｰﾊﾞｰ･ｱﾙ･ﾀﾞｽ adv. あれらをすべてを？                「間接目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

 

「あれらをすべてじゃ？」と、王様が答えた。 

»Über all das...«, antwortete der König.             《「間接目的語」》,「動詞」「主語」 

»Über all das...«, ﾕｰﾊﾞｰ･ｱﾙ･ﾀﾞｽ adv. あれらをすべてじゃ？             「間接目的語」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.t 答えた                          「動詞」 

der König. ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様は                                         「主語」 

 

なぜなら、彼は絶対君主だっただけではなく、普遍的な君主でもあったのだ。 

Denn er war nicht nur ein absoluter Monarch, sondern ein universeller. 

Denn「主語」「動詞」「補語」 

Denn ﾃﾞﾝ conj. なぜなら 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

nicht nur ﾆﾋﾄ･ﾇｰｱ adv. ただ〜だけではなく                         「副詞句」 

ein absoluter Monarch, ｱｲﾝ･ｱﾌﾟｿﾞﾙｰﾃﾙ･ﾓﾅｰﾋ n.m 絶対君主                   「補語」 

sondern ｿﾞﾝﾀﾞｰﾝ adv. 〜も                                        「副詞句」 
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ein universeller. ｱｲﾝ･ｳﾆｳﾞｪﾙｾﾞﾗｰ n.m 普遍的な君主                         「補語」 

 

「それで、星たちはあなたに従っているのですか？」 

»Und die Sterne gehorchen Euch?«             《Und「主語」「動詞」「間接目的語」》 

»Und ｳﾝﾄ conj. それで 

die Sterne ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃﾙﾈ pl.n.m(Stern) 星たちは                              「主語」 

gehorchen ｹﾞﾎﾙﾋｪﾝ 3 複現 v.i(j-3 に) 従う                                  「動詞」 

Euch?« ｵｲﾋ pron.（敬称）3 格 あなたに                              「間接目的語」 

 

「もちろん」と、王様は言った。「彼らはわしの言葉に従う。わしは不服従を許さない」 

»Gewiß«, sagte der König. »sie gehorchen aufs Wort. Ich dulde keinen Ungehorsam.« 

《「応答」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「間接目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

»Gewiß«, ｹﾞｳﾞｨｽ adj. 確実な、その通りだ                                  「応答」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der König. ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様は                                         「主語」 

»sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                  「主語」 

gehorchen ｹﾞﾎﾙﾋｪﾝ 3 複現 v.i(j-3 に) 従う                                  「動詞」 

aufs Wort. ｱｳﾌｽ･ｳﾞｫｱﾄ adv. わしの言葉に                            「間接目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron わしは                                                     「主語」 

dulde ﾄﾞｩﾙﾃﾞ 1 単現(dulden)v.t 許す                                       「動詞」 

keinen Ungehorsam.« ｶｲﾈﾝ･ｳﾝｹﾞﾎｰｱｻﾞｰﾑ n.m どんな不服従も〜ない        「目的語」 

 

王子さまはそれほどの権力に対してとても驚いた。 

Solche Macht verwunderte den kleinen Prinzen sehr.  

「主語」「動詞」「目的語」「副詞」 

Solche Macht ｿﾞﾙﾋｪ･ﾏﾊﾄ n.f.1 格 そのような権力は                         「主語」 

verwunderte ﾌｪｱｳﾞﾝﾃﾞｱﾃ 3 単過(verwundern)v.t 驚かせた                   「動詞」 

den kleinen Prinzen ﾃﾞﾝ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m.4 格 王子様を                  「目的語」 

sehr. ｾﾞｰｱ adv. とても                                                   「副詞」 

   無生物主語なので、王子様を主語として翻訳する 
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もしも王子様自身がそんな権力を持っていたなら、同じ日のうちに、43 回といわず、72 回、

いやそれどころか、100 回や 200 回さえも、椅子を動かす必要もなく、日の入りを見ること

ができただろうに。 

Wenn er sie selbst gehabt hätte, wäre es ihm möglich gewesen, nicht dreiundvierzig, 

sondern zweiundsiebzig oder sogar hundert oder selbst zweihundert 

Sonnenuntergängen an ein und demselben Tage beizuwohnen, ohne dass er seinen 

Sessel hätte rücken müssen.  

「副詞節」,「動詞句」「間接目的語」「補語」「動詞句」,「主語」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（仮定・接続法）仮に〜ならば                           「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼が                                                  「主語」 

sie ｼﾞｰ pron（Macht の代用）それを                             「目的語」 

selbst ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ pron 自分自身が                                   「主語」 

gehabt hätte, ｹﾞﾊｰﾌﾟﾄ･ﾍｯﾃ 接 II･3 単現･完了形(haben) 

v.t 持っていた（とする）                                     「動詞句」 

wäre ...gewesen, ｳﾞｪｰﾚ...ｹﾞｳﾞｪｰｾﾞﾝ 接 II･3 単現･完了形･状態の変化･推量(sein) 

   v.i 〜になっていただろう                                            「動詞句」 

es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は nicht dreiundvierzig 以降） 

ihm ｲｰﾑ pron 彼にとって                                          「間接目的語」 

möglich ﾒｰｸﾘﾋ adj. 可能な                                               「補語」 

zu 不定句 n. 〜することが                                                「主語」 

nicht dreiundvierzig, ﾆﾋﾄ･ﾄﾞﾗｲ･ｳﾝﾄ･ﾌｨｱﾂｨﾋ adv. 43 回ではなく        「副詞句」 

sondern ｿﾞﾝﾀﾞｰﾝ adv. 〜も                                        「副詞句」 

zweiundsiebzig ﾂｳﾞｧｲ･ｳﾝﾄ･ｼﾞｰﾌﾟﾂｨﾋ adv. 72 回                 「副詞」 

oder ｵｰﾀﾞｰ conj. または 

sogar ｵｰﾀﾞｰ･ｿﾞｰｶﾞｰ adv. それどころか〜さえも                     「副詞句」 

hundert ﾌﾝﾀﾞｰﾄ adv. 100 回                                  「副詞」 

oder ｵｰﾀﾞｰ conj. または 

selbst ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ adv. 〜さえ                                       「副詞句」 

zweihundert ﾂﾊﾞｲﾌﾝﾀﾞｰﾄ adv. 200 回                         「副詞」 

Sonnenuntergängen ｿﾞﾈﾝｳﾝﾀｰｹﾞﾝｹﾞﾝ pl.n.m.4 格 日の入りを        「目的語」 

an ein und demselben Tage ｱﾝ･ｱｲﾝ･ｳﾝﾄ･ﾃﾞｰﾑｾﾞﾙﾍﾞﾝ･ﾀｰｹﾞ 

 adv. 同じ日のうちに                                          「副詞句」 

beizuwohnen, ﾊﾞｲ･ﾂｰ･ｳﾞｫｰﾈﾝ zu 不定詞 v.i 立ち会う                「動詞句」 

ohne ｵｰﾈ prep 〜なしで                                         「副詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということ                              「目的語」 

er ｴｱ pron 彼が                                    「主語」 
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seinen Sessel ｻﾞｲﾈﾝ･ｾﾞｯｾﾙ n.m.4 格 椅子を         「目的語」 

hätte rücken müssen. ﾍｯﾃ･ﾘｭｯｹﾝ･ﾐｭｯｾﾝ 接 II･3 単現･完了形･推量(müssen+不定詞) 

   v.t 動かさなければならなかった                 「動詞句」 

 

そして、小さい見捨てられた彼の惑星のことを思い出して、少し悲しくなり、彼は自分の気

持ちを述べて、王様に力添えを頼んだ。 

Und da er sich in der Erinnerung an seinen kleinen verlassenen Planeten ein bißchen 

traurig fühlte, faßte er sich ein Herz und bat den König um eine Gnade: 

Und「副詞節」,「動詞句」「主語」「動詞句」「目的語」 

und「動詞」「直接目的語」「間接目的語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

da ﾀﾞｰ conj. 〜なので                                                  「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

sich ...fühlte, ｽﾞｨｯﾋ...ﾌｭｰﾙﾃ 3 単過(sich-4 fühlen) 

v.pr 自分を〜だと感じた                                     「動詞句」 

in der Erinnerung ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｴｱｲﾈﾘﾝｸﾞ 

 adv.（起因）〜の思い出によって、〜を思い出して             「副詞句」 

an ｱﾝ adv.（関連）〜に関する                          「副詞句」 

seinen kleinen verlassenen ｻﾞｲﾈﾝ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌｪｱﾗｯｾﾈﾝ 

 adj.m.4 格 彼の小さな見捨てられた  「形容詞句」 

Planeten ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ n.m.4 格 惑星を               「目的語」 

ein bißchen traurig ｱｲﾝ･ﾋﾞｽﾋｪﾝ･ﾄﾗｳﾘﾋ adj.m.1 格 少し悲しい        「補語」 

faßte ...sich ﾌｧｽﾃ...ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 fassen)v.pr 考えを述べた            「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

ein Herz ｱｲﾝ･ﾍｱﾂ n.n 気持ちを                                         「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

bat ﾊﾞｰﾄ 3 単過(bitten)v.t（j-4 um et-4）（人-4 に何-4 を）頼んだ             「動詞」 

den König ﾃﾞﾝ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様に                                    「直接目的語」 

um eine Gnade: ｳﾑ･ｱｲﾈ･ｸﾞﾅｰﾃﾞ adv. 慈悲を                          「間接目的語」 

 

「僕は、日の入りを見たいのですが．．．僕を喜ばせてください．．．太陽に沈むように命令し

てください．．．」 

»Ich möchte einen Sonnenuntergang sehen... Machen Sie mir die Freude... Befehlen Sie 

der Sonne unterzugehen...« 

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

「動詞」「主語」「間接目的語」「直接目的語」┃「動詞」「主語」「目的語」》 
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»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

möchte ...sehen... ﾒﾋﾃ...ｾﾞｰｴﾝ 1 単現･願望(möchte+不定詞)v.t 見たいのですが「動詞句」 

einen Sonnenuntergang ｱｲﾈﾝ･ｿﾞﾈﾝｳﾝﾀｰｶﾞﾝｸﾞ n.m.4 格 日の入りを         「目的語」 

Machen ﾏﾍﾝ 命・3 複現･依頼 v.t(j-3 et-4) （人-3 に何-4 を）与えてください   「動詞」 

Sie ｼﾞｰ pron あなたは                                                   「主語」 

mir ﾐｰｱ pron.3 格 私に                                             「間接目的語」 

die Freude... ﾃﾞｨｰ･ﾌﾛｲﾃﾞ n.f.4 格 喜びを                             「直接目的語」 

Befehlen ﾍﾞﾌｪｰﾚﾝ 命・3 複現･依頼 v.t 〜を命じてください                   「動詞」 

Sie ｼﾞｰ pron あなたは                                                   「主語」 

zu 不定句 〜することを                                                 「目的語」 

der Sonne ﾃﾞｱ･ｿﾞﾈ ﾃﾞｱ･ｿﾞﾈ n.m.1 格 太陽が                        「主語」 

unterzugehen...« ｳﾝﾀｰ･ﾂｰ･ｹﾞｰｴﾝ zu 不定詞 v.i 沈む                 「動詞句」 

 

「もし将軍に、蝶のように花から花へ飛ぶようにと命令したり、なにか悲劇を書くようにと

命令したり、海鳥に変身するように命令したときに、もしもその将軍が命令に従わなかった

ならば、誰が間違っているのだろうか？その将軍だろうか、それともわしだろうか？」 

»Wenn ich einem General geböte, nach der Art der Schmetterlinge von einer Blume zu 

andern zu fliegen oder eine Tragödie zu schreiben oder sich in einen Seevogel zu 

verwandeln, und wenn dieser General den erhaltenen Befehl nicht ausführte, wer wäre 

im Unrecht, er oder ich?« 

《「副詞節」,und「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」,「問いかけ」》 

»Wenn ｳﾞｪﾝ conj. もしも〜ならば                                       「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron わしが                                              「主語」 

einem General ｱｲﾈﾑ･ｹﾞﾈﾗｰﾙ n.m.3 格 将軍に                  「間接目的語」 

geböte, ｹﾞﾍﾞｰﾃ 接 II･1 単現･仮定(gebieten)v.t 命ずる                 「動詞」 

zu 不定句 n. 〜するということを                              「直接目的語」 

nach der Art ﾅｰﾊ･ﾃﾞｱ･ｱｰﾙﾄ adv.（類似）〜のように      「副詞句」 

der Schmetterlinge ﾃﾞｱ･ｼｭﾒｯﾀｰﾘﾝｹﾞ 

 pl.n.m.2 格 蝶の                          「形容詞句」 

von einer Blume zu andern ﾌｫﾝ･ｱｲﾅｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ･ﾂｰ･ｱﾝﾀﾞｰﾝ 

 adv. 花から花へ                                   「副詞句」 

zu fliegen ﾂｰ･ﾌﾘｰｹﾞﾝ zu 不定詞 v.i 飛ぶ                「動詞句」 

oder ｵｰﾀﾞｰ conj. または 

zu 不定句 n. 〜するということを                              「直接目的語」 

eine Tragödie ｱｲﾈ･ﾄﾗｹﾞｰﾃﾞｨｴ n.f.4 格 悲劇を            「目的語」 

zu schreiben ﾂｰ･ｼｭﾗｲﾍﾞﾝ zu 不定詞 v.t 書く             「動詞句」 
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oder ｵｰﾀﾞｰ conj. または 

zu 不定句 n. 〜するということを                              「直接目的語」 

sich ...zu verwandeln, ｽﾞｨｯﾋ...ﾂｰ･ﾌｪｱｳﾞｧﾝﾃﾞﾙﾝ zu 不定詞 

   v.pr 変身する                                      「動詞句」 

in einen Seevogel ｲﾝ･ｱｲﾈﾝ･ｾﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ adv. 海鳥に    「間接目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. もしも〜ならば                                       「副詞節」 

dieser General ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ｹﾞﾈﾗｰﾙ n.m.1 格 この将軍が                「主語」 

den erhaltenen Befehl ﾃﾞﾝ･ｴｱﾊﾙﾃﾈﾝ･ﾍﾞﾌｪｰﾙ 

 n.m.4 格 受け取った命令を                                   「目的語」 

   erhaltenen ｴｱﾊﾙﾃﾈﾝ 過去分詞(erharten)adj.m.4 格 受け取った 

nicht ausführte, ﾆﾋﾄ･ｱｳｽﾌｭｰｱﾃ 3 単過･否定(aus|führen) 

v.t 実行しなかった                                          「動詞句」 

wer ｳﾞｪｰｱ pron 誰が                                                     「主語」 

wäre ｳﾞｪｰﾚ 接 II･3 単現･推測(sein)v.i 〜であろうか                         「動詞」 

im Unrecht, ｲﾑ･ｳﾝﾚﾋﾄ adv. 間違った                                       「補語」 

er oder ich?« ｴｱ･ｵｰﾀﾞｰ･ｲｯﾋ n. 将軍だろうか、それともわしだろうか？    「問いかけ」 

 

「それはあなたでしょうね」と、王子さまはきっぱり言った。 

»Sie wären es«, sagte der kleine Prinz überzeugt. 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」「副詞」 

»Sie ｼﾞｰ pron あなたが                                                  「主語」 

wären ｳﾞｪｰﾚﾝ 接 II･3 複現･推測(sein)v.i 〜だろう                          「動詞」 

es«, ｴｽ adj.（unrecht の代用）間違った                                    「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m 王子さまは                         「主語」 

überzeugt. ﾕｰﾊﾞｰﾂｫｲｸﾄ adv. 確信して、はっきりと                          「副詞」 

 

「その通り。人は誰でも、自分が成し遂げられることを要求しなければならないのだ」 

»Richtig. Man muß von jedem fordern, was er leisten kann«, antwortete der König.  

《「応答」┃「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」 

»Richtig. ﾘﾋﾁﾋ adj. その通り、正しい                                      「応答」 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

muß ...fordern, ﾑｽ...ﾌｫｱﾀﾞｰﾝ 3 単現･必要(müssen+不定詞) 

v.t 要求しなければならない                                          「動詞句」 

von jedem ﾌｫﾝ･ｲｪｰﾃﾞﾑ adv. それぞれ                                    「副詞句」 
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was ｳﾞｧｽ pron 〜することを                                           「目的語」 

er ｴｱ pron 自分が、彼が                                         「主語」 

leisten kann«, ﾗｲｽﾃﾝ･ｶﾝ 3 単現･可能(können+不定詞) 

v.t 成し遂げられる                                          「動詞句」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

der König. ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様は                                         「主語」 

 

「権威というものは、何よりも道理に基づいている」 

»Die Autorität beruht vor allem auf der Vernunft.  

《「主語」「動詞」「副詞句」「間接目的語」》 

»Die Autorität ﾃﾞｨｰ･ｱｳﾄﾘﾃｰﾄ n.f 権威は                                    「主語」 

beruht ﾍﾞﾙｰﾄ 3 単現(beruhen)v.i(auf et-3 何-3 に) 基づく、よる              「動詞」 

vor allem ﾌｫｰｱ･ｱﾚﾑ adv.（優位）何よりも、とりわけ                      「副詞句」 

auf ｱｳﾌ prep 〜の上に                                             「間接目的語」 

der Vernunft. ﾃﾞｱ･ﾌｪｱﾇﾝﾌﾄ n.f.3 格 道理に                    「目的語」 

 

もし君が、国民に行進して海に身を投げるように命令したら、革命が起こるだろう。 

Wenn du deinem Volke befiehlst, zu marschieren und sich ins Meer zu stürzen, wird es 

revoltieren.                                                 「副詞節」,「動詞句」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）もし〜ならば                                   「副詞節」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君が                                               「主語」 

deinem Volke ﾀﾞｲﾈﾑ･ﾌｫﾙｹ n.n(Volk).3 格 国民に               「間接目的語」 

befiehlst, ﾍﾞﾌｨｰﾙｽﾄ 2 単現(befehlen)v.t 命ずる                      「動詞」 

zu 不定句 n. 〜することを                                  「直接目的語」 

zu marschieren ﾂｰ･ﾏﾙｼｰﾚﾝ zu 不定詞 v.i 行進する     「動詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

sich ...zu stürzen, ｽﾞｨｯﾋ...ﾂｰ･ｼｭﾄﾙﾂｪﾝ zu 不定詞 

v.pr 身を投げる                                 「動詞句」 

ins Meer ｲﾝｽ･ﾒｰｱ adv. 海の中に                     「副詞句」 

wird es revoltieren. ｳﾞｨﾙﾄ･ｴｽ･ﾚｳﾞｫﾙﾁｰﾚﾝ 3 単未･非人称･推量(werden+不定詞) 

   v.h 革命が起こるだろう                                              「動詞句」 

 

「わしの命令は理にかなっているから、わしには、服従を要求する権利があるのじゃ」 

Ich habe das Recht, Gehorsam zu fordern, weil meine Befehl vernünftig sind.« 

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞節」》 

Ich ｲｯﾋ pron わしは                                                      「主語」 
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habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t ある                                          「動詞」 

das Recht, ﾀﾞｽ･ﾚﾋﾄ n.n.4 格 権利                                        「目的語」 

zu 不定句 adj.（同格）〜という                                「形容詞句」 

Gehorsam ｹﾞﾎｰｱｻﾞｰﾑ n.m.4 格 服従を                   「目的語」 

zu fordern, ﾂｰ･ﾌｫｱﾀﾞｰﾝ zu 不定詞 v.t 要求する            「動詞句」 

weil ｳﾞｧｲﾙ cinj.（理由）〜なので                                        「副詞節」 

meine Befehl ﾒｲﾈ･ﾍﾞﾌｪｰﾙ pl.n.m.1 格 わしの命令は                  「主語」 

   Befehle ﾍﾞﾌｪｰﾚ pl.n.m(Befehl) 命令、指図 

vernünftig ﾌｪｱﾆｭﾝﾌﾃｨﾋ adj. 合理的な、分別のある                   「補語」 

sind.« ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                「動詞」 

 

「それじゃあ、僕の日の入りについてはどうなるの？」と、王子さまは催促した。彼は、い

ったん質問すると、それを決して忘れなかった。 

»Was ist also mit meinem Sonnenuntergang?« erinnerte der kleine Prinz, der niemals 

eine Frage vergaß, wenn er sie einmal gestellt hatte. 

《「主語」「動詞」「副詞」「間接目的語」》, 

「動詞」「主語」,「主語」「動詞句」「目的語」「副詞節」 

»Was ｳﾞｧｽ pron どのようなこと                                           「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. それでは                                                 「副詞」 

mit meinem Sonnenuntergang?« ﾐｯﾄ･ﾏｲﾈﾑ･ｿﾞﾈﾝｳﾝﾀｰｶﾞﾝｸﾞ 

 adv.（関連）僕の日の入りについては                              「間接目的語」 

erinnerte ｴｱｲﾈｱﾃ 3 単過(erinnern)v.t 催促した                              「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

der ﾃﾞｱ pron 彼は                                                       「主語」 

niemals ...vergaß,  ﾆｰﾏｰﾙｽ...ﾌｪｱｶﾞｰｽ 3 単過･否定(vergessen) 

v.t 決して忘れなかった                                              「動詞句」 

eine Frage ｱｲﾈ･ﾌﾗｰｹﾞ n.f 質問を                                        「目的語」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼が                                                  「主語」 

sie ｼﾞｰ pron.f（Frage の代用）質問を                            「目的語」 

einmal ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. 一度                                          「副詞」 

gestellt hatte. ｹﾞｼｭﾃﾙﾄ･ﾊｯﾃ 3 単過･完了形(stellen)v.t（質問を）した 「動詞句」 
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「君は、日の入りを見ることができるだろう。わしはそのように言いつけておく。しかし、

わしの統治の教訓によって、条件が好都合になるまで待つことにする」 

»Deinen Sonnenuntergang wirst du haben. Ich werde ihn befehlen. Aber in meiner 

Herrscherweisheit werde ich warten, bis die Bedingungen dafür günstig sind.« 

《「目的語」「動詞句」「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Aber「副詞句」「動詞句」「主語」「動詞句」「副詞節」》 

»Deinen Sonnenuntergang ﾀﾞｲﾈﾝ･ｿﾞﾈﾝｳﾝﾀｰｶﾞﾝｸﾞ n.m.4 格 君の日の入りを  「目的語」 

wirst ...haben. ｳﾞｨﾙｽﾄ...ﾊｰﾍﾞﾝ 2 単未(werden+不定詞) 

v.t 見ることができるだろう                                          「動詞句」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 

Ich ｲｯﾋ pron わしは                                                     「主語」 

werde ...befehlen. ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾍﾞﾌｪｰﾚﾝ 1 単現･意志(werden) 

   v.t きっと言いつけておく                                            「動詞句」 

ihn ｲｰﾝ pron そのことを                                               「目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

in meiner Herrscherweisheit ｲﾝ･ﾏｲﾅｰ･ﾍｱｼｬｰ･ｳﾞｧｲｽﾊｲﾄ 

 adv.（理由）わしの統治の教訓によって                                「副詞句」 

werde ...warten, ｳﾞｪｱﾃﾞ...ｳﾞｧﾙﾃﾝ 1 単現･意志(werden+不定詞) 

   v.i 待つことにする                                                  「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron わしは                                                     「主語」 

bis ﾋﾞｽ conj.（時間的）〜するまで                                      「副詞節」 

die Bedingungen ﾃﾞｨｰ･ﾍﾞﾃﾞｨﾝｸﾞﾝｹﾞﾝ pl.n.f(Bedingung).1 格 条件が   「主語」 

dafür ﾀﾞﾌｭｰｱｰ adv.（日の入り）〜のために                         「副詞」 

günstig ｷﾞｭﾝｽﾃｨﾋ adj. 好都合の                                    「補語」 

sind.« ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                「動詞」 

 

「それはいつになるのですか？」と、王子さまは問いただした。 

»Wann wird das sein?« erkundigte sich der kleine Prinz. 

《「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」》,「動詞句」「主語」 

»Wann ｳﾞｧﾝ adv. いつに                                                  「副詞」 

wird ...sein?« ｳﾞｨﾙﾄ...ｻﾞｲﾝ 3 単未(werden+不定詞)v.i 〜になるだろうか？    「動詞句」 

das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

erkundigte sich ｴｱｸﾝﾃﾞｨｸﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 erkundigen) 

   v.pr 問いただした                                                   「動詞句」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 
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問いただす： 

不明な点を質問する。多くの場合、厳しく追及する意味合いを含む。「問い質す」とも書く。 

 

「えへん、えへん」と、王様はまず大きなカレンダーを詳しく調べてから言った。「えーと、

それは、およそ．．．およそ．．．、それは今晩 7 時 40 分頃じゃ。その時、人がどれほどわし

の命令に服従するかが、分かるだろう」 

»Hm, hm!« antwortete der König, der zunächst einen großen Kalender studierte, »hm, 

hm! Das wird sein gegen... gegen... das wird heute abend gegen sieben Uhr vierzig sein! 

Und du wirst sehen, wie man mir gehorcht.« 

《「間投」》,「動詞」「主語」「副詞節」,《「間投」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 

「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」┃Und「主語」「動詞句」「目的語」》 

»Hm, hm!« ﾌﾑ･ﾌﾑ int. えへん、えへん                                     「間投」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                         「動詞」 

der König, ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様は                                        「主語」 

der ﾃﾞｱ pron（挿入節）彼は〜をして                                   「副詞節」 

zunächst ﾂﾈｰﾋｽﾄ adv. まず、最初に                               「副詞」 

einen großen Kalender ｱｲﾈﾝ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ｶﾚﾝﾀﾞｰ 

 n.m.4 格 大きなカレンダーを                                「目的語」 

studierte, ｽﾂﾃﾞｨｰｱﾃ 3 単過(studieren)v.t 詳しく調べた              「動詞」 

»hm, hm! ﾌﾑ･ﾌﾑ int. えーと                                               「間投」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

wird sein ｳﾞｨﾙﾄ･ｻﾞｲﾝ 3 単未(werden+不定詞)v.i 〜になるだろう            「動詞句」 

gegen... gegen... ｹﾞｰｹﾞﾝ･ｹﾞｰｹﾞﾝ adv. およそ．．．およそ．．．                「副詞句」 

das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

wird ...sein! ｳﾞｨﾙﾄ...ｻﾞｲﾝ 3 単未(werden+不定詞)v.i 〜になるだろう         「動詞句」 

heute abend ﾎｲﾃ･ｱｰﾍﾞﾝﾄ adv. 今晩                                      「副詞句」 

gegen sieben Uhr vierzig ｹﾞｰｹﾞﾝ･ｼﾞｰﾍﾞﾝ･ｳｰｱ･ﾌｨｱﾂｨﾋ adv. およそ 7 時 40 分 「副詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 

wirst sehen, ｳﾞｨﾙｽﾄ･ｾﾞｰｴﾝ 2 単未(werden+不定詞)v.t 分かるだろう         「動詞句」 

wie ｳﾞｨｰ adv. どれほど〜といいうことを                                 「目的語」 

man ﾏﾝ pron 人が                                                「主語」 

mir ﾐｰｱ pron わしに                                        「間接目的語」 

gehorcht.« ｹﾞﾎｱﾋﾄ 3 単現(gehorchen)v.i（j-3 人に）従う、服従する    「動詞」 
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王子さまはあくびをした。日の入りを見損ない、悔やんでいた。すでに少し退屈していた。 

Der kleine Prinz gähnte. Es tat ihm leid um den versäumten Sonnenuntergang. Er 

langweilte sich schon ein bißchen. 

「主語」「動詞」┃「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」「副詞句」 

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

gähnte. ｹﾞｰﾝﾃ 3 単過(gähnen)v.i あくびをした                              「動詞」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

tat ﾀｰﾄ 3 単過(tun)v.t 〜した                                             「動詞」 

ihm ｲｰﾑ pron 彼を                                                 「間接目的語」 

leid ﾗｲﾄ adj. 悔やまれる                                                  「補語」 

um ｳﾑ prep（原因）（喪失の対象を示して）〜を失って                    「副詞句」 

den versäumten Sonnenuntergang. ﾃﾞﾝ･ﾌｪｱｿﾞｲﾑﾃﾝ･ｿﾞﾈﾝｳﾝﾀｰｶﾞﾝｸﾞ 

   n.m.4 格 見損なった日の入り                                 「目的語」 

   versäumten ﾌｪｱｿﾞｲﾑﾃﾝ 過去分詞(versäumen)adj.m.4 格 逃した 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

langweilte sich ﾗﾝｸﾞｳﾞｧｲﾙﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich langweilen)v.pr 退屈していた 「動詞句」 

schon ein bißchen. ｼｮｰﾝ･ｱｲﾝ･ﾋﾞｽｼｪﾝ adv. すでに少し                      「副詞句」 

 

「ここにはもう何もすることがありません」と、彼は王様に言った。「また出発します」 

»Ich habe hier nichts mehr zu tun«, sagte er zum König. »Ich werde wieder abreisen!« 

《「主語」「動詞」「副詞」「目的語」》,「動詞」「主語」「間接目的語」, 

《「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 〜がある                                      「動詞」 

hier ﾋｰｱ adv. ここでは                                                   「副詞」 

nichts mehr zu tun«, ﾆﾋﾂ･ﾒｰｱ･ﾂｰ･ﾄｩｰﾝ 

 pron･否定 するべきことはもう何も〜ない                             「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

zum König. ﾂｰﾑ･ｹｰﾆｯﾋ adv. 王様に                                  「間接目的語」 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

werde ...abreisen!« ｳﾞｪｱﾃﾞ...ｱｯﾌﾟ･ﾗｲｾﾞﾝ 1 単未･意思(werden+不定詞) 

  v.i 出発しようと思う                                                 「動詞句」 

wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. また                                                 「副詞」 
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「出発してはいけない！」と、家臣ができて誇らしげな王様が言った。「君を大臣にしよう！」 

»Reise nicht ab«, antwortete der König, der so stolz war, einen Untertanen zu haben, 

»ich mache dich zum Minister!« 

《「動詞句」》,「動詞」「主語」,「副詞節」,《「主語」「動詞」「目的語」「補語」》 

»Reise nicht ab«, ﾗｲｾﾞ･ﾆﾋﾄ･ｱｯﾌﾟ 命・2 単現(ab|reisen)v.i 出発するな！     「動詞句」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞﾜﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                           「動詞」 

der König, ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様が                                         「主語」 

der ﾃﾞｱ pron（挿入節）彼は〜だった                                    「副詞節」 

so stolz ｿﾞｰ･ｼｭﾄﾙﾂ adj. とても誇らしげな                           「補語」 

war, ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                「動詞」 

zu 不定句 adv.（理由）〜することで                              「副詞句」 

einen Untertanen ｱｲﾈﾝ･ｳﾝﾀｰﾀｰﾈﾝ n.m.4 格 家臣を          「目的語」 

zu haben, ﾂｰ･ﾊﾍﾞﾝ zu 不定詞 v.t 持つ                        「動詞」 

»ich ｲｯﾋ pron わしは                                                     「主語」 

mache ﾏﾍ 1 単現(machen)v.t 〜にする                                     「動詞」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron 君を                                                  「目的語」 

zum Minister!« ﾂｰﾑ･ﾐﾆｽﾀｰ adv. 大臣に                                     「補語」 

 

「何の大臣に？」 

»Zu was für einem Minister?«                                          《「副詞句」》 

»Zu was für einem Minister?« ﾂｰ･ｳﾞｧｽ･ﾌｭｰｱ･ｱｲﾈﾑ･ﾐﾆｽﾀｰ 

 adv. 何のための大臣に？                                             「副詞句」 

 

「えー．．．法務大臣に」 

»Zum... zum Justizminister!«                                          《「副詞句」》 

»Zum... zum Justizminister!« ﾂｰﾑ･ｼﾞｭｽﾃｨﾂ･ﾐﾆｽﾀｰ adv. えー．．．法務大臣に  「副詞句」 

 

「でも、ここには裁判にかけるような人は誰もいませんよ」 

»Aber es ist niemand da, über den man richten könnte!« 

《Aber「動詞」「主語」「副詞」「間接目的語」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. でも 

es ｴｽ pron 非人称 

ist ｲｽﾄ 3 単現･存在(sein)v.i 〜がいる                                      「動詞」 

niemand ﾆｰﾏﾝﾄ pron 誰も〜ない                                          「主語」 

da, ﾀﾞｰ adv. ここには                                                    「副詞」 

über den ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞﾝ adv. その人に対して                             「間接目的語」 
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man ﾏﾝ pron 人が                                            「主語」 

richten könnte!« ﾘﾋﾃﾝ･ｹﾝﾃ 接 II･3 単現･可能･推量(können+不定詞 richten) 

   v.i(über j-4 人-4 について) 判断を下すことができる         「動詞句」 

 

「それは分からない」と、王様は言った。「わしはまだ王国を一回りしたことがないのじゃ。

もう高齢だし、車を置く場所もないし、歩くのは疲れる」 

»Das weiß man nicht«, sagte der König. »Ich habe die Runde um mein Königreich noch 

nicht gemacht. Ich bin sehr alt, ich habe keine Platz für einen Wagen und das Gehen 

macht mich müde.« 

《「目的語」「動詞句」「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」「動詞句」 

「主語」「動詞」「補語」,「主語」「動詞」「目的語」und「主語」「動詞」「目的語」「補語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それを                                                  「目的語」 

weiß ...nicht«, ｳﾞｧｲｽ...ﾆﾋﾄ 3 単現･否定(wissen)v.t 分からない               「動詞句」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単現(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der König. ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様は                                         「主語」 

»Ich ｲｯﾋ pron わしは                                                    「主語」 

habe ...noch nicht gemacht. ﾊｰﾍﾞ...ﾉｯﾎ･ﾆﾋﾄ･ｹﾞﾏﾊﾄ 1 単現･完了形･否定(machen) 

   v.t まだ〜をしていない                                              「動詞句」 

die Runde ﾃﾞｨｰ･ﾙﾝﾃﾞ n.f 一回り                                         「目的語」 

um mein Königreich ｳﾑ･ﾏｲﾝ･ｹｰﾆｸﾗｲﾋ adv. わが王国を                     「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron わしは                                                     「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sehr alt, ｾﾞｰｱ･ｱﾙﾄ adj. とても高齢の                                      「補語」 

ich ｲｯﾋ pron わしは                                                     「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t ある                                          「動詞」 

keine Platz ｶｲﾈ･ﾌﾟﾗｯﾂ n.m 場所が〜ない                                 「目的語」 

für einen Wagen ﾌｭｰｱ･ｱｲﾈﾝ･ｳﾞｧｰｹﾞﾝ adj. 車のための             「形容詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

das Gehen ﾀﾞｽ･ｹﾞｰｴﾝ n.n 歩くことは                                      「主語」 

macht ﾏﾊﾄ 3 単現(machen)v.t 〜にする                                    「動詞」 

mich ﾐｯﾋ pron わしを                                                  「目的語」 

müde.« ﾐｭｰﾃﾞ adj. 疲れた                                                 「補語」 
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「おお！さっき、見たんですけど」と、王子さまは身をかがめて惑星の反対側に目をやって

言った。「あちら側にも、誰もいませんよ．．．」 

»Oh! Aber ich habe schon gesehen«, sagte der kleine Prinz, der sich bückte, um einen 

Blick auf die andere Seite des Planeten zu werfen, »es ist auch dort drüben niemand...« 

《「感嘆」┃Aber「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」》,「動詞」「主語」, 

《「動詞」「副詞句」「主語」》 

»Oh! ｵｰ int. おお                                                        「感嘆」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...gesehen«, ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞｾﾞｰｴﾝ 1 単現･完了形(sehen)v.t 見た              「動詞句」 

schon ｼｮｰﾝ adv. すでに、先刻、さっき                                     「副詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

der ﾃﾞｱ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

sich bückte, ｽﾞｨｯﾋ･ﾋﾞｭｯｸﾃ 3 単過(sich-4 bücken) 

v.pr 身をかがめた                                    「動詞句」 

zu 不定句 adv.（継続）そして〜した                      「副詞句」 

um einen Blick ｳﾑ･ｱｲﾈﾝ･ﾌﾞﾘｯｸ adv. 一瞥を    「間接目的語」 

auf die andere Seite ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰ･ｱﾝﾃﾞﾚ･ｻﾞｲﾃ 

 adv. 反対側に                               「副詞句」 

des Planeten ﾃﾞｽ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adj. 惑星の  「形容詞句」 

zu werfen, ﾂｰ･ｳﾞｪｱﾌｪﾝ zu 不定詞 v.i 投げた       「動詞句」 

»es ｴｽ pron 非人称 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜がいる                                           「動詞」 

auch dort drüben ｱｳﾌ･ﾄﾞｱﾄ･ﾄﾞﾘｭｰﾍﾞﾝ adv. あちら側にも                  「副詞句」 

niemand...« ﾆｰﾏﾝﾄ pron 誰も〜ない                                       「主語」 

 

「それなら、君は自分自身を裁いたら良いだろう」と、王様は彼に答えた。「それは一番難

しいことだ。自分自身を裁くことは、他人を裁くことよりずっと難しいのだ。もし君が、自

分自身をしっかり裁くことが出来たら、君は本当の賢者だということだ」 

»Du wirst also über dich selbst richten«, antwortete ihm der König. »Das ist das 

Schwerste. Es ist viel schwerer, sich selbst zu verurteilen, als über andere zu richten. 

Wenn es dir gelingt, über dich selbst gut zu Gericht zu sitzen, dann bist du ein wirklicher 

Weiser.«《「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」「動詞句」》,「動詞」「間接目的語」「主語」, 

《「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」「主語」「副詞句」 

「副詞節」,「副詞」「動詞」「主語」「補語」》 
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»Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

wirst ...richten«, ｳﾞｨﾙｽﾄ...ﾘﾋﾃﾝ 2 単未･妥当(werden+不定詞 richten) 

v.i(über について) 裁けば良いだろう                                  「動詞句」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. それなら                                                 「副詞」 

über dich selbst ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｯﾋ･ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ adv. 自分自身について          「間接目的語」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

ihm ｲｰﾑ pron.3 格 彼に                                            「間接目的語」 

der König. ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様は                                         「主語」 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

das Schwerste. ﾀﾞｽ･ｼｭｳﾞｪｱｽﾃ n.n.1 格(schwer の中性名詞化) 一番難しいこと  「補語」 

Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は sich selbst zu verurteilen） 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

viel schwerer, ﾌｨｰﾙ･ｼｭｳﾞｪｰﾗｰ adj.（schwer 比較級）ずっと難しい            「補語」 

zu 不定句 n. 〜することは                                                「主語」 

sich ...zu verurteilen, ｽﾞｨｯﾋ...ﾂｰ･ﾌｪｱｳﾙﾀｲﾚﾝ zu 不定詞(sich-4 verurteilen) 

   v.pr 自分で裁く                                               「動詞句」 

selbst ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ pron 自分自身を                                   「目的語」 

als ｱﾙｽ adv.（比較）〜よりも                                           「副詞句」 

über andere zu richten. ﾕｰﾊﾞｰ･ｱﾝﾃﾞﾚ･ﾂｰ･ﾘﾋﾃﾝ 

   zu 不定句 n. 他人を裁くこと                                 「目的語」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. もし〜するなら                                        「副詞節」 

es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は über dich selbst gut zu Gericht zu sitzen） 

dir ﾃﾞｨｱ pron.3 格 君にとって                               「間接目的語」 

gelingt, ｹﾞﾘﾝｸﾄ 3 単現(gelingen)v.i 成功する                        「動詞」 

zu 不定句 〜することが                                           「主語」 

über dich selbst ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞｨｯﾋ･ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ adv. 君自身を     「間接目的語」 

gut zu Gericht ｸﾞｰﾄ･ﾂｰ･ｹﾞﾘﾋﾄ adj. 裁判に対して良い          「補語」 

zu sitzen, ﾂｰ･ｼﾞｯﾂｪﾝ zu 不定詞 v.i（うまく）はまっている    「動詞句」 

dann ﾀﾞﾝ adv. その時は、そうすれば                                      「副詞」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

ein wirklicher Weiser.« ｱｲﾝ･ｳﾞｨﾙｸﾘﾋｬｰ･ｳﾞｧｲｻﾞｰ n.m.1 格 本当の賢者          「補語」 
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「僕は」と、王子さまは言った。「僕は、どこにいようとも、自分自身を裁くことが出来ま

す。だから、ここに住む必要はありません」 

»Ich«, sagte der kleine Prinz, »ich kann über mich richten, wo immer ich bin. Dazu 

brauche ich nicht hier zu wohnen.« 

《「主語」》,「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞節」┃「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」》 

»Ich«, ｲｯﾋ pron 僕は                                                     「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

»ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

kann ...richten, ｶﾝ...ﾘﾋﾃﾝ 1 単現･可能(können+不定詞)v.i 裁ける            「動詞句」 

über mich ﾕｰﾊﾞｰ･ﾐｯﾋ adv. 自分自身について                          「間接目的語」 

wo ｳﾞｫｰ adv. どこに〜する                                             「副詞節」 

immer ｲﾏｰ adv. 〜であろうとも                                   「副詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                「主語」 

bin. ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i（存在）〜にいる                           「動詞」 

Dazu ﾀﾞﾂｰ adv. だから、それで                                           「副詞」 

brauche ...nicht hier zu wohnen.« ﾌﾞﾗｳﾍ...ﾆﾋﾄ･ﾋｰｰｱ･ﾂｰ･ｳﾞｫｰﾈﾝ 1 単現･必要･否定 

   (brauchen+zu 不定句)v.t ここに住む必要はない                        「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

 

「えへん、えへん」と、王様が言った。「わしの惑星のどこかに、年老いたネズミがいると

わしは思っているのだが」 

»Hm, hm!« sagte der König, »ich glaube, dass es auf meinem Planeten irgendwo eine alte 

Ratte gibt.              《「間投」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「目的語」》 

»Hm, hm!« ﾌﾑ･ﾌﾑ adv. えへん、えへん                                     「間投」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der König, ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様が                                         「主語」 

»ich ｲｯﾋ pron わしは                                                     「主語」 

glaube, ｸﾞﾗｳﾍﾞ 1 単現(glauben)v.t 〜と思う                                「動詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜といいうことを                                        「目的語」 

es ...gibt. ｴｽ...ｷﾞｰﾌﾟﾄ 3 単現･非人称(es geben et-4)v.t 〜がいる      「動詞句」 

  et-4（j-4）は、意味上の主語だが、文法的には geben の目的語 

auf meinem Planeten ｱｳﾌ･ﾏｲﾈﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. わしの惑星の上に     「副詞句」 

irgendwo ｲﾙｹﾞﾝﾄｳﾞｫｰ adv. どこかに                                「副詞」 

eine alte Ratte ｱｲﾈ･ｱﾙﾃ･ﾗｯﾃ n.f 年老いたネズミが                 「目的語」 
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夜になると、そのネズミの音が聞こえるのじゃ。 

Ich höre sie in der Nacht.                        「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron わしは                                                     「主語」 

höre ﾍｰﾚ 1 単現･知覚動詞(hören)v.t(et-4 / j-4 〜の声が) 聞こえる             「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.f（Ratte の代用）.4 格 そのネズミの声が                     「目的語」 

in der Nacht. ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ﾅﾊﾄ adv. 夜に                                      「副詞句」 

 

そのネズミの裁判官になってくれないかね？ 

Du könntest Richter über dies alte Ratte sein.     「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

könntest ...sein. ｹﾝﾃｽﾄ...ｻﾞｲﾝ 接 II･2 単現･依頼(können+不定詞) 

v.i 〜になってくれないか？                                          「動詞句」 

  接続法は話者の願望などを表す。この場合は、「主語」に対する依頼を表す。 

Richter ﾘﾋﾀｰ n.m.1 格 裁判官                                             「補語」 

über ﾕｰﾊﾞｰ prep（4 格と）〜に関して                            「形容詞句」 

dies alte Ratte ﾃﾞｨｰｽ･ｱﾙﾃ･ﾗｯﾃ n.f この年老いたネズミ      「目的語」 

 

時々、そのネズミに死刑を宣告して欲しい。 

Du wirst sie von Zeit zu Zeit zum Tode verurteilen.「主語」「動詞句」「目的語」「補語」 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

wirst ...verurteilen. ｳﾞｨﾙｽﾄ...ﾌｪｱｳﾙﾀｲﾚﾝ 2 単未･要請(werden+不定詞) 

   v.t(j-4 に) 有罪の判決を下して欲しい                                 「動詞句」 

  werden は助動詞として不定詞を伴い未来時制を表すが、話者の願望を含んでおり、 

2 人称主語に対する要請や命令を表す。 

sie ｼﾞｰ pron.4 格 そのネズミを                                          「目的語」 

von Zeit zu Zeit ﾌｫﾝ･ﾂｧｲﾄ･ﾂｰ･ﾂｧｲﾄ adv. 時々                        「副詞句」 

zum Tode ﾂｰﾑ･ﾄｰﾃﾞ adv. 死刑に                                           「補語」 

 

そうなると、ネズミの命は君の判決次第ということになるだろう。 

So wird ihr Leben von deiner Rechtsprechung abhängen.  

「副詞」「動詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」 

So ｿﾞｰ adv. そうすると                                                   「副詞」 

wird ...abhängen. ｳﾞｨﾙﾄ...ｱｯﾌﾟﾍﾝｹﾞﾝ 3 単未･推量(werden+不定詞) 

   v.i（von et-3 に）依存していることになるだろう                       「動詞句」 

ihr Leben ｲｰｱ･ﾚｰﾍﾞﾝ n.n.1 格 その命は                                    「主語」 
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von deiner Rechtsprechung ﾌｫﾝ･ﾀﾞｲﾅｰ･ﾚﾋﾂﾌﾟﾚﾋｭﾝｸﾞ adv. 君の判決に       「副詞句」 

 

しかし裁判のたびに、そのネズミを生かしておくために、恩赦を与えてほしい。ネズミは一

匹しかいないんだ。 

Aber du wirst sie jedesmal begnadigen, um sie aufzusparen. Es gibt nur eine.« 

Aber「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」「動詞句」「副詞句」┃「動詞句」「目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

wirst ... begnadigen, ｳﾞｨﾙｽﾄ...ﾍﾞｸﾞﾅｰﾃﾞｨｹﾞﾝ 2 単未･要請(werden+不定詞) 

   v.t 恩赦を与えてほしい                                              「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.4 格 そのネズミに                                          「目的語」 

jedesmal ｲｪｰﾃﾞｽ･ﾏｰﾙ adv. そのたびごとに                                  「副詞」 

   jeder + Mal  

um +zu 不定詞 ｳﾑ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

sie ｼﾞｰ pron そのネズミを                                      「目的語」 

aufzusparen. ｱｳﾌ･ﾂｰ･ｽﾊﾟｰﾚﾝ zu 不定詞(auf|sparen)v.t 残しておく  「動詞句」 

Es gibt ｴｽ･ｷﾞｰﾌﾟﾄ 3 単現･非人称(es geben)v.t 〜がある                    「動詞句」 

nur eine.« ﾇｰｱ･ｱｲﾈ pron.f ひとつだけしか〜ない                          「目的語」 

 

「僕は、死刑にするのはいやです」と、王子様が答えた。「それで、僕はもう立ち去ります」 

»Ich liebe es nicht, zum Tode zu verurteilen«, antwortete der kleine Prinz, »und ich 

glaube wohl, dass ich jetzt gehe.« 

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》,「動詞」「主語」, 

《und「主語」「動詞」「副詞」「目的語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

liebe ...nicht, ﾘｰﾍﾞ...ﾆﾋﾄ 1 単現･否定(lieben)v.t 好まない                   「動詞句」 

es ｴｽ pron 仮の目的語（真の目的語は zum 以降） 

zum Tode zu verurteilen«, ﾂｰﾑ･ﾄｰﾃﾞ･ﾂｰ･ﾌｪｱｳﾙﾀｲﾚﾝ zu 不定句 

  n. 死刑にすること                                                    「目的語」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

»und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

glaube ｸﾞﾗｳﾍﾞ 1 単現(glauben)v.t 〜と思う                                「動詞」 

wohl, ｳﾞｫｰﾙ adv. しっかり、強く                                         「副詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 
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ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

jetzt ｲｪﾂﾄ adv. 今                                                「副詞」 

gehe.« ｹﾞｰｴ 1 単現(gehen)v.i 立ち去る                              「動詞」 

 

「いかん」と、王様が言った。 

»Nein«, sagte der König.                                 《「応答」》,「動詞」「主語」 

»Nein«, ﾅｲﾝ adv.（否定）いかん                                           「応答」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der König. ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様は                                         「主語」 

 

しかし王子さまは、すでに支度を整えていて、年老いた君主に面倒をかけたくなかった： 

Aber der kleine Prinz, der seine Vorbereitungen bereits getroffen hatte, wollte dem alten 

Monarchen nicht wehtun:          Aber「主語」,「副詞節」,「動詞句」「間接目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

der ﾃﾞｱ pron（挿入句）彼は〜する                                       「副詞節」 

seine Vorbereitungen ｻﾞｲﾈ･ﾌｫｰｱﾍﾞﾗｲﾄｩﾝｹﾞﾝ pl.n.f.4 格 支度を       「目的語」 

bereits ﾍﾞﾗｲﾂ adv. すでに                                          「副詞」 

getroffen hatte, ｹﾞﾄﾛｯﾌｪﾝ･ﾊｯﾃ 3 単過･完了形(treffen) 

v.t(Vorbereitungen 準備を) 整えていた                         「動詞句」 

wollte ...nicht wehtun: ｳﾞｫﾙﾃ...ﾆﾋﾄ･ｳﾞｪｰﾄｩﾝ 3 単過･願望･否定 

   (wollen+不定詞)v.i(j-3 人-3 に) 面倒をかけたくなかった                 「動詞句」 

   weh|tun ｳﾞｪｰﾄｩﾝ v.i(j-3 を) 痛い目に合わせる、傷つける、悲しませる 

dem alten Monarchen ﾃﾞｰﾑ･ｱﾙﾃﾝ･ﾓﾅｰﾋｪﾝ n.m.3 格 年老いた君主に      「間接目的語」 

 

「もし陛下が、きちんと従うことが重要だとお考えでしたら、僕に分別のある命令をしてい

ただけないでしょうか？」 

»Wenn Eure Majestät Wert auf pünktlichen Gehorsam legen, könnten Sie mir einen 

vernünftigen Befehl erteilen.《「副詞節」,「動詞句」「主語」「間接目的語」「直接目的語」》 

»Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）もし〜ならば                                  「副詞節」 

Eure Majestät ｵｲﾚ･ﾏｼﾞｪｽﾃｰﾄ n.f.1 格 陛下が                        「主語」 

   Majestät は三人称複数・敬称として扱い、定動詞を複数形にする 

Wert ｳﾞｪｰｱﾄ n.m.4 格 価値を、重要性を                          「目的語」 

auf pünktlichen Gehorsam ｱｳﾌ･ﾌﾟﾝｸﾄﾘｯﾋｪﾝ･ｹﾞﾎｰｱｻﾞｰﾑ 

 adv.（基準）きちんとした従順に対して                          「副詞句」 

legen, ﾚｰｹﾞﾝ 3 複現 v.t 置く                                       「動詞」 
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könnten ....erteilen. ｹﾝﾃﾝ...ｴｱﾀｲﾚﾝ 接 II･3 複現･依頼(können+不定詞) 

  v.t 〜を与えていただけませんか？                                     「動詞句」 

Sie ｼﾞｰ pron.pl あなたは                                                 「主語」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

einen vernünftigen Befehl ｱｲﾈﾝ･ﾌｪｱﾆｭﾝﾌﾁｹﾞﾝ･ﾍﾞﾌｪｰﾙ 

 n.m.4 格 分別のある命令を                                       「直接目的語」 

接続法 ： 

願わしいことまたは仮定・想像として述べる。丁寧な依頼や勧誘に用いることができる。 

 

「例えば、1 分以内に立ち去れ、と僕に命令してください」 

Sie könnten mir zum Beispiel befehlen, innerhalb eine Minute zu verschwinden.  

《「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞句」「直接目的語」》 

Sie ｼﾞｰ pron.pl あなたは                                                 「主語」 

könnten ...befehlen, ｹﾝﾃﾝ...ﾍﾞﾌｪｰﾚﾝ 接 II･3 複現･勧誘(können+不定詞) 

   v.t 命令してください                                                「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

zum Beispiel ﾂｰﾑ･ﾊﾞｲｼｭﾋﾟｰﾙ adv. 例えば                                 「副詞句」 

zu 不定句 n. 〜ということを                                        「直接目的語」 

innerhalb eine Minute ｲﾅｰ･ﾊﾙﾌﾟ･ｱｲﾈ･ﾐﾇｰﾃ adv. 1 分以内に     「副詞句」 

zu verschwinden. ﾂｰ･ﾌｪｱｼｭｳﾞｨﾝﾃﾞﾝ zu 不定詞･命令 

v.i そっと立ち去れ                                       「動詞句」 

 

「状況は良いと思いますが．．．」 

Es scheint mir, dass die Umstände günstig sind...«    《「動詞」「間接目的語」「主語」》 

Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は dass 以降） 

scheint ｼｬｲﾝﾄ 3 単現(scheinen)v.i 〜のように見える                         「動詞」 

mir, ﾐｰｱ pron 僕には                                               「間接目的語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということが                                            「主語」 

die Umstände ﾃﾞｨｰ･ｳﾑｼｭﾃﾝﾃﾞ pl.n.m.1 格 状況は                      「主語」 

günstig ｷﾞｭﾝｽﾃｨﾋ adj. 好都合な                                      「補語」 

sind...« ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                 「動詞」 

 

王様が返事をしなかったので、王子さまは初めのうちはためらっていたのだが、やがてため

息をついて、出発した。 

Da der König nichts erwiderte, zögerte der kleine Prinz zuerst, dann brach er mit einem 

Seufzer auf.                          「副詞節」,「副詞」「動詞句」「主語」「副詞句」 
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Da ﾀﾞｰ conj. 〜なので                                                  「副詞節」 

der König ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様は                                   「主語」 

nichts erwiderte, ﾆﾋﾂ･ｴｱｳﾞｨｰﾃﾞｱﾃ 3 単過･否定(erwidern) 

v.t 返事しなかった                                           「動詞句」 

zögerte ﾂｪｰｹﾞｱﾃ 3 単過･挿入句(zögern)v.i ためらった                      「副詞節」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                    「主語」 

zuerst, ﾂｴｱｰｽﾄ adv. 最初は、初めのうちは                          「副詞」 

dann ﾀﾞﾝ adv. そのあと、やがて                                          「副詞」 

brach ...auf. ﾌﾞﾗｰﾌ...ｱｳﾌ 3 単過(auf|brechen)v.i 出発した                  「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

mit ﾐｯﾄ prep（随伴状況を示して）〜をして                              「副詞句」 

einem Seufzer ｱｲﾈﾑ･ｿﾞｲﾌﾂｧｰ n.m ため息                         「目的語」 

 

「君を大使にしてやろう」と、王様は急いで彼に呼び掛けた。 

»Ich mache dich zu meinem Gesandten«, beeilte sich der König, ihm nachzurufen. 

《「主語」「動詞」「目的語」「補語」》,「動詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」 

»Ich ｲｯﾋ pron わしは                                                    「主語」 

mache ﾏﾍ 1 単現(machen)v.t 〜にする、〜に変える                         「動詞」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron 君を                                                  「目的語」 

zu meinem Gesandten«, ﾂｰ･ﾏｲﾈﾑ･ｹﾞｻﾞﾝﾃﾝ adv. 大使に                      「補語」 

beeilte sich ... nachzurufen. ﾍﾞｱｲﾙﾃ･ｽﾞｨｯﾋ...ﾅｰﾊ･ﾂｰ･ﾙｰﾌｪﾝ 3 単過･急ぎ 

   v.pr(sich-4 beeilen+zu 不定詞) 急いで呼びかけた                      「動詞句」 

der König, ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様は                                        「主語」 

ihm ｲｰﾑ pron 彼に                                                「間接目的語」 

 

彼は威厳のある素振りを見せた。 

Er gab sich den Anschein großer Autorität.               「主語」「動詞句」「目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

gab sich ｶﾞｰﾌﾟ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich geben)v.pr 振舞った                     「動詞句」 

den Anschein ﾃﾞﾝ･ｱﾝｼｬｲﾝ n.m.4 格 様子を                               「目的語」 

großer Autorität. ｸﾞﾛｰｻｰ･ｱｳﾄﾘﾃｰﾄ adj. 偉大な権威の             「形容詞句」 

 

《大人たちは、とっても変わっている》と、王子さまは、旅の間、心の中で思った。 

Die großen Leute sind sehr sonderbar, sagte sich der kleine Prinz auf seiner Reise. 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「主語」「副詞句」 

Die großen Leute ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ pl.n.1 格 大人たちは                     「主語」 
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sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

sehr sonderbar, ｾﾞｰｱ･ｿﾞﾝﾀﾞｰﾊﾞｰﾙ adj. とても変わっている                   「補語」 

sagte sich ｻﾞｰｸﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich sagen)v.pr 心の中で思った             「動詞句」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

auf seiner Reise. ｱｳﾌ･ｻﾞｲﾅｰ･ﾗｲｾﾞ adv.（期間）旅の間                     「副詞句」 

 

XI 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 番目の惑星には、見栄張り男が住んでいた。 

Der zweite Planet war von einem Eitlen bewohnt. 

「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

Der zweite Planet ﾃﾞｱ･ﾂｳﾞｧｲﾃ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m.1 格 2 番目の惑星は               「主語」 
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war ...bewohnt. ｳﾞｧｰﾙ...ﾍﾞﾎﾞｰﾝﾄ 3 単過･状態受動(sein+過去分詞) 

   v.t 住まれていた                                                    「動詞句」 

von ﾌｫﾝ prep（受動文の動作主を示して、3 格と）〜によって              「副詞句」 

einem Eitlen ｱｲﾈﾑ･ｱｲﾄﾚﾝ n.m(eitel).3 格 見栄張り男               「目的語」 

  このまま翻訳しても日本語らしくない 

eitel の名詞化 ：格変化の例 

  eitel ｱｲﾃﾙ adj. 見栄っ張りの→ der Eitle ｱｲﾄﾚ n.m.1 格 見栄張り男→ dem Eitlen 3 格 

  die Eitlen ｱｲﾄﾚﾝ pl.n.m.1 格 見栄張り男は 

 

「ああ、これは、これは、おれのファンが会いに来たぞ！」と、王子様に気付くやいなや、

見栄張り男は遠くから叫んだ。 

»Ah, ah, schau, schau, ein Bewunderer kommt zu Besuch!« rief der Eitle von weitem, 

sobald er des kleinen Prinzen ansichtig wurde. 

《「感嘆」「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

»Ah, ah, ｱｱ･ｱｱ int. ああ、ああ                                            「感嘆」 

schau, schau, ｼｬｳ･ｼｬｳ 命・2 単現(schauen)v.i これは、これは                「感嘆」 

ein Bewunderer ｱｲﾝ･ﾍﾞｳﾞﾝﾀﾞﾗｰ n.m.1 格 ファンが                          「主語」 

kommt zu Besuch!« ｺﾑﾄ･ﾂｰ･ﾍﾞｽﾞｰﾌ 3 単現･目的(kommen zu+名詞) 

   v.i 訪問にやってきた                                                「動詞句」 

rief ﾘｰﾌ 3 単過(rufen)v.i 叫んだ                                           「動詞」 

der Eitle ﾃﾞｱ･ｱｲﾄﾚ n.m.1 格 見栄っ張りは                                  「主語」 

von weitem, ﾌｫﾝ･ｳﾞｧｲﾃﾑ adv.（空間的）遠くから                          「副詞句」 

sobald ｿﾞﾊﾞﾙﾄ conj. 〜するやいなや                                     「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

des kleinen Prinzen ﾃﾞｽ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m.2 格 王子様に         「副詞句」 

ansichtig ｱﾝｽﾞｨﾋﾁﾋ adj.(j-2 に) 気づいた                            「補語」 

wurde. ｳﾞﾙﾃﾞ 3 単過(werden)v.i 〜になった                         「動詞」 

 

なぜなら、見栄張りたちにとっては、ほかの人たちは自分のファンなのだ。 

Denn für die Eitlen sind die anderen Leute Bewunderer. 

Denn「副詞句」「動詞」「主語」「補語」 

Denn ﾃﾞﾝ conj. なぜなら〜だから 

für die Eitlen ﾌｭｰｱ･ﾃﾞｨｰ･ｱｲﾄﾚﾝ adv. 見栄張りたちにとっては              「副詞句」 

   die Eitlen ﾃﾞｨｰ･ｱｲﾄﾚﾝ pl.n.m.4 格 見栄張りたち 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                        「動詞」 

die anderen Leute ﾃﾞｨｰ･ｱﾝﾃﾞﾚﾝ･ﾛｲﾃ pl.n.1 格 他の人々は                   「主語」 
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Bewunderer. ﾍﾞｳﾞﾝﾀﾞﾗｰ pl.n.m.1 格 ファン                                「補語」 

 

「こんにちは」と、王子様が言った。「面白い帽子をかぶっていますね」 

»Guten Tag«, sagte der kleine Prinz. »Sie haben einen spaßigen Hut auf.« 

《「挨拶」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞句」「目的語」》 

»Guten Tag«, ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

»Sie ｼﾞｰ pron あなたは                                                  「主語」 

haben ...auf.« ﾊｰﾍﾞﾝ...ｱｳﾌ 3 複現(auf|haben)v.t（帽子を）かぶっている      「動詞句」 

einen spaßigen Hut ｱｲﾈﾝ･ｼｭﾊﾟｰｼｹﾞﾝ･ﾌｰﾄ n.m.4 格 面白い帽子を            「目的語」 

  spaßigen ｼｭﾊﾟｰｼｹﾞﾝ adj.m(spaßig).4 格 面白い Hut ﾌｰﾄ n.m 帽子 

 

「これは挨拶のためだよ」と、見栄張り男が彼に答えた。「誰かが私に対して歓声を上げた

ときに、挨拶するためなんだよ。あいにく、誰もここを通りかからないがね」 

»Der ist zum Grüßen«, antwortete ihm der Eitle. »Er ist zum Grüßen, wenn man mir 

zujauchzt. Unglücklicherweise kommt hier niemand vorbei.« 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「間接目的語」「主語」, 

《「主語」「動詞」「補語」「副詞節」┃「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」》 

»Der ﾃﾞｱ pron これは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

zum Grüßen«, ﾂｰﾑ･ｸﾞﾘｭｰｾﾝ adv.（目的）挨拶のために                       「補語」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｧﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                           「動詞」 

ihm ｲｰﾑ pron 彼に                                                 「間接目的語」 

der Eitle. ﾃﾞｱ･ｱｲﾄﾚ n.m 見栄張り男が                                     「主語」 

»Er ｴｱ pron（Hut の代用）帽子は                                         「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

zum Grüßen, ﾂｰﾑ･ｸﾞﾘｭｰｾﾝ adv.（目的）挨拶のために                       「補語」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するときに                                          「副詞節」 

man ﾏﾝ pron 誰かが                                              「主語」 

mir ﾐｰｱ pron 私に対して                                    「間接目的語」 

zujauchzt. ﾂｰﾔｳﾌﾂﾄ 3 単現(zu|jauchzen)v.i 歓声をあげる           「動詞句」 

Unglücklicherweise ｳﾝｸﾞﾘｭｯｸﾘﾋｬｰｳﾞｧｲｾﾞ adv. 不運にも、あいにく            「副詞」 

kommt ...vorbei.« ｺﾑﾄ...ﾌｫｱﾊﾞｲ 3 単現(vorbei|kommen)v.i 通りかかる       「動詞句」 

hier ﾋｰｱ adv. ここを                                                     「副詞」 

niemand ﾆｰﾏﾝﾄ pron 誰も〜ない                                          「主語」 
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「ああ、そう」と、王子さまは言ったが、それについて分かっていなかった。 

»Ach ja?« sagte der kleine Prinz, der nichts davon begriff. 

《「応答」》,「動詞」「主語」,「主語」「動詞句」「間接目的語」 

»Ach ja?« ｱｯﾊ･ﾔｰ int. ああ、そう                                          「応答」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

der ﾃﾞｱ pron 王子さまは                                                 「主語」 

nichts ...begriff. ﾆﾋﾂ...ﾍﾞｸﾞﾘﾌ 3 単過･否定(begreifen)v.t 分からなかった      「動詞句」 

davon ﾀﾞﾌｫﾝ adv. それについて                                     「間接目的語」 

 

「拍手しなさい」と、見栄張り男が彼に勧めた。 

»Schlag deine Hände zusammen«, empfahl ihm der Eitle. 

《「動詞」「目的語」「副詞句」》,「動詞」「間接目的語」「主語」 

»Schlag ｼｭﾗｰｸ 命・2 単現(schlagen)v.t たたきなさい                        「動詞」 

deine Hände ﾀﾞｲﾈ･ﾍﾝﾃﾞ pl.n.f.4 格 手を                                  「目的語」 

zusammen«, ﾂｻﾞﾒﾝ adv. 合わせて                                         「副詞」 

empfahl ｴﾝﾌﾟﾌｧｰﾙ 3 単過(empfehlen)v.t 推薦した、伝えた                   「動詞」 

ihm ｲｰﾑ pron 彼に                                                 「間接目的語」 

der Eitle. ﾃﾞｱ･ｱｲﾄﾚ n.m(eitel).1 格 見栄張り男が                            「主語」 

 

王子さまは拍手した。 

Der kleine Prinz schlug seine Hände gegeneinander. 「主語」「動詞」「目的語」「副詞」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

schlug ｼｭﾙｰｸ 3 単過(schlagen)v.t 叩いた                                   「動詞」 

seine Hände ｻﾞｲﾈ･ﾍﾝﾃﾞ pl.n.f.4 格 手を                                  「目的語」 

gegeneinander. ｹﾞｰｹﾞﾝ･ｱｲﾅﾝﾀﾞｰ adv. 互いに向き合わせて                    「副詞」 

 

見栄張り男は、帽子をちょっと持ち上げて、うやうやしく挨拶した。 

Der Eitle grüßte bescheiden, indem er seinen Hut lüftete.   「主語」「動詞」「副詞句」 

Der Eitle ﾃﾞｱ･ｱｲﾄﾚ n.m(eitel).1 格 見栄張り男は                            「主語」 

grüßte ｸﾞﾘｭｰｽﾃ 3 単過(grüßen)v.t 挨拶した                                 「動詞」 

bescheiden, ﾍﾞｼｬｲﾃﾞﾝ adv. うやうやしく                                   「副詞」 

indem ｲﾝﾃﾞｰﾑ conj.（手段）〜することによって                          「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

seinen Hut ｻﾞｲﾈﾝ･ﾌｰﾄ n.m.4 格 帽子を                           「目的語」 
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lüftete. ﾘｭﾌﾃﾃ 3 単過(lüften)v.t（帽子を）ちょっと持ち上げた         「動詞」 

 

《これは、王様を訪問するよりずっと面白い》と、王子さまは思った。 

Das ist unterhaltender als der Besuch beim König, sagte sich der kleine Prinz. 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「主語」 

Das ﾀﾞｽ pron これは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

unterhaltender ｳﾝﾀｰﾊﾙﾃﾝﾀﾞｰ adj.（比較級）もっと面白い                    「補語」 

als ｱﾙｽ conj.（比較）〜よりも                                     「副詞句」 

der Besuch ﾃﾞｱ･ﾍﾞｽﾞｰﾌ n.m.1 格 訪問                      「目的語」 

beim König, ﾊﾞｲﾑ･ｹｰﾆｯﾋ adv. 王様への                     「副詞句」 

sagte sich ｻﾞｰｸﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 sagen)v.pr 思った                    「動詞句」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

 

それでまた拍手を始めた。 

Und er begann von neuem die Hände zusammenzuschlagen.  

Und「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

begann ...zusammenzuschlagen. ﾍﾞｶﾞﾝ...ﾂｻﾞﾒﾝ･ﾂｰ･ｼｭﾗｰｹﾞﾝ 3 単過･開始 

   (beginnen+zu 不定詞)v. 〜を打合せ始めた                             「動詞句」 

von neuem ｳﾞｫﾝ･ﾉｲｴﾑ adv. 再び                                         「副詞句」 

die Hände ﾃﾞｨｰ･ﾍﾝﾃﾞ pl.n.f.4 格 手を                                    「目的語」 

 

見栄張り男は、帽子を少し持ち上げる挨拶をまた続けた。 

Der Eitle wieder fuhr fort, seinen Hut grüßend zu lüften. 

「主語」「副詞」「動詞句」「目的語」 

Der Eitle ﾃﾞｱ･ｱｲﾄﾚ n.m(eitel).1 格 見栄張り男は                            「主語」 

wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. ふたたび、また                                       「副詞」 

fuhr fort, ﾌｰｱ･ﾌｫｱﾄ 3 単過(fort|fahren)v.i 〜を続行した                   「動詞句」 

zu 不定句 n. 〜することを                                              「目的語」 

seinen Hut ｻﾞｲﾈﾝ･ﾌｰﾄ n.m 帽子を                               「目的語」 

grüßend ｸﾞﾘｭｰｾﾝﾄ 現在分詞(grüßen)adv.（目的）挨拶のために        「副詞」 

zu lüften. ﾂｰ･ﾘｭﾌﾃﾝ 不定詞 v.t ちょっと上げる                    「動詞句」 
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5 分もすると、王子さまはこの遊びの単調さに飽き飽きしてしまった。 

Nach fünf Minuten wurde der kleine Prinz der Eintönigkeit dieses Spieles überdrüssig: 

「副詞句」,「動詞」「主語」「補語」 

Nach fünf Minuten ﾅｰﾊ･ﾌｭﾝﾌ･ﾐﾇｰﾃﾝ adv. 5 分後に                         「副詞句」 

wurde ｳﾞﾙﾃﾞ 3 単過(werden)v.i 〜になった                                 「動詞」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m.1 格 王子さまは                       「主語」 

der Eintönigkeit ﾃﾞｱ･ｱｲﾝﾃｰﾆｯﾋｶｲﾄ n.f.2 格 単調さに        「副詞句」 

dieses Spieles ﾃﾞｨｰｾﾞｽ･ｼｭﾋﾟｰﾚｽ n.n.2 格 この遊びの               「形容詞句」 

überdrüssig: ﾕｰﾊﾞｰﾄﾞﾘｭｽｨﾋ adj.（et-2 〜に）飽き飽きした                   「補語」 

 

「それじゃあ、僕は何をしなくちゃならないの？」と、王子さまは尋ねた。「その帽子が転

げ落ちるためには」 

»Und was muß man tun«, fragte er, »damit der Hut herunterfällt?« 

《Und「目的語」「動詞句」「主語」》,「動詞」「主語」,《「副詞節」》 

»Und ｳﾝﾄ conj. そして 

was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                   「目的語」 

muß ...tun«, ﾑｽ...ﾄｩﾝ 3 単現･必要(müssen+不定詞)v.t しなければならない   「動詞句」 

man ﾏﾝ pron（ich の代用として）僕は                                    「主語」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                     「動詞」 

er, ｴｱ pron 彼は                                                        「主語」 

»damit ﾀﾞﾐｯﾄ conj. 〜するために                                       「副詞節」 

der Hut ﾃﾞｱ･ﾌｰﾄ n.m その帽子が                                  「主語」 

herunterfällt?« ﾍﾙﾝﾀｰ･ﾌｪﾙﾄ 3 単現(herunter|fallen)v.i 転げ落ちる  「動詞句」 

 

しかし、見栄張り男は彼のいうことを聞いていなかった。見栄張り男たちは誉め言葉しか聞

こうとしないのだ。 

Aber der Eitle hörte ihn nicht. Die Eitlen hören immer nur die Lobreden. 

Aber「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

der Eitle ﾃﾞｱ･ｱｲﾄﾚ n.m(eitel).1 格 見栄張り男は                            「主語」 

hörte ...nicht. ﾍｰｰｱﾃ...ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(hören)v.t（意識的に）聞こうとしなかった「動詞句」 

ihn ｲｰﾝ pron 彼のいうことを                                           「目的語」 

Die Eitlen ﾃﾞｨｰ･ｱｲﾄﾚﾝ pl.n.m(eitel).1 格見栄張り男たちは                    「主語」 

hören ﾍｰﾚﾝ 3 複現 v.t（意識的に）聞こうとする                             「動詞」 

immer nur ｲﾏｰ･ﾇｰｱ adv. 〜だけ                                 「副詞句」 

die Lobreden. ﾃﾞｨｰ･ﾛｰﾌﾟﾚｰﾃﾞﾝ pl.n.f 誉め言葉を                          「目的語」 
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「本当に私を褒めたたえてくれているのかね？」と、彼は王子様に尋ねた。 

»Bewunderst du mich wirklich sehr?« fragte er den kleinen Prinzen. 

《「動詞」「主語」「目的語」「副詞句」》,「動詞」「主語」「目的語」 

»Bewunderst ﾍﾞｳﾞﾝﾃﾞｱｽﾄ 2 単現(bewundern)v.t 称賛する、褒めたたえている  「動詞」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

mich ﾐｯﾋ pron 私を                                                    「目的語」 

wirklich sehr?« ｳﾞｨﾙｸﾘﾋ･ｾﾞｰｱ adv. 本当に                                「副詞句」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                      「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

den kleinen Prinzen. ﾃﾞﾝ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m 王子様に                   「目的語」 

 

「ほめたたえるって、どういう意味なの？」 

»Was heißt bewundern?«                                  《「補語」「動詞」「主語」》 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何                                                       「補語」 

heißt ﾊｲｽﾄ 3 単現(heißen)v.i（〜という）意味である                         「動詞」 

bewundern?« ﾍﾞｳﾞﾝﾀﾞｰﾝ 不定詞 n. ほめたたえるということは                「主語」 

 

「ほめたたえるというのは、俺がこの惑星で一番美しくて、一番良い服を着て、一番金持ち

で、一番利口だということに気付いて、俺にそのことを表現することだよ」 

»Bewundern heißt erkennen, dass ich der schönste, der bestangezogene, der reichste und 

der intelligenteste Mensch des Planeten bin.«               《「主語」「動詞」「補語」》 

»Bewundern ﾍﾞｳﾞﾝﾀﾞｰﾝ 不定詞 n. ほめたたえるということは                 「主語」 

heißt ﾊｲｽﾄ 3 単現(heißen)v.i（〜という）意味である                         「動詞」 

erkennen, ｴｱｹﾈﾝ 不定詞 n. 気づくということ                               「補語」 

  何かに気付いて、それに対する表情や行動を相手に示す 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                    「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 俺が                                          「主語」 

der schönste, ﾃﾞｱ･ｼｪｰﾝｽﾃ 

 adj. m.1 格（最上級）一番美しい              「形容詞句」 

der bestangezogene, ﾃﾞｱ･ﾍﾞｼｭﾄ･ｱﾝｹﾞｿﾞｰｹﾞﾈ 過去分詞(an|ziehen+best) 

adj.m.1 格（最上級）一番良い服を着た         「形容詞句」 

der reichste ﾃﾞｱ･ﾗｲﾋｽﾃ 

 adj.m.1 格（最上級）一番金持ちの             「形容詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

der intelligenteste ﾃﾞｱ･ｲﾝﾃﾘｹﾞﾝﾃｽﾃ 
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 adj.m.1 格（最上級）一番利口な               「形容詞句」 

Mensch ﾒﾝｼｭ n.m.1 格 人間                               「補語」 

des Planeten ﾃﾞｽ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adj. この惑星で        「形容詞句」 

bin.« ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                          「動詞」 

 

「だけど、この星には君一人しかいないよ！」 

»Aber du bist doch allein auf deinem Planeten!«       《Aber「主語」「動詞」「補語」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

doch allein ﾄﾞｯﾎ･ｱﾚｲﾝ adj. たった一人の                                   「補語」 

  doch は否定の強調 

auf deinem Planeten!« ｱｳﾌ･ﾀﾞｲﾈﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. 君の星では           「副詞句」 

 

「俺を喜ばせてくれよ！それでも俺を喜ばしてくれよ！」 

»Mach mir die Freude, bewundere mich trotzdem!« 

《「動詞」「間接目的語」「直接目的語」,「動詞」「目的語」「副詞」》 

»Mach ﾏｯﾊ 命・2 単現(machen)v.t（j-3 et-4）（人-3 に何-4 を）与えよ！       「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron.3 格 俺に                                             「間接目的語」 

die Freude, ﾃﾞｨｰ･ﾌﾛｲﾃﾞ n.f.4 格 喜びを                              「直接目的語」 

bewundere ﾍﾞｳﾞﾝﾃﾞﾚ 命・2 単現(bewundern)v.t 喜ばせろ！                  「動詞」 

mich ﾐｯﾋ pron 俺を                                                    「目的語」 

trotzdem!« ﾄﾛｯﾂﾃﾞｰﾑ adv. それでも                                        「副詞」 

 

「君をほめたたえてあげるよ」と、王子さまは、肩を少しすくめながら、言った。「だけど、

それによって君は大切なものが手に入るの？」 

»Ich bewundere dich«, sagte der kleine Prinz, indem er ein bisschen die Schultern hob, 

»aber wozu nimmst du das wichtig?« 

《「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」「副詞節」, 

《aber「副詞」「動詞」「主語」「目的語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

bewundere ﾍﾞｳﾞﾝﾃﾞﾚ 1 単現(bewundern)v.t 喜ばせる                       「動詞」 

dich«, ﾃﾞｨｯﾋ pron 君を                                                「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                      「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

indem ｲﾝﾃﾞｰﾑ conj. 〜しながら                                         「副詞節」 
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er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

ein bisschen die Schultern ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ･ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾙﾀｰﾝ pl.n.f 少し肩を 「目的語」 

hob, ﾎｰﾌﾟ 3 単過(heben)v.t（体の一部を）上げた                     「動詞」 

»aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

wozu ｳﾞｫﾂｰ adv. それによって                                            「副詞」 

nimmst ﾆﾑｽﾄ 2 単現(nehmen)v.t 手に入れる                                「動詞」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 

das wichtig?« ﾀﾞｽ･ｳﾞｨﾋﾁﾋ pron 大切なことを                             「目的語」 

 

そう言って、王子さまはそこから立ち去った。 

Und der kleine Prinz machte sich davon.               Und「主語」「動詞句」「副詞」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

machte sich ﾏﾊﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich machen)v.pr 立ち去った                「動詞句」 

davon. ﾀﾞﾌｫﾝ adv. そこから                                               「副詞」 

 

「大人ってまったくおかしい」と、王子さまは旅行の間中言っていた。 

Die großen Leute sind entschieden sehr verwunderlich, stellte er auf seiner Reise fest. 

「主語」「動詞」「補語」,「動詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」 

Die großen Leute ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ pl.n 大人は                             「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

entschieden sehr verwunderlich, ｴﾝﾄｼｰﾃﾞﾝ･ｾﾞｰｱ･ﾌｪｱｳﾞﾝﾀﾞｰﾘｯﾋ 

   adj. 明らかにとてもおかしい                                           「補語」 

stellte ...fest. ｼｭﾃﾙﾃ...ﾌｪｽﾄ 3 単過(fest|stellen)v.t 断言した                 「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

auf seiner Reise ｱｳﾌ･ｻﾞｲﾅｰ･ﾗｲｾﾞ adv. 旅行の間                           「副詞句」 

 

XII 

 

次の惑星には、呑兵衛が住んでいた。この訪問はとても短いものだったが、王子様を深く憂

鬱にさせた。 

Den nächsten Planeten bewohnte ein Säufer. Dieser Besuch war sehr kurz, aber er 

tauchte den kleinen Prinzen in eine tiefe Schwermut. 

「目的語」「動詞」「主語」┃「主語」「動詞」「補語」,aber「主語」「動詞」「目的語」「補語」 

Den nächsten Planeten ﾃﾞﾝ･ﾈｰﾋｽﾃﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ n.m.4 格 次の惑星に          「目的語」 

  名詞の 4 格は副詞として利用されることもあるが、ここでは目的語である。 
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bewohnte ﾍﾞｳﾞｫｰﾝﾃ 3 単過(bewohnen)v.t 住んでいた                        「動詞」 

ein Säufer. ｱｲﾝ･ｿﾞｲﾌｪ n.m（女性形: Säuferin）呑兵衛                       「主語」 

Dieser Besuch ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ﾍﾞｽﾞｰﾌ n.m.1 格 この訪問は                        「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

sehr kurz, ｾﾞｰｱ･ｸﾙﾂ adj. とても短い                                      「補語」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron（Dieser Besuch の代用）それは                                「主語」 

tauchte ﾄｲﾌﾃ 3 単過(tauchen)v.t 〜の状態にした、沈めた                    「動詞」 

den kleinen Prinzen ﾃﾞﾝ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m 王子様を                    「目的語」 

in eine tiefe Schwermut. ｲﾝ･ｱｲﾈ･ﾃｨｰﾌｪ･ｼｭｳﾞｪｱﾑｰﾄ adv. 深い憂鬱状態に       「補語」 

「そこで何をしているの？」と、王子さまは呑兵衛に尋ねた。王子さまは、呑兵衛が空の瓶

と満杯の瓶の行列の前で、黙って座っているのが見えた。 

»Was machst du da?« fragte er den Säufer, den er stumm vor einer Reihe leerer und einer 

Reihe voller Flaschen sitzend antraf. 

《「目的語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」「目的語」,  

「目的語」「主語」「補語」「動詞句」 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                   「目的語」 

machst ﾏﾊｽﾄ 2 単現(machen)v.t している                                  「動詞」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 
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da?« ﾀﾞｰ adv. そこで                                                     「副詞」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                      「動詞」 

er ｴｱ pron 王子さまは                                                   「主語」 

den Säufer, ﾃﾞﾝ･ｿﾞｲﾌｪ n.m.4 格 呑兵衛に                                「目的語」 

den ﾃﾞﾝ pron.m.4 格 その呑兵衛が                                      「目的語」 

er ｴｱ pron 王子さまは                                                   「主語」 

stumm ｼｭﾄｩﾑ adv. 黙って                                          「副詞」 

vor ﾌｫｱ prep 〜の前で                                           「副詞句」 

einer Reihe leerer ｱｲﾅｰ･ﾗｲｴ･ﾚｰﾗｰ adj.pl.f.3 格 空の行列の  「形容詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

einer Reihe voller ｱｲﾅｰ･ﾗｲｴ･ﾌｫﾗｰ adj.pl.f.3 格 満杯の行列の「形容詞句」 

Flaschen ﾌﾗｼｪﾝ pl.n.f.3 格 瓶                     「目的語」 

sitzend ｼﾞｯﾂｪﾝﾄ 現在分詞･der の動作(sitzen)v.i 座っている                  「補語」 

antraf. ｱﾝ･ﾄﾗｰﾌ 3 単過･知覚動詞(an|treffen)v.t 見つけた                  「動詞句」 

 

「飲んでいるんだ」とのん兵衛が、陰気な顔つきで答えた。 

»Ich trinke«, antwortete der Säufer mit düsterer Miene. 

《「主語」「動詞」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

»Ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                      「主語」 

trinke«, ﾄｵﾘﾝｹ 1 単現(trinken)v.i 飲んでいる                               「動詞」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

der Säufer ﾃﾞｱ･ｿﾞｲﾌｪ n.m のん兵衛は                                     「主語」 

mit düsterer Miene. ﾐｯﾄ･ﾃﾞｭｰｽﾃﾗｰ･ﾐｰﾈ adv.（様態）陰気な顔つきで        「副詞句」 

 

「どうして飲んでいるの？」と、王子さまは尋ねた。 

»Warum trinkst du?« fragte ihn der kleine Prinz. 

《「副詞」「動詞」「主語」》,「動詞」「目的語」「主語」 

»Warum ｳﾞｧﾙｰﾑ adv. どうして                                            「副詞」 

trinkst ﾄﾘﾝｸｽﾄ 2 単現(trinken)v.i 飲んでいる                               「動詞」 

du?« ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                     「主語」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                      「動詞」 

ihn ｲｰﾝ pron 彼に                                                     「目的語」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 
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「忘れるためさ」と、のん兵衛が答えた。 

»Um zu vergessen«, antwortete der Säufer.             《「副詞句」》,「動詞」「主語」 

»Um zu vergessen«, ｳﾑ･ﾂｰ･ﾌｪｱｹﾞｯｾﾝ adv.(um zu+不定詞) 忘れるために     「副詞句」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

der Säufer. ﾃﾞｱ･ｿﾞｲﾌｪ n.m のん兵衛は                                     「主語」 

 

「何を忘れるためなの？」と、王子さまはさらに聞いたが、もうすでに彼を哀れんでいた。 

»Um was zu vergessen?« erkundigte sich der kleine Prinz, der ihn schon bedauerte. 

《「副詞句」》,「動詞句」「主語」,「主語」「目的語」「副詞」「動詞」 

»Um was zu vergessen?« ｳﾑ･ｳﾞｧｽ･ﾂｰ･ﾌｪｱｹﾞｯｾﾝ 

 adv.(um zu+不定詞) 何を忘れるために                               「副詞句」 

erkundigte sich ｴｱｸﾝﾃﾞｨｸﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 erkundigen)v.pr 問い詰めた「動詞句」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                         「主語」 

der ﾃﾞｱ pron 王子さまは                                                「主語」 

ihn ｲｰﾝ pron 彼を                                                    「目的語」 

schon ｼｮｰﾝ adv. すでに                                                  「副詞」 

bedauerte. ﾍﾞﾄﾞｲｱﾃ 3 単過(bedauern)v.t 哀れに思っていた                  「動詞」 

 

「自分を恥ずかしいと思うことを忘れるためだよ」と、のん兵衛は打ち明けて頭を下げた。 

»Um zu vergessen, dass ich mich schäme«, gestand der Säufer und senkte den Kopf. 

《「副詞句」》,「動詞」「主語」und「動詞」「目的語」 

»Um ｳﾑ prep(um zu+不定詞) 〜をするために                            「副詞句」 

zu vergessen, ﾂｰ･ﾌｪｱｹﾞｯｾﾝ 不定詞 v.t 忘れる                     「動詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                  「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 俺が                                        「主語」 

mich schäme«, ﾐｯﾋ･ｼｪｰﾒ 1 単現(sich-4 schämen) 

v.pr 自分を恥ずかしいと思う                         「動詞句」 

gestand ｹﾞｼｭﾀﾝﾄ 3 単過(gestehen)v.t 打ち明けた                            「動詞」 

der Säufer ﾃﾞｱ･ｿﾞｲﾌｪ n.m のん兵衛が                                     「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

senkte ｾﾞﾝｸﾃ 3 単過(senken)v.t 下げた                                     「動詞」 

den Kopf. ﾃﾞﾝ･ｺﾌﾟﾌ n.m.4 格 頭を                                       「目的語」 
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「どうして恥ずかしいの？」と王子さまは、彼を助けたいと思って尋ねた。 

»Weshalb schämst du dich?« fragte der kleine Prinz, der den Wunsch hatte, ihm zu helfen.        

《「副詞」「動詞句」「主語」》,「動詞」「主語」,「主語」「目的語」「動詞」 

»Weshalb ｳﾞｪｽﾊﾙﾌﾟ adv. なにのために、どうして                           「副詞」 

schämst ...dich?« ｼｪｰﾑｽﾄ...ﾃﾞｨｯﾋ 3 単現(sich-4 schämen)v.pr 恥ずかしい     「動詞句」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                      「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

der ﾃﾞｱ pron 王子さまは                                                 「主語」 

den Wunsch ﾃﾞﾝ･ﾌﾞﾝｼｭ n.m.4 格 望みを                                  「目的語」 

hatte, ﾊｯﾃ 3 単過(haben)v.t 持っていた、あった                            「動詞」 

zu 不定句・同格 〜するという                                 「形容詞句」 

ihm ｲｰﾑ pron.3 格 彼を                           「間接目的語」 

zu helfen. ﾂｰ･ﾍﾙﾌｪﾝ 不定詞 v.i 助ける                   「動詞句」 

 

「酒を飲むのが恥ずかしいのさ！」と言い終わると、のん兵衛は完全に黙り込んだ。 

»Weil ich saufe!« endete der Säufer und verschloss sich endgültig in sein Schweigen. 

《Weil「主語」「動詞」》,「動詞」「主語」und「動詞句」「副詞句」 

»Weil ｳﾞｧｲﾙ conj. 〜なので 

ich ｲｯﾋ pron 俺が                                                       「主語」 

saufe!« ｻﾞｳﾌｪ 1 単現(saufen)v.i 酒を飲む                                  「動詞」 

endete ｴﾝﾃﾞﾃ 3 単過(enden)v.i 終わった、言い終えた                       「動詞」 

der Säufer ﾃﾞｱ･ｿﾞｲﾌｪ n.m のん兵衛が                                     「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

verschloss sich ﾌｪｱｼｭﾛｽ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 verschließen)v.pr 閉じこもった「動詞句」 

endgültig ｴﾝﾄｷﾞｭﾙﾃｨﾋ adv. 決定的に                                       「副詞」 

in sein Schweigen. ｲﾝ･ｻﾞｲﾝ･ｼｭｳﾞｧｲｹﾞﾝ adv. 沈黙に                       「副詞句」 

 

それで王子さまは当惑して立ち去った。 

Und der kleine Prinz verschwand bestürzt.              Und「主語」「動詞」「副詞」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

verschwand ﾌｪｱｼｭｳﾞｧﾝﾄ 3 単過(verschwinden)v.i 立ち去った                「動詞」 

bestürzt. ﾍﾞｼｭﾁｭﾙﾂﾄ adv. うろたえて、当惑して                            「副詞」 
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《大人というのは、本当にすごく、とても奇妙だな》と、旅の間中、心の中で思った。 

Die großen Leute sind entschieden sehr, sehr wunderlich, sagte zu sich auf seiner Reise. 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「副詞句」 

Die großen Leute ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ pl.n 大人は                             「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

entschieden sehr, ｴﾝﾄｼｰﾃﾞﾝ･ｾﾞｰｱ adj. 本当にすごく                「形容詞句」 

sehr wunderlich, ｾﾞｰｱ･ｳﾞﾝﾀﾞｰﾘﾋ adj. とても奇妙な                          「補語」 

sagte zu sich ｻﾞｰｸﾃ･ﾂｰ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sagen zu sich)v.pr 心の中で思った     「動詞句」 

auf seiner Reise. ｱｳﾌ･ｻﾞｲﾈｰ･ﾗｲｾﾞ adv. 旅の間                            「副詞句」 

 

XIII 

 

4 番目の惑星は、実業家の惑星だった。その人は忙しすぎて、王子様が到着しても、頭を上

げさえしなかった。 

Der vierte Planet war der des Geschäftsmannes. Dieser Mann war so beschäftigt, dass 

er bei der Ankunft des kleinen Prinzen nicht einmal den Kopf hob. 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」 

Der vierte Planet ﾃﾞｱ･ﾌｨｰｱﾃ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m.1 格 4 番目の惑星は                「主語」 

   vierte ﾌｨｰｱﾃ adj(viert).m.1 格 4 番目の 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

der ﾃﾞｱ pron.1 格 惑星                                                   「補語」 

des Geschäftsmannes. ﾃﾞｽ･ｹﾞｼｪﾌﾂﾏﾈｽ 

 n.m.2 格 実業家の、ビジネスマンの                           「形容詞句」 

Dieser Mann ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ﾏﾝ n.m.1 格 この人は                                「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                 「動詞」 

so beschäftigt, ｿﾞｰ･ﾍﾞｼｪﾌﾁﾋﾄ adj.（so...dass〜）あまりにも忙しくて〜しない  「補語」 

dass ﾀﾞｽ conj. それで〜する                                       「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼は                                             「主語」 

bei ﾊﾞｲ prep（3 格と）（状況）〜の場合に                    「副詞句」 

der Ankunft ﾃﾞｱ･ｱﾝｸﾝﾌﾄ n.f.3 格 到着の              「目的語」 

des kleinen Prinzen ﾃﾞｽ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ 

 n.m.2 格 王子様の                      「形容詞句」 

nicht einmal ...hob. ﾆﾋﾄ･ｱｲﾝﾏｰﾙ...ﾎｰﾌﾟ 3 単過･否定･強調(heben) 

   v.t 〜さえ上げなかった                                  「動詞句」 

   nicht einmal 「〜ですら．．．ない」 

den Kopf ﾃﾞﾝ･ｺﾌﾟﾌ n.m.4 格 頭を                           「目的語」 
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「こんにちは」と、王子様が彼に言った。「タバコの火が消えてますよ」 

»Guten Tag«, sagte dieser zu ihm. »Ihre Zigarette ist ausgegangen.« 

《「挨拶」》,「動詞」「主語」「間接目的語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

»Guten Tag«, ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

dieser ﾃﾞｨｰｻﾞｰ pron 王子さまは                                           「主語」 

zu ihm. ﾂｰ･ｲｰﾑ adv. 彼に                                           「間接目的語」 

»Ihre Zigarette ｲｰﾚ･ﾂｨｶﾞﾚｯﾃ n.f.1 格 あなたのタバコは                      「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ausgegangen.« ｱｳｽｹﾞｶﾞﾝｹﾞﾝ 過去分詞(ausugehen)adj. 消えた                「補語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「2 足す 3 は 5。5 足す 7 は 12。12 足す 3 は 15」 

»Drei und zwei ist fünf. Fünf und sieben ist zwölf. Zwölf und drei ist fünfzehn.  

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

»Drei und zwei ﾄﾞﾗｲ･ｳﾝﾄ･ﾂｳﾞｧｲ n. 2 足す 3 は                               「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

fünf. ﾌｭﾝﾌ adj. 5 の                                                       「補語」 
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Fünf und sieben ﾌｭﾝﾌ･ｳﾝﾄｼﾞｰﾍﾞﾝ n. 5 足す 7 は                             「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

zwölf. ﾂｳﾞｪﾙﾌ adj. 12 の                                                  「補語」 

Zwölf und drei ﾂｳﾞｪﾙﾌ･ｳﾝﾄ･ﾄﾞﾗｲ n. 12 足す 3 は                             「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

fünfzehn. ﾌｭﾝﾌﾂｪｰﾝ adj. 15 の                                             「補語」 

 

「こんにちは。15 足す 7 は 22」 

Guten Tag. Fünfzehn und sieben ist zweiundzwanzig.  

《「挨拶」┃「主語」「動詞」「補語」》 

Guten Tag. ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                    「挨拶」 

Fünfzehn und sieben ﾌｭﾝﾌﾂｪｰﾝ･ｳﾝﾄ･ｯｼﾞｰﾍﾞﾝ n. 15 足す 7 は                  「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

zweiundzwanzig. ﾂｳﾞｧｲｳﾝﾄﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ adj. 22 の                              「補語」 

 

「22 足す 6 は 28」 

Zweiundzwanzig und sechs ist achtundzwanzig.            《「主語」「動詞」「補語」》 

Zweiundzwanzig und sechs ﾂｳﾞｧｲｳﾝﾄﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ･ｳﾝﾄ･ｾﾞｯｸｽ n. 22 足す 6 は      「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

achtundzwanzig. ｱﾊﾄｳﾝﾄﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ adj. 28 の                                「補語」 

 

「タバコに火を付け直す時間がない。26 足す 5 は 31。やれやれ！」 

Keine Zeit, sie wieder anzuzünden. Sechundzwanzig und fünf ist einunddreißig. Uff!  

《「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」┃「感嘆」》 

Keine Zeit, ｶｲﾈ･ﾂｯｧｲﾄ n.f 時間が〜ない                                  「目的語」 

  Ich habe が省略されている 

zu 不定句･Zeit を補足する adj. 〜するための                   「形容詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.f（Zigarette の代用）タバコを             「目的語」 

wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. 再び、また                         「副詞」 

anzuzünden. ｱﾝ･ﾂｰ･ﾂｭﾝﾃﾞﾝ zu 不定詞(an|zünden) 

v.t 火をつける                                    「動詞句」 

Sechundzwanzig und fünf ｾﾞﾋｳﾝﾄﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ･ｳﾝﾄ･ﾌｭﾝﾌ n. 26 足す 5 は          「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

einunddreißig. ｱｲﾝｳﾝﾄﾄﾞﾗｲｽｨﾋ adj. 31 の                                   「補語」 

Uff! ｳﾌ int. やれやれ                                                     「感嘆」 
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「したがって、これで 5 億 162 万 2731 になった」 

Das macht also fünfhunderteine Million, 

sechshundertzweiundzwanzigtausendsiebenhunderteinunddreißig.« 

《「主語」「動詞」「副詞」「目的語」》 

Das ﾀﾞｽ pron これが                                                     「主語」 

macht ﾏﾊﾄ 3 単現(machen)v.t 〜の数字になる                              「動詞」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. したがって                                               「副詞」 

fünfhunderteine Million, ﾌｭﾝﾌﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ｱｲﾈ･ﾐﾘｵﾝ n. 5 億 100 万              「目的語」 

sechshundertzweiundzwanzigtausendsiebenhunderteinunddreißig.« 

   ｾﾞｯｸｽﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾂｳﾞｧｲ･ｳﾝﾄ･ﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ･ﾀｳｾﾞﾝﾄ･ｼﾞｰﾍﾞﾝ･ﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ｱｲﾝ･ｳﾝﾄ･ﾄﾞﾗｲｽｨﾋ 

   n. 62 万 2731                                               「目的語」 

 

「何が 5 億なの？」 

»Fünfhundert Millionen wovon?«                                        《「主語」》 

»Fünfhundert Millionen ﾌｭﾝﾌ･ﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾐﾘｵﾈﾝ pl.n.f 5 億                      「主語」 

wovon?« ｳﾞｫﾌｫﾝ adv. 何が？                                         「副詞」 

 

「なんだって？相変わらず、まだそこに居たのか？5 億 100 万．．．もう分からない」 

»Wie? Du bist immer noch da? Fünfhunderteine Million von... ich weiß nicht mehr...  

《「感嘆」┃「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」┃「主語」「動詞句」》 

»Wie? ｳﾞｨｰ adv.（感嘆）なんとまあ、なんだって？                          「感嘆」 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜にいる                                         「動詞」 

immer ｲﾏｰ adv. 相変わらず                                               「副詞」 

noch da? ﾉｯﾎ･ﾀﾞｰ adv. まだそこに                                       「副詞句」 

Fünfhunderteine Million von... ﾌｭﾝﾌ･ﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ｱｲﾈ･ﾐﾘｵﾝ･ﾌｫﾝ 

   n. 5 億 100 万．．．                                                     「主語」 

ich ｲｯﾋ pron おれは                                                     「主語」 

weiß nicht mehr... ｳﾞｧｲｽ･ﾆﾋﾄ･ﾒｰｱ 1 単現･否定(wissen)v.t もう分からない    「動詞句」 

 

「こんなに沢山の仕事がある。おれはまじめな男だ」 

ich habe so viel Arbeit! Ich bin ein ernsthafter Mann,  

《「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

ich ｲｯﾋ pron おれは                                                     「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 〜がある                                      「動詞」 

so viel Arbeit! ｿﾞｰ･ﾌｨｰﾙ･ｱｰﾙﾊﾞｲﾄ n. こんなにたくさんの仕事               「目的語」 
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Ich ｲｯﾋ pron おれは                                                     「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ein ernsthafter Mann, ｱｲﾝ･ｴｱﾝｽﾄﾊﾌﾀｰ･ﾏﾝ n.m.1 格 まじめな男               「補語」 

 

「俺はくだらないことには関わらない。2 足す 5 は 7．．．」 

ich gebe mich nicht mit Kindereien ab. Zwei und fünf ist sieben...« 

《「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「補語」》 

ich ｲｯﾋ pron おれは                                                     「主語」 

gebe mich nicht ...ab. ｹﾞｰﾍﾞ･ﾐｯﾋ･ﾆﾋﾄ...ｱｯﾌﾟ 1 単現･否定(sich-4 ab|geben) 

   v.pr(mit と) かかわりあわない、付き合わない                         「動詞句」 

mit Kindereien ﾐｯﾄ･ｷﾝﾀﾞｰﾗｲｴﾝ adv. くだらないことに                 「間接目的語」 

Zwei und fünf ﾂｳﾞｧｲ･ｳﾝﾄ･ﾌｭﾝﾌ 2 足す 5 は                                  「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sieben...« ｼﾞｰﾍﾞﾝ adj. 7 の                                                「補語」 

 

「何が 5 億 100 万なの？」と、王子様が繰り返した。彼は一度した質問を決してあきらめ

なかった。 

»Fünfhunderteine Million wovon?« wiederholte der kleine Prinz, der niemals in seinem 

Leben auf eine Frage verzichtete, die er einmal gestellt hatte. 

《質問》,「動詞」「主語」,「主語」「副詞句」「間接目的語」「動詞句」,「形容詞節」 

»Fünfhunderteine Million wovon?« ﾌｭﾝﾌ･ﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ｱｲﾈ･ﾐﾘｵﾝ･ｳﾞｫﾌｫﾝ 

   n. 何が 5 億 100 万なの？                                              「質問」 

wiederholte ｳﾞｨｰﾀﾞｰﾎｰﾙﾃ 3 単過(widerholen)v.t 繰り返した                  「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                            「主語」 

der ﾃﾞｱ pron（Prinz の代用）王子さまは                                  「主語」 

niemals ﾆｰﾏｰﾙｽ adv. 一度も〜ない                                        「副詞」 

in seinem Leben ｲﾝ･ｻﾞｲﾈﾑ･ﾚｰﾍﾞﾝ adv. 彼の人生の中で                     「副詞句」 

auf eine Frage ｱｳﾌ･ｱｲﾈ･ﾌﾗｰｹﾞ adv. 質問を                           「間接目的語」 

verzichtete, ﾌｪｱﾂｨﾋﾃﾃ 3 単過(verzichten)v.i(auf et-4 を) あきらめた          「動詞」 

die ﾃﾞｨｰ pron.f（目的語）〜する                  「形容詞節：Frage」 

er ｴｱ pron 彼が                            「主語」 

einmal ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. 一度                    「副詞」 

gestellt hatte. ｹﾞｼｭﾃﾙﾄ･ﾊｯﾃ 3 単過･完了形(stellen) 

v.t（動作名詞と）〜した                「動詞句」 
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実業家は頭を上げた。 

Der  hob den Kopf.                                      「主語」「動詞」「目的語」 

Der Geschäftsmann ﾃﾞｱ･ｹﾞｼｪﾌﾂﾏﾝ n.m 実業家は                           「主語」 

hob ﾎｰﾌﾟ 3 単過(heben)v.t（体の一部を）上げた                            「動詞」 

den Kopf. ﾃﾞﾝ･ｺﾌﾟﾌ n.m.4 格 頭を                                       「目的語」 

 

「この惑星に住んでから 54 年の間に、邪魔されたのは 3 回しかない」 

»In den vierundfünfzig Jahren, die ich auf diesem Planeten wohne, bin ich nur dreimal 

gestört worden.  

《「副詞句」「主語」「副詞句」「動詞」,「動詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」》 

»In ｲﾝ prep（3 格または 4 格と）（時間び終点；3 格と）〜たったとき       「副詞句」 

den vierundfünfzig Jahren, ﾃﾞﾝ･ﾌｨｰｱ･ｳﾝﾄ･ﾌｭﾝﾌﾂｨﾋ･ﾔｰﾚﾝ 

 pl.n.n.3 格 54 年                                            「目的語」 

die ﾃﾞｨｰ pl.n.4 格 その間に                                               「副詞」 

ich ｲｯﾋ pron 私が                                                       「主語」 

auf diesem Planeten ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. この惑星に                「副詞句」 

wohne, ｳﾞｫｰﾈ 1 単現(wohnen)v.i 住む                                      「動詞」 

bin ...gestört worden. ﾋﾞﾝ...ｹﾞｼｭﾃｱﾃ･ｳﾞｫｱﾃﾞﾝ 1 単現･完了形･受動(stören) 

   v.t 邪魔された                                                      「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

nur dreimal ﾇｰｱ･ﾄﾞﾗｲﾏｰﾙ adv. 3 回だけ                                  「副詞句」 

 

「最初は、22 年前の、コガネムシだった。そいつがどこかから落ちてきたんだ。」 

Das erstemal war es vor zweiundzwanzig Jahren ein Maikäfer, der von weiß Gott wo 

heruntergefallen war. 《「主語」「動詞」「副詞句」「補語」, 「主語」「副詞句」「動詞句」》 

Das erstemal ﾀﾞｽ･ｴｱｽﾃﾏﾙ n.n 最初は                                      「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

es ｴｽ pron 非人称 

vor zweiundzwanzig Jahren ﾌｫｰｱ･ﾂｳﾞｧｲ･ｳﾝﾄ･ﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ･ﾔｰﾚﾝ adv. 22 年前に  「副詞句」 

ein Maikäfer, ｱｲﾝ･ﾏｲｹｰﾌｪ n.m.1 格 コガネムシが                           「補語」 

der ﾃﾞｱ pron それが                                                     「主語」 

von weiß Gott wo ﾌｫﾝ･ｳﾞｧｲｽ･ｺﾞｯﾄ･ｳﾞｫ 

 adv. どこかを神が知る所から、どこからか                             「副詞句」 

heruntergefallen war. ﾍﾙﾝﾀｰ･ｹﾞ･ﾌｧﾚﾝ･ｳﾞｧｰﾙ 3 単過･完了形(herunter|fallen) 

   v.i 落ちてきた                                                      「動詞句」 
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「そいつがぞっとするような音を出したので、おれは 4 回も足し算を間違えてしまった。」 

Er machte einen schrecklichen Lärm, und ich habe in einer Addition vier Fehler gemacht.      

《「主語」「動詞」「目的語」und「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」》 

Er ｴｱ pron（Maikäfer の代用）それが                                     「主語」 

machte ﾏﾊﾃ 3 単過(machen)v.t（音を）立てた、作った                      「動詞」 

einen schrecklichen Lärm, ｱｲﾈﾝ･ｼｭﾚｯｸﾘﾋｪﾝ･ﾚｱﾑ n.m.4 格 ぞっとする音を   「目的語」 

   schrecklichen ｼｭﾚｯｸﾘﾋｪﾝ adj. ぞっとするような Lärm ﾚｱﾑ n.m 騒音 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

habe ...gemacht. ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞﾏﾊﾄ 1 単現･完了形(machen)v.t（行為を）した     「動詞句」 

in einer Addition ｲﾝ･ｱｲﾅｰ･ｱﾃﾞｨﾂｨｵｰﾝ adv. 足し算で                       「副詞句」 

vier Fehler ﾌｨｰｱ･ﾌｪｰﾗｰ pl.n.m.4 格 4 つの間違いを                       「目的語」 

 

「2 回目は、11 年前に、リューマチの発作が原因だった。」 

Das zweitemal, vor elf Jahren, war es ein Anfall von Rheumatismus.  

《「主語」「副詞句」「動詞」「主語」「補語」》 

Das zweitemal, ﾀﾞｽ･ﾂｳﾞｧｲﾃﾏｰﾙ n.n 2 回目は                                「主語」 

vor elf Jahren, ﾌｫｰｱ･ｴﾙﾌ･ﾔｰﾚﾝ adv. 11 年前に                             「副詞句」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

ein Anfall ｱｲﾝ･ｱﾝﾌｧﾙ n.m 発作                                            「補語」 

von Rheumatismus. ﾌｫﾝ･ﾛｲﾏﾁｽﾑｽ adv.（原因）リューマチによる    「形容詞句」 

 

「俺は、運動不足なんだ。あちこちぶらぶらする時間がないんだ」 

Es fehlt mir an Bewegung. Ich habe nicht Zeit, herumzubummeln.  

《「動詞」「間接目的語」┃「主語」「動詞句」「目的語」》 

Es ｴｽ pron 非人称 

fehlt ﾌｪｰﾙﾄ 3 単現(fehlen)v.h(an 何が) 不足している                        「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 俺には                                               「間接目的語」 

an Bewegung. ｱﾝ･ﾍﾞｳﾞｪｰｸﾞﾝｸﾞ adv. 運動が                           「間接目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

habe nicht ﾊｰﾍﾞ･ﾆﾋﾄ 1 単現･否定(haben)v.t 〜がない                      「動詞句」 

Zeit, ﾂｧｲﾄ n.f.4 格 時間が                                               「目的語」 

herumzubummeln. ﾍﾙﾑ･ﾂｰ･ﾌﾞﾒﾙﾝ zu 不定詞･目的(herum|bummeln) 

  adj. あちこちぶらつくための                                  「形容詞句」 
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「おれはまじめな男だ。そしてこれが、まさに 3 回目だ。ところで、おれは、5 億 100 万．．．

と言っていたな．．．」 

Ich bin ein ernsthafter Mann. Und das ist nun das drittemal! Ich sagte also, 

fünfhunderteine Million...«     《「主語」「動詞」「補語」┃Und「主語」「動詞」「補語」 

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」》 

Ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ein ernsthafter Mann. ｱｲﾝ･ｴｱﾝｽﾄﾊﾌﾀｰ･ﾏﾝ n.m.1 格 まじめな男               「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

das ﾀﾞｽ pron これが、今回が                                             「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

nun ﾇｰﾝ adv. まさに                                                「副詞」 

das drittemal! ﾀﾞｽ･ﾄﾞﾘｯﾃﾏｰﾙ n.n.1 格 3 回目                                「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 1 単過(sagen)v.t 言っていた                                   「動詞」 

also, ｱﾙｿﾞｰ adv. ところで                                                 「副詞」 

fünfhunderteine Million...« ﾌｭﾝﾌ･ﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ｱｲﾈ･ﾐﾘｵﾝ n. 5 億 100 万．．．       「目的語」 

 

「無数の何なの？」 

»Millionen wovon?«                                                 《「問いかけ」》 

»Millionen wovon?« みﾘｵｰﾈﾝ･ｳﾞｫﾌｫﾝ pron.pl 無数の何なの？             「問いかけ」 

 

実業家は、安らぎを期待できる見込みがないと分かった。 

Der Geschäftsmann begriff, dass es keine Aussicht auf Frieden gab: 

「主語」「動詞」「目的語」 

Der Geschäftsmann ﾃﾞｱ･ｹﾞｼｪﾌﾂﾏﾝ n.m.1 格 実業家は                       「主語」 

begriff, ﾍﾞｸﾞﾘﾌ 3 単過(begreifen)v.t 理解した、分かった                     「動詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

es ...gab: ｴｽ...ｶﾞｰﾌﾟ 3 単過･非人称･時制の一致(es geben j-4 / et-4) 

v.h ある                                                    「動詞句」 

keine Aussicht ｶｲﾈ･ｱｳｽｯｼﾞﾋﾄ pl.n.f.4 格 見込み〜ない             「目的語」 

auf Frieden ｱｳﾌ･ﾌﾘｰﾃﾞﾝ adv.（期待）安らぎを期待できる   「副詞句」 
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「時々、空に見える、あの無数の小さいものだよ」 

»Millionen von diesen kleinen Dingern, die man manchmal am Himmel sieht.« 

《「主語」》 

»Millionen von ﾐﾘｵｰﾈﾝ･ﾌｫﾝ adj.（+3 格） 無数の〜                「形容詞句」 

diesen kleinen Dingern, ﾃﾞｨｰｾﾞﾝ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾃﾞｨﾝｶﾞｰﾝ 

 pl.n.n.3 格 あれらの小さいもの                                        「主語」 

 Dingern ﾃﾞｨﾝｶﾞｰﾝ pl.n.n(Ding).3 格 もの 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（目的語）〜する                               「形容詞節」 

man ﾏﾝ pron 人が                                        「主語」 

manchmal ﾏﾝﾋﾏｰﾙ adv. 時には、たまに                     「副詞」 

am Himmel ｱﾑ･ﾋﾒﾙ adv. 空に                            「副詞句」 

sieht.« ｼﾞｰﾄ 3 単現(sehen)v.t 見える                        「動詞」 

 

「ハエ？」 

»Fliegen?«                                                         《「問いかけ」》 

»Fliegen?« ﾌﾘｰｹﾞﾝ pl.n.f ハエ？                                       「問いかけ」 

 

「いいや違うよ、きらきら光る小さいものだよ」 

 »Aber nein, kleine Dinger, die glänzen.«                        《「応答」,「主語」》 

»Aber nein, ｱｰﾊﾞｰ･ﾅｲﾝ adv. いいや違うよ                                  「応答」 

kleine Dinger, ｸﾗｲﾈ･ﾃﾞｨﾝｶﾞｰ pl.n.n(Ding).1 格 小さなもの                   「主語」 

   単数の時は： kleines Ding ｸﾗｲﾈｽ･ﾃﾞｨﾝｸﾞ n.n.1 格 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（主語）〜する                                  「形容詞節」 

glänzen.« ｸﾞﾚﾝﾂｪﾝ 3 複現 v.i 輝く、きらめく                 「動詞」 

 

「ハチ？」 

»Bienen?«                                                         《「問いかけ」》 

»Bienen?« ﾋﾞｰﾈﾝ pl.n.f(Biene).1 格 ハチ                               「問いかけ」 

 

「いいや違うよ。怠け者たちが夢中になってしまう、小さい金色のものだよ」 

»Aber nein. Kleine goldene Dinger, von denen die Nichtstuer träumerisch werden.  

《「応答」┃「主語」》 

»Aber nein, ｱｰﾊﾞｰ･ﾅｲﾝ adv. いいや違うよ                                  「応答」 

Kleine goldene Dinger, ｸﾗｲﾈ･ｺﾞﾙﾃﾞﾈ･ﾃﾞｨﾝｶﾞｰ pl.n.n.1 格 小さい金色のもの    「主語」 

adj. 〜する                                                     「形容詞節」 

von denen ﾌｫﾝ･ﾃﾞｰﾈﾝ adv.（原因）それによって            「副詞句」 
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die Nichtstuer ﾃﾞぃー・ﾆﾋﾂﾄｩｰｴ pl.n.m 怠け者たちが         「主語」 

träumerisch ﾄﾛｲﾒﾘｯｼｭ adj. 夢心地の                        「補語」 

werden. ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ 3 複現 v.i 〜になる                        「動詞」 

 

「俺はまじめな男なんだ。夢想に耽っている時間なんてないんだ」 

Ich bin ein ernsthafter Mann. Ich habe nicht Zeit zu Träumereien.« 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」「目的語」》 

Ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ein ernsthafter ｱｲﾝ･ｴｱﾝｽﾄﾊﾌﾀｰ adj.m.1 格 まじめな                「形容詞句」 

Mann. ﾏﾝ n.m.1 格 男                                                    「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

habe nicht ﾊｰﾍﾞ･ﾆﾋﾂ 1 単現･否定(haben)v.t ない                          「動詞句」 

Zeit ﾂｧｲﾄ n.f 時間が                                                   「目的語」 

zu Träumereien.« ﾂｰ･ﾄﾛｲﾒﾗｲｴﾝ adj.（目的）夢想に耽るための     「形容詞句」 

 

「ああ、星かい？」 

»Ach, die Sterne?«                                              《「感嘆」「確認」》 

»Ach, ｱｯﾊ int. ああ                                                      「感嘆」 

die Sterne?« ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃﾙﾈ pl.n.m.1 格 星かい？                              「確認」 

 

「その通り、星だよ」 

»Dann sind es wohl die Sterne.«             《「応答」「動詞」「主語」「副詞」「補語」》 

»Dann ﾀﾞﾝ adv. その通り                                                 「応答」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

es ｴｽ pron（性数にかかわりなく）それは                                  「主語」 

wohl ｳﾞｫｰﾙ adv. 確かに                                                  「副詞」 

die Sterne.« ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m.1 格 星                                     「補語」 

 

「それで、5 億の星で何をするの？」 

»Und was machst du mit fünfhundert Millionen Sternen?« 

《Und「目的語」「動詞」「主語」「副詞句」》 

»Und ｳﾝﾄ conj. そして 

was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                    「目的語」 

machst ﾏﾊｽﾄ 2 単現(machen)v.t する                                      「動詞」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 
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mit ﾐｯﾄ prep（手段）〜を使って                                        「副詞句」 

fünfhundert Millionen Sternen?« ﾌｭﾝﾌﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾐﾘｵｰﾈﾝ･ｼｭﾃｱﾈﾝ 

   pl.n.m 5 億の星                                              「目的語」 

 

「5 億 162 万 2731 だ」 

»Fünfhunderteine Million 

sechshundertzweiundzwanzigtausensiebenhunderteinunddreißig.  

《「応答」》 

»Fünfhunderteine Million 

sechshundertzweiundzwanzigtausensiebenhunderteinunddreißig.  

ﾌｭﾝﾌﾌﾝﾀﾞｰﾄｱｲﾈ･ﾐﾘｵﾝ･ｾﾞｯｸｽﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾂｳﾞｧｲｳﾝﾄﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋﾀｳｾﾞﾝ･ｼﾞｰﾍﾞﾝﾌﾝﾀﾞｰﾄｱｲﾝｳﾝﾄﾄﾞﾗｲｽｨﾋ 

  adj. 5 億 162 万 2731 の                                                 「応答」 

 

「おれはまじめなんだ。おれは正確に数えるんだ」 

Ich bin ein ernsthafter Mann, ich nehme es genau.« 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞」》 

Ich ｲｯﾋ pron おれは                                                     「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ein ernsthafter Mann, ｱｲﾝ･ｴｱﾝｼｭﾄﾊﾌﾀｰ･ﾏﾝ n.m.1 格 まじめな男              「補語」 

ich ｲｯﾋ pron おれは                                                     「主語」 

nehme ﾈｰﾒ 1 単現(nehmen)v.t 考える、とらえる                           「動詞」 

es ｴｽ pron それを                                                     「目的語」 

genau.« ｹﾞﾅｳ adv. 正確に、厳密に                                         「副詞」 

 

「それで、それらの星で何をするの？」 

»Und was machst du mit diesen Sternen?«  《Und「目的語」「動詞」「主語」「副詞句」》 

»Und ｳﾝﾄ conj. そして 

was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                    「目的語」 

machst ﾏﾊｽﾄ 2 単現(machen)v.t する                                      「動詞」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 

mit ﾐｯﾄ prep（手段）〜を使って                                        「副詞句」 

diesen Sternen?« ﾃﾞｨｰｾﾞﾝ･ｼｭﾃｱﾈﾝ pl.n.m.3 格 それらの星を         「目的語」 

 

「おれがそれで何をするかだって？」 

»Was ich damit mache?«                         《「目的語」「主語」「副詞」「動詞」》 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                   「目的語」 
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ich ｲｯﾋ pron 俺が                                                       「主語」 

damit ﾀﾞﾐｯﾄ adv. それを使って                                           「副詞」 

mache?« ﾏﾍ 1 単現･疑問文(machen)v.t するかだって？                      「動詞」 

 

「そうだよ」 

»Ja.«                                                                  《「応答」》 

»Ja.« ﾔｰ adv. そうだよ                                                   「応答」 

 

「何もしない。おれはそれらを所有している」 

»Nichts. Ich besitze sie.«                      《「応答」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

»Nichts. ﾆﾋﾂ pron 何もしない                                             「応答」 

Ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

besitze ﾍﾞｼﾞｯﾂｪ 1 単現(besitzen)v.t 所有している                           「動詞」 

sie.« ｼﾞｰ pron.pl（性の区別なしに既出の複数名詞を指して）それらを       「目的語」 

 

「君が星たちを所有しているだって？」 

»Du besitzt die Sterne?«                                《「主語」「動詞」「目的語」》 

»Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

besitzt ﾍﾞｼﾞﾂﾄ 2 単現(besitzen)v.t 所有している                             「動詞」 

die Sterne?« ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m.4 格 星を                                「目的語」 

 

「そうだよ」 

»Ja.«                                                                  《「応答」》 

»Ja.« ﾔｰ adv. そうだよ                                                   「応答」 

 

「だけど、僕は以前にある王様にあったことがある。彼は．．．」 

»Aber ich habe schon einen König gesehen, der...« 

《Aber「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」,「主語」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...gesehen, ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞｾﾞｰｴﾝ 1 単現･完了形(sehen)v.t 会ったことがある   「動詞句」 

schon ｼｮｰﾝ adv. すでに、以前に                                           「副詞」 

einen König ｱｲﾈﾝ･ｹｰﾆｯﾋ n.m.4 格 ある王様に                             「目的語」 

der...« ﾃﾞｱ pron その王様は                                               「主語」 
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「王様は所有しない。彼らは支配する。それは全く違うことだ」 

»Könige besitzen nicht, sie 'regieren über'. Das ist etwas ganz anderes.« 

《「主語」「動詞句」,「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「補語」》 

»Könige ｹｰﾆｹﾞ pl.n.m.1 格 王様は                                         「主語」 

besitzen nicht, ﾍﾞｽﾞｨｯﾂｪﾝ･ﾆﾋﾄ 3 複現･否定 v.t 所有しない                  「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

'regieren über'. ﾚｷﾞｰﾚﾝ･ﾕｰﾊﾞｰ 3 複現(regieren +über)v.t 支配する           「動詞句」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

etwas ｴﾄｳﾞｧｽ pron.n.1 格 なにか                                          「補語」 

ganz anderes.« ｶﾞﾝﾂ･ｱﾝﾃﾞﾚｽ adj.n.1 格 全くことなる               「形容詞句」 

 

「それで、星を所有することで何を得するの？」 

»Und was hast du davon, die Sterne zu besitzen?« 

《Und「目的語」「動詞」「主語」「副詞句」》 

»Und ｳﾝﾄ conj. そして 

was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                    「目的語」 

hast ﾊｽﾄ 2 単現(haben)v.t 手に入れる、得る                                「動詞」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

davon, ﾀﾞﾌｫﾝ adv. それによって                                         「副詞句」 

die Sterne zu besitzen?« ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ･ﾂｰ･ﾍﾞｼﾞｯﾂｪﾝ zu 不定句 

   n. 星を所有すること                                          「目的語」 

 

「俺を金持ちにしてくれる」 

»Das macht mich reich.«                         《「主語」「動詞」「目的語」「補語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

macht ﾏﾊﾄ 3 単現(machen)v.t 〜にする                                    「動詞」 

mich ﾐｯﾋ pron 俺を                                                    「目的語」 

reich.« ﾗｲﾋ adj.4 格 金持ちの                                             「補語」 

 

「それじゃあ、金持ちになることで何を得するの？」 

»Und was hast du vom Reichsein?«        《Und「目的語」「動詞」「主語」「副詞句」》 

»Und ｳﾝﾄ conj. そして 

was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                    「目的語」 

hast ﾊｽﾄ 2 単現(haben)v.t 手に入れる、得る                                「動詞」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 
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vom Reichsein?« ﾌｫﾑ･ﾗｲﾋｻﾞｲﾝ adv. 金持ちになることから                  「副詞句」 

 

「誰かがほかの星を見つけた時に、それを買うのさ」 

»Weitere Sterne kaufen, wenn jemand welche findet.«   《「目的語」「動詞」「副詞節」》 

»Weitere Sterne ｳﾞｧｲﾃﾚ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m.4 格 他の星を                       「目的語」 

   weitere ｳﾞｧｲﾃﾚ adj.m.pl.4 格 他の 

kaufen, ｶｳﾌｪﾝ 不定詞 v.t 買う                                             「動詞」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

jemand ｲｪｰﾏﾝﾄ pron 誰かが                                       「主語」 

welche ｳﾞｪﾙﾋｪ pron.4 格 他の星を、何かを                        「目的語」 

findet.« ﾌｨﾝﾃﾞｯﾄ 3 単現(finden)v.t 見つける                          「動詞」 

 

「この男は」と、王子さまは心の中で思った。「ちょっとあの呑兵衛みたいな考え方だ」 

Der da, sagte sich der kleine Prinz, denkt ein bisschen wie mein Säufer. 

《「主語」》,「動詞句」「主語」,《「動詞」「副詞句」》 

Der ﾃﾞｱ pron 男は                                                       「主語」 

da, ﾀﾞｰ adv. そこにいる                                             「副詞」 

sagte sich ｻﾞｰｸﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 sagen)v.pr 心の中で思った            「動詞句」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

denkt ﾃﾞﾝｸﾄ 3 単現(denken)v.i 考えている                                 「動詞」 

ein bisschen ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ adv. ちょっと                                  「副詞句」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                              「副詞句」 

mein Säufer. ﾏｲﾝ･ｿﾞｲﾌｪ n.m 呑兵衛                              「目的語」 

 

しかし彼は、さらに質問を続けた。 

Indessen stellte er noch weitere Fragen:   「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」「目的語」 

Indessen ｲﾝﾃﾞｯｾﾝ adv. しかし                                             「副詞」 

stellte ｼｭﾃﾙﾃ 3 単過(stellen)v.t（動作名詞と）〜をした                      「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

noch weitere ﾉｯﾎ･ｳﾞｧｲﾃﾚ adv. さらにずっと                              「副詞句」 

Fragen: ﾌﾗｰｹﾞﾝ pl.n.m.4 格 質問を                                      「目的語」 

 

「どうやったら星を所有できるの？」 

»Wie kann man die Sterne besitzen?«           《「副詞」「動詞句」「主語」「目的語」》 

»Wie ｳﾞｨｰ adv. どうやって                                               「副詞」 

kann ...besitzen?« ｶﾝ...ﾍﾞｽﾞｨｯﾂｪﾝ 3 単現･可能(können+不定詞)v.t 所有できる「動詞句」 
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man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

die Sterne ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m.4 格 星を                                  「目的語」 

 

「星は誰のものかね？」と、実業家は不愛想に返事をした。 

»Wem gehören sie?« erwiderte mürrisch der Geschäftsmann. 

《「間接目的語」「動詞」「主語」》,「動詞」「副詞」「主語」 

»Wem ｳﾞｪｰﾑ pron.3 格 誰の                                         「間接目的語」 

gehören ｹﾞﾍｰﾚﾝ 3 複現 v.i（j-3 の）ものである                              「動詞」 

sie?« ｼﾞｰ pron.pl.1 格 星たちは                                           「主語」 

erwiderte ｴｱｳﾞｨﾃﾞﾃ 3 単過(erwidern)v.t 返事した                           「動詞」 

mürrisch ﾑｰﾘｯｼｭ adv. 不愛想に                                           「副詞」 

der Geschäftsmann. ﾃﾞｱ･ｹﾞｼｪﾌﾂﾏﾝ n.m 実業家は                           「主語」 

 

「知らない。誰のものでもないよ」 

»Ich weiß nicht. Niemandem.«                 《「主語」「動詞句」┃「間接目的語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

weiß nicht. ｳﾞｧｲｽ･ﾆﾋﾄ 1 単現･否定(wissen)v.t 知らない                    「動詞句」 

Niemandem.« ﾆｰﾏﾝﾃﾞﾑ pron.3 格 誰のものでもない                   「間接目的語」 

 

「それなら、星は俺のものだ。俺がそのことを最初に思い付いたのだから」 

»Dann gehören sie mir, ich habe als erster daran gedacht.« 

《「副詞」「動詞」「主語」「間接目的語」,「主語」「動詞句」「副詞句」「間接目的語」》 

»Dann ﾀﾞﾝ adv. それなら                                                 「副詞」 

gehören ｹﾞﾍｰﾚﾝ 3 複現 v.i（j-3 の）ものである                              「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl.1 格 星たちは                                             「主語」 

mir, ﾐｰｱ pron.3格 俺の                                              「間接目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 俺が                                                       「主語」 

habe ...gedacht.« ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞﾀﾞﾊﾄ 1 単現･完了形(denken)v.i 考えた            「動詞句」 

als erster ｱﾙｽ･ｴｱｽﾀｰ adv. 最初に                                        「副詞句」 

daran ﾀﾞﾗﾝ adv. それについて                                      「間接目的語」 

 

「それで充分なの？」 

»Das genügt?«                                                   《「主語」「動詞」》 

»Das ﾀﾞｽ pron.1 格 それは                                                「主語」 

genügt?« ｹﾞﾆｭｰｸﾄ 3 単現(genügen)v.i 十分である                            「動詞」 
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「その通り！君が誰のものでもないダイヤモンドを見つけたら、それは君のものだ」 

»Gewiß. Wenn du einen Diamanten findest, der niemandem gehört, dann ist er dein.  

《「応答」┃「副詞節」,「副詞」「動詞」「主語」「補語」》 

»Gewiß. ｹﾞｳﾞｨｽ adj. 確かな → adv. その通り、確かに                        「応答」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                                 「主語」 

einen Diamanten ｱｲﾈﾝ･ﾃﾞｨｱﾏﾝﾃﾝ n.m.4 格 ダイヤモンドを          「目的語」 

findest, ﾌｨﾝﾃﾞｽﾄ 2 単現(finden)v.t 見つける                          「動詞」 

der ﾃﾞｱ pron.m（主語）〜する                          「形容詞節」 

niemandem ﾆｰﾏﾝﾃﾞﾑ pron.3 格 誰の〜ない    「間接目的語」 

gehört, ｹﾞﾍｱﾄ 3 単現(gehören) 

v.i（j-3 人の）ものである                       「動詞」 

dann ﾀﾞﾝ adv. その時には                                                「副詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

er ｴｱ pron.m それは                                                     「主語」 

dein. ﾀﾞｲﾝ pron 君のもの                                                「補語」 

 

「君が誰のものでもない島を見つけたら、それは君のものだよ」 

Wenn du eine Insel findest, die niemandem gehört, so ist sie dein.  

《「副詞節」,「動詞」「主語」「補語」》 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                                 「主語」 

eine Insel ｱｲﾈ･ｲﾝｾﾞﾙ n.f 島を                                    「目的語」 

findest, ﾌｨﾝﾃﾞｽﾄ 2 単現(finden)v.t 見つける                          「動詞」 

die ﾃﾞｨｰ pron.f（主語）〜する                          「形容詞節」 

niemandem ﾆｰﾏﾝﾃﾞﾑ pron.3 格 誰の〜ない    「間接目的語」 

gehört, ｹﾞﾍｱﾄ 3 単現(gehören) 

v.i（j-3 人の）ものである                       「動詞」 

so ｿﾞｰ conj.（先行文からの帰結）それなら 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.f それは                                                    「主語」 

dein. ﾀﾞｲﾝ pron 君のもの                                                「補語」 

 

「最初に何かを思いついて、その特許を取ったら、そのアイデアは君のものだよ。」 

Wenn du als erster einen Einfall hast und du läßt ihn patentieren, so ist er dein.  

《「副詞節」,「動詞」「主語」「補語」》 
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Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                                 「主語」 

als ｱﾙｽ conj.（資格）〜として                                    「副詞句」 

erster ｴｱｽﾀｰ n.m.1 格 最初の者                            「目的語」 

   → 最初に 

einen Einfall ｱｲﾈﾝ･ｱｲﾝﾌｧﾙ n.m.4 格 思い付きを                    「目的語」 

hast ﾊｽﾄ 2 単現(haben)v.t（行為を）する                            「動詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                「主語」 

läßt ...patentieren, ﾚｽﾄ...ﾊﾟﾃﾝﾁｰﾚﾝ 2 単現･使役(lassen+不定詞) 

   v.t 特許を与えてもらう                                       「動詞句」 

ihn ｲｰﾝ pron それに                                            「目的語」 

so ｿﾞｰ conj.（先行文からの帰結）それなら 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

er ｴｱ pron.m それは                                                     「主語」 

dein. ﾀﾞｲﾝ pron 君のもの                                                「補語」 

 

それで俺は、星たちを所有している。なぜなら、俺より先に、誰も星を主有するということ

を考えなかったからだ。 

Und ich, ich besitze die Sterne, da niemand vor mir daran gedacht hat, sie zu besitzen.« 

Und「主語」「動詞」「目的語」,「副詞節」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich, ｲｯﾋ pron わしは                                                     「主語」 

ich ｲｯﾋ pron わしは                                                     「主語」 

besitze ﾍﾞｼﾞｯﾂｪ 1 単現(besitzen)v.t 所有している                           「動詞」 

die Sterne, ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.f.4 格 星を                                  「目的語」 

da ﾀﾞｰ conj.（理由）〜なので                                           「副詞節」 

niemand ﾆｰﾏﾝﾄ pron 誰も〜ない                                   「主語」 

vor mir ﾌｫｰｱ･ﾐｰｱ adv. 俺より先に                                「副詞句」 

daran ﾀﾞﾗﾝ adv. そのことについて                            「間接目的語」 

gedacht hat, ｹﾞﾀﾞﾊﾄ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形･否定文(denken) 

v.i 考えなかった                                              「動詞句」 

sie zu besitzen.« ｼﾞｰ･ﾂｰ･ﾍﾞｼﾞｯﾂｪﾝ 

 adj.（同格）それらを所有するという               「形容詞句」 
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「それは確かだ！」と、王子様が言った。「ところでそれを使って君は何をするの？」 

»Das ist wahr«, sagte der kleine Prinz. »Und was machst du damit?« 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《Und「目的語」「動詞」「主語」「副詞」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

wahr«, ｳﾞｧｰﾙ adj. 本当の、事実の                                         「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

»Und ｳﾝﾄ conj. そして 

was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                    「目的語」 

machst ﾏﾊｽﾄ 2 単現(machen)v.t する                                      「動詞」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

damit?« ﾀﾞﾐｯﾄ adv.（手段）それを用いて                                   「副詞」 

 

「俺は星たちを管理している。星たちを数えては、また数え直しているんだ」と、実業家が

言った。「それは優しいことじゃあないよ。だけど俺は真面目な男なんだ」 

»Ich verwalte sie. Ich zähle sie und zähle sie wieder«, sagte der Geschäftsmann. »Das ist 

nicht leicht. Aber ich bin ein ernsthafter Mann.« 

《「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」und「動詞」「目的語」「副詞句」》, 

「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」┃Aber「主語」「動詞」「補語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                      「主語」 

verwalte ﾌｪｱｳﾞｧﾙﾃ 1 単現(verwalten)v.t 管理する                           「動詞」 

sie. ｼﾞｰ pron.pl 星たちを                                               「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

zähle ﾂｪｰﾚ 1 単現(zählen)v.t 数える                                       「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 星たちを                                               「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

zähle ﾂｪｰﾚ 1 単現(zählen)v.t 数える                                       「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 星たちを                                               「目的語」 

wieder«, ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. また、再び                                         「副詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Geschäftsmann. ﾃﾞｱ･ｹﾞｼｪﾌﾂﾏﾝ n.m 実業家は                           「主語」 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

nicht leicht. ﾆﾋﾄ･ﾗｲﾋﾄ adj. 簡単ではない、難しい                           「補語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. だけど 
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ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ein ernsthafter Mann.« ｱｲﾝ･ｴﾙﾝｽﾄﾊﾌﾀｰ･ﾏﾝ n.m.1 格 まじめな男              「補語」 

 

王子さまはまだ満足していなかった。 

Der kleine Prinz war noch nicht zufrieden.                   「主語」「動詞」「補語」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

noch nicht zufrieden. ﾉｯﾎ･ﾆﾋﾄ･ﾂﾌﾘｰﾃﾞﾝ adj. まだ満足していない              「補語」 

   zufrieden ﾂﾌﾘｰﾃﾞﾝ adj. 満足している、満ち足りた 

 

「僕は絹のマフラーを持っているけど、それを首の周りに巻き付けたり、持ち歩いたりする

ことができる」 

»Wenn ich ein Seidenschal habe, kann ich ihn um meinen Hals wickeln und mitnehmen.  

《「副詞節」,「動詞句」「主語」「目的語」「副詞句」「動詞句」und「動詞句」》 

»Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（事実の対比）〜であるが                              「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

ein Seidenschal ｱｲﾝ･ｻﾞｲﾃﾞﾝ･ｼｬｰﾙ n.m.4 格 絹のマフラーを         「目的語」 

   seiden ｻﾞｲﾃﾞﾝ adj. 絹の Schal ｼｬｰﾙ n.m マフラー、スカーフ 

habe, ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 持っている                            「動詞」 

kann ...wickeln ｶﾝ...ｳﾞｨｯｹﾙﾝ 1 単現･可能(können+不定詞)v.t 巻くことができる「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                         「主語」 

ihn ｲｰﾝ pron.m それを                                                  「目的語」 

um meinen Hals ｳﾑ･ﾏｲﾈﾝ･ﾊﾙｽ adv. 首の周りに                             「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

mitnehmen. ﾐｯﾄﾈｰﾒﾝ 1 単現･可能(können+不定詞)v.t 持ち歩くことができる  「動詞句」 

 

「もし僕が花を持っていたら、それを摘み取ったり、持ち歩くことが出来るよ。」 

Wenn ich eine Blume habe, kann ich meine Blume pflücken und mitnehmen.  

《「副詞節」,「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」und「動詞句」》 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件・仮定）もしも〜ならば                           「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                「主語」 

eine Blume ｱｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.4 格 花を                              「目的語」 

habe, ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 持っている                            「動詞」 

kann ...pflücken ｶﾝ...ﾌﾟﾌﾘｭｯｹﾝ 1 単現･可能(können+不定詞)v.t 摘み取れる   「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 
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meine Blume ﾏｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.4 格 僕の花を                                「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

mit|nehmen. ﾐｯﾄﾈｰﾒﾝ 1 単現･可能(können+不定詞)v.t 持ち歩ける          「動詞句」 

 

「だけど君は星たちを摘み取ることはできないよ！」 

Aber du kannst die Sterne nicht pflücken!«《Aber「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. だけど 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 

kannst ...nicht pflücken!« ｶﾝｽﾄ...ﾆﾋﾄ･ﾌﾟﾌﾘｭｯｹﾝ 2 単現･可能･否定(können+不定詞) 

v.t 摘み取れない                                                    「動詞句」 

die Sterne ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m(Stern).4 格 星たちを                       「目的語」 

 

「できないね！だけど俺は、星たちを銀行に預けることが出来る」 

»Nein, aber ich kann sie in die Bank legen.« 

《「応答」,aber「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」「動詞句」》 

»Nein, ﾅｲﾝ adv. 出来ないね                                               「応答」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. だけど 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

kann ...legen.« ｶﾝ...ﾚｰｹﾞﾝ 1 単現･可能(können+不定詞) 

v.t（場所を示す語句と）入れることが出来る                           「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 星たちを                                               「目的語」 

in die Bank ｲﾝ･ﾃﾞｨｰ･ﾊﾞﾝｸ adv. 銀行に                                   「副詞句」 

 

「それはどういう意味なの？」 

»Was soll das heißen?«                         《「補語」「動詞句」「主語」「動詞句」》 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何                                                       「補語」 

soll ...heißen?« ｿﾞﾙ...ﾊｲｾﾝ 3 単現･義務(sollen+不定詞)v.i 意味するというのか？「動詞句」 

das ﾀﾞｽ pron それは                                                      「主語」 

 

「それは、俺が小さな紙に俺の星の個数を書くということだよ」 

»Das heißt, dass ich die Zahl meiner Sterne auf ein kleines Papier schreibe.  

《「主語」「動詞」「補語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

heißt, ﾊｲｽﾄ 3 単現(heißen)v.i 〜ということである                           「動詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということ                                              「補語」 

ich ｲｯﾋ pron 俺が                                                  「主語」 
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die Zahl ﾃﾞｨｰ･ﾂｧｰﾙ n.f.4 格 数を                                   「目的語」 

meiner Sterne ﾏｲﾅｰ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m.2 格 俺の星たちの        「形容詞句」 

auf ein kleines Papier ｱｳﾌ･ｱｲﾝ･ｸﾗｲﾈｽ･ﾊﾟﾋﾟｰｱ adv. 小さな紙の上に    「副詞句」 

schreibe. ｼｭﾗｲﾍﾞ 1 単現(schreiben)v.t 書く                            「動詞」 

 

「それからその紙を引き出しの中にしまっておくのさ」 

Und dann sperre ich diese Papiers in eine Schublade.« 

《Und「副詞」「動詞」「主語」「目的語」「副詞句」》 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

sperre ｼｭﾍﾟﾚ 1 単現(sperren)v.t 閉じ込める                                「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

diese Papiers ﾃﾞｨｰｾﾞ･ﾊﾟﾋﾟｰｱｽ pl.n.n.4 格 これらの紙を                    「目的語」 

in eine Schublade.« ｲﾝ･ｱｲﾈ･ｼｭｰﾌﾟﾗｰﾃﾞ adv. 引き出しの中に                「副詞句」 

 

「それがすべてなの？」 

»Und das ist alles?«                                  《Und「主語」「動詞」「補語」》 

»Und ｳﾝﾄ conj. そして 

das ﾀﾞｽ pron それが                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現･疑問文(sein)v.i 〜なの？                                    「動詞」 

alles?« ｱﾚｽ pron.n.1 格 すべて                                            「補語」 

 

「それで充分さ」 

»Das genügt.«                                                   《「主語」「動詞」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

genügt.« ｹﾞﾆｭｰｸﾄ 3 単現(genügen)v.i 十分である                            「動詞」 

 

「これは面白い」と、王子さまは考えた。「これはほとんど詩的な話だけど、真面目に受け

入れることは出来ないな」 

Das ist amüsant, dachte der kleine Prinz. Es ist fast dichterisch. Aber es ist nicht ganz 

ernst zu nehmen.            《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞」「補語」┃Aber「主語」「動詞」「補語」》 

Das ﾀﾞｽ pron これは、それは                                             「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

amüsant, ｱﾐｭｻﾞﾝﾄ adj. 面白い                                            「補語」 

dachte ﾀﾞﾊﾃ 3 単過(denken)v.i 考えた                                      「動詞」 
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der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

fast dichterisch. ﾌｧｽﾄ･ﾃﾞｨﾋﾃﾘｯｼｭ adj. ほとんど詩的な                       「補語」 

   fast ﾌｧｽﾄ adv. ほとんど、ほぼ dichterisch ﾃﾞｨﾋﾃﾘｯｼｭ adj. 詩的な、詩の 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

ist nicht ｲｽﾄ･ﾆﾋﾄ 3 単現･否定(sein)v.i 〜でない                             「動詞」 

ganz ernst ｶﾞﾝﾂ･ｴﾙﾝｽﾄ adj. まったく真面目な                              「補語」 

   ganz ｶﾞﾝﾂ adv. まったく ernst ｴﾙﾝｽﾄ adj. まじめな、本気の 

zu nehmen. ﾂｰ･ﾈｰﾒﾝ 不定詞･条件 v.t 受け入れるためには            「副詞句」 

 

王子さまは、真面目なことについて、大人の人たちとは全く異なる考え方をしていた。 

Der kleine Prinz dachte über die ernsthaften Dinge völlig anders als die großen Leute. 

「主語」「動詞」「間接目的語」「副詞句」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

dachte ﾀﾞﾊﾃ 3 単過(denken)v.i 考えていた                                  「動詞」 

über ﾕｰﾊﾞｰ prep（関連）〜について                                 「間接目的語」 

die ernsthaften Dinge ﾃﾞｨｰ･ｴｱﾝｽﾄﾊﾌﾃﾝ･ﾃﾞｨﾝｹﾞ 

 pl.n.n.3 格 真面目なこと                                  「目的語」 

   ernsthaften ｴｱﾝｽﾄﾊﾌﾃﾝ adj.n(ernsthaft).3 格 まじめな Ding ﾃﾞｨﾝｸﾞ n.n 物事 

völlig anders ﾌｫﾘｯﾋ･ｱﾝﾀﾞｰｽ adv. 全く違った風に                          「副詞句」 

   völlig ﾌｫﾘｯﾋ adv. 完全に anders ｱﾝﾀﾞｰｽ adv. 違った風に 

als ｱﾙｽ conj.（比較）〜とは                                     「副詞句」 

die großen Leute. ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ pl.n 大人の人々        「目的語」 

 

「僕は」と、王子さまはさらに言った。「僕は 1 輪の花をもっていて、毎日それに水をやっ

ているんだ」 

»Ich«, sagte er noch, »ich besitze eine Blume, die ich jeden Tag begieße.  

《「主語」》,「動詞」「主語」「副詞」, 

《「主語」「動詞」「目的語」, 「目的語」「主語」「副詞句」「動詞」》 

»Ich«, ｲｯﾋ pron 僕は                                                     「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

noch, ﾉｯﾎ adv. さらに                                                    「副詞」 

»ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 
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besitze ﾍﾞｼﾞｯﾂｪ 1 単現(besitzen)v.t 所有している                           「動詞」 

eine Blume, ｱｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f 1 輪の花を                                    「目的語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.f それに                                                 「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

jeden Tag ｲｪｰﾃﾞﾝ･ﾀｰｸ adv. 毎日                                         「副詞句」 

begieße. ﾍﾞｷﾞｰｾ 1 単現(begießen)v.t 水をやっている                         「動詞」 

 

「僕は火山を 3 個もっていて、毎週それらを煤払いしているんだ」 

Ich besitze drei Vulkane, die ich jede Woche kehre.  

《「主語」「動詞」「目的語」,「目的語」「主語」「副詞句」「動詞」》 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

besitze ﾍﾞｼﾞｯﾂｪ 1 単現(besitzen)v.t 所有している                           「動詞」 

drei Vulkane, ﾄﾞﾗｲ･ｳﾞﾙｶｰﾈ pl.n.m(Vulkan).4 格 火山を 3 個                「目的語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl それらを                                              「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

jede Woche ｲｪｰﾃﾞ･ｳﾞｫｯﾍ adv. 毎週                                      「副詞句」 

kehre. ｷｴﾚ 1 単現(kehren)v.t 掃除している                                 「動詞」 

 

「そして僕は休火山も煤払いしているんだ。何が起こるかわからないから。」 

Denn ich kehre auch den erloschenen. Man kann nie wissen.  

《「副詞」「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」》 

Denn ﾃﾞﾝ adv. そして                                                    「副詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

kehre ｹｰﾚ 1 単現(kehren)v.t 掃除している、煤払い                          「動詞」 

auch ｱｳﾌ adv. 〜も                                               「副詞」 

den erloschenen. ﾃﾞﾝ･ｴｱﾛｼｪﾈﾝ n.m（erloschen : adj.）.4 格 休火山         「目的語」 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

kann nie wissen. ｶﾝ･ﾆｰ･ｳﾞｨｯｾﾝ 3 単現･可能･否定(können+不定詞+nie) 

   v.t 決してわからない                                                「動詞句」 

 

「僕が所有していることは、僕の火山たちにとっても、僕の花にとっても良いことなんだ。」 

Es ist gut für meine Vulkane und gut für meine Blume, dass ich sie besitze.  

《「動詞」「補語」und「補語」「主語」》 

Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は dass 以降） 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

gut ｸﾞｰﾄ adj. 良い                                                       「補語」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XIII 

  247 / 483 

für meine Vulkane ﾌｭｰｱ･ﾒｲﾈ･ｳﾞﾙｶｰｹ adv. 僕の火山たちにとって       「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

gut ｸﾞｰﾄ adj. 良い                                                       「補語」 

für meine Blume, ﾌｭｰｱ･ﾏｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ adv. 僕の花にとって              「副詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということは                                            「主語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                  「主語」 

sie ｼﾞｰ pron.pl それらを                                          「目的語」 

besitze. ﾍﾞｼﾞｯﾂｪ 1 単現(besitzen)v.t 所有している                     「動詞」 

 

「だけど、君は星たちのために何の役にも立っていないよ．．．」 

Aber du bist für die Sterne zu nichts nütze...«         《Aber「主語」「動詞」「補語」》 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

für die Sterne ﾌｭｰｱ･ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ adv. 星たちのために         「副詞句」 

zu nichts ﾂｰ･ﾆﾋﾂ adv. なんにも〜ない                              「副詞句」 

nütze...« ﾆｭｯﾂｪ adj. 役に立つ                                             「補語」 

 

実業家は口を開けたが、返事が見つからなかった。そこで王子さまはそっと立ち去った。 

Der Geschäftsmann öffnete den Mund, aber er fand keine Antwort, und der kleine Prinz 

verschwand. 

「主語」「動詞」「目的語」,aber「主語」「動詞」「目的語」und「主語」「動詞」 

Der Geschäftsmann ﾃﾞｱ･ｹﾞｼｪﾌﾂﾏﾝ n.m 実業家は                            「主語」 

öffnete ｴﾌﾈﾃ 3 単過(öffnen)v.t 開けた                                      「動詞」 

den Mund, ﾃﾞﾝ･ﾑﾝﾄ n.m.4 格 口を                                       「目的語」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

fand ﾌｧﾝﾄ 3 単過(finden)v.t 見つけた                                      「動詞」 

keine Antwort, ｶｲﾈ･ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾄ n.f.4 格 返事を〜ない                       「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

verschwand. ﾌｪｱｼｭｳﾞｧﾝﾄ 3 単過(verschwinden)v.i 立ち去った                「動詞」 

 

「大人っていうのは、本当におかしいな」と、王子さまは、旅の間中、心の中で思った。 

Die großen Leute sind entschieden ganz ungewöhnlich, sagte er sich auf der Reise. 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 
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Die großen Leute ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ pl.n. 大人というのは                    「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

entschieden ｴﾝﾄｼｰﾃﾞﾝ adv. 明らかに                                  「副詞」 

ganz ungewöhnlich, ｶﾞﾝﾂ･ｳﾝｹﾞｳﾞｪｰﾝﾘﾋ adj. まったく異常な                  「補語」 

   ungewöhnlich ｳﾝｹﾞｳﾞｪｰﾝﾘﾋ adj. 異常な、普通でない 

sagte ...sich ｻﾞｰｸﾃ...ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 sagen)v.pr 心の中で思った         「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

auf der Reise. ｱｳﾌ･ﾃﾞｱ･ﾗｲｾﾞ adv.（期間）旅の間中                        「副詞句」 

 

XIV 

 

5 番目の惑星はとても変わっていた。すべての中で最も小さい惑星だった。そこには、1 本

の街灯と 1 人の点灯夫がちょうど収まるだけの場所があった。 

Der fünfte Planet war sehr sonderbar. Er war der kleinste von allen. Es war da gerade 

Platz genug für eine Straßenlaterne und einen Laternenanzünder. 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「副詞」「主語」 

Der fünfte Planet ﾃﾞｱ･ﾌｭﾝﾌﾃ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m.1 格 5 番目の惑星は                「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

sehr sonderbar. ｾﾞｰｱ･ｿﾞﾝﾀﾞｰﾊﾞｰﾙ adj. とても変わった、奇妙な               「補語」 

Er ｴｱ pron それは                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

der kleinste ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾝｽﾃ adj.（最高級）最も小さい                          「補語」 

von allen. ﾌｫﾝ･ｱﾚﾝ adv. すべての中で                               「副詞句」 

Es war ｴｽ･ｳﾞｧｰﾙ 3 単過･非人称(sein)v.i（存在）〜があった                「動詞句」 

da ﾀﾞｰ adv. そこに                                                       「副詞」 

gerade ｹﾞﾗｰﾃﾞ adv. ちょうど                                        「副詞」 

Platz genug ﾌﾟﾗｯﾂ･ｹﾞﾇｰｸ n.m 十分な場所が                                「主語」 

für ﾌｭｰｱ prep 〜のために                                         「副詞句」 

eine Straßenlaterne ｱｲﾈ･ｼｭﾄﾗｰｾﾝﾗﾃﾙﾈ n.f.4 格 1 本の街灯     「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

einen Laternenanzünder. ｱｲﾈﾝ･ﾗﾃﾙﾈﾝ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ 

 n.m.4 格 1 人の点灯夫                                  「目的語」 
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王子さまは、空のどこかにある、家も無く、住民もいない惑星の上で、いったい何のために

1 本の街灯と 1 人の点灯夫を必要としているのか、ということが理解できなかった。 

Der kleine Prinz konnte sich nicht erklären, wozu man irgendwo im Himmel, auf einem 

Planeten ohne Haus und ohne Bewohner, eine Straßenlaterne und einen 

Laternenanzünder braucht.                         「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

konnte sich nicht erklären, ｺﾝﾃ･ｽﾞｨｯﾋ･ﾆﾋﾄ･ｴｱｸﾚｰﾚﾝ 3 単過･可能･否定(können+不定詞) 

  v.pr(sich erklären) 理解できなかった                                   「動詞句」 

wozu ｳﾞｫﾂｰ adv. 何のために〜するかということを                    「間接目的語」 

man ﾏﾝ pron 人が                                            「主語」 

irgendwo im Himmel, ｲﾙｹﾞﾝﾄｳﾞｫｰ･ｲﾑ･ﾋﾒﾙ adv. 空のどこかにある「副詞句」 

auf einem Planeten ｱｳﾌ･ｱｲﾈﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. 惑星の上で         「副詞句」 

ohne Haus ｵｰﾈ･ﾊｳｽ adj. 家の無い                   「形容詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ohne Bewohner, ｵｰﾈ･ﾍﾞｳﾞｫｰﾅｰ adj. 住民のいない     「形容詞句」 

eine Straßenlaterne und einen Laternenanzünder  

   ｱｲﾈ･ｼｭﾄﾗｰｾﾝﾗﾃﾙﾈ･ｳﾝﾄ･ｱｲﾈﾝ･ﾗﾃﾙﾈﾝ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ 

   pl.n 1 本の街灯と 1 人の点灯夫を                           「目的語」 

braucht. ﾌﾞﾗｳﾌﾄ 3 単現(brauchen)v.t 必要とする                 「動詞」 

 

しかし彼は心の中で思った：《この男は、ある程度は尋常ではないのかもしれない》 

Doch sagte er sich: Es kann ganz gut sein, dass dieser Mann ein bißchen verrückt ist.  

Doch「動詞句」「主語」「動詞句」：《「動詞句」「補語」「動詞句」「主語」》 

Doch ﾄﾞｯﾎ conj. しかし 

sagte ...sich: ｻﾞｰｸﾃ...ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 sagen)v.pr 心の中で思った         「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は dass 以降） 

kann ...sein, ｶﾝ...ｻﾞｲﾝ 3 単現･可能性(sein)v.i 〜 であるかもしれない          「動詞」 

ganz gut ｶﾞﾝﾂ･ｸﾞｰﾄ adj. まずまずの、それなりの                           「補語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 何ということは                                            「主語」 

dieser Mann ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ﾏﾝ n.m この男は                               「主語」 

ein bißchen verrückt ｱｲﾝ･ﾋﾞｽｼｪﾝ･ﾌｪｱﾘｭｸﾄ n.n.1 格 尋常でない人、狂人  「補語」 

ist. ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                      「動詞」 
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だけど、王様や見栄張り男や実業家や呑兵衛と比べたら、むしろ少しまともかもしれない。 

Doch ist er weniger verrückt als der König, der Eitle, der Geschäftsmann und der Säufer.                                      

Doch「動詞」「主語」「補語」「副詞句」 

Doch ﾄﾞｯﾎ conj. しかし 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

weniger verrückt ｳﾞｪｰﾆｶﾞｰ･ﾌｪｱﾘｭｸﾄ adj. むしろ少しまともな                「補語」 

   wenig ｳﾞｪｰﾆｯﾋ adj. ほとんど〜ない → verrückt と合わせて、二重否定になる 

als ｱﾙｽ conj.（比較）〜と比べると                                       「副詞句」 

der König, ﾃﾞｱ･ｹｰﾆｯﾋ n.m 王様                                  「目的語」 

der Eitle, ﾃﾞｱ･ｱｲﾄﾚ n.m(形容詞 eitel の活用).1 格 見栄張り          「目的語」 

der Geschäftsmann ﾃﾞｱ･ｹﾞｼｪﾌﾂﾏﾝ n.m 実業家                     「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

der Säufer. ﾃﾞｱ･ｿﾞｲﾌｧｰ n.m 呑兵衛                              「目的語」 

 

少なくとも、彼の仕事には意味がある。 

Seine Arbeit hat wenigstens einen Sinn.            「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Seine Arbeit ｻﾞｲﾈ･ｱｰﾙﾊﾞｲﾄ n.f 彼の仕事は                                  「主語」 

hat ﾊｯﾄ 3 単現(haben)v.t 〜がある                                         「動詞」 

wenigstens ｳﾞｪｰﾆﾋｽﾃﾝｽ adv. 少なくとも                                   「副詞」 

einen Sinn. ｱｲﾈﾝ･ｼﾝ n.m 意味                                          「目的語」 

 

彼が街灯に火を灯すと、それはあたかも、新しい星を 1 つ、または一輪の花をこの世にささ

げるようなものだ。 

Wenn er seine Laterne anzündet, so ist es, als setze er einen neuen Stern in die Welt, 

oder eine Blume.                        「副詞句」,「副詞」「動詞」「主語」,「補語」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼が                                                  「主語」 

seine Laterne ｻﾞｲﾈ･ﾗﾃｱﾈ n.f.4 格 街灯を                          「目的語」 

anzündet, ｱﾝ･ﾂﾝﾃﾞｯﾄ 3 単現(an|zünden)v.t（et-4 に）火を灯す       「動詞」 

so ｿﾞｰ adv. すると                                                       「副詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

es, ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

als +接続法 ｱﾙｽ conj. あたかも〜のような                                  「補語」 

setze ｾﾞｯﾂｪ 接・3 単現(setzen)v.t 置く、据える                        「動詞」 

er ｴｱ pron 彼が                                                     「主語」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XIV 

または ： A または B  251 / 483 

einen neuen Stern ｱｲﾈﾝ･ﾉｲｴﾝ･ｼｭﾃｱﾝ n.m.4 格 新しい星を 1 つ         「目的語」 

in die Welt, ｲﾝ･ﾃﾞｨｰｳﾞｪﾙﾄ adv. この世に                             「副詞句」 

oder ｵｰﾀﾞｰ conj. または 

eine Blume. ｱｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.4 格 花を 1 輪                            「目的語」 

 

彼が街灯を消すと、星や花たちが眠りにつく。 

Wenn er seine Laterne auslöscht, so schlafen Stern oder Blume ein.  

「副詞節」,「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼が                                                  「主語」 

seine Laterne ｻﾞｲﾈ･ﾗﾃｱﾈ n.f.4 格 街灯を                          「目的語」 

auslöscht, ｱｳｽ･ﾚｼﾄ 3 単現(aus|löschen)v.t 消す、抹消する         「動詞句」 

so ｿﾞｰ adv. すると                                                       「副詞」 

schlafen ...ein. ｼｭﾗｰﾌｪﾝ...ｱｲﾝ 3 複現(ein|schlafen)v.i 眠りにつく            「動詞句」 

Stern oder Blume ｼｭﾃｱﾝ･ｵｰﾀﾞｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ pl.n 星や花たちが                    「主語」 

または ： A または B 

「A か B のどちらか」という意味の他に、「A と B の両方」を表すこともある 

 

これはとてもきれいな仕事だ。 

Das ist eine sehr hübsche Beschäftigung.                    「主語」「動詞」「補語」 

Das ﾀﾞｽ pron これは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

eine sehr hübsche ｱｲﾈ･ｾﾞｰｱ･ﾋｭﾌﾟｼｪ adj.f.1 格 とてもきれいな      「形容詞句」 

Beschäftigung. ﾍﾞｼｪﾌﾁｸﾞﾝｸﾞ n.f.1 格 仕事                                  「補語」 

 

それはきれいだから、その上さらに、本当に役に立つ仕事なんだ。 

Es ist auch wirklich nützlich, da es hübsch ist.    「主語」「動詞」「補語」, 「副詞節」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

auch ｱｳﾌ adv. 〜もまた                                             「副詞」 

wirklich nützlich, ｳﾞｨﾙｸﾘｯﾋ･ﾆｭｯﾂﾘﾋ adj. 本当に役に立つ                     「補語」 

da ﾀﾞｰ conj. 〜なので                                                  「副詞節」 

es ｴｽ pron それは                                                「主語」 

hübsch ﾋｭﾌﾟｼｭ adj. きれいな                                      「補語」 

ist. ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                   「動詞」 
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王子さまは、この星についた時、点灯夫にうやうやしく挨拶をした。 

Als er auf dem Planeten ankam, grüßte er den Laternenanzünder ehrerbietig. 

「副詞節」,「動詞」「主語」「目的語」「副詞」 

Als ｱﾙｽ conj.（過去のある時点で）〜した時                              「副詞節」 

er ｴｱ pron 王子様が                                              「主語」 

auf dem Planeten ｱｳﾌ･ﾃﾞｰﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. この星に            「間接目的語」 

ankam, ｱﾝ･ｶｰﾑ 3 単過(an|kommen)v.i 着いた                    「動詞句」 

grüßte ｸﾞﾘｭｰｽﾃ 3 単過(grüßen)v.t(j-4 に) 挨拶した                          「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

den Laternenanzünder ﾃﾞﾝ･ﾗﾃｱﾈﾝ･ｱﾝﾂﾝﾀﾞｰ n.m.4 格 点灯夫に             「目的語」 

ehrerbietig. ｴｰﾗｰﾋﾞｰﾃｨﾋ adv. うやうやしく                                 「副詞」 

 

「こんにちは。どうして今きみは街灯を消したの？」 

»Guten Tag. Warum hast Du Deine Laterne eben ausgelöscht?« 

《「挨拶」┃「副詞」「動詞句」「主語」「目的語」「副詞」「動詞句」》 

»Guten Tag. ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                    「挨拶」 

Warum ｳﾞｧﾙｰﾑ adv. どうして                                             「副詞」 

hast ...ausgelöscht?« ﾊｽﾄ...ｱｳｽｹﾞﾛｼｭﾄ 2 単現･完了形(aus|löschen)v.t 消した  「動詞句」 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

Deine Laterne ﾀﾞｲﾈ･ﾗﾃｱﾈ n.f.4 格 街灯を                                「目的語」 

eben ｴｰﾍﾞﾝ adv. 今、たった今                                            「副詞」 

 

「指示があるんだ」と、点灯夫が答えた。「こんにちは」 

»Ich habe die Weisung«, antwortete der Anzünder. »Guten Tag.« 

《「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「挨拶」》 

»Ich ｲｯﾋ pron おれは                                                    「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 〜がある                                      「動詞」 

die Weisung«, ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｧｲｽﾞﾝｸﾞ n.f.4 格 指示                              「目的語」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

der Anzünder. ﾃﾞｱ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ n.m.1 格 点灯夫が                             「主語」 

 »Guten Tag.«ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

 

「何なの？その指示って」 

»Was ist das, die Weisung?«                               《「補語」「動詞」「主語」》 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何                                                       「補語」 

ist. ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 
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das, die Weisung?« ﾀﾞｽ･ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｧｲｽﾞﾝｸﾞ n.f.1 格 その指示は                  「主語」 

 

「指示は、街灯を消すことだよ。今晩は」 

»Die Weisung, meine Laterne auszulöschen. Guten Abend.« 

《「主語」「補語」┃「挨拶」》 

»Die Weisung, ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｧｲｽﾞﾝｸﾞ n.f.1 格 その指示は                          「主語」 

zu 不定句 n. 〜すること                                                  「補語」 

meine Laterne ﾏｲﾈ･ﾗﾃｱﾈ n.f.4 格 街灯を                            「目的語」 

auszulöschen. ｱｳｽ･ﾂｰ･ﾛｯｼｪﾝ zu 不定詞 v.t 消す                      「動詞句」 

Guten Abend.« ｸﾞｰﾃﾝ･ｱｰﾍﾞﾝﾄ adv. 今晩は                                  「挨拶」 

 

そう言って、彼はまたそれを点灯した。 

Und er zündete sie wieder an.     Und「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

zündete ...an. ﾂﾝﾃﾞﾃ...ｱﾝ 3 単過(an|zünden)v.t 火をつけた                 「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.f（Laterne の代用）それを                                 「目的語」 

wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. また                                                「副詞」 

 

「だけど、どうして今またそれを点灯したの？」 

»Aber warum hast Du sie soeben wieder angezündet?« 

《Aber「副詞」「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. だけど 

warum ｳﾞｧﾙｰﾑ adv. どうして                                             「副詞」 

hast ...angezündet?« ﾊｽﾄ...ｱﾝ･ｹﾞ･ﾂﾝﾃﾞｯﾄ 2 単現･完了形(an|zünden) 

v.t 火をつけた                                                      「動詞句」 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

sie ｼﾞｰ pron.f（Laterne の代用）それを                                 「目的語」 

soeben wieder ｿﾞｰｴｰﾍﾞﾝ･ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. たった今再び                      「副詞句」 

 

「それが指示なんだよ」と、点灯夫が答えた。 

»Das ist die Weisung.«, antwortete der Anzünder. 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

»Das ﾀﾞｽ pron それが                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

die Weisung.«, ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｧｲｽﾞﾝｸﾞ n.f.1 格 指示                                「補語」 
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antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

der Anzünder. ﾃﾞｱ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ n.m.1 格 点灯夫が                             「主語」 

 

「理解できないなあ」と、王子様が言った。 

»Ich verstehe nicht«, sagte der kleine Prinz.      《「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

verstehe nicht«, ﾌｪｱｼｭﾃｰｴ･ﾆﾋﾄ 1 単現･否定(verstehen) 

v.t 分からない、理解できない                                        「動詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

 

「理解すべきものなんて何もないよ」と、点灯夫が言った。「指示は指示さ。こんにちは」 

»Da ist nichts zu verstehen« sagte der Anzünder. »Die Weisung ist eben die Weisung. 

Guten Tag.« 《「動詞句」「主語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」┃「挨拶」》 

»Da ist ﾀﾞｰ･ｲｽﾄ 3 単現(da sein)v.i 〜がある                               「動詞句」 

nichts zu verstehen« ﾆﾋﾂ･ﾂｰ･ﾌｪｱｼｭﾃｰｴﾝ pron 理解すべきものは何も〜ない    「主語」 

  名詞+zu+不定詞 「〜すべきもの」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Anzünder. ﾃﾞｱ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ n.m.1 格 点灯夫が                             「主語」 

»Die Weisung ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｧｲｽﾞﾝｸﾞ n.f.1 格 指示は                              「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

eben die Weisung. ｴｰﾍﾞﾝ･ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｧｲｽﾞﾝｸﾞ n.f.1 格 まさしく指示              「補語」 

   eben ｴｰﾍﾞﾝ adv. まさしく、ほかならぬ 

Guten Tag.« ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                    「挨拶」 

 

そう言って、彼はまた街灯を消した。 

Und er löschte seine Laterne wieder aus. 

Und「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

löschte ...aus. ﾚｼﾃ...ｱｳｽ 3 単過(aus|löschen)v.t 消した                     「動詞句」 

seine Laterne ｻﾞｲﾈ･ﾗﾃｱﾈ n.f.4 格 街灯を                                 「目的語」 

wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. ふたたび、また                                       「副詞」 
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それから彼は赤い格子縞のハンカチで額を拭いた。 

Dann trocknete er sich die Stirn mit einem rotkarierten Taschentuch. 

「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

trocknete ...sich ﾄﾛｯｸﾈﾃ...ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-3 trocknen) 

   v.pr（自分の体の〜を）拭いた、乾かした                              「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

die Stirn ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｨｱﾝ n.f.4 格 額を                                      「目的語」 

mit ﾐｯﾄ prep（3 格と）（道具）〜を使って                                「副詞句」 

einem rotkarierten ｱｲﾈﾑ･ﾛｰﾄ･ｶﾘｰｱﾃﾝ 

 adj.n.3 格 赤い格子縞の                              「形容詞句」 

   rot ﾛｰﾄ adj. 赤い、赤色の kariert ｶﾘｰｱﾄ adj. 格子縞の、方眼の、チェックの 

Taschentuch. ﾀｯｼｪﾝﾄｩｰﾌ n.n.3 格 ハンカチ                         「目的語」 

 

「俺はここぞっとするような仕事をしているのさ。昔は、理にかなった仕事だったんだが」 

»Ich tue da einen schrecklichen Dienst. Früher ging es vernünftig zu.  

《「主語」「動詞」「副詞」「目的語」┃「副詞」「動詞句」「補語」「主語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                      「主語」 

tue ﾄｩｰｴ 1 単現(tun)v.t（仕事を）している                                 「動詞」 

da ﾀﾞｰ adv. ここで                                                      「副詞」 

einen schrecklichen ｱｲﾈﾝ･ｼｭﾚｯｸﾘｯﾋｪﾝ 

 adj.m(schrecklich).4 格 ぞっとするような                    「形容詞句」 

Dienst. ﾃﾞｨｰﾝｽﾄ n.m.4 格 仕事を                                        「目的語」 

Früher ﾌﾘｭｰｱｰ adv. 以前は、昔は                                         「副詞」 

ging ...zu. ｷﾞﾝｸﾞ...ﾂｰ 3 単過(zu|gehen)v.i（〜の状態で）進行していた       「動詞句」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

vernünftig ﾌｪｱﾆｭﾝﾌﾁﾋ adj. まともな、合理的な                             「補語」 

 

「朝には、火を消して、夕方には、火をつけていたものだ。」 

Ich löschte am Morgen aus und zündete am Abend an.  

《「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」und「動詞句」「副詞句」「動詞句」》 

Ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

löschte ...aus ﾚｼｭﾃ...ｱｳｽ 1 単過(aus|löschen)v.t（火を）消した             「動詞句」 

am Morgen ｱﾑ･ﾓｱｹﾞﾝ adv. 朝に                                         「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

zündete ...an. ﾁｭﾝﾃﾞﾃ...ｱﾝ 1 単過(an|zünden)v.t（et-4 に）火をつけた      「動詞句」 
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am Abend ｱﾑ･ｱｰﾍﾞﾝﾄ adv. 夕方に                                       「副詞句」 

 

「昼間の残りは休息のために使えたし、夜の残りは睡眠に使えたんだ。」 

Den Rest des Tages hatte ich zum Ausruhn und den Rest der Nacht zum Schlafen...« 

《「目的語」「動詞」「主語」「副詞句」und「目的語」「副詞句」》 

Den Rest ﾃﾞﾝ･ﾚｽﾄ n.m.4 格 残りを                                      「目的語」 

des Tages ﾃﾞｽ･ﾀｰｹﾞｽ n.m.2 格 昼間の                          「形容詞句」 

hatte ﾊｯﾃ 1 単過(haben)v.t 持っていた                                     「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

zum Ausruhn ﾂｰﾑ･ｱｳｽﾙｰﾝ adv.( Ausruhen)（目的）休息のために           「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

den Rest ﾃﾞﾝ･ﾚｽﾄ n.m.4 格 残りを                                       「目的語」 

der Nacht ﾃﾞｱ･ﾅﾊﾄ n.f.2 格 夜の                                「形容詞句」 

zum Schlafen...« ﾂｰﾑ･ｼｭﾗｰﾌｪﾝ adv.（目的）眠るために                     「副詞句」 

 

「それ以来、指示が変更されたの？」 

»Seit damals wurde die Weisung geändert?«   《「副詞句」「動詞句」「主語」「動詞句」》 

»Seit damals ｻﾞｲﾄ･ﾀﾞｰﾏｰﾙｽ adv. それ以来                                「副詞句」 

wurde ...geändert?« ｳﾞﾙﾃﾞ...ｹﾞ･ｴﾝﾀﾞｰﾄ 3 単過･受動(ändern) 

v.t 変えられた、変更された                                          「動詞句」 

die Weisung ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｧｲｽﾞﾝｸﾞ n.f.1 格 指示は                                「主語」 

 

「指示は変更されていないんだ」と、点灯夫が言った。 

»Die Weisung wurde nicht geändert« sagte der Anzünder.  

《「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

»Die Weisung ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｧｲｽﾞﾝｸﾞ n.f.1 格 指示は                                「主語」 

wurde nicht geändert« ｳﾞﾙﾃﾞ･ﾆﾋﾄ･ｹﾞｴﾝﾀﾞｰﾄ 3 単過･受動･否定(ändern) 

   v.t 変更されなかった                                                「動詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Anzünder. ﾃﾞｱ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ n.m 点灯夫が                                 「主語」 

 

「まさにそれが悲劇なんだ！」 

»Das ist ja das Trauerspiel!                                《「主語」「動詞」「補語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それが                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ja ﾔｰ adv.（強調）まさに、実は                                     「副詞」 
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das Trauerspiel! ﾀﾞｽ･ﾄﾛｲｱｰｼｭﾋﾟｰﾙ n.n.1 格 悲劇                            「補語」 

 

「惑星は毎年少しずつ速く回転するようになったけれども、指示は同じままなんだ。」 

Der Planet hat sich von Jahr zu Jahr schneller und schneller gedreht und die Weisung 

ist die gleiche geblieben!«  《「主語」「動詞句」「副詞句」und「主語」「動詞句」「補語」》 

Der Planet ﾃﾞｱ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m 惑星は                                        「主語」 

hat sich ...gedreht ﾊｯﾄ･ｽﾞｨｯﾋ...ｹﾞﾄﾞﾚｰﾄ 3 単現･完了形(sich-4 drehen) 

v.pr 回転した                                                       「動詞句」 

von Jahr zu Jahr ﾌｫﾝ･ﾔｰﾙ･ﾂｰ･ﾔｰﾙ adv. 年々                              「副詞句」 

schneller und schneller ｼｭﾈﾗｰ･ｳﾝﾄ･ｼｭﾈﾗｰ adv. 少しずつ速く               「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

die Weisung ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｧｲｽﾞﾝｸﾞ n.f 指示は                                  「主語」 

ist ...geblieben!« ｲｽﾄ...ｹﾞﾌﾞﾘｰﾍﾞﾝ 3 単現･完了形(bleiben)v.i 〜のままだった「動詞句」 

die gleiche ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾗｲﾋｪ adj.f.1 格 同一の（指示）                         「補語」 

 

「それで？」と、王子様は答えた。 

»Und?«, sagte der kleine Prinz.                          《「応答」》,「動詞」「主語」 

»Und?«, ｳﾝﾄ conj. それで                                                 「応答」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

 

「それで、今では惑星は 1 分ごとに 1 回転しているので、俺には 1 秒の休憩もない」 

»Und jetzt, da er in der Minute eine Umdrehung macht, habe ich nicht mehr eine 

Sekunde Ruhe.                《Und「副詞句」,「動詞」「主語」「副詞句」「目的語」》 

»Und ｳﾝﾄ conj. それで 

jetzt, ｲｪﾂﾄ adv. 今では                                                   「副詞」 

da ﾀﾞｰ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

er ｴｱ pron（Der Planet の代用）星は                         「主語」 

in der Minute ｲﾝ･ﾃﾞ･ﾐﾇｰﾃ adv. 1 分について                 「副詞句」 

eine Umdrehung ｱｲﾈ･ｳﾑﾄﾞﾚｰｳﾝｸﾞ n.f.4 格 1 回転を           「目的語」 

macht, ﾏﾊﾄ 3 単現(machen)v.t（動作を）する                  「動詞」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t ある                                          「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

nicht mehr ﾆﾋﾄ･ﾒｰﾔ adv. もう〜ない                                    「副詞句」 

eine Sekunde Ruhe. ｱｲﾈ･ｾﾞｸﾝﾃﾞ･ﾙｰｴ n.f.4 格 1 秒の休憩                  「目的語」 
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「1 分ごとに、火をつけたり消したりしているのさ」 

Jede Minute zünde ich einmal an, lösche ich einmal aus!« 

《「副詞句」「動詞句」「主語」「副詞」「動詞句」, 「動詞句」「主語」「副詞」「動詞句」》 

Jede Minute ｲｪｰﾃﾞ･ﾐﾇｰﾃ n.f.4 格 1 分ごとに                              「副詞句」 

zünde ...an, ﾁｭﾝﾃﾞ...ｱﾝ 1 単現(an| zünden)v.t 火をつけている              「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

einmal ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. 1 度                                                  「副詞」 

lösche ...aus!« ﾚｯｼｪ...ｱｳｽ 1 単現(aus| löschen)v.t 消している               「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

einmal ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. 1 度                                                  「副詞」 

 

「それはおかしい！君の所では、1 日の長さが 1 分しかないなんて！」 

»Das ist drollig! Die Tage dauern bei dir eine Minute!« 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞句」「補語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

drollig! ﾄﾞﾛﾘｯﾋ adj. 奇妙な、おかしい                                     「補語」 

Die Tage ﾃﾞｨｰ･ﾀｰｹﾞ pl.n.m.1 格 日々が                                    「主語」 

dauern ﾀﾞｳｱｰﾝ 3 複現 v.i（時間的に）続く、（時間が）〜の長さである         「動詞」 

bei dir ﾊﾞｲ･ﾃﾞｨｱ adv. 君のところでは                                    「副詞句」 

eine Minute!« ｱｲﾈ･ﾐﾇｰﾃ n.f.1 格 1 分                                       「補語」 

 

「少しもおかしくないよ」と、点灯夫は言った。「僕たちが話し始めて、もう 1 ケ月になる」 

»Das ist ganz und gar nicht drollig«, sagte der Anzünder. »Das ist nun schon ein Monat, 

dass wir miteinander sprechen.« 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「補語」「主語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ganz und gar nicht drollig«, ｶﾞﾝﾂ･ｳﾝﾄ･ｶﾞｰﾙ･ﾆﾋﾄ･ﾄﾞﾛﾘｯﾋ adj. 全くおかしくない「補語」 

   ganz und gar ｶﾞﾝﾂ･ｳﾝﾄ･ｶﾞｰﾙ adv.（強調）まったく 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Anzünder. ﾃﾞｱ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ n.m 点灯夫が                                 「主語」 

»Das ﾀﾞｽ pron 仮の主語（真の主語は dass 以降） 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

nun schon ﾇｰﾝ･ｼｮｰﾝ adv. いまやもう                               「副詞句」 

ein Monat, ｱｲﾝ･ﾓｰﾅﾄ n.m.1 格 1 ケ月                                      「補語」 
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dass ﾀﾞｽ conj. 〜以来（〜してからの時間は）                              「主語」 

wir ｳﾞｨｰｱ pron 僕たちが                                            「主語」 

miteinander ﾐｯﾄｱｲﾅﾝﾀﾞｰ adv. 一緒に                                 「副詞」 

sprechen.« ｼｭﾌﾟﾚﾋｪﾝ 1 複現 v.i 話す                                  「動詞」 
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「1 ケ月だって？」 

»Ein Monat?«                                                           《「補語」》 

»Ein Monat?« ｱｲﾝ･ﾓｰﾅﾄ n.m.1 格 1 ケ月                                      「補語」 

 

「そうだよ、30 分さ！つまり、30 日だ！こんばんは」 

»Ja, dreißig Minuten. Dreißig Tage! Guten Abend.« 

《「応答」,「補語」┃「補語」┃「挨拶」》 

»Ja, ﾔｰ adv. そうだよ                                                    「応答」 

dreißig Minuten. ﾄﾞﾗｲｽｨﾋ･ﾐﾇｰﾃﾝ pl.n.f.1 格 30 分                           「補語」 

Dreißig Tage! ﾄﾞﾗｲｽｨﾋ･ﾀｰｹﾞ pl.n.m.1 格 30 日                              「補語」 

Guten Abend.« ｸﾞｰﾃﾝ･ｱｰﾍﾞﾝﾄ adv. こんばんは                              「挨拶」 

 

そう言って、また街灯に火をつけた。 

Und er zündete seine Laterne wieder an. 

Und「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

zündete ...an. ﾂｭﾝﾃﾞﾃ...ｱﾝ 3 単過(an|zünden)v.t 火をつけた                「動詞句」 

seine Laterne ｻﾞｲﾈ･ﾗﾃｱﾈ n.f.4 格 街灯を                                 「目的語」 

wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. ふたたび                                             「副詞」 

 

王子さまは彼をじっと見た。そしてこれほど指示に忠実に従うこの点灯夫を好きになった。 

Der kleine Prinz sah ihm zu, und er liebte diesen Anzünder, der sich so treu an seine 

Weisung hielt.          「主語」「動詞句」「間接目的語」und「主語」「動詞」「目的語」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

sah ...zu, ｻﾞｰ...ﾂｰ 3 単過(zu|sehen)v.i じっと見た、見守った               「動詞句」 

ihm ｲｰﾑ pron.3 格 彼を                                            「間接目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

liebte ﾘｰﾌﾟﾃ 3 単過(lieben)v.t 好きになった                                「動詞」 

diesen Anzünder, ﾃﾞｨｰｾﾞﾝ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ n.m.4 格 この点灯夫を               「目的語」 

der ﾃﾞｱ pron（主語）〜する                                  「形容詞節」 

sich ...hielt. ｽﾞｨｯﾋ...ﾋｰﾙﾄ 3 単過(sich-4 an et-4 halten) 

v.pr（何 4 に）従う                                「動詞句」 

so treu ｿﾞｰ･ﾄﾛｲ adv. それほど忠実に                   「副詞句」 

an seine Weisung ｱﾝ･ｻﾞｲﾈ･ｳﾞｧｲｽﾞﾝｸﾞ adv. 指示に   「間接目的語」 
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彼はむかし椅子を動かして何度も見たことがある、日の入りのことを思い出した。 

Er erinnerte sich der Sonnenuntergänge, die er einmal gesucht hatte und um deretwillen 

er seinen Sessel rückte.                                 「主語」「動詞句」「目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

erinnerte sich ｴｱｲﾈｱﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 et-2 erinnern)v.pr 〜を思い出した「動詞句」 

der Sonnenuntergänge, ﾃﾞｱ･ｿﾞﾈﾝｳﾝﾀｰｹﾞﾝｹﾞ pl.n.m.2 格 日の入りを         「目的語」 

   Sonnenuntergänge ｿﾞﾈﾝｳﾝﾀｰｹﾞﾝｹﾞ pl.n.m(Sonnenuntergang) 日の入り 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl.4 格 それらを〜する                           「形容詞節」 

er ｴｱ ｴｱ pron 彼は                                      「主語」 

einmal ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. 昔、かつて                           「副詞」 

gesucht hatte ｹﾞｽﾞﾌﾄ･ﾊｯﾃ 3 単過･完了形(suchen) 

v.t 見たことがあった                                「動詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

um deretwillen ｳﾑ･ﾃﾞﾚｯﾄ･ｳﾞｨﾚﾝ adv. そのために         「副詞句」 

   um+代名詞(der)+e(et)+willen → 副詞句 「〜のために、〜のおかげで」そのために 

er ｴｱ ｴｱ pron 彼は                                      「主語」 

seinen Sessel ｻﾞｲﾈﾝ･ｾﾞｯｾﾙ n.m.4 格 椅子を              「目的語」 

rückte. ﾘｭｯｸﾃ 3 単過(rücken)v.t 動かした                  「動詞」 

 

彼は友達を助けたいと思った。 

Er wollte seinem Freund beispringen:       「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

wollte ...beispringen: ｳﾞｫﾙﾃ...ﾊﾞｲｼｭﾌﾟﾘﾝｹﾞﾝ 3 単過･願望(wollen+不定詞) 

   v.i(j-3 人を) 助けたいと思った                                        「動詞句」 

seinem Freund ｻﾞｲﾈﾑ･ﾌﾛｲﾝﾄ n.m.3 格 友達を                         「間接目的語」 

 

「ねえ、君が好きなときに休むことができる方法を知っているんだけど．．．」 

»Weißt du ... ich kenne ein Mittel, wie du dich ausruhen könntest, wenn du wolltest...« 

《「呼びかけ」,「主語」「動詞」「目的語」》 

»Weißt du ... ｳﾞｧｲｽﾄ･ﾄﾞｩ adv. ねえ                                      「呼びかけ」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

kenne ｹﾝﾈ 1 単現(kennen)v.t 知っている                                  「動詞」 

ein Mittel, ｱｲﾝ･ﾐｯﾃﾙ n.n.4 格 ある方法を                                「目的語」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜するような                                  「形容詞節」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君が                                      「主語」 
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dich ausruhen könntest, ﾃﾞｨｯﾋ･ｱｳｽﾙｰｴﾝ･ｹﾝﾃｽﾄ 接 II･2 単現･可能･推量(können+不定詞) 

   v.pr 休めるだろう                                  「動詞句」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するときに                          「副詞節」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君が                               「主語」 

wolltest...« ｳﾞｫﾙﾃｽﾄ 接 II･2 単現･仮定(wollen)v.t 望む「動詞」 

 

「いつだって休みたいよ」と、点灯夫が言った。 

»Ich will immer«, sagte der Anzünder.    《「主語」「動詞句」「副詞」》,「動詞」「主語」 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

will ｳﾞｨﾙ 1 単現･願望(wollen+不定詞 mich ausruhen)v.pr そうしたい      「動詞句」 

immer«, ｲﾏｰ adv. いつでも                                               「副詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Anzünder. ﾃﾞｱ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ n.m 点灯夫が                                「主語」 

 

なぜなら、人は勤勉であると同時に怠け者でもあるから。王子さまは話を続けた。 

Denn man kann treu und faul zugleich sein. Der kleine Prinz fuhr fort: 

Denn「主語」「動詞句」「補語」┃「主語」「動詞句」 

Denn ﾃﾞﾝ conj. なぜならば 

man ﾏﾝ n.m 人は                                                        「主語」 

kann ...sein. ｶﾝ...ｻﾞｲﾝ 3 単現･可能性(können+不定詞)v.i 〜になる可能性がある「動詞句」 

treu und faul ﾄﾛｲ･ｳﾝﾄ･ﾌｧｳﾙ adj. 忠実（勤勉）かつ怠け者の                  「補語」 

zugleich ﾂｸﾞﾗｲﾋ adv. 同時に                                         「副詞」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

fuhr fort: ﾌｰｱ･ﾌｫﾙﾄ 3 単過(fort|fahren)v.i 話を続けた、立ち去った         「動詞句」 

 

「君の星はこんなに小さいから、ジャンプ 3 回で一回り出来るね」 

»Dein Planet ist so klein, dass Du mit drei Sprüngen herumkommst.  

《「主語」「動詞」「補語」,dass「主語」「動詞句」「副詞句」》 

»Dein Planet ﾀﾞｲﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m 君の星は                                   「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

so klein, ｿﾞｰ･ｸﾗｲﾝ adj. こんなに小さい                                    「補語」 

dass ﾀﾞｽ conj.（so..dass）その結果 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

mit drei Sprüngen ﾐｯﾄ･ﾄﾞﾗｲ･ｼｭﾌﾟﾙﾝｹﾞﾝ adv.（手段）ジャンプ 3 回で       「副詞句」 

herumkommst. ﾍﾙｰﾑ･ｺﾑｽﾄ 2 単現(herum|kommen)v.i 一回りする         「動詞句」 

 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XIV 

  263 / 483 

「ずっと太陽を眺め続けるためには、君は非常にゆっくり歩きさえすればいいんだ。」 

Du mußt nur langsam genug gehen, um immer in der Sonne zu bleiben.  

《「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」,「副詞句」》 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

mußt nur ...gehen, ﾑｽﾄ･ﾇｰｱ...ｹﾞｰｴﾝ 2 単現･推量･十分(müssen nur+不定詞) 

   v.i 歩きさえすればよい                                              「動詞句」 

langsam genug ﾗﾝｸﾞｻﾞｰﾑ･ｹﾞﾇｰｸ adv. 非常にゆっくりと                    「副詞句」 

um immer ...zu bleiben. ｳﾑ･ｲﾏｰ...ﾂｰ･ﾌﾞﾗｲﾍﾞﾝ zu 不定句(um +zu 不定句+ immer) 

adv.（手段）いつも居るためには                                      「副詞句」 

in der Sonne ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｿﾞﾈ adv. 太陽の中に、太陽を見て             「副詞句」 

 

「君が休みたいと思ったら、歩けばいいんだ。それで、昼間は君が望むだけ長く続くんだ」 

Willst Du dich ausruhen, dann gehst Du... und der Tag wird so lange dauern, wie Du 

willst.«                        《「動詞句」「主語」「動詞句」,「副詞」「動詞」「主語」 

und「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」,「副詞節」》 

Willst ...dich ausruhen, ｳﾞｨﾙｽﾄ...ﾃﾞｨｯﾋ･ｱｳｽ･ﾙｰｴﾝ 2 単現･疑問文･仮定(wollen+不定詞) 

   v.pr(sich-4 aus|ruhen) 休みたいのならば                              「動詞句」 

Du ﾄﾞｩ pron 君が                                                       「主語」 

dann ﾀﾞﾝ adv. それなら                                                  「副詞」 

gehst ｹﾞｰｽﾄ 2 単現(gehen)v.i 歩きなさい                                   「動詞」 

Du... ﾄﾞｩ pron 君は                                                      「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

der Tag ﾃﾞｱ･ﾀｰｸ n.m 昼間は                                              「主語」 

wird ...dauern, ｳﾞｨﾙﾄ...ﾀﾞｳｱｰﾝ 3 単未･推量(werden+不定詞)v.i 続くだろう   「動詞句」 

so lange ｿﾞｰ･ﾛﾝｹﾞ adj. それだけ長く                                     「副詞句」 

wie ｳﾞｨｰ conj.（比喩）〜するように                                     「副詞節」 

Du ﾄﾞｩ pron 君が                                                「主語」 

willst.« ｳﾞｨﾙｽﾄ 2 単現(wollen)v.t 望む                              「動詞」 

 

「そんなことは、冗談にもならないね」と、点灯夫が言った。「この世で、俺が好きなのは

眠ることだよ」 

»Das hat nicht viel Witz«, sagte der Anzünder, »was ich im Leben liebe, ist der Schlaf.« 

《「主語」「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

hat nicht ﾊｯﾄ･ﾆﾋﾄ 3 単現･否定(haben)v.t 〜がない                        「動詞句」 

viel Witz«, ﾌｨｰﾙ･ｳﾞｨｯﾂ n.m たくさんのジョーク、たくさんの知恵          「目的語」 
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sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Anzünder, ﾃﾞｱ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ n.m 点灯夫が                                 「主語」 

»was ｳﾞｧｽ pron（主語）〜するものは                                      「主語」 

ich ｲｯﾋ pron 俺が                                                   「主語」 

im Leben ｲﾑ･ﾚｰﾍﾞﾝ adv. この世で、人生で                           「副詞句」 

liebe, ﾘｰﾍﾞ 1 単現(lieben)v.t 好む                                     「動詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

der Schlaf.« ﾃﾞｱ･ｼｭﾗｰﾌ n.m.1 格 睡眠                                      「補語」 

 

「それじゃあ、絶望的だね」と、王子様が言った。 

»Dann ist es aussichtslos«, sagte der kleine Prinz. 

《「副詞」「補語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」 

»Dann ﾀﾞﾝ adv. それじゃあ                                               「副詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

aussichtslos«, ｱｳｽｼﾞﾋﾂﾛｰｽ adj. 絶望的な                                   「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

 

「絶望的だよ」と、点灯夫が言った。「おはよう」 

»Aussichtslos«, sagte der Anzünder. »Guten Tag.« 

《「補語」》,「動詞」「主語」,《「挨拶」》 

»Aussichtslos«, ｱｳｽｼﾞﾋﾂﾛｰｽ adj. 絶望的な                                  「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Anzünder. ﾃﾞｱ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ n.m 点灯夫が                                 「主語」 

»Guten Tag.« ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. おはよう                                     「挨拶」 

 

そして街灯を消した。 

Und er löschte seine Lampe aus.           Und「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

löschte ...aus. ﾚｼｭﾃ...ｱｳｽ 3 単過(aus|löschen)v.t 消した                    「動詞句」 

seine Lampe ｻﾞｲﾈ･ﾗﾝﾍﾟ n.f 街灯を                                      「目的語」 
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《この人は》と、王子さまは旅をしている間中ずっと心の中で思った。《この人は、他のだ

れからも、軽蔑されるだろうな。王様からも、見栄張り男やのん兵衛や実業家からも》 

Der, sagte sich der kleine Prinz, während er seine Reise fortsetzte, der wird von allen 

anderen verachtet werden, vom König, vom Eitlen, vom Säufer, vom Geschäftsmann.  

《「主語」》,「動詞句」「主語」「副詞節」,《「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」,「副詞句」》 

Der, ﾃﾞｱ pron この人は                                                  「主語」 

sagte sich ｻﾞｰｸﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 sagen)v.pr 心の中で思った            「動詞句」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

während ｳﾞｪｰﾚﾝﾄ conj. 〜している間中                                  「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼が                                                  「主語」 

seine Reise ｻﾞｲﾈ･ﾗｲｾﾞ n.f.4 格 旅を                              「目的語」 

fortsetzte, ﾌｫｱﾄｾﾞｯﾂﾃ 3 単過(fort|setzen)v.t 続けた                「動詞句」 

der ﾃﾞｱ pron この人は                                                   「主語」 

wird ...verachtet werden, ｳﾞｨﾙﾄ...ﾌｪｱｱﾊﾃｯﾄ･ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ 3 単未･受動(verachten) 

   v.t 軽蔑されるだろう                                                「動詞句」 

von allen anderen ﾌｫﾝ･ｱﾚﾝ･ｱﾝﾃﾞﾚﾝ adv. ほかのすべての人から             「副詞句」 

vom König, ﾌｫﾑ･ｹｰﾆｯﾋ adv. 王様から                                    「副詞句」 

vom Eitlen, ﾌｫﾑ･ｱｲﾄﾚﾝ adv. 見栄張り男から                              「副詞句」 

vom Säufer, ﾌｫﾑ･ｿﾞｲﾌｪ adv. のん兵衛から                                「副詞句」 

vom Geschäftsmann. ﾌｫﾑ･ｹﾞｼｪﾌﾂﾏﾝ adv. 実業家から                      「副詞句」 

 

それなのに彼は、僕が滑稽だと思わない唯一の人だな。 

Dabei ist er der einzige, den ich nicht lächerlich finde.  「副詞」「動詞」「主語」「補語」 

Dabei ﾀﾞﾊﾞｲ adv.（譲歩）それなのに、それにもかかわらず                  「副詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

der einzige, ﾃﾞｱ･ｱｲﾝﾂｨｹﾞ adj.m.1 格 唯一の（人）                          「補語」 

den ﾃﾞﾝ pron.m.4 格（目的語）〜する                            「形容詞節」 

   SVOC の構文（O と C は、性･数及び格が一致する） 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                         「主語」 

nicht lächerlich ﾆﾋﾄ･ﾚｯﾋｬｰﾘﾋ adj.4 格 滑稽でない             「補語」 

finde. ﾌｨﾝﾃﾞ 1 単現(finden) 

v.t（j-4/et-4+様態を示す語句：補語）〜と思う            「動詞」 
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それは、もしかしたら、彼は自分以外のことに従事しているからなのだろう。 

Das kommt vielleicht daher, weil er sich mit anderen Dingen beschäftigt statt mit sich 

selbst.                               「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」,「副詞節」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

kommt ...daher, ｺﾑﾄ...ﾀﾞﾍｰｱ 3 単現(daher|kommen)v.i（むこうから）やってくる「動詞句」 

vielleicht ﾌｨﾗｲﾋﾄ adv. ひょっとしたら、ことによると                       「副詞」 

weil ｳﾞｧｲﾙ conj. 〜なので                                              「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

sich ...beschäftigt ｽﾞｨｯﾋ...ﾍﾞｼｪﾌﾁｸﾄ 3 単現(sich-4 beschäftigen) 

v.pr（mit et-3 に）従事している                              「動詞句」 

mit anderen Dingen ﾐｯﾄ･ｱﾝﾃﾞﾚﾝ･ﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ adv. 他のことに     「間接目的語」 

statt ｼｭﾀｯﾄ prep 〜ではなく                                    「副詞句」 

mit sich selbst. ﾐｯﾄ･ｽﾞｨｯﾋ･ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ adv. 自分自身のことに  「副詞句」 

 

彼は惜別の溜息を発し、さらに思った。 

Er stieß einen Seufzer des Bedauerns aus und sagte sich noch: 

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」und「動詞句」「副詞」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

stieß ...aus ｼｭﾃｨｰｽ...ｱｳｽ 3 単過(aus|stoßen)v.t（声を）発した              「動詞句」 

einen Seufzer ｱｲﾈﾝ･ｿﾞｲﾌﾂｧｰ n.m.4 格 溜息を                             「目的語」 

des Bedauerns ﾃﾞｽ･ﾍﾞﾀﾞｳｱｰﾝｽ n.n.2 格 惜別の                  「形容詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

sagte sich ｻﾞｰｸﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 sagen)v.pr 心の中で思った            「動詞句」 

noch: ﾉｯﾎ adv. さらに                                                    「副詞」 

惜別 せきべつ ：別れを惜しむこと 

 

彼は、僕が友達にできたかもしれない、唯一の人だ。 

Der ist der einzige, den ich zu meinem Freund hätte machen können.  

「主語」「動詞」「補語」 

Der ﾃﾞｱ pron.1 格 彼は                                                   「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

der einzige, ﾃﾞｱ･ｱｲﾝﾂｨｹﾞ adj.m.1 格 唯一の（人）                          「補語」 

den ﾃﾞﾝ pron.4 格 彼を〜する                                   「形容詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                         「主語」 

zu meinem Freund ﾂｰ･ﾏｲﾈﾑ･ﾌﾛｲﾝﾄ adv. 僕の友達に     「間接目的語」 

hätte machen können. ﾍｯﾃ･ﾏﾍﾝ･ｹﾈﾝ 接 II･1 単現･完了形･可能性･推量(können+不定詞) 
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   v.t 〜にできたかもしれない                            「動詞句」 

 

だけど彼の惑星は本当に小さすぎる。二人分としては、場所が足りない。 

Aber sein Planet ist wirklich zu klein. Es ist nicht viel Platz für zwei... 

Aber「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

sein Planet ｻﾞｲﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m 彼の惑星は                                   「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

wirklich zu klein. ｳﾞｨﾙｸﾘﾋ･ﾂｰ･ｸﾗｲﾝ adj. 本当に小さすぎる                   「補語」 

Es ｴｽ pron あれは                                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

nicht viel Platz ﾆﾋﾄ･ﾌｨｰﾙ･ﾌﾟﾗｯﾂ n.m 不十分な場所                          「補語」 

für zwei... ﾌｭｰｱ･ﾂｳﾞｧｲ adv. 二人に対して                            「副詞句」 

 

王子様が認めたくなかったこと、それは、とりわけ 24 時間の間に 1440 回の日の入りが見

られるがゆえに、祝福されたこの惑星を去り難かったことだった。 

Was sich der kleine Prinz nicht einzugestehen wagte, war, dass er diesem gesegneten 

Planeten nachtrauerte, besonders der tausendvierhundertvierzig Sonnenuntergänge 

wegen, in vierundzwanzig Stunden!                         「主語」「動詞」「補語」 

Was ｳﾞｧｽ pron ことは                                                   「主語」 

sich ...nicht einzugestehen wagte, ｽﾞｨｯﾋ...ﾆﾋﾄ･ｱｲﾝ･ﾂｰ･ｹﾞｼｭﾃｰｴﾝ･ｳﾞｧｰｸﾃ 

   zu 不定句･否定･意欲(sich-4 wagen+不定詞)v.t 認めたくなかった  「形容詞句」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が              「主語」 

war, ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                      「動詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということ                                             「補語」 

er ｴｱ pron 彼は                                                   「主語」 

diesem gesegneten Planeten ﾃﾞｨｰｾﾞﾑ･ｹﾞｾﾞｰｸﾞﾈﾃﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ 

 n.m.3 格 この祝福された惑星のことを                      「間接目的語」 

nachtrauerte, ﾅｰﾊ･ﾄﾗｳｴﾃ 3 単過(nach|trauern) 

v.i (et-3 を)残念に思っていた                                  「動詞句」 

besonders ﾍﾞｿﾞﾝﾀﾞｰｽ adv. とりわけ                                 「副詞」 

der ﾃﾞｱ adj.pl.2 格 〜の                                  「形容詞句」 

tausendvierhundertvierzig Sonnenuntergänge 

 ﾀｳｾﾞﾝﾄ･ﾌｨｰｱﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾌｨｱﾂｨﾋ･ｿﾞﾈﾝｳﾝﾀｰｹﾞﾝｹﾞ 

 pl.n.m.2 格 1440 回の日の入り                 「目的語」 

wegen, ｳﾞｪｰｹﾞﾝ prep（しばしば後置）〜のゆえに   「副詞句」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XV 

  268 / 483 

in vierundzwanzig Stunden! ｲﾝ･ﾌｨｰｱ･ｳﾝﾄ･ﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ･ｼｭﾄｩﾝﾃﾞﾝ 

   adv. 24 時間の間に                     「副詞句」 

 

XV 

 

6 番目の惑星は、10 倍も大きかった。そこには老紳士が住んでいて、馬鹿でかい本を書い

ていた。 

Der sechste Planet war zehnmal so groß. Er war von einem alten Herrn bewohnt, der 

ungeheure Bücher schrieb. 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」「副詞句」,「主語」「目的語」「動詞」 

Der sechste ﾃﾞｱ･ｾﾞｸｽﾃ adj.m.1 格 6 番目の                        「形容詞句」 

Planet ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m.1 格 惑星は                                            「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

zehnmal so groß. ﾂｪｰﾝﾏﾙ･ｿﾞｰ･ｸﾞﾛｰｽ adj. 10 倍も大きな                      「補語」 

Er ｴｱ pron その惑星は                                                    「主語」 

war ...bewohnt, ｳﾞｧｰﾙ...ﾍﾞｳﾞｫｰﾝﾄ 3 単過･状態受動(bewohnen)v.i 住まれていた「動詞句」 

von einem alten Herrn ﾌｫﾝ･ｱｲﾈﾝ･ｱﾙﾃﾝ･ﾍｱﾝ adv. 1 人の老紳士によって        「副詞句」 

   老紳士を主語として翻訳する 

der ﾃﾞｱ pron 彼は                                                        「主語」 

ungeheure ｳﾝｹﾞﾎｲﾚ adj.n.pl(ungeheuer).4 格 巨大な                「形容詞」 

   ungeheuer ｳﾝｹﾞﾎｲｱｰ adj. 巨大な （ungeheur- + 活用語尾） 

Bücher ﾋﾞｭｰﾋｬｰ pl.n.n.4 格 本を                                         「目的語」 

schrieb. ｼｭﾘｰﾌﾟ 3 単過(schreiben)v.t 書いていた                            「動詞」 

 

「おや、探検家がやってきたぞ！」と彼は、王子様を見て、叫んだ。 

»Da schau! Ein Forscher!« rief er, als er den kleinen Prinzen sah. 

《「副詞」「動詞」┃「主語」》,「動詞」「主語」,「副詞節」 

»Da ﾀﾞｰ adv. そこを                                                     「副詞」 

schau! ｼｬｳ 命・2 単現(schauen)v.i 見なさい                                「動詞」 

  da schau! ﾀﾞｰ･ｼｬｳ int. おや、まあ 

Ein Forscher!« ｱｲﾝ･ﾌｫｱｼｬｰ n.m 調査者、探検家                            「主語」 

rief ﾘｰﾌ 3 単過(rufen)v.i 叫んだ                                           「動詞」 

er, ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

als ｱﾙｽ conj. 〜したとき                                               「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

den kleinen Prinzen ﾃﾞﾝ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m.4 格 王子様を         「目的語」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XV 

  269 / 483 

sah. ｻﾞｰ 3 単過(sehen)v.t 見た                                     「動詞」 

 

王子さまは机に腰を下ろして、少し一息ついた。もうすでにそれほど沢山の旅行をしてきた

のだった。 

Der kleine Prinz setzte sich an den Tisch und verschnaufte ein wenig. Er war schon so 

viel gereist! 

「主語」「動詞句」「副詞句」und「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

setzte sich ｾﾞｯﾂﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 setzen)v.pr 腰を下ろした             「動詞句」 

an den Tisch ｱﾝ･ﾃﾞﾝ･ﾃｨｯｼｭ adv. 机に                                    「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

verschnaufte ﾌｪｱｼｭﾉﾌﾃ 3 単過(verschnaufen)v.i 一息ついた                  「動詞」 

ein wenig. ｱｲﾝ･ｳﾞｪﾆｯﾋ adv. 少し                                        「副詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

war ...gereist! ｳﾞｧｰﾙ...ｹﾞﾗｲｽﾄ 3 単過･完了形(reisen)v.i 旅行してきた         「動詞句」 

schon ｼｮｰﾝ adv. すでに                                                  「副詞」 

so viel ｿﾞｰ･ﾌｨｰﾙ adv. それほどたくさん                                  「副詞句」 

 

「どこから来たのかね？」と、老紳士が尋ねた。「その大きい本はなんですか？」と、王子

様が言った。「そこで、何をしているのですか？」 

»Woher kommst Du?« fragte ihn der alte Herr. »Was ist das für ein dickes Buch?« sagte 

der kleine Prinz. »Was machen Sie da?« 

《「副詞」「動詞」「主語」》,「動詞」「目的語」「主語」, 

《「補語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞」「主語」「副詞」》 

»Woher ｳﾞｫﾍｰｱ adv. どこから                                             「副詞」 

kommst ｺﾑｽﾄ 2 単現(kommen)v.i 来る                                     「動詞」 

Du?« ﾄﾞｩ pron 君は                                                      「主語」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                      「動詞」 

ihn ｲｰﾝ pron.4 格 彼に                                                 「目的語」 

der alte Herr. ﾃﾞｱ･ｱﾙﾃ･ﾍｱ n.m 老紳士が                                   「主語」 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何                                                      「補語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現･疑問文(sein)v.i 〜ですか？                                  「動詞」 

das für ein dickes Buch?« ﾀﾞｽ･ﾌｭｰｱ･ｱｲﾝ･ﾃﾞｨｯｹｽ･ﾌﾞｰﾌ n.n.1 格 その大きな本は 「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                   「目的語」 
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machen ﾏﾍﾝ 3 複現 v.t している                                           「動詞」 

Sie ｼﾞｰ pron（2 人称敬称単数・複数）あなたは                             「主語」 

da?« ﾀﾞｰ adv. そこで                                                     「副詞」 

 

「わしは地理学者じゃよ」と、老紳士が言った。 

»Ich bin Geograph«, sagte der alte Herr.    《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

»Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                      「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

Geograph«, ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者                                        「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der alte Herr. ﾃﾞｱ･ｱﾙﾃ･ﾍｱ n.m 老紳士が                                   「主語」 

 

「その地理学者って、何なの？」 

»Was ist das, ein Geograph?«                              《「補語」「動詞」「主語」》 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何？                                                     「補語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

das, ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ein Geograph?« ｱｲﾝ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者というのは                      「主語」 

 

「それは、どこに海や大河や町や山や砂漠があるかを知っている学者のことじゃよ」 

»Das ist ein Gelehrter, der weiß, wo sich die Meere, die Ströme, die Städte, die Berge und 

die Wüsten befinden.«                                    《「主語」「動詞」「補語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ein Gelehrter, ｱｲﾝ･ｹﾞﾚｱﾀｰ n.m(Gelehrte).1 格 学者                          「補語」 

   Gelehrte ｹﾞﾚｱﾃ n.m, n.f 学者、識者、物知り（Alte と同じ形容詞変化） 

der ﾃﾞｱ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

weiß, ｳﾞｧｲｽ 3 単現(wissen)v.t 知っている                     「動詞」 

wo ｳﾞｫｰ adv. どこに〜するかということを                  「目的語」 

sich ...befinden.« ｽﾞｨｯﾋ...ﾍﾞﾌｨﾝﾃﾞﾝ 3 複現(sich-4 befinden) 

v.pr（〜の場所に）ある                         「動詞句」 

die Meere, die Ströme, die Städte, die Berge und die Wüsten 

   ﾃﾞｨｰ･ﾒｰﾚ・ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾄﾛｰﾒ･ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｰﾃ･ﾃﾞｨｰ･ﾍﾞｱｹﾞ･ｳﾝﾄ･ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｭｰｽﾃﾝ 

   (Meer, Strom, Stadt, Berg, Wüste) 

   pl.n 海や大河や町や山や砂漠が                    「主語」 
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名詞化した形容詞
格変化例 alte

男性名詞・単数 女性名詞・単数
複数名詞
性別なし

1 格
は（が）

der Alte die Alte die Alten

2 格
の

des Alten der Alten der Alten

3 格
に

dem Alten der Alten den Alten

4 格
を

den Alten die Alte die Alten
 

 

名詞化した形容詞
格変化例 alte

男性名詞・単数 女性名詞・単数
複数名詞
性別なし

1 格
は（が）

ein Alter eine Alte Alte

2 格
の

eines Alten einer Alten Alter

3 格
に

einem Alten einer Alten Alten

4 格
を

einen Alten eine Alte Alte
 

 

「それはとても興味深いですね」と、王子様が言った。「それこそ本当の仕事だ！」 

»Das ist sehr interessant«, sagte der kleine Prinz. »Endlich ein richtiger Beruf!« 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「感嘆」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sehr interessant«, ｾﾞｰｱ･ｲﾝﾃﾚｻﾝﾄ adj. とても興味深い                        「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. » ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                         「主語」 

Endlich ｴﾝﾄﾘｯﾋ adv. ついに、それこそ                               「副詞」 

ein richtiger Beruf!« ｱｲﾝ･ﾘﾋﾁｶﾞｰ･ﾍﾞﾙｰﾌ n.m 本当の仕事                     「感嘆」 

 

そして、彼は地理学者の惑星の上を見回した。 

Und er warf einen Blick um sich auf den Planeten des Geographen.  

Und「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

warf ｳﾞｧｰﾌ 3 単過(werfen)v.t 投げた                                      「動詞」 

einen Blick ｱｲﾈﾝ･ﾌﾞﾘｯｸ n.m.4 格 視線を                                 「目的語」 
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um sich ｳﾑ･ｽﾞｨｯﾋ adv. 自分の周りに                                     「副詞句」 

auf den Planeten ｱｳﾌ･ﾃﾞﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. 惑星の上に                       「副詞句」 

des Geographen. ﾃﾞｽ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌｪﾝ n.m.2 格 地理学者の           「形容詞句」 

 

彼はこれほど威厳のある惑星をいままでに一度も見たことがなかった。 

Er hatte noch nie einen so majestätischen Planeten gesehen. 

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

hatte noch nie ...gesehen. ﾊｯﾃ･ﾉｯﾎ･ﾆｰ...ｹﾞｾﾞｰｴﾝ 3 単過･完了形･否定(sehen) 

   v.t いままでに一度も見たことがなかった                              「動詞句」 

einen so majestätischen Planeten ｱｲﾈﾝ･ｿﾞｰ･ﾏｴｽﾃｰﾁｼｪﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ 

   n.m.4 格 これほど威厳のある惑星を                                   「目的語」 

 

「とても美しいですね、あなたの惑星は。ここには、大洋もありますか？」 

»Er ist sehr schön, Euer Planet. Gibt es da auch Ozeane?« 

《「動詞」「補語」「主語」┃「動詞句」「副詞」「主語」》 

»Er ｴｱ pron 仮の主語（真の主語は Euer Planet） 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sehr schön, ｾﾞｰｱ･ｼｪｰﾝ adj. とても美しい                                  「補語」 

Euer Planet. ｵｲｱｰ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m.1 格 あなたの惑星は                        「主語」 

   Euer ｵｲｱｰ pron（二人称敬称単数･複数 Ihr の所有代名詞）あなた（がた）の 

Gibt es ｷﾞｰﾌﾟﾄ･ｴｽ 3 単現･非人称･存在(es geben et-4／j-4)v.h 〜がある      「動詞句」 

da ﾀﾞｰ adv. そこに                                                       「副詞」 

auch Ozeane?« ｱｳﾌ･ｵｰﾂｪｱﾈ pl.n.m.1 格 大洋も                              「主語」 

 

「それを知ることが出来ないのじゃ」と、地理学者が言った。 

»Das kann ich nicht wissen«, sagte der Geograph. 

《「目的語」「動詞句」「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

»Das ﾀﾞｽ pron それを                                                  「目的語」 

kann ...nicht wissen«, ｶﾝ...ﾆﾋﾄ･ｳﾞｨｯｾﾝ 1 単現･可能･否定(wissen) 

v.t 知ることができない                                              「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron わしは                                                     「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Geograph. ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者が                               「主語」 
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「ああ！」と、王子さまはがっかりした。「それじゃあ、山は？」 

»Ach!« Der kleine Prinz war enttäuscht. »Und Berge?« 

《「感嘆」》,「主語」「動詞」「補語」,《Und「目的語」》 

»Ach!« ｱｯﾊ int. ああ                                                     「感嘆」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

enttäuscht. ｴﾝﾄﾄｲｼｭﾄ adj. 失望した、がっかりした                          「補語」 

 »Und ｳﾝﾄ conj. そして 

Berge?« ﾍﾞｱｹﾞ pl.n.m 山                                               「目的語」 

 

「それもやはり知ることが出来ないのじゃ」と、地理学者が言った。 

»Das kann ich auch nicht wissen«, sagte der Geograph. 

《「目的語」「動詞句」「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

»Das ﾀﾞｽ pron それを                                                  「目的語」 

kann ...auch nicht wissen«, ｶﾝ...ｱｳﾌ･ﾆﾋﾄ･ｳﾞｨｯｾﾝ 1 単現･可能･否定(wissen) 

v.t やはり知ることができない                                        「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron わしは                                                     「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Geograph. ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者が                               「主語」 
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「だけど、あなたは地理学者でしょう？――それじゃあ、町や川や砂漠はあるの？」 

»Aber ihr seid Geograph! - Und Städte und Flüsse und Wüsten?« 

《Aber「主語」「動詞」「補語」┃Und「目的語」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ihr ｲｰｱ pron.1 格（二人称親称複数）あなたは                              「主語」 

seid ｻﾞｲﾄ 2 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

Geograph! – ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者                                       「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. それじゃあ 

Städte ｼｭﾃｯﾃ pl.n.f ( Städt).4 格 町は                                    「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

Flüsse ﾌﾘｭｯｾ pl.n.m(Fluss). 4 格 川は                                   「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

Wüsten?« ｳﾞｭｰｽﾃﾝ pl.n.f (Wüste).4 格 砂漠は                             「目的語」 

 

「それも知ることが出来ないのじゃ」 

»Auch das kann ich nicht wissen.«            《「目的語」「動詞句」「主語」「動詞句」》 

»Auch das ｱｳﾌ･ﾀﾞｽ pron それも                                         「目的語」 

kann ...nicht wissen.« ｶﾝ...ﾆﾋﾄ･ｳﾞｨｯｾﾝ 1 単現･可能･否定(wissen) 

v.t 知ることができない                                              「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron わしは                                                     「主語」 

 

「だけど、あなたはそれでも地理学者なんでしょう？」 

»Aber ihr seid doch Geograph!«               《Aber「主語」「動詞」「副詞」「補語」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ihr ｲｰｱ pron（二人称親称複数）あなたは                                  「主語」 

seid ｻﾞｲﾄ 2 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

doch ﾄﾞｯﾎ adv. それでも                                                  「副詞」 

Geograph!« ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m.1 格 地理学者                                   「補語」 

 

「その通り」と、地理学者は言った。「だが、わしは探検家ではないのじゃ」 

»Richtig«, sagte der Geograph, »aber ich bin nicht Forscher.  

《「応答」》,「動詞」「主語」,《aber「主語」「動詞」「補語」》 

»Richtig«, ﾘﾋﾁﾋ adj. その通り                                             「応答」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Geograph, ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m.1 格 地理学者が                           「主語」 

»aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 
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ich ｲｯﾋ pron わしは                                                     「主語」 

bin nicht ﾋﾞﾝ･ﾆﾋﾄ 1 単現･否定(sein)v.i 〜 でない                           「動詞」 

Forscher. ﾌｫｱｼｬｰ n.m 調査者、探検家                                     「補語」 

 

この惑星には、探検家が全くいないのじゃ。 

Es fehlt uns gänzlich an Forschern.     「動詞句」「間接目的語」「副詞」「直接目的語」 

Es fehlt ｴｽ･ﾌｪｰﾙﾄ 3 単現･非人称(es fehlen j-3 an et-3 人-3 に何-3 が) 

 v.h 不足している                                                    「動詞句」 

uns ｳﾝｽ pron(wir).3 格 我々には                                    「間接目的語」 

gänzlich ｹﾞﾝﾂﾘｯﾋ adv. まったく、完全に                                   「副詞」 

an Forschern. ｱﾝ･ﾌｫｱｼｬｰﾝ adv. 探検家が                             「直接目的語」 

   副詞句だが、意味から考えて、「直接目的語」とする 

 

地理学者は、街や、大河や、山や、海や大洋や砂漠を数えに行かないのだ。 

Nicht der Geograph geht die Städte, die Ströme, die Berge, die Meere, die Ozeane und 

die Wüsten zählen.                            「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Nicht der Geograph ﾆﾋﾄ･ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者は〜ない                「主語」 

geht ...zählen. ｹﾞｰﾄ...ﾂｪｰﾚﾝ 3 単現･行く(gehen+不定詞)v.t 〜を数えに行く   「動詞句」 

die Städte, ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｰﾃ pl.n.f.4 格 街を                                   「目的語」 

die Ströme, ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾄﾚｰﾒ pl.n.m.4 格 大河を                              「目的語」 

die Berge, ﾃﾞｨｰ･ﾍﾞｱｹﾞ pl.n.m.4 格 山を                                  「目的語」 

die Meere, ﾃﾞｨｰ･ﾒｰﾚ pl.n.n.4 格 海を                                    「目的語」 

die Ozeane ﾃﾞｨｰ･ ｵｰﾂｪｱｰﾈ pl.n.m.4 格 大洋を                            「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

die Wüsten ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｭｰｽﾃﾝ pl.n.f.4 格 砂漠を                              「目的語」 

 

地理学者は、重要な仕事をしているので、周囲を調査に行くことが出来ないのじゃ。 

Der Geograph ist zu wichtig, um herumzustreunen.           「主語」「動詞」「補語」 

Der Geograph ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m.1 格 地理学者は                           「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

zu wichtig, ﾂｰ･ｳﾞｨﾋﾁﾋ adj. あまりに重要な                                 「補語」 

um herumzustreunen. ｳﾑ･ﾍﾙﾑ･ﾂｰ･ｼｭﾄﾛｲﾈﾝ um+zu 不定詞･目的 

   adv. あたりをうろつきまわるためには                            「副詞句」 

   zu..., um〜zu 不定句 「あまりに．．．で、〜できない」「〜するにはあまりに．．．である」 
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彼は事務机から離れることはない。その代わり、探検家たちを招き入れる。 

Er verläßt seinen Schreibtisch nicht. Aber er empfängt die Forscher.  

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」┃Aber「主語」「動詞」「目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

verläßt ...nicht. ﾌｪｱﾚｽﾄ...ﾆﾋﾄ 3 単現･否定(verlassen) 

v.t(et-4 何-4 から) 離れない                                          「動詞句」 

seinen Schreibtisch ｻﾞｲﾈﾝ･ｼｭﾗｲﾌﾟﾃｨｯｼｭ n.m.4 格 事務机                   「目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

empfängt ｴﾝﾌﾟﾌｪﾝｸﾄ 3 単現(empfangen)v.t（賓客を）迎える、招き入れる     「動詞」 

die Forscher. ﾃﾞｨｰ･ﾌｫｱｼｬｰ pl.n.m.4 格 探検家たちを                      「目的語」 

 

彼は探検家たちに聞いて、その報告を記録する。 

Er befragt sie und schreibt sich ihre Eindrücke auf.  

「主語」「動詞」「目的語」und「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

befragt ﾍﾞﾌﾗｰｸﾄ 3 単現(befragen)v.t(j-4 人-4 に) 尋ねる                      「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl.4 格 彼らに                                             「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

schreibt sich ...auf. ｼｭﾗｲﾌﾟﾄ･ｽﾞｨｯﾋ...ｱｳﾌ 3 単現(sich-4 auf|schreiben) 

   v.pr 記録する、書き留める                                           「動詞句」 

ihre Eindrücke ｲｰﾚ･ｱｲﾝﾄﾞﾘｭｯｹ pl.n.m.4 格 彼らの報告を                   「目的語」 

   Eindrcck ｱｲﾝﾄﾞﾘｭｯｸ n.m 印象、感銘 

 

そして、ある探検家の報告が注目すべきであると思われたら、地理学者はその探検家の品行

について公の調査を開始させる。 

Und wenn ihm die Notitzen eines Forschers beachtenswert erscheinen, läßt der 

Geograph über dessen Moralität eine amtliche Untersuchung anstellen.« 

Und「副詞節」,「動詞句」「主語」「副詞句」「目的語」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するときに                                          「副詞節」 

ihm ｲｰﾑ pron.3 格 彼にとって                               「間接目的語」 

die Notitzen ﾃﾞｨｰ･ﾉﾃｨｯﾂｪﾝ pl.n.f.1 格 その報告が                   「主語」 

   Notitzen ﾉﾃｨｯﾂｪﾝ pl.n.f(Notitz).1 格 メモ、覚え書き、書き込み 

eines Forschers ｱｲﾈｽ･ﾌｫｱｼｬｰｽ n.m.2 格 ある探検家の      「形容詞句」 

beachtenswert ﾍﾞｱﾊﾃﾝｽｳﾞｪｰｱﾄ adj. 注目すべき                      「補語」 
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erscheinen, ｴｱｼｬｲﾈﾝ 3 複現 v.i(j-3+C 人-3 に C に) 思われる          「動詞」 

läßt ...anstellen.« ﾚｽﾄ...ｱﾝｼｭﾃﾚﾝ 3 単現･使役(lassen+不定詞) 

   v.t 始動させる                                                      「動詞句」 

der Geograph ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者は                               「主語」 

über dessen Moralität ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞｯｾﾝ･ﾓﾗﾘﾃｰﾄ adv. その品行について、道徳性 「副詞句」 

eine amtliche Untersuchung ｱｲﾈ･ｳﾝﾀｰｽﾞｰﾌﾝｸﾞ n.f.4 格 公の調査を         「目的語」 

   amtlich ｱﾑﾄﾘｯﾋ adj. 公の Untersuchung ｳﾝﾀｰｽﾞｰﾌﾝｸﾞ n.f  調査、取り調べ 

 

「なぜそんなことを？」 

»Warum das?«                                                       《「副詞句」》 

»Warum ｳﾞｧﾙﾑ adv. なぜ                                               「副詞句」 

das?« ﾀﾞｽ pron そんなことを                                    「目的語」 

 

「嘘をつくような探検家は、地理学の本を台無しにしてしまう恐れがあるからじゃよ。それ

に、酒を飲みすぎる探検家も、同様じゃ」 

»Weil ein Forscher, der lügt, in den Geographiebüchern Katastrophen herbeiführen 

würde. Und auch ein Forscher, der zuviel trinkt.« 

《Weil「主語」「間接目的語」「直接目的語」「動詞句」┃Und「主語」》 

»Weil ｳﾞｧｲﾙ conj. 〜であるから 

ein Forscher, ｱｲﾝ･ﾌｫｱｼｬｰ n.m 探検家は                                    「主語」 

der ﾃﾞｱ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

lügt, ﾘｭｰｸﾄ 3 単現(lügen)v.i 嘘をつく                        「動詞」 

in den Geographiebüchern ｲﾝ･ﾃﾞﾝ･ｹﾞｵｸﾞﾗﾌｨｰﾋﾞｭｰﾋｬｰﾝ adv. 地理学の本に「間接目的語」 

Katastrophen ｶﾀｽﾄﾛｰﾌｪﾝ pl.n.f 破局                                  「直接目的語」 

herbeiführen würde. ﾍｱﾊﾞｲﾌｭｰﾚﾝ･ｳﾞﾙﾃﾞ 3 単過･推量･時制の一致(werden+不定詞) 

   v.t もたらすだろう                                                   「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

auch ein Forscher, ｱｳﾌ･ｱｲﾝ･ﾌｫｱｼｬｰ n.m 探検家も                            「主語」 

der ﾃﾞｱ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

zuviel ﾂｰﾌｨｰﾙ adv. あまりにたくさん                         「副詞」 

trinkt.« ﾄﾘﾝｸﾄ 3 単現(trinken)v.t 飲む                        「動詞」 

 

「それはどうして？」と、王子様が尋ねた。 

»Wie das?«, fragte der kleine Prinz.               《「副詞」「主語」》,「動詞」「主語」 

»Wie ｳﾞｨｰ adv. どうして                                                 「副詞」 

das?«, ﾀﾞｽ pron それは                                                   「主語」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XV 

  278 / 483 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                      「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

 

「呑兵衛はものが二重に見えるからじゃ。酔っ払った地理学者は、山が 1 つしかない場所

に 2 つ記入する恐れがあるのじゃ」 

»Weil die Säufer doppelt sehen. Der Geograph würde dann zwei Berge einzeichnen, wo 

nur ein einziger vorhanden ist.« 

《Weil「主語」「副詞」「動詞」┃「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」「動詞句」「副詞節」》 

»Weil ｳﾞｧｲﾙ conj. 〜だから 

die Säufer ﾃﾞｨｰ･ｿﾞｲﾌｧｰ pl.n.m.1 格 呑兵衛は                               「主語」 

doppelt ﾄﾞｯﾍﾟﾙﾄ adv. 二重に                                              「副詞」 

sehen. ｾﾞｰｴﾝ 3 複現 v.t 見える                                            「動詞」 

Der Geograph ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m その地理学者は                           「主語」 

würde ...einzeichnen, ｳﾞｭﾙﾃﾞ...ｱｲﾝﾂｧｲﾋﾈﾝ 接 II･3 単現･推量(werden+不定詞) 

   v.t 記入するかもしれない                                            「動詞句」 

dann ﾀﾞﾝ adv. そうすると、酔っ払っていると                              「副詞」 

zwei Berge ﾂｳﾞｧｲ･ﾍﾞｱｹﾞ pl.n.m.4 格 2 つの山を                           「目的語」 

wo ｳﾞｫｰ adv. 〜する場所に                                             「副詞節」 

nur ein einziger ﾇｰｱ･ｱｲﾝ･ｱｲﾝﾂｨｶﾞｰ 

 n.m.1 格（Berg が省略されている）山が 1 つしか                 「主語」 

vorhanden ﾌｫｰｱﾊﾝﾃﾞﾝ adj. 現存する                               「補語」 

ist.« ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                  「動詞」 

 

「ある人を知っているけど」と、王子様が言った。「その人は悪い探検家かもしれない」 

»Ich kenne einen«, sagte der kleine Prinz, »der wäre ein schlechter Forscher.« 

《「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

kenne ｹﾝﾈ 1 単現(kennen)v.t 知っている                                  「動詞」 

einen«, ｱｲﾈﾝ pron.m.4 格 ある人を                                      「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                            「主語」 

»der ﾃﾞｱ pron.m.1 格 その人は                                            「主語」 

wäre ｳﾞｪｰﾚ 接 II･3 単現･推量(sein)v.i 〜 かもしれない                      「動詞」 

ein schlechter Forscher.« ｱｲﾝ･ｼｭﾚﾋﾀｰ･ﾌｫｱｼｬｰ n.m.1 格 悪い探検家            「補語」 
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「それはありうる。だから、探検家の品行がよさそうに見えるときには、我々は彼の発見に

ついて調査をするのじゃ」 

»Das ist möglich. Doch wenn die Moralität des Forschers gut zu sein scheint, macht man 

eine Untersuchung über seine Entdeckung.« 

《「主語」「動詞」「補語」┃「副詞句」,「動詞」「主語」「目的語」「副詞句」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

möglich. ﾑｰｸﾘﾋ adj.（可能性として）ありうる                              「補語」 

Doch ﾄﾞｯﾎ adv. だから                                                   「副詞」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するときに                                          「副詞節」 

die Moralität ﾃﾞｨｰ･ﾓﾗﾘﾃｰﾄ n.f 道徳性が                            「主語」 

des Forschers ﾃﾞｽ･ﾌｫｱｼｬｰｽﾞ n.m.2 格 探検家の            「形容詞句」 

gut ｸﾞｰﾄ adj. よく                                               「補語」 

zu sein scheint, ﾂｰ･ｻﾞｲﾝ･ｼｬｲﾝﾄ 3 単現･様態(zu sein scheinen) 

   v.i 〜であるように見える                                    「動詞句」 

macht ﾏﾊﾄ 3 単現(machen)v.t（動作名詞と）〜する                         「動詞」 

man ﾏﾝ pron（動詞は三人称単数形）我々は                                「主語」 

eine Untersuchung ｱｲﾈ･ｳﾝﾀｰｽﾞｰﾌﾝｸﾞ n.f 調査を                          「目的語」 

über ﾕｰﾊﾞｰ prep（対象）〜に関して                                     「副詞句」 

seine Entdeckung.« ｻﾞｲﾈ･ｴﾝﾄﾃﾞｯｸﾝｸﾞ n.f 彼の発見                 「目的語」 

 

「確認に行くのですか？」 

»Geh man nachsehen?«                               《「動詞句」「主語」「動詞句」》 

»Geh ...nachsehen?« ｹﾞｰ...ﾅｰﾊｾﾞｰｴﾝ 3 単現･行く･疑問文(gehen+不定詞) 

   v.t 確認に行くのですか？                                            「動詞句」 

   gehen+不定詞 「〜しに行く」nach|sehen ﾅｰﾊｾﾞｰｴﾝ v.t 確かめる、調べる、検査する 

man ﾏﾝ pron（動詞は三人称単数形）人は                                  「主語」 

 

「いや、それは手間がかかりすぎる。その代わり、探検家に証拠の提出を求める」 

»Nein. Das ist zu umständlich. Aber man verlangt vom Forscher, dass er Beweise liefert. 

《「応答」┃「主語」「動詞」「補語」┃Aber「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」》 

»Nein. ﾅｲﾝ adv. いや                                                     「応答」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

zu umständlich. ﾂｰ･ｳﾑｼｭﾃﾝﾄﾘﾋ adj. あまりにも手間がかかる                 「補語」 

   zu ﾂｰ adv. あまりにも〜すぎる 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XV 

  280 / 483 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

man ﾏﾝ pron 我々は                                                     「主語」 

verlangt ﾌｪｱﾗﾝﾂ 3 単現(verlangen)v.t(von j-3 et-4 人-3 から何-4 を) 求める    「動詞」 

vom Forscher, ﾌｫﾑ･ﾌｫｱｼｬｰ adv. 探検家から                               「副詞句」 

dass ﾀﾞｽ pron 〜ということを                                          「目的語」 

er ｴｱ pron 彼が                                                  「主語」 

Beweise ﾍﾞｳﾞｧｲｾﾞ pl.n.m(Beweis) 証拠を                         「目的語」 

liefert. ﾘｰﾌｪｱﾄ 3 単現(liefern)v.t 納入する、納める、提出する         「動詞」 

 

「例えば、それが大きな山の発見に関することであれば、我々は大きい石を持ってくるよう

に要求する」 

Wenn es sich zum Beispiel um die Entdeckung eines großen Berges handelt, verlangt 

man, dass er große Steine mitbringt.«         《「副詞節」,「動詞」「主語」「目的語」》 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

es sich ...handelt, ｴｽ･ｽﾞｨｯﾋ...ﾊﾝﾃﾞﾙﾄ 3 単現(es handelt sich-4 um et-4 何-4 の) 

   v.i ことである                                               「動詞句」 

zum Beispiel ﾂｰﾑ･ﾊﾞｲｼｭﾋﾟｰﾙ adv. 例えば                         「副詞句」 

um die Entdeckung ｳﾑ･ﾃﾞｨｰ･ｴﾝﾄﾃﾞｯｸﾝｸﾞ adv. 発見に関する        「副詞句」 

eines großen Berges ｱｲﾈｽ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾍﾞｱｹﾞｽ 

 n.m.2 格 大きな山の                               「形容詞句」 

verlangt ﾌｪｱﾗﾝﾂ 3 単現(verlangen)v.t(et-4 何-4 を) 求める                    「動詞」 

man, ﾏﾝ pron 我々は                                                     「主語」 

dass ﾀﾞｽ pron 〜ということを                                          「目的語」 

er ｴｱ pron 彼が                                                  「主語」 

große Steine ｸﾞﾛｰｾﾝ･ｼｭﾀｲﾈ pl.n.m 大きい石を                     「目的語」 

mitbringt.« ﾐｯﾄ･ﾌﾞﾘﾝﾂ 3 単現(mit|bringen)v.t 持ってくる          「動詞句」 

 

急に、地理学者は興奮した。 

Plötzlich ereiferte sich der Geograph.                      「副詞」「動詞句」「主語」 

Plötzlich ﾌﾟﾚｯﾂﾘﾋ adv. 急に                                               「副詞」 

ereiferte sich ｴｱﾗｲﾌｪｱﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 ereifern)v.pr 興奮した          「動詞句」 

der Geograph. ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者は                               「主語」 
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「ところで君、君は遠くからここまで来たのだから、探検家ということだな！君の惑星のこ

とを聞かせてくれんか？」 

»Und du, du kommst von weit her! Du bist ein Forscher! Du wirst mir Deinen Planeten 

beschreiben!« 

《Und「呼びかけ」,「主語」「動詞」「副詞句」 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」「動詞句」》 

»Und ｳﾝﾄ conj. それで 

du, ﾄﾞｩｰ pron 君                                                    「呼びかけ」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 

kommst ｺﾑｽﾄ 2 単現(kommen)v.i 来た                                     「動詞」 

von weit her! ﾌｫﾝ･ｳﾞｧｲﾄ･ﾍｱ adv. 遠くからここに                          「副詞句」 

   von ﾌｫﾝ prep（空間的）〜から weit ｳﾞｧｲﾄ adv.（空間的）遠く her ﾍｱ adv. こちらへ 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

ein Forscher! ｱｲﾝ･ﾌｫｱｼｬｰ n.m.1 格 探検家                                  「補語」 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

wirst ...beschreiben!« ｳﾞｨﾙｽﾄ...ﾍﾞｼｭﾗｲﾍﾞﾝ 2 単現･要請(werden+不定詞) 

   v.t 説明してくれないかね                                            「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron.3 格 わしに                                           「間接目的語」 

Deinen Planeten ﾀﾞｲﾈﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ n.m.4 格 君の惑星のことを           「直接目的語」 

 

そう言って、地理学者は登録簿を開き、鉛筆を削った。 

Und der Geograph schlug sein Registrierbuch auf und spitzte einen Bleistift. 

Und「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」und「動詞」「目的語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

der Geograph ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者は                               「主語」 

schlug ...auf ｼｭﾙｰｸ...ｱｳﾌ 3 単過(auf|schlagen)v.t 開いた                   「動詞句」 

sein Registrierbuch ｻﾞｲﾝ･ﾚｷﾞｽﾄﾘｴｱﾌﾞｰﾌ n.m.4 格 登録簿を                 「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

spitzte ｼｭﾋﾟｯﾂﾃ 3 単過(spitzen)v.t（鉛筆を）削った、とがらした             「動詞」 

einen Bleistift. ｱｲﾈﾝ･ﾌﾞﾗｲｼｭﾃｨﾌﾄ n.m.4 格 鉛筆を                         「目的語」 

 

地理学者は、まず最初に、探検家たちの話を鉛筆で書き留めるのだ。 

Zuerst notiert man die Erzählungen der Forscher mit Bleistift.  

「副詞」「動詞」「主語」「目的語」「副詞句」 

Zuerst ﾂ･ｴｱｽﾄ adv. まず最初に                                            「副詞」 
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notiert ﾉﾁｴｱﾄ 3 単現(notieren)v.t 書き留める                               「動詞」 

man ﾏﾝ pron 地理学者は                                                 「主語」 

die Erzählungen ﾃﾞｨｰ･ｴｱﾂｪｰﾙﾝｹﾞﾝ pl.n.f.4 格 話を                        「目的語」 

der Forscher ﾃﾞｱ･ﾌｫｱｼｬｰ pl.n.m.2 格 探検家たちの              「形容詞句」 

mit Bleistift. ﾐｯﾄ･ﾌﾞﾗｲｼｭﾃｨﾌﾄ adv. 鉛筆で                                「副詞句」 

 

探検家の話をインクで清書するためには、地理学者は、探検家が証拠の提出を済ませるまで

待たなければならない。 

Um sie mit Tinte aufzuschreiben, wartet man, bis der Forscher Beweise geliefert hat. 

「副詞句」,「動詞」「主語」,「副詞節」 

Um +zu 不定句 ｳﾑ adv.（目的）〜するために                             「副詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.f.pl（die Erzählungen の代用）それらを               「目的語」 

mit Tinte ﾐｯﾄ･ﾃｨﾝﾃ adv. インクで                                 「副詞句」 

aufzuschreiben, ｱｳﾌ･ﾂｰ･ｼｭﾗｲﾍﾞﾝ zu 不定詞(auf|schreiben)v.t 記録する「動詞句」 

wartet ｳﾞｧﾙﾃｯﾄ 3 単現(warten)v.i 待つ                                     「動詞」 

man, ﾏﾝ pron 地理学者は                                                 「主語」 

bis ﾋﾞｽ conj. 〜するまで                                                「副詞節」 

der Forscher ﾃﾞｱ･ﾌｫｱｼｬｰ n.m その探検家が                          「主語」 

Beweise ﾍﾞｳﾞｧｲｾﾞ pl.n.m.4 格 証拠を                              「目的語」 

geliefert hat. ｹﾞﾘｰﾌｪｱﾄ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形(liefern)v.t 提出を済ませる  「動詞句」 

 

「さあ」と、地理学者は促した。 

»Nun?« fragte der Geograph.                            《「催促」》,「動詞」「主語」 

»Nun?« ﾇｰﾝ adv.（命令・促し）さあ                                       「催促」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 促した、問い合わせた                        「動詞」 

der Geograph. ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者は                               「主語」 

 

「ああ、僕の家については」と、王子様が言った。「まったく小さな惑星なので、あまり変

わったことはありませんよ。僕は火山を 3 個持っています」 

»Oh, bei mir zu Hause«, sagte der kleine Prinz, »ist nicht viel los, da ist es ganz klein. 

Ich habe drei Vulkane.      《「感嘆」「副詞句」》,「動詞」「主語」, 

《「動詞」「補語」,「副詞節」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

»Oh, ｵｰ int. ああ                                                        「感嘆」 

bei mir zu Hause«, ﾊﾞｲ･ﾐｰｱ･ﾂｰ･ﾊｳｾﾞ adv.（状況）僕の家については         「副詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                            「主語」 
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»ist nicht ｲｽﾄ･ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(sein)v.i 〜でない                            「動詞」 

viel los, ﾌｨｰﾙ･ﾛｰｽ adj.（否定文で）余り特別なことがない                    「補語」 

   los ﾛｰｽ adj.（物事が）起こった、生じた → 珍しい、興味を引く 

da ﾀﾞｰ conj.（理由）〜なので                                           「副詞節」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                    「動詞」 

es ｴｽ pron それは                                                「主語」 

ganz klein. ｶﾞﾝﾂ･ｸﾗｲﾝ adj. まったく小さい                          「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 持っている                                    「動詞」 

drei Vulkane. ﾄﾞﾗｲ･ｳﾞﾙｶｰﾈ pl.n.m(Vulkan) 火山を 3 個                    「目的語」 

 

活火山を 2 つと休火山を 1 つ持っています。でも、何が起こるか、誰にもわかりません。 

Zwei Vulkane in Tätigkeit und einen erloschenen. Aber man kann nie wissen.« 

「目的語」┃Aber「主語」「動詞句」 

Zwei Vulkane ﾂｳﾞｧｲ･ｳﾞﾙｶｰﾈ pl.n.m(Vulkan) 2 つの火山を                  「目的語」 

in Tätigkeit ｲﾝ･ﾃｰﾃｨﾋｶｲﾄ adj. 活動中の                         「形容詞句」 

   in ｲﾝ prep（状態）〜に、〜で Tätigkeit ﾃｰﾃｨﾋｶｲﾄ n.f 活動、行動 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

einen ｱｲﾈﾝ pron.m.4 格(Vulkan の代用) 1 つの火山                        「目的語」 

erloschenen. ｴｱﾛｼｪﾈﾝ adj.m.4 格(erloschen) 消えた                「形容詞」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

kann nie wissen.« ｶﾝ･ﾆｰ･ｳﾞｨｯｾﾝ 3 単現･可能･否定(können+不定詞+nie) 

   v.t 決して分からない                                                「動詞句」 

   nie ﾆｰ adv. 決して〜ない、一度も〜ない 

 

「誰にも分からないさ」と、地理学者が言った。 

»Man weiß nie«, sagte der Geograph.            《「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

»Man ﾏﾝ pron 人は                                                      「主語」 

weiß nie«, ｳﾞｧｲｽ･ﾆｰ 3 単現･否定(wissen+nie)v.t 分からない                「動詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Geograph. ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者が                               「主語」 

 

「花も 1 輪あります」 

»Ich habe auch eine Blume.«                            《「主語」「動詞」「目的語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 
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habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 〜がある                                      「動詞」 

auch eine Blume.« ｱｳﾌ･ｱｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.4 格 花も 1 輪                       「目的語」 

 

「花は記録しないんだよ」と、地理学者が言った。 

»Wir schreiben Blumen nicht auf«, sagte der Geograph. 

《「主語」「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」 

»Wir ｳﾞｨｰｱ pron（Geographen の代用）私たちは（地理学者は）             「主語」 

schreiben ...nicht auf«, ｼｭﾗｲﾍﾞﾝ...ﾆﾋﾄ･ｱｳﾌ 1 複現･否定(auf|schreiben) 

v.t 記録しない                                                      「動詞句」 

Blumen ﾌﾞﾙｰﾒﾝ pl.n.f.4 格 花を                                         「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Geograph. ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者が                               「主語」 

 

「それはどうして？あれは一番美しいのに！」 

»Warum das? Sie sind das Schönste!«     《「副詞」「主語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

»Warum ｳﾞｧﾙﾑ adv. どうして                                             「副詞」 

das? ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

Sie ｼﾞｰ pron（性別なし→中性）（Blumen の代用）それは                    「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

das Schönste!« ﾀﾞｽ･ｼｪｰﾝｽﾃ n.n.1 格（最上級）最も美しいもの                「補語」 

 

「花ははかないからじゃ」 

»Weil Blumen vergänglich sind.«                     《Weil「主語」「動詞」「補語」》 

»Weil ｳﾞｧｲﾙ conj. 〜だから、〜なので 

Blumen ﾌﾞﾙｰﾒﾝ pl.n.f 花は                                               「主語」 

vergänglich ﾌｪｱｹﾞﾝｸﾞﾘﾋ adj. はかない                                     「補語」 

sind.« ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                       「動詞」 

 

「“はかない”って、どういう意味なんですか？」 

»Was heißt 'vergänglich'?«                                 《「補語」「動詞」「主語」》 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何                                                       「補語」 

heißt ﾊｲｽﾄ 3 単現(heißen)v.i（〜という）意味である                         「動詞」 

'vergänglich'?« ﾌｪｱｹﾞﾝｸﾞﾘﾋ adj. “はかない”というのは                     「主語」 
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「地理学書とは」と、地理学者は答えた。「すべての書物の中で、最も重要なものだ。決し

て時代遅れにならないのじゃ」 

»Die Geographiebücher«, entgegnete der Geograph, »sind die wertvollsten von allen 

Büchern. Sie veralten nie.  

《「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」》 

»Die Geographiebücher«, ﾃﾞｨｰ･ｹﾞｵｸﾞﾗﾌｨｰ･ﾋﾞｭｰﾋｬｰ pl.n.n 地理学書は         「主語」 

   Geographie ｹﾞｵｸﾞﾗﾌｨｰ n.f 地理学 Bücher ﾋﾞｭｰﾋｬｰ pl.n.n(Buch) 本、書物 

entgegnete ｴﾝﾄｹﾞｰｸﾞﾈﾃ 3 単過(entgegnen)v.t 答えた                         「動詞」 

der Geograph, ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者は                               「主語」 

»sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                        「動詞」 

die wertvollsten ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｪｱﾄﾌｫﾙｽﾃﾝ adj.（最上級）最も重要な                「補語」 

von allen Büchern. ﾌｫﾝ･ｱﾚﾝ･ﾋﾞｭﾋｬｰﾝ adv.（所属）すべての書物の中で 「副詞句」 

Sie ｼﾞｰ pron.pl それは                                                   「主語」 

veralten nie. ﾌｪｱｱﾙﾃﾝ･ﾆｰ 3 複現･否定 v.i 決して時代遅れにならない         「動詞句」 

 

「山が移動することは、ほとんどない」 

Es ist sehr selten, dass ein Berg seinen Platz wechselt.      《「動詞」「補語」「主語」》 

Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は dass 以降） 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sehr selten, ｾﾞｰｱ･ｾﾞﾙﾃﾝ adj. 非常にまれな                                 「補語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということは                                            「主語」 

ein Berg ｱｲﾝ･ﾍﾞｱｸ n.m 山が                                         「主語」 

seinen Platz ｻﾞｲﾈﾝ･ﾌﾟﾗｯﾂ n.m.4 格 場所を                           「目的語」 

wechselt. ｳﾞｪｸｾﾙﾄ 3 単現(wechseln)v.t 変える、変更する               「動詞」 

 

「大洋の水が空になることはほとんどない。我々は永遠のものを記録しているのじゃ」 

Es ist sehr selten, dass ein Ozean seine Wasser ausleert. Wir schreiben die ewigen Dinge 

auf.«                  《「動詞」「補語」「主語」┃「主語」「動詞句」「目的語」》 

Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は dass 以降） 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sehr selten, ｾﾞｰｱ･ｾﾞﾙﾃﾝ adj. 非常にまれな                                 「補語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということは                                            「主語」 

ein Ozean ｱｲﾝ･ｵｰﾂｪｱﾝ n.m 大洋が                                   「主語」 

seine Wasser ｻﾞｲﾈ･ｳﾞｧｯｻｰ n.n.4 格 水を                            「目的語」 

ausleert. ｱｳｽ･ﾚｴｱﾄ 3 単現(aus|leeren)v.t 空にする                   「動詞句」 

Wir ｳﾞｨｰｱ pron.pl 我々は                                                「主語」 
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schreiben ...auf.« ｼｭﾗｲﾍﾞﾝ...ｱｳﾌ 1 複現(auf|schreiben)v.t 記録している      「動詞句」 

die ewigen Dinge ﾃﾞｨｰ･ｴｰｳﾞｨｹﾞﾝ･ﾃﾞｨﾝｹﾞ pl.n.n.4 格(Ding) 永遠のものを    「目的語」 

   ewigen ｴｰｳﾞｨｹﾞﾝ adj.pl.4 格 永遠の、不滅の、不変の 

 

「それでも、休火山はまた目を覚ますかもしれませんよ」と、王子さまは話をさえぎった。

「“はかない”って何を意味するんですか？」 

»Aber die erloschenen Vulkane können wieder aufwachen«, unterbrach der kleine Prinz. 

»Was bedeutet 'vergänglich'?« 

《Aber「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞」「主語」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

die erloschenen Vulkane ﾃﾞｨｰ･ｴｱﾛｼｪﾈﾝ･ｳﾞﾙｶｰﾈ pl.n.m 休火山は              「主語」 

   erloschenen ｴｱﾛｼｪﾈﾝ adj(erloschen).pl.1 格 消えた、死滅した 

können wieder aufwachen«, ｹﾈﾝ･ｳﾞｨｰﾀﾞｰ･ｱｳﾌｳﾞｧｯﾍﾝ 3 複現･可能性(können+不定詞) 

   v.i 再び目を覚ますかもしれない                                      「動詞句」 

   wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. 再び auf|wachen ｱｳﾌｳﾞｧｯﾍﾝ v.i 目が覚める、よみがえる 

unterbrach ｳﾝﾀｰﾌﾞﾗｰﾌ 3 単過(unterbrechen)v.t（人の話を）さえぎった        「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                   「目的語」 

bedeutet ﾍﾞﾄﾞｲﾃｯﾄ 3 単現(bedeuten)v.t 意味する                            「動詞」 

'vergänglich'?« ﾌｪｱｹﾞﾝｸﾞﾘﾋ adj. “はかない”というのは                     「主語」 

 

「休火山だろうが活火山だろうが、我々にとっては同じことだ」と、地理学者が言った。

「我々にとって重要なのは、山なんだ。山は変化しない」 

»Ob die Vulkane erloschen oder tätig sind, kommt für uns aufs gleiche hinaus«, sagte der 

Geograph. »Was für uns zählt, ist der Berg. Er verändert sich nicht.« 

《「副詞節」,「動詞句」「間接目的語」「補語」「動詞句」》,「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」》 

»Ob ｵｯﾌﾟ conj.（ob...ob/oder...の形で）〜であろうと．．．であろうと         「副詞節」 

die Vulkane erloschen ﾃﾞｨｰ･ｳﾞﾙｶｰﾈ･ｴｱﾛｯｼｪﾝ pl.n.m 休火山           「主語」 

oder ｵｰﾀﾞｰ conj. あるいは 

tätig ﾃｰﾃｨﾋ adj. 活動している                              「形容詞」 

sind, ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                 「動詞」 

kommt ...hinaus«, ｺﾑﾄ...ﾋﾅｳｽ 3 単現(hinaus|kommen) 

v.i(auf et-4 何-4 という)結果になる                                    「動詞句」 

für uns ﾌｭｰｱ･ｳﾝｽ adv. 我々にとっては                               「間接目的語」 

aufs gleiche ｱｳﾌｽ･ｸﾞﾗｲﾋ adv. 同じという                                   「補語」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XV 

  287 / 483 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Geograph. ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者が                               「主語」 

»Was ｳﾞｧｽ pron（主語）〜するものは                                      「主語」 

für uns ﾌｭｰｱ･ｳﾝｽ adv. 我々にとって                                「副詞句」 

zählt, ﾂｪｰﾙﾄ 3 単現(zählen)v.i 重要である                             「動詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

der Berg. ﾃﾞｱ･ﾍﾞｱｸ n.m 山                                               「補語」 

Er ｴｱ pron（Berg の代用）それは                                         「主語」 

verändert sich nicht.« ﾌｪｱｴﾝﾀﾞｰﾄ･ｽﾞｨｯﾋ･ﾆﾋﾄ 3 単現･否定(sich-4 verändern) 

   v.pr 変わらない、変化しない                                         「動詞句」 

 

「でも、“はかない”って、どういう意味なの？」と、王子さまは繰り返した。彼は、一度

言い出した質問を諦めたことは一度もなかった。 

»Aber was bedeutet 'vergänglich'?« wiederholte der kleine Prinz, der in seinem Leben 

noch nie auf eine einmal gestellte Frage verzichtet hatte. 

《Aber「目的語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」, 

「主語」「副詞句」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                    「目的語」 

bedeutet ﾍﾞﾄﾞｲﾃｯﾄ 3 単現(bedeuten)v.t 意味する                            「動詞」 

'vergänglich'?« ﾌｪｱｹﾞﾝｸﾞﾘﾋ adj. “はかない”というのは                     「主語」 

wiederholte ｳﾞｨｰﾀﾞｰﾎﾙﾃ 3 単過(wiederholen)v.t 繰り返した                  「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

der ﾃﾞｱ pron 彼は                                                       「主語」 

in seinem Leben ｲﾝ･ｻﾞｲﾈﾑ･ﾚｰﾍﾞﾝ adv. 彼の人生において                   「副詞句」 

noch nie ... verzichtet hatte. ﾉｯﾎ･ﾆｰ... ﾌｪｱﾂｨﾋﾃｯﾄ･ﾊｯﾃ 3 単過･完了形･否定(verzichten) 

v.t(auf et-4 何-4 を) 諦めたことは一度もなかった                       「動詞句」 

auf eine einmal gestellte Frage ｱｳﾌ･ｱｲﾈ･ｱｲﾝﾏｰﾙ･ｹﾞｼｭﾃﾙﾃ･ﾌﾗｰｹﾞ 

   adv. 一度した質問を                                             「間接目的語」 

   einmal ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. 一度 gestellte ｹﾞｼｭﾃﾙﾃ過去分詞(stellen)adj.f.3 格（質問）した 

 

「それは、“間もなく消滅する危機に脅かされている”という意味だよ」 

»Das heißt 'von baldigem Entschwinden bedroht'.«          《「主語」「動詞」「補語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

heißt ﾊｲｽﾄ 3 単現(heißen)v.i（〜という）意味である                         「動詞」 

'von ﾌｫﾝ prep（3 格と）（時間的起点を示す）〜から                 「副詞句」 
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baldigem ﾊﾞﾙﾃﾞｨｹﾞﾑ adj. 間もない、近々の          「形容詞」 

Entschwinden ｴﾝﾄｼｭｳﾞｨﾝﾃﾞﾝ 動詞の名詞化 n.n.3 格 絶滅、消滅「目的語」 

bedroht'.« ﾍﾞﾄﾞﾛｰﾄ 過去分詞･受動(bedrohen)adj.（〜に）脅かされた          「補語」 

 

「僕の花は、“間もなく消滅する危機に脅かされている”というの？」 

»Ist meine Blume von baldigem Entschwinden bedroht?«    《「動詞」「主語」「補語」》 

»Ist ｲｽﾄ 3 単現･疑問文(sein)v.i 〜なのか？                                 「動詞」 

meine Blume ﾏｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f 僕の花は                                      「主語」 

von baldigem Entschwinden bedroht?« ﾌｫﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾞｨｹﾞﾑ･ｴﾝﾄｼｭｳﾞｨﾝﾃﾞﾝ･ﾍﾞﾄﾞﾛｰﾄ 

   adj. 間もなく消滅する危機に脅かされている                             「補語」 

 

「その通り」 

»Gewiß.«                                                              《「応答」》 

»Gewiß.« ｹﾞｳﾞｨｽ adj. 確かな、その通り                                    「応答」 

 

「僕の花ははかないんだ」と、王子さまは自分に言い聞かせた。「それに世間から身を守る

ために、4 本の棘しか持っていないんだ！」 

Meine Blume ist vergänglich, sagte sich der kleine Prinz, und sie hat nur vier Dornen, 

um sich gegen die Welt zu wehren!  

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「主語」,《und「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」》 

Meine Blume ﾏｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f 僕の花は                                      「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

vergänglich, ﾌｪｱｹﾞﾝｸﾞﾘﾋ adj. はかない                                     「補語」 

sagte sich ｻﾞｰｸﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 sagen)v.pr 自分に言って聞かせた      「動詞句」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

sie ｼﾞｰ pron 彼は                                                        「主語」 

hat ﾊｯﾄ 3 単現(haben)v.t 持っている                                       「動詞」 

nur vier Dornen, ﾇｰｱ･ﾌｨｰｱ･ﾄﾞｱﾈﾝ pl.n.m(Dorn) 4 本の棘しか〜ない         「目的語」 

um sich ...zu wehren! ｳﾑ･ｽﾞｨｯﾋ...ﾂｰ･ｳﾞｪｰﾚﾝ zu 不定句 

 adv.(sich-4...wehren)（目的）身を守るために                          「副詞句」 

gegen die Welt ｹﾞｰｹﾞﾝ･ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｪﾙﾄ adv.（対抗）世の中から        「副詞句」 

 

それなのに僕は、彼女を僕の星に、たった一人に置き去りにしてきたんだ。 

Und ich habe sie ganz allein zu Hause zurückgelassen! 

Und「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 
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Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...zurückgelassen! ﾊｰﾍﾞ...ﾂﾘｭｯｸ･ｹﾞ･ﾗｯｾﾝ 1 単現･完了形(zurück|lassen) 

   v.t あとに残した、置き去りにした                                    「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.f 彼女を                                                  「目的語」 

ganz allein zu Hause ｶﾞﾝﾂ･ｱﾗｲﾝ･ﾂｰ･ﾊｳｾﾞ adv. 僕の星にたった一人に       「副詞句」 

   ganz ｶﾞﾝﾂ afv. まったく allein ｱﾗｲﾝ adv. 一人に 

 

それは彼の後悔の最初の感情だった。だが、彼はまた気を取り直した。 

Das war die erste Regung seiner Reue. Aber er fasste wieder Mut. 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

die erste Regung ﾃﾞｨｰ･ｴｱｽﾃ･ﾚｰｸﾞﾝｸﾞ n.f.1 格 最初の心の動き、感情          「補語」 

seiner Reue. ｻﾞｲﾅｰ･ﾛｲｴ n.f.2 格 彼の後悔の                       「形容詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

fasste ﾌｧｽﾃ 3 単過(fassen)v.t つかんだ                                     「動詞」 

wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. 再び                                                 「副詞」 

Mut. ﾑｰﾄ n.m.4 格 勇気を、気力を                                      「目的語」 

 

「あなたは何を勧めますか？僕はどこへ行ったらいいですか？」と、彼は尋ねた。 

»Was raten Sie mir, wohin ich gehen soll?« fragte er. 

《「直接目的語」「動詞」「主語」「間接目的語」》,「動詞」「主語」 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何を                                               「直接目的語」 

raten ﾗｰﾃﾝ 3 複現 v.t 勧める                                              「動詞」 

Sie ｼﾞｰ pron あなたは                                                   「主語」 

mir, ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

wohin ｳﾞｫｰﾋﾝ adv. どこへ                                                「副詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

gehen soll?« ｹﾞｰｴﾝ･ｿﾞﾙ 1 単現･義務(sollen+不定詞)v.i 行くべきである      「動詞句」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                     「動詞」 

er. ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 
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「地球という惑星がいいだろう」と、地理学者が答えた。「評判がいいんだ．．．」 

»Auf den Planeten Erde«, antwortete der Geograph, »er hat einen guten Ruf...« 

《「副詞句」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「目的語」》 

»Auf ｱｳﾌ prep（場所）〜へ                                             「副詞句」 

den Planeten Erde«, ﾃﾞﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ･ｴｱﾃﾞ n.m.4 格 地球という惑星    「目的語」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

der Geograph, ﾃﾞｱ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌ n.m 地理学者は                               「主語」 

»er ｴｱ pron それは                                                      「主語」 

hat ﾊｯﾄ 3 単現(haben)v.t 何がある                                        「動詞」 

einen guten Ruf...« ｱｲﾈﾝ･ｸﾞｰﾃﾝ･ﾙｰﾌ n.m.4 格 良い評判                    「目的語」 

 

それで王子さまは出発して、彼の花のことを思い浮かべた。 

Und der kleine Prinz machte sich auf und dachte an seine Blume. 

Und「主語」「動詞句」und「動詞」「間接目的語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

machte sich auf ﾏﾊﾃ･ｽﾞｨｯﾋ･ｱｳﾌ 3 単過(sich-4 auf|machen)v.pr 出発した    「動詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

dachte ﾀﾞﾊﾃ 3 単過(denken)v.i 考えた、思い浮かべた                        「動詞」 

an seine Blume. ｱﾝ･ｻﾞｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ adv. 彼の花のことを                  「間接目的語」 

 

XVI 

 

7 番目の惑星は、だから、地球だった。 

Der siebente Planet war also die Erde.                「主語」「動詞」「副詞」「補語」 

Der siebente Planet ﾃﾞｱ･ｼﾞｰﾍﾞﾝﾃ･ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m.1 格 7 番目の惑星は            「主語」 

   Der siebente ﾃﾞｱ･ｼﾞｰﾍﾞﾝﾃ adj.m.1 格 7 番目の 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. したがって、だから                                       「副詞」 

die Erde. ﾃﾞｨｰ･ｴｰｱﾃﾞ n.f.1 格 地球                                         「補語」 

 

地球はありふれた惑星ではない！ 

Die Erde ist nicht irgend ein Planet!                         「主語」「動詞」「補語」 

Die Erde ﾃﾞｨｰ･ｴｰｱﾃﾞ n.f.1 格 地球は                                       「主語」 

ist nicht ｲｽﾄ･ﾆﾋﾄ 3 単現･否定(sein)v.i 〜 でなかった                        「動詞」 

irgend ein ｲﾙｹﾞﾝﾄ･ｱｲﾝ adj.m.1 格 何かそのような、ありふれた     「形容詞句」 
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Planet! ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m.1 格 惑星                                             「補語」 

 

そこには、111 人の王様がいる（もちろん、黒人の王様も含める）、そして、7000 人の地理

学者、90 万人の実業家、750 万人の呑兵衛、3 億 1100 万の見栄っ張り、つまり、約 20 億

の大人の人々が住んでいる。 

Man zählt da hundertelf Könige, wenn man, wohlgemerkt, die Negerkönige nicht vergißt, 

siebentausend Geographen, neunhunderttausend Geschäftsleute, siebeneinhalb 

Millionen Säufer, dreihundertelf Millionen Eitle, kurz - ungefähr zwei Milliarden 

erwachsene Leute. 

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」,「副詞節」,「目的語」,「副詞」「目的語」 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

zählt ﾂｪｰﾙﾄ 3 単現(zählen)v.t 数える                                       「動詞」 

da ﾀﾞｰ adv. そこに                                                       「副詞」 

hundertelf Könige, ﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ｴﾙﾌ･ｹｰﾆｹﾞ pl.n.m 111 人の王様を               「目的語」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）〜の場合                                       「副詞節」 

man, ﾏﾝ pron 人は                                               「主語」 

wohlgemerkt, ｳﾞｫｰﾙｹﾞﾒｱｸﾄ adv. もちろん、はっきり言って           「副詞」 

die Negerkönige ﾃﾞｨｰ･ﾈｰｶﾞｰ･ｹｰﾆｹﾞ pl.n.m4 格 黒人の王様を        「目的語」 

nicht vergißt, ﾆﾋﾄ･ﾌｪｱｷﾞｽﾄ 3 単現･否定(vergessen)v.t 忘れない      「動詞句」 

siebentausend Geographen, ｼﾞｰﾍﾞﾝ･ﾀｳｾﾞﾝﾄ･ｹﾞｵｸﾞﾗｰﾌｪﾝ 

 pl.n.m 7000 人の地理学者                                            「目的語」 

neunhunderttausend Geschäftsleute, ﾉｲﾝ･ﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾀｳｾﾞﾝﾄ･ｹﾞｼｪﾌﾂﾛｲﾃ 

   pl.n.m 90 万人の実業家                                              「目的語」 

siebeneinhalb Millionen Säufer, ｼﾞｰﾍﾞﾝ･ｱｲﾝ･ﾊﾙﾌﾟ･ﾐﾘｵｰﾈﾝ･ｿﾞｲﾌｧｰ 

  pl.n.m 750 万人の呑兵衛                                              「目的語」 

  sieben ｼﾞｰﾍﾞﾝ adj. 7 の einhalb ｱｲﾝﾊﾙﾌﾟ adj. 半分の Million ﾐﾘｵｰﾝ n.f 100 万 

dreihundertelf Millionen Eitle, ﾄﾞﾗｲ･ﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ｴﾙﾌ･ﾐﾘｵｰﾈﾝ･ｱｲﾄﾚ 

   pl.n.m 3 億 1100 万の見栄っ張り                                      「目的語」 

   dreihundertelf → dreihundert ﾄﾞﾗｲ･ﾌﾝﾀﾞｰﾄ adj. 300 の elf ｴﾙﾌ adj. 11 の 

kurz ｸﾙﾂ adv. 手短に、要するに、つまり                                  「副詞」 

- ungefähr ｳﾝｹﾞﾌｪｰｱ adv. おおよそ、約                           「副詞」 

zwei Milliarden erwachsene Leute. ﾂｳﾞｧｲ･ﾐﾘｱﾙﾃﾞﾝ･ｴｱｳﾞｧｸｾﾈ･ﾛｲﾃ 

   pl.n 20 億の大人の人々                                              「目的語」 
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君たちに地球の大きさについて大まかな知識を与えるために、私は君たちに言いたい；電気

が発明される前には、6 大陸すべて合わせて丸々1 個の軍隊に相当する、46 万 2511 人の点

灯夫が必要だったのだと。 

Um euch einen Begriff von den Ausmaßen der Erde zu geben, muß ich euch sagen, dass 

man vor der Erfindung der Elektrizität dort auf allen sechs Kontinenten zusammen eine 

ganze Armee von vierhundertzweiundsechzigtausendfünfhundertelf 

Laternenanzündern im Dienst hatte. 

「副詞句」, 「動詞句」「主語」「間接目的語」「直接目的語」 

Um ...zu geben, ｳﾑ...ﾂｰ･ｹﾞｰﾍﾞﾝ um zu 不定句･目的 adv. 〜を与えるために   「副詞句」 

euch ｵｲﾋ pron.pl.3 格 君たちに                              「間接目的語」 

einen Begriff ｱｲﾈﾝ･ﾍﾞｸﾞﾘﾌ n.m.4 格 大まかな知識、概念        「直接目的語」 

von den Ausmaßen ﾌｫﾝ･ﾃﾞﾝ･ｱｳｽﾏｾﾝ 

 adj.（対象）大きさについての                    「形容詞句」 

der Erde ﾃﾞｱ･ｴｰｱﾃﾞ n.f.2 格 地球の        「形容詞句」 

muß ...sagen, ﾑｽ...ｻﾞｰｹﾞﾝ 1 単現･必要(müssen+不定詞)v.t 言いたい          「動詞句」 

   man müßte ... 「私は〜したい」 

ich ｲｯﾋ pron 私は                                                         「主語」 

euch ｵｲﾋ pron.pl.3 格 君たちに                                      「間接目的語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                       「直接目的語」 

man ﾏﾝ pron 人は                                             「主語」 

vor ﾌｫｰｱ prep（時間的；3 格と）〜より前には                  「副詞句」 

der Erfindung ﾃﾞｱ･ｴｱﾌﾝﾄﾞｩﾝｸﾞ n.f.3 格 発明の           「目的語」 

der Elektrizität ﾃﾞｱ･ｴﾚｸﾄﾘﾂｨﾃｰﾄ n.f.2 格 電気の 「形容詞句」 

dort auf allen sechs Kontinenten zusammen ﾄﾞｱﾄ･ｱｳﾌ･ｱﾚﾝ･ｾｯｸｽ･ｺﾝﾁﾈﾝﾃﾝ･ﾂｻﾞﾒﾝ 

  adv. 6 大陸すべて合わせて                                  「副詞句」 

eine ganze Armee ｱｲﾈ･ｶﾞﾝﾂｪ･ｱﾙﾒｰ n.f4 格 丸々1 個軍隊を       「目的語」 

von ﾌｫﾝ prep（3 格と）（規模）〜の                  「形容詞句」 

vierhundertzweiundsechzigtausendfünfhundertelf Laternenanzündern  

   ﾌｨｰｱ･ﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾂｳﾞｧｲ･ｳﾝﾄ･ｾﾞﾋﾂｨﾋ･ﾀｳｾﾞﾝﾄ･ﾌｭﾝﾌ･ｳﾝﾄ･ﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ｴﾙﾌ･ﾗﾃｱﾈﾝ･ｱﾝﾂﾝﾀﾞｰﾝ 

   pl.n.m.3 格 46 万 2511 人の点灯夫          「目的語」 

im Dienst ｲﾑ･ﾃﾞｨｰﾝｽﾄ adj. 勤務中の 「形容詞句」 

hatte. ﾊｯﾃ 3 単過(haben)v.t 持っていた                         「動詞」 

zu 不定詞 まとめ ： 

●名詞的用法（主語や補語、目的語として）  

Auf dem Bauplatz zu spielen ist verboten. 工事現場で遊ぶことは禁止されている。 

 Es ist verboten, auf dem Bauplatz zu spielen. （主語が長いので仮の主語Esを用いた例） 
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Sein Ziel ist, Politiker zu werden. 彼の目標は政治家になることだ。  

Ich hoffe, Sie bald wiederzusehen. あなたにすぐに再会できるのを望んでいます 

 Der Lehrer hat mir empfohlen, das Buch zu lesen.  

先生は私にその本を読むことを勧めた  

Er hat darauf verzichtet, den Plan zu verwirklichen.  

彼はその計画を実現するのをあきらめた  

●形容詞的用法（zu 不定句の前の名詞を修飾する）  

Hast du Lust, mit mir ins Kino zu gehen? 僕と一緒に映画に行く気がある？  

Er hat den Wunsch, Arzt zu werden. 彼は医者になる望みを持っている  

Ich habe viel zu essen. 食べるものはたくさんある  

Ich habe heute viel zu tun. 今日はすることがたくさんある  

●副詞的用法（前置詞+zu 不定句）  

um … zu 不定句   …するために  

Sie spart, um ein neues Auto zu kaufen. 彼女は新しい車を買うために節約している。 

ohne … zu 不定句 …しないで  

Er ging weg, ohne ein Wort zu sagen. 彼は一言も言わずに出て行った。  

statt … zu 不定句 …する代わりに  

Ich möchte zu Hause bleiben, statt ins Kino zu gehen.  

私は映画に行く代わりに家に残っていたい。 

●haben + zu 不定句 「•••しなくてはならない」  

Du hast noch fleißiger zu lernen. 君はもっと一生懸命勉強しなければならない。  

●sein + zu 不定詞 「•••されうる」（受動的な意味で同時に可能も表わす） 

 「•••されねばならない」（受動と義務の意味を表わす）  

Das Problem ist leicht zu lösen. 「その問題は簡単に解かれうる」  

Die Pflicht ist immer zu tun.   「義務はつねに果たされねばならない」 

 

少し離れて見ると、それは素晴らしい効果を示していた。 

Von einiger Entfernung aus gesehen, wirkte das prächtig.  

「副詞句」,「動詞」「主語」「補語」 

Von ...aus ﾌｫﾝ...ｱｳｽ prep（3 格と）（空間的・起点）（条件）〜から．．．すると「副詞句」 

einiger Entfernung ｱｲﾆｶﾞｰ･ｴﾝﾄﾌｪｱﾇﾝｸﾞ n.f.3 格 少しばかりの距離  「目的語」 

   einige ｱｲﾆｹﾞ pron 少しばかりの、若干の 

gesehen, ｹﾞｾﾞｰｴﾝ 過去分詞･受動 v.t 見られる                       「動詞」 

wirkte ｳﾞｨﾙｸﾃ 3 単過(wirken)v.i 効果があった                              「動詞」 

das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

prächtig. ﾌﾟﾚﾋﾃｨﾋ adj. すばらしい                                         「補語」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XVI 

  294 / 483 

 

この軍団の動きは、オペラのバレエ団の動きのように、磨き上げられていた。 

Die Bewegungen dieser Armee waren gedrillt, wie die eines Opernballetts.  

「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Die Bewegungen ﾃﾞｨｰ･ﾍﾞｳﾞｪｰｸﾞﾝｹﾞﾝ pl.n.f 動きは、移動                    「主語」 

dieser Armee ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ｱﾙﾒｰ n.f.2 格 この軍団の                   「形容詞句」 

waren ｳﾞｧﾚﾝ 3 複過(sein)v.i 〜 だった                                     「動詞」 

gedrillt, ｹﾞﾄﾘﾙﾄ adj. 厳しく鍛えられた                                     「補語」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                              「副詞句」 

die ﾃﾞｨｰ pron（Bewegungen の代用）動き、移動                  「目的語」 

eines Opernballetts. ｱｲﾈｽ･ｵｰﾍﾟﾙﾝ･ﾊﾞﾚｯﾂ  

n.n.2 格 オペラのバレエ団の                         「形容詞句」 

 

ニュー人ランドとオーストラリアの街灯の点灯夫たちが円舞を始めた。 

Den Reigen begannen die Anzünder der neuseeländischen und australischen Laternen.  

「目的語」「動詞」「主語」 

Den Reigen ﾃﾞﾝ･ﾗｲｹﾞﾝ n.m.4 格 円舞を                                  「目的語」 

begannen ﾍﾞｶﾞﾈﾝ 3 複過(beginnen)v.t(et-4 を) 始めた                       「動詞」 

die Anzünder ﾃﾞｨｰ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ pl.n.m.1 格 点灯夫たちが                      「主語」 

der neuseeländischen und australischen ﾃﾞｱ･ﾉｲｾﾞｰﾗﾝﾃﾞｼｪﾝ･ｳﾝﾄ･ｱｳｽﾄﾗｰﾘｼｪん 

   adj.f.pl ニュー人ランドとオーストラリアの                    「形容詞句」 

Laternen. ﾗﾃｱﾈﾝ pl.n.f.2 格 街灯の                       「形容詞」 

 

彼らは街灯に灯をつけて、寝に行った。 

Hatten sie ihre Lampen angezündet, gingen sie schlafen.  

「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」,「動詞句」「主語」「動詞句」 

Hatten ...angezündet, ﾊｯﾃﾝ...ｱﾝｹﾞﾁｭﾝﾃﾞｯﾄ 3 複過･完了形(an|zünden) 

   v.t（et-4 何-4 に）火をつけた                                        「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 彼らは                                                     「主語」 

ihre Lampen ｲｰﾚ･ﾗﾝﾍﾟﾝ pl.n.f.4 格 ランプに                             「目的語」 

gingen ...schlafen. ｷﾞﾝｹﾞﾝ...ｼｭﾗｰﾌｪﾝ 3 複過･しに行く(gehen+不定詞) 

   v.i 寝に行った                                                      「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 彼らは                                                     「主語」 

 

  



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XVI 

  295 / 483 

それから、中国とシベリアの点灯夫たちが舞踏会に姿を現した。 

Dann traten die Laternenanzünder von China und Sibirien zum Tanze an.  

「副詞」「動詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

traten ... an. ﾄﾗｰﾃﾝ...ﾂｰﾑ･ﾀﾝﾂｪ･ｱﾝ 3 複過･目的(an|treten) 

   v.i（zum 仕事に）姿を現した、出かけて行った                         「動詞句」 

die Laternenanzünder ﾃﾞｨｰ･ﾗﾝﾃｱﾈﾝ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ pl.n.m 点灯夫たちが           「主語」 

von China und Sibirien ﾌｫﾝ･ﾋｰﾅ･ｳﾝﾄ･ｼﾞﾋﾞｰﾘｴﾝ 

 adj.（所属）中国とシベリアの                                 「形容詞句」 

zum Tanze ﾂｰﾑ･ﾀﾝﾂｪ adv.（目的）舞踏会に                           「間接目的語」 

 

彼らも、舞台の裏に消えた。 

Auch sie verschwanden hinter den Kulissen.               「主語」「動詞」「副詞句」 

Auch sie ｱｳﾌ･ｼﾞｰ pron.pl 彼らもまた                                      「主語」 

verschwanden ﾌｪｱｼｭｳﾞｧﾝﾃﾞﾝ 3 複過(verschwinden)v.i 消えた、そっと立ち去った「動詞」 

hinter ﾋﾝﾀｰ prep（静止は 3 格、移動は 4 格と）〜の後ろに                「副詞句」 

den Kulissen. ﾃﾞﾝ･ｸﾘｯｾﾝ pl.n.f.3 格 舞台、舞台装置                「目的語」 

 

次は、ロシアとインドの点灯夫たちの順番になった。 

Dann kamen die russischen und indischen Laternenanzünder an die Reihe.  

「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

kamen ｶｰﾒﾝ 3 複過(kommen)v.i やって来た                                「動詞」 

die russischen und indischen ﾃﾞｨｰ･ﾙｯｽｨｼｪﾝ･ｳﾝﾄ･ｲﾝﾃﾞｼｪﾝ 

 adj.pl ロシアとインドの                                      「形容詞句」 

Laternenanzünder ﾗﾝﾃｱﾈﾝ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ pl.n.m 点灯夫たちが                   「主語」 

an die Reihe. ｱﾝ･ﾃﾞｨｰ･ﾗｲｴ adv. 順番に                                   「副詞句」 

 

それからは、アフリカとヨーロッパの点灯夫たち、そして南米の点灯夫たち、さらに北米の

点灯夫たちが次々に現れては、消えていった。 

Dann die von Afrika und Europa. Dann die von Südamerika. Dann die von Nordamerika.                   

「副詞」「主語」┃「副詞」「主語」┃「副詞」「主語」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（Laternenanzünder の代用）点灯夫たちが                 「主語」 

von Afrika und Europa. ﾌｫﾝ･ｱｰﾌﾘｶ･ｳﾝﾄ･ｵｲﾛｰﾊﾟ 

 adj.（所属）アフリカとヨーロッパの                           「形容詞句」 
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Dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

die von Südamerika. ﾃﾞｨｰ･ﾌｫﾝ･ｼﾞｭｰﾄｱﾒｰﾘｶ pron.pl 南米の点灯夫たちが       「主語」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

die von Nordamerika. ﾃﾞｨｰ･ﾌｫﾝ･ﾉﾙﾄ･ｱﾒｰﾘｶ pron.pl 北米の点灯夫たちが        「主語」 

 

そして彼らは決して登場の順番を間違えなかった。それは見事なものだった。 

Und niemals irrten sie sich in der Reihenfolge ihres Auftritts. Es war großartig. 

Und「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」「間接目的語」┃「主語」「動詞」「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

niemals ﾆｰﾏｰﾙｽ adv. 決して〜しない                                       「副詞」 

irrten ...sich ｲﾙﾃﾝ...ｽﾞｨｯﾋ 3 複過･否定(sich-4 irren) 

v.pr（in について）間違えなかった                                   「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

in der Reihenfolge ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ﾗｲｴﾝﾌｫﾙｹﾞ adv. 順番について               「間接目的語」 

ihres Auftritts. ｲｰﾚｽ･ｱｳﾌﾄﾘｯﾂ n.m.2 格 登場の               「形容詞句」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

großartig. ｸﾞﾛｰｽ･ｱｰﾙﾃｨﾋ adj. 素晴らしい、みごとな                         「補語」 

 

北極の唯一の街灯の点灯夫と南極の唯一の街灯の点灯夫だけは、何もしないでくつろいだ

生活を送っていた：彼らは年に 2 回働いていた。 

Nur der Anzünder der einzigen Laterne am Nordpol und sein Kollege von der einzigen 

Laterne am Südpol führten ein Leben voll Müßiggang und Gemütlichkeit: sie arbeiteten 

zweimal im Jahr.                「主語」「動詞」「目的語」：「主語」「動詞」「副詞句」 

Nur ﾇｰｱ adv. 〜だけ                                               「副詞」 

der Anzünder ﾃﾞｱ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰ n.m.1 格 点灯夫は                             「主語」 

der einzigen Laterne ﾃﾞｱ･ｱｲﾝﾁｹﾞﾝ･ﾗﾃｱﾈ n.f.2 格 唯一の街灯の      「形容詞句」 

am Nordpol ｱﾑ･ﾉｰﾄﾎﾟｰﾙ adv. 北極の                      「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

sein Kollege ｻﾞｲﾝ･ｺﾚｰｹﾞ n.m.1 格 点灯夫は、彼の同僚は                     「主語」 

von der einzigen Laterne ﾌｫﾝ･ﾃﾞｱ･ｱｲﾝﾂｨｹﾞﾝ･ﾗﾃｱﾈ adj. 唯一の街灯の 「形容詞句」 

am Südpol ｱﾑ･ｼﾞｰﾄﾎﾟｰﾙ adv. 南極の                       「副詞句」 

führten ﾌｭｰｱﾃﾝ 3 複過(führen) 

   v.t（+動作名詞）（生活を）送っていた                                   「動詞」 

ein Leben ｱｲﾝ･ﾚｰﾍﾞﾝ n.n.4 格 生活を                                    「目的語」 

voll ﾌｫﾙ adv. 〜でいっぱいの                                    「副詞句」 
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Müßiggang ﾐｭｰｼﾋｶﾞﾝｸﾞ n.m 何もしないこと               「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

Gemütlichkeit: ｹﾞﾐｭｰﾄﾘﾋｶｲﾄ n.f くつろぎ                  「目的語」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

arbeiteten ｱｰﾙﾊﾞｲﾃﾃﾝ 3 複過(arbeiten)v.i 働いていた                        「動詞」 

zweimal im Jahr. ﾂﾊﾞｲﾏｰﾙ･ｲﾑ･ﾔｰﾙ adv. 年に 2 回                          「副詞句」 

 

führen ﾌｭｰﾚﾝ  ： v.t（+動作名詞で機能動詞として） 

den Beweis für et-4 führen  何-4 を証明する 

einen Briefwechsel mit j-3 führen  人-3 と文通する 

ein einfaches Leben führen  簡素な生活をする 

Regie führen  演出する 

eine deutliche Sprache führen  明言する 

Verhandlungen mit j-3 führen  人-3 交渉する 

 

XVII 

 

人は才気を認めてもらおうとするが、その時は、物事を少し大げさに言ったりするものだ。 

Will man geistreich sein, dann kommt es vor, dass man ein bisschen aufschneidet.  

「動詞句」「主語」「補語」「動詞句」,「副詞」「動詞句」「主語」 

Will ...sein, ｳﾞｨﾙ...ｻﾞｲﾝ 3 単半･意欲(wollen+不定詞)v.i 〜になろうとする    「動詞句」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

geistreich ｶﾞｲｽﾄﾗｲﾋ adj. 才気あふれる、利口な                             「補語」 

dann ﾀﾞﾝ adv. その時に                                                  「副詞」 

kommt ...vor, ｺﾑﾄ...ﾌｫｰｱ 3 単現(vor|kommen)v.i（意外なことが）起こる     「動詞句」 

es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は dass 以降） 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということが                                            「主語」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                  「主語」 

ein bisschen ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ adv. 少し                                 「副詞句」 

aufschneidet. ｱｳﾌ･ｼｭﾅｲﾃﾞｯﾄ 3 単現(auf|schneiden) 

v.i 大げさに言う、ほらを吹く                                   「動詞句」 

 

君たちに街灯の点灯夫たちについて語ったとき、僕はあまり正直ではなかった。 

Ich war nicht ganz aufrichtig, als ich euch von den Laternenanzündern erzählte.  

「主語」「動詞」「補語」,「副詞節」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 
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war nicht ｳﾞｧｰﾙ･ﾆﾋﾄ 1 単過･否定(sein)v.i 〜でなかった                      「動詞」 

ganz aufrichtig, ｶﾞﾝﾂ･ｱｳﾌﾘﾋﾁﾋ adj.（否定文で）あまり正直〜でない          「補語」 

als ｱﾙｽ conj. 〜したとき                                                「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                 「主語」 

euch ｵｲﾋ pron/pl 君たちに                                   「間接目的語」 

von den Laternenanzündern ﾌｫﾝ･ﾃﾞﾝ･ﾗﾃｱﾈﾝ･ｱﾝﾁｭﾝﾀﾞｰﾝ 

 adv. 街灯の点灯夫たちについて                             「間接目的語」 

erzählte. ｴｱﾂｪｰﾙﾃ 1 単過(erzählen)v.t 語った                          「動詞」 

 

僕はそれによって、僕たちの惑星を知らない人たちに間違えたイメージを与えてしまう危

険を冒している。 

Ich laufe Gefahr, denen, die unseren Planeten nicht kennen, ein falsches Bild von ihm 

zu geben.                                            「主語」「動詞」「間接目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

laufe ﾗｳﾌｪ 1 単現(laufen)v.i 進んでいる、歩いている                        「動詞」 

Gefahr, ｹﾞﾌｧｰﾙ n.f 危険                                            「間接目的語」 

   Gefahr laufen 「危険を冒す」 （危険に向かって進んでいる） 

zu 不定句 adj. 〜するという                      「形容詞句：Gefahr」 

denen, ﾃﾞｰﾈﾝ pron.n.3 格 〜する人たちに「間接目的語」 

die unseren Planeten ﾃﾞｨｰ･ｳﾝｾﾞﾚﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ 

 pl.n.m.4 格 僕たちの惑星を    「目的語」 

nicht kennen, ﾆﾋﾄ･ｹﾈﾝ 3 複現･否定(kennen) 

v.t 知らない                  「動詞句」 

ein falsches Bild ｱｲﾝ･ﾌｧﾙｼｪｽ･ﾋﾞﾙﾄ 

 n.n.4 格 間違えたイメージを        「直接目的語」 

von ihm ﾌｫﾝ･ｲｰﾑ adv. それによって        「副詞句」 

zu geben. ﾂｰｹﾞｰﾍﾞﾝ zu 不定詞 v.t 与える    「動詞句」 

 

人間は、地球上で、非常にわずかの空間しか利用していない。 

Die Menschen benutzen nur sehr wenig Raum auf der Erde. 「主語」「動詞」「目的語」 

Die Menschen ﾃﾞｨｰ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m 人間は                                  「主語」 

benutzen ﾍﾞﾇｯﾂｪﾝ 3 複現 n.t 利用している                                 「動詞」 

nur sehr wenig Raum ﾇｰｱ･ｾﾞｰｱ･ｳﾞｪｰﾆｯﾋ･ﾗｳﾑ 

 n.m 非常にわずかの空間しか〜ない                                   「目的語」 

 nur ﾇｰｱ adv. 〜でしかない wenig ｳﾞｪｰﾆｯﾋ adj. ほんの少しの 

auf der Erde. ｱｳﾌ･ﾃﾞｱ･ｴｴｰｱﾃﾞ adv. 地上で                         「副詞句」 
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地球に住んでいる 20 億人の居住者が、例えば集会の時のように、多少混みあって立つなら

ば、長さが 20 マイルで横幅が 20 マイルの公共広場に、容易に収まってしまうだろう。 

Wenn die zwei Milliarden Einwohner, die die Erde bevölkern, sich aufrecht und ein 

bisschen gedrängt hinstellten, wie bei einer Volksversammlung etwa, kämen sie auf 

einem öffentlichen Platz von zwanzig Meilen Länge und zwanzig Meilen Breite leicht 

unter.                             「副詞節」,「動詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）〜するならば、〜するとき                       「副詞節」 

die zwei Milliarden Einwohner, ﾃﾞｨｰ･ﾂｳﾞｧｲ･ﾐﾘｱﾙﾃﾞﾝ･ｱｲﾝｳﾞｫｰﾅｰ 

 pl.n.m 20 億人の居住者が                                       「主語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（主語）〜する                           「形容詞節」 

die Erde ﾃﾞｨｰ･ｴｰｱﾃﾞ n.f.4 格 地球に                「目的語」 

bevölkern, ｴｱﾌｪﾙｶｰﾝ 3 複現 v.t 住んでいる            「動詞」 

sich ...hinstellten, ｽﾞｨｯﾋ...ﾋﾝｼｭﾃﾚﾝ 3 複現(sich hin|stellten) 

   v.pr 立つ                                                    「動詞句」 

aufrecht ｱｳﾌﾚﾋﾄ adv. まっすぐに                                   「副詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ein bisschen gedrängt ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ･ｹﾞﾄﾞﾚﾝﾂ adv. 少し混みあって     「副詞句」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                        「副詞句」 

bei ﾊﾞｲ prep（条件）〜の場合に                           「副詞句」 

einer Volksversammlung ｱｲﾅｰ･ﾌｫﾙｸｽﾌｪｱｻﾞﾑﾙﾝｸﾞ 

 n.f 集会                                       「目的語」 

etwa, ｴﾄｳﾞｧ adv. 例えば                     「副詞」 

kämen ...unter. ｹｰﾒﾝ...ｳﾝﾀｰ 接 II･3 複現･推量(unter|kommen) 

v.i（場所に）収容されるだろう                                       「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

auf einem öffentlichen Platz ｱｳﾌ･ｱｲﾈﾑ･ｴｯﾌｪﾝﾄﾘｯﾋｪﾝ･ﾌﾟﾗｯﾂ adv. 公共広場に  「副詞句」 

   öffentlich ｴｯﾌｪﾝﾄﾘｯﾋ adj. 公共の Platz ﾌﾟﾗｯﾂ n.m 広場、場所、座席 

von ﾌｫﾝ prep（規模）〜の                                       「副詞句」 

zwanzig Meilen Länge ﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ･ﾏｲﾚﾝ･ﾚﾝｹﾞ 

 n.f 20 マイルの長さ                                    「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

zwanzig Meilen Breite ﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ･ﾏｲﾚﾝ･ﾌﾞﾗｲﾃ 

 n.f 20 マイルの横幅                                    「目的語」 

leicht ﾗｲﾋﾄ adv. 容易に                                                   「副詞」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XVII 

一人当たりの面積は ：  300 / 483 

一人当たりの面積は ： 

1 マイルは約 1609m だから、「20 マイル x 20 マイル」は約 10 億㎡となり、20 億人に対し

ては、一人当たりの面積は 0.5 ㎡になる。人を物として置いておくだけなら可能である。 

しかし、人は食事をする必要もあるし、食事のためには野菜や家畜を育てる場所や、魚など

が住む川や海の面積も必要である。そして、生活をするための家や会社や病院や公園なども

必要になるので、一人当たりに必要な面積は、10000 ㎡を超えると考えられる。 

地球の半径は 6371Km だから、その表面積は 5 億 1000 万㎢になる。地球上の全人口が 100

億人に増加したとすると、一人当たりの面積は 51000 ㎡（海・山・川を含む）になる。 

作者はとにかく数字を示して、読者に数字の意味などを考えさせたいのだと思われる。 

 

太平洋の小さい島に、人類を詰め込むこともできるだろう。 

Man könnte die Menschheit auf einer kleinen Insel des Pazifischen Ozeans 

zusammenpferchen.                  「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」「動詞句」 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

könnte ...zusammenpferchen. ｹﾝﾃ...ﾂｻﾞﾒﾝﾌﾟﾌｪｱｼｪﾝ 接 II･3 単現･可能･推量 

(können+不定詞)v.t 〜を詰め込むことができるだろう                   「動詞句」 

die Menschheit ﾃﾞｨｰ･ﾒﾝｼｭﾊｲﾄ n.f（集合的）人類を                        「目的語」 

auf einer kleinen Insel ｱｳﾌ･ｱｲﾅｰ･ｸﾗｲﾈﾝ･ｲﾝｾﾙ adv. 小さな島に              「副詞句」 

des Pazifischen Ozeans ﾃﾞｽ･ﾊﾟﾁﾌｨｼｪﾝ･ｵｰﾂｪｱﾝｽ adj. 太平洋の     「形容詞句」 

 

大人たちはもちろん、このことについて君たちを信用しないだろう。 

Die großen Leute werden Euch das freilich nicht glauben.  

「主語」「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」「副詞」「動詞句」 

Die großen Leute ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃ pl.n 大人の人たちは                     「主語」 

   Leute ﾛｲﾃ pl.n 人々 

werden ...nicht glauben. ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ...ﾆﾋﾄ･ｸﾞﾗｳﾍﾞﾝ 3 複未･推量･否定(werden+不定詞) 

   v.t 信用しないだろう                                                「動詞句」 

Euch ｵｲﾋ pron 君たちを                                           「直接目的語」 

das ﾀﾞｽ pron このことについて                                     「間接目的語」 

freilich ﾌﾗｲﾘﾋ adv. もちろん                                              「副詞」 

 

彼らは、自分たちがたくさんの場所を使っていると思い込んでいる。 

Sie bilden sich ein, viel Platz zu brauchen.                「主語」「動詞句」「目的語」 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                    「主語」 

bilden sich ein, ﾋﾞﾙﾃﾞﾝ･ｽﾞｨｯﾋ･ｱｲﾝ 3 複現(sich-4 ein|bilden)v.pr 思い込んでいる「動詞句」 

zu 不定句 n. 〜ということを                                             「目的語」 
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viel Platz ﾌｨｰﾙ･ﾌﾟﾗｯﾂ n.m.4 格 たくさんの場所を                   「目的語」 

zu brauchen. ﾂｰ･ﾌﾞﾗｳﾍﾝ zu 不定詞 v.t 使っている                   「動詞句」 

 

彼らは、自分たちがバオバブの木のように偉大なものだと思い込んでいるんだ。 

Sie nehmen sich wichtig wie Affenbrotbäume.              「主語」「動詞句」「補語」 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

nehmen sich ﾈｰﾒﾝ･ｽﾞｨｯﾋ 3 複現(sich-4 nehmen) 

v.t（SVOC 自分自身を）〜であるとみなしている                       「動詞句」 

wichtig ｳﾞｨﾋﾃｨﾋ adj. 偉大な、重要な                                      「補語」 

wie Affenbrotbäume. ｳﾞｨｰ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ adv. バオバブのように    「副詞句」 

   Affen ｱｯﾌｪﾝ pl.n.m(Affe) サル Brot ﾌﾞﾛｰﾄ n.n パン Bäume ﾎﾞｲﾒ pl.n.m(Baum) 木 

   → パンの木、バオバブ 

 

それでは、彼らに自分で計算するように助言してごらんなさい。 

Gebt ihnen also den Rat, sich’s auszurechnen.  

「動詞」「間接目的語」「副詞」「直接目的語」 

Gebt ｹﾞｰﾌﾟﾄ 命・2 複現(geben)v.t 与えなさい                             「動詞」 

ihnen ｲｰﾈﾝ pron.pl 彼らに                                        「間接目的語」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. それでは                                                 「副詞」 

den Rat, ﾃﾞﾝ･ﾗｰﾄ n.m.4 格 助言、手段                               「直接目的語」 

sich’s auszurechnen. ｽﾞｨｯﾋ･ｽ･ｱｳｽ･ﾂｰ･ﾚﾋﾈﾝ zu 不定句(sich-3 et-4 ausrechnen) 

   adj.（同格）自分で計算するという                       「形容詞句」 

 

フランス語の原文では ：次の文が続いていた 

彼らは数字が大好きだから、その助言はきっと彼らの気に入るだろう。 

Elles adorent les chiffres : ça leur plaira.  

 

しかしそんなことで時間を無駄にしてはならない。それは無意味だ。君たちは僕の言うこと

を信じてくれ。 

Aber ihr sollt Eure Zeit nicht damit verlieren. Es ist zwecklos. Glaubt mir. 

Aber「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「間接目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ihr ｲｰｱ pl.pron.1 格 君たちは                                             「主語」 

sollt ... nicht damit verlieren. ｿﾞﾙﾄ...ﾆﾋﾄ･ﾀﾞﾐｯﾄ･ﾌｪｱﾘｰﾚﾝ 2 複現･禁止(sollen+不定詞) 

   v.t そのことで無駄にしてはならない                                  「動詞句」 
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Eure Zeit ｵｲﾚ･ﾂｧｲﾄ n.f.4 格 君たちの時間を                              「目的語」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

zwecklos. ﾂｳﾞｪｯｸﾛｰｽ adj. 無意味な                                        「補語」 

Glaubt ｸﾞﾗｳﾌﾟﾄ 命・2 複現(glauben)v.i 信じなさい                          「動詞」 

mir. ﾐｰｱ pron.3 格 ぼくの言うことを                                「間接目的語」 

 

王子さまは、ともかく地球に降り立って見たが、誰にも会わないことに驚いた。 

Einmal auf der Erde, wunderte sich der kleine Prinz, niemanden zu sehen.  

「副詞句」,「動詞句」「主語」「目的語」 

Einmal ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. 一度                                                 「副詞」 

auf der Erde, ｱｳﾌ･ﾃﾞｱ･ｴｰｱﾃﾞ adv. 地球の上にいると                       「副詞句」 

wunderte sich ｳﾞﾝﾃﾞｱﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 wundern)v.pr 驚いた           「動詞句」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

niemanden zu sehen. ﾆｰﾏﾝﾃﾞﾝ･ﾂｰｾﾞｰｴﾝ zu 不定句 n. 誰にも会わないことに  「目的語」 

 

彼は惑星を間違えてしまったのではないかとすでに心配していた。その時、月色の輪が砂の

中で動いた。 

Er fürchtete schon, sich im Planeten geirrt zu haben, als ein mondfarbener Ring sich im 

Sande bewegte.                     「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「動詞句」, 

als「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

fürchtete ﾌｭﾙﾋﾃﾃ 3 単過(fürchten)v.t（+zu 不定句）〜しないかと心配していた 「動詞」 

schon, ｼｮｰﾝ adv. もう、すでに                                           「副詞」 

zu 不定句･完了形 n. 〜したということを                                 「目的語」 

sich ...geirrt zu haben, ｽﾞｨｯﾋ...ｹﾞｲﾙﾄ･ﾂｰ･ﾊｰﾍﾞﾝ zu 不定詞･完了形(sich-4 irren) 

   v.pr 間違えてしまった                                        「動詞句」 

im Planeten ｲﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. 惑星を                         「間接目的語」 

als ｱﾙｽ conj. その時〜する  

ein mondfarbener Ring ｱｲﾝ･ﾓﾝﾄﾌｧﾙﾍﾞﾅｰ･ﾘﾝｸﾞ n.n 月色の輪が                「主語」 

   Mond ﾓﾝﾄ n.m（天体）月 –farben ﾌｧﾙﾍﾞﾝ(farbig)adj. 〜色の 

sich ...bewegte. ｽﾞｨｯﾋ...ﾍﾞｳﾞｪｰｸﾃ 3 単過(sich-4 bewegen)v.pr 動いた         「動詞句」 

im Sande ｲﾑ･ｻﾞﾝﾃﾞ adv. 砂の中で                                       「副詞句」 

   Snad ｻﾞﾝﾄ n.m（専門語：[複]Sande）砂 

 

  



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XVII 

  303 / 483 

「こんばんは」と、王子さまは、何か分からないままに挨拶した。 

»Guten Abend«, sagte der kleine Prinz aufs Geratewohl. 

《「挨拶」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

»Guten Abend«, ｸﾞｰﾃﾝ･ｱｰﾍﾞﾝﾄ adv. 今晩は                                 「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾚｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

aufs Geratewohl. ｱｳﾌｽ･ｹﾞﾗｰﾃｳﾞｫｰﾙ adv. あてずっぽうに、ともかく         「副詞句」 

 

「こんばんは」と、ヘビが言った。 

»Guten Abend«, sagte die Schlange.                      《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

»Guten Abend«, ｸﾞｰﾃﾝ･ｱｰﾍﾞﾝﾄ adv. 今晩は                                 「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

die Schlange. ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾗﾝｹﾞ n.f ヘビが                                      「主語」 

 

「どの惑星に落ちたんだろう」と、王子さまは尋ねた。 

»Auf welchen Planeten bin ich gefallen?« fragte der kleine Prinz. 

《「副詞句」「動詞句」「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

»Auf welchen Planeten ｱｳﾌ･ｳﾞｪﾙﾋｪﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. どの惑星に              「副詞句」 

bin ...gefallen?« ﾋﾞﾝ...ｹﾞﾌｧﾚﾝ 1 単現･完了形(fallen)v.i 落ちた               「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                      「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

 

「君は、地球のアフリカにいるんだよ」と、ヘビが答えた。 

»Auf die Erde, du bist in Afrika«, antwortete die Schlange. 

《「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」》,「動詞」「主語」 

»Auf die Erde, ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰ･ｴｰｱﾃﾞ adv. 地球の上に                           「副詞句」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜にいる                                         「動詞」 

in Afrika«, ｲﾝ･ｱﾌﾘｶ adv. アフリカに                                     「副詞句」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

die Schlange. ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾗﾝｹﾞ n.f ヘビが                                      「主語」 

 

「ああ！それじゃあ、地球には誰もいないの？」 

»Ah! ... es ist also niemand auf der Erde?« 

《「感嘆」．．．「動詞」「副詞」「主語」「副詞句」》 
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»Ah! ... ｱｰ int. ああ！                                                    「感嘆」 

es ｴｽ pron 形式主語 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜がいる                                           「動詞」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. それじゃあ                                               「副詞」 

niemand ﾆｰﾏﾝﾄ pron 誰も〜ない                                          「主語」 

auf der Erde?« ｱｳﾌ･ﾃﾞｱ･ｴｰｱﾃﾞ adv. 地球上には                           「副詞句」 

 

「ここは砂漠だよ。砂漠には誰もいないよ。地球は大きいんだ」と、ヘビが言った。 

»Hier ist die Wüste. In den Wüsten ist niemand. Die Erde ist groß« sagte die Schlange. 

《「副詞」「動詞」「補語」┃「副詞句」「動詞」「主語」┃「主語」「動詞」「補語」》, 

「動詞」「主語」 

»Hier ﾋｰｱ adv. ここは                                                    「副詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

die Wüste. ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｭｰｽﾃ n.f.1 格 砂漠                                      「補語」 

In den Wüsten ｲﾝ･ﾃﾞﾝ･ｳﾞｭｽﾃﾝ adv. 砂漠には                             「副詞句」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜がいる                                           「動詞」 

niemand. ﾆｰﾏﾝﾄ pron 誰も〜ない                                         「主語」 

Die Erde ﾃﾞｨｰ･ｴｰｱﾃﾞ n.f 地球は                                          「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

groß« ｸﾞﾛｰｽ adj. 大きな                                                  「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                      「動詞」 

die Schlange. ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾗﾝｹﾞ n.f ヘビが                                      「主語」 

 

王子さまは、石の上に腰を下ろして、空を見上げていた。 

 Der kleine Prinz setzte sich auf einen Stein und hob die Augen zum Himmel. 

「主語」「動詞句」「副詞句」und「動詞」「目的語」「副詞句」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

setzte sich ｾﾞｯﾂﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 setzen)v.pr 腰を下ろしていた         「動詞句」 

auf einen Stein ｱｳﾌ･ｱｲﾈﾝ･ｼｭﾀｲﾝ adv. 石の上に                            「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

hob ﾎｰﾌﾟ 3 単過(heben)v.t（体の一部を）上げていた                        「動詞」 

die Augen ﾃﾞｨｰ･ｱｳｹﾞﾝ pl.n.n.4 格 目を                                   「目的語」 

zum Himmel. ﾂｰﾑ･ﾋﾒﾙ adv.（目標）空に向けて                           「副詞句」 
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「僕は疑問に思う」と、彼が言った。「誰もがいつかは自分の星を見つけることができるよ

うに、星たちは輝いているのだろうかと。僕の惑星を見てごらん」 

»Ich frage mich«, sagte er, »ob die Sterne leuchten, damit jeder eines Tages den seinen 

wiederfinden kann. Schau meinen Planeten an.  

《「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」,《「目的語」┃「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

frage mich«, ﾌﾗｰｹﾞ･ﾐｯﾋ 1 単現(sich-4 fragen) 

v.pr（ob 〜かどうかということを）疑問に思う                         「動詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er, ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

»ob ｵｯﾌﾟ conj. 〜かどうかということを                                  「目的語」 

die Sterne ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m.1 格 星たちは                        「主語」 

leuchten, ﾛｲﾋﾃﾝ 3 複現 v.i 輝いている                              「動詞」 

damit ﾀﾞﾐｯﾄ conj. 〜するために                                 「副詞節」 

jeder ｲｪｰﾀﾞｰ pron 誰もが                                  「主語」 

eines Tages ｱｲﾈｽ･ﾀｰｹﾞｽ adv. いつかは                    「副詞句」 

den seinen ﾃﾞﾝ･ｻﾞｲﾈﾝ n.m.4 格 自分の星を                「目的語」 

wiederfinden kann. ｳﾞｨｰﾀﾞｰﾌｨﾝﾃﾞﾝ･ｶﾝ 3 単現･可能(können+不定詞) 

   v.t また見つけることができる                          「動詞句」 

Schau ...an. ｼｬｳ...ｱﾝ 命・2 単現(an|achauen)v.t 見てごらん                「動詞句」 

meinen Planeten ﾏｲﾈﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ n.m.4 格 僕の惑星を                      「目的語」 

 

「僕たちの丁度真上にある。でも、なんて遠く離れているんだろう」 

Er steht gerade über uns... Aber wie weit ist er fort!« 

《「主語」「動詞」「副詞句」┃Aber「副詞句」「動詞」「主語」「副詞」》 

Er ｴｱ pron（Planeten の代用）それは                                     「主語」 

steht ｼｭﾃｰﾄ 3 単現(stehen)v.i（場所に）ある、いる                         「動詞」 

gerade ｹﾞﾗｰﾃﾞ adv. ちょうど                                             「副詞」 

über uns... ﾕｰﾊﾞｰ･ｳﾝｽ adv. 僕たちの上に                                 「副詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

wie weit ｳﾞｨｰ･ｳﾞｧｲﾄ adv. なんて遠い                                    「副詞句」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

er ｴｱ pron それは                                                       「主語」 

fort!« ﾌｫｱﾄ adv. 離れて                                                   「副詞」 
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「あの星は美しいね」と、蛇が言った。「君はここで何をするつもりなの？」 

»Er ist schön«, sagte die Schlange. »Was willst Du hier machen?« 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞句」「主語」「副詞」「動詞句」》 

»Er ｴｱ pron あの星は                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

schön«, ｼｪｰﾝ adj. 美しい                                                 「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

die Schlange. ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾗﾝｹﾞ n.f ビが                                        「主語」 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                   「目的語」 

willst ...machen?« ｳﾞｨﾙｽﾄ...ﾏﾍﾝ 2 単現･意志(wollen+不定詞) 

   v.t するつもりである                                                「動詞句」 
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Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

hier ﾋｰｱ adv. ここで                                                     「副詞」 

 

「ある花との間にもめ事があるんだ」と、王子様が言った。 

»Ich habe Schwierigkeiten mit einer Blume«, sagte der kleine Prinz. 

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」》,「動詞」「主語」 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 〜がある                                      「動詞」 

Schwierigkeiten ｼｭｳﾞｨｰﾘﾋｶｲﾃﾝ pl.n.f(Schwierigkeit).4 格 もめごと、面倒    「目的語」 

mit einer Blume«, ﾐｯﾄ･ｱｲﾅｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ adv. ある花との間に                   「副詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

 

「ああ、そうなの」と、ヘビが言った。 

»Ah!« sagte die Schlange.                               《「応答」》,「動詞」「主語」 

»Ah!« ｱｰ int. ああ、そうなの                                             「応答」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                      「動詞」 

die Schlange. ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾗﾝｹﾞ n.f ヘビが                                      「主語」 

 

そして、彼らは黙り込んだ。 

Und sie schwiegen.                                            Und「主語」「動詞」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

schwiegen. ｼｭｳﾞｨｰｹﾞﾝ 3 複過(schweigen)v.i 黙った、沈黙した                「動詞」 

 

「人間たちはどこにいるの？」と、ついに王子様が話を続けた。「砂漠では、人は少し孤独

だね」 

»Wo sind die Menschen?« fuhr der kleine Prinz endlich fort. »Man ist ein bisschen einsam 

in der Wüste...« 

《「副詞」「動詞」「主語」》,「動詞句」「主語」「動詞句」,《「主語」「動詞」「補語」》 

»Wo ｳﾞｫｰ adv. どこに                                                    「副詞」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜にいる                                         「動詞」 

die Menschen?« ﾃﾞｨｰ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m 人間たちは                             「主語」 

fuhr ...endlich fort. ﾌｰｱ...ｴﾝﾄﾘﾋ･ﾌｫｱﾄ 3 単過(fort|fahren+endlich) 

   v.i ついに話を続けた                                                「動詞句」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 
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»Man ﾏﾝ pron 人は                                                      「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ein bisschen einsam ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ･ｱｲﾝｻﾞｰﾑ adj. 少し孤独な                    「補語」 

in der Wüste...« ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｳﾞｭｰｽﾃ adv. 砂漠では                        「副詞句」 

 

「人は、人間たちの中に混じっていても、孤独だよ」と、ヘビが言った。 

»Man ist auch bei den Menschen einsam«, sagte die Schlange. 

《「主語」「動詞」「副詞句」「補語」》,「動詞」「主語」 

»Man ﾏﾝ pron 人は                                                      「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

auch ｱｳﾌ adv. 〜も、〜もまた                                          「副詞句」 

bei ﾊﾞｲ prep（3 格と）〜の中にまじって、〜のそばで              「副詞句」 

den Menschen ﾃﾞﾝ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m.3 格 人間たち             「目的語」 

einsam«, ｱｲﾝｻﾞｰﾑ adj. 孤独な                                             「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

die Schlange. ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾗﾝｹﾞ n.f ヘビが                                      「主語」 

 

王子さまは、しばらくヘビを見つめていた。 

Der kleine Prinz sah sie lange an.     「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」「動詞句」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

sah ...an. ｻﾞｰ...ｱﾝ 3 単過(an|sehen)v.t 見つめた                          「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron（Schlange の代用）ヘビを                                  「目的語」 

lange ﾗﾝｹﾞ adv. 長く                                                     「副詞」 

 

「君は奇妙な動物だね」と、ついに王子様が言った。「指みたいに細くて．．．」 

»Du bist ein drolliges Tier«, sagte er schließlich, »dünn wie ein Finger...« 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」「副詞」,《「補語」》 

»Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

ein drolliges ｱｲﾝ･ﾄﾞﾛﾘｹﾞｽ adj.n.1 格 奇妙な                       「形容詞句」 

Tier«, ﾃｨｰｱ n.n.1 格 動物                                                 「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

schließlich, ｼｭﾘｰｽﾘﾋ adv. ついに                                          「副詞」 

»dünn ﾃﾞｭﾝ adj. 細い                                                    「補語」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                        「副詞句」 
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ein Finger...« ｱｲﾝ･ﾌｨﾝｶﾞｰ n.m 指                          「目的語」 

 

「だけど、おれは王様の指より強いぜ」と、ヘビが言った。 

»Aber ich bin mächtiger als der Finger eines Königs«, sagte die Schlange. 

《Aber「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron おれは                                                     「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

mächtiger ﾒﾋﾁｶﾞｰ adj.（比較級）より強力な                                「補語」 

als ｱﾙｽ conj.（比較）〜よりも                                      「副詞句」 

der Finger ﾃﾞｱ･ﾌｨﾝｶﾞｰ n.m.1 格 指                           「目的語」 

eines Königs«, ｱｲﾈｽ･ｹｰﾆﾋｽ n.m.2 格 王様の           「形容詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

die Schlange. ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾗﾝｹﾞ n.f ヘビが                                      「主語」 

 

王子さまは思わず微笑んでしまった。 

Der kleine Prinz musste lächeln.                                 「主語」「動詞句」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

musste lächeln. ﾑｽﾃ･ﾚｯﾋｪﾙﾝ 3 単過･衝動(müssen+不定詞) 

   v.i 思わず微笑んだ                                                  「動詞句」 

 

「それほど強くないね．．．手足さえないし．．．旅行さえできないだろう．．．」 

»Du bist nicht sehr mächtig ... Du hast nicht einmal Füße ... Du kannst nicht einmal 

reisen ...« 《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」》 

»Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

bist nicht ﾋﾞｽﾄ･ﾆﾋﾄ 2 単現･否定(sein)v.i 〜でない                           「動詞」 

sehr mächtig ... ｾﾞｰｱ･ﾒﾋﾁﾋ adj.（否定文で）それほど強い〜ない              「補語」 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

hast nicht ﾊｽﾄ･ﾆﾋﾄ 2 単現･否定(haben)〜がない                           「動詞句」 

einmal Füße ... ｱｲﾝﾏｰﾙ･ﾌｭｰｾ pl.n.m 手足さえ〜ない                       「目的語」 

   nicht einmal 「〜さえ．．．ない」 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

kannst nicht einmal reisen ...« ｶﾝｽﾄ･ﾆﾋﾄ･ｱｲﾝﾏｰﾙ･ﾗｲｾﾞﾝ 2 単現･可能(können+不定詞) 

   v.i 旅行さえできない                                                「動詞句」 
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「船よりも、君を遠くへ運ぶことができるぜ」と、ヘビが言った。 

»Ich kann Dich weiter bringen als ein Schiff«, sagte die Schlange.  

《「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」「動詞句」「副詞句」》,「動詞」「主語」 

»Ich ｲｯﾋ pron おれは                                                    「主語」 

kann ...bringen ｶﾝ...ﾌﾞﾘﾝｹﾞﾝ 1 単現･可能(können+不定詞)v.t 運べる        「動詞句」 

Dich ﾃﾞｨｯﾋ pron.4 格 君を                                             「目的語」 

weiter ｳﾞｧｲﾀｰ adv.（比較級）もっと遠くへ                                「副詞」 

als ein Schiff«, ｱﾙｽ･ｱｲﾝ･ｼｯﾌ adv.（比較）船よりも                        「副詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

die Schlange. ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾗﾝｹﾞ n.f ヘビが                                      「主語」 

 

ヘビは、金の腕輪のように王子様のくるぶしの周りに巻き付いた。 

Sie rollte sich um den Knöchel des kleinen Prinzen wie ein goldenes Armband. 

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Sie ｼﾞｰ pron.f（Schlange の代用）ヘビは                                  「主語」 

rollte sich ﾛﾙﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 rollen)v.pr 巻き付いた                  「動詞句」 

um ｳﾑ prep（4 格と）〜の周りに                                        「副詞句」 

den Knöchel ﾃﾞﾝ･ｸﾉｯﾋｪﾙ n.m.4 格 くるぶし、足首の隆起部分        「目的語」 

des kleinen Prinzen ﾃﾞｽ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m.2 格 王子様の 「形容詞句」 

wie ｳﾞｨｰ conj.（比較）〜のように                                       「副詞句」 

ein goldenes Armband. ｱｲﾝ･ｺﾞﾙﾃﾞﾈｽ･ｱﾙﾑﾊﾞﾝﾄ n.n.1 格 金の腕輪     「目的語」 

 

「俺が誰かに触れると、その人がいた大地に返すことができる」と、ヘビがさらに言った。 

»Wen ich berühre, den gebe ich der Erde zurück, aus der er hervorgegangen ist«, sagte 

sie noch.  

《「目的語」「主語」「動詞」, 「目的語」「動詞句」「主語」「副詞句」「動詞」「動詞句」》, 

「動詞」「主語」「副詞」 

»Wen ｳﾞｪﾝ pron.4 格 誰かを                                            「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 俺が                                                       「主語」 

berühre, ﾍﾞﾘｭｰﾚ 1 単現(berühren)v.t 触れる                                「動詞」 

den ﾃﾞﾝ pron.4 格 その人を                                             「目的語」 

gebe ...zurück, ｹﾞｰﾍﾞ...ﾂﾘｭｯｸ 1 単現(zurück|geben)v.t 返す                  「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                       「主語」 

der Erde ﾃﾞｱ･ｴｰｱﾃﾞ n.f.3 格 大地に                                      「副詞句」 

aus der ｱｳｽ･ﾃﾞｱ adv. そこから〜するところへ                     「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼が                                           「主語」 
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hervorgegangen ist«, ﾍｱﾌｫｰｱｹﾞｶﾞﾝｹﾞﾝ･ｲｽﾄ 3 単現･完了形(hervor|gehen) 

   v.i 出てきた                                            「動詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.f（Schlange の代用）ヘビは                                  「主語」 

noch. ﾉｯﾎ adv.（追加を示して）さらに                                     「副詞」 
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「だけど、君は純粋だし、星から来たんだ．．．」 

»Aber Du bist rein, du kommst von einem Stern...« 

《Aber「主語」「動詞」「補語」,「主語」「動詞」「副詞句」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

rein, ﾗｲﾝ adj. 純粋な                                                     「補語」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

kommst ｺﾑｽﾄ 2 単現(kommen)v.i 来た                                     「動詞」 

von einem Stern...« ﾌｫﾝ･ｱｲﾈﾑ･ｼｭﾃｱﾝ adv. 星から                          「副詞句」 

 

王子さまは、何も答えなかった。 

Der keine Prinz antwortete nichts.                        「主語」「動詞」「目的語」 

Der keine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾚｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.t 答えた                          「動詞」 

nichts. ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                            「目的語」 

 

「君が花崗岩の地球にいるなんて、僕はとても残念に思う。君はとてもか弱いのだから」 

»Du tust mir leid auf dieser Erde aus Granit, du, der du so schwach bist.  

《「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」「副詞句」,「主語」》 

»Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

tust ﾄｩｰｽﾄ 2 単現(tun)v.t する                                            「動詞」 

mir ﾐｰｰｱ pron 私にとって                                          「間接目的語」 

leid ﾗｲﾄ adj.（人にとって）悔やまれる、うんざりした                       「補語」 

auf dieser Erde ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ｴｱﾃﾞ adv. この地球に                        「副詞句」 

aus Granit, ｱｳｽ･ｸﾞﾗﾆｰﾄ adv.（材料）花崗岩でできた               「副詞句」 

du, ﾄﾞｩ pron 君が                                                       「主語」 

der ﾃﾞｱ pron（同格）〜である                                  「形容詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                          「主語」 

so schwach ｿﾞｰ･ｼｭｳﾞｧｯﾊ adj. とてもか弱い                   「補語」 

bist. ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                           「動詞」 

 

「いつか君がたまらなく自分の惑星が恋しくなったら、君を助けてあげられるよ。俺は、で

きるんだ」 

Ich kann dir eines Tages helfen, wenn Du dich zu sehr nach Deinem Planeten sehnst. 

Ich kann ...«《「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」「動詞句」,「副詞節」┃「主語」「動詞」》 
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Ich ｲｯﾋ pron おれは                                                     「主語」 

kann ...helfen, ｶﾝ...ﾍﾙﾌｪﾝ 1 単現･可能(können+不定詞) 

   v.i 助けることができる                                              「動詞句」 

dir ﾃﾞｨｰｱ pron.3 格 君を                                           「間接目的語」 

eines Tages ｱｲﾈｽ･ﾀｰｹﾞｽ adv. いつか                                     「副詞句」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君が                                               「主語」 

dich ...sehnst. ﾃﾞｨｯﾋ...ｾﾞｰﾝｽﾄ 2 単現(sehen) 

v.pr(sich-4 nach et-3 何-3 を) あこがれる、切望する            「動詞句」 

zu sehr ﾂｰ･ｾﾞｰｱ adv. あまりにも                                「副詞句」 

nach Deinem Planeten ﾅｰﾊ･ﾀﾞｲﾈﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ 

 n.m.3 格 自分の惑星を                                   「間接目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron おれは                                                     「主語」 

kann ...« ｶﾝ [助]1 単現(können)v. できる                                   「動詞」 

 

「ああ、よく分かったよ」と、王子様が言った。「だけど、どうしていつも謎めいた言い方

をするの？」 

»Oh, ich habe sehr gut verstanden« sagte der kleine Prinz, »aber warum sprichst Du 

immer in Rätseln?« 《「感嘆」,「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」》,「動詞」「主語」, 

《aber「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」》 

»Oh, ｵｰ int. ああ                                                        「感嘆」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...verstanden« ﾊｰﾍﾞ...ﾌｪｱｼｭﾀﾝﾃﾞﾝ 1 単現･完了形(verstehen)v.t 分かった「動詞句」 

sehr gut ｾﾞｰｱ･ｸﾞｰﾄ adv. とてもよく                                     「副詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

»aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

warum ｳﾞｧﾙﾑ adv. どうして                                              「副詞」 

sprichst ｼｭﾌﾟﾘﾋｽﾄ 2 単現(sprechen)v.i 話す、言う                           「動詞」 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

immer ｲﾏｰ adv. いつも、常に                                             「副詞」 

in Rätseln?« ｲﾝ･ﾚｰﾂｪﾙﾝ adv. 謎めかして                                  「副詞句」 

 

「俺がすべての謎を解く」と、ヘビが言った。それから、彼らは黙り込んだ。 

»Ich löse sie alle«, sagte die Schlange. Und sie schwiegen. 

《「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」┃Und「主語」「動詞」 
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»Ich ｲｯﾋ pron 俺は                                                      「主語」 

löse ﾚｰｾﾞ 1 単現(lösen)v.t（問題を）解く、解決する                         「動詞」 

sie alle«, ｼﾞｰ･ｱﾚ pron（Rätsel の代用）謎をすべて                        「目的語」 

   sie ｼﾞｰ pron（3 人称複数・性の区別なしで 1 格・4 格）それら（を） 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

die Schlange. ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾗﾝｹﾞ n.f ヘビが                                      「主語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

schwiegen. ｼｭｳﾞｨｰｹﾞﾝ 3 複過(schweigen)v.i 黙り込んだ                      「動詞」 

 

XVIII 

 

王子さまは砂漠を横断したが、花弁が 3 枚の全くみすぼらしい花にしか出会わなかった。 

Der kleine Prinz durchquerte die Wüste und begegnete nur einer Blume mit drei 

Blütenblättern, einer ganz armseligen Blume... 

「主語」「動詞」「目的語」und「動詞」「間接目的語」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

durchquerte ﾄﾞｩﾙﾋｸｳﾞｪｱﾃ 3 単過(durchqueren)v.t 横断した                  「動詞」 

die Wüste ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｭｰｽﾃ n.f 砂漠を                                       「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

begegnete ﾍﾞｹﾞｰｸﾞﾈﾃ 3 単過(begegnen)v.i（j-3 に）出会った                 「動詞」 

nur einer Blume ﾇｰｱ･ｱｲﾅｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.3 格 花にしか〜ない              「間接目的語」 

mit ﾐｯﾄ adv.（様態）〜のある                                「副詞句」 

drei Blütenblättern, ﾄﾞﾗｲ･ﾌﾞﾘｭｰﾃﾝ･ﾌﾞﾚｯﾀｰﾝ 

 pl.n.n.3 格 3 枚の花びら                            「目的語」 

   Blüten ﾌﾞﾘｭｰﾃﾝ pl.n.f(Blüte) 花 Blättern ﾌﾞﾚｯﾀｰﾝ pl.n.n(Blatt).3 格 葉 

einer ganz armseligen ｱｲﾅｰ･ｶﾞﾝﾂ･ｱﾙﾑｾﾞｰﾘｹﾞﾝ 

 adj.f.3 格 まったくみすぼらしい                          「形容詞句」 

Blume... ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.3 格 花に                     「間接目的語」 
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「こんにちは」と、王子様が言った。 

»Guten Tag«, sagte der kleine Prinz.                      《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

»Guten Tag«, ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

 

「こんにちは」と、花が言った。 

»Guten Tag«, sagte die Blume.                           《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

»Guten Tag«, sagte  

»Guten Tag«, ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

die Blume. ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f 花が                                           「主語」 

 

「人間たちはどこにいますか？」と、王子さまは丁寧に尋ねた。 

»Wo sind die Menschen?« fragte höflich der kleine Prinz. 

《「副詞」「動詞」「主語」》,「動詞」「副詞」「主語」 

»Wo ｳﾞｫｰ adv. どこに                                                    「副詞」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現･存在(sein)v.i 〜にいる                                    「動詞」 

die Menschen?« ﾃﾞｨｰ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m(Mensch) 人間たちは                     「主語」 
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fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                      「動詞」 

höflich ﾍｰﾌﾘﾋ adv. 丁寧に、礼儀正しく                                     「副詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

 

花は、ある日、キャラバンが通り過ぎていくのを見たことがあった。 

Die Blume hatte eines Tages eine Karawane vorüberziehen sehen. 

「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「補語」「動詞句」 

Die Blume ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f 花は                                           「主語」 

hatte ...sehen. ﾊｯﾃ...ｾﾞｰｴﾝ 3 単過･完了形･知覚動詞(sehen) 

   v.t 見たことがあった                                                「動詞句」 

   知覚動詞が完了形で、不定詞の後に置かれる場合は、不定詞のままになる 

eines Tages ｱｲﾈｽ･ﾀｰｹﾞｽ adv. ある日のこと                               「副詞句」 

eine Karawane ｱｲﾈ･ｶﾗｳﾞｧｰﾈ n.f.4 格（砂漠を旅する）隊商、キャラバン     「目的語」 

vorüberziehen ﾌｫﾘｭｰﾊﾞｰ･ﾁｰｴﾝ 不定詞･Karawane の動作(vorüber+ziehen) 

v.i 通り過ぎていく                                                    「補語」 

   vorüber ﾌｫﾘｭｰﾊﾞｰ adv. 通り過ぎて ziehen ﾁｰｴﾝ v.i 移動する、行進する 

 

「人間たち？6 人か 7 人はいると思います」 

»Die Menschen? Es gibt, glaube ich, sechs oder sieben.  

《「主語」┃「動詞句」「動詞」「主語」「主語」》 

»Die Menschen? ﾃﾞｨｰ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m(Mensch) 人間たちは                    「主語」 

Es gibt, ｴｽ･ｷﾞｰﾌﾟﾄ 3 単現･非人称 v.i いる                                「動詞句」 

glaube ｸﾞﾗｳﾍﾞ 1 単現(glauben)v.t 思う                                     「動詞」 

ich, ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

sechs oder sieben. ｾﾞｯｸｽ･ｵｰﾀﾞｰ･ｼﾞｰﾍﾞﾝ pron.pl 6 人か 7 人                   「主語」 

 

「何年も前に、彼らを見ました。でもどこで彼らを見つけられるかは分かりません」 

Ich habe sie vor Jahren gesehen. Aber man weiß nie, wo sie zu finden sind.  

《「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」┃Aber「主語」「動詞句」「目的語」》 

Ich ｲｯﾋ pron 私は                                                       「主語」 

habe ...gesehen. ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞｾﾞｰｴﾝ 1 単現･完了形(sehen)v.t 見た               「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らを                                                 「目的語」 

vor Jahren ﾌｫｰｱ･ﾔｰﾚﾝ adv. 何年も前に                                   「副詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

man ﾏﾝ pron（否定文で）誰も                                            「主語」 

weiß nie, ｳﾞｧｲｽ･ﾆｰ 3 単現･否定(wissen)v.t 分からない                     「動詞句」 
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wo ｳﾞｫｰ adv. どこで〜するかということを                               「目的語」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らが                                            「主語」 

zu finden sind. ﾂｰ･ﾌｨﾝﾃﾞﾝ･ｼﾞﾝﾄ zu 不定詞･受動(finden) 

v.t 見つけられる                                             「動詞句」 

 

「風が彼らを吹き飛ばすのです。彼らには根が無いから、とても困っているんです」 

Der Wind verweht sie. Es fehlen ihnen die Wurzeln, das ist sehr übel für sie.« 

《「主語」「動詞」「目的語」┃「動詞句」「間接目的語」「主語」,「主語」「動詞」「補語」》 

Der Wind ﾃﾞｱ･ｳﾞｨﾝﾄ n.m 風が                                            「主語」 

verweht ﾌｪｱｳﾞｪｰﾄ 3 単現(verwehen)v.t 吹き飛ばす                          「動詞」 

sie. ｼﾞｰ pron 彼らを                                                   「目的語」 

Es fehlen ｴｽ･ﾌｪｰﾚﾝ 3 複現(fehlen)v.h 〜が欠けている                      「動詞句」 

ihnen ｲｰﾈﾝ pron 彼らには                                          「間接目的語」 

die Wurzeln, ﾃﾞｨｰ･ｳﾞﾙﾂｪﾙﾝ pl.n.f 根が                                     「主語」 

das ﾀﾞｽ pron そのことが                                                 「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sehr übel ｾﾞｰｱ･ﾕｰﾍﾞﾙ adj. 非常に困った                                    「補語」 

für sie.« ﾌｭｰｱ･ｼﾞｰ adv. 彼らにとって                                「副詞句」 

 

「さようなら」と、王子様が言った。 

»Adieu«, sagte der kleine Prinz.                          《「間投」》,「動詞」「主語」 

»Adieu«, ｱｼﾞﾕｰ int. さようなら                                            「間投」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾚｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

 

「さようなら」と、花が言った。 

»Adieu«, sagte die Blume.                               《「間投」》,「動詞」「主語」 

»Adieu«, ｱｼﾞﾕｰ int. さようなら                                            「間投」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

die Blume. ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f 花が                                           「主語」 

 

XIX 

 

王子さまは、高い山に登った。 

Der kleine Prinz stieg auf einen hohen Berg.           「主語」「動詞」「間接目的語」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 
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stieg ｼｭﾃｨｰｸ 3 単過(steigen)v.i(auf 〜に) 登った                            「動詞」 

auf einen hohen Berg. ｱｳﾌ･ｱｲﾈﾝ･ﾎｰﾍﾝ･ﾍﾞｱｸ adv. 高い山に             「間接目的語」 

   einen hohen ｱｲﾈﾝ･ﾎｰﾍﾝ adj.m(hoch).3 格 高い Berg ﾍﾞｱｸ n.m.3 格 山 

 

彼が知っていた山は、3 つの火山だけだった。それらは膝までしか届かなかった。そして彼

は休火山を腰かけとして使っていた。 

Die einzigen Berge, die er kannte, waren die drei Vulkane, und sie reichten nur bis an 

die Knie, und den erloschenen Vulkan benutze er als Schemel. 

「主語」「動詞」「補語」und「主語」「動詞」「副詞句」 

und「目的語」「動詞」「主語」「副詞句」 

Die einzigen ﾃﾞｨｰ･ｱｲﾝﾂｨｹﾞﾝ adj.pl.m.1 格 ただ一つの             「形容詞句」 

Berge, ﾍﾞｱｹﾞ pl.n.m.1 格 山は                                            「主語」 

die ﾃﾞｨｰ pron（目的語）〜する                                  「形容詞節」 

er ｴｱ pron 彼が                                           「主語」 

kannte, ｶﾝﾃ 3 単過(kennen)v.t 知っていた                   「動詞」 

waren ｳﾞｧﾚﾝ 3 複過(sein)v.i 〜 だった                                     「動詞」 

die drei Vulkane, ﾃﾞｨｰ･ﾄﾞﾗｲ･ｳﾞﾙｶｰﾈ pl.n.m.1 格 3 個の火山                  「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

sie ｼﾞｰ pron.pl それらは                                                 「主語」 

reichten ﾗｲﾋﾃﾝ 3 複過(reichen)v.i 達した                                   「動詞」 

nur bis ﾇｰｱ･ﾋﾞｽ prep 〜までしか                                        「副詞句」 

an die Knie, ｱﾝ･ﾃﾞｨｰ･ｸﾆｰ adv. 膝に                           「間接目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

den erloschenen ﾃﾞﾝ･ｴｱﾛｼｪﾈﾝ adj.m.4 格 消えた                 「形容詞句」 

Vulkan ﾌﾞﾙｶﾝ n.m.4.格 火山を                                          「目的語」 

benutze ﾍﾞﾇﾂﾃ 3 単過(benutzen)v.t 使っていた                             「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

als Schemel. ｱﾙｽ･ｼｪｰﾒﾙ adv. 腰かけとして                               「副詞句」 

 

このように高い山からならば、1 度で惑星全体とすべての人間を見ることができるだろう、

と彼は思った。 

Von einem Berg so hoch wie der da, sagte er sich, werde ich mit einem mal den ganzen 

Planeten und alle Menschen sehen...  

「副詞句」,「動詞句」「主語」,「動詞句」「主語」「副詞句」「目的語」「動詞句」 

Von einem Berg ﾌｫﾝ･ｱｲﾈﾑ･ﾍﾞｱｸ adv.（条件）この山からならば             「副詞句」 

so hoch ｿﾞｰ･ﾎｰﾎ adj. これほど高い                            「形容詞句」 
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wie der da, ｳﾞｨｰ･ﾃﾞｱ･ﾀﾞｰ adv. そのような              「副詞句」 

sagte ...sich, ｻﾞｰｸﾃ...ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich sagen)v.pr 思った                   「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

werde ...sehen... ｳﾞｪｱﾃﾞ...ｾﾞｰｴﾝ 1 単未･推量(werden+不定詞)v.t 見えるだろう「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

mit einem mal ﾐｯﾄ･ｱｲﾈﾑ･ﾏﾙ adv. 1 度で                                  「副詞句」 

den ganzen Planeten ﾃﾞﾝ･ｶﾞﾝﾂｪﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ n.m.4 格 惑星全体を            「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

alle Menschen ｱﾚ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m.4 格 すべての人間を                      「目的語」 

 

しかし、針のように鋭い尖った岩の他には何も見えなかった。 

Aber er sah nichts als Felsenspitzen, scharf wie Nadeln. 

Aber「主語」「動詞」「目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

sah ｻﾞｰ 3 単過(sehen)v.t 見た                                            「動詞」 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                            「目的語」 

als Felsenspitzen, ｱﾙｽ･ﾌｪﾙｾﾞﾝ･ｼｭﾋﾟｯﾂｪﾝ adv. 尖った岩以外は       「副詞句」 

   Felsen ﾌｪﾙｾﾞﾝ n.m 岩 spitz ｼｭﾋﾟｯﾂ adj. 尖った、鋭い 

scharf ｼｬｰﾌ adj. 鋭い                                    「形容詞」 

wie Nadeln. ｳﾞｨｰ･ﾅｰﾃﾞﾙﾝ adv. 針のように          「副詞句」 

 

「こんにちは」と、彼は誰かが居るだろうと思って言った。 

»Guten Tag«, sagte er aufs Geratewohl.          《「挨拶」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

»Guten Tag«, ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

aufs Geratewohl. ｱｳﾌｽ･ｹﾞﾗｰﾃｳﾞｫｰﾙ adv.（様態）あてずっぽうに            「副詞句」 

 

「こんにちは．．．こんにちは．．．こんにちは．．．」と、こだまが答えた。 

»Guten Tag... Guten Tag... Guten Tag...«, antwortete das Echo. 

《「挨拶」, 「挨拶」, 「挨拶」》,「動詞」「主語」 

»Guten Tag... ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

Guten Tag... ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

Guten Tag...«, ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                  「挨拶」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞゎﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 
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das Echo. ﾀﾞｽ･ｴｯﾋｮ n.n こだまが                                          「主語」 

 

「きみは誰なの？」と、王子様が言った。 

»Wer bist Du?«, sagte der kleine Prinz.     《「補語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」 

»Wer ｳﾞｪｱ pron 誰                                                       「補語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

Du?«, ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                    「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

 

「君は誰なの？．．．君は誰なの？．．．君は誰なの？．．．」と、こだまが答えた。 

»Wer bist Du... Wer bist Du... Wer bist Du...?«, antwortete das Echo. 

《「質問」, 「質問」, 「質問」》,「動詞」「主語」 

»Wer bist Du... ｳﾞｪｱ･ﾋﾞｽﾄ･ﾄﾞｩｰ adv. 君は誰なの？                          「質問」 

Wer bist Du... ｳﾞｪｱ･ﾋﾞｽﾄ･ﾄﾞｩｰ adv. 君は誰なの？                           「質問」 

Wer bist Du...?«, ｳﾞｪｱ･ﾋﾞｽﾄ･ﾄﾞｩｰ adv. 君は誰なの？                         「質問」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞゎﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

das Echo. ﾀﾞｽ･ｴｯﾋｮ n.n こだまが                                          「主語」 

 

「僕の友達になってよ。僕は独りぼっちなんだ」と、彼が言った。 

»Seid meine Freunde, ich bin allein«, sagte er. 

《「動詞」「補語」,「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

»Seid ｻﾞｲﾄ 命・2 複現(sein)v.i 〜になってください                          「動詞」 

meine Freunde, ﾏｲﾈ･ﾌﾛｲﾝﾃﾞ pl.n.m.1 格 僕の友達                           「補語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

allein«, ｱﾗｲﾝ adj. 孤独な                                                 「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er. ｴｱ pron 彼が                                                         「主語」 
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「僕は独りぼっち．．．独りぼっち．．．独りぼっち．．．」と、こだまが答えた。 

»Ich bin allein... allein... allein...«, antwortete das Echo. 

《「応答」, 「応答」, 「応答」》,「動詞」「主語」 

»Ich bin allein... ｲｯﾋ･ﾋﾞﾝ･ｱﾗｲﾝ adv. 僕は独りぼっち                         「応答」 

allein... ｱﾗｲﾝ adv. 独りぼっち                                             「応答」 

allein...« ｱﾗｲﾝ adv. 独りぼっち                                            「応答」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞゎﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

das Echo. ﾀﾞｽ･ｴｯﾋｮ n.n こだまが                                          「主語」 

 

《奇妙な惑星だな！》と、彼は思った。 

Was für ein merkwürdiger Planet! dachte er da.    〔「主語」〕,「動詞」「主語」「副詞」 

Was für ein merkwürdiger ｳﾞｧｽ･ﾌｭｰｱ･ｱｲﾝ･ﾒｱｸｳﾞﾙﾃﾞｨｶﾞｰ adj. 奇妙な「形容詞句」 
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Planet! ﾌﾟﾗﾈｰﾄ n.m 惑星                                                 「主語」 

dachte ﾀﾞﾊﾃ 3 単過(denken)v.i 思った                                      「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

da. ﾀﾞｰ adv. そこで                                                      「副詞」 

 

《まったく干からびて、いたるところが尖っていて、塩辛い。》 

Er ist ganz trocken, voller Spitzen und ganz salzig.          《「主語」「動詞」「補語」》 

Er ｴｱ pron.m（Planet の代用）それは                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ganz trocken, ｶﾞﾝﾂ･ﾄﾛｯｹﾝ adj. まったく干からびた                          「補語」 

voller Spitzen ﾌｫﾗｰ･ｼｭﾋﾟｯﾂｪﾝ pl.n.f(Spitze).2 格 全体が尖った先端            「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ganz salzig. ｶﾞﾝﾂ･ｻﾞﾙﾂｨﾋ adj. まったく塩辛い                              「補語」 

 

《それに人間には想像力が欠けている。》 

Und den Menschen fehlt es an Phantasie.《Und「間接目的語」「動詞句」「間接目的語」》 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

den Menschen ﾃﾞﾝ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m.3 格 人間には                       「間接目的語」 

fehlt es ﾌｪｰﾙﾄ･ｴｽ 非人称･3 単現(fehlen) 

v.i(es fehlt j-3 an et-3 人-3 に何-3 が) 欠けている                       「動詞句」 

an Phantasie. ｱﾝ･ﾌｧﾝﾀｼﾞｰ adv.(Fantasie) 想像力が                    「間接目的語」 

 

「彼らは、人が彼らに言ったことを繰り返すだけだ。」 

Sie wiederholen, was man ihnen sagt...                  《「主語」「動詞」「目的語」》 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

wiederholen, ｳﾞｨｰﾀﾞｰﾎｰﾚﾝ 3 複現 v.t 繰り返す                              「動詞」 

was ｳﾞｧｽ pron 〜するものを                                            「目的語」 

man ﾏﾝ pron 人が                                                「主語」 

ihnen ｲｰﾈﾝ pron.pl.3 格 彼らに                              「間接目的語」 

sagt... ｻﾞｰｸﾄ 3 単現(sagen)v.t 言う                                 「動詞」 

 

「僕の星では、僕は 1 輪の花を持っていた。彼女はいつも先に話しかけてくれたものだ。」 

Zu Hause hatte ich eine Blume: Sie sprach immer zuerst... 

《「副詞句」「動詞」「主語」「目的語」：「主語」「動詞」「副詞句」》 

Zu Hause ﾂｰ･ﾊｳｾﾞ adv.（場所）僕のところでは                           「副詞句」 

hatte ﾊｯﾃ 1 単過(haben)v.t 持っていた                                     「動詞」 
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ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

eine Blume: ｱｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f 1 輪の花を                                    「目的語」 

Sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                                     「主語」 

sprach ｼｭﾌﾟﾗｰﾊ 3 単過･習慣(sprechen)v.i 話した                            「動詞」 

immer ｲﾏｰ adv. いつも                                                   「副詞」 

zuerst... ﾂｴｱｰｽﾄ adv. 最初に、先に                                        「副詞」 

 

XX 

 

しかし、王子様が砂地と岩場と雪の上を長い間歩いた後で、ついに王子さまは 1 つの道を

見つけることになった。 

Aber nachdem der kleine Prinz lange über den Sand, die Felsen und den Schnee 

gewandert war, geschah es, dass er endlich eine Straße entdeckte.  

Aber「副詞節」,「動詞句」「主語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

nachdem ﾅｰﾊﾃﾞｰﾑ conj. 〜したあとで                                    「副詞節」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                      「主語」 

lange ﾗﾝｹﾞ adv. 長く、長い間                                      「副詞」 

über ﾕｰﾊﾞｰ prep（3 格または 4 格と）〜の上で                     「副詞句」 

den Sand, ﾃﾞﾝ･ｻﾞﾝﾄ n.m.4 格 砂地                         「目的語」 

die Felsen ﾃﾞｨｰ･ﾌｪﾙｾﾝ pl.n.m.4 格 岩                      「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

den Schnee ﾃﾞﾝ･ｼｭﾈｰ n.m.4 格 雪                         「目的語」 

gewandert war, ｹﾞｳﾞｧﾝﾀﾞｰﾄ･ｳﾞｧｰﾙ 3 単過･完了形(wandern) 

v.i 歩き回った                                               「動詞句」 

geschah es, ｹﾞｼｬｰ･ｴｽ 3 単過･非人称(geschehen)v.i 起こった               「動詞句」 

   es geschah, dass... 「〜ということが起きた、〜することになった」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということが                                            「主語」 

er ｴｱ pron 彼は                                                   「主語」 

endlich ｴﾝﾄﾘｯﾋ adv. ついに                                         「副詞」 

eine Straße ｱｲﾈ･ｼｭﾄﾗｰｾ n.f 1 つの道を                             「目的語」 

entdeckte. ｴﾝﾄﾃﾞｯｸﾃ 3 単過(entdecken)v.t 見つけた、発見した         「動詞」 
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そして道というものは、人間たちに通じている。 

Und die Straßen führen zu Menschen.             Und「主語」「動詞」「間接目的語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

die Straßen ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾄﾗｰｾﾝ pl.n.f 道というものは                            「主語」 

führen ﾌｭｰﾚﾝ 3 複現 v.i(zu et-3 〜に) 通じている                           「動詞」 

zu Menschen. ﾂｰ･ﾒﾝｼｪﾝ adv.(Mensch) 人間たちへ                     「間接目的語」 

通じる ：（道が） 

〜につながっている、〜に導いていく 

 

「こんにちは」と、王子さまは言った。 

»Guten Tag«, sagte er.                                  《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

»Guten Tag«, ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er. ｴｱ pron 王子さまは                                                   「主語」 

 

そこは、花盛りのバラ園だった。 

Da war ein blühender Rosengarten.                          「主語」「動詞」「補語」 

Da ﾀﾞｰ adv. そこは                                                      「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

ein blühender ｱｲﾝ･ﾌﾞﾘｭｰｴﾝﾀﾞｰ adj.m.1 格 花盛りの                「形容詞句」 

Rosengarten. ﾛｰｾﾞﾝｶﾞﾙﾃﾝ n.m.1 格 バラ園                                  「補語」 

   Rosengarten → Rosen ﾛｰｾﾞﾝ pl.n.f バラの garten ｶﾞﾙﾃﾝ n.m 庭 
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「こんにちは」と、バラたちが言った。 

»Guten Tag«, sagten die Rosen.                          《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

»Guten Tag«, ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

sagten ｻﾞｰｸﾃﾝ 3 複過(sagen)v.t 言った                                     「動詞」 

die Rosen. ﾃﾞｨｰ･ﾛｰｾﾞﾝ pl.n.f(Rose) バラたちが                              「主語」 

 

王子さまはそれらをじっと見つめた。彼らはみんな王子様の花に似ていた。 

Der kleine Prinz sah sie an. Sie glichen alle seiner Blume. 

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「主語」「間接目的語」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ pron 王子さまは                          「主語」 

sah ...an. ｻﾞｰ...ｱﾝ 3 単過(an|sehen)v.t じっと見つめた                    「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.f.pl それらを                                              「目的語」 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

glichen ｸﾞﾘﾋｪﾝ 3 複過(gleichen)v.i(et-3 に) 非常に似ていた                  「動詞」 

alle ｱﾚ pron みんな                                                      「主語」 

seiner Blume. ｻﾞｲﾅｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.3 格 彼の花に                         「間接目的語」 

 

「君たちは誰なの？」と、王子さまはひどく驚いて尋ねた。 

»Wer seid ihr?« fragte er sie höchst erstaunt. 

《「補語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」「目的語」「副詞句」 

»Wer ｳﾞｪｰｱ pron 誰？                                                    「補語」 

seid ｻﾞｲﾄ 2 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

ihr?« ｲｰｱ pron/pl.1 格 君たちは                                           「主語」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                      「動詞」 

er ｴｱ pron 王子さまは                                                   「主語」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らに                                                 「目的語」 

höchst erstaunt. ﾍｰﾋｽﾄ･ｴｱｼｭﾀｳﾝﾄ adv. ひどく驚いて                       「副詞句」 

 

「私たちはバラの花よ」と、バラの花たちが言った。 

»Wir sind Rosen«, sagten die Rosen.        《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

»Wir ｳﾞｨｰｱ pron 私たちは                                                「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 1 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

Rosen«, ﾛｰｾﾞﾝ pl.n.f(Rose) バラの花                                       「補語」 

sagten ｻﾞｰｸﾃﾝ 3 複過(sagen)v.t 言った                                     「動詞」 

die Rosen. ﾃﾞｨｰ･ﾛｰｾﾞﾝ pl.n.f バラの花たちが                               「主語」 
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「ああ！」と、王子様が言った。 

»Ach!« sagte der kleine Prinz...                          《「感嘆」》,「動詞」「主語」 

»Ach!« ｱｯﾊ int. ああ！                                                   「感嘆」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz... ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                           「主語」 

 

そして彼は自分がとても不幸だと感じた。 

Und er fühlte sich sehr unglücklich.                   Und「主語」「動詞句」「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

fühlte sich ﾌｭｰﾙﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 fühlen)v.pr（自分を）〜だと感じた   「動詞句」 

sehr unglücklich. ｾﾞｰｱ･ｳﾝｸﾞﾘｭｯｸﾘﾋ adj. とても不幸な                       「補語」 

 

彼の花は、自分はこの世の中でその種で唯一の花であると、彼に言っていた。 

Seine Blume hatte ihm erzählt, dass sie auf der ganzen Welt einzig in ihrer Art sei.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」 

Seine Blume ｻﾞｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f 彼の花は                                     「主語」 

hatte ...erzählt, ﾊｯﾃ...ｴｱﾂｪｰﾙﾄ 3 単過･完了形(erzählen)v.t 語っていた       「動詞句」 

ihm ｲｰﾑ pron 彼に                                                 「間接目的語」 

dass ﾀﾞｽ conj, 〜ということを                                      「直接目的語」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女は                                          「主語」 

auf der ganzen Welt ｱｳﾌ･ﾃﾞｱ･ｶﾞﾝﾂｪﾝ･ｳﾞｪﾙﾄ adv. 全世界の中で  「副詞句」 

einzig ｱｲﾝﾂｨﾋ adj. 唯一の                                      「補語」 

in ihrer Art ｲﾝ･ｲｰﾗｰ･ｱｰﾙﾄ adv. その種の中で             「副詞句」 

sei. ｻﾞｲ 接・3 単現(sein)v.i 〜である                            「動詞」 

  「唯一」は主観を含むので、接続法を用いる 

 

だけど、ほら、そこに、たった一つの庭にまったく同じ 5000 本のバラがあったじゃないか！ 

Und siehe!, da waren fünftausend davon, alle gleich, in einem einzigen Garten! 

Und「動詞」┃「副詞」「動詞」「主語」 

Und ｳﾝﾄ conj. だけど 

siehe!, ｼﾞｰﾍ 命・2 単現(sehen)v.t ごらん                                   「動詞」 

da ﾀﾞｰ adv. そこに                                                       「副詞」 

waren ｳﾞｧﾚﾝ 3 複過(sein)v.i 〜があった                                    「動詞」 

fünftausend davon, ﾌｭﾝﾌ･ﾀｳｾﾞﾝﾄ･ﾀﾞｳﾞｫﾝ pron 5000 本のバラが               「主語」 

alle gleich, ｱﾚ･ｸﾞﾗｲﾋ adj. まったく同じ                           「形容詞句」 
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in einem einzigen Garten! ｲﾝ･ｱｲﾈﾑ･ｱｲﾝﾂｨｹﾞﾝ･ｶﾞﾙﾃﾝ 

 adv. たった一つの庭に                                 「副詞句」 

 

《これを見たら、僕の花はとてもばつの悪い思いをするだろうな》と、王子さまは思った。 

Sie wäre sehr böse, wenn sie das sähe, sagte er sich...  

「主語」「動詞」「補語」,「副詞節」,「動詞句」「主語」 

Sie ｼﾞｰ pron 僕の花は                                                   「主語」 

wäre ｳﾞｪｰﾚ 接 II･3 単現･推量(sein)v.i 〜だろう                             「動詞」 

sehr böse, ｾﾞｰｱ･ﾍﾞｰｾﾞ adj. とても悪い → とてもばつの悪い                 「補語」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜すると                                              「副詞節」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女が                                              「主語」 

das ﾀﾞｽ pron これを                                            「目的語」 

sähe, ｾﾞｰﾍ 接 II･3 単現･仮定(sehen)v.t 見たとする                  「動詞」 

sagte ...sich... ｻﾞｰｸﾃ...ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 sagen)v.pr 思った                「動詞句」 

er ｴｱ pron 王子さまは                                                   「主語」 

 

彼女は大きな咳をするだろう、そして、馬鹿にされるのを免れるために、死んだふりをする

だろうな。 

Sie würde fürchterlich husten und so tun, als stürbe sie, um der Lächerlichkeit zu 

entgehen.   「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」und so「動詞句」「副詞節」,「副詞句」 

Sie ｼﾞｰ pron.f 彼女は                                                    「主語」 

würde ...husten ｳﾞｭﾙﾃﾞ...ﾌｰｽﾃﾝ 接 II･3 単現･推量(werden+不定詞) 

   v.i 咳をするだろう                                                  「動詞句」 

fürchterlich ﾌｭﾙﾋﾀｰﾘﾋ adv. すごい、大きな                                 「副詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

so ｿﾞｰ conj. それから 

tun, ﾄｩｰﾝ 接 II･3 単現･推量(werden+不定詞)v.i ふりをするだろう          「動詞句」 

   tun ﾄｩｰﾝ v.i 振る舞う、ふりをする 

als+接続法 ｱﾙｽ conj. あたかも〜であるかのように                        「副詞節」 

stürbe ｼｭﾄｩﾙﾍﾞ 接 II･3 単現(sterben)v.i 死んでいる                  「動詞」 

sie, ｼﾞｰ pron 彼女は                                             「主語」 

zu 不定句･目的 adv. 〜するために                                       「副詞句」 

um der Lächerlichkeit ｳﾑ･ﾃﾞｱ･ﾚﾋｬｰﾘﾋｶｲﾄ adv. バカバカしさ    「間接目的語」 

zu entgehen. ﾂｰ･ｴﾝﾄｹﾞｰｴﾝ zu 不定詞 v.i 免れる                    「動詞句」 
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そして僕は彼女の世話をするふりをしなければならないだろう、さもないと、僕も恥じ入ら

せるために、彼女を死なせてしまうことになるだろうから．．． 

Und ich müßte wohl so tun, als pflegte ich sie, denn sonst ließe ich sie wirklich sterben, 

um auch mich zu beschämen... 

Und「主語」「動詞句」「副詞句」,denn「副詞」「動詞」「主語」「目的語」「補語」「副詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

müßte ...tun, ﾑｽﾃ...ﾄｩｰﾝ 接 II･1 単現･推量(müssen+不定詞) 

   v.i ふりをしなければならないだろう                                  「動詞句」 

wohl so ｳﾞｫｰﾙ･ｿﾞｰ adv. 全くそのように                                  「副詞句」 

als+接続法 ｱﾙｽ conj. あたかも〜であるかのように                        「副詞節」 

pflegte ﾌﾟﾌﾚｰｸﾃ 接 II･1 単現(pflegen)v.t 介護している               「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                「主語」 

sie, ｼﾞｰ pron 彼女を                                            「目的語」 

denn ﾃﾞﾝ conj. なぜならば 

sonst ｿﾞﾝｽﾄ adv. さもないと                                              「副詞」 

ließe ﾘｰｾ 接 II･1単現･使役･推量(lassen)v.t(SVO+不定詞 Oに) 〜をさせるだろう「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

sie ｼﾞｰ pron.f 彼女に                                                  「目的語」 

wirklich ｳﾞｨﾙｸﾘｯﾋ adv. 本当に                                       「副詞」 

sterben, ｼｭﾃｱﾍﾞﾝ 不定詞･sie の動作 v.i 死ぬ                                「補語」 

zu 不定詞･目的 adv. 〜するために                                       「副詞句」 

um auch mich ｳﾑ･ｱｳﾌ･ﾐｯﾋ adv. 僕も                             「目的語」 

zu beschämen... ﾂｰ･ﾍﾞｼｪｰﾒﾝ zu 不定詞 v.t 恥じ入らせる            「動詞句」 

 

それから彼はさらに思った：僕は唯一無二の花のおかげで豊かなのだと思っていた。だけど、

僕は普通のバラにすぎない 1 本の花をもっているだけなんだ。 

Dann sagte er sich noch: Ich glaubte, ich sei reich durch eine einzigartige Blume, und 

ich besitze nur eine gewöhnliche Rose.  

「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」： 

「主語」「動詞」「目的語」und「主語」「動詞」「目的語」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

sagte ...sich ｻﾞｰｸﾃ...ｽﾞｨｯﾋ 3 単過･再帰動詞(sich-4 sagen)v.pr 思った        「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

noch: ﾉｯﾎ adv.（追加）さらに                                             「副詞」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 
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glaubte, ｸﾞﾗｳﾌﾟﾃ 1 単過(glauben)v.t 思っていた                             「動詞」 

n. 〜ということを                                                      「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                 「主語」 

sei ｻﾞｲ 接 I・1 単現(sein)v.i 〜である                               「動詞」 

reich ﾗｲﾋ adj. 豊かな                                              「補語」 

durch ﾄﾞｩﾙﾋ prep（原因）〜のおかげで                            「副詞句」 

eine einzigartige Blume, ｱｲﾈ･ｱｲﾝﾂｨﾋｱｰﾙﾃｨｹﾞ･ﾌﾞﾙｰﾒ 

 n.f 唯一無二の花                                      「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

besitze ﾍﾞｼﾞｯﾂｪ 1 単現(besitzen)v.t 持っている                             「動詞」 

nur ﾇｰｱ adv. 〜でしかない                                       「副詞」 

eine gewöhnliche Rose. ｱｲﾈ･ｹﾞｳﾞｪｰﾝﾘｯﾋｪ･ﾛｰｾ n.f 普通のバラの花          「目的語」 

 

あの花と僕の膝に達する 3 つの火山、その内 1 つは永久に休火山かもしれない、これでは

僕を立派な王子様にすることはできない。 

Sie und meine drei Vulkane, die mir bis ans Knie reichen und von denen einer vielleicht 

für immer verloschen ist, das macht aus mir keinen sehr großen Prinzen...  

「主語」,「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」 

Sie ｼﾞｰ pron.f あの花は                                                  「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

meine drei Vulkane, ﾒｲﾈ･ﾄﾞﾗｲ･ｳﾞﾙｶｰﾈ pl.n.m 僕の 3 つの火山は             「主語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（主語）〜する                                 「形容詞節」 

mir ﾐｰｱ pron 僕の                                 「間接目的語」 

bis ans Knie ﾋﾞｽ･ｱﾝｽ･ｸﾆｰ adv. 膝まで                    「副詞句」 

reichen ﾗｲﾋｪﾝ 3 複現 v.i 達する                            「動詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

von denen einer ﾌｫﾝ･ﾃﾞｰﾈﾝ･ｱｲﾅｰ pron そのうちの一つは    「主語」 

vielleicht ﾌｨﾗｲﾋﾄ adv. ひょっとしたら                    「副詞」 

für immer ﾌｭｰｱ･ｲﾏｰ adv. 永久に                       「副詞句」 

verloschen ﾌｪｱﾛｼｪﾝ adj. 消えた                          「補語」 

ist, ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                         「動詞」 

das ﾀﾞｽ pron このことは                                                 「主語」 

macht ﾏﾊﾄ 3 単現(machen)v.t（様態を示す語句と）〜にする                 「動詞」 

aus mir ｱｳｽ･ﾐｰｱ adv. 僕を                                          「間接目的語」 

keinen sehr großen Prinzen... ｶｲﾈﾝ･ｾﾞｰｱ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ 
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 n.m 立派な王子様に〜ない                                             「補語」 

 

そう言うと、王子さまは草地の上に倒れこんで、泣いた。 

Und er warf sich ins Gras und weinte.    Und「主語」「動詞句」「副詞句」und「動詞」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 王子さまは                                                   「主語」 

warf sich ｳﾞｧｰﾌ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 werfen)v.pr 倒れこんだ               「動詞句」 

ins Gras ｲﾝｽ･ｸﾞﾗｰｽ adv. 草地の上に                                     「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

weinte. ｳﾞｧｲﾝﾃ 3 単過(weinen)v.i 泣いた                                   「動詞」 

 

XXI 

 

この時、キツネが現れた。 

In diesem Augenblick erschien der Fuchs:                  「副詞句」「動詞」「主語」 

In diesem Augenblick ｲﾝ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾑ･ｱｳｹﾞﾝﾌﾞﾘｯｸ adv. この時                 「副詞句」 

erschien ｴｱｼｰﾝ 3 単過(erscheinen)v.i 現れた                                「動詞」 

der Fuchs: ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 

 

「こんにちは」と、キツネが言った。 

»Guten Tag«, sagte der Fuchs.                           《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

»Guten Tag«, ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs. ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 

 

「こんにちは」と、王子さまは丁寧に答えて振り返ったが、何も見えなかった。 

»Guten Tag«, antwortete höflich der kleine Prinz, der sich umdrehte, aber nichts sah. 

《「挨拶」》,「動詞」「副詞」「主語」,「主語」「動詞句」,aber「目的語」「動詞」 

»Guten Tag«, ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

höflich ﾍｰﾌﾘﾋ adv. 丁寧に                                                 「副詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

der ﾃﾞｱ pron.m 彼は                                                     「主語」 

sich umdrehte, ｽﾞｨｯﾋ･ｳﾑ･ﾄﾞﾚｰﾃ 3 単過(sich-4 um|frehen)v.pr 振り返った   「動詞句」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                             「目的語」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXI 

  331 / 483 

sah. ｻﾞｰ 3 単過(sehen)v.t 見えた                                          「動詞」 

 

「ここにいるよ」と、声が言った。「リンゴの木下だよ」 

»Ich bin da«, sagte die Stimme, »unter dem Apfelbaum...« 

《「主語」「動詞」「副詞」》,「動詞」「主語」,《「副詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron ぼくは                                                    「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現･存在(sein)v.i 〜にいる                                      「動詞」 

da«, ﾀﾞｰ adv. ここに                                                     「副詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

die Stimme, ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｨﾒ n.f 声が                                          「主語」 

»unter ｳﾝﾀｰ prep 〜の下に                                             「副詞句」 

dem Apfelbaum...« ﾃﾞｰﾑ･ｱﾌﾟﾌｪﾙﾊﾞｳﾑ n.m.3 格 リンゴの木の        「目的語」 

 

「君は誰なの？」と、王子さまは言った。「君はとても可愛いね」 

»Wer bist du?« sagte der kleine Prinz. »Du bist sehr hübsch...« 

《「補語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

»Wer ｳﾞｪｰｱ pron 誰                                                      「補語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

du?« ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                     「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

»Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

sehr hübsch...« ｾﾞｰｱ･ﾋｭﾌﾟｼｭ adj. とても可愛らしい                         「補語」 

 

「ぼくはキツネだよ」と、キツネが言った。 

»Ich bin ein Fuchs«, sagte der Fuchs.      《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

»Ich ｲｯﾋ pron ぼくは                                                    「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                          「動詞」 

ein Fuchs«, ｱｲﾝ･ﾌｸｽ n.m.1 格 キツネ                                      「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs. ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 
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「来て、一緒に遊ぼうよ」と、王子さまは彼に提案した。「僕はこんなに悲しいんだよ」 

»Komm und spiel mit mir«, schlug ihm der kleine Prinz vor. »Ich bin so traurig...« 

《「動詞」und「動詞」「副詞句」》, 

「動詞句」「間接目的語」「主語」「動詞句」,《「主語」「動詞」「補語」》 

»Komm ｺﾑ 命・2 単現(kommen)v.i 来て！                                  「動詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

spiel ｼｭﾋﾟｰﾙ 命・2 単現(spielen)v.i 遊ぶ！                                  「動詞」 

mit mir«, ﾐｯﾄ･ﾐｰｱ adv. 僕と一緒に                                      「副詞句」 

schlug ...vor. ｼｭﾙｰｸ...ﾌｫｰ 3 単過(vor|schlagen)v.t 提案した                 「動詞句」 

ihm ｲｰﾑ pron 彼に                                                 「間接目的語」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

so traurig...« ｿﾞｰ･ﾄﾗｳﾘﾋ adj. こんなに悲しい                               「補語」 

 

「君とは遊べない」と、キツネが言った。「まだ飼いならされていないから」 

»Ich kann nicht mit dir spielen«, sagte der Fuchs. »Ich bin noch nicht gezähmt!« 

《「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」》,「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

kann nicht ...spielen«, ｶﾝ･ﾆﾋﾄ...ｼｭﾋﾟｰﾚﾝ 1 単現･可能･否定(können+不定詞) 
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   v.i(mit と) 遊べない                                                 「動詞句」 

mit dir ﾐｯﾄ･ﾃﾞｨｱ adv. 君と                                         「間接目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs. ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

bin ...nicht gezähmt!« ﾋﾞﾝ...ﾆﾋﾄ･ｹﾞﾂｪｰﾑﾄ 1 単現･状態受動･否定(zähmen) 

   v.t 飼いならされていない                                            「動詞句」 

noch ﾉｯﾎ adv. まだ                                                      「副詞」 

 

「ああ、ごめんね」と、王子様が言った。 

»Ah, Verzeihung!« sagte der kleine Prinz.          《「感嘆」「応答」》,「動詞」「主語」 

»Ah, ｱｰ int. ああ                                                        「感嘆」 

Verzeihung!« ﾌｪｱﾂｧｲｳﾝｸﾞ n.f ごめんね、赦し                               「応答」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                            「主語」 

 

しかし少し考えてから、王子さまは付け加えた： 

Aber nach einiger Überlegung fügte er hinzu: 

Aber「副詞句」「動詞句」「主語」「動詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

nach ﾅｰﾊ prep（時間）〜のあとで                                       「副詞句」 

einiger Überlegung ｱｲﾆｶﾞｰ･ﾕｰﾊﾞｰﾚｰｸﾞﾝｸﾞ n.f 少しの考慮           「目的語」 

   einige ｱｲﾆｹﾞ pron（不定）いくらかの Überlegung ﾕｰﾊﾞｰﾚｰｸﾞﾝｸﾞ n.f 考慮 

fügte ...hinzu: ﾌｭｰｸﾃ...ﾋﾝﾂｰ 3 単過(hinzu|fügen)v.t 付け加えた             「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

 

「『飼いならす』って、どういう意味なの？」 

»Was bedeutet das: 'zähmen'?«                           《「目的語」「動詞」「主語」》 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                   「目的語」 

bedeutet ﾍﾞﾄﾞｲﾃｯﾄ 3 単現(bedeuten)v.t 意味する                            「動詞」 

das: 'zähmen'?« ﾀﾞｽ･ﾂｪｰﾒﾝ n.n ‘飼いならす’という言葉は                 「主語」 

 

「君はここの出身じゃないね」と、キツネが言った。「何を探しているの？」 

»Du bist nicht von hier, sagte der Fuchs, »was suchst du?« 

《「主語」「動詞句」「補語」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞」「主語」》 

»Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 
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bist nicht ﾋﾞｽﾄ･ﾆﾋﾄ 2 単現･否定(sein)v.i 〜でない                         「動詞句」 

von hier, ﾌｫﾝ･ﾋｰｱ adv.（出身）ここから                                    「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs, ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 

»was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                   「目的語」 

suchst ｽﾞｰﾌｽﾄ 2 単現(suchen)v.t 探している                                「動詞」 

du?« ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                     「主語」 

 

「人間たちを探しているんだ」と、王子様が言った。「『飼いならす』って、どういう意味？」 

»Ich suche die Menschen«, sagte der kleine Prinz. »Was bedeutet 'zähmen'?« 

《「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞」「主語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

suche ｽﾞｰﾍ 1 単現(suchen)v.t 探している                                  「動詞」 

die Menschen«, ﾃﾞｨｰ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m 人間を                               「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                            「主語」 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                  「目的語」 

bedeutet ﾍﾞﾄﾞｲﾃｯﾄ 3 単現(bedeuten)v.t 意味する                           「動詞」 

'zähmen'?« ﾂｪｰﾒﾝ 不定詞 n. 『飼いならす』は                              「主語」 

 

「人間たちか」と、キツネが言った。「彼らは鉄砲を持っていて、獣を撃ち殺すんだ。それ

はとても厄介だ。彼らは鶏も飼っているんだ。これは彼らの唯一のいいところだ。君は鶏を

探すの？」 

»Die Menschen«, sagte der Fuchs, »die haben Gewehre und schießen. Das ist sehr lästig. 

Sie ziehen auch Hühner auf. Das ist ihr einziges Interesse. Du suchst Hühner?« 

《「確認」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「目的語」und「動詞」 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

»Die Menschen«, ﾃﾞｨｰ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m 人間たちか                            「確認」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs, ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 

»die ﾃﾞｨｰ pron.pl 彼らは                                                 「主語」 

haben ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現 v.t 持っている                                         「動詞」 

Gewehre ｹﾞｳﾞｪｰﾚ pl.n.m 銃、鉄砲を                                    「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

schießen. ｼｰｾﾝ 3 複現 v.t（獣を）撃ち殺す                                  「動詞」 
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Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sehr lästig. ｾﾞｰｱ･ﾚｽﾃｨﾋ adj. 非常に厄介な                                  「補語」 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

ziehen ...auf. ﾂｨｰｴﾝ...ｱｳﾌ 3 複現(auf|ziehen)v.t（動物を）飼っている        「動詞句」 

auch ｱｳﾌ adv. 〜もまた                                           「副詞」 

Hühner ﾋｭｰﾅｰ pl.n.n(Huhn) 鶏（食用の鳥）                             「目的語」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ihr einziges Interesse. ｲｰｱ･ｱｲﾝﾂｨｹﾞｽ･ｲﾝﾃﾚｯｾ n.n 彼らの唯一の好きなところ   「補語」 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

suchst ｽﾞｰﾌｽﾄ 2 単現(suchen)v.t 探す                                      「動詞」 

Hühner?« ﾋｭｰﾅｰ pl.n.n(Huhn) 鶏（食用の鳥）                            「目的語」 

 

「いや、探さないよ」と、王子様が言った。「僕は友達を探しているんだ。『飼いならす』っ

てどういう意味なの？」 

»Nein«, sagte der kleine Prinz, »ich suche Freunde. Was heißt 'zähmen'?« 

《「応答」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「目的語」┃「補語」「動詞」「主語」》 

»Nein«, ﾅｲﾝ adv.（否定）いや、探さないよ                                 「応答」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

»ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

suche ｽﾞｰﾍ 1 単現(suchen)v.t 探している                                   「動詞」 

Freunde. ﾌﾛｲﾝﾃﾞ pl.n.m 友達を                                         「目的語」 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                    「補語」 

heißt ﾊｲｽﾄ 3 単現(heißen)v.i（bedeuten と同義）（〜の）意味である          「動詞」 

'zähmen'?« ﾂｪｰﾒﾝ 不定詞 n. 『飼いならす』は                              「主語」 

 

「それは忘れられてしまった事だよ」と、キツネが言った。「それは『絆を作る』という意

味だよ」 

»Das ist eine in Vergessenheit geratene Sache«, sagte der Fuchs. »Es bedeutet: sich 

'vertraut machen'.« 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」：「目的語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

eine ｱｲﾈ art. 1 つの                                「形容詞」 
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in Vergessenheit ｲﾝ･ﾌｪｱｹﾞｽﾝﾊｲﾄ adv. 忘れられたように       「副詞句」 

geratene ｹﾞﾗｰﾃ 過去分詞(geraten)adj. 陥った                       「形容詞」 

Sache«, ｻﾞｯﾍ n.f 事                                                      「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs. ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 

»Es ｴｽ pron それは                                                      「主語」 

bedeutet: ﾍﾞﾄﾞｲﾃｯﾄ 3 単現(bedeuten)v.t 意味する                           「動詞」 

sich ... machen'.« ｽﾞｨｯﾋ...ﾏﾍﾝ 不定詞･再帰動詞 

n.（状態が）〜になること、〜に向かう                                「目的語」 

'vertraut ﾌｪｱﾄﾗｳﾄ adj. 親しい                                      「補語」 

   → 親しくなることに向かう → 絆を作る 

 

「絆を作る？」 

»Vertraut machen?«                                         《「目的語」「動詞句」》 

»Vertraut ﾌｪｱﾄﾗｳﾄ n.n 親しい関係を、絆を                               「目的語」 

machen?« ﾏﾍﾝ 不定詞 n. 作ること                                         「主語」 

 

「そうだよ」と、キツネが言った。 

»Gewiß«, sagte der Fuchs.                               《「応答」》,「動詞」「主語」 

»Gewiß«, ｹﾞｳﾞｨｽ adv. 確かな、その通り                                   「応答」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs. »ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 

 

「君はまだ僕にとっては、10 万人の少年に全くよく似た 1 人の少年にすぎない」 

»Du bist für mich noch nichts als ein kleiner Knabe, der hunderttausend kleinen Knaben 

völlig gleicht.                                   《「主語」「動詞」「副詞句」「補語」》 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

für mich ﾌｭｰｱ･ﾐｯﾋ adv. 僕にとって                                      「副詞句」 

noch ﾉｯﾎ adv. まだ                                                      「副詞」 

nichts als ein kleiner Knabe, ﾆﾋﾂ･ｱﾙｽ･ｱｲﾝ･ｸﾗｲﾅｰ･ｸﾅｰﾍﾞ 

 n.m.1 格 まさに 1 人の少年                                             「補語」 

der ﾃﾞｱ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

hunderttausend kleinen Knaben ﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾀｳｾﾞﾝﾄ･ｸﾗｲﾈﾝ･ｸﾅｰﾍﾞﾝ 

   pl.n.m.3 格 10 万人の少年に                        「間接目的語」 

völlig ﾌｫｰﾘﾋ adv. まったく、完全に                          「副詞」 
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gleicht. ｸﾞﾗｲﾋﾄ 3 単現(gleichen)v.i(j-3 に) よく似ている        「動詞」 

 

「僕は君を必要としていないし、君も同様に僕を必要としていない」 

Ich brauche dich nicht, und du brauchst mich ebenso wenig.  

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」,und「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

brauche ...nicht, ﾌﾞﾗｳﾍ...ﾆﾋﾄ 1 単現･否定(brauchen)v.t 必要としていない    「動詞句」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron.4 格 君を                                              「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

brauchst ...ebenso wenig. ﾌﾞﾗｳﾌｽﾄ...ｴｰｳﾞｪﾝｿﾞｰ･ｳﾞｪｰﾆｯﾋ 2 単現･否定(brauchen) 

v.t 同様に必要としていない                                          「動詞句」 

mich ﾐｯﾋ pron.4 格 僕を                                                「目的語」 

 

「僕は君にとっては、10 万匹のキツネによく似ている 1 匹のキツネにすぎない」 

Ich bin für dich nur ein Fuchs, der hunderttausend Füchsen gleicht.  

《「主語」「動詞」「副詞句」「補語」》 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

für dich ﾌｭｰｱ･ﾃﾞｨｯﾋ adv. 君にとって                                     「副詞句」 

nur ein Fuchs, ﾇｰｱ･ｱｲﾝ･ﾌｸｽ n.m 1 匹のキツネにすぎない                    「補語」 

der ﾃﾞｱ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

hunderttausend Füchsen ﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾀｳｾﾞﾝﾄ･ﾌｭｸｾﾝ 

 pl.n.m.3 格 10 万匹のキツネに                     「間接目的語」 

gleicht. ｸﾞﾗｲﾋﾄ 3 単現(gleichen)v.i(j-3 に) よく似ている       「動詞」 

 

「しかし、君が僕を飼いならすと、僕たちはお互いを必要とするようになるだろう」 

Aber wenn du mich zähmst, werden wir einander brauchen.  

《Aber「副詞節」,「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」》 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜すると                                              「副詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                                「主語」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                            「目的語」 

zähmst, ﾂｪｰﾑｽﾄ 2 単現(zähmen)v.t 飼いならす                      「動詞」 

werden ...brauchen. ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ...ﾌﾞﾗｳﾍﾝ 1 複未･推量(werden+不定詞) 

   v.t 必要とするだろう                                                「動詞句」 
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wir ｳﾞｨｰｱ pron 僕たちは                                                 「主語」 

einander ｱｲﾅﾝﾀﾞｰ pron お互いを                                        「目的語」 

 

君は僕にとってこの世で唯一の存在になるだろう。 

Du wirst für mich einzig sein in der Welt.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「補語」「動詞句」「補語」 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

wirst ...sein ｳﾞｨﾙｽﾄ...ｻﾞｲﾝ 2 単未･推量(werden+不定詞)v.i 〜になるだろう   「動詞句」 

für mich ﾌｭｰｱ･ﾐｯﾋ adv. 僕にとって                                  「間接目的語」 

einzig ｱｲﾝﾂｨﾋ adj. 唯一の                                                 「補語」 

in der Welt. ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｳﾞｪﾙﾄ adv. この世で                            「副詞句」 

 

僕は君にとってこの世で唯一の存在になるだろう。 

Ich werde für dich einzig sein in der Welt...« 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「補語」「動詞句」「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は「主語」 

werde ...sein ｳﾞｪｱﾃﾞ...ｻﾞｲﾝ 1 単未･推量(werden+不定詞)v.i 〜になるだろう  「動詞句」 

für dich ﾌｭｰｱ･ﾃﾞｨｯﾋ adv. 君にとって「間接目的語」 

einzig ｱｲﾝﾂｨﾋ adj. 唯一の                                                 「補語」 

in der Welt...« ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｳﾞｪﾙﾄ adv. この世で                          「副詞句」 

 

「分かり始めてきたよ」、と王子様が言った。「1 輪の花があってね．．．それが僕を飼いなら

した、と思うんだ」 

»Ich beginne zu verstehen«, sagte der kleine Prinz. »Es gibt eine Blume... ich glaube, sie 

hat mich gezähmt...« 

《「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」, 

《「動詞句」「主語」┃「動詞句」「主語」,「主語」「動詞」「目的語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

beginne zu verstehen«, ﾍﾞｷﾞﾈ･ﾂｰ･ﾌｪｱｼｭﾃｰｴﾝ 1 単現･開始(beginnen zu+不定詞) 

   v.t 分かり始めてきた                                                「動詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                            「主語」 

»Es gibt ｴｽ･ｷﾞｰﾌﾟﾄ 3 単現･非人称･存在(geben)v.h 〜がある                「動詞句」 

eine Blume... ｱｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f 1 輪の花が                                    「主語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

glaube, ｸﾞﾗｳﾍﾞ 1 単現(glauben)v.t 〜と思う                                「動詞」 
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sie ｼﾞｰ pron 彼女が〜したということを                                 「目的語」 

hat ...gezähmt...« ﾊｯﾄ...ｹﾞﾂｪｰﾑﾄ 3 単現･完了形(zähmen) 

v.t 飼いならした                                            「動詞句」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                           「目的語」 

 

「それはありうることだ」と、キツネが言った。「地球上では、人はあらゆることに出会う

のだ」 

»Das ist möglich«, sagte der Fuchs. »Man trifft auf der Erde alle möglichen Dinge...« 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                   「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

möglich«, ﾒｰｸﾘﾋ adj.（可能性として）ありうる                             「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs. ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 

»Man ﾏﾝ pron 人間は                                                    「主語」 

trifft ﾄﾘﾌﾄ 3 単現(trefen)v.t 出会う                                        「動詞」 

auf der Erde ｱｳﾌ･ﾃﾞｱ･ｴｱﾃﾞ adv. 地球上では                              「副詞句」 

alle möglichen Dinge...« ｱﾚ･ﾒｰｸﾘﾋｪﾝ･ﾃﾞｨﾝｹﾞ pron あらゆる可能なことに    「目的語」 

 

「ああ、それは地球上のことではないんだ」と、王子さまは言った。 

»Oh, das ist nicht auf der Erde«, sagte der kleine Prinz. 

《「間投」,「主語」「動詞句」「補語」》,「動詞」「主語」 

»Oh, ｵｰ int. ああ                                                        「間投」 

das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

ist nicht ｲｽﾄ･ﾆﾋﾄ 3 単現･否定(sein)v.i 〜でない                           「動詞句」 

auf der Erde«, ｱｳﾌ･ﾃﾞｱ･ｴｰｱﾃﾞ adv. 地球上の話                              「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

 

キツネはとても興奮したように見えた。 

Der Fuchs schien sehr aufgeregt:                            「主語」「動詞」「補語」 

Der Fuchs ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネは                                         「主語」 

schien ｼｰﾝ 3 単過(scheinen)v.i 〜のように見えた                           「動詞」 

sehr aufgeregt: ｾﾞｰｱ･ｱｳﾌｹﾞﾚｰｸﾄ adj. とても興奮した                        「補語」 
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「他の惑星でのことだって？」 

»Auf einem anderen Planeten?«                                           「確認」 

»Auf einem anderen Planeten?« ｱｳﾌ･ｱｲﾈﾑ･ｱﾝﾃﾞﾚﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ 

   adv. 他の惑星でのことだって？                                         「確認」 

 

「そうだよ」 

»Ja.«                                                                    「応答」 

»Ja.« ﾔｰ adv.（肯定）そうだよ                                            「応答」 

 

「その惑星に、狩人はいるの？」 

»Gibt es Jäger auf diesem Planeten?«                  《「動詞句」「主語」「副詞句」》 

»Gibt es ｷﾞｰﾌﾟﾄ･ｴｽ 3 単現･非人称･疑問文･存在(es gibt j-4 / et-4) 

v.h 〜がいるの？                                                    「動詞句」 

Jäger ｲｪｰｶﾞｰ n.m 狩人が                                                 「主語」 

auf diesem Planeten?« ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. その惑星に              「副詞句」 

 

「いないよ」 

»Nein.«                                                                《「応答」》 

»Nein.« ﾅｲﾝ adv.（否定）いないよ                                         「応答」 

 

「それは魅力的だね！それじゃあ、鶏はいるの？」 

»Das ist interessant! Und Hühner?«          《「主語」「動詞」「補語」┃Und「主語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

interessant! ｲﾝﾃﾚｻﾝﾄ adj. 興味を引く、魅力的な                            「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. それじゃあ 

Hühner?« ﾋｭｰﾅｰ pl.n.n(Huhn) 鶏は                                        「主語」 

 

「いないよ」 

»Nein.«                                                                《「応答」》 

»Nein.« ﾅｲﾝ adv.（否定）いないよ                                         「応答」 

 

「何も完ぺきではないね！」と、キツネはため息をついた。 

»Nichts ist vollkommen!« seufzte der Fuchs.《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

»Nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                             「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 
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vollkommen!« ﾌｫﾙｺﾒﾝ adj. 完璧な                                         「補語」 

seufzte ｿﾞｲﾌﾂﾃ 3 単過(seufzen)v.i ため息をついた                           「動詞」 

der Fuchs. ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネは                                         「主語」 

 

しかしキツネは自分の考えに戻った。 

Aber der Fuchs kam auf seinen Gedanken zurück: 

Aber「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

der Fuchs ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネは                                         「主語」 

kam ...zurück: ｶｰﾑ...ﾂﾘｭｯｸ 3 単過(zurück|kommen)v.i 戻った              「動詞句」 

auf seinen Gedanken ｱｳﾌ･ｻﾞｲﾈﾝ･ｹﾞﾀﾞﾝｹﾝ adv. 自分の考えに           「間接目的語」 

 

「僕の生活は単調なんだ。僕が鶏を追いかけると、人間たちは僕を追いかけるんだ」 

»Mein Leben ist eintönig. Ich jage Hühner, die Menschen jagen mich.  

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」,「主語」「動詞」「目的語」》 

»Mein Leben ﾏｲﾝ･ﾚｰﾍﾞﾝ n.n 僕の生活は、生命、生涯                        「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

eintönig. ｱｲﾝﾃｰﾆｯﾋ adj. 単調な、退屈な                                    「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

jage ﾔｰｹﾞ 1 単現(jegen)v.t 狩猟する、追いかける                            「動詞」 

Hühner, ﾋｭｰﾅｰ pl.n.n(Huhn) 鶏を                                       「目的語」 

die Menschen ﾃﾞｨｰ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m 人間たちが                               「主語」 

jagen ﾔｰｹﾞﾝ 3 複現(jegen)v.t 狩猟する、追いかける                         「動詞」 

mich. ﾐｯﾋ pron 僕を                                                   「目的語」 

 

「すべての鶏は互いによく似ているし、すべての人間も互いによく似ている。」 

Alle Hühner gleichen einander, und alle Menschen gleichen einander.  

《「主語」「動詞」「間接目的語」und「主語」「動詞」「間接目的語」》 

Alle Hühner ｱﾚ･ﾋｭｰﾅｰ pl.n.n(Huhn) すべての鶏は                          「主語」 

gleichen ｸﾞﾗｲﾋｪﾝ 3 複現 v.i 非常によく似ている                            「動詞」 

einander, ｱｲﾅﾝﾀﾞｰ pron 互いに                                     「間接目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

alle Menschen ｱﾚ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m(Mensch) すべての人間は                   「主語」 

gleichen ｸﾞﾗｲﾋｪﾝ 3 複現 v.i 非常によく似ている                            「動詞」 

einander. ｱｲﾅﾝﾀﾞｰ pron 互いに                                     「間接目的語」 
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「だから少しうんざりしているんだ」 

Ich langweile mich also ein wenig.                     《「主語」「動詞句」「副詞句」》 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

langweile mich ﾗﾝｸﾞｳﾞｧｲﾚ･ﾐｯﾋ 1 単現･再帰動詞(sich-4 langweilen) 

   v.pr 退屈している、うんざりしている                                 「動詞句」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. だから                                                   「副詞」 

ein wenig. ｱｲﾝ･ｳﾞｪｰﾆｯﾋ adv. 少し                                       「副詞句」 

 

「だけど、君が僕を飼いならしたら、僕の生活は陽が当たったようになるだろう」 

Aber wenn du mich zähmst, wird mein Leben wie durchsonnt sein.  

《Aber「副詞節」,「動詞句」「主語」「補語」》 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜すると                                              「副詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                                「主語」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                            「目的語」 

zähmst, ﾂｪｰﾑｽﾄ 2 単現(zähmen)v.t 飼いならす                      「動詞」 

wird ...sein. ｳﾞｨﾙﾄ...ｻﾞｲﾝ 3 単未(wewrden+不定詞)v.i 〜になるだろう       「動詞句」 

mein Leben ﾏｲﾝ･ﾚｰﾍﾞﾝ n.n.1 格 僕の生活は                                「主語」 

wie durchsonnt ｳﾞｨｰ･ﾄﾞｩﾙﾋｿﾞﾝﾄ adv. 陽が当たったように                  「補語」 

 

「僕は、他の足音とは異なる君の足音を聞き分けられるようになるだろう」 

Ich werde den Klang deines Schrittes kennen, der sich von allen andern unterscheidet.  

《「主語」「動詞句」「目的語」》 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

werde ...kennen, ｳﾞｪｱﾃﾞ...ｹﾈﾝ 1 単未(wewrden+不定詞) 

v.t 聞き分けるようになるだろう                                      「動詞句」 

kennen ｹﾈﾝ v.t（何-4 を）識別する、見分ける 

den Klang ﾃﾞﾝ･ｸﾗﾝｸﾞ n.m.4 格 音を                                     「目的語」 

deines Schrittes ﾀﾞｲﾈｽ･ｼｭﾘｯﾃｽ adj. 君の歩みの                  「形容詞句」 

der ﾃﾞｱ pron（主語）〜する                                   「形容詞節」 

sich ...unterscheidet. ｽﾞｨｯﾋ...ｳﾝﾀｰｼｬｲﾃﾞｯﾄ 3 単現(sich-4 unterscheiden von et-3) 

   v.pr（何-3 と）異なる                               「動詞句」 

von allen andern ﾌｫﾝ･ｱﾚﾝ･ｱﾝﾀﾞｰﾝ 

 adv. ほかのすべての足音とは                    「間接目的語」 
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「他の足音は僕を地面の下へ追い立てるだろう」 

Die anderen Schritte jagen mich unter die Erde.  

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」》 

Die anderen Schritte ﾃﾞｨｰ･ｱﾝﾃﾞﾚﾝ･ｼｭﾘｯﾃ pl.n.m(Schritt) 他の足音は         「主語」 

jagen ﾔｰｹﾞﾝ 3 複現 v.t 追い立てるだろう                                   「動詞」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                                    「目的語」 

unter die Erde. ｳﾝﾀ･ﾃﾞｨｰ･ｴｰｱﾃﾞ adv. 地面の下へ                          「副詞句」 

 

「君の足音は、音楽のように、僕を穴の外に呼び出すだろう」 

Der deine wird mich wie Musik aus dem Bau locken.  

《「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

Der deine ﾃﾞｱ･ﾀﾞｲﾈ pron.m 君の足音は                                    「主語」 

wird ...locken. ｳﾞｨﾙﾄ...ﾛｯｹﾝ 3 単未(wewrden+不定詞)v.t 呼ぶだろう         「動詞句」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                                    「目的語」 

wie Musik ｳﾞｨｰ･ﾑｼﾞｰｸ adv. 音楽のように                                「副詞句」 

aus dem Bau ｱｳｽ･ﾃﾞｰﾑ･ﾊﾞｳ adv. 穴の中から                              「副詞句」 

 

「そしてそれから、見てごらん！あちらに小麦畑が見えるだろう？」 

Und dann schau! Du siehst da drüben die Weizenfelder?  

《Und「副詞」「動詞」┃「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」》 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

schau! ｼｬｳ 命・2 複現(schauen)v.i 見なさい                                「動詞」 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

siehst ｼﾞｰｽﾄ 2 単現(sehen)v.t 見る                                        「動詞」 

da drüben ﾀﾞｰ･ﾌﾞﾘｭｰﾍﾞﾝ adv. あちらに                                  「副詞句」 

die Weizenfelder? ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｧｲﾂｪﾝ･ﾌｪﾙﾀﾞｰ pl.n.n.4 格（Weizen+Feld）小麦畑 「目的語」 

 

「僕はパンを食べないから、小麦は僕にとって役に立たない」 

Ich esse kein Brot. Für mich ist der Weizen zwecklos.  

《「主語」「動詞」「目的語」┃「間接目的語」「動詞」「主語」「補語」》 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

esse ｴｯｾ 1 単現(essen)v.t 食べる                                          「動詞」 

kein Brot. ｶｲﾝ･ﾌﾞﾛｰﾄ n.n パンを〜ない                                  「目的語」 

Für mich ﾌｭｰｱ･ﾐｯﾋ adv. 僕にとって                                 「間接目的語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 
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der Weizen ｳﾞｧｲﾂｪﾝ n.m 小麦は                                          「主語」 

zwecklos. ﾂｳﾞｪｯｸﾛｰｽ adj. 役に立たない                                    「補語」 

 

「小麦畑は僕に何も思い出させてくれない。それは悲しいことだ」 

Die Weizenfelder erinnern mich an nichts. Und das ist traurig.  

《「主語」「動詞」「間接目的語」「間接目的語」┃Und「主語」「動詞」「補語」》 

Die Weizenfelder ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｧｲﾂｪﾝﾌｪﾙﾀﾞｰ pl.n.n(Weizen+Feld+er) 小麦畑は      「主語」 

erinnern ｴｱｲﾅｰﾝ 3 複現 v.t(j-4 an et-4 人-4 に何-4 を) 思い出させる           「動詞」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕に                                                「間接目的語」 

an nichts. ｱﾝ･ﾆﾋﾂ adv. 何も                                         「間接目的語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

das ﾀﾞｽ pron そのことは                                                 「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

traurig. ﾄﾗｳﾘﾋ adj. 悲しい                                                「補語」 

 

「だけど君は、小麦色の金髪だ」 

Aber du hast weizenblondes Haar.                  《Aber「主語」「動詞」「目的語」》 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

hast ﾊｽﾄ 2 単現(haben)v.t（身体的特徴）をしている                         「動詞」 

weizenblondes Haar. ｳﾞｧｲﾂｪﾝ･ﾌﾞﾛﾝﾃﾞｽ･ﾊｰﾙ n.n 小麦色の金髪              「目的語」 

   weizenblondes ｳﾞｧｲﾂｪﾝ･ﾌﾞﾛﾝﾃﾞｽ → Weizen 小麦+blondes adj.n.4 格 金髪の 

 

「ああ、君が一度僕を飼いならしてくれたら、それは素晴らしいことになるだろう」 

Oh, es wird wunderbar sein, wenn du mich einmal gezähmt hast!  

《「間投」「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」「副詞節」》 

Oh, ｵｰ int. ああ                                                         「間投」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

wird ...sein, ｳﾞｨﾙﾄ...ｻﾞｲﾝ 3 単未･推測(werden+不定詞)v.i 〜になるだろう    「動詞句」 

wunderbar ｳﾞﾝﾀﾞｰﾊﾞｰﾙ adj. 素晴らしい                                    「補語」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜すると                                              「副詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                                「主語」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                            「目的語」 

einmal ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. 一度                                          「副詞」 

gezähmt hast! ｹﾞﾂｪｰﾑﾄ･ﾊｽﾄ 2 単現･完了形(zähmen)v.t 飼いならした 「動詞句」 
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「小麦畑の金色は、僕に君のことを思い出させてくれるだろう」 

Das Gold der Weizenfelder wird mich an dich erinnern.  

《「主語」「動詞句」「間接目的語」「間接目的語」「動詞句」》 

Das Gold ﾀﾞｽ･ｺﾞﾙﾄ n.n その金色は                                        「主語」 

der Weizenfelder ﾃﾞｱ･ｳﾞｧｲﾂｪﾝﾌｪﾙﾀﾞｰ pl.n.n.2 格 小麦畑の          「形容詞句」 

wird ...erinnern. ｳﾞｨﾙﾄ...ｴｱｲﾅｰﾝ 3 単未･推測(werden+不定詞) 

 v.t(j-4 an et-4 人-4 に何-4 を) 思い出させるだろう                      「動詞句」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕に                                                「間接目的語」 

an dich ｱﾝ･ﾃﾞｨｯﾋ adv. 君のことを                                   「間接目的語」 

 

「そうすると、僕は小麦畑の中を通る風のざわめく音が好きになるだろう」 

Und ich werde das Rauschen des Windes im Getreide lieb gewinnen.« 

《Und「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

werde ...lieb gewinnen.« ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾘｰﾌﾟ･ｹﾞｳﾞｨﾈﾝ 1 単未･推測(werden+不定詞) 

   v.t 好きになるだろう                                                「動詞句」 

   j-4 (et-4) lieb gewinnen 人-4（何-4）が好きになる 

das Rauschen ﾀﾞｽ･ﾗｳｼｪﾝ n.m.4 格（風の）ざわめきを                     「目的語」 

des Windes ﾃﾞｽ･ｳﾞｨﾝﾃﾞｽ n.m.2 格 風の                         「形容詞句」 

im Getreide ｲﾑ･ｹﾞﾄﾗｲﾃﾞ adv. 穀物の中の                「副詞句」 

 

キツネは黙り込み、長い間、王子様をじっと見つめた。 

Der Fuchs verstummte und schaute den Prinzen lange an: 

「主語」「動詞」und「動詞句」「目的語」「副詞」「動詞句」 

Der Fuchs ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネは                                         「主語」 

verstummte ﾌｪｱｼｭﾄｩﾑﾃ 3 単過(verstummen)v.i 黙り込んだ                  「動詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

schaute ...an: ｼｬｳﾃ...ｱﾝ 3 単過(an|schauen)v.t じっと見つめた             「動詞句」 

den Prinzen ﾃﾞﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m.4 格 王子様を                             「目的語」 

lange ﾗﾝｹﾞ adv. 長い間、長く                                             「副詞」 

 

「どうか．．．僕を飼いならしておくれよ」と、キツネは言った。 

»Bitte... zähme mich!« sagte er.       《「依頼」．．．「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

»Bitte... ﾋﾞｯﾃ adv. どうか                                                 「依頼」 

zähme ﾂｪｰﾒ 命・2 単現･依頼(zähmen)v.t 飼いならしてちょうだい            「動詞」 
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mich!« ﾐｯﾋ pron ぼくを                                                「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er. ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

 

「僕も、出来ればそうしたいよ」と、王子さまは答えた。「だけど、あまり時間がないんだ。

友達を探さなければならないし、多くのことを知る必要があるんだ」 

»Ich möchte wohl«, antwortete der kleine Prinz, »aber ich habe nicht viel Zeit. Ich muß 

Freunde finden und viele Dinge kennenlernen.« 

《「主語」「動詞」「副詞」》,「動詞」「主語」,《aber「主語」「動詞句」「目的語」 

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」und「目的語」「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

möchte ﾒﾋﾃ 接 II･1 単現･可能性(möchte)[助] 出来るならしたい              「動詞」 

wohl«, ｳﾞｫｰﾙ adv. そのように                                             「副詞」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

 »aber ｱｰﾊﾞｰ conj. だけど 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe nicht ﾊｰﾍﾞ･ﾆﾋﾄ 1 単現･否定(haben)v.t 〜がない                      「動詞句」 

viel Zeit. ﾌｨｰﾙ･ﾂｧｲﾄ n.f（否定文で）あまり時間が                         「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                        「主語」 

muß ...finden ﾑｽ...ﾌｨﾝﾃﾞﾝ 1単現･必要(müssen+不定詞)v.t 探さなければならない「動詞句」 

Freunde ﾌﾛｲﾝﾃﾞ pl.n.m 友達を                                           「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

viele Dinge ﾌｨｰﾚ･ﾃﾞｨﾝｹﾞ pl.n.n.4 格 沢山のことを                          「目的語」 

kennenlernen.« ｹﾈﾝ･ﾚｱﾈﾝ 1 単現･必要(müssen+不定詞)v.t 知らなければならない「動詞句」 

 

「人は、飼いならした物しか知ることはできないんだよ」と、キツネが言った。 

»Man kennt nur die Dinge, die man zähmt«, sagte der Fuchs.  

《「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

»Man ﾏﾝ pron 人間は                                                    「主語」 

kennt ｹﾝﾄ 3 単現(kennen)v.t 知る                                         「動詞」 

nur ﾇｰｱ adv. 〜だけ                                               「副詞」 

die Dinge, ﾃﾞｨｰ･ﾃﾞｨﾝｹﾞ pl.n.n.4 格 物事を                                「目的語」 

die ﾃﾞｨｰ pron（目的語）〜する                                 「形容詞節」 

man ﾏﾝ pron 自分が                                     「主語」 

zähmt«, ﾂｪｰﾑﾄ 3 単現(zähmen)v.t 飼いならす               「動詞」 
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sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs. ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 

 

「もはや人間たちには、何かを知るための時間は無いんだ」 

»Die Menschen haben keine Zeit mehr, irgend etwas kennenzulernen.  

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」》 

»Die Menschen ﾃﾞｨｰ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m 人間たちは                              「主語」 

haben ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現 v.t 〜がある                                           「動詞」 

keine Zeit ｶｲﾈ･ﾂｧｲﾄ n.f 時間が〜ない                                    「目的語」 

mehr, ﾒｰｱ adv.(否定文で) もはや〜ない                                    「副詞」 

zu 不定句･目的 adj. 〜するための                         「形容詞句：Zeit」 

irgend etwas ｲﾙｹﾞﾝﾄ･ｴﾄｳﾞｧｽ pron 何かを            「目的語」 

kennenzulernen. ｹﾈﾝ･ﾂｰ･ﾚｱﾈﾝ zu 不定詞 v.t 知る     「動詞句」 

 

「彼らは、なんでも出来上がった物を店で買う。しかし友達を売る店はないから、もはや

人々は友達を持っていない。」 

Sie kaufen sich alles fertig in den Geschäften. Aber da es keine Kaufläden für Freunde 

gibt, haben die Leute keine Freunde mehr.  

《「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Aber「副詞節」,「動詞」「主語」「目的語」「副詞」》 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

kaufen sich ｶｳﾌｪﾝ･ｽﾞｨｯﾋ 3 複現(sich-4 kaufen)v.pr（自分用に）買う        「動詞句」 

alles ｱﾚｽ pron すべてのものを                                          「目的語」 

fertig ﾌｪｱﾃｨﾋ adj. 出来上がった、完成した                        「形容詞」 

in den Geschäften. ｲﾝ･ﾃﾞﾝ･ｹﾞｼｪﾌﾃﾝ adv. 商店で                           「副詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

da ﾀﾞｰ conj.（理由）〜なので                                           「副詞節」 

es ...gibt, ｴｽ...ｷﾞｰﾌﾟﾄ 3 単現･非人称(es gibt et-4)v.h 〜がある        「動詞句」 

keine Kaufläden ｶｲﾈ･ｶｳﾌﾚｰﾃﾞﾝ pl.n.m(Kauladen).4 格 店が〜ない   「目的語」 

für Freunde ﾌｭｰｱ･ﾌﾛｲﾝﾃﾞ adv. 友達を売るための          「形容詞句」 

haben ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現 v.t 持っている                                         「動詞」 

die Leute ﾃﾞｨｰ･ﾛｲﾃ pl.n. 人々は                                           「主語」 

keine Freunde ｶｲﾈ･ﾌﾛｲﾝﾃﾞ pl.n.m 友達を〜ない                          「目的語」 

mehr. ﾒｰｱ adv.（否定文で）もはや                                         「副詞」 
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「もし友達が欲しいのなら、僕を飼いならしておくれよ！」 

Wenn du einen Freund willst, so zähme mich!«        《「副詞節」,「動詞」「目的語」》 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）もしも〜ならば                                 「副詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                                「主語」 

einen Freund ｱｲﾈﾝ･ﾌﾛｲﾝﾄ n.m 友達を                            「目的語」 

willst, ｳﾞｨﾙｽﾄ 2 単現(wollen)v.t 望む                               「動詞」 

so ｿﾞｰ conj. adv. それなら 

zähme ﾂｪｰﾒ 命・2 単現(zähmen)v.t 飼いならしておくれよ                   「動詞」 

mich!« ﾐｯﾋ pron 僕を                                                  「目的語」 

 

「そのためには、何をしなければいけないの？」と、王子様が言った。 

»Was muss ich da tun?« sagte der kleine Prinz. 

《「目的語」「動詞句」「主語」「副詞」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                   「目的語」 

muss ...tun?« ﾑｽ...ﾄｩｰﾝ 1 単現･必要(müssen+不定詞)v.t しなければならない 「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

da ﾀﾞｰ adv. それなら、そのためには                                       「副詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

 

「非常に忍耐強くなければならない」と、きつねが答えた。 

»Du musst sehr geduldig sein«, antwortete der Fuchs.  

《「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

»Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 

musst ...sein«, ﾑｽﾄ...ｻﾞｲﾝ 2 単現･必要(müssen+不定詞)v.i 〜でなければならない「動詞句」 

sehr geduldig ｾﾞｰｱ･ｹﾞﾄﾞｩﾙﾃﾞｨﾋ adj. 非常に忍耐強い                          「補語」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                           「動詞」 

der Fuchs. ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネは                                          「主語」 

 

「君は、最初草の中に、僕から少しだけ離れて座るんだ」 

»Du setzt dich zuerst ein wenig abseits von mir ins Gras.  

《「主語」「動詞句」「副詞句」》 

»Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

setzt dich ｾﾞｯﾂﾄ･ﾃﾞｨｯﾋ 2 単現(sich-4 setzen)v.pr 座る                     「動詞句」 

zuerst ﾂｴｱｰｽﾄ adv. 最初は                                                「副詞」 

ein wenig abseits ｱｲﾝ･ｳﾞｪｰﾆｯﾋ･ｱｯﾌﾟｻﾞｲﾂ adv. 少しだけ離れて              「副詞句」 
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von mir ﾌｫﾝ･ﾐｰｱ adv. 僕から                                    「副詞句」 

ins Gras. ｲﾝｽ･ｸﾞﾗｰｽ adv. 草の中に                                      「副詞句」 

 

「僕は横目でこんな風にこっそりと君を見る。だけど、君は何も言ってはいけない」 

Ich werde dich so verstohlen, so aus dem Augenwinkel anschauen, und du wirst nichts 

sagen. 

《「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」「動詞句」,und「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

werde ...anschauen, ｳﾞｪｱﾃﾞ...ｱﾝｼｬｳｴﾝ 1 単未･推量(werden+不定詞) 

   v.t 見るだろう                                                      「動詞句」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron 君を                                                  「目的語」 

so verstohlen, ｿﾞｰ･ﾌｪｱｼｭﾄｰﾚﾝ adv. こっそりと                           「副詞句」 

so ｿﾞｰ adv. こんなふうに                                                「副詞」 

aus dem Augenwinkel ｱｳｽ･ﾃﾞｰﾑ･ｱｳｹﾞﾝｳﾞｨﾝｹﾙ adv. 目の片隅から、横目で   「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

wirst ...sagen. ｳﾞｨﾙｽﾄ...ｻﾞｰｹﾞﾝ 2 単未･命令(werden+不定詞)v.t 言うのだ     「動詞句」 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

 

「言葉というものは、誤解のもとになる」 

Die Sprache ist die Quelle der Mißverständnisse.           《「主語」「動詞」「補語」》 

Die Sprache ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾌﾟﾗｰﾍ n.f 言葉は                                      「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

die Quelle ﾃﾞｨｰ･ｸｳﾞｪﾚ n.f 原因、根源                                     「補語」 

der Mißverständnisse. ﾃﾞｱ･ﾐｽﾌｪｱｼｭﾀﾝﾄﾆｯｾ n.n.2 格 誤解の         「形容詞句」 

 

「だけど、毎日少しずつ近くに腰を下ろせるようになる」 

Aber jeden Tag wirst du dich ein bisschen näher setzen können...« 

《Aber「副詞句」「動詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」》 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

jeden Tag ｲｪｰﾃﾞﾝ･ﾀｰｸ adv. 毎日                                         「副詞句」 

wirst ...dich ...setzen können...« ｳﾞｨﾙｽﾄ...ﾃﾞｨｯﾋ...ｾﾞｯﾂｴﾝ･ｹﾈﾝ 2 単現･変化･可能 

   (werden+不定詞 können+sich-4 setzen)v.pr 腰を下ろせるようになる     「動詞句」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

ein bisschen näher ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ･ﾈｰｱｰ adv. 少しだけ近くに                   「副詞句」 

 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXI 

  350 / 483 

翌朝、王子様が戻ってきた。 

Am nächsten Morgen kam der kleine Prinz zurück. 

「副詞句」「動詞句」「主語」「動詞句」 

Am nächsten Morgen ｱﾑ･ﾈｰﾋｽﾃﾝ･ﾓｱｹﾞﾝ adv. 翌朝                         「副詞句」 

kam ...zurück. ｶｰﾑ...ﾂﾘｭｯｸ 3 単過(zurück|kommen)v.i 戻ってきた          「動詞句」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

 

「君が同じ時刻に戻ってきていたら、もっと良かったかもしれないね」 

»Es wäre besser gewesen, du wärst zur selben Stunde wiedergekommen«, sagte der 

Fuchs.                      《「動詞句」「補語」「動詞句」,「主語」》,「動詞」「主語」 

»Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は du wärst zur selben Stunde wiedergekommen） 

wäre ...gewesen, ｳﾞｪｰﾚ...ｹﾞｳﾞｪｰｾﾝ 接 II･3 単現･完了形･推測(sein) 

   v.i 〜だったかもしれない                                            「動詞句」 

besser ﾍﾞｯｻｰ adj.（比較級）もっと良い                                    「補語」 

du ﾄﾞｩ pron 君が〜することは                                            「主語」 

wärst ...wiedergekommen«, ｳﾞｪｰｱｽﾄ...ｳﾞｨｰﾀﾞｰ･ｹﾞ･ｺﾒﾝ 接 II･2 単現･完了形･仮定法 

   (wieder|kommen)v.i 戻ってきていたら                           「動詞句」 

zur selben Stunde ﾂｰｱ･ｾﾞﾙﾍﾞﾝ･ｼｭﾄｩﾝﾃﾞ adv. 同じ時刻に              「副詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs. ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 

 

「君が、例えば 4 時にやって来るとしたら、僕は 3 時にはもう嬉しくなり始めるだろう」 

»Wenn du zum Beispiel um vier Uhr nachmittags kommst, kann ich um drei Uhr 

anfangen, glücklich zu sein.       《「副詞節」,「動詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」》 

»Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）もしも〜ならば                                「副詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                                 「主語」 

zum Beispiel ﾂｰﾑ･ﾊﾞｲｼｭﾋﾟｰﾙ adv. 例えば                          「副詞句」 

um vier Uhr nachmittags ｳﾑ･ﾌｨｰｱ･ｳｰｱ･ﾅｰﾊﾐｯﾀｰｸｽ adv. 午後 4 時に  「副詞句」 

kommst, ｺﾑｽﾄ 2 単現(kommen)v.i やって来る                       「動詞」 

kann ...anfangen, ｶﾝ...ｱﾝﾌｧﾝｹﾞﾝ 1 単現･可能性(können+不定詞 anfangen) 

   v.i（+zu 不定句）〜し始めるだろう                                    「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

um drei Uhr ｳﾑ･ﾄﾞﾗｲ･ｳｰｱ adv. 3 時には                                  「副詞句」 

zu 不定句 〜する                                                       「動詞句」 

glücklich ｸﾞﾘｭｯｸﾘﾋ adj. うれしい                                   「補語」 

zu sein. ﾂｰｻﾞｲﾝ zu 不定詞 v.i 〜になる                            「動詞句」 
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「時間が進むほど、僕はさらに幸せを感ずるようになるだろう」 

Je mehr die Zeit vergeht, um so glücklicher werde ich mich fühlen.  

《Je「副詞」「主語」「動詞」,um so「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」》 

Je ｲｪｰ conj.（je+比較級..., umso+比較級...）〜するほど 

mehr ﾒｰﾔ adv.（比較級）もっと                                           「副詞」 

die Zeit ﾃﾞｨｰ･ﾂｧｲﾄ n.f 時間が                                             「主語」 

vergeht, ﾌｪｱｹﾞｰﾄ 3 単現(vergehen)v.i 経過する、進む                       「動詞」 

um so ｳﾑ･ｿﾞｰ conj. そうするほど 

glücklicher ｸﾞﾘｭｯｸﾘﾋｬｰ adv.（比較級）より幸せに                           「副詞」 

werde ...mich fühlen. ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾐｯﾋ･ﾌｭｰﾚﾝ 1 単未･推測(werden+不定詞 sich-4 fühlen) 

   v.pr 自分を〜のように感ずるだろう                                   「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

 

「4 時には、僕は興奮してきて、心配になってくるだろうな；僕は幸せの代価がどれほど高

くつくかを思い知ることになるだろう」 

Um vier Uhr werde ich mich schon aufregen und beunruhigen; ich werde erfahren, wie 

teuer das Glück ist.  

「副詞句」「動詞句」「主語」「動詞句」und「動詞句」；「主語」「動詞句」「目的語」 

Um vier Uhr ｳﾑ･ﾌｨｰｱ･ｳｰｱ adv. 4 時には                                  「副詞句」 

werde ...mich schon aufregen ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾐｯﾋ･ｼｮｰﾝ･ｱｳﾌﾚｰｹﾞﾝ 1 単未･推測 

(werden+不定詞 sich-4 auf|regen)v.pr 興奮してくるだろう              「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

beunruhigen; ﾍﾞｳﾝﾙｰｲｹﾞﾝ 1 単未･推測(werden+不定詞 sich-4 auf| beunruhigen) 

v.pr 心配になってくるだろう                                         「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

werde erfahren, ｳﾞｪｱﾃﾞ･ｴｱﾌｧｰﾚﾝ 1 単未･推測(werden+不定詞 erfahren) 

   v.t 知ることになるだろう                                            「動詞句」 

wie teuer ｳﾞｨｰ･ﾄｲｱｰ n. どれほど高価な〜ということを                    「目的語」 

das Glück ﾀﾞｽ･ｸﾞﾘｭｯｸ n.n 幸せが                                  「主語」 

ist. ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                    「動詞」 
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「だけど、君が不定期にやって来ると、僕はいつ心の準備をしたらよいか分からない。しき

たりが必要なんだ」 

Wenn du aber irgendwann kommst, kann ich nie wissen, wann mein Herz da sein soll... 

Es muss feste Bräuche geben.« 

《「副詞節」,「動詞句」「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）〜すると                                       「副詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                                 「主語」 

aber ｱｰﾊﾞ conj. しかし 

irgendwann ｲﾙｹﾞﾝﾄｳﾞｧﾝ adv. いつかある時、不定期に                「副詞」 

kommst, ｺﾑｽﾄ 2 単現(kommen)v.i やって来る                        「動詞」 

kann ...nie wissen, ｶﾝ...ﾆｰ･ｳﾞｨｯｾﾝ 1 単現･可能･否定(können+不定詞) 

   v.t わからない                                                      「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

wann ｳﾞｧﾝ conj. いつ〜するかを                                        「目的語」 

mein Herz ﾏｲﾝ･ﾍｱﾂ n.n 僕の心が                                  「主語」 

da ﾀﾞｰ adv. そこに                                               「副詞」 

sein soll... ｻﾞｲﾝ･ｿﾞﾙ 3 単現･妥当(sollen+不定詞)v.i 〜にいればよい  「動詞句」 

Es muss ...geben.« ｴｽ･ﾑｽ...ｹﾞｰﾍﾞﾝ 非人称･3 単現･必要(es geben et-4 何-4 が) 

   v.h 存在しなければならない、必要である                              「動詞句」 

feste Bräuche ﾌｪｽﾃ･ﾌﾞﾛｲﾋｪ pl.n.m.4 格 変動しないしきたりが              「目的語」 

   feste ﾌｪｽﾃ adj. 揺るがぬ、変動しない Brauch ﾌﾞﾗｳﾌ n.m しきたり、ならわし、習慣 

   意味上は「主語」 

 

「しきたりって、どういう意味なの？」と、王子様が言った。 

»Was heißt 'fester Brauch'?«, sagte der kleine Prinz. 

《「補語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何                                                       「補語」 

heißt ﾊｲｽﾄ 3 単現(heißen)v.i 〜を意味する                                  「動詞」 

'fester Brauch'?«, ﾌｪｽﾀｰ･ﾌﾞﾗｳﾌ n.m.1 格 しきたりは                         「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 
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「これも、忘れ去られた何かだよ」と、キツネが言った。 

»Auch etwas in Vergessenheit Geratenes«, sagte der Fuchs.  

《「副詞」「主語」》,「動詞」「主語」 

»Auch ｱｳﾌ adv. 〜もまた                                                 「副詞」 

etwas ｴﾄｳﾞｧｽ pron 何か                                                  「主語」 

in Vergessenheit Geratenes«, ｲﾝ･ﾌｪｱｹﾞｯｾﾝﾊｲﾄ･ｹﾞﾗｰﾃﾈｽ 

 adj. 埋没した、忘れ去られた                                 「形容詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs. ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 

 

「それは、ある 1 日を他の日とは違うものにしたり、ある時間を他の時間をは違うものに

するものだよ」 

»Es ist das, was einen Tag vom andern unterscheidet, eine Stunde von den andern 

Stunden.                                                《「主語」「動詞」「補語」》 

»Es ｴｽ pron それは                                                      「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

das, ﾀﾞｽ pron（was の先行詞として）それ                                 「補語」 

was ｳﾞｧｽ pron（主語）〜する                                   「形容詞節」 

einen Tag ｱｲﾈﾝ･ﾀｰｸ n.m.4 格 ある 1 日を                  「目的語」 

vom andern ﾌｫﾑ･ｱﾝﾃﾞｱﾝ adv. 他の日から                  「副詞句」 

unterscheidet, ｳﾝﾀｰｼｬｲﾃﾞｯﾄ 3 単現(unterscheiden) 
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v.t 区別する、違うものにする                            「動詞」 

eine Stunde ｱｲﾈ･ｼｭﾄｩﾝﾃﾞ n.f ある時間を                   「目的語」 

von den andern Stunden. ﾌｫﾝ･ﾃﾞﾝ･ｱﾝﾃﾞｱﾝ･ｼｭﾄｩﾝﾃﾞﾝ 

 adv. 他の時間から                                    「副詞句」 

 

例えば、猟師たちのところには 1 つのしきたりがある。 

Es gibt zum Beispiel einen Brauch bei meinen Jägern.  

「動詞句」「副詞句」「目的語」「副詞句」 

Es gibt ｴｽ･ｷﾞｰﾌﾟﾄ 3 単現･非人称(es gibt et-4)v.h 〜がある                 「動詞句」 

zum Beispiel ﾂｰﾑ･ﾊﾞｲｼｭﾋﾟｰﾙ adv. 例えば                                 「副詞句」 

einen Brauch ｱｲﾈﾝ･ﾌﾞﾗｳﾌ n.m あるしきたりが                            「目的語」 

bei meinen Jägern. ﾊﾞｲ･ﾏｲﾈﾝ･ｲｪｰｹﾞﾙﾝ adv. 猟師たちのところには          「副詞句」 

 

彼らは木曜日に村の娘とダンスをする。 

Sie tanzen am Donnerstag mit dem Mädchen des Dorfes.  

「主語」「動詞」「副詞句」「間接目的語」 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

tanzen ﾀﾝﾂｪﾝ 3 複現 v.i ダンスをする                                      「動詞」 

am Donnerstag ｱﾑ･ﾄﾞﾅｰｽﾀｰｸ adv. 木曜日には                             「副詞句」 

mit dem Mädchen ﾐｯﾄ･ﾃﾞｰﾑ･ﾒｰﾄﾋｪﾝ adv. 娘と                        「間接目的語」 

des Dorfes. ﾃﾞｽ･ﾄﾞｱﾌｪｽ n.n.2 格 村の                       「形容詞句」 

 

そうすると、木曜日は素晴らしい 1 日になる。 

Daher ist der Donnerstag der wunderbare Tag.        「副詞」「動詞」「主語」「補語」 

Daher ﾀﾞﾍｰｱ adv. それがもとで、それゆえ                                 「副詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i（変化）〜になる                                    「動詞」 

der Donnerstag ﾃﾞｱ･ﾄﾞﾅｰｽﾀｰｸ n.m 木曜日が                                「主語」 

der wunderbare Tag. ﾃﾞｱ･ｳﾞﾝﾀﾞｰｳﾞｧｰﾚ･ﾀｰｸ n.m.1 格 素晴らしい日            「補語」 

 

僕はブドウ畑まで散歩に行く。 

Ich gehe bis zum Weinberg spazieren.          「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

gehe ...spazieren. ｹﾞｰｴ...ｼｭﾊﾟﾂｨｰﾚﾝ 1 単現･しに行く(gehen+不定詞) 

   v.i 散歩しに行く                                                    「動詞句」 

bis zum Weinberg ﾋﾞｽ･ﾂｰﾑ･ｳﾞｧｲﾝﾍﾞｱｸ adv. ブドウ畑まで                  「副詞句」 
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「もし猟師たちが不定期にダンスに出かけると、毎日が同じようになって、僕は休みがなく

なってしまうだろう」 

Wenn die Jäger irgendwann einmal zum Tanze gingen, wären die Tage alle gleich und 

ich hätte niemals Ferien.« 

《「副詞節」,「動詞」「主語」「補語」und「主語」「動詞」「目的語」》 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件･仮定）もし〜すると                              「副詞節」 

die Jäger ﾃﾞｨｰ･ｲｪｰｶﾞｰ pl.n.m.1 格 猟師たちが                      「主語」 

irgendwann ｲﾙｹﾞﾝﾄｳﾞｧﾝ adv. 不定期に                             「副詞」 

einmal ｱｲﾝﾏｰﾙ adv. 1 度                                           「副詞」 

zum Tanze ﾂｰﾑ･ﾀﾝﾂｪ adv. ダンスのために                        「副詞句」 

gingen, ｷﾞﾝｹﾞﾝ 接 II･3 複現(gehen)v.i 出かける                     「動詞」 

wären ｳﾞｪｰﾚﾝ 接 II･3 複現･推測(sein)v.i（変化）〜になるだろう              「動詞」 

die Tage ﾃﾞｨｰ･ﾀｰｹﾞ pl.n.m.1 格 1 日は                                     「主語」 

alle gleich ｱﾚ･ｸﾞﾗｲﾋ adj. みな似通った                                     「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

hätte ﾍｯﾃ 接 II･1 単現･推測(haben)v.t 〜があるだろう                      「動詞」 

niemals Ferien.« ﾆｰﾏﾙｽ･ﾌｪｰﾘｴﾝ pl.n 休みがまったく〜ない                「目的語」 

 

このようにして、王子さまはキツネを飼いならした。そして、別れの時が近づいた時： 

So machte denn der kleine Prinz den Fuchs mit sich vertraut. Und als die Stunde des 

Abschieds nahe war:「副詞」「動詞」「副詞」「主語」「目的語」「補語」┃Und「副詞節」： 

So ｿﾞｰ adv. このようにして                                               「副詞」 

machte ﾏﾊﾃ 3 単過(machen)v.t（様態を表す語句と）〜にした                「動詞」 

denn ﾃﾞﾝ adv. それで                                                    「副詞」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

den Fuchs ﾃﾞﾝ･ﾌｸｽ n.m.4 格 キツネを                                   「目的語」 

mit sich vertraut. ﾐｯﾄ･ｽﾞｨｯﾋ･ﾌｪｱﾄﾗｳﾄ adv. 自分に親密な                     「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

als ｱﾙｽ conj. 〜したとき                                               「副詞節」 

die Stunde ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾄｩﾝﾃﾞ n.f 時が                                 「主語」 

des Abschieds ﾃﾞｽ･ｱｯﾌﾟｼｰﾂ n.m.2 格 別れの               「形容詞句」 

nahe ﾅｰｴ adj. 近い                                               「補語」 

war: ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜になった                              「動詞」 
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「ああ！」と、キツネが言った。「泣き出しそうだよ」 

»Ach!« sagte der Fuchs, »ich werde weinen.«  

《「間投」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞句」》 

»Ach!« ｱｯﾊ int. ああ！                                                   「間投」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs, ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 

»ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

werde weinen.« ｳﾞｪｱﾃﾞ･ｳﾞｧｲﾈﾝ 1 単未･推量(werden+不定詞) 

   v.i 泣き出すだろう                                                  「動詞句」 

 

「それは君の責任だよ」と、王子様が言った。「僕は君に悪いことなんて何も望まなかった。

逆に、君が僕に飼いならして欲しいって言ったんだからね」 

»Das ist deine Schuld«, sagte der kleine Prinz, »ich wünschte dir nichts Übles, aber du 

hast gewollt, dass ich dich zähme...« 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」,aber「主語」「動詞句」「目的語」》 
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»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

deine Schuld«, ﾀﾞｲﾈ･ｼｭﾙﾄ n.f 君の責任                                     「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

»ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

wünschte ﾋﾞｭﾝｼｭﾄ 1 単過(wünschen)v.t 望んだ                             「動詞」 

dir ﾃﾞｨｱ pron 君に                                                 「間接目的語」 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                         「直接目的語」 

Übles, ﾕｰﾍﾞﾚｽ n.n.2 格(Übel) 悪い                            「形容詞」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

hast gewollt, ﾊｽﾄ･ｹﾞｳﾞｫﾙﾄ 2 単現･完了形(wollen)v.t 望んだ                 「動詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                「主語」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron 君を                                           「目的語」 

zähme...« ﾂｪｰﾒ 接・1 単現(zähmen)v.t 飼いならす                   「動詞」 

 

「その通りだよ」と、キツネが言った。 

»Gewiss«, sagte der Fuchs.                              《「応答」》,「動詞」「主語」 

»Gewiss«, ｹﾞｳﾞｨｽ adv. そのとおり、もちろん                               「応答」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs. ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネは                                         「主語」 

 

「だけど、いまにも泣きそうなんでしょう？」と、王子様が言った。 

»Aber nun wirst du weinen!« sagte der kleine Prinz. 

《Aber「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. だけど 

nun ﾇｰﾝ adv. 今では                                                     「副詞」 

wirst ...weinen!« ｳﾞｨﾙｽﾄ...ｳﾞｧｲﾈﾝ 2 単未(werden+不定詞)v.i 泣きそうである  「動詞句」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

 

「確かに、その通りだよ」と、キツネが言った。 

»Bestimmt«, sagte der Fuchs.                            《「応答」》,「動詞」「主語」 
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»Bestimmt«, ﾍﾞｼｭﾁﾑﾄ adv. 確かにその通り                                 「応答」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs. ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネは                                         「主語」 

 

「それじゃあ、君は何も得をしなかったね！」 

»So hast du nichts gewonnen!«        《「副詞」「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」》 

»So ｿﾞｰ adv. それなら、それじゃあ                                        「副詞」 

hast ...gewonnen!« ﾊｽﾄ...ｹﾞｳﾞｫﾈﾝ 2 単現･完了形(gewinnen)v.t 得をした      「動詞句」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

 

「僕は」と、言った。「小麦の色を得したよ」 

»Ich habe«, sagte der Fuchs, »die Farbe des Weizens gewonnen.« 

《「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

habe«, ﾊｰﾍﾞ 1 単現･完了形･[助]                                         「動詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs, ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネは                                         「主語」 

»die Farbe ﾃﾞｨｰ･ﾌｧｰﾍﾞ n.f.4 格 色を                                     「目的語」 

des Weizens ﾃﾞｽ･ｳﾞｧｲﾂｪﾝｽ n.m.2 格 小麦の                     「形容詞句」 

gewonnen.« ｹﾞｳﾞｫﾈﾝ 過去分詞(gewinnen)v.t 得をした                     「動詞句」 

 

それから、彼は付け加えた。 

Dann fügte er hinzu:                            「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それから、そのあと                                        「副詞」 

fügte ...hinzu: ﾌｭｰｸﾃ...ﾋﾝﾂｰ 3 単過(hinzu|fügen)v.t 付け加えた             「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

 

「また、あのバラたちを見に行ってごらん。君のバラが、この世で唯一のものだということ

が分かると思うよ」 

»Geh die Rosen wieder anschauen. Du wirst begreifen, dass die deine einzig ist in der 

Welt.           《「動詞句」「目的語」「副詞」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」》 

»Geh ...anschauen. ｹﾞｰ...ｱﾝｼｬｳｴﾝ 命・2 単現･しに行く(gehen+不定詞 anschauen) 

   v.t 〜を見に行きなさい                                              「動詞句」 

die Rosen ﾃﾞｨｰ･ﾛｰｾﾞﾝ pl.n.f バラの花たちを                              「目的語」 

wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. また、再び                                           「副詞」 
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Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

wirst begreifen, ｳﾞｨﾙｽﾄ･ﾍﾞｸﾞﾗｲﾌｪﾝ 2 単未･推量(werden+不定詞) 

v.t 分かるだろう                                                    「動詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

die deine ﾃﾞｨｰ･ﾀﾞｲﾈ pron 君のバラが                              「主語」 

einzig ｱｲﾝﾂｨﾋ adj. 唯一の                                         「補語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                    「動詞」 

in der Welt. ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｳﾞｪﾙﾄ adv. この世で                    「副詞句」 

 

「それが終わったら戻ってきて、僕にサヨナラを言うんだ。そうしたら、僕は君に秘密をプ

レゼントするよ」 

Du wirst wiederkommen und mir adieu sagen, und ich werde dir ein Geheimnis 

schenken.«            《「主語」「動詞句」und「間接目的語」「直接目的語」「動詞句」, 

und「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」「動詞句」》 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

wirst wiederkommen ｳﾞｨﾙｽﾄ･ｳﾞｨｰﾀﾞｰｺﾒﾝ 2 単未･命令(werden+不定詞) 

   v.i 戻っておいで                                                    「動詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

adieu ｱｼﾞｳ n.n サヨナラの挨拶を                                   「直接目的語」 

sagen, ｻﾞｰｹﾞﾝ 2 単未･命令(werden+不定詞)v.t 言いなさい                 「動詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

werde ...schenken.« ｳﾞｪｱﾃﾞ...ｼｪﾝｹﾝ 1 単未･意思(werden+不定詞) 

   v.t 贈るよ                                                          「動詞句」 

dir ﾃﾞｨｱ pron 君に                                                 「間接目的語」 

ein Geheimnis ｱｲﾝ･ｹﾞﾊｲﾑﾆｽ n.n 秘密を                              「直接目的語」 

 

王子さまは、またバラの花たちに会いに行った： 

Der kleine Prinz ging, die Rosen wieder zu sehen:                  「主語」「動詞句」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

ging, ｷﾞﾝｸﾞ 3 単過(gehen)v.i(+zu 不定詞句 〜しに) 行った                 「動詞句」 

zu 不定詞句 n. 〜しに                                                  「動詞句」 

die Rosen ﾃﾞｨｰ･ﾛｰｾﾞﾝ pl.n.f バラの花たちに                      「目的語」 

wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. また                                         「副詞」 

zu sehen: ﾂｰ･ｾﾞｰｴﾝ zu 不定詞 v.t 会う                            「動詞句」 
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「君たちは、僕のバラの花にまったく似ていないね。君たちはまだなにものでもないんだ」

と、王子さまは彼らに言った。 

»Ihr gleicht meiner Rose gar nicht, ihr seid noch nichts«, sagte er zu ihnen.  

《「主語」「動詞句」「間接目的語」,「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」「間接目的語」 

»Ihr ｲｰｱ pron.pl.1 格 君たちは                                            「主語」 

gleicht ... gar nicht, ｸﾞﾗｲﾋﾄ...ｶﾞｰﾙ･ﾆﾋﾄ 3 単現･否定(gleichen) 

   v.i(j-3 / et-3 に) まったく似ていない                                   「動詞句」 

meiner Rose ﾏｲﾅｰ･ﾛｰｾﾞ n.f.3 格 僕のバラに                          「間接目的語」 

ihr ｲｰｱ pron.pl.1 格 君たちは                                             「主語」 

seid ｻﾞｲﾄ 2 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

noch nichts«, ﾉｯﾎ･ﾆﾋﾂ pron まだなにものでも〜ない                        「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.i 言った                                       「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

zu ihnen. ﾂｰ･ｲｰﾚﾝ adv. 彼らに                                      「間接目的語」 

 

「誰も君たちを飼いならさなかったし、君たちだって誰も飼いならさなかった」 

»Niemand hat sich euch vertraut gemacht und auch ihr habt euch niemandem vertraut 

gemacht.                    《「主語」「動詞句」「間接目的語」「補語」「動詞句」und 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「補語」「動詞句」》 

»Niemand ﾆｰﾏﾝﾄ pron 誰も〜ない                                         「主語」 

hat sich ...gemacht ﾊｯﾄ･ｽﾞｨｯﾋ...ｹﾞﾏﾊﾄ 3 単現･完了形･使役(sich-4 machen) 

   v.pr 〜にした                                                       「動詞句」 

euch ｵｲﾋ pron.pl.3 格 君たちを                                     「間接目的語」 

vertraut ﾌｪｱﾄﾗｳﾄ adj. 親密な                                             「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

auch ihr ｱｳﾌ･ｲｰｱ pron/pl.1 格 君たちも                                    「主語」 

habt euch ...gemacht. ﾊｰﾌﾟﾄ･ｵｲﾋ...ｹﾞﾏﾊﾄ 2 複現･完了形･使役(sich-4 machen) 

   v.pr 〜にした                                                       「動詞句」 

niemandem ﾆｰﾏﾝﾃﾞｰﾑ pron.3 格 誰も                                「間接目的語」 

vertraut ﾌｪｱﾄﾗｳﾄ adj. 親密な                                             「補語」 

 

「君たちは昔の僕のキツネみたいだ。あれは他の 10 万匹に似たキツネに過ぎなかった」 

Ihr seid, wie mein Fuchs war. Der war nichts als ein Fuchs wie hunderttausend andere.  

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

Ihr ｲｰｱ pron.pl 君たちは                                                 「主語」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXI 

  361 / 483 

seid, ｻﾞｲﾄ 2 複現(sein)v.i 〜である                                        「動詞」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のような                                                「補語」 

mein Fuchs ﾏｲﾝ･ﾌｸｽ n.m 僕のキツネが                               「主語」 

war. ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                 「動詞」 

Der ﾃﾞｱ pron それは                                                     「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何もない                                                 「補語」 

als ｱﾙｽ conj.（比較）〜と比べて                                   「副詞句」 

ein Fuchs ｱｲﾝ･ﾌｸｽ n.m 1 匹のキツネ                        「目的語」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のような、〜によく似た          「形容詞句」 

hunderttausend andere. ﾌﾝﾀﾞｰﾄﾀｳｾﾞﾝﾄ･ｱﾝﾃﾞﾚ 

 pron.pl 他の 10 万匹                    「目的語」 

 

だけど僕は彼と友達なった。だから今では、彼はこの世で唯一の存在なんだ。 

Aber ich habe ihn zu meinem Freund gemacht, und jetzt ist er einzig in der Welt.« 

Aber「主語」「動詞句」「目的語」「補語」,und「副詞」「動詞」「主語」「補語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...gemacht, ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞﾏﾊﾄ 1 単現･完了形(machen)v.t 〜をした          「動詞句」 

ihn ｲｰﾝ pron.4 格 彼を                                                 「目的語」 

zu meinem Freund ﾂｰ･ﾏｲﾈﾑ･ﾌﾛｲﾝﾄ adv. 僕の友達に                         「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

jetzt ｲｪﾂﾄ adv. 今では                                                    「副詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

einzig ｱｲﾝﾂｨﾋ adj. 唯一                                                  「補語」 

in der Welt.« ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｳﾞｪﾙﾄ adv. この世で                          「副詞句」 

 

すると、バラの花たちはとても恥じ入ってしまった。 

Und die Rosen waren sehr beschämt.                    Und「主語」「動詞」「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

die Rosen ﾃﾞｨｰ･ﾛｰｾﾞﾝ pl.n.f バラの花たちは                                「主語」 

waren ｳﾞｧｰﾚﾝ 3 複過･状態(sein)v.i 〜になった                              「動詞」 

sehr beschämt. ｾﾞｰｱ･ﾍﾞｼｪﾑﾄ 過去分詞･受動(beschämen) 

adj. とても恥じ入った、恐縮した                                       「補語」 
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「君たちは美しい、けれどもむなしい」と、王子さまはさらに言った。 

»Ihr seid schön, aber ihr sein leer«, sagte er noch.  

《「主語」「動詞」「補語」,aber「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」「副詞」 

»Ihr ｲｰｱ pron.1 格（2 人称親称複数）君たちは                              「主語」 

seid ｻﾞｲﾄ 2 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

schön, ｼｪｰﾝ adj. 美しい                                                  「補語」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ihr ｲｰｱ pron.1 格（2 人称親称複数）君たちは                               「主語」 

sein ｻﾞｲﾝ 不定詞(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

leer«, ﾚｰｱ adj. 空の、むなしい                                            「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er ｴｱ pron 王子さまは                                                   「主語」 

noch. ﾉｯﾎ adv. さらに                                                    「副詞」 

フランス語の原文では ： 

「君たちは美しいけれど、意味がない」と王子様は花たちになおも言った。 

Vous êtes belles, mais vous êtes vides, leur dit-il encore.  

どちらも êtes なので、ドイツ語の文でもどちらも seid だと思われる。 

 

「誰も、君たちのためには死ぬことができない」 

»Man kann für euch nicht sterben.           《「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」》 

»Man ﾏﾝ pron すべての人は                                              「主語」 

   否定文では、「誰も〜ない」 

kann ...nicht sterben. ｶﾝ...ﾆﾋﾄ･ｼｭﾃｱﾍﾞﾝ 3 単現･可能･否定(können+不定詞) 

   v.i 死ぬことはできない                                              「動詞句」 

für euch ﾌｭｰｱ･ｵｲﾋ adv. 君たちのために                                  「副詞句」 

 

「きっと通りすがりの人は、僕の花が君たちに似ている、と思うだろうな。」 

Gewiss, ein Irgendwer, der vorübergeht, könnte glauben, meine Rose ähnle euch.  

《「副詞」,「主語」「動詞句」「目的語」》 

Gewiss, ｹﾞｳﾞｨｽ adv. きっと、多分                                         「副詞」 

ein Irgendwer, ｱｲﾝ･ｲﾙｹﾞﾝﾄｳﾞｨｰｱ pron 誰かある人が                         「主語」 

der ﾃﾞｱ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

vorübergeht, ﾌｫﾘｭｰﾊﾞｰｹﾞｰﾄ 3 単現(vorüber|gehen)v.i 通り過ぎる「動詞」 

könnte glauben, ｺﾝﾃ･ｸﾞﾗｳﾍﾞﾝ 接 II･3 単現･推量(können+不定詞) 

   v.t 思うかもしれない                                                「動詞句」 

n. 〜ということを                                                      「目的語」 
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meine Rose ﾏｲﾈ･ﾛｰｾﾞ n.f 僕の花が                                 「主語」 

ähnle ｴｰﾝﾚ 接・3 単現･推測(ähneln)v.i（j-3 に）似ている            「動詞」 

euch. ｵｲﾋ pron.3 格 君たちに                                「間接目的語」 

 

「それでも、あの花は君たち全部よりも大切なんだ。だって、僕が水をかけてやったのはあ

の花なのだから。」 

Aber in sich selbst ist sie wichtiger als ihr alle, da sie es ist, die ich begossen habe.  

《Aber「副詞句」「動詞」「主語」「補語」,「副詞節」》 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

in sich selbst ｲﾝ･ｽﾞｨｯﾋ･ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ adv.（譲歩）そうであっても、それ自体     「副詞句」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女が                                                     「主語」 

wichtiger ｳﾞｨﾋﾁｶﾞｰ adj.(wichtig)（比較級）より大切な                      「補語」 

als ihr alle, ｱﾙｽ･ｲｰｱ･ｱﾚ adv.（比較）君たち全部よりも               「副詞句」 

da ﾀﾞｰ conj. 〜なのだから                                              「副詞節」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女                                                 「補語」 

es ｴｽ pron それ（die 以降） 

ist, ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                     「動詞」 

die ﾃﾞｨｰ pron.f（目的語）〜するのは                                 「主語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                             「主語」 

begossen habe. ｹﾞｺﾞｯｾﾝ･ﾊｰﾍﾞ 1 単現･完了形(gießen) 

v.t（液体を）かけた                                       「動詞句」 

 

「だって、僕がガラスの覆いをかけてあげたのは、彼女なのだから」 

Da sie es ist, die ich unter den Glassturz gestellt habe.                  《「副詞節」》 

Da ﾀﾞｰ conj. 〜なのだから                                              「副詞節」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女                                                 「補語」 

es ｴｽ pron それ（die 以降） 

ist, ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                     「動詞」 

die ﾃﾞｨｰ pron.f（目的語）〜するのは                                「主語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                            「主語」 

unter den Glassturz ｳﾝﾀｰ･ﾃﾞﾝ･ｸﾞﾗｰｽ･ｼｭﾄｱﾂ 

 adv. ガラスの覆いの下に                                 「副詞句」 

gestellt habe. ｹﾞｼｭﾃﾙﾄ･ﾊｰﾍﾞ 1 単現･完了形(stellen) 

v.t 入れた、置いた                                      「動詞句」 
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「だって、僕が衝立で守ってあげたのは、彼女なのだから」 

Da sie es ist, die ich mit dem Wandschirm geschützt habe.               《「副詞節」》 

Da ﾀﾞｰ conj. 〜なのだから                                              「副詞節」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女                                                 「補語」 

es ｴｽ pron それ（die 以降） 

ist, ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                     「動詞」 

die ﾃﾞｨｰ pron.f（目的語）〜するのは                                「主語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                            「主語」 

mit dem Wandschirm ﾐｯﾄ･ﾃﾞｰﾑ･ｳﾞｧﾝﾄｼｭﾘﾑ 

 adv.（手段）衝立で                                      「副詞句」 

geschützt habe. ｹﾞｼｭｯﾂﾄ･ﾊｰﾍﾞ 1 単現･完了形(schützen) 

v.t 守った                                              「動詞句」 

 

「（蝶々になる 2〜3 匹を除いて）僕が毛虫を取り除いてあげたのは、彼女なのだから」 

Da sie es ist, deren Raupen ich getötet habe (außer den zwei oder drei um der 

Schmetterlinge willen).                                   《「副詞節」(「副詞句」)》 

Da ﾀﾞｰ conj. 〜なのだから                                              「副詞節」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女                                                 「補語」 

es ｴｽ pron それ（deren 以降） 

ist, ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                     「動詞」 

n. 〜するのは                                                      「主語」 

deren Raupen ﾃﾞｰﾚﾝ･ﾗｳﾍﾟﾝ pl.n.f(Raupe) 毛虫を              「目的語」 

   deren は指示代名詞・女性 die の複数 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                            「主語」 

getötet habe ｹﾞﾃｰﾃｯﾄ･ﾊｰﾍﾞ 1 単現･完了形(töten)v.t 殺した      「動詞句」 

(außer ｱｳｻｰ prep（3 格と）〜を除いて                                   「副詞句」 

den zwei oder drei ﾃﾞﾝ･ﾂｳﾞｧｲ･ｵｰﾀﾞｰ･ﾄﾞﾗｲ pl.n.f.3 格 2〜3 匹        「目的語」 

um ...willen). ｳﾑ...ｳﾞｨﾚﾝ prep（2 格と）〜のために                 「副詞句」 

der Schmetterlinge ﾃﾞｱ･ｼｭﾒｯﾀｰﾘﾝｸﾞ pl.n.m.2 格 蝶々       「目的語」 

 

「僕が苦情や自慢話や、時には沈黙にさえも耳を傾けたのは、彼女なのだから。あれは、僕

のバラの花なのだから」 

Da sie es ist, die ich klagen oder sich rühmen gehört habe oder auch manchmal 

schweigen. Da es meine Rose ist.«                         《「副詞節」┃「副詞節」》 

Da ﾀﾞｰ conj. 〜なのだから                                              「副詞節」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女                                                 「補語」 
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es ｴｽ pron それ（die 以降） 

ist, ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                     「動詞」 

die ﾃﾞｨｰ pron.f（目的語）〜するのは                                「主語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                            「主語」 

klagen ｸﾗｰｹﾞﾝ n.f 苦情を                                   「目的語」 

oder ｵｰﾀﾞｰ conj. または 

sich rühmen ｽﾞｨｯﾋ･ｽﾞｨｯﾋ･ﾘｭｰﾒﾝ n.n 自慢を                  「目的語」 

gehört habe ｹﾞﾎｰｱﾄ･ﾊｰﾍﾞ 1 単現･完了形(hören) 

v.t 聞いた、耳を傾けた                                   「動詞句」 

oder ｵｰﾀﾞｰ conj. または 

auch manchmal ｱｳﾌ･ﾏﾝﾋﾏｰﾙ adv. 時には〜さえも              「副詞句」 

schweigen. ｼｭｳﾞｧｲｹﾞﾝ n.n 沈黙を                            「目的語」 

Da ﾀﾞｰ conj. 〜なのだから                                              「副詞節」 

es ｴｽ pron 彼女は                                                「主語」 

meine Rose ﾏｲﾈ･ﾛｰｾﾞ n.f 僕のバラの花                              「補語」 

ist.« ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                   「動詞」 

 

それから、王子さまはキツネのところへ戻った： 

Und er kam zum Fuchs zurück:        Und「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 王子さまは                                                   「主語」 

kam ...zurück: ｶｰﾑ...ﾂﾘｭｯｸ 3 単過(zurück|kommen)v.i 戻った              「動詞句」 

zum Fuchs ﾂｰﾑ･ﾌｸｽ adv. キツネのところへ                           「間接目的語」 

 

「さようなら」と、王子様が言った。 

»Adieu«, sagte er...                                      《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

»Adieu«, ｱｼﾞﾕｰ adv. さようなら                                           「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er... ｴｱ pron 王子様が                                                    「主語」 

 

「さようなら」と、キツネが言った。 

»Adieu«, sagte der Fuchs.                               《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

»Adieu«, ｱｼﾞﾕｰ adv. さようなら                                           「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs. ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 
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「これが、僕の秘密だよ。これはすごく単純なんだ：人は心で見なければよく見えないんだ

よ。物事の本質は、目には見えないんだよ」 

»Hier mein Geheimnis. Es ist ganz einfach: man sieht nur mit dem Herzen gut. Das 

Wesentliche ist für die Augen unsichtbar.« 

《「副詞」「主語」┃「主語」「動詞」「補語」： 

「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」》 

»Hier ﾋｰｱ adv. ここに〜がある                                            「副詞」 

mein Geheimnis. ﾏｲﾝ･ｹﾞﾊｲﾑﾆｽ n.n 僕の秘密                                「主語」 

Es ｴｽ pron これは                                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ganz einfach: ｶﾞﾝﾂ･ｱｲﾝﾌｧｯﾊ adj. まったく単純な                            「補語」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

sieht ｼﾞｰﾄ 3 単現(sehen)v.t 見える                                        「動詞」 

nur mit dem Herzen ﾇｰｱ･ﾐｯﾄ･ﾃﾞｰﾑ･ﾍｱﾂｪﾝ adv.（手段･限定）心によってだけ 「副詞句」 

gut. ｸﾞｰﾄ adv. よく                                                      「副詞」 

Das Wesentliche ﾀﾞｽ･ｳﾞｪｰｾﾞﾝﾄﾘﾋｪ n.n(wesentlich).1 格 物事の本質は         「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

für die Augen ﾌｭｰｱ･ﾃﾞｨｰ･ｱｳｹﾞﾝ adv. 目には                         「副詞句」 

unsichtbar.« ｳﾝｽﾞｨﾋﾄﾊﾞｰﾙ adj. 見えない、不可視の                          「補語」 

 

「物事の本質は、目には見えない」と、王子さまはそれを覚えておくために繰り返した。 

»Das Wesentliche ist für die Augen unsichtbar«, wiederholte der kleine Prinz, um es sich 

zu merken.                    《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,「副詞句」 

»Das Wesentliche ﾀﾞｽ･ｳﾞｪｰｾﾞﾝﾄﾘﾋｪ n.n(wesentlich).1 格 物事の本質は        「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

für die Augen ﾌｭｰｱ･ﾃﾞｨｰ･ｱｳｹﾞﾝ adv. 目には                         「副詞句」 

unsichtbar«, ｳﾝｽﾞｨﾋﾄﾊﾞｰﾙ adj. 見えない、不可視の                          「補語」 

wiederholte ｳﾞｨｰﾀﾞｰﾎﾙﾃ 3 単過(wiederholen)v.t 繰り返した                  「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

um ...sich zu merken. ｳﾑ...ｽﾞｨｯﾋ･ﾂｰ･ﾒｱｹﾝ um zu 不定句(sich-4 merken) 

 adv.（目的）覚えておくために                                        「副詞句」 

es ｴｽ それを                                                    「目的語」 
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「君が自分のバラのために費やしたその時間が、君のバラの花をそんなにも大切なものに

変えたんだよ」 

»Die Zeit, die du für deine Rose verloren hast, sie macht deine Rose so wichtig.« 

《「主語」「動詞」「目的語」「補語」》 

»Die Zeit, ﾃﾞｨｰ･ﾂｧｲﾄ n.f その時間が                                       「主語」 

die ﾃﾞｨｰ pron（目的語）〜する                                  「形容詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                         「主語」 

für deine Rose ﾌｭｰｱ･ﾀﾞｲﾈ･ﾛｰｾﾞ adv. 君のバラのために      「副詞句」 

verloren hast, ﾌｪｱﾛｰﾚﾝ･ﾊｽﾄ 2 単現･完了形(verlieren) 

v.t（時間を）使った                                  「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.f その時間が                                                「主語」 

macht ﾏﾊﾄ 3 単現(machen)v.t（様態を表す語と）〜に変えている             「動詞」 

deine Rose ﾀﾞｲﾈ･ﾛｰｾﾞ n.f 君のバラの花を                                「目的語」 

so wichtig.« ｿﾞｰ･ｳﾞｨﾋﾁﾋ adj. そんなにも大切な                             「補語」 

 

「僕がバラのために使ったその時間が．．．」と、王子さまはそれを覚えておくために言った。 

»Die Zeit, die ich für meine Rose verloren habe...«, sagte der kleine Prinz, um es sich zu 

merken.                                    《「主語」...》,「動詞」「主語」「副詞句」 

verloren habe  

»Die Zeit, ﾃﾞｨｰ･ﾂｧｲﾄ n.f その時間が                                       「主語」 

die ﾃﾞｨｰ pron（目的語）〜する                                  「形容詞節」 

ich ﾄﾞｩ pron 僕が                                         「主語」 

für meine Rose ﾌｭｰｱ･ﾏｲﾈ･ﾛｰｾﾞ adv. 僕のバラのために      「副詞句」 

verloren habe...«, ﾌｪｱﾛｰﾚﾝ･ﾊｰﾍﾞ 1 単現･完了形(verlieren) 

v.t（時間を）使った                                  「動詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

um ...sich zu merken. ｳﾑ...ｽﾞｨｯﾋ･ﾂｰ･ﾒｱｹﾝ um zu 不定句(sich-4 merken) 

 adv.（目的）覚えておくために                                        「副詞句」 

es ｴｽ それを                                                    「目的語」 

 

「人間たちはこの真理を忘れてしまっているんだ」と、キツネが言った。 

»Die Menschen haben diese Wahrheit vergessen«, sagte der Fuchs.  

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

»Die Menschen ﾃﾞｨｰ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m 人間たちは                              「主語」 

haben ...vergessen«, ﾊｰﾍﾞﾝ...ﾌｪｱｹﾞｯｾﾝ 3 複現･完了形(vergessen) 
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   v.t 忘れてしまっている                                              「動詞句」 

diese Wahrheit ﾃﾞｨｰｾﾞ･ｳﾞｧｰﾙﾊｲﾄ n.f この真理を                          「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Fuchs. ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m キツネが                                         「主語」 

 

「だけど、君はそのことを忘れてはならない。君は、自分が飼いならしたものに対して、一

生の間責任があるんだよ。君は自分のバラの花に責任があるんだよ．．．」 

»Aber du darfst sie nicht vergessen. Du bist zeitlebens für das verantwortlich, was du 

dir vertraut gemacht hast. Du bist für deine Rose verantwortlich...« 

《Aber「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「副詞」「補語」 

「主語」「動詞」「補語」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. だけど 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

darfst ...nicht vergessen. ﾀﾞﾙﾌｽﾄ...ﾆﾋﾄ･ﾌｪｱｹﾞｯｾﾝ 2 単現･禁止(dürfen+不定詞･否定) 

   v.t 忘れてはならない                                                「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron そのことを                                                「目的語」 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

zeitlebens ﾂｧｲﾄﾚｰﾍﾞﾝｽ adv. 一生の間                                      「副詞」 

für das verantwortlich, ﾌｭｰｱ･ﾀﾞｽ･ﾌｪｱｱﾝﾄｳﾞｫｱﾄﾘﾋ adj. それに対して責任のある「補語」 

was ｳﾞｧｽ pron（目的語）〜する                                「形容詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                        「主語」 

dir ﾃﾞｨｱ pron 君にとって                           「間接目的語」 

vertraut ﾌｪｱﾄﾗｳﾄ adj. 親しい                              「補語」 

gemacht hast. ｹﾞﾏﾊﾄ･ﾊｽﾄ 2 単現･完了形･使役(machen) 

v.t（状態を）〜にした                               「動詞句」 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

für deine Rose ﾌｭｰｱ･ﾀﾞｲﾈ･ﾛｰｾﾞ adv. 君のバラの花に対して           「副詞句」 

verantwortlich...« ﾌｪｱｱﾝﾄｳﾞｫｱﾄﾘﾋ adj.責任のある                            「補語」 

 

「僕は、自分のバラの花に対して責任がある」と、王子さまは覚えておくために繰り返した。 

»Ich bin für meine Rose verantwortlich...«, wiederholte der kleine Prinz, um es sich zu 

merken.                     《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「主語」,「副詞句」 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 
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für meine Rose ﾌｭｰｱ･ﾏｲﾈ･ﾛｰｾﾞ adv. 僕のバラの花に対して           「副詞句」 

verantwortlich...«, ﾌｪｱｱﾝﾄｳﾞｫｱﾄﾘﾋ adj.責任のある                           「補語」 

wiederholte ｳﾞｨｰﾀﾞｰﾎﾙﾃ 3 単過(wieder|holen)v.t 繰り返した               「動詞句」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

um ...sich zu merken. ｳﾑ...ｽﾞｨｯﾋ･ﾂｰ･ﾒｱｹﾝ um zu 不定句(sich-4 merken) 

 adv.（目的）覚えておくために                                        「副詞句」 

es ｴｽ それを                                                    「目的語」 

 

XXII 

 

「こんにちは」と、王子さまは言った。 

»Guten Tag«, sagte der kleine Prinz.                      《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

»Guten Tag«, ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

 

「こんにちは」と、転轍手は言った。 

»Guten Tag«, sagte der Weichensteller.                   《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

»Guten Tag«, ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Weichensteller. ﾃﾞｱ･ｳﾞｧｲｼｪﾝｼｭﾃﾗｰ n.m 転轍手は                        「主語」 

転轍手（てんてつしゅ）、転轍機： 

鉄道の複数の線路が連結する個所で、どの線路を接続するかを切り替える装置を「転轍機」

または「ポイント」と呼びます。つまり、列車の通り道を切り替える装置で列車運行上、重

要な役目をもっています。かつては転轍手と呼ばれる係員が手で転轍機を操作していまし

たが、現在では電力を使う電気方式や圧縮空気を使う電空方式に変わり、人力に頼る機械て

こ式はほとんど見られなくなりました。 

 

「君はそこで何をしているの？」と、王子様は言った。 

»Was machst du da?« sagte der kleine Prinz. 

《「目的語」「動詞」「主語」「副詞」》,「動詞」「主語」 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                   「目的語」 

machst ﾏﾊｽﾄ 2 単現(machen)v.t している                                  「動詞」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

da?« ﾀﾞｰ adv. そこで                                                     「副詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 
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der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

 

「乗客を 1000 人ずつの束に仕分けしているんだ」と、転轍手は言った。 

»Ich sortiere die Reisenden nach Tausenderpaketen«, sagte der Weichensteller.  

《「主語」「動詞」「直接目的語」「間接目的語」》,「動詞」「主語」 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

sortiere ｿﾞﾙﾁｴﾚ 1 単現(sortieren)v.t 仕分けしている                        「動詞」 

die Reisenden ﾃﾞｨｰ･ﾗｲｾﾞﾝﾃﾞﾝ pl.n.4 格（現在分詞の名詞化）乗客たちを「直接目的語」 

nach Tausenderpaketen«, ﾅｰﾊ･ﾀｳｾﾞﾝﾀﾞｰ･ﾊﾟｹｰﾃﾝ adv. 1000 人ずつの束に「間接目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Weichensteller. ﾃﾞｱ･ｳﾞｧｲｼｪﾝｼｭﾃﾗｰ n.m 転轍手は                        「主語」 

 

「彼らを運ぶ列車を、あるいは右へ、あるいは左へ送っているのさ」 

»Ich schicke die Züge, die sie fortbringen, bald nach rechts, bald nach links.« 

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

schicke ｼｯｹ 1 単現(schicken)v.t 送っている                                「動詞」 

die Züge, ﾃﾞｨｰ･ﾂｭｰｹﾞ pl.n.m(Zug).4 格 列車を                            「目的語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（主語）〜する                               「形容詞節」 

sie ｼﾞｰ pron.pl.4 格 彼らを                            「目的語」 

fortbringen, ﾌｫｱﾄﾌﾞﾘﾝｹﾞﾝ 3 複現 v.t 運ぶ                  「動詞」 

bald nach rechts, ﾊﾞﾙﾄ･ﾅｰﾊ･ﾚﾋﾂ adv. あるいは右に                        「副詞句」 

bald nach links.« ﾊﾞﾙﾄ･ﾅｰﾊ･ﾘﾝｸｽ adv. あるいは左に                       「副詞句」 

  bald..., bald〜 「ある時は．．．、ある時は〜」、「あるいは．．．、あるいは〜」 

 

すると、明かりのついた急行列車が、雷のような轟音とともにやって来て、転轍手の小屋を

揺らした。 

Und ein lichterfunkelnder Schnellzug, grollend wie der Donner, machte das 

Weichenstellerhäuschen erzittern.     Und「主語」「副詞句」「動詞」「目的語」「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. すると 

ein lichterfunkelnder Schnellzug, ｱｲﾝ･ﾘﾋﾀｰ･ﾌﾝｹﾙﾝﾀﾞｰ･ｼｭﾈﾙﾂｰｸ 

   n.m.1 格 明かりのついた急行列車が                                     「主語」 

   lichter ﾘﾋﾀｰ adj.m(licht).1 格 明るい、明かりのついた 

   funkelnder ﾌﾝｹﾙﾝﾀﾞｰ 現在分詞(funkeln)adj.m.1 格 きらきら輝いている 

Schnellzug ｼｭﾈﾙﾂｰｸ n.m 急行列車 

grollend ｸﾞﾛｰﾚﾝﾄ 現在分詞･同時(grollen)v.i 轟かせながら                   「副詞句」 
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wie der Donner, ｳﾞｨｰ･ﾃﾞｨｰﾄﾞﾅｰ adv. 雷のように                    「副詞句」 

machte ﾏﾊﾃ 3 単過･使役(machen)v.t（SVO+不定詞 O に）〜させた            「動詞」 

das Weichenstellerhäuschen ﾀﾞｽ･ｳﾞｧｲﾋｪﾝｼｭﾃﾗｰ･ﾎｲｽｼｪﾝ n.n.4 格 転轍手の小屋を「目的語」 

   Weichensteller ｳﾞｧｲﾋｪﾝｼｭﾃﾗｰ n.m 転轍手 Häuschen ﾎｲｽｼｪﾝ n.n 小屋 

erzittern. ｴｱﾂｨﾀｰﾝ 不定詞･目的語の動作 v.i 震える                           「補語」 

 

「彼らはとても急いでいるんだね」と、王子さまは言った。「どこへ行きたいの？」 

»Sie haben es sehr eilig«, sagte der kleine Prinz. »Wohin wollen sie?« 

《「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「副詞」「動詞」「主語」》 

»Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                  「主語」 

haben ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現 v.t 持っている                                        「動詞」 

es ｴｽ pron それを                                                     「目的語」 

sehr eilig«, ｾﾞｰｱ･ｱｲﾘﾋ adj. とても急いだ                        「形容詞句」 

   es eilig haben 「急いでいる」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

»Wohin ｳﾞｫｰﾋﾝ adv. どこへ                                               「副詞」 

wollen ｳﾞｫﾚﾝ 3 複現･願望 [助] 〜をしたい                                  「動詞」 

sie?« ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                  「主語」 

 

「機関士だって、そのことを知らないんだよ」と、転轍手は言った。 

»Der Mann von der Lokomotive weiß es selbst nicht«, sagte der Weichensteller. 

《「主語」「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」 

»Der Mann ﾃﾞｱ･ﾏﾝ n.m その人は                                          「主語」 

von ﾌｫﾝ prep（所属）〜の                                       「形容詞句」 

der Lokomotive ﾃﾞｱ･ﾛｺﾓﾃｨｰｳﾞｪ n.m 機関車                「目的語」 

   → 機関士（鉄道の動力車操縦者） 

weiß ...selbst nicht«, ｳﾞｧｲｽ...ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ･ﾆﾋﾄ 3 単現･否定(wissen+ selbst) 

  v.t 〜でさえ知らない                                                 「動詞句」 

   selbst ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ adv. 〜でさえ 

es ｴｽ pron それを                                                     「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Weichensteller. ﾃﾞｱ･ｳﾞｧｲｼｪﾝｼｭﾃﾗｰ n.m 転轍手は                        「主語」 
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すると、明りのついた 2 番目の急行列車が轟音をあげて反対方向へ通り過ぎて行った。 

Und ein zweiter blitzender Schnellzug donnerte vorbei, in entgegengesetzter Richtung. 

Und「主語」「動詞句」「副詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ein zweiter blitzender Schnellzug ｱｲﾝ･ﾂｳﾞｧｲﾀｰ･ﾌﾞﾘｯﾂｪﾝﾀﾞｰ･ｼｭﾈﾙﾂｰｸ 

   n.m.1 格 明りのついた 2 番目の急行列車が                               「主語」 

   blitzender ﾌﾞﾘｯﾂｪﾝﾀﾞｰ 現在分詞(blitzen)adj.m.1 格 きらめく、明りのついた 

donnerte vorbei, ﾄﾞﾈｱﾃ･ﾌｫｱﾊﾞｲ 3 単過(vorbei|donnern) 

v.i 轟音をあげて通り過ぎて行った                                     「動詞句」 

in entgegengesetzter Richtung. ｲﾝ･ｴﾝﾄｹﾞｰｹﾞﾝｹﾞｾﾞｯﾂﾀｰ･ﾘﾋﾄｩﾝｸﾞ adv. 反対方向へ「副詞句」 

   entgegengesetzter ｴﾝﾄｹﾞｰｹﾞﾝｹﾞｾﾞｯﾂﾀｰ adj.f.3 格 反対の Richtung ﾘﾋﾄｩﾝｸﾞ n.f 方向 

 

「もう戻ってきたの？」と、王子さまは尋ねた。 

»Sie kommen schon zurück?« fragte der kleine Prinz... 

《「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

»Sie ｼﾞｰ pron 彼らは                                                    「主語」 

kommen ...zurück?« ｺﾒﾝ...ﾂﾘｭｯｸ 3 複現(zurück|kommen)v.i 戻る           「動詞句」 

schon ｼｮﾝ adv. もう                                                     「副詞」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた                                     「動詞」 

der kleine Prinz... ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                         「主語」 

 

「あれはさっきの旅客じゃないんだよ」と、転轍手は言った。「入れ替わったんだよ」 

»Das sind nicht die gleichen«, sagte der Weichensteller. »das wechselt.« 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」》 

»Das ﾀﾞｽ pron（性･数にかかわりなく、人・物を指す）あれは                「主語」 

sind nicht ｼﾞﾝﾄ･ﾆﾋﾄ 3 複現･否定(sein)v.i 〜でない                           「動詞」 

die gleichen«, ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾗｲﾋｪﾝ pl.n.n.1 格 同じ人々                            「補語」 

   gleichen ｸﾞﾗｲﾋｪﾝ adj.pl.1 格(gleich) 同じ 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Weichensteller. ﾃﾞｱ･ｳﾞｧｲｼｪﾝｼｭﾃﾗｰ n.m 転轍手は                        「主語」 

»das ﾀﾞｽ pron あれは                                                    「主語」 

wechselt.« ｳﾞｪｸｾﾙﾄ 3 単現(wechseln)v.i 入れ替わる                          「動詞」 

 

「彼らがいた場所が気に入らなかったのかな？」 

»Waren sie nicht zufrieden dort, wo sie waren?«            《「動詞」「主語」「補語」》 

»Waren ｳﾞｧｰﾚﾝ 3 複過･疑問文(sein)v.i 〜 だったのかな？                    「動詞」 
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sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

nicht zufrieden dort, ﾆﾋﾄ･ﾂｰﾌﾘｰﾃﾞﾝ･ﾄﾞｱﾄ adj. そこに満足しない              「補語」 

wo sie waren?« ｳﾞｫｰ･ｼﾞｰ･ﾜﾚﾝ adj. 彼らがいた                     「形容詞節」 

 

「誰だって、どこに住んでいようが、その場所に満足しないものだよ」と、転轍手は言った。 

»Man ist nie zufrieden dort, wo man ist«, sagte der Weichensteller. 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

»Man ﾏﾝ pron 人は、誰でも                                              「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

nie zufrieden dort, ﾆｰ･ﾂｰﾌﾘｰﾃﾞﾝ･ﾄﾞｱﾄ adj. そこに満足しない                 「補語」 

wo man ist«, ｳﾞｫｰ･ﾏﾝ･ｲｽﾄ adv.（譲歩）どこに住んでいようが         「副詞節」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                          「動詞」 

der Weichensteller. ﾃﾞｱ･ｳﾞｧｲｼｪﾝｼｭﾃﾗｰ n.m 転轍手は           「主語」 

 

すると、明かりのついた 3 番目の急行列車が、轟音をあげながら通り過ぎて行った。 

Und es rollte der Donner eines dritten funkelnden Schnellzuges vorbei. 

Und「動詞」「主語」「副詞」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は der Donner eines dritten funkelnden Schnellzuges） 

rollte ﾛﾙﾃ 3 単過(rollen)v.i 進んでいった                                   「動詞」 

der Donner ﾃﾞｱ･ﾄﾞﾅｰ n.m.1 格 雷のような大音響が                         「主語」 

eines dritten funkelnden Schnellzuges ｱｲﾈｽ･ﾄﾞﾘｯﾃﾝ･ﾌﾝｹﾙﾝﾃﾞﾝ･ｼｭﾈﾙﾂｰｹﾞｽ 

   n.m.2 格 明かりのついた 3 番目の急行列車の                   「形容詞句」 

   dritten ﾄﾞﾘｯﾃﾝ adj.m.2 格 3 番目の Schnellzuges ｼｭﾈﾙﾂｰｹﾞｽ n.m.2 格 急行列車の 

funkelnden ﾌﾝｹﾙﾝﾃﾞﾝ 現在分詞(funkeln)adj.m.2 きらきら光る、明かりのついた  

vorbei. ﾌｫｱﾊﾞｲ adv. 通り過ぎて                                           「副詞」 

 

「最初の旅行者たちを追いかけているの？」と、王子様が尋ねた。 

»Verfolgen diese die ersten Reisenden?« fragte der kleine Prinz. 

《「動詞」「主語」「目的語」》,「動詞」「主語」 

»Verfolgen ﾌｪｱﾌｫﾙｹﾞﾝ 3 複現･疑問文 v.t 追いかけているの？                  「動詞」 

diese ﾃﾞｨｰｾﾞ pron.pl この列車は                                          「主語」 

die ersten Reisenden?« ﾃﾞｨｰ･ｴｱｽﾃﾝ･ﾗｲｾﾞﾝﾃﾞﾝ pl.n 最初の旅行者たちを      「目的語」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 3 単過(fragen)v.t 尋ねた「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまが「主語」 
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「何も追いかけていないよ」と、転轍手が言った。 

»Sie verfolgen gar nichts«, sagte der Weichensteller.  

《「動詞」「主語」「目的語」》,「動詞」「主語」 

»Sie ｼﾞｰ pron.pl あの列車は                                              「主語」 

verfolgen ﾌｪｱﾌｫﾙｹﾞﾝ 3 複現 v.t 追いかけている                              「動詞」 

gar nichts«, ｶﾞｰﾙ･ﾆﾋﾂ pron 全くなにも〜ない                             「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Weichensteller. ﾃﾞｱ･ｳﾞｧｲｼｪﾝｼｭﾃﾗｰ n.m 転轍手は                        「主語」 

 

「旅客たちはあの中で眠っているか、あくびをしている。子供たちだけは、自分の鼻をガラ

ス窓に押し付けて外を眺めている」 

»Sie schlafen da drinnen, oder sie gähnen auch. Nur die Kinder drücken ihre Nasen 

gegen die Fensterscheiben.«   《「主語」「動詞」「副詞句」,oder「主語」「動詞」「副詞」 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」》 

»Sie ｼﾞｰ pron.pl 旅客たちは                                              「主語」 

schlafen ｼｭﾗｰﾌｪﾝ 3 複現 v.i 眠っている                                     「動詞」 

da drinnen, ﾀﾞｰ･ﾄﾞﾘﾈﾝ adv. あの中で                                    「副詞句」 

oder ｵｰﾀﾞｰ conj. さもなければ 

sie ｼﾞｰ pron.pl 旅客たちは                                               「主語」 

gähnen ｹﾞｰﾈﾝ 3 複現 v.i あくびをしている                                 「動詞」 

auch. ｱｳﾌ adv. 〜も                                                      「副詞」 

Nur die Kinder ﾇｰｱ･ﾃﾞｨｰ･ｷﾝﾀﾞｰ pl.n.n 子供たちだけは                      「主語」 

drücken ﾄﾞｩﾙｯｹﾝ 3 複現 v.t 押し付けている                                 「動詞」 

ihre Nasen ｲｰﾚ･ﾅｰｾﾞﾝ n.f.4 格 自分の鼻を                                「目的語」 

gegen die Fensterscheiben.« ｹﾞｰｹﾞﾝ･ﾃﾞｨｰ･ﾌｪﾝｽﾀｰｼｬｲﾍﾞﾝ 

   adv.（衝突）窓ガラスに                                              「副詞句」 

 

「子供たちだけが、どこへ行こうとしているか知っているんだね」と、王子さまは言った。 

»Nur die Kinder wissen, wohin sie wollen«, sagte der kleine Prinz.  

《「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

»Nur die Kinder ﾇｰｱ･ﾃﾞｨｰ･ｷﾝﾀﾞｰ pl.n.n 子供たちだけは                     「主語」 

wissen, ｳﾞｨｯｾﾝ 3 複現 v.t 知っている                                      「動詞」 

n. 〜ということを                                                      「目的語」 

wohin ｳﾞｫｰﾋﾝ adv. どこへ                                         「副詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らが                                             「主語」 

wollen«, ｳﾞｫﾚﾝ 助動詞 v. 〜しようとしている                        「動詞」 
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sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

 

「子供たちは、ぼろきれ人形に時間を費やす。そうして人形は彼らにとってとても大切なも

のになっていく。だから、誰かが子供たちの人形を取り上げると、泣き出してしまう」 

»Sie wenden ihre Zeit an eine Puppe aus Stoff-Fetzen, und die Puppe wird ihnen sehr 

wertvoll, und wenn man sie ihnen wegnimmt, weinen sie...« 

《「主語」「動詞」「直接目的語」「間接目的語」, 

und「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」,und「副詞節」,「動詞」「主語」》 

»Sie ｼﾞｰ pron 子供たちは                                                「主語」 

wenden ｳﾞｪﾝﾃﾞﾝ 3 複現(auf / an et-4 に)v.t（金や時間を）費やす             「動詞」 

ihre Zeit ｲｰﾚ･ﾂｧｲﾄ n.f 自分たちの時間を                             「直接目的語」 

an eine Puppe ｱﾝ･ｱｲﾈ･ﾌﾟｯﾍﾟ adv. 人形に                             「間接目的語」 

aus Stoff-Fetzen, ｱｳｽ･ｼｭﾄｯﾌ･ﾌｪｯﾂｪﾝ 

 adj.（材料）ぼろきれで出来た                           「形容詞句」 

und ｳﾝﾄ conj.（結果）だから 

die Puppe ﾃﾞｨｰ･ﾌﾟｯﾍﾟ n.f その人形は                                      「主語」 

wird ｳﾞｨﾙﾄ 3 単現･変化(werden)v.i 〜になる                               「動詞」 

ihnen ｲｰﾈﾝ pron 彼らにとって                                      「間接目的語」 

sehr wertvoll, ｾﾞｰｱ･ｳﾞｪｱﾄﾌｫﾙ adj. とても重要な                            「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

wenn ｳﾞｪﾝ conj.（仮定）〜すると                                       「副詞節」 

man ﾏﾝ pron 誰かが                                             「主語」 

sie ｼﾞｰ pron その人形を                                   「直接目的語」 

ihnen ｲｰﾈﾝ pron 彼らの                                   「間接目的語」 

wegnimmt, ｳﾞｪｰｸ･ﾆﾑﾄ 3 単現(weg|nehmen) 

v.t(j-3 et-4 人-3 から何-4 を) 取り上げる                        「動詞」 

weinen ｳﾞｧｲﾈﾝ 3 複現 v.i 泣く                                             「動詞」 

sie...« ｼﾞｰ pron.pl 子供たちは                                             「主語」 

 

「子供たちは恵まれているよ」と、転轍手は言った。 

»Sie haben es gut«, sagte der Weichensteller.《「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

»Sie ｼﾞｰ pron.pl 子供たちは                                              「主語」 

haben ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現 v.t 〜である、持っている                              「動詞」 

es gut«, ｴｽ･ｸﾞｰﾄ pron 良いものを                                       「目的語」 

  es は不定の代名詞 gut は es の形容詞 
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  es gut haben 「結構な暮らしをしている、うまくやっている」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Weichensteller. ﾃﾞｱ･ｳﾞｧｲｼｪﾝｼｭﾃﾗｰ n.m 転轍手は                        「主語」 

 

XXIII 

 

「こんにちは」と、王子様が言った。 

»Guten Tag«, sagte der kleine Prinz.                      《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

»Guten Tag«, ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

 

「こんにちは」と、商人が言った。 

»Guten Tag«, sagte der Händler.                      《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

»Guten Tag«, ｸﾞｰﾃﾝ･ﾀｰｸ adv. こんにちは                                   「挨拶」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Händler. ﾃﾞｱ･ﾍﾝﾄﾞﾗｰ n.m 商人が                                      「主語」 

 

 

 

彼は喉の渇きを確実に抑える丸薬を売っていた。 

Er handelte mit höchst wirksamen, durststillenden Pillen.  

「主語」「動詞」「間接目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

handelte ﾊﾝﾃﾞﾙﾃ 3 単過(handeln)v.i(mit et-3 を) 売っていた                 「動詞」 

mit höchst wirksamen, durststillenden Pillen. 
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 ﾐｯﾄ･ﾍｰﾋｽﾄ･ｳﾞｨﾙｸｻﾞｰﾒﾝ･ﾄﾞｩﾙｽﾄ･ｽﾁﾚﾝﾃﾞﾝ･ﾋﾟﾚﾝ 

 adv. 喉の渇きを確実に抑える丸薬を                               「間接目的語」 

höchst ﾍｰﾋｽﾄ adv.(hoch) 最高に wirksamen ｳﾞｨﾙｸｻﾞｰﾒﾝ adj.f.pl(wirksam).3 格 有効な 

   Durst ﾄﾞｩﾙｽﾄ n.m（喉の）渇き stillen ｽﾁﾚﾝ v.t 抑える → stillend 現在分詞 

→ stillenden ｽﾁﾚﾝﾃﾞﾝ adj.f.pl.3 格 抑える Pillen ﾋﾟﾚﾝ pl.n.f(Pille) 丸薬、錠剤 

 

毎週 1 錠飲めば、もう水を飲みたいという欲求を感じなくなる。 

Man schluckt jede Woche eine und spürt überhaupt kein Bedürfnis mehr zu trinken. 

「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」und「動詞」「目的語」 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

schluckt ｼｭﾙｯｸﾄ 3 単現･条件(schlucken)v.t 飲み込む                        「動詞」 

jede Woche ｲｪｰﾃﾞ･ｳﾞｫｯﾍ adv. 毎週                                      「副詞句」 

eine ｱｲﾈ pron.f（eine Pille の省略）1 錠を                               「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj.（条件の結果）そうすれば 

spürt ｼｭﾋﾟｭｱﾄ 3 単現(spüren)v.t 感じる                                    「動詞」 

überhaupt kein Bedürfnis ﾕｰﾊﾞｰﾊｳﾌﾟﾄ･ｶｲﾝ･ﾍﾞﾄﾞｭﾙﾌﾆｽ 

 n.n.4 格 全く欲求が〜ない                                           「目的語」 

mehr zu trinken. ﾒｰｱ･ﾂｰ･ﾄﾘﾝｹﾝ adj. もはや飲みたいという       「形容詞句」 

 

「どうして、そんなものを売っているの？」と、王子さまは言った。 

»Warum verkaufst du das?«, sagte der kleine Prinz. 

《「副詞」「動詞」「主語」「目的語」》,「動詞」「主語」 

»Warum ｳﾞｧﾙﾑ adv.（疑問文で）どうして？                                「副詞」 

verkaufst ﾌｪｱｶｳﾌｽﾄ 2 単現(verkaufen)v.t 売る                              「動詞」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

das?«, ﾀﾞｽ pron それを                                                 「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

 

「これは、すごい時間の節約なんだよ」と、商人が言った。 

»Das ist eine große Zeitersparnis«, sagte der Händler.  

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

»Das ﾀﾞｽ pron これは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

eine große Zeitersparnis«, ｱｲﾈ･ｸﾞﾛｰｾ･ﾂｧｲﾄ･ｴｱ･ｼｭﾊﾟｰﾙﾆｽ 

 n.f.1 格 すごい時間の節約                                              「補語」 
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sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der Händler. ﾃﾞｱ･ﾍﾝﾄﾞﾗｰ n.m 商人が                                      「主語」 

 

「専門家たちが複雑な計算をしたんだ」 

»Die Sachverständigen haben Berechnungen angestellt.  

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

»Die Sachverständigen ﾃﾞｨｰ･ｻﾞｯﾊﾌｪｱｼｭﾃﾝﾃﾞｨｹﾞﾝ pl.n.1 格 専門家たちが       「主語」 

   sachverständig ｻﾞｯﾊﾌｪｱｼｭﾃﾝﾃﾞｨﾋ adj. 専門知識のある→（複数名詞 1 格に活用） 

haben ...angestellt. ﾊｰﾍﾞﾝ...ｱﾝｹﾞｼｭﾃﾙﾄ 3 複現･完了形(an|stellen) 

v.t（動作を）した                                                   「動詞句」 

Berechnungen ﾍﾞﾚﾋﾇﾝｹﾞﾝ pl.n.f.4 格 計算を                              「目的語」 

 

「1 週間について 53 分の節約になるんだ」 

Man erspart dreiundfünfzig Minuten in der Woche.« 

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」》 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

erspart ｴｱｼｭﾊﾟｰﾄ 3 単現(ersparen)v.t 蓄える、節約する                     「動詞」 

dreiundfünfzig Minuten ﾄﾞﾗｲ･ｳﾝﾄ･ﾌｭﾝﾌﾂｨﾋ･ﾐﾇｰﾃﾝ pl.n.f.4 格 53 分を       「目的語」 

in der Woche.« ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｳﾞｫｯﾍ adv. 1 週間で                               「副詞句」 

 

「それじゃあ、その 53 分で何をするの？」 

»Und was macht man mit diesen dreiundfünfzig Minuten?« 

《Und「目的語」「動詞」「主語」「副詞句」》 

»Und ｳﾝﾄ conj. そして 

was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                    「目的語」 

macht ﾏﾊﾄ 3 単現(machen)v.t（動作を）する                               「動詞」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

mit diesen dreiundfünfzig Minuten?« ﾐｯﾄ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾝ･ﾄﾞﾗｲ･ｳﾝﾄ･ﾌｭﾝﾌﾂｨﾋ･ﾐﾇｰﾃﾝ 

   adv.（手段）その 53 分で                                             「副詞句」 

 

「それを使って、したいことをするのさ」 

»Man macht damit, was man will...«              《「主語」「動詞」「副詞」「目的語」》 

»Man ﾏﾝ pron 人は                                                      「主語」 

macht ﾏﾊﾄ 3 単現(machen)v.t（動作を）する                               「動詞」 

damit, ﾀﾞﾐｯﾄ adv.（手段） それで                                         「副詞」 

was ｳﾞｧｽ pron 〜するものを                                            「目的語」 
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man ﾏﾝ pron 人は                                                「主語」 

will...« ｳﾞｨﾙ 3 単現(wollen)v.t 望む、したい                         「動詞」 

 

「もし余った 53 分があれば」と、王子様が言った。「僕なら、実にゆっくりと泉のほうへ歩

いて行くだろうな．．．」 

»Wenn ich dreiundfünfzig Minuten übrig hätte«, sagte der kleine Prinz, »würde ich ganz 

gemächlich zu einem Brunnen laufen...« 

《「副詞節」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」「主語」「副詞句」》 

»Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（仮定・条件）もし〜したら                            「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                「主語」 

dreiundfünfzig Minuten ﾄﾞﾗｲ･ｳﾝﾄ･ﾌｭﾝﾌﾂｨﾋ･ﾐﾇｰﾃﾝ pl.n.f.4 格 53 分を「目的語」 

übrig ﾕｰﾌﾟﾘｯﾋ adj. 余りの                               「形容詞」 

hätte«, ﾍｯﾃ 接 II･1 単現･仮定(haben)v.t 持っている                 「動詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

»würde ...laufen...« ｳﾞｭﾙﾃﾞ...ﾗｳﾌｪﾝ 接 II･1 単現･推量(werden+不定詞) 

   v.i 歩いていくだろう                                                「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

ganz gemächlich ｶﾞﾝﾂ･ｹﾞﾒｰﾋﾘｯﾋ adv. まったくゆっくりと                 「副詞句」 

zu einem Brunnen ﾂｰ･ｱｲﾈﾝ･ﾌﾞﾙﾈﾝ adv. 泉のほうへ                       「副詞句」 

 

XXIV 

 

砂漠での故障から 1 週間目になっていた。僕が水の蓄えの最後の一滴を飲んだ時、他なら

ぬ丸薬売りのあの話が聞こえた。 

Es war am achten Tag nach meiner Panne in der Wüste, und ich hörte gerade die 

Geschichte vom Pillenverkäufer, als ich den letzten Tropfen meines Wasservorrats trank. 

「主語」「動詞」「副詞句」,und「主語」「動詞」「目的語」「副詞節」 

Es ｴｽ pron（時間）それは                                                「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

am achten Tag ｱﾑ･ｱﾊﾃﾝ･ﾀｰｸ adv.（時点）1 週間目に、8 日目               「副詞句」 

   最初の日を 1 日目として、1 週間目は 8 日目である 

nach meiner Panne ﾅｰﾊ･ﾏｲﾅｰ･ﾊﾟﾈ adv.（時間）故障から           「副詞句」 

in der Wüste, ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｳﾞｭｰｽﾃ adv. 砂漠での               「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 
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hörte ﾎｱﾃ 1 単過(hören)v.t 聞こえた                                       「動詞」 

gerade die Geschichte ｹﾞﾗｰﾃﾞ･ﾃﾞｨｰ･ｹﾞｼﾋﾃ n.f 他ならぬ話が                「目的語」 

   gerade ｹﾞﾗｰﾃﾞ adj. まっすぐな, adv. 他ならぬ  

vom Pillenverkäufer, ﾌｫﾑ･ﾋﾟﾚﾝ･ﾌｪｱｺｲﾌｧｰ adv. 丸薬売りの           「副詞句」 

als ｱﾙｽ conj. 〜するとき                                                「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                 「主語」 

den letzten Tropfen ﾃﾞﾝ･ﾚｯﾂﾃﾝ･ﾄﾛｯﾌﾟﾌｪﾝ n.m.4 格 最後の一滴を      「目的語」 

meines Wasservorrats ﾏｲﾈｽ･ｳﾞｧｯｻｰ･ﾌｫｰｱﾗｰﾂ 

 n.m.2 格 水の蓄えの                                 「形容詞句」 

trank. ﾄﾗﾝｸ 1 単過(trinken)v.t 飲んだ                                「動詞」 

 

「ああ！」と、僕は王子様に言った。「君の思い出はまったく素敵だね。だけど、僕はまだ

飛行機の修理をしていないし、飲み水ももう無くなったから、もし僕も実にゆっくりと井戸

のほうへ行けたらどんなに幸せだろう」 

»Ach«, sagte ich zum kleinen Prinzen, »deine Erinnerungen sind ganz hübsch, aber ich 

habe mein Flugzeug noch nicht repariert, habe nichts mehr zu trinken und wäre 

glücklich, wenn ich auch ganz gemächlich zu einem Brunnen gehen könnte!« 

《「感嘆」》,「動詞」「主語」「間接目的語」, 

《「主語」「動詞」「補語」,aber「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」, 

「動詞」「目的語」und「動詞」「補語」「副詞節」》 

»Ach«, ｱｯﾊ int. ああ                                                     「感嘆」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 1 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

zum kleinen Prinzen, ﾂｰﾑ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂ adv. 王子様に                 「間接目的語」 

»deine Erinnerungen ﾀﾞｲﾈ･ｴｱｲﾈﾙﾝｹﾞﾝ pl.n.f.1 格 君の思い出は               「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

ganz hübsch, ｶﾞﾝﾂ･ﾋｭﾌﾟｼｭ adj. まったく素敵な                             「補語」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...noch nicht repariert, ﾊｰﾍﾞ...ﾉｯﾎ･ﾆﾋﾄ･ﾚﾊﾟﾘｰｱﾄ 1 単現･完了形･否定(reparieren) 

   v.t まだ修理していない                                              「動詞句」 

mein Flugzeug ﾏｲﾝ･ﾌﾙｰｸﾂｫｲｸ n.m.4 格 僕の飛行機を                      「目的語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 持っている                                    「動詞」 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

mehr ﾒｰｱ adv.（否定文で）もはや、もう                            「副詞」 

zu trinken ﾂｰ･ﾄﾘﾝｹﾝ adj.（目的）飲むべき                      「形容詞句」 
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und ｳﾝﾄ conj. そして 

wäre ｳﾞｪｰﾚ 接 II･1 単現･推量(sein)v.i 〜だろう                             「動詞」 

glücklich, ｸﾞﾘｭｯｸﾘﾋ adj. 幸せな                                           「補語」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）もしも〜ならば                                 「副詞節」 

ich auch ｲｯﾋ･ｱｳﾌ pron 僕もまた                                   「主語」 

ganz gemächlich ｶﾞﾝﾂ･ｹﾞﾒｰﾋﾘﾋ adv. まったくゆっくりと           「副詞句」 

zu einem Brunnen ﾂｰ･ｱｲﾈﾑ･ﾌﾞﾙﾈﾝ adv. 井戸へ                「間接目的語」 

gehen könnte!« ｹﾞｰｴﾝ･ｹﾝﾃ 接 II･1 単現･可能･仮定(können+不定詞) 

   v.i 行くことができたら                                       「動詞句」 

 

「僕の友達のキツネが」と、彼は言った。 

»Mein Freund, der Fuchs«, sagte er...                     《「主語」》,「動詞」「主語」 

»Mein Freund, ﾏｲﾝ･ﾌﾛｲﾝﾄ n.m.1 格 僕の友達が                             「主語」 

der Fuchs«, ﾃﾞｱ･ﾌｸｽ n.m.1 格 キツネが                                    「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er... ｴｱ pron 彼は                                                        「主語」 

 

「ねえ、坊や、もうキツネどころの問題ではないよ」 

»Mein kleiner Mann, es geht gar nicht mehr um den Fuchs!« 

《「呼びかけ」,「動詞句」「副詞句」》 

»Mein kleiner Mann, ﾏｲﾝ･ｸﾗｲﾅｰ･ﾏﾝ n.m.1 格 ねえ、坊や                 「呼びかけ」 

es geht ｴｽ･ｹﾞｰﾄ 非人称･3 単現(es gehen um et-4)v.h 何-4 の問題だ         「動詞句」 

gar nicht mehr ｶﾞｰﾙ･ﾆﾋﾄ･ﾒｰｱ adv. もはやまったく〜でない                「副詞句」 

um den Fuchs!« ｳﾑ･ﾃﾞﾝ･ﾌｸｽ adv. キツネの                    「間接目的語」 

   es geht um et-4 「何-4 が問題だ、何-4 が重要だ」 

 

「どうして？」 

»Warum?«                                                             《「質問」》 

»Warum?« ｳﾞｧｰﾙﾑ adv.（強調）adv. どうして？                            「質問」 

  warum ｳﾞｧﾙﾑ adv.（疑問）なぜ、どうして 

 

「喉が渇きすぎたら、死んでしまうからさ．．．」 

»Weil jemand vor Durst sterben wird...«           《Weil「主語」「副詞句」「動詞句」》 

»Weil ｳﾞｧｲﾙ conj.（理由）〜だから 

jemand ｲｪｰﾏﾝﾄ pron 誰でも                                              「主語」 

vor Durst ﾌｫｰｱ･ﾄﾞｩｱｽﾄ adv. のどの渇きのあまり                          「副詞句」 
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sterben wird...« ｼｭﾃｱﾍﾞﾝ･ｳﾞｨﾙﾄ 3 単未･推量(werden+不定詞 sterben) 

   v.i 死んでしまうだろう                                              「動詞句」 

 

彼は僕の言葉が理解できずに、答えた・ 

Er verstand meinen Einwand nicht, er antwortete:  

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」,「主語」「動詞」： 

Er ｴｱ pron 王子さまは                                                   「主語」 

verstand ...nicht, ﾌｪｱｼｭﾀﾝﾄ...ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(verstehen)v.t 理解できなかった「動詞句」 

meinen Einwand ﾏｲﾈﾝ･ｱｲﾝｳﾞｧﾝﾄ n.m.4 格 僕の異論を                     「目的語」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

antwortete: ｱﾝﾄｳﾞゎﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                         「動詞」 

 

「人は、たとえ死ななければならない時でも、友達を持てたということはいいことだよ。僕

自身は、キツネを友達として持つことが出来たのだから、幸せだよ」 

»Es ist gut, einen Freund gehabt zu haben, selbst wenn man sterben muss. Ich bin froh, 

dass ich einen Fuchs zum Freunde hatte...« 

《「動詞」「補語」「主語」,「副詞節」┃「主語」「動詞」「補語」,「副詞句」》 

»Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は einen Freund gehabt zu haben） 

ist ｲｽﾄ 3単現(sein)v.i 〜である                                             「動詞」 

gut, ｸﾞｰﾄ adj. よい                                                      「補語」 

zu 不定句 n. 〜ということは                                              「主語」 

einen Freund ｱｲﾈﾝ･ﾌﾛｲﾝﾄ n.m.4 格 友達を                          「目的語」 

gehabt zu haben, ｹﾞﾊｰﾌﾟﾄ･ﾂｰ･ﾊｰﾍﾞﾝ zu 不定句･完了形(haben)v.t 持った「動詞句」 

selbst wenn ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ･ｳﾞｪﾝ conj.（譲歩）〜する時であっても               「副詞節」 

man ﾏﾝ pron 人が                                                「主語」 

sterben muss. ｼｭﾃｱﾍﾞﾝ･ﾑｽ 3 単現･必要(müssen+不定詞 sterben) 

   v.i 死ななければならない                                      「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

froh, ﾌﾛｰ adj. うれしい、喜ばしい                                         「補語」 

dass ﾀﾞｽ conj.（理由）〜だから                                         「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                 「主語」 

einen Fuchs ｱｲﾈﾝ･ﾌｸｽ n.m.4 格 キツネを                          「目的語」 

zum Freunde ﾂｰﾑ･ﾌﾛｲﾝﾃﾞ adv.（目的）友達として                    「補語」 

hatte...« ﾊｯﾃ 1 単過(haben)v.t 持った                                「動詞」 
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《彼は危険を判断することが出来ないのだ》と、僕は心の中で思った。 

Er kann die Gefahr nicht ermessen, sagte ich mir.  

「主語」「動詞句」「目的語」,「動詞」「主語」「間接目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

kann ...nicht ermessen, ｶﾝ...ﾆﾋﾄ･ｴｱﾒｯｾﾝ 3 単現･可能･否定(können+不定詞 ermessen) 

   v.t 判断することが出来ない                                          「動詞句」 

die Gefahr ﾃﾞｨｰ･ｹﾞﾌｧｰﾙ n.f 危険を                                      「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 1 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

mir. ﾐｰｱ pron.3 格 自分自身に                                      「間接目的語」 

 

彼には、飢えも、渇きもないんだ。彼には、わずかな太陽があれば十分なんだ。 

Er hat nie Hunger, nie Durst. Ein bisschen Sonne genügt ihm...  

「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「間接目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

hat ﾊｯﾄ 3 単現(haben)v.t 〜がある                                         「動詞」 

nie Hunger, ﾆｰ･ﾌﾝｶﾞｰ n.m（否定の連続）飢えも〜ない                      「目的語」 

nie Durst. ﾆｰ･ﾄﾞｩｱｽﾄ n.m（否定の連続）渇きも〜ない                     「目的語」 

Ein bisschen ｱｲﾝ･ﾋﾞｽﾋｪﾝ adj. わずかな                           「形容詞句」 

Sonne ｿﾞﾈ n.f 太陽が                                                    「主語」 

genügt ｹﾞﾆｭｰｸﾄ 3 単現(genügen)v.i 十分である                             「動詞」 

ihm... ｲｰﾑ pron.3 格 彼にとって                                     「間接目的語」 

 

しかし彼はじっと僕を見つめてから、僕が考えていることに対して答えた。 

Aber er sah mich an und antwortete auf meine Gedanken: 

Aber「主語」「動詞句」「目的語」und「動詞」「副詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

sah ...an ｻﾞｰ...ｱﾝ 3 単過(an|sehen)v.t じっと見つめた                     「動詞句」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                                    「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞﾜﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                           「動詞」 

auf meine Gedanken: ｱｳﾌ･ﾏｲﾈ･ｹﾞﾀﾞﾝｹﾝ adv. 僕が考えていることに対して   「副詞句」 
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「僕も喉が渇いたよ．．．井戸を探しに行こうよ．．．」 

»Ich habe auch Durst... suchen wir einen Brunnen...« 

《「主語」「動詞」「副詞」「目的語」┃「動詞」「主語」「目的語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 〜がある                                      「動詞」 

auch ｱｳﾌ adv. 〜も                                                      「副詞」 

Durst... ﾄﾞｩﾙｽﾄ n.m 喉の渇き                                           「目的語」 

suchen ｽﾞｰﾍﾝ 1 複現･勧誘 v.t 〜を探そう                                   「動詞」 

wir ｳﾞｨｰｱ pron 僕たちは                                                 「主語」 

einen Brunnen...« ｱｲﾈﾝ･ﾌﾞﾙﾈﾝ n.m.4 格 井戸を                           「目的語」 

 

僕は身振りで絶望感を伝えた；無限に広がる砂漠の中で、運を天に任せて井戸を探すなんて

ことは馬鹿げている。 

Ich machte eine Gebärde der Hoffnungslosigkeit; es ist sinnlos, auf gut Glück in der 

Endlosigkeit der Wüste einen Brunnen zu suchen.  

「主語」「動詞」「目的語」；「動詞」「補語」「主語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

machte ﾏﾊﾃ 1 単過(machen)v.t（動作を）した                              「動詞」 

eine Gebärde ｱｲﾈ･ｹﾞﾍﾞｰｱﾃﾞ n.f.4 格 身振り、手ぶり                       「目的語」 

der Hoffnungslosigkeit; ﾃﾞｱ･ﾎﾌﾇﾝｸﾞｽﾛｰﾂｨﾋｶｲﾄ n.f.2 格 絶望の     「形容詞句」 

es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は auf gut Glück 以降の zu 不定句） 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sinnlos, ｼﾞﾝﾛｰｽ adj. 無意味な、意味のない                                 「補語」 

auf gut Glück ｱｳﾌ･ｸﾞｰﾄ･ｸﾞﾘｭｯｸ adv. 運を天に任せて                 「副詞句」 

in der Endlosigkeit ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｴﾝﾄﾛｰｽﾞｨﾋｶｲﾄ adv. 無限の中を            「副詞句」 

der Wüste ﾃﾞｱ･ｳﾞｭｰｽﾃ n.f.2 格 砂漠の                     「形容詞句」 

einen Brunnen ｱｲﾈﾝ･ﾌﾞﾙﾈﾝ n.m.4 格 井戸を                         「目的語」 

zu suchen. ﾂｰ･ｽﾞｰﾍﾝ zu 不定詞 n. 探すことは                               「主語」 

 

それでも僕たちは、出発した。 

Dennoch machten wir uns auf den Weg.  「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Dennoch ﾃﾞﾉﾎ adv. それでも                                              「副詞」 

machten ...uns ﾏﾊﾃﾝ...ｳﾝｽ 1 複過(sich-4 ...machen) 

v.pr（方向を示す語句と）出発した                                    「動詞句」 

wir ｳﾞｨｰｱ pron 僕たちは                                                 「主語」 

auf den Weg. ｱｳﾌ･ﾃﾞﾝ･ｳﾞｪｰｸ adv. 道に向かって                           「副詞句」 
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僕たちが何時間も黙り込んで歩いていると、急に日が暮れて、星たちが輝きだした。 

Als wir stundenlang schweigend dahingezogen waren, brach die Nacht herein, und die 

Sterne begannen zu leuchten.  

「副詞節」,「動詞句」「主語」「動詞句」,und「主語」「動詞句」 

Als ｱﾙｽ conj. 〜した時、〜すると                                       「副詞節」 

wir ｳﾞｨｰｱ pron 僕たちが                                          「主語」 

stundenlang ｼｭﾄｩﾝﾃﾞﾝﾗﾝｸﾞ adv. 何時間も                           「副詞」 

schweigend ｼｭｳﾞｧｲｹﾞﾝﾄ 現在分詞(schweigen)adv. 黙って             「副詞」 

dahingezogen waren, ﾀﾞﾋﾝｹﾞﾂｫｰｹﾞﾝ･ｳﾞｧﾚﾝ 3 複過･完了形(dahin|ziehen) 

   v.i 進んで行った                                             「動詞句」 

brach ...herein, ﾌﾞﾗｰﾊ...ﾍﾗｲﾝ 3 単過(herein|brechen) 

v.i（夜が突然）始まった、（日が）暮れた                              「動詞句」 

die Nacht ﾃﾞｨｰ･ﾅﾊﾄ n.f 夜が                                             「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

die Sterne ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m 星たちが                                   「主語」 

begannen zu leuchten. ﾍﾞｶﾞﾈﾝ･ﾂｰ･ﾛｲﾋﾃﾝ 3 複過･開始(beginnen zu+不定詞 leuchten) 

   v.i 輝き始めた                                                      「動詞句」 

 

僕は夢の中にいるように星を見た。喉の渇きのせいで、僕は少し熱っぽかった。 

Ich sah sie wie im Traum. Ich hatte ein wenig Fieber vor Durst.  

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

sah ｻﾞｰ 1 単過(sehen)v.t 見た                                             「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl（性の区別なし）（Sterne の代用）それらを                 「目的語」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                              「副詞句」 

im Traum. ｲﾑ･ﾄﾗｳﾑ adv. 夢の中                                  「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

hatte ﾊｯﾃ 1 単過(haben)v.t 〜があった                                    「動詞」 

ein wenig Fieber ｱｲﾝ･ｳﾞｪｰﾆｯﾋ･ﾌｨｰﾊﾞｰ n.n.4 格 多少の熱が                 「目的語」 

vor Durst. ﾌｫｰｱ･ﾄﾞｩﾙｽﾄ adv.（原因）のどの渇きのせいで                  「副詞句」 

 

王子様の言葉が僕の意識を突き抜けて踊っていた。 

Die Worte des kleinen Prinzen tanzten durch mein Bewusstsein. 

「主語」「動詞」「副詞句」 

Die Worte ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｫｱﾃ pl.n.n.1 格(Wort) 言葉が                             「主語」 
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   Wort（[複]Wörter; まれに Worte） 

des kleinen Prinzen ﾃﾞｽ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m.2 格 王子様の          「形容詞句」 

tanzten ﾀﾝﾂﾃﾝ 3 複過(tanzen)v.i 踊っていた                                「動詞」 

durch ﾄﾞｩﾙﾋ prep（4 格と）（仲介）〜を通して                           「副詞句」 

mein Bewusstsein. ﾏｲﾝ･ﾍﾞｳﾞｽﾄｻﾞｲﾝ n.n.4 格 僕の意識、記憶        「目的語」 

 

「それじゃあ、君も喉が渇いたんだね？」と、僕は彼に尋ねた。 

»Du hast also auch Durst?« fragte ich ihn. 

《「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」「間接目的語」 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

hast ﾊｽﾄ 2 単現(haben)v.t 〜がある                                        「動詞」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. それじゃあ                                               「副詞」 

auch ｱｳﾌ adv. 〜も                                                      「副詞」 

Durst?« ﾄﾞｩﾙｽﾄ n.m.4 格 喉の渇きが                                     「目的語」 

fragte ﾌﾗｰｸﾃ 1 単過(fragen)v.t 尋ねた                                      「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

ihn. ｲｰﾝ pron 彼に                                                 「間接目的語」 

 

彼は僕の質問には答えず、言葉少なく、こう言った： 

Er antwortete nicht auf meine Frage. Er sagte einfach: 

「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞」「副詞」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

antwortete nicht ｱﾝﾄｳﾞゎﾃﾃ･ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(antworten)v.i 答えなかった    「動詞句」 

auf meine Frage. ｱｳﾌ･ﾏｲﾈ･ﾌﾗｰｹﾞ adv.（対応）僕の質問に対して            「副詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

einfach: ｱｲﾝﾌｧｯﾊ adv. 簡単に、飾り気なく                                  「副詞」 

 

「水は、心にとっても良いのかもしれない．．．」 

»Wasser kann auch gut sein für das Herz...«              《「主語」「動詞句」「補語」》 

»Wasser ｳﾞｧｯｻｰ n.n 水は                                                 「主語」 

kann ...sein ｶﾝ...ｻﾞｲﾝ 3 単現･可能性(können+sein)v.i 〜であるかもしれない 「動詞句」 

auch gut ｱｳﾌ･ｸﾞｰﾄ adj. 〜も良い                                          「補語」 

für das Herz...« ﾌｭｰｱ･ﾀﾞｽ･ﾍｱﾂ adv.（関連）心にとって                「副詞句」 
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僕は彼の言葉が理解できなかったが、黙り込んだ．．． 

Ich verstand seine Worte nicht, aber ich schwieg...  

「主語」「動詞句」「目的語」,aber「主語」「動詞」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

verstand ...nicht, ﾌｪｱｼｭﾀﾝﾄ...ﾆﾋﾄ 1 単過･否定(verstehen)v.t 理解できなかった「動詞句」 

seine Worte ｻﾞｲﾈ･ｳﾞゎﾃ pl.n.n.4 格 彼の言葉を                           「目的語」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

schwieg... ｼｭｳﾞｨｰｸ 1 単過(schweigen)v.i 黙った                             「動詞」 

 

彼に尋ねてはいけないということはよく分かっていたから。 

Ich wusste gut, dass man ihn nicht fragen durfte.    「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

wusste ｳﾞｽﾃ 1 単過(wissen)v.t 知っていた                                 「動詞」 

gut, ｸﾞｰﾄ adv.（程度）良く、十分に                                       「副詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

man ﾏﾝ pron 誰でも                                              「主語」 

ihn ｲｰﾝ pron.4 格 彼に                                          「目的語」 

nicht fragen durfte. ﾆﾋﾄ･ﾌﾗｰｹﾞﾝ･ﾄﾞｩﾙﾌﾃ 3 単過･禁止･時制の一致 

   v.t 尋ねてはならない                                          「動詞句」 

 

彼は疲れていた。腰を下ろした。僕は彼の隣に腰を下ろした。それからしばらく沈黙が続い

てから、彼はさらに言った。 

Er war müde. Er setzte sich. Ich setzte mich neben ihn. Und nach einem Schweigen sagte 

er noch:      「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「副詞句」 

Und「副詞句」「動詞」「主語」「副詞」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

müde. ﾐｭｰﾃﾞ adj. 疲れた                                                 「補語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

setzte sich. ｾﾞｯﾂﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 setzen)v.pr 腰を下ろした            「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

setzte mich ｾﾞｯﾂﾃ･ﾐｯﾋ 1 単過(sich-4 setzen)v.pr 腰を下ろした              「動詞句」 

neben ﾈｰﾍﾞﾝ prep（3 格または 4 格と）〜の隣に                          「副詞句」 

ihn. ｲｰﾝ pron.4 格（移動）彼                                    「目的語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXIV 

  388 / 483 

nach ﾅｰﾊ prep（3 格 4 格と）（時間的に）〜の後で                        「副詞句」 

einem Schweigen ｱｲﾈﾑ･ｼｭｳﾞｧｲｹﾞﾝ n.n.3 格 沈黙                   「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

noch: ﾉｯﾎ adv. さらに、また                                              「副詞」 

 

「星たちは美しいね。見えない花を思い出させてくれるから」 

»Die Sterne sind schön, weil sie an eine Blume erinnern, die man nicht sieht...« 

《「主語」「動詞」「補語」「副詞節」》 

»Die Sterne ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m(Stern).1 格 星たちは                        「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

schön, ｼｪｰﾝ adj. 美しい                                                  「補語」 

weil ｳﾞｧｲﾙ conj.（理由）〜なので                                       「副詞節」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                            「主語」 

an eine Blume ｱﾝ･ｱｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ adv. ある花のことを             「間接目的語」 

erinnern, ｴｱｲﾅｰﾝ 3 複現 v.t(j-4 an et-4)（人-4 に何-4 を）思い出させる 「動詞」 

die ﾃﾞｨｰ pron（目的語）〜する                      「形容詞節」 

man ﾏﾝ pron 人は                            「主語」 

nicht sieht...« ﾆﾋﾄ･ｽﾞｨｰﾄ 3 単現･否定(sehen) 

v.t 見えない                              「動詞句」 

 

僕は答えた：「そうだね」それから黙って、月の光に照らされた砂のしわをじっと眺めた。 

Ich antwortete: »Gewiss« und betrachtete schweigend die Falten des Sandes unter dem 

Mond.                      「主語」「動詞」：《「応答」》und「動詞」「副詞」「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

antwortete: ｱﾝﾄｳﾞﾜﾃﾃ 1 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

»Gewiss« ｹﾞﾋﾞｽ adj. 確かな「補語」                                       「応答」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

betrachtete ﾍﾞﾄﾗﾊﾃﾃ 1 単過(betrachten)v.t じっと見つめた、眺めた           「動詞」 

schweigend ｼｭｳﾞｧｲｹﾞﾝﾄ 現在分詞(schweigen)adv. 黙って                    「副詞」 

die Falten ﾃﾞｨｰ･ﾌｧﾙﾃﾝ pl.n.f(Falte).4 格 しわを                           「目的語」 

des Sandes ﾃﾞｽ･ｻﾞﾝﾃﾞｽ n.m(Sande).2 格 砂の                   「形容詞句」 

unter ｳﾝﾀｰ prep（3 格または 4 格と）（空間的）〜の下の  「副詞句」 

dem Mond. ﾃﾞｰﾑ･ﾓｰﾝﾄ n.m.3 格（静止）月        「目的語」 
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「砂漠は美しいね」と、彼は付け加えた。 

»Die Wüste ist schön«, fügte er hinzu... 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「主語」「動詞句」 

»Die Wüste ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｭｰｽﾃ n.f 砂漠は                                        「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

schön«, ｼｪｰﾝ adj. 美しい                                                 「補語」 

fügte ...hinzu... ﾌｰｸﾃ...ﾋﾝﾂｰ 3 単過(hinzu|fügen)v.t 付け加えた             「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

 

そしてそれは本当だった。僕はずっと砂漠が好きだった。 

Und das war wahr. Ich habe die Wüste immer geliebt.  

Und「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

wahr. ｳﾞｧｰﾙ adj. 本当の、事実の                                          「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...geliebt. ﾊｰﾍﾞ...ｹﾞﾘｰﾌﾟﾄ 1 単現･完了形(lieben)v.t 好きだった         「動詞句」 

die Wüste ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｭｰｽﾃ n.f.4 格 砂漠を                                  「目的語」 

immer ｲﾏｰ adv. いつも、たえず、ずっと                                   「副詞」 

 

僕は砂丘の上に腰を下ろす。何も見えない。何も聞こえない。 

Man setzt sich auf eine Sanddüne. Man sieht nichts. Man hört nichts.  

「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」 

Man ﾏﾝ pron（1 人称 ich, wir の代用として）僕は                           「主語」 

setzt sich ｾﾞｯﾂﾄ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単現(sich-4 setzen)v.pr 腰を下ろす                「動詞句」 

auf eine Sanddüne. ｱｳﾌ･ｱｲﾈ･ｻﾞﾝﾄ･ﾄﾞｭｰﾈ adv. 砂丘の上に                  「副詞句」 

   Sanddüne ｻﾞﾝﾄ･ﾄﾞｭｰﾈ → Sand 砂 + Düne 砂丘 

Man ﾏﾝ pron（1 人称 ich, wir の代用として）僕は                           「主語」 

sieht ｼﾞｰﾄ 3 単現(sehen)v.t 見える                                        「動詞」 

nichts. ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                            「目的語」 

Man ﾏﾝ pron（1 人称 ich, wir の代用として）僕は                           「主語」 

hört ﾍｱﾄ 3 単現(hören)v.t 聞こえる                                        「動詞」 

nichts. ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                            「目的語」 
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それなのに、何かが静けさの中で光り輝いている。 

Und währenddessen strahlt etwas in der Stille.  Und「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

währenddessen ｳﾞｪｰﾚﾝﾄﾃﾞｯｾﾝ adv.（während+dessen2 格）それなのに       「副詞」 

strahlt ｼｭﾄﾗｰﾙﾄ 3 単現(strahlen)v.i 光り輝いている                         「動詞」 

etwas ｴﾄｳﾞｧｽ pron 何かが                                                「主語」 

in der Stille. ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｼｭﾃｨﾚ adv. 静けさの中に、黙って、密かに            「副詞句」 

 

「それが砂漠を美してしているんだ」と、王子さまは言った。「砂漠がどこかに井戸を隠し

ているってことだよ」 

»Es macht die Wüste schön«, sagt der kleine Prinz, »dass sie irgendwo einen Brunnen 

birgt.«               《「主語」「動詞」「目的語」「補語」》,「動詞」「主語」,《「主語」》 

»Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は dass 以降）それが                       「主語」 

macht ﾏﾊﾄ 3 単現(machen)v.t（様態）〜にしている                         「動詞」 

die Wüste ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｭｰｽﾃ n.f.4 格 砂漠を                                   「目的語」 

schön«, ｼｪｰﾝ adj. 美しい                                                 「補語」 

sagt ｻﾞｰｸﾄ 3 単現(sagen)v.t 言う                                          「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

»dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということが                                           「主語」 

sie ｼﾞｰ pron.f(Wüste の代用) 砂漠が                                 「主語」 

irgendwo ｲﾙｹﾞﾝﾄｳﾞｫｰ adv. どこかに                                  「副詞」 

einen Brunnen ｱｲﾈﾝ･ﾌﾞﾙﾈﾝ n.m 井戸を                             「目的語」 

birgt.« ﾋﾞｱｸﾄ 3 単現(bergen)v.t 隠している                            「動詞」 

 

僕は、砂の神秘的な明かりについて、突然分かったので驚いた。 

Ich war überrascht, dieses geheimnisvolle Leuchten des Sandes plötzlich zu verstehen.  

「主語」「動詞」「補語」,「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

überrascht, ﾕｰﾊﾞｰﾗｼｭﾄ adj. 驚いた                                        「補語」 

dieses geheimnisvolle Leuchten ﾃﾞｨｰｾﾞｽ･ｹﾞﾊｲﾑﾆｽﾌｫﾚ･ﾛｲﾋﾃﾝ 

 pl.n.f.4 格 神秘的な明かりを〜したので                               「副詞句」 

   geheimnisvoll ｹﾞﾊｲﾑﾆｽﾌｫﾙ adj. 神秘的な Leuchten ﾛｲﾋﾃﾝ pl.n.f 明かり 

des Sandes ﾃﾞｽ･ｻﾞﾝﾃﾞｽ pl.n.m(Sand).2 格 砂の                 「形容詞句」 

plötzlich ﾌﾟﾚｯﾂﾘﾋ adv. 突然                                       「副詞」 

zu verstehen. ﾂｰ･ﾌｪｱｼｭﾃｰｴﾝ zu 不定詞･理由 v.t 理解する、分かる   「動詞句」 
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注意： 

dieses geheimnisvolle Leuchten の性･数･格が不明確 

dieses は n.m.2 格、n.n.(1･2･4 格)で、pl.n.f.4 格は diese となる 

 

少年だったころ、僕は古い家に住んでいたが、言い伝えによると、その家には宝物が隠され

ているということだった。 

Als ich ein kleiner Junge war, wohnte ich in einem alten Haus, und die Sage erzählte, 

dass darin ein Schatz versteckt sei.  

「副詞節」,「動詞」「主語」「副詞句」,und「主語」「動詞」「目的語」 

Als ｱﾙｽ conj. 〜したとき                                               「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                「主語」 

ein kleiner Junge ｱｲﾝ･ｸﾗｲﾅｰ･ﾕﾝｹﾞ n.m.1 格 小さい少年              「補語」 

war, ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜 だった                               「動詞」 

wohnte ｳﾞｫｰﾝﾃ 1 単過(wohnen)v.i 住んでいた                               「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

in einem alten Haus, ｲﾝ･ｱｲﾈﾑ･ｱﾙﾃﾝ･ﾊｳｽ adv. 古い家に                    「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

die Sage ﾃﾞｨｰ･ｻﾞｰｹﾞ n.f 噂は                                             「主語」 

erzählte, ｴｱﾂｪｰﾙﾃ 3 単過(erzählen)v.t 伝えている                           「動詞」 

dass ﾀﾞｽ conj.  〜ということを                                         「目的語」 

darin ﾀﾞﾘﾝ adv. 家の中に                                         「副詞」 

ein Schatz ｱｲﾝ･ｼｬｯﾂ n.m 宝が                                     「主語」 

versteckt ﾌｪｱｼｭﾃｯｸﾄ adj. 隠された                                  「補語」 

sei. ｻﾞｲ 接 I・3 単現･伝達(sein)v.i 〜である                          「動詞」 

 

実際には、誰もその宝物を見つけられなかったのだが、もしかすると、誰もそれを探そうと

しなかったのかもしれない。 

Gewiss, es hat ihn nie jemand zu entdecken vermocht, vielleicht hat ihn nie jemand 

gesucht.                            「副詞」,「動詞句」「目的語」「主語」「動詞句」, 

「副詞」「動詞句」「目的語」「主語」「動詞句」 

Gewiss, ｹﾞｳﾞｨｽ adv. 実際には                                             「副詞」 

es ｴｽ pron 非人称 

hat ...zu entdecken vermocht, ﾊｯﾄ...ﾂｰ･ｴﾝﾄﾃﾞｯｹﾝ･ﾌｪｱﾓﾋﾄ 3 単現･完了形･可能･否定 

   (vermögen+不定詞)v.t 見つけることができなかった                     「動詞句」 

ihn ｲｰﾝ pron それを                                                   「目的語」 

nie jemand ﾆｰ･ｲｪｰﾏﾝﾄ pron 誰も〜ない                                    「主語」 
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vielleicht ﾌｨﾗｲﾋﾄ adv. ことによると                                       「副詞」 

hat ...gesucht. ﾊｯﾄ...ｹﾞｽﾞﾌﾄ 3 単現･完了形(suchen)v.t 探そうとした         「動詞句」 

ihn ｲｰﾝ pron それを                                                   「目的語」 

nie jemand ﾆｰ･ｲｪｰﾏﾝﾄ pron 誰も〜ない                                    「主語」 

 

しかしその宝物が家全体に魔法をかけていた。僕の家は、その心臓部の下に 1 つの秘密を

隠していた．．． 

Aber er verzauberte dieses ganze Haus. Mein Haus barg ein Geheimnis auf dem Grunde 

seines Herzens... Aber「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron(Schatz の代用) その宝物が                                     「主語」 

verzauberte ﾌｪｱﾂｧｳﾍﾞｱﾃ 3 単過(verzaubern)v.t 魔法をかけていた             「動詞」 

dieses ganze Haus. ﾃﾞｨｰｾﾞｽ･ｶﾞﾝﾂｪ･ﾊｳｽ n.m.4 格 その家全体に             「目的語」 

Mein Haus ﾏｲﾝ･ﾊｳｽ n.m 僕の家は                                         「主語」 

barg ﾊﾞｰｸ 3 単過(bergen)v.t 隠していた                                    「動詞」 

ein Geheimnis ｱｲﾝ･ｹﾞﾊｲﾑﾆｽ n.n.4 格 1 つの秘密を                        「目的語」 

auf dem Grunde ｱｳﾌ･ﾃﾞｰﾑ･ｸﾞﾙﾝﾃﾞ adv. 土台に                           「副詞句」 

seines Herzens... ｻﾞｲﾈｽ･ﾍｱﾂｪﾝｽ n.n.2 格 心臓の                 「形容詞句」 

 

「そうだよ」と、僕は王子様に言った。「家でも、星でも、砂漠でも、それらの美しさを作

り出しているものは、目には見えないんだよ」 

»Ja«, sagte ich zum kleinen Prinzen, »ob es sich um das Haus, um die Sterne oder um 

die Wüste handelt, was ihre Schönheit ausmacht, ist unsichtbar!« 

《「応答」》,「動詞」「主語」「間接目的語」,《「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」》 

»Ja«, ﾔｰ adv.（同意）そうだよ                                            「応答」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

zum kleinen Prinzen, ﾂｰﾑ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ adv.（対象）王子様に        「間接目的語」 

»ob ｵｯﾌﾟ conj.（ob...ob/oder...）〜であろうと（．．．であろうと）           「副詞節」 

es sich ...handelt, ｴｽ･ｽﾞｨｯﾋ...ﾊﾝﾃﾞﾙﾄ 3 単現(es handelt sich-4 um et-4) 

   v.pr（何-4 の）問題である                                    「動詞句」 

um das Haus, um die Sterne oder um die Wüste 

 ｳﾑ･ﾀﾞｽ･ﾊｳｽ･ｳﾑ･ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ･ｵｰﾀﾞｰ･ｳﾑ･ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｭｰｽﾃ 

 adv. 家や星や砂漠                                         「間接目的語」 

was ｳﾞｧｽ pron（先行詞なし）〜するものは                                 「主語」 

ihre Schönheit ｲｰﾚ･ｼｪｰﾝﾊｲﾄ n.f それらの美しさを                   「目的語」 
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ausmacht, ｱｳｽ･ﾏﾊﾄ 3 単現(aus|machen)v.t 構成している                「動詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

unsichtbar!« ｳﾝｽﾞｨﾋﾄﾊﾞｰﾙ adj. 目に見えない                                「補語」 

 

「僕は嬉しいよ」と、王子さまは言った。「君が僕のキツネと同じ意見だから」 

»Ich bin froh«, sagte er, »dass du mit meinem Fuchs übereinstimmst.« 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「副詞節」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

froh«, ﾌﾛｰ adj. 嬉しい                                                    「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er, ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

»dass ﾀﾞｽ conj.（理由）〜なので                                        「副詞節」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君が                                                「主語」 

mit meinem Fuchs ﾐｯﾄ･ﾏｲﾈﾑ･ﾌｸｽ adv. 僕のキツネと                「副詞句」 

übereinstimmst.« ﾕｰﾊﾞｰﾗｲﾝ･ｼｭﾃｨﾑｽﾄ 2 単現(überein|stimmen) 

   v.i(mit j-3 人-3 と) 意見が一致している                          「動詞句」 

 

王子様が眠り込んでしまったので、僕は彼を両腕でかかえて、また歩き始めた。 

Da der kleine Prinz einschlief, nahm ich ihn in meine Arme und machte mich wieder auf 

den Weg.      「副詞節」,「動詞」「主語」「目的語」「副詞句」und「動詞句」「副詞句」 

Da ﾀﾞｰ conj.（理由）〜なので                                           「副詞節」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                      「主語」 

einschlief, ｱｲﾝ･ｼｰﾌ 3 単過(ein|schlafen)v.i 眠り込んでいた          「動詞句」 

nahm ﾅｰﾑ 1 単過(nehmen)v.t 手に取った、つかんだ                         「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

ihn ｲｰﾝ pron.m.4 格 彼を                                               「目的語」 

in meine Arme ｲﾝ･ﾏｲﾈ･ｱﾙﾒ adv.(Arm の[複]) 両腕で                       「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

machte mich ﾏﾊﾃ･ﾐｯﾋ 1 単過(sich-4 machen) 

 v.pr（方向を示す語句と）〜に向かった                                「動詞句」 

wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. また、ふたたび                                       「副詞」 

auf den Weg. ｱｳﾌ･ﾃﾞﾝ･ｳﾞｪｰｸ adv. 道に                                   「副詞句」 

   sich-4 auf den Weg machen 「出発する」 
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僕は感動した。僕にとっては、壊れやすい宝物を運ぶようなものだった。 

Ich war bewegt. Mir war, als trüge ich ein zerbrechliches Kleinod.  

「主語」「動詞」「補語」┃「間接目的語」「動詞」「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

bewegt. ﾍﾞｳﾞｪｰｸﾄ adj. 感動した                                           「補語」 

Mir ﾐｰｱ pron 僕にとって                                           「間接目的語」 

war, ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

als ｱﾙｽ conj. 〜のような                                                  「補語」 

trüge ﾄﾙｰｹﾞ 接 II･1 単現･推量(tragen)v.t 運んでいる                   「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                  「主語」 

ein zerbrechliches Kleinod. ｱｲﾝ･ﾂｪｱﾌﾞﾚﾋﾘﾋｪｽ･ｸﾗｲﾝｵｰﾄ 

 n.n.4 格 壊れやすい宝物を                                      「目的語」 

 

それは、僕にとっては、地球上でこれ以上壊れやすいものは何もないだろうとさえ思われる

ほど輝いていた。 

Es schien mir sogar, als gäbe es nichts Zerbrechlicheres auf der Erde.  

「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

schien ｼｰﾝ 3 単過(scheinen)v.i 輝いていた                                  「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 僕にとって                                           「間接目的語」 

sogar, ｿﾞｶﾞｰﾙ adv. 〜すら、さえ                                     「副詞」 

als ｱﾙｽ conj. 〜のような                                                  「補語」 

gäbe es ｹﾞｰﾍﾞ･ｴｽ 非人称･接 II･3 単現･推量(es geben et-4 何-4 が) 

v.h 存在するだろう                                             「動詞句」 

nichts ﾆﾋﾂ pron.4 格 何も〜なに                                     「主語」 

Zerbrechlicheres ﾂｪｱﾌﾞﾚﾋﾘﾋｪﾚｽ adj.（比較）もっと壊れやすい   「形容詞」 

auf der Erde. ｱｳﾌ･ﾃﾞｱ･ｴｰｱﾃﾞ adv. 地球上で               「副詞」 

 

僕は、月明りの下で、彼の青白い額や、閉じられた目や、風になびいている髪の房を見つめ

て、心の中で思った： 

Ich betrachtete im Mondlicht diese blasse Stirn, diese geschlossenen Augen, diese im 

Winde zitternde Haarsträhne, und ich sagte mir:  

「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」,und「主語」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

betrachtete ﾍﾞﾄﾗﾊﾃﾃ 1 単過(betrachten)v.t じっと見つめた、観察した        「動詞」 
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im Mondlicht ｲﾑ･ﾓﾝﾄﾘﾋﾄ adv.（方法・手段）月明りで                     「副詞句」 

diese blasse Stirn, ﾃﾞｨｰｾﾞ･ﾌﾞﾗｯｾ･ｼｭﾃｨｱﾝ n.f.4 格 その青白い額を           「目的語」 

   blasse ﾌﾞﾗｯｾ adj.f.4 格(blass) 青白い Stirn ｼｭﾃｨｱﾝ n.f 額 

diese geschlossenen Augen, ﾃﾞｨｰｾﾞ･ｹﾞｼｭﾛｯｾﾈﾝ･ｱｳｹﾞﾝ pl.n.n.4 格 閉じた目を 「目的語」 

  geschlossenen ｹﾞｼｭﾛｯｾﾈﾝ adj.pl.4 格(geschlossen) 閉じた Augen ｱｳｹﾞﾝ pl.n.n(Auge) 目 

diese ﾃﾞｨｰｾﾞ adj. あの                           「形容詞」 

im Winde ｲﾑ･ｳﾞｨﾝﾃﾞ adv. 風の中で                        「副詞句」 

zitternde ﾂｨﾃﾙﾝﾃﾞ 現在分詞･同時(zittern)adj. 震えている、ゆらめく  「形容詞」 

Haarsträhne, ﾊｰｱ･ｼｭﾄﾚｰﾈ n.f 髪の房を「                                   目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

sagte mir: ｻﾞｰｸﾃ･ﾐｰｱ 1 単過(sich-3 sagen)v.pr 心の中でも思った           「動詞句」 

 

《僕がそこに見ているものは、みてくれに過ぎない。本当の姿は目には見えないんだ》 

Was ich da sehe, ist nur eine Hülle. Das Eigentliche ist unsichtbar... 

“「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」”  

Was ｳﾞｧｽ pron（先行詞なしで）〜するものは                              「主語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                  「主語」 

da ﾀﾞｰ adv. そこに                                                 「副詞」 

sehe, ｾﾞｰｴ 1 単現(sehen)v.t 見ている                                 「動詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

nur ﾇｰｱ adv. 〜にすぎない                                          「副詞」 

eine Hülle. ｱｲﾈ･ﾋｭﾚ n.f カバー、覆い、上っ面                              「補語」 

Das Eigentliche ﾀﾞｽ･ｱｲｹﾞﾝﾄﾘｯﾋｪ n.n.1 格 本当の姿は                        「主語」 

   eigentlich ｱｲｹﾞﾝﾄﾘﾋ adj. 本来の、真の → Eigentliche n.n.1 格 本当の姿 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

unsichtbar... ｳﾝｽﾞｨﾋﾄﾊﾞｰﾙ adj. 目に見えない                               「補語」 

 

彼の半開きの唇が、微笑んでいるように見えたたので、僕はまた心の中で思った： 

Da seine halbgeöffneten Lippen ein halbes Lächeln andeuteten, sagte ich mir auch:  

「副詞節」,「動詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」： 

Da ﾀﾞｰ conj. 〜なので                                                  「副詞節」 

seine halbgeöffneten Lippen ｻﾞｲﾈ･ﾊﾙﾌﾟ･ｹﾞ･ｵﾌﾈﾃﾝ･ﾘｯﾍﾟﾝ 

 pl.n.f.1 格 彼の半開きの唇が                                     「主語」 

 geöffnete ｹﾞｵﾌﾈﾃ過去分詞･受動(öffnen)adj. 開かれた → seine geöffneten (adj.f.pl) 

 → halb- ﾊﾙﾌ （゚名刺や形容詞の前につけて）「半分．．．」 Lippen ﾘｯﾍﾟﾝ pl.n.f(Lippe) 唇 
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ein halbes ｱｲﾝ･ﾊﾙﾍﾞｽ adj.n.4 格 半ばの                     「形容詞句」 

Lächeln ﾚｯﾋｪﾙﾝ n.n.4 格(動詞の名詞化) 笑いを                     「目的語」 

andeuteten, ｱﾝﾄﾞｲﾃﾃﾝ 3 複過(an|deuten)v.t 暗示していた           「動詞句」 

sagte ...mir ｻﾞｰｸﾃ...ﾐｰｱ 1 単過(sich-3 sagen)v.pr 心のなかで思った          「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

auch: ｱｳﾌ adv. また                                                     「副詞」 

 

この眠っている王子様のことで、僕が一番感動することは、一輪の花に対する彼の誠実さだ。

それは、彼が眠っている時でさえ、ランプの炎のように彼を照らし続けているバラの姿だ。 

Was mich an diesem kleinen eingeschlafenen Prinzen so sehr rührt, ist seine Treue zu 

einer Blume, ist das Bild einer Rose, das ihn durchstrahlt wie eine Flamme einer Lampe, 

selbst wenn er schläft...                    「主語」「動詞」「補語」,「動詞」「補語」 

Was ｳﾞｧｽ pron（主語）（先行詞なしで）〜するものは                       「主語」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                              「目的語」 

an diesem kleinen eingeschlafenen Prinzen ｱﾝ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾑ･ｸﾗｲﾈﾝ･ｱｲﾝｹﾞｼｭﾗｰﾌｪﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ 

   adv.（対象）この眠っている王子様のことで                      「副詞句」 

   einschlafen ｱｲﾝｼｭﾗｰﾌｪﾝ v.i 眠り込む（過去分詞 eingeschlafen） 

so sehr ｿﾞｰ･ｾﾞｰｱ adv. 非常に                                      「副詞句」 

rührt, ﾙｰｱﾄ 3 単現(rühren)v.t 感動させる                             「動詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

seine Treue ｻﾞｲﾈ･ﾄﾛｲｴ n.f.1 格 彼の誠実さ                                 「補語」 

zu einer Blume, ﾂｰ･ｱｲﾅｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ adv. 一輪の花に対する               「副詞句」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

das Bild ﾀﾞｽ･ﾋﾞﾙﾄ n.n.1 格 映像、光景                                     「補語」 

einer Rose, ｱｲﾅｰ･ﾛｰｾﾞ n.f.2 格 バラの花の                        「形容詞句」 

das ﾀﾞｽ pron（関係）〜する                                     「形容詞節」 

ihn ｲｰﾝ pron.m.4 格 彼を                                「目的語」 

durchstrahlt ﾄﾞｩﾙﾋ･ｼｭﾄﾗｰﾙﾄ 3 単現(durch- + strahlen) 

v.t 照らし続ける                                      「動詞句」 

   durch- ﾄﾞｩﾙﾋ 前つづり「全期間」strahlen ｼｭﾄﾗｰﾚﾝ v.t 放射する v.i 光り輝く 

wie eine Flamme ｳﾞｨｰ･ｱｲﾈ･ﾌﾗﾒ adv. 炎のように            「副詞句」 

einer Lampe, ｱｲﾅｰ･ﾗﾑﾍﾟ n.f.2 格 ランプの        「形容詞句」 

selbst wenn ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ･ｳﾞｪﾝ conj. 〜する時でさえ            「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼が                                    「主語」 

schläft... ｼｭﾚﾌﾄ 3 単現(schlafen)v.i 眠っている         「動詞」 
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そして、僕には、彼が今まで以上に壊れやすいものに感じられた。 

Und er kam mir noch zerbrechlicher vor als bisher.     Und「主語」「動詞句」「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

kam mir ｶｰﾑ･ﾐｰｱ 3 単過(kommen)v.i(j-3 人-3 に) 僕の心に思い浮かんだ    「動詞句」 

   j-3 +副詞 kommen 「人-3 にとって〜と感じられる」 

noch zerbrechlicher ﾉｯﾎ･ﾂｪｱﾌﾞﾚﾋﾘｯﾋｬｰ adv.（比較級）さらに壊れやすい      「補語」 

vor als bisher. ﾌｫｰｱ･ｱﾙｽ･ﾋﾞｽﾍｰｱｰ adv. これまでよりさらに           「副詞句」 

 

ランプは注意深く保護されなければならない。 

Man muss die Lampe sorgsam schützen: 「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」「動詞句」 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

  「目的語」を主語とした能動文に翻訳する 

muss ...schützen: ﾑｽ...ｼｭｯﾂｪﾝ 3 単現･必要(müssen+不定詞 schützen) 

   v.t 保護しなければならない                                          「動詞句」 

die Lampe ﾃﾞｨｰ･ﾗﾑﾍﾟ n.f.4 格 ランプを                                  「目的語」 

sorgsam ｿﾞｱｸｻﾞｰﾑ adv. 注意深く、慎重に                                  「副詞」 

 

突風が、ランプの灯を消してしまうかもしれないのだ。 

Ein Windstoß kann sie zum Verlöschen bringen...「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Ein Windstoß ｱｲﾝ･ｳﾞｨﾝﾄｼｭﾄｰｽ n.m 突風が                                 「主語」 

kann ...bringen... ｶﾝ...ﾌﾞﾘﾝｹﾞﾝ 3 単現･可能性(können+不定詞 bringen) 

   v.t 〜をもたらすかもしれない                                        「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.4 格(Lampe) ランプに                                      「目的語」 

zum Verlöschen ﾂｰﾑ･ﾌｪｱﾛｯｼｪﾝ adv. 消灯へと                             「副詞句」 

 

そして、このように進んでいるうちに、僕は明け方にその井戸を見つけた。 

Und während ich so weiterging, entdeckte ich bei Tagesanbruch den Brunnen. 

Und「副詞節」,「動詞」「主語」「副詞句」「目的語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

während ｳﾞｪｰﾚﾝﾄ conj. 〜しているうちに                                「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                 「主語」 

so ｿﾞｰ adv. このように                                             「副詞」 

weiterging, ｳﾞｧｲﾀｰｷﾞﾝｸﾞ 1 単過(weiter|gehen)v.i 進んで行った       「動詞句」 

entdeckte ｴﾝﾄﾃﾞｸﾃ 1 単過(entdecken)v.t 見つけた                           「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 
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bei Tagesanbruch ﾀｰｹﾞｽｱﾝﾌﾞﾙﾌ adv. 明け方に                             「副詞句」 

den Brunnen. ﾃﾞﾝ･ﾌﾞﾙﾈﾝ n.m.4 格 その井戸を                            「目的語」 
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XXV 

 

「人々は」と、王子様は言った。「他の人を押し分けて、無理やり急行列車に乗り込むけれ

ど、自分たちがどこへ行こうとしているのか全く何も分かっていないんだ」 

»Die Leute«, sagte der kleine Prinz, »schieben sich in die Schnellzüge, aber sie wissen 

gar nicht, wohin sie fahren wollen.  

《「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」「間接目的語」,aber「主語」「動詞句」「目的語」》 

»Die Leute«, ﾃﾞｨｰ･ﾛｲﾃ pl.n 人々は                                         「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

»schieben sich ｼｰﾍﾞﾝ･ｽﾞｨｯﾋ 3 複現(sich-4 schieben) 

v.pr(in に) 押し分けて乗り込む                                        「動詞句」 

in die Schnellzüge, ｲﾝ･ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾈﾙﾂｪｰｹﾞ adv. 急行列車に               「間接目的語」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

wissen ｳﾞｨｯｾﾝ 3 複現 v.t 知っている                                     「動詞句」 

gar nicht, ｶﾞｰﾙ･ﾆﾋﾄ adv. 全く何も〜ない                          「副詞句」 

wohin ｳﾞｫｰﾋﾝ adv. どこへ〜するかということを                          「目的語」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らが                                            「主語」 

fahren wollen. ﾌｧｰﾚﾝ･ｳﾞｫﾚﾝ 3 複現･願望(wollen+不定詞) 

v.i 行こうとしている                                         「動詞句」 

 

「それで、動き回ったり、堂々巡りをするんだ．．．」 

Nachher regen sie sich auf und drehen sich im Kreis...« 

《「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」und「動詞句」》 

Nachher ﾅｰﾍｰｱ adv. それで                                             「副詞」 

regen ...sich auf ﾚｰｹﾞﾝ...ｽﾞｨｯﾋ･ｱｳﾌ 3 複現(sich-4 auf|regen)v.pr 動き始める「動詞句」 

  auf|regen ｱｳﾌ･ﾚｰｹﾞﾝ v.pr(sich-4) 動き始める auf- 前つづり 「始める」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                 「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

drehen sich ﾄﾞﾚｰｴﾝ･ｽﾞｨｯﾋ 3 複現(sich-4 drehen)v.pr 回転する            「動詞句」 

im Kreis...« ｲﾑ･ｸﾗｲｽ adv.（空間）円の中を                      「副詞句」 

   sich-4 im Kreis drehen ｽﾞｨｯﾋ･ｲﾑ･ｸﾗｲｽ･ﾄﾞﾚｰｴﾝ v.pr 堂々巡りをする 
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骨折り甲斐がない ：  400 / 483 

それから、付け加えた。 

Und er fügte hinzu:                                        Und「主語」「動詞句」： 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

fügte hinzu: ﾌｭｰｸﾃ･ﾋﾝﾂｰ 3 単過(hinzu|fügen)v.t 付け加えた                「動詞句」 

 

「それは骨折り甲斐がない．．．」 

»Das ist nicht der Mühe wert...«                           《「主語」「動詞」「補語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron（動き回ったりすること）それは                             「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

nicht der Mühe wert...« ﾆﾋﾄ･ﾃﾞｱ･ﾐｭｰｴ･ｳﾞｪｱﾄ adj. 骨を折る価値のない        「補語」 

骨折り甲斐がない ： 

骨折り → 苦労すること。精を出して働くこと。努力。 

甲斐   → したことの結果としての効果。するだけの値打ち。 

骨折り甲斐がない → 苦労するだけの価値がない。する必要がない。 

 

僕たちが辿り着いたその井戸は、サハラ砂漠にある井戸とは似ていなかった。 

Der Brunnen, den wir erreicht hatten, glich nicht den Brunnen der Sahara.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Der Brunnen, ﾃﾞｱ･ﾌﾞﾙﾈﾝ n.m.1 格 その井戸は                              「主語」 

den ﾃﾞﾝ pron（目的語）〜する                                  「形容詞節」 

wir ｳﾞｨｰｱ pron.pl 僕たちが                                「主語」 

erreicht hatten, ｴｱﾗｲﾋﾄ･ﾊｯﾃﾝ 1 複過･完了形(erreichen) 

v.t たどり着いた                                     「動詞句」 

glich nicht ｸﾞﾘﾋ･ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(gleichen)v.i(et-3 に) 似ていなかった      「動詞句」 

den Brunnen ﾃﾞﾝ･ﾌﾞﾙﾈﾝ pl.n.3 格 井戸に                             「間接目的語」 

der Sahara. ﾃﾞｱ･ｻﾊｰﾗ n.f.2 格 サハラ砂漠の                 「形容詞句」 

 

サハラ砂漠にある井戸は、砂地に掘られた簡素な穴にすぎないのだ。 

Die Brunnen der Sahara sind einfache, in den Sand gegrabene Löcher.  

「主語」「動詞」「補語」 

Die Brunnen ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙﾈﾝ pl.n.1 格 井戸は                                  「主語」 

der Sahara ﾃﾞｱ･ｻﾊｰﾗ n.f.2 格 サハラ砂漠の                       「形容詞句」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

einfache, ｱｲﾝﾌｧﾍ adj.pl.1 格(einfach) 単純な                         「形容詞」 

in den Sand ｲﾝ･ﾃﾞﾝｻﾞﾝﾄ adv. 砂の中に                     「副詞句」 
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gegrabene ｹﾞｸﾞﾗｰﾍﾞﾈ 過去分詞･受動(graben)adj.pl.1 格 掘られた     「形容詞」 

Löcher. ﾚｯﾋｬｰ pl.n.n.1 格 穴                                              「補語」 

 

そこにある井戸は村の井戸に似ていた。 

Dieser da glich einem Dorfbrunnen.                   「主語」「動詞」「間接目的語」 

Dieser da ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ﾀﾞｰ pron そこにある井戸は                             「主語」 

glich ｸﾞﾘﾋ 3 単過(gleichen)v.i(et-3 に) 似ていた                            「動詞」 

einem Dorfbrunnen. ｱｲﾈﾑ･ﾄﾞｱﾌ･ﾌﾞﾙﾈﾝ n.m.3 格 村の井戸に            「間接目的語」 

   Dorfbrunnen → Dorf ﾄﾞｱﾌ n.n 村 + Brunnen ﾌﾞﾙﾈﾝ n.m 井戸 

 

しかしその辺りには、いかなる村もなかった。それで、僕は夢を見ていると思った。 

Aber es war keinerlei Dorf da, und ich glaubte zu träumen. 

Aber「動詞」「主語」「副詞」,und「主語」「動詞」「目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は keinerlei Dorf） 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過･存在(sein)v.i 〜があった                                 「動詞」 

keinerlei Dorf ｶｲﾅｰﾗｲ･ﾄﾞｱﾌ n.n.1 格 どんな村も〜ない                      「主語」 

   keinerlei ｶｲﾅｰﾗｲ adj. どんな種類のものも〜ない 

da, ﾀﾞｰ adv. そこには                                                   「副詞」 

und ｳﾝﾄ conj. それで 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

glaubte ｸﾞﾗｳﾌﾟﾃ 1 単過(glauben)v.t(zu 不定詞 〜していると) 思った          「動詞」 

zu träumen. ﾂｰ･ﾄﾛｲﾒﾝ zu 不定詞 n. 夢を見ているということを             「目的語」 

 

「これは奇妙だ！」と、僕は王子様に言った。「何もかもが揃っている：滑車と手桶とロー

プがすべて揃っている」 

»Das ist merkwürdig«, sagte ich zum kleinen Prinzen, »alles ist bereit: die Winde, der 

Kübel und das Seil...«       《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」「間接目的語」, 

《「主語」「動詞」「補語」：「主語」,「主語」und「主語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron これは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

merkwürdig«, ﾒｱｸｳﾞｭﾙﾃﾞｨﾋ adj. 奇妙な、不思議な                          「補語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 1 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

zum kleinen Prinzen, ﾂｰﾑ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ adv.（目標）王子様に向かって「間接目的語」 

»alles ｱﾚｽ pron すべてが                                                 「主語」 
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ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

bereit: ﾍﾞﾗｲﾄ adj. 準備のできた、整った                                   「補語」 

die Winde, ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｨﾝﾃﾞ n.f 巻き上げ機が、滑車が                          「主語」 

der Kübel ﾃﾞｱ･ｷｭｰﾍﾞﾙ n.m 桶が                                           「主語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

das Seil...« ﾀﾞｽ･ｻﾞｲﾙ n.n 綱が                                             「主語」 

 

彼は笑い、綱に触れ、滑車を動かした。 

Er lachte, berührte das Seil, ließ die Rolle spielen.  

「主語」「動詞」,「動詞」「目的語」,「動詞句」「目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

lachte, ﾗﾊﾃ 3 単過(lachen)v.i 笑った                                       「動詞」 

berührte ﾍﾞﾘｭｰｱﾃ 3 単過(berühren)v.t 触れた                               「動詞」 

das Seil, ﾀﾞｽ･ｻﾞｲﾙ n.n.4 格 綱に                                         「目的語」 

ließ ...spielen. ﾘｰｽ...ｼｭﾋﾟｰﾚﾝ 3 単過･使役(lassen+不定詞 spielen) 

   v.t 〜を動かした                                                    「動詞句」 

   spielen ｼｭﾋﾟｰﾚﾝ v.i（あちこちと）動く 

die Rolle ﾃﾞｨｰ･ﾛﾚ n.f.4 格 滑車を                                        「目的語」 

 

すると、長い間風が眠っていた時に古い風見鶏がきしむように、滑車はぎしぎし音を立てた。 

Und die Rolle knarrte wie ein altes Windrad, wenn der Wind lange geschlafen hat. 

Und「主語」「動詞」「副詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. すると 

die Rolle ﾃﾞｨｰ･ﾛﾚ n.f 滑車は                                              「主語」 

knarrte ｸﾅﾙﾃ 3 単過(knarren)v.i ぎしぎしと音を立てた                      「動詞」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                              「副詞句」 

ein altes Windrad, ｱｲﾝ･ｱﾙﾃｽ･ｳﾞｨﾝﾄﾗｰﾄ n.n.1 格 古い風見鶏         「目的語」 

   Wind ｳﾞｨﾝﾄ n.m 風 Rad ﾗｰﾄ n.n 車輪 Wetterhahn ｳﾞｪｯﾀｰﾊｰﾝ n.m 風見鶏 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するときに                                          「副詞節」 

der Wind ﾃﾞｱ･ｳﾞｨﾝﾄ n.m 風が                                     「主語」 

lange ﾗﾝｹﾞ adv. 長い間                                            「副詞」 

geschlafen hat. ｹﾞｼｭﾗｰﾌｪﾝ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形(schlafen)v.i 眠っていた「動詞句」 
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「ほら、聞こえるだろう」と、王子さまは言った。「僕たちが目覚めさせたから、この井戸

が歌っているんだよ．．．」 

»Du hörst«, sagte der kleine Prinz, »wir wecken diesen Brunnen auf, und er singt...« 

《「主語」「動詞」》,「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」,und「主語」「動詞」》 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

hörst«, ﾍｱｽﾄ 2 単現(hören)v.t 聞こえる                                     「動詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

»wir ｳﾞｨｰｱ pron 僕たちが                                                「主語」 

wecken ...auf, ｳﾞｪｯｹﾝ...ｱｳﾌ 1 複現･近接過去(auf|wecken)v.t 目を覚まさせた 「動詞句」 

diesen Brunnen ﾃﾞｨｰｾﾞﾝ･ﾌﾞﾙﾈﾝ n.m この井戸を                          「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. それで 

er ｴｱ pron それが                                                       「主語」 

singt...« ｼﾞﾝｸﾄ 3 単現(singen)v.i 歌っている                                「動詞」 

 

僕は彼に苦労をさせたくなかった： 

Ich wollte nicht, dass er sich abmühte:                  「主語」「動詞句」「目的語」： 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

wollte nicht, ｳﾞｫﾙﾃ･ﾆﾋﾄ 1 単過･否定(wollen)v.t 望まなかった               「動詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

er ｴｱ pron 彼が                                                  「主語」 

sich abmühte: ｽﾞｨｯﾋ･ｱｯﾌﾟﾐｭｰﾃ 3 単過･時制の一致(sich-4 ab|mühen) 

v.pr ひどく苦労する                                          「動詞句」 

 

「それは僕にやらせてくれないか？」と、僕は彼に言った。「それは君には重すぎるよ」 

»Lass mich das machen«, sagte ich zu ihm, »das ist zu schwer für dich.« 

《「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」「動詞句」》, 

「動詞」「主語」「間接目的語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

»Lass ...machen«, ﾗｽ...ﾏﾍﾝ 命・2 単現･使役･依頼(lassen+不定詞) 

   v.t 〜をやらせてくれないか？                                        「動詞句」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕に                                                「間接目的語」 

das ﾀﾞｽ pron それを                                               「直接目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 1 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

zu ihm, ﾂｰ･ｲｰﾑ adv. 彼に                                           「間接目的語」 
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»das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

zu schwer ﾂｰ･ｼｭｳﾞｪｰｱ adj. 重すぎる                                       「補語」 

für dich.« ﾌｭｰｱ･ﾃﾞｨｯﾋ adv. 君には                                  「副詞句」 

 

僕は、ゆっくりと桶を井戸の縁まで引き上げた。 

Langsam hob ich den Kübel bis zum Brunnenrand.  

「副詞」「動詞」「主語」「目的語」「副詞句」 

Langsam ﾗﾝｸﾞｻﾞｰﾑ adv. ゆっくりと                                       「副詞」 

hob ﾎｰﾌﾟ 1 単過(heben)v.t 引き上げた                                     「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

den Kübel ﾃﾞﾝ･ｷｭｰﾍﾞﾙ n.m.4 格 桶を                                    「目的語」 

bis zum Brunnenrand. ﾋﾞｽ･ﾂｰﾑ･ﾌﾞﾙﾈﾝ･ﾗﾝﾄ adv. 井戸の縁まで              「副詞句」 

 

僕はそこに桶をしっかりと据えた。 

Ich stellte ihn dort schön aufrecht.                「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

stellte ｼｭﾃﾙﾃ 1 単過(stellen)v.t 置いた、据えた                             「動詞」 

ihn ｲｰﾝ pron.m.4 格 桶を                                              「目的語」 

dort ﾄﾞｱﾄ adv. そこに                                                    「副詞」 

schön aufrecht. ｼｪｰﾝ･ｱｳﾌﾚﾋﾄ adv. 非常にしっかりと                       「副詞句」 

   schön ｼｪｰﾝ adv.（強調）とても aufrecht ｱｳﾌﾚﾋﾄ adj. 断固たる、まっすぐに 

 

僕の耳の中では、いまだに滑車の歌が聞こえていた。そしてまだ揺れている桶の水の中には、

太陽が揺れているのが見えた。 

In meinen Ohren war noch immer der Gesang der Zugwinde, und im Wasser, das noch 

zitterte, sah ich die Sonne zittern. 

「副詞句」,「動詞」「副詞句」「主語」,und「副詞句」,「動詞」「主語」「目的語」「補語」 

In ｲﾝ prep（3 格または 4 格と）〜のなかで                               「副詞句」 

meinen Ohren ﾏｲﾈﾝ･ｵｰﾚﾝ pl.n.n.3 格 僕の耳                       「目的語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過･存在(sein)v.i 〜があった                                 「動詞」 

noch immer ﾉｯﾎ･ｲﾏｰ adv. いまだに、まだ、依然として                    「副詞句」 

der Gesang ﾃﾞｱ･ｹﾞｻﾞﾝｸﾞ n.m.1 格 歌が                                    「主語」 

der Zugwinde, ﾃﾞｱ･ﾂｰｸｳﾞｨﾝﾃﾞ pl.n.m.2 格 すきま風の              「形容詞句」 

   滑車の回る音を、古い風見鶏が時折吹き抜ける隙間風でたてる音にたとえている 

   フランス語版では、le chant de la poulie 滑車の歌 
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und ｳﾝﾄ conj. そして 

im Wasser, ｲﾑ･ｳﾞｧｯｻｰ adv. 水の中では                                   「副詞句」 

das ﾀﾞｽ pron（主語）〜する                                   「形容詞節」 

noch ﾉｯﾎ adv. まだ                                      「副詞」 

zitterte, ﾁｯﾃｱﾃ 3 単過･時制の一致(zittern)v.i 震えている    「動詞」 

   汲み上げた桶の中の水がまだ震えている 

sah ｻﾞｰ 1 単過･知覚動詞(sehen)v.t(SVO+不定詞 O が〜するのが) 見えた      「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

die Sonne ﾃﾞｨ･ｿﾞﾈ n.f.4 格 太陽を                                       「目的語」 

zittern. ﾂｨﾀｰﾝ 不定詞･Sonne の動作 v.i 震えている                          「補語」 

 

「僕は、この水を飲みたい」と、王子さまは言った。「飲ませて．．．」 

»Ich habe Durst nach diesem Wasser«, sagte der kleine Prinz, »gib mir zu trinken...« 

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」「間接目的語」「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t（心身状態）〜である                           「動詞」 

Durst ﾄﾞｩﾙｽﾄ n.m.4 格(nach et-3 何-3 を)（のどの）渇き、飲みたい気持ち  「目的語」 

nach diesem Wasser«, ﾅｰﾊ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾑ･ｳﾞｧｯｻｰ adv. この水を                 「副詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

»gib ...zu trinken...« ｷﾞｰﾌﾟ...ﾂｰ･ﾄﾘﾝｹﾝ 命・2 単現･使役(geben+zu 不定詞) 

   v.t 飲ませてください                                                「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

 

これで僕はやっと、彼が何を求めているかが分かった。僕は桶を彼の唇まで持ち上げた。 

Und ich verstand, was er gesucht hatte. Ich hob den Kübel an seine Lippen.  

Und「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. それで 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

verstand, ﾌｪｱｼｭﾀﾝﾄ 1 単過(verstehen)v.t 分かった                          「動詞」 

was ｳﾞｧｽ pron（目的語）〜する物を                                    「目的語」 

er ｴｱ pron 彼は                                                 「主語」 

gesucht hatte. ｹﾞｽﾞﾌﾄ･ﾊｯﾃ 3 単過･完了形(suchen)v.t 求めていた    「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

hob ﾎｰﾌﾟ 1 単過(heben)v.t 持ち上げた                                     「動詞」 

den Kübel ﾃﾞﾝ･ｷｭｰﾍﾞﾙ n.m.4 格 桶を                                    「目的語」 
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an seine Lippen. ｱﾝ･ｻﾞｲﾈ･ﾘｯﾍﾟﾝ adv.（位置）彼の唇まで                  「副詞句」 

 

彼は目を閉じて飲んだ。それは祭りのように楽しい光景だった。 

Er trank mit geschlossenen Augen. Das war süß wie ein Fest.  

「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

trank ﾄﾗﾝｸ 3 単過(trinken)v.i 飲んだ                                      「動詞」 

mit ﾐｯﾄ prep（3 格と）（様態）〜の状態で                                「副詞句」 

geschlossenen ｹﾞｼｭﾛｯｾﾈﾝ adj.pl(geschlossen) 閉じた        「形容詞」 

Augen. ｱｳｹﾞﾝ pl.n.n(Auge).3 格 目                                「目的語」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

süß ｼﾞｭｰｽ adj. 魅力のある、心地よい、楽しい                              「補語」 

wie ein Fest. ｳﾞｨｰ･ｱｲﾝ･ﾌｪｽﾄ adv. 祭りのように                      「副詞句」 

 

この水は、飲み物とは全く異なるものだった。 

Dieses Wasser war etwas ganz anderes als ein Trunk.         「主語」「動詞」「補語」 

Dieses Wasser ﾃﾞｨｰｾﾞｽ･ｳﾞｧｯｻｰ n.n この水は                               「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

etwas ｴﾄｳﾞｧｽ pron.n 何かあるもの                                        「補語」 

ganz anderes ｶﾞﾝﾂ･ｱﾝﾃﾞﾚｽ adj.n(ander).1 格 全く異なる            「形容詞句」 

als ein Trunk. ｱﾙｽ･ｱｲﾝ･ﾄｩﾙﾝｸ adv.（比較）飲み物とは       「副詞句」 

 

その水は、星の下の行進や、滑車の歌や、僕の腕の労力によって湧き出たものだ。 

Es war entsprungen aus dem Marsch unter den Sternen, aus dem Gesang der Rolle, aus 

der Mühe meiner Arme.                                 「主語」「動詞句」「副詞句」 

Es ｴｽ pron それは                                                        「主語」 

war entsprungen ｳﾞｧｰﾙ･ｴﾝﾄｼｭﾌﾟﾙﾝｹﾞﾝ 3 単過･完了形(entspringen)v.i 湧き出た「動詞句」 

aus dem Marsch ｱｳｽ･ﾃﾞｰﾑ･ﾏｰｼｭ adv. 行進から                             「副詞句」 

unter den Sternen, ｳﾝﾀｰ･ﾃﾞﾝ･ｼｭﾃｱﾈﾝ adv. 星の下の                  「副詞句」 

aus dem Gesang ｱｳｽ･ﾃﾞｰﾑ･ｹﾞｻﾞﾝｸﾞ adv. 歌から                            「副詞句」 

der Rolle, ﾃﾞｱ･ﾛﾚ n.f.2 格 滑車の                                 「形容詞句」 

aus der Mühe ｱｳｽ･ﾃﾞｱ･ﾐｭｰｴ adv. 骨折りから                              「副詞句」 

meiner Arme. ﾏｲﾅｰ･ｱﾙﾒ pl.n.m(Arm).2 格 僕の腕の                「形容詞句」 
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その水は、贈り物のように、心に優しかった。 

Es war gut fürs Herz, wie ein Geschenk.                     「主語」「動詞」「補語」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

gut ｸﾞｰﾄ adj. 良い                                                       「補語」 

fürs Herz, ﾌｭｰｱｽ･ﾍｱﾂ adv.（für das Herz）心にとって                「副詞句」 

wie ein Geschenk. ｳﾞｨｰ･ｱｲﾝ･ｹﾞｼｪﾝｸ adv. 贈り物のように      「副詞句」 

 

僕が子供だった時に、クリスマスツリーの明かりや、深夜ミサの音楽や、優しい微笑みが、

ちょうど同じように、僕がもらったプレゼントの本来の輝きを構成していたのだった。 

Genauso machten, als ich ein Junge war, die Lichter des Christbaums, die Musik der 

Weihnachtsmette, die Sanftmut des Lächelns den eigentlichen Glanz der Geschenke aus, 

die ich erhielt.       「副詞」「動詞句」「副詞節」「主語」「目的語」「動詞句」「目的語」 

Genauso ｹﾞﾅｳｿﾞｰ adv. ちょうど同じように                                 「副詞」 

machten, ...aus,  ﾏﾊﾃﾝ...ｱｳｽ 3 複過(aus|machen)v.t 構成していた          「動詞句」 

als ｱﾙｽ conj. 〜するとき                                                「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                 「主語」 

ein Junge ｱｲﾝ･ﾕﾝｹﾞ n.m 男の子                                     「補語」 

war, ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜 だった                                 「動詞」 

die Lichter ﾃﾞｨｰ･ﾘﾋﾀｰ pl.n.n(Licht).1 格 明かりが                           「主語」 

des Christbaums, ﾃﾞｽ･ｸﾘｽﾄﾊﾞｳﾑｽ n.m.2 格 クリスマスツリーの     「形容詞句」 

die Musik ﾃﾞｨｰ･ﾑｼﾞｰｸ n.f.1 格 音楽が                                      「主語」 

der Weihnachtsmette, ﾃﾞｱ･ｳﾞｧｲﾅﾊﾂ･ﾒｯﾃ 

 n.f(Weihnachts+Mette).2 格 クリスマスの深夜ミサの            「形容詞句」 

die Sanftmut ﾃﾞｨｰ･ｻﾞﾝﾌﾄﾑｰﾄ n.f.1 格 優しさが                              「主語」 

des Lächelns ﾃﾞｽ･ﾚｯﾋｪﾙﾝｽ n.n(lächeln の中性名詞化).2 格 微笑みの  「形容詞句」 

den eigentlichen ﾃﾞﾝ･ｱｲｹﾞﾝﾄﾘﾋｪﾝ adj.m.4 格 本来の              「形容詞句」 

Glanz ｸﾞﾗﾝﾂ n.m.4 格 輝きを                                           「目的語」 

der Geschenke ﾃﾞｱ･ｹﾞｼｪﾝｹ pl.n.n(Geschenk).2 格 プレゼントの   「形容詞句」 

die ﾃﾞｨｰ pron（目的語）〜する                       「形容詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                              「主語」 

erhielt. ｴｱﾋｰﾙﾄ 1 単過(erhalten)v.t もらった      「動詞」 
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「君のところの人たちは」と、王子さまは言った。「1 つの同じ庭園で 5000 本のバラの花を

栽培しているけれど．．．そこでは自分たちが求めているものが見つからないんだね．．．」 

»Die Menschen bei dir zu Hause«, sagte der kleine Prinz, »züchten fünftausend Rosen in 

ein und demselben Garten... und doch finden sie dort nicht, was sie suchen...« 

《「主語」》,「動詞」「主語」, 

《「動詞」「目的語」「副詞句」...und「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」「目的語」》 

»Die Menschen ﾃﾞｨｰ･ﾒﾝｼｪﾝ pl.n.m 人たちは                                「主語」 

bei dir zu Hause«, ﾊﾞｲ･ﾃﾞｨｱ･ﾂｰ･ﾊｳｾﾞ adv. 君のところの              「副詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

»züchten ﾁｭﾋﾃﾝ 3 複現 v.t（植物を）栽培している                           「動詞」 

fünftausend Rosen ﾌｭﾝﾌﾀｳｾﾞﾝﾄ･ﾛｰｾﾞﾝ pl.n.f.4 格 5000 本のバラの花を      「目的語」 

in ein und demselben Garten... ｲﾝ･ｱｲﾝ･ｳﾝﾄ･ﾃﾞｰﾑｾﾞﾙﾍﾞﾝ･ｶﾞﾙﾃﾝ 

   adv. 1 つの同じ庭園で                                               「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

doch ﾄﾞｯﾎ adv. それでも、しかし                                          「副詞」 

finden ﾌｨﾝﾃﾞﾝ 3 複現 v.t 見つける                                         「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

dort nicht, ﾄﾞｱﾄ･ﾆﾋﾄ adv. そこで〜ない                                  「副詞句」 

was ｳﾞｧｽ pron（目的語）〜するものを                                   「目的語」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らが                                             「主語」 

suchen...« ｽﾞｰﾍﾝ 3 複現 v.t 探し求めている                           「動詞」 

 

「見つからないんだね」と、僕は答えた。 

»Sie finden es nicht«, antwortete ich... 

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

»Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                  「主語」 

finden ...nicht«, ﾌｨﾝﾃﾞﾝ...ﾆﾋﾄ 3 複現･否定 v.t 見つからない                 「動詞句」 

es ｴｽ pron それを                                                     「目的語」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 1 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

ich... ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

 

「でも求めているものは、たった 1 本のバラの中や、わずかな水の中に見つけられる」 

»Und dabei kann man das, was sie suchen, in einer einzigen Rose oder in einem bisschen 

Wasser finden...«                《Und「副詞」「動詞句」「主語」「目的語」「副詞句」》 

»Und ｳﾝﾄ conj. そして 
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dabei ﾀﾞﾊﾞｲ adv. それなのに、そのうえ                                    「副詞」 

kann ...finden...« ｶﾝ...ﾌｨﾝﾃﾞﾝ 3 単現･可能(können+不定詞)v.t 見つけられる  「動詞句」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

das, ﾀﾞｽ pron それを                                                   「目的語」 

was ｳﾞｧｽ pron（目的語）〜するものを                                   「目的語」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らが                                            「主語」 

suchen, ｽﾞｰﾍﾝ 3 複現 v.t 求めている                                「動詞」 

in einer einzigen Rose ｲﾝ･ｱｲﾅｰ･ｱｲﾝﾂｨｹﾞﾝ･ﾛｰｾﾞ adv. たった 1 本のバラの中に「副詞句」 

oder ｵｰﾀﾞｰ conj. それとも 

in einem bisschen Wasser ｲﾝ･ｱｲﾈﾑ･ﾋﾞｯｼｪﾝ･ｳﾞｧｯｻｰ adv. わずかな水の中に   「副詞句」 

 

「まったくその通りだね」と、僕は答えた。 

»Ganz gewiß«, antwortete ich.                           《「応答」》,「動詞」「主語」 

»Ganz ｶﾞﾝﾂ adv. まったく                                           「副詞」 

gewiß«, ｹﾞｳﾞｨｽ adj. 確かな                                               「応答」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 1 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

ich. ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

 

すると、王子さまは付け加えた： 

Und der kleine Prinz fügte hinzu:                            Und「主語」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

fügte hinzu: ﾌｭｰｸﾃ･ﾋﾝﾂｰ 3 単過(hinzu|fügen)v.t 付け加えた                「動詞句」 

 

「だけど、目というものは何も見えていないんだ。心で探し求めなければいけないんだよ」 

»Aber die Augen sind blind. Man muss mit dem Herzen suchen.« 

《Aber「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

die Augen ﾃﾞｨｰ･ｱｳｹﾞﾝ pl.n.n.1 格 目というものは                           「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

blind. ﾌﾞﾘﾝﾄ adj. 盲目の                                                  「補語」 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

muss ...suchen.« ﾑｽ...ｽﾞｰﾍﾝ 3 単現･必要(müssen+不定詞) 

    v.i 探し求めなければならない                                       「動詞句」 

mit dem Herzen ﾐｯﾄ･ﾃﾞｰﾑ･ﾍｱﾂｪﾝ adv.（手段）心で                        「副詞句」 
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僕は水を飲んだ。それは良い香りを放っていた。 

Ich hatte getrunken. Es atmete sich wieder gut.  

「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

hatte getrunken. ﾊｯﾃ･ｹﾞﾄｩﾙﾝｹﾝ 1 単過･完了形(trinken)v.i 飲んだ           「動詞句」 

Es ｴｽ pron その水は                                                     「主語」 

atmete sich ｱﾄﾒﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich atmen)v.pr 香りを放っていた          「動詞句」 

wieder gut. ｳﾞｨｰﾀﾞｰ･ｸﾞｰﾄ adv. 再びよい                                 「副詞句」 

フランス語の原文では ： 

Je respirais bien. 僕はほっとしていた。（「僕は良いにおいがした」という翻訳も可能） 

 

砂は夜明けには蜂蜜の色をしている。 

Der Sand hat bei Tagesanbruch die Farbe des Honigs.  

「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Der Sand ﾃﾞｱ･ｻﾞﾝﾄ n.m 砂は                                             「主語」 

hat ﾊｯﾄ 3 単現(haben)v.t（特徴を）している                                「動詞」 

bei Tagesanbruch ﾊﾞｲ･ﾀｰｹﾞｽｱﾝﾌﾞﾙﾌ adv.（時間）夜明けには                「副詞句」 

die Farbe ﾃﾞｨｰ･ﾌｧﾙﾍﾞ n.f.4 格 色を                                      「目的語」 

des Honigs. ﾃﾞｽ･ﾎｰﾆﾋｽ n.m.2 格 蜂蜜の                       「形容詞句」 

 

この蜂蜜の色によっても、僕は幸せだった。心配する必要などないのだ．．． 

Auch über diese Honigfarbe war ich glücklich. Warum sollte ich mir Sorgen machen... 

「副詞句」,「動詞」「主語」「補語」 

「動詞句」「主語」「間接目的語」「直接目的語」「動詞句」 

Auch über ｱｳﾌ･ﾕｰﾊﾞｰ prep（3 格または 4 格）（理由）〜によっても         「副詞句」 

diese Honigfarbe ﾃﾞｨｰｾﾞ･ﾎｰﾆｯﾋ･ﾌｧﾙﾍﾞ n.f.4 格 この蜂蜜の色        「目的語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

glücklich. ｸﾞﾘｭｯｸﾘﾋ adj. 幸せな                                           「補語」 

Warum ｳﾞｧﾙﾑ adv.（反語）なぜ、どうして                                 「副詞」 

sollte ...machen... ｿﾞﾙﾃ ...ﾏﾍﾝ 1 単過･必要･時制の一致(sollen+不定詞) 

   v.t しなければならない                                              「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

mir ﾐｰｱ pron 自分の                                               「間接目的語」 

Sorgen ｿﾞｱｹﾞﾝ n.n.4 格 心配を                                      「直接目的語」 
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「君は約束を守らなくちゃいけないよ」と、王子さまは物静かに言った。彼はまた僕の近く

に腰を下ろしていた。 

»Du mußt dein Versprechen halten«, sagte sanft der kleine Prinz, der sich wieder zu mir 

gesetzt hatte. 

《「主語」「動詞句」「目的語」》,「動詞」「副詞」「主語」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

mußt ...halten«, ﾑｽﾄ...ﾊﾙﾃﾝ 2 単現･義務(müssen+不定詞) 

v.t（約束を）守らなくてはならない                                   「動詞句」 

dein Versprechen ﾀﾞｲﾝ･ﾌｪｱｼｭﾌﾟﾚﾋｪﾝ n.n.4 格 約束を                      「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

sanft ｻﾞﾝﾌﾄ adv. 物静かに                                                「副詞」 

der kleine Prinz, ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

der ﾃﾞｱ pron 彼は                                                       「主語」 

sich ...gesetzt hatte. ｽﾞｨｯﾋ...ｹﾞｾﾞｯﾂﾄ･ﾊｯﾃ 3 単過･完了形(sich-4 setzen) 

   v.pr 腰を下ろしていた                                               「動詞句」 

wieder zu mir ｳﾞｨｰｰﾀﾞｰ･ﾂｰ･ﾐｰｱ adv. また僕の近くに                      「副詞句」 

 

「何の約束？」 

»Welches Versprechen?«                                                 《「主語」》 

»Welches ｳﾞｪﾙﾋｪｽ pron(疑問代名詞).n.1 格 どの                     「形容詞」 

Versprechen?« ﾌｪｱｼｭﾌﾟﾚｯﾋｪﾝ n.n.1 格 約束                                 「主語」 

 

「ほら、僕の羊用の口輪だよ．．．僕はあの花に責任があるんだ！」 

»Du weißt, einen Maulkorb für mein Schaf... Ich bin verantwortlich für diese Blume!« 

《「主語」「動詞」,「主語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

»Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

weißt, ｳﾞｧｲｽﾄ 2 単現(wissen)v.t 知っている                                「動詞」 

   → 注意喚起 「ほら、分かるだろう」 

einen Maulkorb ｱｲﾈﾝ･ﾏｳﾙｺﾙﾌﾟ n.m 口輪                                   「主語」 

für mein Schaf... ﾌｭｰｱ･ﾏｲﾝ･ｼｬｰﾌ adj. 僕の羊用の                  「形容詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

verantwortlich ﾌｪｱｱﾝﾄｳﾞｫｱﾄﾘﾋ adj. 責任のある                             「補語」 

für diese Blume!« ﾌｭｰｱ･ﾃﾞｨｰｾﾞ･ﾌﾞﾙｰﾒ adv. あの花に対して           「副詞句」 
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僕はポケットからスケッチを取り出した。王子さまはそれらを見て、笑いながら言った： 

Ich nahm meine Skizzen aus der Tasche. Der kleine Prinz sah sie und sagte lachend: 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃「主語」「動詞」「目的語」und「動詞」「副詞」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

nahm ﾅｰﾑ 1 単過(nehmen)v.t 取り出した                                  「動詞」 

meine Skizzen ﾏｲﾈ･ｽｷｯﾂｪﾝ pl.n.f(Skizze).4 格 スケッチを                 「目的語」 

aus der Tasche. ｱｳｽ･ﾃﾞｱ･ﾀｯｼｪ adv. ポケットから                          「副詞句」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

sah ｻﾞｰ 3 単過(sehen)v.t 見た                                             「動詞」 

sie ｼﾞｰ pl.f.pron それらを                                              「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

lachend: ﾗｯﾍﾝﾄ 現在分詞･同時(lachen)v.i 笑いながら                        「副詞」 

 

「君のバオバブの木は、ちょっとキャベツみたいだね．．．」 

»Deine Affenbrotbäume schauen ein bißchen wie Kohlköpfe aus...« 

《「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」》 

»Deine Affenbrotbäume ﾀﾞｲﾈ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ pl.n.m.1 格 君のバオバブの木は 「主語」 

   Affen ｱｯﾌｪﾝ n.m サル、ばか Brotbäume ﾌﾞﾛｰﾄ･ﾎﾞｲﾒ pl.n.m(Brotbaum) パンの木 

schauen ...aus...« ｼｬｳｴﾝ...ｱｳｽ 3 複現(aus|schauen)v.i 〜のように見える     「動詞句」 

ein bißchen wie ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ･ｳﾞｨｰ adv. ちょっと〜のように           「副詞句」 

Kohlköpfe ｺｰﾙｹﾌﾟﾌｪ pl.n.m(Kohlkopf) キャベツ                            「補語」 

 

「ああ、なんということだ」僕はバオバブの絵についてはすごく自信があったのに。 

»Oh!« Und ich war auf die Affenbrotbäume so stolz gewesen! 

《「感嘆」》Und「主語」「動詞句」「副詞句」「補語」「動詞句」 

»Oh!« ｵｰ int. ああ、なんということだ！                                   「感嘆」 

Und ｳﾝﾄ conj.（譲歩）そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ...gewesen! ｳﾞｧｰﾙ...ｹﾞｳﾞｪｰｾﾞﾝ 1 単現･完了形(sein)v.i 〜 だった         「動詞句」 

auf die Affenbrotbäume ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰ･ｱｯﾌｪﾝﾌﾞﾛｰﾄﾎﾞｲﾒ adv. バオバブについては 「副詞句」 

so stolz ｿﾞｰ･ｼｭﾄﾙﾂ adj. とても誇らしげな、非常に自信のある                「補語」 

 

「君のキツネは．．．耳が．．．少し角みたいだね。長すぎるんだよ！」 

»Dein Fuchs... seine Ohren... sie schauen ein wenig wie Hörner aus... sie sind viel zu 

lang!«《「主語」...「主語」...「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「補語」》 
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»Dein Fuchs... ﾀﾞｲﾝ･ﾌｸｽ n.m 君のキツネは                                 「主語」 

seine Ohren... ｻﾞｲﾈ･ｵｰﾚﾝ pl.n.n 耳が                                      「主語」 

sie ｼﾞｰ pl.pron それらが                                                 「主語」 

schauen ...aus... ｼｬｳｴﾝ...ｱｳｽ 3 複現(aus|schauen)v.i 〜のように見える      「動詞句」 

ein wenig wie Hörner ｱｲﾝ･ｳﾞｪｰﾆｯﾋ･ｳﾞｨｰ･ﾍｱﾅｰ pl.n.n 少し角みたいな         「補語」 

sie ｼﾞｰ pl.pron 耳が                                                     「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                        「動詞」 

viel zu lang!« ﾌｨｰﾙ･ﾂｰ･ﾗﾝｸﾞ adj. 長すぎる                                  「補語」 

 

そう言って、彼はまた笑った。 

Und er lachte wieder.                                   Und「主語」「動詞」「副詞」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

lachte ﾗﾊﾃ 3 単過(lachen)v.i 笑った                                        「動詞」 

wieder. ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. また                                                「副詞」 

 

「坊や、君は公正じゃないよ。僕は、中の見えない大蛇と中の見える大蛇のほかは、何も描

くことが出来ないのだから」 

»Du bist ungerecht, kleiner Mann, ich konnte nichts zeichnen als geschlossene und 

offene Riesenschlangen!« 

《「主語」「動詞」「補語」,「呼びかけ」「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞句」》 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

ungerecht, ｳﾝｹﾞﾚﾋﾄ adj. 不公正な、不公平な                               「補語」 

kleiner Mann, ｸﾗｲﾏｰ･ﾏﾝ n.m 坊や                                     「呼びかけ」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

konnte ...zeichnen ｺﾝﾃ...ﾂｧｲﾋﾈﾝ 1 単現･可能(können+不定詞) 

   v.t デッサンできる                                                  「動詞句」 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                            「目的語」 

als ｱﾙｽ conj.(nichts...als) 〜以外は何も〜ない                            「副詞句」 

geschlossene und offene ｹﾞｼｭﾛｯｾﾈ･ｳﾝﾄ･ｵｯﾌｪﾈ 

 adj. 閉じたそして開いた                             「形容詞句」 

Riesenschlangen!« ﾘｰｾﾞﾝｼｭﾗﾝｸﾞ n.f 大蛇                          「目的語」 
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「へえ！でも大丈夫だよ」と、彼は言った。「子供たちは知っているよ」 

»Oh! Es wird schon gehen«, sagte er, »die Kinder wissen ja Bescheid.« 

《「間投」「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」》,「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞」「副詞」「目的語」》 

»Oh! ｵｰ int. へえ！                                                      「間投」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

wird ...gehen«, ｳﾞｨﾙﾄ...ｹﾞｰｴﾝ 3 単未･推量(werden+不定詞)v.i 進行するだろう「動詞句」 

schon ｼｮｰﾝ adv. きっと                                                   「副詞」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er, ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

»die Kinder ﾃﾞｨｰ･ｷﾝﾀﾞｰ pl.n.n 子供たちは                                  「主語」 

wissen ｳﾞｨｯｾﾝ 3 複現 v.t 知っている                                       「動詞」 

ja ﾔｰ adv. きっと                                                        「副詞」 

Bescheid.« ﾍﾞｼｬｲﾄ n.m 情報を、報告を                                  「目的語」 

 

それで僕は口輪を殴り描きした。 

Ich kritzelte also einen Maulkorb hin.   「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

kritzelte ...hin. ｸﾘﾂｪﾙﾃ...ﾋﾝ 1 単過(hin|kritzeln)v.t 殴り描きした             「動詞」 

   分離前つづり hin- ﾋﾝ は、消滅の「片づけて」を意味する 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. それで                                                   「副詞」 

einen Maulkorb ｱｲﾈﾝ･ﾏｳﾙｺﾙﾌﾟ n.m 口輪を                               「目的語」 

フランス語の原文では ： 

Je crayonnai donc une muselière. そこで、ぼくは口輪を鉛筆で描いた。 

 

そしてそのデッサンを王子様にあげる時、僕は胸が締め付けられる思いがした。 

Und das Herz krampfte sich mir zusammen, als ich ihn dem kleinen Prinzen gab: 

Und「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞」,「副詞節」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

das Herz ﾀﾞｽ･ﾍｱﾂ n.n 心臓が                                             「主語」 

krampfte sich ｸﾗﾝﾌﾟﾌﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 krampfen)v.pr 痙攣した        「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron 僕にとって                                           「間接目的語」 

zusammen, ﾂｻﾞﾒﾝ adv. 一緒に、まとめて                                  「副詞」 

als ｱﾙｽ conj.（時間的同時）〜したとき                                   「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                 「主語」 

ihn ｲｰﾝ pron それを                                         「直接目的語」 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXV 

  415 / 483 

dem kleinen Prinzen ﾃﾞｰﾑ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m.3 格 王子さまに   「間接目的語」 

gab: ｶﾞｰﾌﾟ 1 単過(geben)v.t あげた                                  「動詞」 

 

「僕の知らない計画があるんだね？．．．」 

»Du hast Pläne, von denen ich nichts weiß...«          《「主語」「動詞」「目的語」...》 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

hast ﾊｽﾄ 2 単現(haben)v.t ある、持っている                                「動詞」 

Pläne, ﾌﾟﾚｰﾈ pl.n.m.4 格 計画を                                         「目的語」 

adj.（同格）〜する                                            「形容詞節」 

von ﾌｫﾝ prep（対象）〜について                    「間接目的語」 

denen ﾃﾞｰﾈﾝ pron.pl.3 格 それらに（計画）   「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                       「主語」 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                        「直接目的語」 

weiß...« ｳﾞｧｲｽ 1 単現(wissen)v.t（否定文で）知らない       「動詞」 

 

しかし、それには答えずに、言った： 

Aber er antwortete nicht. Er sagte:        Aber「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」： 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

antwortete nicht. ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ･ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(antworten)v.i 答えなかった   「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

sagte: ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

 

「あのね．．．僕が地上に降りて．．．明日で 1 年になるんだ．．．」 

»Du weißt, mein Sturz auf die Erde... Morgen wird es ein Jahr sein...« 

《「呼びかけ」「主語」．．．「副詞」「動詞句」「主語」「補語」》 

»Du weißt, ﾄﾞｩ･ｳﾞｧｲｽﾄ adv.（注意喚起・呼びかけ）あのね、いいかい     「呼びかけ」 

mein Sturz ﾏｲﾝ･ｼｭﾄﾙﾂ n.m 僕の転落は                                     「主語」 

auf die Erde... ｱｳﾌ･ﾃﾞｱ･ｴｰｱﾃﾞ adv. 地上への                         「副詞句」 

Morgen ﾓｱｹﾞﾝ adv. 明日は                                                「副詞」 

wird ...sein...« ｳﾞｨｱﾄﾞ...ｻﾞｲﾝ 3 単未(werden+不定詞)v.i 〜になるだろう      「動詞句」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

ein Jahr ｱｲﾝ･ﾔｰﾙ n.n.1 格 1 年                                            「補語」 
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それから、少し黙ってから、さらに言った： 

Dann, nach einem Schweigen, sagte er noch:       「副詞句」,「動詞」「主語」「副詞」 

Dann, ﾀﾞﾝ adv. それから                                                 「副詞」 

nach ﾅｰﾊ prep.（3 格と）（時間）〜の後で                                「副詞句」 

einem Schweigen, ｱｲﾈﾑ･ｼｭｳﾞｧｲｹﾞﾝ n.n.3 格 いくらかの沈黙         「目的語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

noch: ﾉｯﾎ adv.（追加）さらに、まだ                                       「副詞」 

 

「ここのすぐ近くに、僕は降りたんだ．．．」そして、彼は顔を赤らめた。 

»Ich war ganz in der Nähe heruntergefallen...« Und er errötete. 

《「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」》, Und「主語」「動詞」 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

war ...heruntergefallen...« ｳﾞｧｰﾙ...ﾍｱﾙﾝﾀｰ･ｹﾞ･ﾌｧﾚﾝ 1 単過･完了形(herunter|fallen) 

   v.i 落りてきた、墜落した                                            「動詞句」 

ganz in der Nähe ｶﾞﾝﾂ･ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ﾈｰｴ adv. ここのすぐ近くに                 「副詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

errötete. ｴﾚｰﾃﾃ 3 単過(erröten)v.i 顔を赤らめた、赤面した                   「動詞」 

 

なぜか分からないが、また奇妙な心配事を感じた。その一方、僕に 1 つの問いが浮かんだ。 

Wieder fühlte ich einen merkwürdigen Kummer, ohne zu wissen warum. Indessen kam 

mir eine Frage: 

「副詞」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃「副詞」「動詞」「間接目的語」「主語」 

Wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. またもや、再び                                      「副詞」 

fühlte ﾌｭｰﾙﾃ 1 単過(fühlen)v.t 感じた                                      「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

einen merkwürdigen Kummer, ｱｲﾈﾝ･ﾒｱｸｳﾞｭﾙﾃﾞｨｹﾞﾝ･ｸﾏｰ n.m 奇妙な心配事を「目的語」 

   merkwürdigen ﾒｱｸｳﾞｭﾙﾃﾞｨｹﾞﾝ adj(merkwürdig).m.4 格 奇妙な Kummer n.m 心配事 

ohne zu wissen ｵｰﾈ･ﾂｰ･ｳﾞｨｯｾﾝ ohne zu 不定句 adv.（譲歩）分からないけれど「副詞句」 

warum. ｳﾞｧﾙｰﾑ adv. なぜか                                        「副詞」 

Indessen ｲﾝﾃﾞｯｾﾝ adv. しかし、一方では                                   「副詞」 

kam ｶｰﾑ 3 単過(kommen)v.i（考えが）浮かんだ                            「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

eine Frage: ｱｲﾈ･ﾌﾗｰｹﾞ n.f 1 つの問いが                                    「主語」 
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「それじゃあ、1 週間前に君と知り合ったあの朝に、すべての人の住む地域から 1000 マイ

ルも離れたところであのように一人ぼっちで散歩していたのは、偶然ではなかったんだ！」 

»Dann ist es kein Zufall, dass du am Morgen, da ich dich kennenlernte, vor acht Tagen, 

so ganz allein, tausend Meilen von allen bewohnten Gegenden entfernt, spazieren 

gingst?                                           《「副詞」「動詞」「補語」「主語」》 

»Dann ﾀﾞﾝ adv. それでは                                                 「副詞」 

ist ｲｽﾄ 3 単現･疑問文(sein)v.i 〜なのか？                                  「動詞」 

es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は dass 以降） 

kein Zufall, ｶｲﾝ･ﾂｰﾌｧﾙ n.m.1 格 偶然〜でない                              「補語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということは                                            「主語」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                                   「主語」 

am Morgen, ｱﾑ･ﾓｱｹﾞﾝ adv. あの朝に                                「副詞句」 

da ﾀﾞｰ adv.（時間）〜する時に                             「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                    「主語」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron.4 格 君と                           「目的語」 

kennenlernte, ｹﾈﾝ･ﾚｱﾝﾃ 1 単過(kennen|lernen) 

v.t(j-4 と) 知り合った                            「動詞句」 

vor acht Tagen, ﾌｫｰｱ･ｱﾊﾄ･ﾀｰｹﾞﾝ adv. 1 週間前に       「副詞句」 

so ganz allein, ｿﾞｰ･ｶﾞﾝﾂ･ｱﾗｲﾝ adv. あのようにたった一人ぼっちで      「副詞句」 

tausend Meilen ﾀｳｾﾞﾝﾄ･ﾏｲﾚﾝ adv. 1000 マイルのところで              「副詞句」 

von allen bewohnten Gegenden ﾌｫﾝ･ｱﾚﾝ･ﾍﾞｳﾞｫｰﾝﾃﾝ･ｹﾞｰｹﾞﾝﾃﾞﾝ 

 adv. すべての人の住む地域から                            「副詞句」 

entfernt, ｴﾝﾄﾌｪｱﾝﾄ adj. 離れた                        「形容詞」 

spazieren gingst? ｼｭﾊﾟﾂｨｰﾚﾝ･ｷﾞﾝｸﾞｽﾄ 2 単過(gehen+不定詞 spazieren) 

v.i 散歩していた                                                 「動詞句」 

 

「君は、不時着した場所に戻ろうとしていたんだね？」 

Du kehrtest zu dem Punkt zurück, wohin du gefallen warst?« 

《「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」「副詞節」》 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

kehrtest ...zurück, ｹｱﾃｽﾄ...ﾂﾘｭｯｸ 2 単過(zurück|kehren)v.i 戻ってきた      「動詞句」 

zu dem Punkt ﾂｰ･ﾃﾞｰﾑ･ﾌﾟﾝｸﾄ adv.（位置）その場所に、地点に             「副詞句」 

wohin ｳﾞｫﾋﾝ adv. 〜するところへ                                「副詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                          「主語」 

gefallen warst?« ｹﾞﾌｧﾚﾝ･ｳﾞｧﾙｽﾄ 2 単過･完了形(fallen) 

v.i 不時着した                                        「動詞句」 
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王子さまは、先ほどよりもっと顔を赤らめた。 

Der kleine Prinz errötete noch mehr.                      「主語」「動詞」「副詞句」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

errötete ｴﾚｰﾃﾃ 3 単過(erröten)v.i 顔を赤らめた、赤面した                   「動詞」 

noch mehr. ﾉｯﾎ･ﾒｰﾔ adv. 先ほどよりも                                  「副詞句」 

   noch ﾉｯﾎ adv. さらに mehr ﾒｰﾔ adv. より以上に、もっと 

 

それで僕はためらいながら付け加えた：「もしかすると、記念日だったから？」 

Und ich fügte zögernd hinzu: »Vielleicht war es der Jahrestag?...« 

Und「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」：《「副詞」「動詞」「主語」「補語」》 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

fügte ...hinzu: ﾌｭｰｸﾃ...ﾋﾝﾂｰ 1 単過(hinzu|fügen)v.t 付け加えた             「動詞句」 

zögernd ﾂｪｰｹﾞｱﾝﾄ 現在分詞･同時(zögern)adv. ためらいながら                「副詞」 

»Vielleicht ﾌｨﾗｲﾋﾄ adv. もしかしたら                                      「副詞」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

der Jahrestag?...« ﾃﾞｱ･ﾔｰﾚｽﾀｰｸ n.m.1 格 記念日                            「補語」 

 

もう一度、王子さまは顔を赤らめた。 

Von Neuem errötete der kleine Prinz.                      「副詞句」「動詞」「主語」 

Von Neuem ﾌｫﾝ･ﾉｲｴﾑ adv. 改めて、もう一度                             「副詞句」 

errötete ｴﾚｰﾃﾃ 3 単過(erröten)v.i 顔を赤らめた、赤面した                   「動詞」 

der kleine Prinz. ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                          「主語」 

 

彼は質問には決して答えないけれど、赤面する時は、“はい”という事なんだよね？ 

Er antwortete nie auf die Fragen, aber wenn man errötet, so bedeutet das 'ja', nicht 

wahr?  「主語」「動詞句」「間接目的語」,aber「副詞節」,「動詞句」「目的語」「念押し」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

antwortete nie ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ･ﾆｰ 3 単過･否定(antworten)v.i 決して答えなかった「動詞句」 

auf die Fragen, ｱｳﾌ･ﾃﾞｨｰ･ﾌﾗｰｹﾞﾝ adv.（対応）質問に対して            「間接目的語」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するときは                                          「副詞節」 

man ﾏﾝ pron 王子様が                                            「主語」 

errötet, ｴﾚｰﾃｯﾄ 3 単現(erröten)v.i 赤面する                          「動詞」 
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so bedeutet ｿﾞｰ･ﾍﾞﾄﾞｲﾃｯﾄ 3 単現(bedeuten)v.t（そのように）意味する      「動詞句」 

das 'ja', ﾀﾞｽ･ﾔｰ adv.(so...das...) “はい”と                               「目的語」 

nicht wahr? ﾆﾋﾄ･ｳﾞｧｰﾙ adv.（念押し）ね、そうでしょう？                 「念押し」 

 

「ああ！」と、僕は言った。「僕は心配だよ！」 

»Ach«, sagte ich, »ich habe Angst!«《「感嘆」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「目的語」》 

»Ach«, ｱｯﾊ int. ああ！                                                   「感嘆」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 1 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

ich, ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

»ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 〜がある                                      「動詞」 

Angst!« ｱﾝｸﾞｽﾄ n.f 不安、心配                                          「目的語」 

 

しかし彼は答えた： 

Aber er antwortete:                                           Aber「主語」「動詞」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

antwortete: ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                         「動詞」 

 

「君は今から仕事をしなくちゃいけないよ。また君の飛行機のところに戻らなくちゃいけ

ないよ」 

»Du musst jetzt arbeiten. Du musst wieder zu deiner Maschine zurückkehren.  

《「主語」「動詞句」「副詞」┃「主語」「動詞句」「副詞句」》 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

musst ...arbeiten. ﾑｽﾄ...ｱｰﾙﾊﾞｲﾃﾝ 2 単現･必要(müssen+不定詞) 

v.i 仕事をしなければならない                                        「動詞句」 

jetzt ｲｪﾂﾄ adv. 今から                                                    「副詞」 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

musst ...zurückkehren. ﾑｽﾄ...ﾂﾘｭｯｸｹｰﾚﾝ 2 単現･必要(müssen+不定詞) 

   v.i 戻らなければならない                                            「動詞句」 

wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. また                                                「副詞」 

zu deiner Maschine ﾂｰ･ﾀﾞｲﾅｰ･ﾏｼｰﾈ adv. 君の飛行機のところへ             「副詞句」 

 

「僕はここで君を待っているよ。明日の夕方、また戻ってきてよ．．．」 

Ich erwarte dich hier. Komm morgen abend wieder...« 

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞」┃「動詞」「副詞句」》 
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Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

erwarte ｴｱｳﾞｧﾙﾃ 1 単現(erwarten)v.t 待っている                           「動詞」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron.4 格 君を                                              「目的語」 

hier. ﾋｰｱ adv. ここで                                                     「副詞」 

Komm ｺﾑ 命・2 単現(kommen)v.i 帰ってきなさい                          「動詞」 

morgen abend ﾓｱｹﾞﾝ･ｱｰﾍﾞﾝﾄ adv. 明日の夕方                            「副詞句」 

wieder...« ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. また、再び                                        「副詞」 

 

しかし、僕は不安だった。僕はキツネのことを思い出していた。 

Aber ich war beunruhigt. Ich erinnerte mich an den Fuchs.  

Aber「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

beunruhigt. ﾍﾞｳﾝﾙｰｲﾋﾄ 過去分詞(beunruhigen)adj. 不安な、心配な           「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

erinnerte mich ｴｱｲﾈｱﾃ･ﾐｯﾋ 1 単過(sich-4 erinnern) 

v.pr(an et-4 何-4 のことを) 思い出していた                            「動詞句」 

an den Fuchs. ｱﾝ･ﾃﾞﾝ･ﾌｸｽ adv. キツネのことを                       「間接目的語」 

 

飼いならされると、人は少し涙もろくなるものだ。 

Man läuft Gefahr, ein bisschen zu weinen, wenn man sich hat zähmen lassen... 

「主語」「動詞」「補語」,「副詞節」 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

läuft ﾚｰﾌﾄ 3 単現(laufen)v.i 〜に陥る癖がある、〜へ行く癖がある            「動詞」 

Gefahr, ｹﾞﾌｧｰﾙ n.f 危険                                                  「補語」 

adj.（同格）〜するという                                        「形容詞句」 

ein bisschen zu weinen, ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ･ﾂｰ･ｳﾞｧｲﾈﾝ 

 v.i 少し泣き出す                                      「動詞句」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）〜すると、〜するときは                         「副詞節」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                「主語」 

sich hat zähmen lassen... ｽﾞｨｯﾋ･ﾊｯﾄ･ﾂｪｰﾒﾝ･ﾗｯｾﾝ 3 単現･完了形･使役･再帰･受動 

   (lassen+不定詞 sich-4 zähmen)v.pr 飼いならされた             「動詞句」 
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XXVI 

 

井戸の横に、古い石壁の残骸があった。 

Neben dem Brunnen stand die Ruine einer alten Steinmauer.「副詞句」「動詞」「主語」 

Neben ﾈｰﾍﾞﾝ prep（3 格または 4 格と）〜の横に                          「副詞句」 

dem Brunnen ﾃﾞｰﾑ･ﾌﾞﾙﾈﾝ n.m.3 格 井戸の                        「目的語」 

stand ｼｭﾀﾝﾄ 3 単過(stehen)v.i あった                                      「動詞」 

die Ruine ﾃﾞｨｰ･ﾙｲｰﾈ n.f.1 格 廃墟、残骸                                   「主語」 

einer alten Steinmauer. ｱｲﾅｰ･ｱﾙﾃﾝ･ｼｭﾀｲﾝﾏｳｱｰ n.f.2 格 古い石壁の   「形容詞句」 

  alten ｱﾙﾃﾝ adj.f(alt).2 格 古い Steinmauer = Stein n.m 石 + Mauer n.f 壁 

 

翌日の夕方、僕が仕事から戻ると、王子様がその石壁の上で両足を垂らして座っているのが

遠くから見えた。 

Als ich am nächsten Abend von meiner Arbeit zurückkam, sah ich von weitem meinen 

kleinen Prinzen da oben sitzen, mit herabhängenden Beinen.  

「副詞節」,「動詞」「主語」「副詞句」「目的語」「補語」 

Als ｱﾙｽ conj. 〜したとき                                               「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                                「主語」 

am nächsten Abend ｱﾑ･ﾈｰﾋｽﾃﾝ･ｱｰﾍﾞﾝﾄ adv.（時点）翌日の夕方に   「副詞句」 

von meiner Arbeit ﾌｫﾝ･ﾏｲﾅｰ･ｱｰﾙﾊﾞｲﾄ adv. 仕事から                「副詞句」 

zurückkam, ﾂﾘｭｯｸ･ｶｰﾑ 1 単過(zurück|kommen)v.i 戻った          「動詞句」 

sah ｻﾞｰ 1 単過･知覚動詞(sehen)v.t(SVO+不定詞 O が〜するのが) 見えた      「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

von weitem ﾌｫﾝ･ｳﾞｧｲﾃﾑ adv. 遠くから                                   「副詞句」 

meinen kleinen Prinzen ﾏｲﾈﾑ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m 王子様が                「目的語」 

da oben ﾀﾞｰ･ｵｰﾍﾞﾝ adv. その（石壁の）上に                        「副詞句」 

sitzen, ｼﾞｯﾂｪﾝ 不定詞･Prinzen の動作 v.i 座っている                        「補語」 

mit herabhängenden Beinen. ﾐｯﾄ･ﾍｱﾗｰﾌﾟﾍﾝｹﾞﾝﾃﾞﾝ･ﾊﾞｲﾈﾝ 

   adv.（様態）両足を垂らして                                    「副詞句」 

   herabhängenden ﾍｱﾗｰﾌﾟﾍﾝｹﾞﾝﾃﾞﾝ現在分詞 adj.n.pl(herabhängen).3 格 〜を垂らした 

   Beinen ﾊﾞｲﾈﾝ pl.n.n(Bein).3 格 足 

 

さらに、彼が話している声が聞こえた： 

Und hörte ihn sprechen:                              Und「動詞」「目的語」「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

hörte ﾍｱﾃ 1 単過･知覚動詞(hören)v.t(SVO+不定詞 O が〜するのが) 聞こえた  「動詞」 
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ihn ｲｰﾝ pron.4 格 彼が                                                 「目的語」 

sprechen: ｼｭﾌﾟﾚﾋｪﾝ 不定詞･ihn の動作 v.i 話す                             「補語」 

 

「じゃあ、もう覚えていないんだね？」と、彼は言った。「場所は、全くここじゃないよ！」 

»Du erinnerst dich also nicht mehr?« sagte er. »Es ist nicht ganz genau hier!« 

《「主語」「動詞句」「副詞句」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

erinnerst dich ｴﾘﾈｱｽﾄ･ﾃﾞｨｯﾋ 2 単現(sich-4 erinnern)v.pr 覚えている        「動詞句」 

also ｱﾙｿﾞｰ adv. それでは、それじゃあ                                     「副詞」 

nicht mehr?« ﾆﾋﾄ･ﾒｰｱ adv. もはや〜ない                                 「副詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er. ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

»Es ｴｽ pron それは（場所は）                                            「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現･否定(sein)v.i 〜である                                       「動詞」 

nicht ganz genau hier!« ﾆﾋﾄ･ｶﾞﾝﾂ･ｹﾞﾅｳ･ﾋｰｱ adv. 全くちょうどここ〜でない   「補語」 

   genau ｹﾞﾅｳ adv. まさに nicht ganz genau は hier を強く否定する 

 

明らかに別の声が彼に答えた。それで彼は言い返した： 

Zweifellos antwortete ihm eine andere Stimme, da er erwiderte: 

「副詞」「動詞」「間接目的語」「主語」, 「副詞」「主語」「動詞」 

Zweifellos ﾂｳﾞｧｲﾌｪﾛｰｽ adv. 間違いなく、明らかに                           「副詞」 

antwortete ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ 3 単過(antworten)v.i 答えた                          「動詞」 

ihm ｲｰﾑ pron.3 格 彼に                                            「間接目的語」 

eine andere Stimme, ｱｲﾈ･ｱﾝﾃﾞﾚ･ｼｭﾃｨﾒ n.f.1 格 別の声が                     「主語」 

da ﾀﾞｰ adv. それで                                                       「副詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

erwiderte: ｴｱｳﾞｨﾃﾞｱﾃ 3 単過(erwidern)v.t 言い返した                        「動詞」 

 

「だって！確かに日にちは合っているけど、場所は正確じゃない！」 

»Doch! Doch! Es ist wohl der Tag, aber nicht genau der Ort...« 

《「応答」┃「補語」「動詞」「主語」,aber「補語」「主語」》 

»Doch! Doch! ﾄﾞｯﾎ･ﾄﾞｯﾎ adv.（反論の気持ちを表して）だって！              「応答」 

Es ｴｽ pron.1 格 それ                                                     「補語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

wohl ｳﾞｫｰﾙ adv.（wohl...aber）たしかに                             「副詞」 

der Tag, ﾃﾞｱ･ﾀｰｸ n.m.1 格 日にちは                                       「主語」 
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aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

nicht genau ﾆﾋﾄ･ｹﾞﾅｳ adj. 正確でない                                     「補語」 

der Ort...« ﾃﾞｱ･ｵｱﾄ n.m.1 格 場所は                                       「主語」 

 

僕は壁に向かって進み続けた。よく見て、耳を澄ましたが誰もいなかった。 

Ich setzte meinen Weg zur Mauer fort. Ich sah und hörte niemanden.  

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

setzte ...fort. ｾﾞｯﾂﾃ...ﾌｫｱﾄ 1 単過(fort|setzen)v.t 続けた、継続した          「動詞句」 

meinen Weg ﾏｲﾈﾝ･ｳﾞｪｰｸ n.m 僕の道筋を                                 「目的語」 

zur Mauer ﾂｰｱ･ﾏｳｱｰ adv. 壁のほうへ                                    「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

sah ｻﾞｰ 1 単過(sehen)v.t 見た                                            「動詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

hörte ﾍｱﾃ 1 単過(hören)v.t 聞いた                                        「動詞」 

niemanden. ﾆｰﾏﾝﾃﾞﾝ pron.4 格 誰も〜ない                              「目的語」 

 

それでも王子さまはまた返事した： 

Dennoch erwiderte der kleine Prinz von neuem:     「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」 

Dennoch ﾃﾞﾉｯﾎ adv. それでも                                             「副詞」 

erwiderte ｴｱｳﾞｨﾃﾞｱﾃ 3 単過(erwidern)v.t 返事した                          「動詞」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

von neuem: ﾌｫﾝ･ﾉｲｴﾑ adv. また、もう一度                              「副詞句」 

 

「そうだよ。君は砂の中のどこから僕の足跡が始まるかが分るよ。君はそこで僕を待ちさえ

すればいい。僕は今夜そこへ行くから」 

»Gewiss. Du wirst sehen, wo meine Spur im Sand beginnt. Du brauchst mich nur dort 

zu erwarten. Ich werde heute nacht dort sein.« 

《「応答」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」》 

»Gewiss. ｹﾞｳﾞｨｽ adj. 確かな、確実な                                      「応答」 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

wirst sehen, ｳﾞｨﾙｽﾄ･ｾﾞｰｴﾝ 2 単未･推量(werden+不定詞)v.t 分かるだろう    「動詞句」 

wo ｳﾞｫｰ conj. どこで〜するかということを                               「目的語」 

meine Spur ﾏｲﾈ･ｼｭﾌﾟｰｱ n.f 僕の足跡が                             「主語」 

im Sand ｲﾑ･ｻﾞﾝﾄ adv. 砂の中で                                  「副詞句」 
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beginnt. ﾍﾞｷﾞﾝﾄ 3 単現(beginnen)v.i 始まる                         「動詞」 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

brauchst ...nur dort zu erwarten. ﾌﾞﾗｳﾌｽﾄ...ﾇｰｱ･ﾄﾞｱﾄ･ﾂｰ･ｴｱｳﾞｧﾙﾃﾝ 

   2 単現･制限(brauchen nur zu+不定詞)v.t そこで待ちさえすればよい      「動詞句」 

   dort ﾄﾞｱﾄ adv. そこで erwarten ｴｱｳﾞｧﾙﾃﾝ v.t 待つ 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                                    「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

werde ...sein.« ｳﾞｪｱﾃﾞ...ｻﾞｲﾝ 1 単未･予定(werden+不定詞)v.i いるだろう     「動詞句」 

heute nacht dort ﾎｲﾃ･ﾅﾊﾄ･ﾄﾞｱﾄ adv. 今晩そこに                          「副詞句」 

 

僕は壁から 20 メートル離れたところにいた、それでも相変わらず、何も見えなかった。 

Ich war zwanzig Meter von der Mauer entfernt und sah immer noch nichts.  

「主語」「動詞」「副詞句」und「動詞」「副詞句」「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 1 単過･存在(sein)v.i（副詞と）〜の場所にいた                    「動詞」 

zwanzig Meter ﾂｳﾞｧﾝﾂｨﾋ･ﾒｰﾀｰ adv. 20 メートルのところに                 「副詞句」 

von der Mauer entfernt ﾌｫﾝ･ﾃﾞｱ･ﾏｳｱｰ･ｴﾝﾄﾌﾚﾝﾄ adv. 壁から離れた   「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

sah ｻﾞｰ 1 単過(sehen)v.t 見えた                                           「動詞」 

immer noch ｲﾏｰ･ﾉｯﾎ adv. 相変わらず、やはり                            「副詞句」 

nichts. ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                            「目的語」 

 

王子さまは少し黙り込んでから、さらに言った： 

Der kleine Prinz sagte noch, nach einem kurzen Schweigen: 

「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m 王子さまは                         「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

noch, ﾉｯﾎ adv. さらに                                                    「副詞」 

nach ﾅｰﾊ prep（3 格と）（時間）〜の後で                                「副詞句」 

einem kurzen ｱｲﾈﾑ･ｸﾙﾂｪﾝ adj.(kurz).n.3 格 短い          「形容詞句」 

Schweigen: ｼｭｳﾞｧｲｹﾞﾝ n.n.3 格 沈黙の                            「目的語」 

 

「君は良い毒を持っているんだよね？僕をあまり長く苦しめないって、確かだよね？」 

»Du hast gutes Gift? Bist du sicher, dass du mich nicht lange leiden lässt?« 

《「主語」「動詞」「目的語」┃「動詞」「主語」「補語」「副詞節》 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 
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hast ﾊｽﾄ 2 単現･疑問文･確認(haben)v.t 持っているんだよね？                「動詞」 

gutes ｸﾞｰﾃｽ adj.(gut).n.4 格 良い                                「形容詞」 

Gift? ｷﾞﾌﾄ n.n.4 格 毒を、毒薬を                                        「目的語」 

Bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現･疑問文(sein)v.i 〜でしょう？                              「動詞」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

sicher, ｽﾞｨﾋｬｰ adj. 確実な                                                「補語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということについては                                  「副詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                 「主語」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                             「目的語」 

nicht lange leiden lässt?« ﾆﾋﾄ･ﾗﾝｹﾞ･ﾗｲﾃﾞﾝ･ﾚｽﾄ 2 単現･使役･否定(lassen+不定詞+lange) 

   v.t あまり長く苦しませない                                   「動詞句」 

 

僕は立ち止まり、胸が締め付けられる思いがしたが、やはり何も分からなかった。 

Ich blieb stehen, und das Herz presste sich mir zusammen, aber ich verstand noch immer 

nicht.                  「主語」「動詞句」,und「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」, 

aber「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

blieb stehen, ﾌﾞﾘｰﾌﾟ･ｼｭﾃｰｴﾝ 1 単過･継続(bleiben+不定詞) 

v.i 立ち止まった、立ったままでいた                                  「動詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

das Herz ﾀﾞｽ･ﾍｱﾂ n.n 心臓が                                             「主語」 

presste sich ...zusammen, ﾌﾟﾚｽﾃ･ｽﾞｨｯﾋ...ﾂｻﾞﾒﾝ 3 単過･再帰受動 

(sich-4 zusammen|pressen)v.pr 締め付けられた                       「動詞句」 

mir ﾐｰｱ pron 僕にとって                                           「間接目的語」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

verstand ...nicht. ﾌｪｱｼｭﾀﾝﾄ...ﾆﾋﾄ 1 単過･否定(verstehen)v.t 分からなかった  「動詞句」 

noch immer ﾉｯﾎ･ｲﾏｰ adv.(= immer noch) 依然として、やはり              「副詞句」 

 

「さあ、あっちに行って！」と、彼は言った。「僕は飛び降りたいんだ！」 

»Jetzt geh weg«, sagte er, »ich will hinunterspringen!« 

《「呼びかけ」「動詞句」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞句」》 

»Jetzt ｲｪｯﾂﾄ adv. さあ、今すぐ                                       「呼びかけ」 

geh weg«, ｹﾞｰ･ｳﾞｪｰｸ 命・2 単現(weg|gehen)v.i あっちに行きなさい        「動詞句」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

er, ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 
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»ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

will hinunterspringen!« ｳﾞｨﾙ･ﾋﾇﾝﾀｰ･ｼｭﾌﾟﾘﾝｹﾞﾝ 1 単現･願望(wollen+不定詞) 

   v.i 飛び降りたい                                                    「動詞句」 

   hinunter- （分離前つづり 下へ）springen ｼｭﾌﾟﾘﾝｹﾞﾝ v.i 跳ぶ、飛ぶ 

 

それで、僕自身は視線を壁の下の方へ向けてみて、飛び上がってしまった！ 

Da richtete ich selbst den Blick auf den Fuß der Mauer, und ich machte einen Satz!  

「副詞」「動詞」「主語」「目的語」「副詞句」,und「主語」「動詞」「目的語」 

Da ﾀﾞｰ adv. その時に                                                    「副詞」 

richtete ﾘﾋﾃﾃ 1 単過(richten)v.t（方向に）向けた                           「動詞」 

ich selbst ｲｯﾋ･ｾﾞﾙﾌﾟｽﾄ pron 僕自身は                                     「主語」 

den Blick ﾃﾞﾝ･ﾌﾞﾘｯｸ n.m.4 格 視線を                                    「目的語」 

auf ｱｳﾌ prep 〜の上に                                                 「副詞句」 

den Fuß ﾃﾞﾝ･ﾌｰｽ n.m.4 格 下部に                                「目的語」 

der Mauer, ﾃﾞｱ･ﾏｳｱｰ n.f.2 格 壁の                      「形容詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ｲｯﾋ pron 僕は                                                           「主語」 

machte ﾏﾊﾃ 1 単過(machen)v.t（行動を）した                              「動詞」 

einen Satz! ｱｲﾈﾝ･ｻﾞｯﾂ n.m.4 格 跳躍を                                  「目的語」 

 

そこにいたのだ。30 秒で人々を殺すあの黄色い蛇が 1 匹、王子様の方へ首をもたげて．．． 

Da war, zum kleinen Prinzen emporgereckt, eine dieser gelben Schlangen, die euch in 

dreißig Sekunden erledigen...                      「副詞」「動詞」「副詞句」「主語」 

Da ﾀﾞｰ adv. そこに                                                      「副詞」 

war, ｳﾞｧｰﾙ 3 単過･存在(sein)v.i 〜がいた                                   「動詞」 

zum kleinen Prinzen ﾂｰﾑ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ adv. 王子様の方へ                「副詞句」 

emporgereckt, ｴﾑﾎﾟﾙ･ｹﾞ･ﾚｸﾄ 過去分詞(empor+sich-4+recken) 

   v.pr 体を上に伸ばして                                        「動詞句」 

eine ｱｲﾈ pron 1 匹が                                                     「主語」 

dieser gelben Schlangen, ﾃﾞｨｰｻﾞｰ･ｹﾞﾙﾍﾞﾝ･ｼｭﾗﾝｹﾞﾝ 

 pl.n.f.2 格 黄色い蛇の                                        「形容詞句」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（主語）〜する                                 「形容詞節」 

euch ｵｲﾋ pron.4 格 君たちを                            「目的語」 

in dreißig Sekunden ｲﾝ･ﾄﾞﾗｲｽｨﾋ･ｾﾞｸﾝﾃﾞｽ adv. 30 秒で     「副詞句」 

erledigen... ｴｱﾚｰﾃﾞｨｹﾞﾝ 3 複現 v.t 処理する、片付ける       「動詞」 
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僕はピストルをさがしてポケットの中を引っ掻き回し、駆け出した。しかし僕が立てた物音

で、蛇は、止まった噴水の水が砂の中に吸い込まれるようにゆっくりと滑り込んで行き、あ

まり急ぐ様子もなく、金属製の軽い音をたてて石の間をするりと潜り抜けていった。 

Ich wühlte in meiner Tasche nach meinem Revolver und begann zu laufen, aber der 

Lärm, den ich machte, ließ die Schlange sachte in den Sand gleiten, wie ein Wasserstrahl, 

der stirbt, und ohne allzu große Eile schlüpfte sie mit einem leichten metallenen Klirren 

zwischen die Steine. 

「主語」「動詞」「副詞句」「間接目的語」und「動詞句」, 

aber「主語」「動詞」「目的語」「補語」,und「副詞句」「動詞」「主語」「副詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

wühlte ｳﾞｭｰﾙﾃ 1 単過(wühlen)v.i さぐった、引っ掻き回した                 「動詞」 

in meiner Tasche ｲﾝ･ﾏｲﾅｰ･ﾀｯｼｪ adv. ポケットの中を                      「副詞句」 

nach meinem Revolver ﾅｰﾊ･ﾏｲﾈﾑ･ﾚｳﾞｫﾙｳﾞｧｰ adv. ピストルを           「間接目的語」 

   nach ﾅｰﾊ prep（欲求の対象を示して）〜を求めて、〜を目指して 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

begann zu laufen, ﾍﾞｶﾞﾝ･ﾂｰ･ﾗｳﾌｪﾝ 1 単過･開始(beginnen zu+不定詞) 

   v.i 駆け出した                                                      「動詞句」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

der Lärm, ﾃﾞｱ･ﾚｱﾑ n.m 騒音が                                           「主語」 

den ich machte, ﾃﾞﾝ･ｲｯﾋ･ﾏﾊﾃ adj. 僕がたてた                     「形容詞節」 

ließ ﾘｰｽ 3 単過･使役(lassen)v.t（SVO+不定詞）O に〜させた                「動詞」 

die Schlange ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾗﾝｹﾞ n.f.4 格 蛇に                                  「目的語」 

sachte ｻﾞﾊﾃ adv. ゆっくりと                                        「副詞」 

in den Sand ｲﾝ･ﾃﾞﾝ･ｻﾞﾝﾄ adv. 砂の中へ                            「副詞句」 

gleiten, ｸﾞﾗｲﾃﾝ 不定詞･Schlange の動作 v.i 滑るように動く                  「補語」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                        「副詞節」 

ein Wasserstrahl, ｱｲﾝ･ｳﾞｧｯｻｰｼｭﾄﾗｰﾙ n.m 噴水が               「主語」 

der stirbt, ﾃﾞｱ･ｼｭﾃｨｱﾌﾟﾄ adj. 死んだ、止まった         「形容詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ohne ｵｰﾈ prep 〜なしに、〜せずに                                      「副詞句」 

allzu große Eile ｱﾙﾂｰ･ｸﾞﾛｰｾ･ｱｲﾚ n.f 大急ぎ                        「目的語」 

schlüpfte ｼｭﾙﾌﾟﾌﾃ 3 単過(schlüpfen)v.i するりとくぐり抜けた                「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron（Schlange の代用）蛇は                                      「主語」 

mit ﾐｯﾄ prep（様態･音）〜をたてて                                     「副詞句」 

einem leichten metallenen Klirren ｱｲﾈﾑ･ﾗｲﾋﾃﾝ･ﾒﾀﾚﾈﾝ･ｸﾘﾚﾝ 

   n.n.3 格 金属製の軽い音                                      「目的語」 
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zwischen die Steine. ﾂｳﾞｨｯｼｪﾝ･ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾀｲﾈ adv. 石の間へ                  「副詞句」 

 

僕が壁に着いたとき、本当にぎりぎりで、王子様を両腕で受け止めることができた。彼は雪

のように真っ青だった。 

Gerade rechtzeitig kam ich zur Mauer, um meinen kleinen Burschen von einem Prinzen 

in meinen Armen aufzufangen; er war bleich wie der Schnee. 

「副詞句」「動詞」「主語」「間接目的語」「副詞句」；「主語」「動詞」「補語」 

Gerade rechtzeitig ｹﾞﾗｰﾃﾞ･ﾚﾋﾄﾂｧｲﾂｨﾋ adv. まさにギリギリで               「副詞句」 

   gerade ｹﾞﾗｰﾃﾞ adv. まさに〜こそ rechtzeitig ﾚﾋﾄﾂｧｲﾂｨﾋ adv. 時間に遅れずに 

   Ich kam gerade noch rechtzeitig. 私はぎりぎり間に合った。 

kam ｶｰﾑ 1 単過(kommen)v.i 着いた、やって来た                           「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

zur Mauer, ﾂｰｱ･ﾏｳｱｰ adv. 壁に                                     「間接目的語」 

um zu 不定句 adv.（目的･結果）〜するために、そして〜する               「副詞句」 

um ...aufzufangen; ｳﾑ...ｱｳﾌ･ﾂｰ･ﾌｧﾝｹﾞﾝ um+zu 不定詞(auf|fangen) 

v.t 受け止める                                               「動詞句」 

meinen kleinen Burschen ﾏｲﾈﾝ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾞﾙｼｪﾝ n.m.4 格 少年を      「目的語」 

   Bursche ﾌﾞﾙｼｪ n.m 若者、少年 

von einem Prinzen ﾌｫﾝ･ｱｲﾈﾑ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ 

 adj.（付加語的 2 格名詞･同格）王子である            「形容詞句」 

in meinen Armen ｲﾝ･ﾏｲﾈﾑ･ｱﾙﾒﾝ adv. 両手で                       「副詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

bleich ﾌﾞﾗｲﾋ adj. 青白い、蒼白な                                          「補語」 

wie der Schnee. ｳﾞｨｰ･ﾃﾞｱ･ｼｭﾈｰ adv. 雪のように                      「副詞句」 

 

「これはどういうことなんだい？今度は蛇と話しをするなんて！」 

»Was sind das für Geschichten! Du sprichst jetzt mit Schlangen?!« 

《「補語」「動詞」「主語」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞」「間接目的語」》 

»Was ｳﾞｧｽ pron.pl どんなこと                                            「補語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

das ﾀﾞｽ pron これは                                                     「主語」 

für Geschichten! ﾌｭｰｱ･ｹﾞｼﾋﾃﾝ adj. 話の、出来事の                「形容詞句」 

   Was für Geschichten sind das! 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

sprichst ｼｭﾌﾟﾘﾋﾄ 2 単現(sprechen)v.i 話す                                 「動詞」 
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jetzt ｲｪﾂﾄ adv. 今度は                                                   「副詞」 

mit Schlangen?!« ﾐｯﾄ･ｼｭﾗﾝｹﾞﾝ adv. 蛇と                             「間接目的語」 

 

僕は王子様がいつも巻いている黄色のマフラーをほどいてあげた。 

Ich hatte ihm sein ewiges gelbes Halstuch abgenommen.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

hatte ...abgenommen. ﾊｯﾃ...ｱｯﾌﾟ･ｹﾞ･ﾉﾒﾝ 1 単過･完了形(ab|nehmen) 

   v.t 取り去った                                                      「動詞句」 

ihm ｲｰﾑ pron 彼の                                                「間接目的語」 

sein ewiges gelbes ｻﾞｲﾝ･ｴｰｳﾞｨｹﾞｽ･ｹﾞﾙﾍﾟｽ 

 adj.n.4 格 彼のいつもの黄色の                          「形容詞句」 

Halstuch ﾊﾙｽﾄｩｰﾌ n.n.4 格 マフラーを                               「直接目的語」 

 

僕は彼のこめかみを水で濡らしてから、水を飲ませた。 

Ich hatte ihm die Schläfen genetzt und ihm zu trinken gegeben.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」und「間接目的語」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

hatte ...genetzt ﾊｯﾃ...ｹﾞﾈｯﾂﾄ 1 単過･完了形(netzen)v.t 湿らした            「動詞句」 

ihm ｲｰﾑ pron 彼の                                                「間接目的語」 

die Schläfen ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾚｰﾌｪﾝ pl.n.f(Schläfe) こめかみを                「直接目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

ihm ｲｰﾑ pron 彼に                                                 「間接目的語」 

zu trinken gegeben. ﾂｰ･ﾄﾘﾝｹﾝ･ｹﾞｹﾞｰﾍﾞﾝ 1 単過･完了形(zu 不定詞+geben) 

   v.t 飲ませた                                                     「動詞句」 

 

そして今となっては、これ以上彼に尋ねることはできなかった。 

Und jetzt wagte ich nicht, ihn weiter zu fragen.  

Und「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

jetzt ｲｪﾂﾄ adv.（過去時制の文で）今は、今となっては                       「副詞」 

wagte ...nicht, ｳﾞｧｰｸﾃ...ﾆﾋﾄ 1 単過･否定(wagen+zu 不定詞) 

   v. あえて〜しなかった                                               「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

zu 不定句 v. 〜する                                                    「動詞句」 

ihn ｲｰﾝ pron 彼に                                              「目的語」 
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weiter ｳﾞｧｲﾀｰ adv. これ以上                                       「副詞」 

zu fragen. ﾂｰ･ﾌﾗｰｹﾞﾝ zu 不定詞 v.t 尋ねる                         「動詞句」 

 

彼は深刻そうに僕を見つめて、両腕を僕の首の周りに巻き付けた。 

Er schaute mich ernsthaft an und legte seine Arme um meinen Hals.  

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」und「動詞」「目的語」「副詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

schaute ...an ｼｬｳﾃ...ｱﾝ 3 単過(an|schauen)v.t 見つめた                    「動詞句」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                                    「目的語」 

ernsthaft ｴｱﾝｼｭﾄﾊﾌﾄ adv. 真剣に、深刻そうに                              「副詞」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

legte ﾚｰｸﾃ 3 単過(legen)v.t 置いた、あてがった                             「動詞」 

seine Arme ｻﾞｲﾈ･ｱﾙﾒ pl.n.m 両腕を                                     「目的語」 

um meinen Hals. ｳﾑ･ﾏｲﾈﾝ･ﾊﾙｽ adv. 首の周りに                           「副詞句」 

 

僕は、猟銃で撃たれて死んでいく小鳥のように、彼の心臓の鼓動が乱れているのを感じた。

彼は僕に言った： 

Ich fühlte sein Herz klopfen wie das eines sterbenden Vogels, den man mit der Flinte 

geschossen hat. Er sagte zu mir: 

「主語」「動詞」「目的語」「補語」┃「主語」「動詞」「間接目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                        「主語」 

fühlte ﾌｭｰﾙﾃ 1 単過･知覚動詞(fühlen)v.t(SVO+不定詞)（O が〜するのを）感じた「動詞」 

sein Herz ｻﾞｲﾝ･ﾍｱﾂ n.n 彼の心臓が                                       「目的語」 

klopfen ｸﾛｯﾌﾟﾌｪﾝ 不定詞 v.t（心臓が）鼓動する                              「補語」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                          「副詞句」 

das ﾀﾞｽ pron（Herz の代用）それ                            「目的語」 

eines sterbenden Vogels, ｱｲﾈｽ･ｼｭﾃｱﾍﾞﾝﾃﾞﾝ･ﾌｫｰｹﾞﾙｽ 

 n.n.2 格(Vogel) 死んでいく小鳥の                「形容詞句」 

 sterbend ｼｭﾃｱﾍﾞﾝﾄ現在分詞(sterben)v.i 死んでいく 

den ﾃﾞﾝ pron（目的語）〜する            「形容詞節」 

man ﾏﾝ pron 人が                  「主語」 

mit der Flinte ﾐｯﾄ･ﾃﾞｱ･ﾌﾘﾝﾃ 

 adv. 猟銃で                    「副詞句」 

geschossen hat. ｹﾞｼｮｯｾﾝ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形(schießen) 

v.t 撃った                     「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 
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sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

zu mir: ﾂｰ･ﾐｰｱ adv. 僕に                                           「間接目的語」 

 

「僕は、君の機械のどこが悪いのかが分かって嬉しいよ。君は家に帰れるようになるんだね」 

»Ich bin froh, dass du gefunden hast, was an deiner Maschine fehlte. Du wirst nach 

Hause zurückkehren können...« 

《「主語」「動詞」「補語」,「副詞節」┃「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                          「動詞」 

froh, ﾌﾛｰ adj. 嬉しい                                                    「補語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君が                                               「主語」 

gefunden hast, ｹﾞﾌﾝﾃﾞﾝ･ﾊｽﾄ 2 単現･完了形(finden)v.t 見つけた     「動詞句」 

was ｳﾞｧｽ pron 何が〜するかということを                        「目的語」 

an deiner Maschine ｱﾝ･ﾀﾞｲﾅｰ･ﾏｼｰﾈ adv. 君の機械で        「副詞句」 

fehlte. ﾌｪｰﾙﾃ 3 単過(fehlen)v.i 悪い                         「補語」 

Du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                      「主語」 

wirst ...zurückkehren können...« ｳﾞｨﾙｽﾄ...ﾂﾘｭｯｸ･ｹｰﾚﾝ･ｹﾈﾝ 2 単未･可能(werden+不定詞) 

  v.i 帰れるようになる                                                 「動詞句」 

nach Hause ﾅｰﾊ･ﾊｳｾﾞ adv. 家に                                     「間接目的語」 

 

「どうして、それが分かったの？」 

»Woher weißt du das?«                           《「副詞」「動詞」「主語」「目的語」》 

»Woher ｳﾞｫﾍｰｱ adv. どうして                                             「副詞」 

weißt ｳﾞｧｲｽﾄ 2 単現(wissen)v.t 知っている                                 「動詞」 

du ﾄﾞｩｰ pron 君は                                                       「主語」 

das?« ﾀﾞｽ pron それを                                                 「目的語」 

 

僕のあらゆる期待を裏切ってきた仕事がついにうまくいったことを、僕はちょうど彼に伝

えるところだったのだ。 

Ich hatte ihm gerade erzählen wollen, dass mir gegen alle Erwartungen meine Arbeit 

geglückt sei!                   「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞」「直接目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

hatte ... erzählen wollen, ﾊｯﾃ...ｴｱﾂｪｰﾚﾝ･ｳﾞｫﾚﾝ 1 単現･完了形･意思(wollen+不定詞) 

   v.t 伝えるところだった                                              「動詞句」 

ihm ｲｰﾑ pron.3 格 彼に                                            「間接目的語」 
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gerade ｹﾞﾗｰﾃﾞ adv. まさに、ちょうど                                     「副詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                      「直接目的語」 

mir ﾐｰｱ pron 僕にとって                                「間接目的語」 

gegen ｹﾞｰｹﾞﾝ prep（4 格と）〜に逆らった  「形容詞句」 

alle Erwartungen ｹﾞｰｹﾞﾝ･ｱﾚ･ｴｱﾊﾞﾙﾄｩﾝｹﾞﾝ 

 pl.n.f あらゆる期待               「目的語」 

meine Arbeit ﾏｲﾈ･ｱｰﾙﾊﾞｲﾄ n.f 僕の仕事が            「主語」 

geglückt sei! ｹﾞｸﾞﾘｭｯｸﾄ･ｻﾞｲ 接・3 単現･完了形･(glücken) 

v.i うまくいった                              「動詞句」 

 

彼は僕の問いかけには答えずに、話し続けた： 

Er antwortete nicht auf meine Frage, fuhr aber fort: 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」,「動詞句」aber「動詞句」： 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

antwortete nicht ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ･ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(antworten)v.i 答えなかった    「動詞句」 

auf meine Frage, ｱｳﾌ･ﾏｲﾈ･ﾌﾗｰｹﾞ adv. 僕の質問に対して               「間接目的語」 

fuhr ...fort: ﾌｰｱ...ﾌｫﾙﾄ 3 単過(fort|fahren)v.i 話を続けた                   「動詞句」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

 

「ぼくも今日、僕の所へ戻るんだよ．．．」 

»Auch ich werde heute nach Hause zurückkehren...« 

《「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」》 

»Auch ｱｳﾌ adv. 〜も                                               「副詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

werde ...zurückkehren...« ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾂﾘｭｯｸ･ｹｰﾚﾝ 1 単未(werden+不定詞) 

   v.i 戻るよていだ                                                    「動詞句」 

heute nach Hause ﾎｲﾃ･ﾅｰﾊ･ﾊｳｾﾞ adv. 今日僕のところへ                   「副詞句」 

 

それから落ち込んだ様子で： 

Dann schwermütig:                                                    「副詞句」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                 「副詞」 

schwermütig: ｼｭｳﾞｪｱﾐｭｰﾃｨﾋ adv. 落ち込んだ様子で                       「副詞句」 

 

「君に比べたら、はるかに遠くて、はるかに困難なんだよ．．．」 

»Das ist viel weiter... Das ist viel schwieriger...« 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」》 
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»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

viel weiter... ﾌｨｰﾙ･ｳﾞｧｲﾀｰ adj. はるかに遠い                                「補語」 

   viel ﾌｨｰﾙ adv.（比較級と）はるかに、ずっと weiter ｳﾞｧｲﾀｰ adj.（比較級）遠い 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

viel schwieriger...« ﾌｨｰﾙ･ｼｭｳﾞｨｰﾘｶﾞｰ adj. はるかに困難な                    「補語」 

 

僕は、何か只ならぬことが起こっていることがよく分かった。 

Ich fühlte wohl, dass etwas Außergewöhnliches vorging.  「主語」「動詞句」「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

fühlte wohl, ﾌｭｰﾙﾃ･ｳﾞｫｰﾙ 1 単過(fühlen+ wohl)v.t よく分かった            「動詞句」 

   wohl ｳﾞｫｰﾙ adv. 十分に、しっかり、よく 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

etwas Außergewöhnliches ｴﾄｳﾞｧｽ･ｱｳｻｰｹﾞｳﾞｪｰﾝﾘﾋｪｽ 
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 n.n.1 格 何か尋常でなはいことが                                「主語」 

 Außergewöhnliches ｱｳｻｰｹﾞｳﾞｪｰﾝﾘﾋｪｽ adj.n.1 格 異常なこと 

vorging. ﾌｫｱｷﾞﾝｸﾞ 3 単過･時制の一致(vor|gehen)v.i 起こっている   「動詞句」 

 

僕は彼を幼児のように両腕で抱きしめた。しかし、僕が彼を引き止めることができないまま

に、彼が真っ逆さまに深淵の中に落下して行くように思われた。 

Ich schloß ihn fest in die Arme wie ein kleines Kind, und doch schien es mir, als stürzte 

er senkrecht in einen Abgrund, ohne dass ich imstande war, ihn zurückzuhalten... 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」und doch「動詞句」「間接目的語」「副詞節」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

schloß ｼｭﾛｰｽ 1 単過(schließen)v.t 閉じ込めた                               「動詞」 

   j-4 in die Arme schließen 「人-4 を抱きしめる」 

ihn ｲｰﾝ pron.4 格 彼を                                                 「目的語」 

fest ﾌｪｽﾄ adv. しっかりと                                                「副詞」 

in die Arme ｲﾝ･ﾃﾞｨｰ･ｱﾙﾒ adv. 両腕で                                    「副詞句」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                              「副詞句」 

ein kleines Kind, ｱｲﾝ･ｸﾗｲﾈｽ･ｷﾝﾄ n.n.1 格 幼児                    「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

doch ﾄﾞｯﾎ conj. しかし 

schien es ｼｰﾝ･ｴｽ 非人称･3 単過(es scheinen) 

v.i（zu 不定句と）（〜であるように）思われた                          「動詞句」 

mir, ﾐｰｱ pron.3 格 僕には                                          「間接目的語」 

als ｱﾙｽ conj. 〜のように                                               「副詞節」 

stürzte ｼｭﾄﾙﾂﾃ 3 単過･時制の一致(stürzen)v.i 落下する              「動詞」 

er ｴｱ pron 彼が                                                 「主語」 

senkrecht ｾﾞﾝｸﾚﾋﾄ adv. 垂直に、真っ逆さまに                      「副詞」 

in einen Abgrund, ｲﾝ･ｱｲﾈﾝ･ｱｯﾌﾟｸﾞﾙﾝﾄ adv. 深淵の中に            「副詞句」 

ohne ｵｰﾈ prep（欠如）〜なしに                                 「副詞句」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということ                             「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                 「主語」 

imstande ｲﾑｼｭﾀﾝﾃﾞ 

 adj.（zu 不定句）（〜することが）できない        「補語」 

war, ｳﾞｧｰﾙ 1 単過･時制の一致(sein)v.i 〜である      「動詞」 

ihn zurückzuhalten... ｲｰﾝ･ﾂﾘｭｯｸ･ﾂｰ･ﾊﾙﾃﾝ zu 不定句(zurück|halten+ihn) 

   v.t 彼を引き止める                      「動詞句」 
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彼は真剣なまなざしで、ずっと遠方を見つめていた： 

Sein Blick war ernst; er verlor sich in weiter Ferne: 

「主語」「動詞」「補語」；「主語」「動詞句」「副詞句」 

Sein Blick ｻﾞｲﾝ･ﾌﾞﾘｯｸ n.m 彼の視線は                                    「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

ernst; ｴｱﾝｽﾄ adj. 真剣な、まじめな                                        「補語」 

er ｴｱ pron それは                                                       「主語」 

verlor sich ﾌｪｱﾛｰｱ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 verlieren) 

v.pr（in et-3 の中に）消えてなくなっていた                           「動詞句」 

in weiter Ferne: ｲﾝ･ｳﾞｧｲﾀｰ･ﾌｪｱﾈ adv. さらに遠方で                       「副詞句」 

   weiter ｳﾞｧｲﾀｰ adj. これ以上の Ferne ﾌｪｱﾈ n.f 遠方 

 

「君の羊を持っているよ。それに羊用の箱も持っている。そして口輪も持ってる．．．」 

»Ich habe dein Schaf. Und ich habe die Kiste für das Schaf. Und ich habe den 

Maulkorb...«            《「主語」「動詞」「目的語」 

Und「主語」「動詞」「目的語」┃Und「主語」「動詞」「目的語」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 持っている                                    「動詞」 

dein Schaf. ﾀﾞｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n.4 格 君の羊を                                 「目的語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 持っている                                    「動詞」 

die Kiste ﾃﾞｨｰ･ｷｽﾃ n.f.4 格 箱を                                         「目的語」 

für das Schaf. ﾌｭｰｱ･ﾀﾞｽ･ｼｬｰﾌ adv.（目的）その羊用の              「副詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ﾊｰﾍﾞ 1 単現(haben)v.t 持っている                                    「動詞」 

den Maulkorb...« ﾃﾞﾝ･ﾏｳﾙｺﾙﾌﾟ n.m.4 格 口輪を                           「目的語」 

 

そう言って、彼は憂鬱そうに微笑んだ。 

Und er lächelte schwermütig.                           Und「主語」「動詞」「副詞」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

lächelte ﾚﾋｪﾙﾃ 3 単過(lächeln)v.i 微笑んだ                                 「動詞」 

schwermütig. ｼｭｳﾞｪｱﾐｭｰﾃｨﾋ adv. 憂鬱そうに                               「副詞」 

 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXVI 

  436 / 483 

僕は長い間待った。彼が少しずつ回復していると感じた。 

Ich wartete lange. Ich fühlte, dass er sich mehr und mehr erwärmte: 

「主語」「動詞」「副詞」┃「主語」「動詞」「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

wartete ｳﾞｧﾙﾃﾃ 1 単過(warten)v.i 待った                                   「動詞」 

lange. ﾗﾝｹﾞ adv. 長く、長い間                                            「副詞」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

fühlte, ﾌｭｰﾙﾃ 1 単過(fühlen)v.t 感じた                                     「動詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

er ｴｱ pron 彼が                                                  「主語」 

sich ...erwärmte: ｽﾞｨｯﾋ...ｴﾙｳﾞｪｱﾑﾃ 3 単過･時制の一致(sich-4 erwärmen) 

   v.pr 回復している、暖まっている                              「動詞句」 

mehr und mehr ﾒｰｱ･ｳﾝﾄ･ﾒｰｱ adv. 少しづつ、しだいに、だんだんと 「副詞句」 

 

「坊や！君は怖かったんだね．．．」 

»Kleiner Bursche, du hast Angst gehabt...« 

《「呼びかけ」, 「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

»Kleiner Bursche, ｸﾗｲﾅｰ･ﾌﾞﾙｼｪ n.m 坊や、小さい少年                  「呼びかけ」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

hast ...gehabt...« ﾊｽﾄ...ｹﾞﾊｰﾌﾟﾄ 2 単現･完了形･推測(haben) 

v.t（心身の状態）〜だった                                           「動詞句」 

Angst ｱﾝｸﾞｽﾄ n.f.4 格 おそれ、不安、心配                               「目的語」 

 

もちろん、彼は怖かった！けれども、静かに笑った。 

Er hatte Angst gehabt, ganz gewiss! Aber er lachte sanft: 

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」┃Aber「主語」「動詞」「副詞」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

hatte ...gehabt, ﾊｯﾃ...ｹﾞﾊｰﾌﾟﾄ 3 単過･完了形(haben) 

v.t（心身の状態）〜だった                                           「動詞句」 

Angst ｱﾝｸﾞｽﾄ n.f.4 格 おそれ、不安、心配                               「目的語」 

ganz gewiss! ｶﾞﾝﾂ･ｹﾞｳﾞｨｽ adv. もちろん                                 「副詞句」 

Aber ｱｰｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

lachte ﾗﾊﾃ 3 単過(lachen)v.i 笑った                                        「動詞」 

sanft: ｻﾞﾝﾌﾄ adv. 静かに                                                  「副詞」 
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「今夜は、もっとずっと恐ろしいだろうな．．．」 

»Ich werde heute abend noch viel mehr Angst haben...« 

《「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

werde ...haben...« ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾊｰﾍﾞﾝ 1 単未(werden+不定詞 haben) 

   v.t（心身状態に）なるだろう                                         「動詞句」 

heute abend ﾎｲﾃ･ｱｰﾍﾞﾝﾄ adv. 今夜は                                    「副詞句」 

noch viel mehr ﾉｯﾎ･ﾌｨｰﾙ･ﾒｰｱ adj. さらにずっと多くの           「形容詞句」 

Angst ｱﾝｸﾞｽﾄ n.f 恐れ、不安、心配                                      「目的語」 

 

再び僕の背中に氷のような寒気が襲ってきて、僕にはもう避けられないのだと感じた。 

Wieder lief es mir eisig über den Rücken bei dem Gefühl des Unabwendbaren.  

「副詞」「動詞」「主語」「間接目的語」「副詞句」 

Wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. 再び、またもや                                      「副詞」 

lief ﾘｰﾌ 3 単過(laufen)v.i やって来た                                       「動詞」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

eisig ｱｲｽﾞｨﾋ adv. 氷のように冷たく                                        「副詞」 

über ﾕｰﾊﾞｰ prep（3 格または 4 格と）〜の上に                           「副詞句」 

den Rücken ﾃﾞﾝ･ﾘｭｯｹﾝ n.m.4 格 背中                            「目的語」 

bei dem Gefühl ﾊﾞｲ･ﾃﾞｰﾑ･ｹﾞﾌｭｰﾙ adv.（不随･結果）感情を伴って           「副詞句」 

des Unabwendbaren. ﾃﾞｽ･ｳﾝｱｯﾌﾟｳﾞｪﾝﾄﾊﾞﾚﾝ adj. 不可抗力の      「形容詞句」 

   unabwendabr ｳﾝｱｯﾌﾟｳﾞｪﾝﾄﾊﾞｰﾙ adj. 避けられない → 中性名詞化 → 2 格 

 

この笑い声を二度と聞くことができないということ――それは、そう考えることさえ僕に

は耐えられないことなのだと思い知った。 

Diese Lachen nie mehr zu hören - ich begriff, dass ich den Gedanken nicht ertrug.  

「主語」---「主語」「動詞」「目的語」 

Diese Lachen ﾃﾞｨｰｾﾞ･ﾗｰﾍﾝ n.n.4 格（目的語）この笑い声を〜すること        「主語」 

nie mehr ﾆｰ･ﾒｰﾔ adv. もう二度と〜ない                            「副詞句」 

zu hören ﾂｰﾍｰﾚﾝ zu 不定詞 v.t 聞く                                 「動詞句」 

- ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

begriff, ﾍﾞｸﾞﾘﾌ 1 単過(begreifen)v.t 分かった、理解する                     「動詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                 「主語」 

den Gedanken ﾃﾞﾝ･ｹﾞﾀﾞﾝｹﾝ n.m.4 格 その考えを                   「目的語」 
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nicht ertrug. ﾆﾋﾄ･ﾆﾋﾄ･ｴｱﾄｩﾙｰｸ 1 単過･否定･時制の一致(ertragen) 

v.t 耐えられない                                              「動詞句」 

 

あの笑い声は、僕にとっては、砂漠の中の井戸みたいなものだったんだ。 

Es war für mich wie ein Brunnen in der Wüste.  「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

für mich ﾌｭｰｱ･ﾐｯﾋ adv. 僕にとって                                  「間接目的語」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のような                                                「補語」 

ein Brunnen ｱｲﾝ･ﾌﾞﾙﾈﾝ n.m 井戸                                  「目的語」 

in der Wüste. ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ｳﾞｭｽﾃ adv. 砂漠の中の                        「副詞句」 

 

「坊や、僕は君が笑う声をもっと聞きたいよ．．．」 

»Kleiner Bursche, ich will dich noch lachen hören...« 

《「呼びかけ」,「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」「補語」「動詞句」》 

»Kleiner Bursche, ｸﾗｲﾅｰ･ﾌﾞﾙｼｪ n.m 小さい少年、坊や                  「呼びかけ」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

will ...hören...« ｳﾞｨﾙ...ﾍｰﾚﾝ 1 単現･願望･知覚動詞(wollen+不定詞 hören) 

   v.t 聞きたい                                                        「動詞句」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron 君が                                                  「目的語」 

noch ﾉｯﾎ adv.（追加）さらに、もっと                                     「副詞」 

lachen ﾗｯﾍﾝ 不定詞･dich の動作 v.i 笑う                                   「補語」 

 

しかし、彼は僕に言った： 

Aber er sagte zu mir:                             Aber「主語」「動詞」「間接目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

zu mir: ﾂｰ･ﾐｰｱ adv. 僕に                                           「間接目的語」 

 

「今夜で、1 年になる．．．」 

»Diese Nacht wird es ein Jahr.                  《「副詞句」,「動詞」「主語」「補語」》 

»Diese Nacht ﾃﾞｨｰｾﾞ･ﾅﾊﾄ n.f 今夜                                       「副詞句」 

wird ｳﾞｨﾙﾄ 3 単現･変化(werden)v.i 〜になる                               「動詞」 

es ｴｽ pron 時間が                                                       「主語」 

ein Jahr. ｱｲﾝ･ﾔｰﾙ n.n.1 格 1 年                                            「補語」 
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「僕の星は、僕が去年降り立った場所のちょうど真上に来るだろう．．．」 

Mein Stern wird sich gerade über dem Ort befinden, wo ich letztes Jahr gelandet bin...« 

《「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」,「形容詞節」》 

Mein Stern ﾏｲﾝ･ｼｭﾃｱﾝ n.m 僕の星は                                      「主語」 

wird sich ...befinden, ｳﾞｨﾙﾄ･ｽﾞｨｯﾋ...ﾍﾞﾌｨﾝﾃﾞﾝ 3 単未･再帰動詞(werden+不定詞) 

   v.pr（〜の場所に）あるだろう                                        「動詞句」 

gerade ｹﾞﾗｰﾃﾞ adv. ちょうど                                      「副詞」 

über dem Ort ﾕｰﾊﾞｰ･ﾃﾞｰﾑ･ｵﾙﾄ adv. 場所の上に                           「副詞句」 

wo ｳﾞｫｰ adv. そこに〜する                                    「形容詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                       「主語」 

letztes Jahr ﾚｯﾂﾃ･ﾔｰﾙ adv. 去年                         「副詞句」 

gelandet bin...« ｹﾞﾗﾝﾃﾞｯﾄ･ﾋﾞﾝ 1 単現･完了形(landen) 

v.i 着陸した                                        「動詞句」 

 

「坊や、蛇や、待ち合わせ場所や、星などという話はただの悪い夢だと、言って欲しい！」 

»Kleiner Mann, sag mir, dass sie nur ein böser Traum ist, diese Geschichte mit der 

Schlange und dem Treffpunkt und dem Stern...« 

《「呼びかけ」,「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

»Kleiner Mann, ｸﾗｲﾅｰ･ﾏﾝ n.m 坊や                                    「呼びかけ」 

sag ｻﾞｰｸ 命・2 単現(sagen)v.t 言ってくれ                                  「動詞」 

mir, ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                      「直接目的語」 

sie ｼﾞｰ pron 仮の主語（真の主語は diese Geschichte 以降） 

nur ﾇｰｱ adv. 〜でしかない                                    「副詞」 

ein böser Traum ｱｲﾝ･ﾍﾞｰｻﾞｰ･ﾄﾗｳﾑ n.m.1 格 悪い夢              「補語」 

ist, ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                               「動詞」 

diese Geschichte ﾃﾞｨｰｾﾞ･ｹﾞｼﾋﾃ n.f この話は                    「主語」 

mit ﾐｯﾄ prep（関連）〜に関する、〜を含んだ           「副詞句」 

der Schlange ﾃﾞｱ･ｼｭﾗﾝｹﾞ n.f.3 格 蛇に           「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

dem Treffpunkt ﾃﾞｰﾑ･ﾄﾚﾌﾌﾟﾝｸﾄ 

 n.m.3 格 待ち合わせ場所に                   「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

dem Stern...« ﾃﾞｰﾑ･ｼｭﾃｱﾝ n.m.3 格 星に          「目的語」 
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しかし彼は僕の質問に答えず、言った： 

Aber er antwortete nicht auf meine Frage. Er sagte: 

Aber「主語」「動詞句」「間接目的語」┃「主語」「動詞」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

antwortete nicht ｱﾝﾄｳﾞｫｱﾃﾃ･ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(antworten)v.i 答えなかった    「動詞句」 

auf meine Frage. ｱｳﾌ･ﾏｲﾝ･ﾌﾗｰｹﾞ adv. 僕の質問に                     「間接目的語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

sagte: ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

 

「大切なことは、人には見えないんだよ」「その通りだね．．．」 

»Was wichtig ist, sieht man nicht...« »Gewiss...« 

《「主語」「動詞」「補語」》┃《「応答」》 

»Was wichtig ｳﾞｧｽ･ｳﾞｨﾋﾃｨﾋ pron 大切なことは                             「主語」 

ist, ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

sieht ...nicht...« ｼﾞｰﾄ...ﾆﾋﾄ 3 単現･否定 n. 見えないということ                「補語」 

man ﾏﾝ pron 人は                                                  「主語」 

»Gewiss...« ｹﾞｳﾞｨｽ adv. その通り                                          「応答」 

 

「それはあの花についてと同じだね」 

»Das ist wie mit der Blume.                               《「主語」「動詞」「補語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ (sein)v.i 〜である                                                 「動詞」 

wie mit der Blume. ｳﾞｨｰ･ﾐｯﾄ･ﾃﾞｱ･ﾌﾞﾙｰﾒ adv. あの花についてと同様の        「補語」 

 

「君がどこかの星にある花が好きになったら、夜に空を眺めることが喜びになる。」 

Wenn du eine Blume liebst, die auf einem Stern wohnt, so ist es süß, bei Nacht den 

Himmel zu betrachten.                      《「副詞節」,so「動詞」「補語」「主語」》 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき、〜すると                                  「副詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                                 「主語」 

eine Blume ｱｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f ある花を                               「目的語」 

liebst, ﾘｰﾌﾟｽﾄ 2 単現(lieben)v.t 愛する、好きになる                   「動詞」 

die ﾃﾞｨｰ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

auf einem Stern ｱｳﾌ･ｱｲﾈﾑ･ｼｭﾃｱﾝ adv. ある星に      「副詞句」 

wohnt, ｳﾞｫｰﾝﾄ 3 単現(wohnen)v.i 住んでいる          「動詞」 

so ｿﾞｰ conj. そうすると 
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ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は bei Nacht 以降） 

süß, ｼﾞｭｰｽ adj. 甘い、甘美な                                             「補語」 

zu 不定句 n. 〜することは                                                「主語」 

bei Nacht ﾊﾞｲ･ﾅﾊﾄ adv. 夜に                                       「副詞句」 

den Himmel ﾃﾞﾝ･ﾋﾒﾙ n.m.4 格 空を                                 「目的語」 

zu betrachten. ﾂｰ･ﾍﾞﾄﾗﾊﾃﾝ 不定詞 v.t 眺める                         「動詞句」 

 

「すべての星が花盛りになる」 

Alle Sterne sind voll Blumen.«                            《「主語」「動詞」「補語」》 

Alle Sterne ｱﾚ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m すべての星が                                 「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現･変化(sein)v.i 〜になる                                    「動詞」 

voll Blumen.« ﾌｫﾙ･ﾌﾞﾙﾒﾝ adj. 花でいっぱいの                              「補語」 

 

「そうだね」 

»Gewiss...«                                                               「応答」 

»Gewiss...« ｹﾞｳﾞｨｽ adv. その通り                                          「応答」 

 

「それはあの水についてと同じだね」 

»Das ist wie mit dem Wasser.                             《「主語」「動詞」「補語」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ (sein)v.i 〜である                                                 「動詞」 

wie mit dem Wasser. ｳﾞｨｰ･ﾐｯﾄ･ﾃﾞｰﾑ･ｳﾞｧｯｻｰ adv. あの水についてと同様の     「補語」 

 

「君が僕に飲ませてくれた水は、音楽のようだった。あの風や綱を覚えているね．．．あの水

は美味しかった」 

Was du mir zu trinken gabst, war wie Musik, die Winde und das Seil... du erinnerst dich... 

es war gut.« 

《「主語」「動詞」「補語」,「目的語」「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「補語」》 

Was ｳﾞｧｽ pron（直接目的語）〜するものは                                「主語」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                                  「主語」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                           「間接目的語」 

zu trinken gabst, ﾂｰ･ﾄﾘﾝｹﾝ･ｶﾞｰﾌﾟｽﾄ 2 単過･使役(geben+zu 不定詞) 

   v.t 飲ませた                                                  「動詞句」 

   zu 不定詞+geben 「〜させる」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 
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wie Musik, ｳﾞｨｰ･ﾑｼﾞｰｸ adv. 音楽のような                                 「補語」 

die Winde ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｨﾝﾃﾞ pl.n.m.4 格 滑車を、巻き上げ機                   「目的語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

das Seil... ﾀﾞｽ･ｻﾞｲﾙ n.n.4 格 綱を                                       「目的語」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

erinnerst dich... ｴｱｲﾈｱｽﾄ･ﾃﾞｨｯﾋ 2 単現(sich-4 erinnern)v.pr 覚えている     「動詞句」 

es ｴｽ pron あれは                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

gut.« ｸﾞｰﾄ adj. 美味しい                                                 「補語」 

フランス語の原文では ： 

ぼくが飲ませてもらったあの水は、滑車の綱のおかげで音楽のようなものだった。．．．ほら、

覚えているね．．．あの水は美味しかった。 

Celle que tu m’as donnée à boire était comme une musique, à cause de la poulie et de la 

corde ... tu te rappelles ... elle était bonne. 

音楽の原因として滑車と綱を挙げており、「覚えているね」は「水のうまさ」につながる。

ドイツ語の翻訳は、滑車と綱から音楽を連想させ、「水のうまさ」は「詠嘆」している。 

 

「そうだね」 

»Gewiss...«                                                              「応答」 

»Gewiss...« ｹﾞｳﾞｨｽ adj. 確かな、adv. その通り                             「応答」 

 

「夜には、星を見つめて欲しい」 

»Du wirst in der Nacht die Sterne anschauen.  

《「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「動詞句」》 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

wirst ...anschauen. ｳﾞｨﾙｽﾄ...ｱﾝｼｬｳｴﾝ 2 単現･話者の要請(werden+不定詞) 

   v.t 見つめて欲しい                                                  「動詞句」 

in der Nacht ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ﾅﾊﾄ adv. 夜には                                    「副詞句」 

die Sterne ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m(Stern) 星を                                「目的語」 

 

「僕の星は、小さ過ぎてどこにあるかを君に教えられない」 

Mein Zuhause ist zu klein, um dir zeigen zu können, wo es sich befindet.  

《「主語」「動詞」「補語」》 

Mein Zuhause ﾏｲﾝ･ﾂｰﾊｳｾﾞ n.n 僕の故郷は、我が家は                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

zu klein, ﾂｰ･ｸﾗｲﾝ adj. 小さすぎる                                        「補語」 
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um ...zeigen zu können, ｳﾑ...ﾂｧｲｹﾞﾝ･ﾂｰ･ｹﾈﾝ um zu 不定詞 

adv.（目的）教えることができるするために                     「副詞句」 

dir ﾃﾞｨｱ pron 君に                                   「間接目的語」 

wo ｳﾞｫｰ adv. どこに〜するかということを              「直接目的語」 

es ｴｽ pron それが                                          「主語」 

sich befindet. ｽﾞｨｯﾋ･ﾍﾞﾌｨﾝﾃﾞｯﾄ 3 単現(sich-4 befinden) 

v.pr（場所に）ある                                     「動詞句」 

 

「そのほうがいいんだ。僕の星は、たくさんの星の中の一つになるだろうから」 

Es ist besser so. Mein Stern wird für dich einer der Sterne sein.  

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」「補語」》 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

besser ﾍﾞｯｻｰ adj. よりよい                                               「補語」 

so. ｿﾞｰ adv. そのようなことは                                       「副詞」 

Mein Stern ﾏｲﾝ･ｼｭﾃｱﾝ n.m 僕の星は                                      「主語」 

wird ...sein. ｳﾞｨﾙﾄ...ｻﾞｲﾝ 3 単半･変化(werden+不定詞)v.i 〜になるだろう    「動詞句」 

für dich ﾌｭｰｱ･ﾃﾞｨｯﾋ adv. 君にとって                               「副詞句」 

einer der Sterne ｱｲﾅｰ･ﾃﾞｱ･ｼｭﾃｱﾈ pron 星々のうちの一つ                    「補語」 

 

「そうすれば、君は喜んですべての星を眺めるだろう．．．」 

Dann wirst du alle Sterne gern anschauen...  

《「副詞」「動詞句」「主語」「目的語」「副詞」「動詞句」》 

Dann ﾀﾞﾝ adv. そうすれば                                                「副詞」 

wirst ...anschauen... ｳﾞｨﾙｽﾄ...ｱﾝｼｬｳｴﾝ 2 単未(werden+不定詞) 

   v.t 見つめるだろう                                                  「動詞句」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

alle Sterne ｱﾚ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m すべての星を                                「目的語」 

gern ｹﾞｱﾝ adv. 喜んで                                                    「副詞」 

   et-4 gern tun 喜んで〜をする 

 

「星たちが皆、君の友達になるだろう。それから、君にプレゼントをあげるよ．．．」 

Alle werden sie deine Freunde sein. Und dann werde ich dir ein Geschenk machen...« 

《「主語」「動詞句」「主語」「補語」「動詞句」 

「副詞句」「動詞句」「主語」「間接目的語」「直接目的語」「動詞句」》 

Alle ｱﾚ pron すべての                                            「形容詞」 
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werden ...sein. ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ...ｻﾞｲﾝ 3 複未･推量･変化 v.i 〜になるだろう         「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 星たちが                                                 「主語」 

deine Freunde ﾀﾞｲﾈ･ﾌﾛｲﾝﾃﾞ pl.n.m.1 格 君の友達                           「補語」 

Und dann ｳﾝﾄ･ﾀﾞﾝ adv. それから                                       「副詞句」 

werde ...machen...« ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾏﾍﾝ 1 単現･意思(werden+不定詞) 

v.t（行動を）するつもりだ                                           「動詞句」 

ich ｲｯﾋ porn 僕は                                                        「主語」 

dir ﾃﾞｨｱ pron 君に                                                 「間接目的語」 

ein Geschenk ｱｲﾝ･ｹﾞｼｪﾝｸ n.n.4 格 贈り物を、プレゼントを            「直接目的語」 

 

彼はまた笑った。 

Er lachte wieder.                                           「主語」「動詞」「副詞」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

lachte ﾗﾊﾃ 3 単過(lachen)v.i 笑った                                        「動詞」 

wieder. ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. また、再び                                          「副詞」 

 

「ああ！坊や！坊や！僕はその笑い声を聞くのが大好きなんだ！」 

»Ach! Kleiner Bursche, kleiner Bursche! Ich höre diese Lachen so gern!« 

《「感嘆」┃「呼びかけ」┃「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

»Ach! ｱｯﾊ int. ああ                                                      「感嘆」 

Kleiner Bursche, ｸﾗｲﾅｰ･ﾌﾞﾙｼｪ n.m.1 格 坊や                           「呼びかけ」 

kleiner Bursche! ｸﾗｲﾅｰ･ﾌﾞﾙｼｪ n.m.1 格 坊や                           「呼びかけ」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

höre ...so gern!« ﾍｰﾚ...ｿﾞｰ･ｹﾞｱﾝ 1 単現･好み(hören)v.t 聞くのが大好きだ     「動詞句」 

   gern ｹﾞｱﾝ adv.（好み）好んで、喜んで et-4 gern tun 喜んで何-4 をする 

diese Lachen ﾃﾞｨｾﾞ･ﾗｯﾍﾝ pl.n.n4 格 その笑い声を                         「目的語」 

 

「まさに僕の笑い声が、僕のプレゼントになるだろう．．．あの水みたいになるだろう．．．」 

»Gerade das wird mein Geschenk sein... Es wird sein wie mit dem Wasser...« 

《「主語」「動詞句」「補語」┃「主語」「動詞句」「補語」》 

»Gerade ｹﾞﾗｰﾃﾞ adv.（das を強調）まさに                            「副詞」 

das ﾀﾞｽ pron この笑い声が                                               「主語」 

wird ...sein... ｳﾞｨﾙﾄ...ｻﾞｲﾝ 3 単未･変化(werden+不定詞)v.i 〜になるだろう   「動詞句」 

mein Geschenk ﾏｲﾝ･ｹﾞｼｪﾝｸ n.n.1 格 僕のプレゼント                        「補語」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

wird sein ｳﾞｨﾙﾄ･ｻﾞｲﾝ 3 単未･変化(werden+不定詞)v.i 〜になるだろう       「動詞句」 
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wie mit dem Wasser...« ｳﾞｨｰ･ﾐｯﾄ･ﾃﾞｰﾑ･ｳﾞｧｯｻｰ adv. あの水みたいに           「補語」 

 

「どういう意味なの？」 

»Was willst du sagen?«                       《「目的語」「動詞句」「主語」「動詞句」》 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                   「目的語」 

willst ...sagen?« ｳﾞｨﾙｽﾄ...ｻﾞｰｹﾞﾝ 2 単現･意欲(wollen+不定詞) 

   v.t 言いたい                                                        「動詞句」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

 

「人々はいくつもの星を持っているけど、それは同じものではない」 

»Die Leute haben Sterne, aber es sind nicht die gleichen.  

《「主語」「動詞」「目的語」,aber「主語」「動詞句」「補語」》 

»Die Leute ﾃﾞｨｰ･ﾛｲﾃ pl.n 人々は                                          「主語」 

haben ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現 v.t 持っている                                        「動詞」 

Sterne, ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m(Stern) いくつもの星を                             「目的語」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

es ｴｽ pron（性･数に関わらず前出の名詞を受けて）それは                   「主語」 

sind nicht ｼﾞﾝﾄ･ﾆﾋﾄ 3 複現･否定(sein)v.i 〜でない                        「動詞句」 

die gleichen. ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾗｲﾋｪﾝ adj.pl.1 格(gleich) 同じもの                     「補語」 

 

「ある旅行者にとっては、星はガイドだ。」 

Für die einen, die reisen, sind die Sterne Führer.  

《「副詞句」,「動詞」「主語」「補語」》 

Für ﾌｭｰｱ prep（4 格と）（関連）〜にとっては                            「副詞句」 

die einen, die reisen, ﾃﾞｨｰ･ｱｲﾈﾝ･ﾃﾞｨｰ･ﾗｲｾﾞﾝ n.n.4 格 ある旅行者    「目的語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

die Sterne ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m(Stern) 星は                                  「主語」 

Führer. ﾌｭｰﾗｰ pl.n.m.1 格 ガイド、道案内                                 「補語」 

 

「他の人たちにとっては、星は小さな光でしかない」 

Für andere sind sie nichts als kleine Lichter.    《「副詞句」,「動詞」「主語」「補語」》 

Für andere ﾌｭｰｱ･ｱﾝﾃﾞﾚ adv. 他の人たちにとっては                       「副詞句」 

   ander ｱﾝﾀﾞｰ adj. その他の → andere ｱﾝﾃﾞﾚ pl.pron 他の人たち 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl それらは                                                 「主語」 

nichts als kleine Lichter. ﾆﾋﾂ･ｱﾙｽ･ｸﾗｲﾈ･ﾘﾋﾀｰ pl.n.n.1 格 小さな光に過ぎない  「補語」 
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  nichts als ... 〜以外の何物でもない、〜でしかない 

 

「一方、別の学者たちにとっては、星は難題である」 

Für wieder andere, die Gelehrten, sind es Probleme.  

《「副詞句」,「動詞」「主語」「補語」》 

Für wieder andere, die Gelehrten, ﾌｭｰｱ･ｳﾞｨｰﾀﾞｰ･ｱﾝﾃﾞﾚ･ﾃﾞｨｰ･ｹﾞﾚｰｱﾃﾝ 

   adv.(Gelehrte) 一方、別の学者たちにとっては                         「副詞句」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

es ｴｽ pron（性･数に関わらず前出の名詞を受けて）それは                   「主語」 

Probleme. ﾌﾟﾛﾌﾞﾚｰﾒ pl.n.n.1 格 難題、課題                                 「補語」 

 

「あの実業家にとっては、星は黄金だった」 

Für meinen Geschäftsmann waren sie Gold.     《「副詞句」,「動詞」「主語」「補語」》 

Für meinen Geschäftsmann ﾌｭｰｱ･ﾏｲﾈﾝ･ｹﾞｼｪﾌﾂﾏﾝ adv. あの実業家にとっては「副詞句」 

waren ｳﾞｧﾚﾝ 3 複過(sein)v.i 〜 だった                                     「動詞」 

sie ｼﾞｰ pron.pl それらは                                                 「主語」 

Gold. ｺﾞﾙﾄ pl.n.n.1 格 金                                                 「補語」 

 

「だけど、これらの星はどれも口をきかないんだ。だから、君、君は誰も持っていない星を

持つことになんるんだよ．．．」 

Aber alle diese Sterne schweigen. Du, du wirst Sterne haben, wie sie niemand hat...« 

《Aber「主語」「動詞」┃「呼びかけ」「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」,「形容詞節」》 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

alle diese Sterne ｱﾚ･ﾃﾞｨｰｾﾞ･ｽﾃｱﾈ pl.n.m これらの星はどれも                「主語」 

schweigen. ｼｭｳﾞｧｲｹﾞﾝ 3 複現 v.i 黙っている、口を利かない、話をしない      「動詞」 

Du, ﾄﾞｩ pron 君                                                     「呼びかけ」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

wirst ...haben, ｳﾞｨﾙｽﾄ...ﾊｰﾍﾞﾝ 2 単未(wwerden+不定詞)v.t 持つだろう       「動詞句」 

Sterne ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m(Stern) 星を                                        「目的語」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のような                                     「形容詞節」 

sie ｼﾞｰ pron.pl それらを、星を                         「目的語」 

niemand ﾆｰﾏﾝﾄ pron 誰も〜ない                          「主語」 

hat...« ﾊｯﾄ 3 単現(haben)v.t 持つ                          「動詞」 
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「どういう意味なの？」 

»Was willst du sagen?«                       《「目的語」「動詞句」「主語」「動詞句」》 

»Was ｳﾞｧｽ pron 何を                                                   「目的語」 

willst ...sagen?« ｳﾞｨﾙｽﾄ...ｻﾞｰｹﾞﾝ 2 単現･意思･疑問文(wollen+不定詞) 

   v.t 言うつもりなのか？                                              「動詞句」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

 

「もし君が夜に空を見つめたら、君にとっては、まるであらゆる星が笑っているみたいにな

るだろうな。だって、僕は空の星たちのどれかに住むのだから。だって、僕は空の星たちの

どれかで笑うのだから」 

»Wenn du bei Nacht den Himmel anschaust, wird es dir sein, als lachten alle Sterne, 

weil ich auf einem von ihnen wohne, weil ich auf einem von ihnen lache.  

《「副詞節」,「動詞句」「主語」「間接目的語」「補語」,「副詞節」》 

»Wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）もしも〜ならば                                「副詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                                「主語」 

bei Nacht ﾊﾞｲ･ﾅﾊﾄ adv. 夜に                                    「副詞句」 

den Himmel ﾃﾞﾝ･ﾋﾒﾙ n.m.4 格 空を                              「目的語」 

anschaust, ｱﾝ･ｼｬｳｽﾄ 2 単現(an|schauen)v.t 見つめる              「動詞句」 

wird... sein, ｳﾞｨｱﾄ...ｻﾞｲﾝ 3 単未･変化(werden+不定詞) 

   v.i 〜になるだろう                                                  「動詞句」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

dir ﾃﾞｨｱ pron 君にとって                                          「間接目的語」 

als ｱﾙｽ conj. あたかも〜のように                                         「補語」 

lachten ﾗﾊﾃﾝ 3 複過･時制の一致(lachen)v.i 笑っている                 「動詞」 

alle Sterne, ｱﾚ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m.1 格 すべての星が                       「主語」 

weil ｳﾞｧｲﾙ conj. 〜なので、というのは〜                                「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

auf einem von ihnen ｱｳﾌ･ｱｲﾈﾑ･ﾌｫﾝ･ｲｰﾈﾝ adv. それらの一つに      「副詞句」 

wohne, ｳﾞｫｰﾈ 1 単現(wohnen)v.i 住む                              「動詞」 

weil ｳﾞｧｲﾙ conj. 〜なので、というのは〜                                「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

auf einem von ihnen ｱｳﾌ･ｱｲﾈﾑ･ﾌｫﾝ･ｲｰﾈん adv. それらの 1 つで      「副詞句」 

lache. ﾗｯﾍ 1 単現(lachen)v.i 笑う                                   「動詞」 
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「君だけが、笑うことのできる星をもつことになるんだよ！」 

Du allein wirst Sterne haben, die lachen können!« 

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」,「形容詞節」》 

Du allein ﾄﾞｩ･ｱﾗｲﾝ pron 君だけが                                         「主語」 

   allein ｱﾗｲﾝ adv. ただ〜だけ 

   Er allein ist meine Hilfe. 彼だけが私の頼りだ。 

wirst ...haben, ｳﾞｨﾙｽﾄ...ﾊﾍﾞﾝ 2 単未･推量(werden+不定詞) 

v.t 持つことになるだろう                                            「動詞句」 

Sterne ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m.4 格 星を                                          「目的語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（主語）〜する                                「形容詞節」 

lachen können!« ﾗｯﾍﾝ･ｹﾈﾝ 3 複現･可能(können+不定詞) 

   v.i 笑うことができる                                「動詞句」 

 

そう言って、彼はまた笑った。 

Und er lachte wieder.                                   Und「主語」「動詞」「副詞」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

lachte ﾗﾌﾃ 3 単過(lachen)v.i 笑った                                        「動詞」 

wieder. ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. 再び、また                                          「副詞」 

 

「それから、君が元気を取り戻したら（人はいつでも自分を元気づけるものだから）、君は

僕と知り合いになったことを嬉しく思うだろう」 

»Und wenn du dich getröstet hast (man tröstet sich immer), wirst du froh sein, mich 

gekannt zu haben.             《Und「副詞節」(「主語」「動詞句」「副詞」), 

「動詞句」「主語」「補語」「動詞句」,「副詞句」》 

»Und ｳﾝﾄ conj. そして 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                                「主語」 

dich getröstet hast ﾃﾞｨｯﾋ･ｹﾞﾄﾚｽﾃｯﾄ･ｱｽﾄ 2 単現･完了形(sich-4 trösten) 

   v.pr 元気を取り戻した、自らを元気づける                     「動詞句」 

(man ﾏﾝ pron 人は                                                      「主語」 

tröstet sich ﾄﾚｽﾃｯﾄ･ｽﾞｨｯﾋ v.pr 自らを元気づける                         「動詞句」 

immer), ｲﾏｰ adv. いつでも                                               「副詞」 

wirst ...sein, ｳﾞｨﾙｽﾄ...ｻﾞｲﾝ 2 単未･変化(sein)v.i 〜になるだろう            「動詞句」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

froh ﾌﾛｰ adj. 嬉しい                                                     「補語」 
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adv.（理由）〜して                                               「副詞句」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕と                                       「目的語」 

gekannt zu haben. ｹﾞｶﾝﾄ･ﾂｰ･ﾊｰﾍﾞﾝ zu 不定句･完了形(kennen) 

v.t 知りあいになった                                    「動詞句」 

 

「君は、これからずっと僕の友達だよ」 

Du wirst immer mein Freund sein.      《「主語」「動詞句」「副詞」「補語」「動詞句」》 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

wirst ...sein. ｳﾞｨﾙｽﾄ...ｻﾞｲﾝ 2 単未･変化(sein)v.i 〜になるだろう            「動詞句」 

immer ｲﾏｰ adv. ずっと、いつでも                                        「副詞」 

mein Freund ﾏｲﾝ･ﾌﾛｲﾝﾄ n.m.1 格 僕の友達                                「補語」 

 

「君は僕と一緒に笑いたくなるよ」 

Du wirst Lust haben, mit mir zu lachen.  

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」,「副詞句」》 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

wirst ...haben, ｳﾞｨﾙｽﾄ...ﾊｰﾍﾞﾝ 2 単未(werden+不定詞)v.t 〜を持つだろう    「動詞句」 

Lust ﾙｽﾄ n.f.4 格（〜したい）気持ちを                                   「目的語」 

zu 不定句 adv. 〜したい                                         「副詞句」 

mit mir ﾐｯﾄ･ﾐｰｱ adv. 僕と一緒に                         「副詞句」 

zu lachen. ﾂｰ･ﾗｯﾍﾝ zu 不定詞 v.i 笑う                     「動詞句」 

 

「そして、時にはこんな風に、気晴らしに君の部屋の窓を開けてちょうだい．．．」 

Und du wirst manchmal dein Fenster öffnen, gerade so, zum Vergnügen...  

《Und「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」「動詞句」,「副詞句」》 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

wirst ...öffnen, ｳﾞｨﾙｽﾄ...ｴﾌﾈﾝ 2 単未･要請(werden+不定詞)v.t 〜を開けてくれ「動詞句」 

manchmal ﾏﾝﾋﾏﾙ adv. 時には                                             「副詞」 

dein Fenster ﾀﾞｲﾝ･ﾌｪﾝｽﾀｰ n.n.4 格 君の部屋の窓を                        「目的語」 

gerade so, ｹﾞﾗｰﾃﾞ･ｿﾞｰ adv. まさにこんな風に                             「副詞句」 

   gerade ｹﾞﾗｰﾃﾞ adv. ちょうど、まさに so ｿﾞｰ adv. そのように、そんな風に 

zum Vergnügen... ﾂｰﾑ･ﾌｪｱｸﾞﾆｭｰｹﾞﾝ adv.（目的）楽しみのために            「副詞句」 
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「すると君の友人たちは、君が空を見つめて笑うのを見て、とても驚くだろうな」 

Und deine Freunde werden sehr erstaunt sein, wenn sie sehen, dass du den Himmel 

anblickst und lachst.          《Und「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」,「副詞節」》 

Und ｳﾝﾄ conj. すると 

deine Freunde ﾀﾞｲﾈ･ﾌﾛｲﾝﾃﾞ pl.n.m(Freund) 君の友人たちは                 「主語」 

werden ...sein,ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ...ｻﾞｲﾝ 3 複未･変化(werden+不定詞)v.i 〜になるだろう「動詞句」 

sehr erstaunt ｾﾞｰｱ･ｴｱｼｭﾀｳﾝﾄ adj. とても驚いた                            「補語」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜すると                                              「副詞節」 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らが                                            「主語」 

sehen, ｾﾞｰｴﾝ 3 複現 v.t 見る                                       「動詞」 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                   「目的語」 

du ﾄﾞｩ pron 君が                                         「主語」 

den Himmel ﾃﾞﾝ･ﾋﾒﾙ n.m.4 格 空を                      「目的語」 

anblickst ｱﾝ･ﾌﾞﾘｯｸｽﾄ 2 単現(an|blicken)v.t 見つめる      「動詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

lachst. ﾗｸｽﾄ 2 単現(lachen)v.i 笑う                         「動詞」 

 

「その時は、彼らにこう言えばいいよ：〈そうなんだ、僕は星を見るといつも笑いたくなる

んだよ！〉」 

Dann wirst du ihnen sagen: 'Ja, die Sterne, die bringen mich immer zum Lachen!'  

《「副詞」「動詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」： 

‘「応答」,「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」’》 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それから、そうしたら、その時に                            「副詞」 

wirst ...sagen: ｳﾞｨﾙｽﾄ...ｻﾞｰｹﾞﾝ 2 単未･要請(werden+不定詞) 

   v.t（〜と）言えばいいよ                                             「動詞句」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

ihnen ｲｰﾈﾝ pron.pl.3 格 彼らに                                     「間接目的語」 

'Ja, ﾔｰ adv.（肯定）そうなんだ                                            「応答」 

die Sterne, ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m(Stern) 星たちは                             「主語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl 彼らは                                                  「主語」 

bringen ﾌﾞﾘﾝｹﾞﾝ 3 複現 v.t(zu に) 連れていく                               「動詞」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                                    「目的語」 

immer ｲﾏｰ adv. いつも                                                   「副詞」 

zum Lachen!' ﾂｰﾑ･ﾗｯﾍﾝ adv. 笑うことへ                                  「副詞句」 
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「そうしたら、君の友達は君が気が狂ったと思うだろうな。」 

Und sie werden dich für verrückt halten.  

《Und「主語」「動詞句」「目的語」「補語」「動詞句」》 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは、友人たちは                                       「主語」 

werden ...halten. ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ...ﾊﾙﾃﾝ 3 複未･推量(werden+不定詞 halten) 

   v.t 思うだろう                                                      「動詞句」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron.4 格 君を                                              「目的語」 

für verrückt ﾌｭｰｱ･ﾌｪｱﾘｭｸﾄ adv.（判断）気が狂ったと                       「補語」 

 

「僕は君にひどい悪ふざけをしたことになるかもしれないね．．．」 

Ich werde dir einen hübschen Streich gespielt haben...« 

《「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」「動詞句」》 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

werde ...gespielt haben...« ｳﾞｪｱﾃﾞ...ｹﾞｼｭﾋﾟｰﾙﾄ･ﾊｰﾍﾞﾝ 1 単未･完了形･推測 

(werden+不定詞･完了形 spielen)v.t（ゲームを）したことになるかもしれない「動詞句」 

dir ﾃﾞｨｱ pron 君に                                                 「間接目的語」 

einen hübschen Streich ｱｲﾈﾝ･ﾋｭﾌﾟｼｪﾝ･ｼｭﾄﾗｲﾋ n.m.4 格 ひどい悪ふざけを「直接目的語」 

   hübschen ﾋｭﾌﾟｼｪﾝ adj.m.4 格(hübsch) 相当の、かなりの、大変な 

 

そう言って、彼はまた笑った。 

Und er lachte wieder.                                  Und「主語」「動詞」「副詞」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

lachte ﾗﾊﾃ 3 単過(lachen)v.i 笑った                                       「動詞」 

wieder. ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. また                                                「副詞」 

 

「そうすると、僕は君に、星の代わりに、笑うことのできる小さな鈴をたくさんプレゼント

したことになるだろうね．．．」 

»Es wird sein, als hätte ich dir statt der Sterne eine Menge kleiner Glocken geschenkt, 

die lachen können...«                                   《「主語」「動詞」「副詞節」》 

»Es ｴｽ pron それは                                                      「主語」 

wird sein, ｳﾞｨﾙﾄ･ｻﾞｲﾝ 3 単未･推量･変化(sein)v.i 〜になるだろう              「動詞」 

als ｱﾙｽ conj. あたかも〜であるかのように                                「副詞節」 

hätte ...geschenkt, ﾍｯﾃ...ｹﾞｼｪﾝｸﾄ 接・1 単現･完了形･推量(schenken) 

   v.t 贈った                                                   「動詞句」 
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ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

dir ﾃﾞｨｱ pron 君に                                         「間接目的語」 

statt der Sterne ｼｭﾀｯﾄ･ﾃﾞｱ･ｼｭﾃｱﾈ adv. 星の代わりに               「副詞句」 

eine Menge kleiner Glocken ｱｲﾈ･ﾒﾝｹﾞ･ｸﾗｲﾅｰ･ｸﾞﾛｯｹﾝ 

 n.f.4 格 たくさんの小さな鈴を                             「直接目的語」 

   eine Menge ｱｲﾈ･ﾒﾝｹﾞ n.f.4 格 多数を 

kleiner Glocken ｸﾗｲﾅｰ・ｸﾞﾛｯｹﾝ pl.n.f.2 格(Glocke) 小さな鈴の 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（主語）（Glocken の代用）〜する    「形容詞節」 

lachen können...« ﾗｯﾍﾝ･ｹﾈﾝ 3 複現･可能(können+不定詞) 

   v.i 笑うことができる                     「動詞句」 

 

そう言って、彼はさらに笑った。それから、彼はまた真顔に戻った。 

Und er lachte noch immer. Dann wurde er wieder ernst: 

Und「主語」「動詞」「副詞句」┃「副詞」「動詞」「主語」「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

lachte ﾗﾊﾃ 3 単過(lachen)v.i 笑った                                        「動詞」 

noch immer. ﾉｯﾎ･ｲﾏｰ adv. さらにまた                                   「副詞句」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

wurde ｳﾞﾙﾃﾞ 3 単過･変化(werden)v.i 〜になった                            「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

wieder ernst: ｳﾞｨｰﾀﾞｰ･ｴｱﾝｽﾄ adj. またまじめな                             「補語」 

 

「今夜は．．．ねえ．．．来ないでね！．．．」 

»Diese Nacht... weißt du... komm nicht!«        《「副詞句」,「呼びかけ」,「動詞句」》 

»Diese Nacht... ﾃﾞｨｰｾﾞ･ﾅﾊﾄ n.f 今夜は                                   「副詞句」 

weißt du... ｳﾞｧｲｽﾄ･ﾄﾞｩ 2 単現･確認(wissen)v.t 君は分かるだろうね       「呼びかけ」 

komm nicht!« ｺﾑ･ﾆﾋﾄ 命・2 単現･否定･依頼(kommen)v.i 来ないでね！      「動詞句」 

 

「僕は君から離れないよ」 

»Ich werde dich nicht verlassen.«             《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

werde ...nicht verlassen.« ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾆﾋﾄ･ﾌｪｱﾗｯｾﾝ 1 単未･意思･否定(werden+不定詞) 

   v.t（j-4 人-4 から）離れない                                          「動詞句」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron.4 格 君から                                            「目的語」 

 



ドイツ語 星の王子様 Der kleine Prinz  Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXVI 

  453 / 483 

「僕は病気になったみたいに見えよ．．．少し死にそうに見えるよ、こんな風に。見に来ない

でね、来る必要はないよ」 

»Es wird so aussehen, als wäre ich krank... ein bisschen, als stürbe ich. Das ist so. Komm 

nicht das anschauen, es ist nicht der Mühe...« 

《「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」,「副詞節」 

「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「動詞句」「目的語」,「主語」「動詞」「補語」》 

»Es ｴｽ pron 物事は                                                      「主語」 

wird ...aussehen, ｳﾞｨﾙﾄ...ｱｳｽ･ｾﾞｰｴﾝ 3 単未･予測(werden+不定詞 aussehen) 

  v.i 〜のように見えるだろう                                           「動詞句」 

so ｿﾞｰ adv. そのように                                                  「補語」 

als ｱﾙｽ conj. まるで〜のように                                    「副詞節」 

wäre ｳﾞｪｰﾚ 接 II･1 単現･仮定･変化(sein)v.i 〜になった         「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕が                                           「主語」 

krank... ｸﾗﾝｸ adj. 病気の                                    「補語」 

ein bisschen, ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ adv. 少し                                「副詞句」 

als ｱﾙｽ conj. まるで〜のように                                    「副詞節」 

stürbe ｼｭﾃﾙﾍﾞ 接 II･1 単現･推測(sterben)v.i 死ぬ、死にそうな  「動詞」 

ich. ｲｯﾋ pron 僕が                                         「主語」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

so. ｿﾞｰ adv. こんなふうに                                                「補語」 

Komm nicht ...anschauen, ｺﾑ･ﾆﾋﾄ...ｱﾝｼｬｳｴﾝ 命・2 単現･否定･しに来る(kommen+不定詞) 

   v.i 見に来ないでね                                                  「動詞句」 

das ﾀﾞｽ pron それを                                                  「目的語」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

nicht der Mühe...« ﾆﾋﾄ･ﾃﾞｱ･ﾐｭｰﾃﾞ n.f.2 格 骨折りの〜でない                 「補語」 

   Das ist nicht der Mühe. それはやる必要がない 

 

「僕は君から離れないよ」 

»Ich werde dich nicht verlassen.«             《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

werde ...nicht verlassen.« ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾆﾋﾄ･ﾌｪｱﾗｯｾﾝ 1 単未･意思･否定(werden+不定詞) 

   v.t（j-4 人-4 から）離れない                                          「動詞句」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron.4 格 君から                                            「目的語」 
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しかし彼は心配でたまらなかった。 

Aber er war voll Sorge.                                 Aber「主語」「動詞」「補語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

voll Sorge. ﾌｫﾙ･ｿﾞｱｹﾞ n.f いっぱいの心配                                  「補語」 

 

「僕は君に言っておくよ．．．あのヘビのことがあるからね」 

»Ich sage dir das... auch wegen der Schlange.  

《「主語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」...「副詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

sage ｻﾞｰｹﾞ 1 単現(sagen)v.t 言う                                         「動詞」 

dir ﾃﾞｨｱ pron 君に                                                「間接目的語」 

das... ﾀﾞｽ pron これを                                             「直接目的語」 

auch ｱｳﾌ adv. 〜もまた                                                  「副詞」 

wegen ｳﾞｪｰｹﾞﾝ prep（2 格と）（理由）〜のために                         「副詞句」 

der Schlange. ﾃﾞｱ･ｼｭﾗﾝｹﾞ n.f.2 格 ヘビ                           「目的語」 

 

「ヘビが君を噛むといけないからね。ヘビというのは、たちが悪いんだよ」 

Sie darf dich nicht beißen... Die Schlangen sind böse.  

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「補語」》 

Sie ｼﾞｰ pron.f ヘビが                                                    「主語」 

darf ...nicht beißen... ﾀﾞﾙﾌ...ﾆﾋﾄ･ﾊﾞｲｾﾝ 3 単現･許可･否定(dürfen+不定詞) 

   v.t 噛むといけない                                                  「動詞句」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron 君を                                                  「目的語」 

Die Schlangen ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾗﾝｹﾞﾝ pl.n.f ヘビは                                 「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

böse. ﾍﾞｰｾﾞ adj.（性質が）悪い                                           「補語」 

 

「彼らは面白半分に噛むかもしれないんだ」 

Sie können zum Vergnügen beißen...«        《「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」》 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 彼らは                                                   「主語」 

können ...beißen...« ｹﾈﾝ...ﾊﾞｲｾﾝ 3 複現･推量(können+不定詞) 

   v.t 噛むかもしれない                                                「動詞句」 

zum Vergnügen ﾂｰﾑ･ﾌｪｱｸﾞﾆｭｰｹﾞﾝ adv. 自分の楽しみのために              「副詞句」 
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「僕は君から離れないよ」 

»Ich werde dich nicht verlassen.«             《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

»Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                      「主語」 

werde ...nicht verlassen.« ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾆﾋﾄ･ﾌｪｱﾗｯｾﾝ 1 単未･意思･否定(werden+不定詞) 

   v.t（j-4 人-4 から）離れない                                          「動詞句」 

dich ﾃﾞｨｯﾋ pron.4 格 君から                                            「目的語」 

 

しかし、何かが彼を落ち着かせた： 

Aber etwas beruhigte ihn:                            Aber「主語」「動詞」「目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

etwas ｴﾄｳﾞｧｽ pron 何かが                                                「主語」 

beruhigte ﾍﾞﾙｰｲｸﾃ 3 単過(beruhigen)v.t 落ち着かせた                       「動詞」 

ihn: ｲｰﾝ pron.4 格 彼を                                                「目的語」 

 

「それは本当なんだ。ヘビは 2 回目に噛むときにはもう毒が無いんだ」 

»Es ist wahr, sie haben für den zweiten Biss kein Gift mehr...« 

《「主語」「動詞」「補語」,「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」》 

»Es ｴｽ pron それは                                                      「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

wahr, ｳﾞｧｰﾙ adj. 本当の                                                  「補語」 

sie ｼﾞｰ pron.f.pl ヘビたちは                                              「主語」 

haben ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現 v.t 〜がある                                           「動詞」 

für den zweiten Biss ﾌｭｰｱ･ﾃﾞﾝ･ﾂｳﾞｧｲﾃﾝ･ﾋﾞｽ adv.（時点）2 回目に噛むときには「副詞句」 

kein Gift ｶｲﾝ･ｷﾞﾌﾄ n.n.4 格 毒が〜ない                                  「目的語」 

mehr...« ﾒｰﾔ adv.（否定文で）もはや                                「副詞」 

 

僕は、彼がその夜出かけて行く様子を見なかった。 

Ich habe es nicht gesehen, wie er sich in der Nacht auf den Weg machte.  

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...nicht gesehen, ﾊｰﾍﾞ...ﾆﾋﾄ･ｹﾞｾﾞｰｴﾝ 1 単現･完了形･否定(sehen) 

   v.t 見なかった                                                      「動詞句」 

es ｴｽ pron 仮の目的語（真の目的語は wie 以降） 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜の様子を                                              「目的語」 

er ｴｱ pron 彼が                                                  「主語」 

sich ...auf den Weg ...machte. ｽﾞｨｯﾋ...ｱｳﾌ･ﾃﾞﾝ･ｳﾞｪｰｸ...ﾏﾊﾃ 3 単過 
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(sich-4 auf den Weg machen)v.pr 出かけた、出発した           「動詞句」 

in der Nacht ｲﾝ･ﾃﾞｱ･ﾅﾊﾄ adv. その夜に                           「副詞句」 

 

彼は、音もなくそっと抜け出していたのだった。僕が彼に追いついくことが出来た時、彼は

決然とした速い足取りで向こうに歩いていた。 

Er war lautlos entwischt. Als es mir gelang, ihn einzuholen, marschierte er mit raschem, 

entschlossenen Schritt dahin. 

「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」┃「副詞節」,「動詞」「主語」「副詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

war ...entwischt. ｳﾞｧｰﾙ...ｴﾝﾄｳﾞｨｼﾄ 3 単過･完了形(entwischen) 

v.i（するりと）抜け出た                                             「動詞句」 

lautlos ﾗｳﾄﾛｰｽ adv. 音もなく、物静かに                                    「副詞」 

Als ｱﾙｽ conj.（過去のある時点で）〜した時                              「副詞節」 

es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は ihn einzuholen） 

mir ﾐｰｱ pron 僕にとって                                   「間接目的語」 

gelang, ｹﾞﾗﾝｸﾞ 3 単過(gelingen)v.i 成功した                        「動詞」 

zu 不定句 〜することが                                           「主語」 

ihn ｲｰﾝ pron.4 格 彼に                                    「目的語」 

einzuholen, ｱｲﾝ･ﾂｰ･ﾎｰﾚﾝ zu 不定詞(ein|holen)v.t 追いつく   「動詞句」 

marschierte ﾏﾙｼｰｱﾃ 3 単過(marschieren)v.i（早い歩調で）歩いていた         「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

mit ﾐｯﾄ prep（3 格と）（手段）〜によって                               「副詞句」 

raschem, ﾗｯｼｪﾑ adj.m.3 格 速い                                 「形容詞」 

entschlossenem ｴﾝﾄｼｭﾛｯｾﾈﾑ adj.m.3 格 決然たる           「形容詞」 

Schritt ｼｭﾘｯﾄ n.m.3 格 歩み                      「目的語」 

dahin. ﾀﾞﾋﾝ adv. そちらに                                                「副詞」 

 

彼は、「ああ、ここまで来たの？」とだけ言った。 

Er sagte nur: »Ah, du bist da...« 

「主語」「動詞」「副詞」：《「間投」「主語」「動詞」「副詞」》 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

nur: ﾇｰｱ adv. ただ                                                       「副詞」 

»Ah, ｱｰ int. ああ                                                        「間投」 

du ﾄﾞｩ pron 君は                                                        「主語」 

bist ﾋﾞｽﾄ 2 単現･移動(sein)v.i 来た                                        「動詞」 
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da...« ﾀﾞｰ adv. ここに                                                    「副詞」 

 

そして王子さまは僕の手を取った。しかし、また苦しんだ。 

Und er nahm mich bei der Hand. Aber er quälte sich noch: 

Und「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃Aber「主語」「動詞句」「副詞」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

nahm ﾅｰﾑ 3 単過(nehmen)v.t つかんだ                                    「動詞」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                                    「目的語」 

bei der Hand. ﾊﾞｲ･ﾃﾞｱ･ﾊﾝﾄ adv.（接触点･部分）手を                      「副詞句」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

quälte sich ｸｳﾞｪﾙﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 quälen)v.pr 苦しんだ               「動詞句」 

noch: ﾉｯﾎ adv. また、さらに、まだ                                        「副詞」 
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「君は間違えたことをしたね。辛い思いをすることになるよ」 

»Du hast nicht recht getan. Es wird dir Schmerz bereiten.  

《「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」「動詞句」》 

»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

hast ...getan. ﾊｽﾄ...ｹﾞﾀﾝ 2 単現･完了形(tun)v.t（動作を）した              「動詞句」 

nicht recht ﾆﾋﾄ･ﾚﾋﾄ adv. 間違えて                                       「副詞句」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

wird ...bereiten. ｳﾞｨﾙﾄ...ﾍﾞﾗｲﾃﾝ 3 単未･推測(werden+不定詞)v.t もたらすだろう「動詞句」 

dir ﾃﾞｨｱ pron 君に                                                 「間接目的語」 

Schmerz ｼｭﾒｱﾂ n.m（精神的な）苦痛を、苦悩                        「直接目的語」 

 

「僕は、まるで死んだようになるよ。だけど、それは本当じゃないんだよ」 

Es wird aussehen, als wäre ich tot, und das wird nicht wahr sein...« 

《「主語」「動詞句」「副詞節」,und「主語」「動詞句」「補語」》 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

wird aussehen, ｳﾞｨｱﾄ･ｱｳｽ･ｾﾞｰｴﾝ 3 単未･推測(werden+不定詞) 

v.i 〜のように見えるだろう                                          「動詞句」 

als +接続法 ｱﾙｽ conj. あたかも〜かのように                             「副詞節」 

wäre ｳﾞｪｰﾚ 接 II･1 単現(sein)v.i 〜である                          「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

tot, ﾄｰﾄ adj. 死んだ                                              「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

wird ...sein...« ｳﾞｨﾙﾄ...ｻﾞｲﾝ 3 単未･推測(werden+不定詞)v.i 〜だろう        「動詞句」 

nicht wahr ﾆﾋﾄ･ｳﾞｧｰﾙ adj. 本当の〜ない                                   「補語」 

 

僕は黙っていた。 

Ich schwieg.                                                      「主語」「動詞」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

schwieg. ｼｭｳﾞｨｰｸ 1 単過(schweigen)v.i 黙っていた                          「動詞」 

 

「分かるね。遠すぎるんだ。この体をそこまで持って行けないんだ。重すぎるんだ」 

»Du verstehst. Es ist zu weit. Ich kann diesen Leib da nicht mitnehmen. Er ist zu 

schwer.«     《「主語」「動詞」┃「主語」「動詞」「補語」 

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」「動詞句」┃「主語」「動詞」「補語」》 
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»Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

verstehst. ﾌｪｱｼｭﾃｰｽﾄ 2 単現(verstehen)v.t 分かる、理解する                 「動詞」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

zu weit. ﾂｰ･ｳﾞｧｲﾄ adj. あまりに遠い、遠すぎる                             「補語」 

   zu ﾂｰ adv. あまりに〜すぎる 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

kann ...nicht mitnehmen. ｶﾝ...ﾆﾋﾄ･ﾐｯﾄﾈｰﾒﾝ 1 単現･可能･否定(können+不定詞) 

  v.t 持っていくことができない                                         「動詞句」 

diesen Leib ﾃﾞｨｰｾﾞﾝ･ﾗｲﾌﾟ n.m この体を                                 「目的語」 

da ﾀﾞｰ adv. そこまで                                                    「副詞」 

Er ｴｱ pron（Leib の代用）それは                                         「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

zu schwer.« ﾂｰ･ｼｭｳﾞｪｰｱ adj. 重すぎる                                     「補語」 

 

僕は黙っていた。 

Ich schwieg.                                                      「主語」「動詞」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

schwieg. ｼｭｳﾞｨｰｸ 1 単過(schweigen)v.i 黙っていた                          「動詞」 

 

「だけど、この体はやがて古い見捨てられた皮みたいに横たわるだろう。誰もそんな古い皮

のことで悲しむことはないよ」 

»Aber er wird daliegen wie eine alte verlassene Hülle. Man soll nicht traurig sein um 

solche alten Hüllen...« 

《Abe「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」「副詞句」》 

»Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron（Leib の代用）この体は                                        「主語」 

wird daliegen ｳﾞｨﾙﾄ･ﾀﾞｰ･ﾘｰｹﾞﾝ 3 単未･変化･推測(werden+不定詞) 

   v.i 横たわるだろう                                                  「動詞句」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                              「副詞句」 

eine alte verlassene Hülle. ｱｲﾈ･ｱﾙﾃ･ﾌｪｱﾗｯｾﾈ･ﾌｭﾚ 

 n.f.1 格 古い見捨てられた皮                                  「目的語」 

   alte ｱﾙﾃ adj(alt).f.1 格 古い verlassene ﾌｪｱﾗｯｾﾈ adj(verlassen).f.1 格 見捨てられた 

 Hülle ﾌｭﾚ n.f.1 格 覆い、カバー、包み 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

soll nicht ...sein ｿﾞﾙ･ﾆﾋﾄ...ｻﾞｲﾝ 3 単現･意志･否定(sollen+不定詞) 
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   v.i 〜でなくてよい                                                  「動詞句」 

traurig ﾄﾗｳﾘﾋ adj. 悲しい                                                「補語」 

um solche alten Hüllen...« ｳﾑ･ｿﾞﾙﾋｪ･ｱﾙﾃﾝ･ﾌｭﾚﾝ 

 adv.（関連）そんな古い皮のことで                                   「副詞句」 

 

僕は黙っていた。 

Ich schwieg.                                                      「主語」「動詞」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

schwieg. ｼｭｳﾞｨｰｸ 1 単過(schweigen)v.i 黙っていた                          「動詞」 

 

彼は少し気力が萎えてきていた。それでも何とか気持ちを奮い立てようとしていた： 

Er verlor ein bisschen den Mut. Aber er gab sich noch Mühe: 

「主語」「動詞」「目的語」┃Aber「主語」「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

verlor ﾌｪｱﾛｱ 3 単過(verlieren)v.t 失った                                    「動詞」 

ein bisschen ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ adj. 少しの                           「形容詞句」 

den Mut. ﾃﾞﾝ･ﾑｰﾄ n.m.4 格 勇気を、気力を                              「目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

gab sich noch Mühe: ｶﾞｰﾌﾟ･ｽﾞｨｯﾋ･ﾉｯﾎ･ﾐｭｰｴ 3 単過･努力(sich-3 Mühe gehben+noch) 

   v.pr まだ努力していた                                               「動詞句」 

 

「ねえ、とても素敵なことになるだろうね」 

»Weißt du, es wird allerliebst sein.  

《「呼びかけ」,「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」》 

»Weißt du, ｳﾞｧｲｽﾄ･ﾄﾞｩ adv.（話題転換）あのね、いいかい               「呼びかけ」 

es ｴｽ pron 状況は                                                       「主語」 

wird ...sein. ｳﾞｨﾙﾄ...ｻﾞｲﾝ 3 単未･推測･変化(werden+不定詞 sein) 

v.i 〜になるだろう                                                  「動詞句」 

allerliebst ｱﾗﾘｰﾌﾟｽﾄ adj. 素敵な、こよなく愛らしい                         「補語」 

 

「僕も星を見つめる」 

Auch ich werde die Sterne anschauen.                《「主語」「動詞句」「目的語」》 

Auch ich ｱｳﾌ･ｲｯﾋ pron 僕も                                              「主語」 

werde ...anschauen. ｳﾞｪｱﾃﾞ...ｱﾝｼｬｳｴﾝ 1 単未･意思(werden+不定詞 an|schauen) 

   v.t 見つめる                                                        「動詞句」 
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die Sterne ﾃﾞｨｰ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m.4 格 星を                                  「目的語」 

 

「すべての星が、巻き上げ機の付いた井戸になるだろう」 

Alle Sterne werden Brunnen sein mit einer verrosteten Winde.  

《「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」「補語」》 

Alle Sterne ｱﾚ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m すべての星が                                 「主語」 

werden ...sein ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ...ｻﾞｲﾝ 3 複未･変化･推量(werden+不定詞 sein) 

   v.i 〜になるだろう                                                  「動詞句」 

Brunnen ﾌﾞﾙﾈﾝ n.m.1 格 井戸に                                          「補語」 

mit ﾐｯﾄ prep（3 格と）（付属･様態）〜の付いた                     「副詞句」 

einer verrosteten Winde. ｱｲﾅｰ･ﾌｪｱﾛｼｭﾃｰﾃﾝ･ｳﾞｨﾝﾃﾞ 

 n.n.3 格 錆びついた巻き上げ機                          「目的語」 

 verrosteten ﾌｪｱﾛｼｭﾃｰﾃﾝ 過去分詞(verrosten) adj(verrostet).f.3 格 錆びついた 

Winde ｳﾞｨﾝﾃﾞ n.f 巻き上げ機、ウィンチ、井戸の滑車 

 

「すべての星が、僕に水を飲ませてくれるだろう」 

Alle Sterne werden mir zu trinken geben...« 

《「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」》 

Alle Sterne ｱﾚ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m すべての星が                                 「主語」 

werden ...zu trinken geben...« ｳﾞｪｱﾃﾞﾝ...ﾂｰ･ﾄﾘﾝｹﾝ･ｹﾞｰﾍﾞﾝ 3 複未･推量 

   (werden+不定詞)v.t 飲ませるだろう                                   「動詞句」 

   zu 不定詞+geben 〜させる 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

 

僕は黙っていた。 

Ich schwieg.                                                      「主語」「動詞」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

schwieg. ｼｭｳﾞｨｰｸ 1 単過(schweigen)v.i 黙っていた                          「動詞」 

 

「すごく面白いことになるだろうね。君は 5 億の鈴を持つことになり、僕は 5 億の泉を持

つことになるんだ」 

»Das wird so lustig sein! Du wirst fünfhundert Millionen Glocken haben, ich werde 

fünfhundert Millionen Brunnen haben...« 

《「主語」「動詞句」「補語」「動詞句」 

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

»Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 
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wird ...sein! ｳﾞｨﾙﾄ...ｻﾞｲﾝ 3 単未･変化･推量(werden+不定詞 sein) 

   v.i 〜になるだろう                                                  「動詞句」 

so lustig ｿﾞｰ･ﾙｽﾃｨﾋ adj. すごく面白い                                     「補語」 

Du ﾄﾞｩ pron 君は                                                       「主語」 

wirst ...haben, ｳﾞｨﾙｽﾄ...ﾊｰﾍﾞﾝ 2 単未･推量(werden+不定詞 haben) 

   v.t 持つことになるだろう                                            「動詞句」 

fünfhundert Millionen Glocken ﾌｭﾝﾌﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾐﾘｵｰﾈﾝ･ｸﾞﾛｯｹﾝ 

 pl.n.f.4 格 5 億の鈴を                                                「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

werde ...haben...« ｳﾞｪｱﾃﾞ...ﾊｰﾍﾞﾝ 1 単未･推量(werden+不定詞 haben) 

   v.t 持つことになるだろう                                            「動詞句」 

fünfhundert Millionen Brunnen ﾌｭﾝﾌﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾐﾘｵｰﾈﾝ･ﾌﾞﾙﾈﾝ 

   pl.n.m.4 格 5 億の泉を                                               「目的語」 

 

そう言って、彼も黙り込んだ。それというのは、泣いていたから．．． 

Und auch er schwieg, weil er weinte...                Und「主語」「動詞」,「副詞節」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

auch er ｱｳﾌ･ｴｱ pron 彼も                                                「主語」 

schwieg, ｼｭｳﾞｨｰｸ 3 単過(schweigen)v.i 黙った                              「動詞」 

weil ｳﾞｧｲﾙ conj. 〜なので                                              「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

weinte... ｳﾞｪｲﾝﾃ 3 単過(weinen)v.i 泣いていた                       「動詞」 

 

「ここだ。一人だけで、僕に一歩を踏ませてね」、そう言ったけれども、彼は座り込んだ。

なぜなら、恐ろしかったから。 

»Da ist es. Lass mich einen Schritt ganz allein tun.« Und er setzte sich, weil er Angst 

hatte. 

《「補語」「動詞」「主語」┃「動詞」「目的語」「補語」》, Und「主語」「動詞句」,「副詞節」 

»Da ﾀﾞｰ adv. そこ、ここ                                                 「補語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

es. ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

Lass ﾗｽ 命・2 複現･使役(lassen)v.t 〜させなさい                           「動詞」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕に                                                    「目的語」 

tun.« ﾄｩﾝ 不定詞･mich の動作 v.t する                                     「補語」 

einen Schritt ｱｲﾈﾝ･ｼｭﾘｯﾄ n.m 一歩を                               「目的語」 

ganz allein ｶﾞﾝﾂ･ｱﾗｲﾝ adv. 一人だけで                              「副詞句」 
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Und ｳﾝﾄ conj. そして、（譲歩）ところが 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

setzte sich, ｾﾞｯﾂﾃ･ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 setzen)v.pr 腰を下ろした            「動詞句」 

weil ｳﾞｧｲﾙ conj. 〜なので                                              「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

Angst ｱﾝｸﾞｽﾄ n.f.4 格 おそれ                                    「目的語」 

hatte. ﾊｯﾃ 3 単過(haben)v.t 〜があった                             「動詞」 

 

彼はさらに言った： 

Er sagte noch:                                             「主語」「動詞」「副詞」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

noch: ﾉｯﾎ adv. さらに                                                    「副詞」 

 

「ねえ．．．僕の花．．．僕は、あの花に責任があるんだ！」 

»Du weißt...meine Blume...ich bin für sie verantwortlich!  

《「呼びかけ」┃「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

»Du weißt... ﾄﾞｩ･ｳﾞｨﾙｽﾄ adv. ねえ、知っているよね                     「呼びかけ」 

meine Blume... ﾏｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.4 格 僕の花を                              「目的語」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                        「主語」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

für sie ﾌｭｰｱ･ｯｼﾞｰ adv.（目標）あの花のために                      「副詞句」 

verantwortlich! ﾌｪｱ･ｱﾝﾄ･ｳﾞｫｱﾄﾘｯﾋ adj. 責任のある                          「補語」 

 

「そしてあの花はまったく弱いんだ！その上、まったく純真なんだ！」 

Und sie ist so schwach! Und sie ist so kindlich.  

《Und「主語」「動詞」「補語」 ┃Und「主語」「動詞」「補語」》 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

sie ｼﾞｰ pron あの花は                                                    「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

so schwach! ｿﾞｰ･ｼｭｳﾞｧｯﾊ adj. まったく弱い                                「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

sie ｼﾞｰ pron あの花は                                                   「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

so kindlich. ｿﾞｰ･ｷﾝﾄﾘﾋ adj. まったく純真な                                「補語」 
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「彼女には、世間から身を守るには役に立たない、4 本のとげがあるだけだ」 

Sie hat vier Dornen, die nicht taugen, sie gegen die Welt zu schützen...« 

《「主語」「動詞」「目的語」》 

Sie ｼﾞｰ pron あの花は                                                   「主語」 

hat ﾊｯﾄ 3 単現(haben)v.t 〜がある、持っている                            「動詞」 

vier Dornen, ﾌｨｰｱ･ﾄﾞｱﾈﾝ pl.n.m..4 格 4 本のとげを                       「目的語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（主語）〜する                               「形容詞節」 

nicht taugen, ﾆﾋﾄ･ﾀｳｹﾞﾝ 3 複現･否定 v.i 役に立たない    「動詞句」 

zu 不定句･目的 adv. 〜するために                      「副詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 彼女を                           「目的語」 

gegen ｹﾞｰｹﾞﾝ prep（対抗）〜に反対して        「副詞句」 

die Welt ﾃﾞｨｰ･ｳﾞｪﾙﾄ n.f.4 格 世間       「目的語」 

zu schützen...« ﾂｰ･ｼｭｯﾂｪﾝ zu 不定詞 v.t 守る     「動詞句」 

 

僕は腰を下ろした。これ以上、真っすぐに立っていられなかったから。 

Ich setzte mich, weil ich mich nicht mehr aufrecht halten konnte. 

                                                      「主語」「動詞句」「副詞節」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

setzte mich, ｾﾞｯﾂﾃ･ﾐｯﾋ 1 単過(sich-4 setzen)v.pr 腰を下ろした、座った     「動詞句」 
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weil ｳﾞｧｲﾙ conj. 〜だから                                              「副詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                「主語」 

mich ...halten konnte. ﾐｯﾋ...ﾊﾙﾃﾝ･ｺﾝﾃ 1 単過･可能(können+不定詞 sich-4 halten) 

   v.pr 立っていることができなかった                           「動詞句」 

nicht mehr aufrecht ﾆﾋﾄ･ﾒｰｱ･ｱｳﾌﾚﾋﾄ adv. もうまっすぐに〜ない    「副詞句」 

 

彼は言った： 

Er sagte:                                                         「主語」「動詞」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

sagte: ｻﾞｰｸﾃ 3 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

 

「さあ．．．これがすべてだ」 

»Hier... Das ist alles...«                         《「副詞」┃「主語」「動詞」「補語」》 

»Hier... ﾋｰｱ adv. さあ、ここに                                            「副詞」 

Das ﾀﾞｽ pron これが                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

alles...« ｱﾚｽ pron すべての                                               「補語」 

 

彼はまた少しためらった。それから彼は立ち上がった。 

Er zögerte noch ein bisschen, dann erhob er sich.  

「主語」「動詞」「副詞句」,「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

zögerte ﾂｪｰｹﾞｱﾃ 3 単過(zögern)v.i ためらった                               「動詞」 

noch ﾉｯﾎ adv. まだ                                                      「副詞」 

ein bisschen, ｱｲﾝ･ﾋﾞｽﾋｪﾝ pron 少し                                     「副詞句」 

dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

erhob ...sich. ｴｱﾎｰﾌﾟ...ｽﾞｨｯﾋ 3 単過(sich-4 erheben)v.pr 立ち上がった       「動詞句」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

 

彼は 1 歩を踏み出した。僕は、身動きできなかった。 

Er tat einen Schritt. Ich konnte mich nicht rühren.  

「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

tat ﾀｰﾄ 3 単過(tun)v.t（動作を）した                                      「動詞」 

einen Schritt. ｱｲﾈﾝ･ｼｭﾘｯﾄ n.m.4 格 1 歩を                                「目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 
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konnte mich nicht rühren. ｺﾝﾃ･ﾐｯﾋ･ﾆﾋﾄ･ﾘｭｰﾚﾝ 1 単過･可能･否定(sich-4 rühren) 

   v.pr 身動きできなかった                                             「動詞句」 

 

彼のくるぶし付近で黄色い閃光が見えただけだった。 

Es war nichts als ein gelber Blitz bei seinem Knöchel.         「主語」「動詞」「補語」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 3 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

nichts als ﾆﾋﾂ･ｱﾙｽ pron ただ〜だけ                                       「補語」 

ein gelber Blitz ｱｲﾝ･ｹﾞﾙﾊﾞｰ･ﾌﾞﾘｯﾂ n.m 黄色い閃光                  「目的語」 

bei seinem Knöchel. ﾊﾞｲ･ｻﾞｲﾈﾑ･ｸﾉﾋｪﾙ adv. 彼のくるぶし付近で       「副詞句」 

 

彼は一瞬、身動きしないでいた。 

Er blieb einen Augenblick reglos.                            「主語」「動詞」「補語」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

blieb ﾌﾞﾘｰﾌﾟ 3 単過(bleiben)v.i 〜のままでいた                             「動詞」 

einen Augenblick ｱｲﾈﾝ･ｱｳｹﾞﾝﾌﾞﾘｯｸ adv. 一瞬                       「副詞句」 

reglos. ﾚｰｸﾛｰｽ adj. 身動きしない                                          「補語」 

 

彼は大声を出さなかった。彼は木の葉が落ちるように、静かに倒れた。 

Er schrie nicht. Er fiel sachte, wie ein Blatt fällt.  

「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「副詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

schrie nicht. ｼｭﾘｰ･ﾆﾋﾄ 3 単過･否定(schreien)v.i 大声を出さなかった        「動詞句」 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

fiel ﾌｨｰﾙ 3 単過(fallen)v.i 倒れた                                          「動詞」 

sachte, ｻﾞﾊﾃ adv. 静かに                                                 「副詞」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のように                                              「副詞節」 

ein Blatt ｱｲﾝ･ﾌﾞﾗｯﾄ n.n 木の葉が                                  「主語」 

fällt. ﾌｪﾙﾄ 3 単現(fallen)v.i 落ちる                                  「動詞」 

フランス語の原文では木の葉ではなく一本の樹 

彼は一本の樹が倒れるように静かに倒れた。 

Il tomba doucement comme tombe un arbre.  

 

かすかな音もたてずに、彼は砂の中に倒れた。 

Ohne das leiseste Geräusch fiel er in den Sand.    「副詞句」「動詞」「主語」「副詞句」 

Ohne ｵｰﾈ prep（4 格と）（欠如）〜なしで                                「副詞句」 
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das leiseste Geräusch ﾀﾞｽ･ﾗｲｾﾞｽﾃ･ｹﾞﾛｲｼｭ 

 n.n.4 格 どんな小さな物音も〜ない                             「目的語」 

 leiseste ﾗｲｾﾞｽﾃ adj.(leise)（最高級）最も小さい、かすかな 

fiel ﾌｨｰﾙ 3 単過(fallen)v.i 倒れた、落ちた                                  「動詞」 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

in den Sand. ｲﾝ･ﾃﾞﾝ･ｻﾞﾝﾄ adv. 砂の中に                                 「副詞句」 

 

XXVII 

 

そして、今ではそれはもう 6 年前のことだ．．． 

Und jetzt sind es gewiss schon wieder sechs Jahre her...  

Und「副詞」「動詞」「主語」「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

jetzt ｲｪﾂﾄ adv. 今では                                                    「副詞」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

gewiss ｹﾞｳﾞｨｽ adv. きっと、多分                                     「副詞」 

schon ...her... ｼｮｰﾝ...ﾍｱ adv. もう〜前に                             「副詞句」 

wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. 同様に、再び、またもや                          「副詞」 

sechs Jahre ｾﾞｯｸｽ･ﾔｰﾚ pl.n.n.1 格 6 年                                     「補語」 

 

僕はこの話をまだ一度も語って聞かせたことがない。 

Ich habe diese Geschichte noch nie erzählt.      「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...noch nie erzählt. ﾊｰﾍﾞ...ﾉｯﾎ･ﾆｰ･ｴｱﾂｪｰﾙﾄ 1 単現･完了形･否定(erzählen) 

   v.t まだ一度も語って聞かせたことがない                              「動詞句」 

   noch ﾉｯﾎ adv. まだ、いまだに nie ﾆｰ adv. 一度も〜ない、決して〜ない 

diese Geschichte ﾃﾞｨｰｾﾞ･ｹﾞｼﾋﾃ n.f.4 格 この話を                          「目的語」 

 

僕に再会した同僚たちは、僕が生きているのを再び見て、喜んだ。 

Die Kameraden, die mich wiedergesehen haben, waren froh, mich lebend wiederzusehen.  

「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Die Kameraden, ﾃﾞｨｰ･ｶﾒﾗｰﾃﾞﾝ pl.n.m 同僚たちは                          「主語」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（主語）〜する                                 「形容詞節」 

mich ﾐｯﾋ pron.4 格 僕に                                「目的語」 

wiedergesehen haben, ｳﾞｨｰﾀﾞｰ･ｹﾞ･ｾﾞｰｴﾝ･ﾊｰﾍﾞﾝ 3 複現･完了形(wieder|sehen) 
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   v.t(j-4 に) 再会した                                  「動詞句」 

waren ｳﾞｧｰﾚﾝ 3 複過(sein)v.i 〜 だった                                    「動詞」 

froh, ﾌﾛｰ adj. 喜ばしい、うれしい                                         「補語」 

zu 不定句・理由 adv. 〜して                                            「副詞句」 

mich ﾐｯﾋ pron.4 格 僕を                                        「目的語」 

lebend ﾚｰﾍﾞﾝﾄ adj. 生きている                           「形容詞」 

wiederzusehen. ｳﾞｨｰﾀﾞｰ･ﾂｰ･ｾﾞｰｴﾝ zu 不定詞(wieder|sehen) 

v.t 再び見る                                                 「動詞句」 

 

僕は悲しかったけれども、彼らに言っていた：まだ疲れているんだ．．． 

Ich war traurig, aber ich sagte zu ihnen: Das ist die Erschöpfung... 

「主語」「動詞」「補語」,aber「主語」「動詞」「間接目的語」：「主語」「動詞」「補語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ 1 単過(sein)v.i 〜 だった                                       「動詞」 

traurig, ﾄﾗｳﾘﾋ adj. 悲しげな                                              「補語」 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

sagte ｻﾞｰｸﾃ 1 単過(sagen)v.t 言った                                       「動詞」 

zu ihnen: ﾂｰ･ｲｰﾈﾝ adv. 彼らに                                      「間接目的語」 

Das ﾀﾞｽ pron これは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

die Erschöpfung... ﾃﾞｨｰ･ｴｱｼｪﾌﾟﾌﾝｸﾞ n.f 疲労                               「補語」 

 

今では、いくらか元気になった。 

Jetzt habe ich mich ein bisschen getröstet.        「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」 

Jetzt ｲｪﾂﾄ adv. 今では                                                   「副詞」 

habe ...mich ein bisschen getröstet. ﾊｰﾍﾞ...ﾐｯﾋ･ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ･ｹﾞﾄﾚｽﾃｯﾄ 

   1 単現･完了形(sich-4 trösten)v.pr いくらか元気になった                 「動詞句」 

   sich-4 trösten ｽﾞｨｯﾋ･ﾄﾚｽﾃﾝ v.pr みずからを慰める、元気づける 

   ein bisschen ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ adv. 少しだけ、わずかに 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 
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それは、まだ完全に元気ではないということだ。けれど、彼が自分の惑星に帰ったというこ

とはよく知っている。なぜなら、夜が明けたとき、僕は彼の身体を見つけられなかったから。 

Das heißt... nicht ganz. Aber ich weiß gut, er ist auf seinen Planeten zurückgekehrt, 

denn bei Tagesanbruch habe ich seinen Körper nicht wiedergefunden.  

「主語」「動詞」「補語」┃Aber「主語」「動詞」「副詞」「目的語」, 

denn「副詞句」「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                    「主語」 

heißt... ﾊｲｽﾄ 3 単現(heißen)v.i 〜という意味である                         「動詞」 

nicht ganz. ﾆﾋﾄ･ｶﾞﾝﾂ adj. 完全な〜ない                                   「補語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

weiß ｳﾞｧｲｽ 1 単現(wissen)v.t 知っている                                   「動詞」 

gut, ｸﾞｰﾄ adv. よく                                                      「副詞」 

n. 〜ということを                                                      「目的語」 

er ｴｱ pron 彼は                                                  「主語」 

ist ...zurückgekehrt, ｲｽﾄ...ﾂﾘｭｯｸ･ｹﾞ･ｹｰｱﾄ 3 単現･完了形(zurück|kehren) 

   v.i（本来の場所に）帰った                                    「動詞句」 

auf seinen Planeten ｱｳﾌ･ｻﾞｲﾈﾝ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. 彼の惑星に       「間接目的語」 

denn ﾃﾞﾝ conj. なぜならば、というのは〜だから 

bei Tagesanbruch ﾍﾞｲ･ﾀｰｹﾞｽｱﾝﾌﾞﾙｰﾌ adv. 明け方に、夜明けに              「副詞句」 

habe ...nicht wiedergefunden. ﾊｰﾍﾞ...ﾆﾋﾄ･ｳﾞｨｰﾀﾞｰ･ｹﾞ･ﾌﾝﾃﾞﾝ 

   1 単現･完了形･否定(wieder|finden)v.t また見つけられなかった          「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

seinen Körper ｻﾞｲﾈﾝ･ｹﾙﾊﾟｰ n.m 彼の身体を                              「目的語」 

 

彼の身体は、そんなに重くなかったのだ。それで僕は夜に、星たちの声を聴くのが好きだ。

星たちは、まるで 5 億の鈴みたいだ。 

Es war kein so schwerer Körper... Und ich liebe es, des Nachts den Sternen zuzuhören. 

Sie sind wie fünfhundert Millionen Glöckchen... 

「主語」「動詞」「補語」┃Und「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

war ｳﾞｧｰﾙ (sein)v.i 〜 だった                                             「動詞」 

kein so schwerer Körper... ｶｲﾝ･ｿﾞｰ･ｼｭｳﾞｪｰﾗｰ･ｹﾙﾊﾟｰ 

 n.m.1 格（否定）それ程重い身体〜ない                                  「補語」 

 schwerer ｼｭｳﾞｪｰﾗｰ adj(schwer).m.1 格 重い、重量のある 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 
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ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

liebe ﾘｰﾍﾞ 1 単現(lieben)v.t 好む、愛する                                  「動詞」 

es, ｴｽ pron それを（後続の zu 不定句）                                  「目的語」 

des Nachts ﾃﾞｽ･ﾅﾊﾂ n.m.2 格 夜に                                「副詞句」 

den Sternen ﾃﾞﾝ･ｼｭﾃｱﾈﾝ pl.n.m.3 格 星を                     「間接目的語」 

zuzuhören. ﾂｰ･ﾂｰﾎｰﾚﾝ zu 不定詞(zu|hören)v.i(et-3) 聴く            「動詞句」 

Sie ｼﾞｰ pron.pl 星たちは                                                 「主語」 

sind ｼﾞﾝﾄ 3 複現(sein)v.i 〜である                                         「動詞」 

wie ｳﾞｨｰ conj. 〜のような                                                「補語」 

fünfhundert Millionen Glöckchen... ﾌｭﾝﾌﾌﾝﾀﾞｰﾄ･ﾐﾘｵｰﾈﾝ･ｸﾞﾚｸｼｪﾝ 

 pl.n.n.1 格 5 億の鈴                                            「目的語」 

Nacht の副詞的用法 → 男性名詞 2 格として扱う 

 des Nachts n.m.2 格 夜に「副詞句」 

 

ところが今度は、大変なことが起こっていた。 

Aber nun geschieht etwas Außergewöhnliches.           Aber「副詞」「動詞」「主語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

nun ﾇｰﾝ adv. さて今度は                                                 「副詞」 

geschieht ｹﾞｼｰﾄ 3 単現(geschehen)v.i（事態が）起こっている                「動詞」 

etwas Außergewöhnliches. ｴﾄｳﾞｧｽ･ｱｳｻｰｹﾞｳﾞｫｰﾝﾘﾋｪｽ n.n.1 格 何か異常な事が  「主語」 

  außergewöhnliches ｱｳｻｰｹﾞｳﾞｫｰﾝﾘﾋｪｽ adj.n.1 格 異常な、普通でない 

 

僕は、王子様のために描いたあの口輪に、革バンドを描くのを忘れていたのだ！ 

Ich habe vergessen, an den Maulkorb, den ich für den kleinen Prinzen gezeichnet habe, 

einen Lederriemen zu machen!         「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」 

Ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe vergessen, ﾊｰﾍﾞ･ﾌｪｱｹﾞｯｾﾝ 1 単現･完了形(vergessen)v.i 忘れていた     「動詞句」 

an den Maulkorb, ｱﾝ･ﾃﾞﾝ･ﾏｳﾙｺﾙﾌﾟ adv. 口輪のことを                 「間接目的語」 

den ﾃﾞﾝ pron（目的語）〜する                            「形容詞節」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                  「主語」 

für den kleinen Prinzen ﾌｭｰｱ･ﾃﾞﾝ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ 

 adv. 王子様のために                           「副詞句」 

gezeichnet habe, ｹﾞﾂｧｲﾋﾈｯﾄ･ﾊｰﾍﾞ 1 単現･完了形(zeichnen) 

v.t 描いた                                     「動詞句」 

zu 不定句 n. 〜することを                                          「直接目的語」 

einen Lederriemen ｱｲﾈﾝ･ﾚｰﾀﾞｰ･ﾘｰﾒﾝ n.m.4 格 革バンドを      「目的語」 
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zu machen! ﾂｰ･ﾏﾍﾝ zu 不定詞 v.t 描く                        「動詞句」 

 

王子様が羊に口輪をつけることは絶対に出来なかっただろう。 

Es wird ihm nie gelungen sein, ihn dem Schaf anzulegen.  

「動詞句」「間接目的語」「動詞句」,「主語」 

Es ｴｽ pron 仮の主語（真の主語は ihn 以降） 

wird ...nie gelungen sein, ｳﾞｨﾙﾄ...ﾆｰ･ｹﾞﾙﾝｹﾞﾝ･ｻﾞｲﾝ 3 単未･推量･否定 

(werden+不定詞･完了形)v.i 決して成功しなかっただろう                「動詞句」 

ihm ｲｰﾑ pron 彼には                                               「間接目的語」 

zu 不定句 n. 〜することは                                                「主語」 

ihn ｲｰﾝ pron.m.4 格（Maulkorb の代用）それを、口輪を         「直接目的語」 

dem Schaf ﾃﾞｰﾑ･ｼｬｰﾌ n.n.3 格 羊に                             「間接目的語」 

anzulegen. ｱﾝ･ﾂｰ･ﾚｰｹﾞﾝ zu 不定詞(an|legen)v.t つける               「動詞句」 

 

そこで僕は心の中で思う：王子様の惑星で、一体なにが起こったのだろうか？ひょっとした

ら、あの羊があの花を食べてしまったのだろうか．．． 

So frage ich mich: Was hat sich auf dem Planeten wohl ereignet? Vielleicht hat das Schaf 

doch die Blume gefressen... 

「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」：「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

「副詞」「動詞句」「主語」「副詞」「目的語」「動詞句」 

So ｿﾞｰ adv. そこで、さて                                                 「副詞」 

frage ...mich: ﾌﾗｰｹﾞ...ﾐｯﾋ 1 単現(sich-4 fragen)v.pr 心の中で思う           「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

Was ｳﾞｧｽ pron 何が                                                     「主語」 

hat sich ...ereignet? ﾊｯﾄ･ｽﾞｨｯﾋ...ｴｱｱｲｸﾞﾈｯﾄ 3 単現･完了形(sich-4 ereignen) 

v.pr 起こった                                                       「動詞句」 

auf dem Planeten ｱｳﾌ･ﾃﾞｰﾑ･ﾌﾟﾗﾈｰﾃﾝ adv. 王子様の惑星で                 「副詞句」 

wohl ｳﾞｫｰﾙ adv. 一体                                                    「副詞」 

Vielleicht ﾌｨﾗｲﾋﾄ adv. ひょっとしたら                                     「副詞」 

hat ...gefressen... ﾊｯﾄ...ｹﾞﾌﾚｯｾﾝ 3 単現･完了形(fressen)v.t 食べた           「動詞句」 

das Schaf ﾀﾞｽ･ｼｬｰﾌ n.n あの羊が                                         「主語」 

doch ﾄﾞｯﾎ adv. それでも                                                 「副詞」 

die Blume ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.4 格 あの花を                                 「目的語」 
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ある時は、自分の心に思い描く： 

Das eine Mal sage ich mir:                     「副詞句」「動詞句」「主語」「動詞句」 

Das eine Mal ﾀﾞｽ･ｱｲﾈ･ﾏﾙ n.n.4 格 ある時は                              「副詞句」 

sage... mir: ｻﾞｰｹﾞ...ﾐｰｱ 1 単現(sich-3 sagen)v.pr 心に思い描く              「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

 

 “絶対そんなことはない！王子さまは、毎晩自分の花にガラスの覆いをかけて、自分の羊

をよく注意して見ている” 

Bestimmt nicht! Der kleine Prinz deckt seine Blume jede Nacht mit seiner Glasglocke 

zu, und er gibt auf sein Schaf gut acht.  

“「間投」┃「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」「動詞句」, 

und「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞句」「動詞句」” 

Bestimmt nicht! ﾍﾞｽﾁﾑﾄ･ﾆﾋﾄ adv. 絶対そんなことはない！                   「間投」 

   Bestimmt ﾍﾞｽﾁﾑﾄ adv. 断固として nicht ﾆﾋﾄ adv. 〜でない 

Der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子さまは                           「主語」 

deckt ...zu, ﾃﾞｸﾄ...ﾂｰ 3 単現(zu|decken)v.t 覆いをかける                   「動詞句」 

seine Blume ｻﾞｲﾈ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.m 自分の花を                                 「目的語」 

jede Nacht ｲｪｰﾃﾞ･ﾅﾊﾄ n.f.4 格 毎晩                                      「副詞句」 

mit seiner Glasglocke ﾐｯﾄ･ｻﾞｲﾅｰ･ｸﾞﾗｰｽｸﾞﾛｯｹ adv.（手段）ガラスの覆いで   「副詞句」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

gibt ...acht. ｷﾞｰﾌﾟﾄ...ｱﾊﾄ 3 単現(acht|geben)v.t(auf に) 注意している       「動詞句」 

auf sein Schaf ｱｳﾌ･ｻﾞｲﾝ･ｼｬｰﾌ adv. 自分の羊に                        「間接目的語」 

gut ｸﾞｰﾄ adv. よく                                                       「副詞」 

 

そう思うと、僕は幸せな気持ちになる。そしてすべての星が静かに笑う。 

Dann bin ich glücklich. Und alle Sterne lachen leise. 

「副詞」「動詞」「主語」「補語」┃Und「主語」「動詞」「副詞」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. そうすれば                                                「副詞」 

bin ﾋﾞﾝ 1 単現･変化(sein)v.i 〜になる                                      「動詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

glücklich. ｸﾞﾘｭｯｸﾘﾋ adj. 幸せな                                           「補語」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

alle Sterne ｱﾚ･ｼｭﾃｱﾈ pl.n.m すべての星が                                  「主語」 

lachen ﾗｯﾍﾝ 3 複現 v.i 笑う                                               「動詞」 

leise. ﾗｲｾﾞ adv. 静かに、かすかに                                         「副詞」  
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それからまた、僕は思う： 

Dann wieder sage ich mir:                     「副詞句」「動詞句」「主語」「動詞句」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. それから                                                  「副詞」 

wieder ｳﾞｨｰﾀﾞｰ adv. また                                                 「副詞」 

sage ...mir: ｻﾞｰｹﾞ...ﾐｰｱ 1 単現(sich-3 sagen)v.pr 思う                      「動詞句」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

 

“人は、1 度や 2 度はうっかりするものだ。しかし、それで十分なのだ！” 

Man ist das eine oder das andere Mal zerstreut, und das genügt!  

“「主語」「動詞」「補語」,und「主語」「補語」” 

Man ﾏﾝ pron 人は                                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

das eine oder das andere Mal ﾀﾞｽ･ｱｲﾈ･ｵｰﾀﾞｰ･ﾀﾞｽ･ｱﾝﾃﾞﾚ･ﾏﾙ 

 adv. 1 度や 2 度は                                              「副詞句」 

   Mal ﾏﾙ n.n 度、回 

zerstreut, ﾂｪｱｼｭﾄﾛｲﾄ adj. うっかりした、ぼんやりした                      「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

genügt! ｹﾞﾆｭｰｸﾄ 過去分詞(genügen)adj. 十分な                             「補語」 

 

 “王子さまは、ある晩、ガラスの覆いをかけ忘れたかもしれない、または、あの羊がある

夜に、音もなく抜け出してしまったかも．．．” 

Er hat eines Abends die Glasglocke vergessen, oder das Schaf ist eines Nachts lautlos 

entwichen...                       “「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「動詞句」, 

oder「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」” 

Er ｴｱ pron 彼は                                                         「主語」 

hat ...vergessen, ﾊｯﾄ...ﾌｪｱｹﾞｯｾﾝ 3 単現･完了形(vergessen)v.t 忘れた         「動詞句」 

eines Abends ｱｲﾈｽ･ｱｰﾍﾞﾝﾂ n.m.2 格 ある晩                               「副詞句」 

die Glasglocke ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾗｰｽｸﾞﾛｯｹ n.f.4 格 ガラスの覆いを                   「目的語」 

oder ｵｰﾀﾞｰ conj. それとも 

das Schaf ﾀﾞｽ･ｼｬｰﾌ n.n あの羊が                                          「主語」 

ist ...entwichen... ｲｽﾄ...ｴﾝﾄｳﾞｨｯｼｪﾝ 3 単現･完了形(entweichen)v.i 抜け出した 「動詞句」 

eines Nachts ｱｲﾈｽ･ﾅﾊﾂ n.m.2 格 ある夜に                                「副詞句」 

lautlos ﾗｳﾄﾛｰｽ adv. 音もなく、静かに                              「副詞」 
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そう考えると、すべての鈴が涙に変わってしまう．．． 

Dann verwandeln sich die Glocken alle in Tränen!... 

「副詞」「動詞句」「主語」「間接目的語」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. そうすると                                                「副詞」 

verwandeln sich ﾌｪｱｳﾞｧﾝﾃﾞﾙﾝ･ｽﾞｨｯﾋ 3 複現(sich-4 verwandeln) 

   v.pr(in et-4 に) 変わる                                               「動詞句」 

die Glocken alle ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾛｯｹﾝ･ｱﾚ pl.n.f(Glocke) すべての鈴が                「主語」 

in Tränen!... ｲﾝ･ﾄﾚｰﾈﾝ adv.(Träne) 涙に                              「間接目的語」 

 

それは本当に大きな神秘だ。 

Das ist ein sehr großes Geheimnis.                          「主語」「動詞」「補語」 

Das ﾀﾞｽ pron それは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

ein sehr großes Geheimnis. ｱｲﾝ･ｾﾞｰｱ･ｸﾞﾛｰｾｽ･ｹﾞﾊｲﾑﾆｽ n.n.1 格 非常に大きな神秘「補語」 

 

王子様を愛する君たちにとって、僕にとってと同様に、この宇宙では影響を受けずにはいら

れる物は何もない。どこか分からないところで、僕たちの知らない羊がひょっとしてあのバ

ラの花を食べてしまったのか、それともひょっとして食べなかったのかの結果次第だ．．． 

Für euch, die ihr den kleinen Prinzen auch liebt, wie für mich, kann nichts auf der Welt 

unberührt bleiben, wenn irgendwo, man weiß nicht wo, ein Schaf, das wir nicht kennen, 

eine Rose vielleicht gefressen hat oder vielleicht nicht gefressen hat... 

「副詞句」,「動詞句」「主語」「副詞句」「補語」「動詞句」,「副詞節」 

Für euch, ﾌｭｰｱ･ｵｲﾋ adv.（関連）君たちにとって                          「副詞句」 

die ﾃﾞｨｰ pron.pl（主語）〜する                                「形容詞節」 

ihr ｲｰｱ pron.pl 君たちが                                 「主語」 

den kleinen Prinzen ﾃﾞﾝ･ｸﾗｲﾈﾝ･ﾌﾟﾘﾝﾂｪﾝ n.m.4 格 王子様を「目的語」 

auch ｱｳﾌ adv. 〜も、〜もまた                            「副詞」 

liebt, ﾘｰﾌﾟﾄ 2 複現(lieben)v.t 愛する                       「動詞」 

wie für mich, ｳﾞｨｰ･ﾌｭｰｱ･ﾐｯﾋ adv. 僕にとってと同様に                     「副詞句」 

kann ...bleiben, ｶﾝ...ﾌﾞﾗｲﾍﾞﾝ 3 単現･可能･否定文(können+不定詞) 

   v.i 〜のままで居られない                                            「動詞句」 

nichts ﾆﾋﾂ pron 何も〜ない                                               「主語」 

auf der Welt ｱｳﾌ･ﾃﾞｱ･ｳﾞｪﾙﾄ adv. この宇宙では                           「副詞句」 

unberührt ｳﾝﾍﾞﾘｭｰﾄ adj. 手つかずの、そのままの                          「補語」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜するとき                                            「副詞節」 

irgendwo, ｲﾙｹﾞﾝﾄｳﾞｫｰ adv. どこかで                                「副詞」 
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man ﾏﾝ pron 人が〜する                                 「形容詞節」 

weiß nicht ｳﾞｧｲｽ･ﾆﾋﾄ 3 単現･否定(wissen)v.t 知らない「動詞句」 

wo, ｳﾞｫｰ adv. どこ                                  「副詞」 

ein Schaf, ｱｲﾝ･ｼｬｰﾌ n.n ある羊が                                   「主語」 

das ﾀﾞｽ pron（目的語）〜する                             「形容詞節」 

wir ｳﾞｨｰｱ pron 僕たちが                             「主語」 

nicht kennen, ﾆﾋﾄ･ｹﾈﾝ 1 複現･否定 v.t 知らない       「動詞句」 

eine Rose ｱｲﾈ･ﾛｰｾﾞ n.f.4 格 あのバラの花を                        「目的語」 

vielleicht ﾌｨﾗｲﾋﾄ adv. ひょっとして                                 「副詞」 

gefressen hat ｹﾞﾌﾚｯｾﾝ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形(fressen)v.t 食べた         「動詞句」 

oder ｵｰﾀﾞｰ conj. それとも 

vielleicht ﾌｨﾗｲﾋﾄ adv. ひょっとして                                 「副詞」 

nicht gefressen hat... ﾆﾋﾄ･ｹﾞﾌﾚｯｾﾝ･ﾊｯﾄ 3 単現･完了形･否定(fressen) 

v.t 食べなかった                                              「動詞句」 

 

空を見て、自分に問いかけてください：《あの羊は、あの花を食べてしまったのだろうか、

それとも食べなかったのだろうか？どちらなのだろうか？》そうすれば、すべてがどれほど

変わってしまうかということを、君たちは分かるだろう。 

Schaut den Himmel an. Fragt euch: Hat das Schaf die Blume gefressen oder nicht? Ja 

oder nein? Und ihr werdet sehen, wie sich alles verwandelt... 

「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「動詞句」： 

“「動詞句」「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」┃「副詞句」” 

Und「主語」「動詞句」「目的語」 

Schaut ...an. ｼｬｳﾄ...ｱﾝ 命・2 複現･依頼(an|schauen)v.t 見てください       「動詞句」 

den Himmel ﾃﾞﾝ･ﾋﾒﾙ n.m.4 格 空を                                     「目的語」 

Fragt euch: ﾌﾗｰｸﾄ･ｵｲﾋ 命・2 複現･依頼(sich-4 fragen)v.pr 自問してください「動詞句」 

Hat ...gefressen ﾊｯﾄ...ｹﾞﾌﾚｯｾﾝ 3 単現･完了形(fressen)v.t（動物が）食べた    「動詞句」 

das Schaf ﾀﾞｽ･ｼｬｰﾌ n.n あの羊が                                          「主語」 

die Blume ﾃﾞｨｰ･ﾌﾞﾙｰﾒ n.f.4 格 あの花を                                 「目的語」 

oder nicht? ｵｰﾀﾞｰ･ﾆﾋﾄ adv. それとも食べなかった                         「副詞句」 

Ja oder nein? ﾔｰ･ｵｰﾀﾞｰ･ﾅｲﾝ adv. そうなのか、それとも違うのか？         「副詞句」 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

ihr ｲｰｱ pron.pl（二人称複数親称）君たちは                                「主語」 

werdet sehen, ｳﾞｪｱﾃﾞｯﾄ･ｾﾞｰｴﾝ 2 複現･推量(werden+不定詞)v.t 分かるだろう「動詞句」 

wie ｳﾞｨｰ adv. どれほど〜するかということを                            「目的語」 

sich ...verwandelt... ｽﾞｨｯﾋ...ﾌｪｱｳﾞｧﾝﾃﾞﾙﾄ 3 単現(sich-4 verwandeln) 
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   v.pr（すっかり）変わる                                      「動詞句」 

alles ｱﾚｽ pron（中性単数扱い）すべてが                           「主語」 

 

しかし大人は誰も、それがこれほど重要なことだということが絶対に分からないだろう！ 

Aber keiner von den großen Leuten wird jemals verstehen, dass das eine so große 

Bedeutung hat!                    Aber「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」「目的語」 

Aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

keiner ｶｲﾅｰ pron.m.1 格 誰も〜ない                                       「主語」 

von den großen Leuten ﾌｫﾝ･ﾃﾞﾝ･ｸﾞﾛｰｾﾝ･ﾛｲﾃﾝ 

adj.（所属）大人の人たちの                                    「形容詞句」 

wird ...verstehen, ｳﾞｨﾙﾄ...ﾌｪｱｼｭﾃｰｴﾝ 3 単未･推測(werden+不定詞) 

   v.t 分からないだろう                                                「動詞句」 

jemals ｲｪｰﾏﾙｽ adv. いつか                                                「副詞」 

   主語が否定語なので、「いつか」は「永久に〜ない」の意味に変化する 

dass ﾀﾞｽ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

das ﾀﾞｽ pron それが                                              「主語」 

eine so große Bedeutung ｱｲﾈ･ｿﾞｰ･ｸﾞﾛｰｾ･ﾍﾞﾄﾞｲﾄｩﾝｸﾞ 

 n.f.4 格 それほどの重要性を                                   「目的語」 

hat! ﾊｯﾄ 3 単現(haben)v.t 持っている                               「動詞」 
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これは僕にとって、この世で最も美しい、そして最も悲しい景色です。 

Das ist für mich die schönste und traurigste Landschaft der Welt.  

「主語」「動詞」「補語」 

Das ﾀﾞｽ pron これは                                                     「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

für mich ﾌｭｰｱ･ﾐｯﾋ adv. 僕にとって                       「副詞句」 

die schönste und traurigste ﾃﾞｨｰ･ｼｪｰﾝｽﾃ･ｳﾝﾄ･ﾄﾗｳﾘﾋｽﾃ 

 adj（最上級）.f.1 格 最も美しくて、最も悲しい                「形容詞句」 

Landschaft ﾗﾝﾄｼｬﾌﾄ n.f.1 格 景色、風景                                   「補語」 

der Welt. ﾃﾞｱ･ｳﾞｪﾙﾄ adv. この世で                                 「副詞句」 

 

これは前のページと同じ景色ですが、君たちにはっきり示すためにもう一度描きました。 

Es ist die gleiche Landschaft wie auf der vorletzten Seite, aber ich habe sie nochmals 

hergezeichnet, um sie euch ganz deutlich zu machen.  

「主語」「動詞」「補語」,aber「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」「動詞句」,「副詞句」 

Es ｴｽ pron それは                                                       「主語」 

ist ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i 〜である                                           「動詞」 

die gleiche ﾃﾞｨｰ･ｸﾞﾗｲﾋｪ adj.f.1 格 同じ                           「形容詞句」 

Landschaft ﾗﾝﾄｼｬﾌﾄ n.f.1 格 景色、風景                                   「補語」 

wie ｳﾞｨｰ conj.（比較）〜のような                                 「副詞句」 

auf der vorletzten Seite, ｱｳﾌ･ﾃﾞｱ･ﾌｫｱﾚｯﾂﾃﾝ･ﾂｧｲﾃ 
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 adv. 前のページにある                                  「副詞句」 

  vorletzt ﾌｫｱﾚｯﾂﾄ adj. 終わりから 2 番目の、前の前の 

aber ｱｰﾊﾞｰ conj. しかし 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

habe ...hergezeichnet, ﾊｰﾍﾞ...ﾍｱ･ｹﾞ･ﾂｧｲﾋﾈｯﾄ 1 単現･完了形(her|zeichnen) 

   v.t スケッチした                                                    「動詞句」 

sie ｼﾞｰ pron（Landschaft の代用）景色を                               「目的語」 

nochmals ﾉｯﾎﾏｰﾙｽ adv. もう一度                                         「副詞」 

um ...zu machen. ｳﾑ...ﾂｰ･ﾏﾍﾝ zu 不定句･目的 adv. 〜にするために         「副詞句」 

sie ｼﾞｰ pron 景色を                                       「直接目的語」 

euch ｵｲﾋ pron 君たちに                                    「間接目的語」 

ganz deutlich ｶﾞﾝﾂ･ﾄﾞｲﾄﾘｯﾋ adj. はっきりとした                   「補語」 

 

この場所で、王子さまは地上に現れ、それから消えたのです。 

Hier ist der kleine Prinz auf der Erde erschienen und wieder verschwunden. 

「副詞」「動詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」 

Hier ﾋｰｱ adv. ここで                                                    「副詞」 

ist ...erschienen und wieder verschwunden. ｲｽﾄ...ｴｱｼｰﾈﾝ･ｳﾝﾄ･ｳﾞｨｰﾀﾞｰ･ﾌｪｱｼｭｳﾞﾝﾃﾞﾝ 

   3 単現･完了形(erscheinen / verschwinden+ wieder) 

   v.i 現れて、それから消えた                                          「動詞句」 

der kleine Prinz ﾃﾞｱ･ｸﾗｲﾈ･ﾌﾟﾘﾝﾂ n.m 王子様が                             「主語」 

auf der Erde ｱｳﾌ･ﾃﾞｱ･ｴｰｱﾃﾞ adv. 地上に                                 「副詞句」 

 

この景色をしっかりと目に焼き付けてください。いつか君たちがアフリカの砂漠を旅行す

る時に、確かにここだと分かるためです。 

 Schaut diese Landschaft genau an, damit ihr sie sicher wiedererkennt, wenn ihr eines 

Tages durch die afrikanische Wüste reist.  

「動詞句」「目的語」「副詞」「動詞句」,「副詞節」 

Schaut ...an, ｼｬｳﾄ...ｱﾝ 命・3 単現(an|schauen)v.t じっと見てください      「動詞句」 

diese Landschaft ﾃﾞｨｰｾﾞ･ﾗﾝﾄｼｬﾌﾄ n.f.4 格 この景色を                     「目的語」 

genau ｹﾞﾅｳ adv. しっかりと、厳密に                                      「副詞」 

damit ﾀﾞﾐｯﾄ conj. 〜するために                                         「副詞節」 

ihr ｲｰｱ pron.pl.1 格（二人称親称）君たちが                         「主語」 

sie ｼﾞｰ pron.f.4 格 その景色が                                    「目的語」 

sicher ｽﾞｨｯﾋｬｰ adv. 確かに                                         「副詞」 

wiedererkennt, ｳﾞｨｰﾀﾞｰ･ｴｱｹﾝﾄ 2 複現(wieder|erkennen) 
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v.t それだと分かる                                            「動詞句」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜する時に                                            「副詞節」 

ihr ｲｰｱ pron.pl.1 格（二人称親称）君たちが                         「主語」 

eines Tages ｱｲﾈｽ･ﾀｰｹﾞｽ n.m.2 格 いつか、ある日に                「副詞句」 

durch ﾄﾞｩﾙﾋ prep（4 格と）（空間的）〜を通って                  「副詞句」 

die afrikanische Wüste ﾃﾞｨｰ･ｱﾌﾘｶｰﾆｯｼｪ･ｳﾞｭｰｽﾃ 

 n.f.4 格 アフリカの砂漠を                             「目的語」 

reist. ﾗｲｽﾄ 2 複現(reisen)v.i 旅行する                               「動詞」 

 

そして、たまたま君たちがここを通りかかったら、ぜひ君たちにお願いします：《少しだけ、

この星の真下で待ってください！》 

Und wenn ihr zufällig da vorbeikommt, eilt nicht weiter, ich flehe euch an - wartet ein 

bisschen, gerade unter dem Stern!  

Und「副詞節」,「動詞句」「副詞」,「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」 

《「動詞」「副詞句」》 

Und ｳﾝﾄ conj. そして 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. 〜する時に                                            「副詞節」 

ihr ｲｰｱ pron.pl.1 格（二人称親称）君たちが                         「主語」 

zufällig ﾂｰﾌｪﾘｯﾋ adv. 偶然、たまたま                               「副詞」 

da ﾀﾞｰ adv. そこを                                                「副詞」 

vorbeikommt, ﾌｫｱﾊﾞｲ･ｺﾑﾄ 2 複現(vorbei|kommen) 

v.i(an et-3 の傍らを) 通りかかる                               「動詞句」 

eilt nicht ｱｲﾙﾄ･ﾆﾋﾄ 命・3 単現･否定(eilen)v.i 急がないでください           「動詞句」 

weiter, ｳﾞｧｲﾀｰ adv. これ以上                                              「副詞」 

ich ｲｯﾋ pron 僕は                                                       「主語」 

flehe ...an ﾌﾚｰｴ...ｱﾝ 1 単現(an|flehen)v.t 懇願する                        「動詞句」 

euch ｵｲﾋ pron.3 格 君たちに                                        「間接目的語」 

- wartet ｳﾞｧﾙﾃｯﾄ 命・3 単現(warten)v.i 待ってください                      「動詞」 

ein bisschen, ｱｲﾝ･ﾋﾞｯｼｪﾝ adv. 少しだけ                                  「副詞句」 

gerade ｹﾞﾗｰﾃﾞ adv. ちょうど                                              「副詞」 

unter ｳﾝﾀｰ prep（3 格と）（空間的）〜の下で                             「副詞句」 

dem Stern! ﾃﾞｰﾑ･ｼｭﾃｱﾝ n.m.3 格 この星の                         「目的語」 
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もしその時、1 人の子供が君たちのほうへ近づいて来て、笑っていたり、金髪だったり、質

問をしても答えなかったりしたら、その時は、君たちは彼が誰か分かるだろう。 

Wenn dann ein Kind auf euch zukommt, wenn es lacht, wenn es goldenes Haar hat, wenn 

es nicht antwortet, so man es fragt, dann werdet ihr wohl erraten, wer es ist.  

「副詞節」,「副詞」「動詞句」「主語」「副詞」「目的語」 

Wenn ｳﾞｪﾝ conj. もしも〜ならば                                        「副詞節」 

dann ﾀﾞﾝ adv. その時に                                           「副詞」 

ein Kind ｱｲﾝ･ｷﾝﾄ n.n 1 人の子供が                                 「主語」 

auf euch ｱｳﾌ･ｵｲﾋ adv. 君たちのほうへ                            「副詞句」 

zukommt, ﾂｰ･ｺﾑﾄ 3 単現(zu|kommen)v.i 近寄って来る             「動詞句」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. もしも〜ならば                                        「副詞節」 

es ｴｽ pron 彼が                                                  「主語」 

lacht, ﾗﾊﾄ 3 単現(lachen)v.i 笑っている                             「動詞」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. もしも〜ならば                                        「副詞節」 

es ｴｽ pron 彼が                                                  「主語」 

goldenes Haar ｺﾞﾙﾃﾞﾈｽ･ﾊｰﾙ n.n.4 格 金髪を                       「目的語」 

hat, ﾊｯﾄ 3 単現(haben)v.t（身体的特徴）〜をしている                「動詞」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj. もしも〜ならば                                        「副詞節」 

es ｴｽ pron 彼が                                                  「主語」 

nicht antwortet, ﾆﾋﾄ･ｱﾝﾄｳﾞゎﾃｯﾄ 3 単現･否定(antworten)v.i 答えない「動詞句」 

so ｿﾞｰ conj. もし〜するときに                                    「副詞節」 

man ﾏﾝ pron 人が                                          「主語」 

es ｴｽ pron 彼に                                       「間接目的語」 

fragt, ﾌﾗｰｸﾄ 3 単現(fragen)v.t 尋ねる                          「動詞」 

dann ﾀﾞﾝ adv. その時には                                                「副詞」 

werdet ...erraten, ｳﾞｪｰｱﾃﾞﾄ...ｴｱﾗｰﾃﾝ 2 複現･推量(werden+不定詞) 

   v.t 言い当てられるだろう、分かるだろう                              「動詞句」 

ihr ｲｰｱ pron.pl 君たちは                                                 「主語」 

wohl ｳﾞｫｰﾙ adv. 確かに                                                  「副詞」 

wer es ist. ｳﾞｪｱ･ｴｽ･ｲｽﾄ n. 彼が誰であるかということを                   「目的語」 
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その時は、親切にしてください。そして僕をこれ以上悲しませないでください：すぐ僕に手

紙を書いてください。もし彼がそこに戻ったのなら．．． 

Dann seid so gut und lasst mich nicht weiter so traurig sein: schreibt mir schnell, wenn 

er wieder da ist...              「副詞」「動詞」「補語」und「動詞」「目的語」「補語」： 

「動詞」「間接目的語」「副詞」,「副詞節」 

Dann ﾀﾞﾝ adv. その時は                                                  「副詞」 

seid ｻﾞｲﾄ 命・3 単現(sein)v.i 〜でいてください                             「動詞」 

so gut ｿﾞｰ･ｸﾞｰﾄ adj. とても親切な                                         「補語」 

und ｳﾝﾄ conj. そして 

lasst ﾗｽﾄ 命・3 単現･使役(lassen)v.t 〜させてください                      「動詞」 

mich ﾐｯﾋ pron 僕を                                                    「目的語」 

nicht weiter so traurig ﾆﾋﾄ･ｳﾞｧｲﾀｰ･ｿﾞｰ･ﾄﾗｳﾘﾋ 

 adj. もうこれ以上悲しい〜ない                                   「補語」 

sein: ｻﾞｲﾝ 不定詞･mich の動作 v.i 〜でいる                                「補語」 

schreibt ｼｭﾗｲﾌﾟﾄ 命・3 単現(schreiben)v.t 書いてください                   「動詞」 

mir ﾐｰｱ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

schnell, ｼｭﾈﾙ adv. すぐに                                                 「副詞」 

wenn ｳﾞｪﾝ conj.（条件）もし〜ならば                                   「副詞節」 

er ｴｱ pron 彼が                                                  「主語」 

wieder da ｳﾞｨｰﾀﾞｰ･ﾀﾞｰ adv. またそこに                          「副詞句」 

ist... ｲｽﾄ 3 単現(sein)v.i（存在）〜がいる                           「動詞」 
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